
備 考

経営学部

経営学科

芸術学部

造形芸術学科

教育学部

教育学科

初等教育専攻

中等教育専攻 -

国際観光学部

国際観光学科

[Division of Primary
School Education]

[Division of Secondary
School Education]

[Department of Education]

国際観光ビジネス学科

※令和3年4月届出予
定

[Faculty of Global Tourism &
 Management]

[Department of Global
 Tourism & Management]

(Bachelor of
Education)

同上

(Bachelor of
 Management)

令和6年4月
第3年次

平成30年4月
第3年次

4 70 280 学士（教育学） 令和4年4月
第1年次

(140)

(60)

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

　　ガッコウホウジン　オオサカセイケイガクエン

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

大阪成蹊大学 (Osaka Seikei University)

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人　大阪成蹊学園

（用紙　日本産業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

各学部等における近年の志願動向及び入学定員の充足状況や社会における人材要請
の動向を鑑み、教育内容や教員組織等の一層の充実を図りながら、社会からの人材
需要や高校生の進学ニーズの高まりに対して教育の質を担保する範囲で可能な限り
応えることを目的として、経営学部経営学科、経営学部スポーツマネジメント学
科、芸術学部造形芸術学科、教育学部教育学科初等教育専攻、教育学部教育学科中
等教育専攻の入学定員を変更する。また、経営学部国際観光ビジネス学科の教育実
績を基にして、国際観光学部国際観光学科を開設する。

大 学 の 目 的

本学は人間の徳を涵養する成蹊の名を体し、幅広く深い教養と総合的な判断力を備
えた豊かな人間性を培うとともに、深く専門の学芸を教授研究し、実践的な専門教
育に重きを置く大学教育を施し、実社会において知的、道徳的及び応用的能力を展
開し得る人材の育成を目的とする。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ 　　オオサカセイケイダイガク

記 入 欄

大阪府大阪市東淀川区相川3丁目10番62号

令和4年4月
第1年次

同上

(110) (442) (Bachelor of
Management)

平成30年4月
第3年次

3年次

令和4年4月
第1年次

同上

(80) (324) (Bachelor of
Management)

令和4年4月
第3年次

(2)

3年次

10

3年次

新
設
学
部
等
の
概
要

新 設 学 部 等 の 名 称

人

482 学士（経営学）

　　年　月
第　年次

562

[Department of Management]

所　在　地
収容
定員

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

学士（経営） 令和4年4月
第1年次

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

4 150 5 610 学士（教育学）

882 学士（芸術） 令和4年4月
第1年次(762) (Bachelor of

Arts)
平成30年4月

第3年次

(110)

3年次

学士（経営学） 令和4年4月
第1年次

0 学士（経営学）

同上

3,140

大阪府大阪市東淀川
区相川3丁目10番62号(442) (Bachelor of

Management) 平成30年4月
第3年次

令和4年4月
第1年次

同上

(240)

同上

(570)

(Bachelor of
Education)

(690) (2,780)

計

3年次

780

年 人 年次
人

3年次
4 140 1

[Faculty of Management]

スポーツマネジメント学科 4 120 1

4

[Department of Sports
Management]

3年次

4 220 1

(190)

0 0

[Department of Global
Tourism and Business]

[Faculty of Arts]

[Department of Art and
Design]

[Faculty of Education]

2 3244 80

基本計画書－1



人 人 人

（13,577〔11,403〕）

（13,577〔11,403〕）

大学全体での共用分（大
阪成蹊短期大学との共
用）

大学全体

大阪成蹊短期大学
（必要面積13,600
㎡）、びわこ成蹊ス
ポーツ大学（必要面
積14,400㎡）及び大
阪成蹊女子高等学校
（運動場等8,600㎡）
と共用(収容定員2040
人)
運動場用地2か所は校
舎敷地と別地（徒歩
約5分に1箇所、公共
交通機関利用約50分
に1箇所）

大阪成蹊短期大学
（必要面積12,000
㎡）と共用

大学全体（大阪成蹊
短期大学と共用を含
む）

冊 種

310,000 冊

該当なし

体育館以外のスポーツ施設の概要

小 計

そ の 他 0

81,246.37 ㎡

768.88 ㎡

学術雑誌

〔うち外国書〕〔うち外国書〕 電子ジャーナル

語学学習施設

93

情報処理学習施設

新設学部等の名称

〔うち外国書〕

大学全体

（11,270〔11,270〕）（317,327〔41,487〕）

317,327〔41,487〕

180 席
図書館

計

体育館
該当なし

面積

4,706.37　㎡

317,327〔41,487〕 6,616 34

（ 34 ）

3,44911,270〔11,270〕

（ 6,616 ）

13,577〔11,403〕　

点

264,596.82 ㎡

共用する他の
学校等の専用

58,681.36 ㎡

163,234.37 ㎡

16,379.99 ㎡

面積

 1,730.14　㎡

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

（ 3,449 ）

（ 34 ）（317,327〔41,487〕）

11,270〔11,270〕

（ 6,616 ） （ 3,449 ）

3,449 346,61613,577〔11,403〕　

（11,270〔11,270〕）

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

163 室

118,764.10 ㎡

23,201.55 ㎡

117,995.22 ㎡5,932.24 ㎡

5,932.24 ㎡

36,748.85 ㎡5,932.24 ㎡

合 計

12,230.11 ㎡

専　　用

43 室

講義室

(23,201.55 ㎡)

専　　用

0 ㎡

(12,230.11 ㎡)

19 室

演習室

共　　用

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

( 20 )( 48 )( 52 ) ( 4 )

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

教

員

組

織

の

概

要

図 書 館 専 門 職 員

既
設

分
－

52

－

職　　　種

新

設

分

人 人 人 人

0

計
52 48 20

－

（－）

－ －－－

（－）

－ － －－－

合　　　　計

計

( 108 )

( 0 )

( 2 )

( 0 )

( 110 )

88

－

計

( 124 ) ( 3 ) （－）

48

（－） （－）

34 －

（－）

12420

（－）

専　　任 兼　　任

（－） （－） （－）

（－）

－

（－）（－）
なし

学　部　等　の　名　称
教授

-

同一設置者内における変更状況（定
員の移行，名称の変更等）

教育
課程

准教授

実験・実習

- 科目

演習

専任教員等

計助教

新設学部等の名称
講義

講師

開設する授業科目の総数

- 単位

兼 任
教 員 等

計
卒業要件単位数

大阪成蹊大学
　国際観光学部
　　国際観光学科　(80)　 (令和3年4月届出予定)
　経営学部
　　国際観光ビジネス学科（廃止）（△80）
　　3年次編入学定員　　　　　　　（△2）
　　（令和4年4月学生募集停止、3年次編入学は令和6年4月学生募集停止）

- 科目

（補助職員　人）

標本

室

室　　　数

共　　用

図書

実験実習室

大学全体

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

（補助職員　人）

40,414.82 ㎡

13 室 2 室

校　　　舎

点

4 2 32 0

助手

- 科目 - 科目

国際観光学部
　　国際観光学科

6 4 2 2 14 0

経営学部
　　経営学科

9 10 3

芸術学部
　　造形芸術学科

教育学部
　　教育学科

18 14 8 40 2

人 人

11 15

127

( 9 ) ( 10 ) ( 3 ) ( 0 ) ( 22 ) ( 1 ) (127)

　　スポーツマネジメント学科
8 5 3 0 16 0 112

( 8 ) ( 5 ) ( 3 ) ( 0 ) ( 16 ) ( 0 ) (112)

146

( 18 ) ( 14 ) ( 8 ) ( 0 ) ( 40 ) ( 2 ) (146)

4 124 3 －

( 52 ) ( 48 ) ( 20 ) ( 4 ) ( 124 ) ( 3 ) （－）

※国際観光学部国際
観光学科は令和3年4
月届出予定

57

( 6 ) ( 4 ) ( 2 ) ( 2 ) ( 14 ) ( 0 ) (49)

138

( 11 ) ( 15 ) ( 4 ) ( 2 ) ( 32 ) 0 (138)

人

0 22 1

（－） （－）

108

0 0 0

2 0 2

( 86 )

( 0 )

( 22 )

( 0 )

15,611.11 ㎡

( 88 )

( 0 )

( 0 )

( 22 )
計

区　　　分

事 務 職 員

22

86 22

140,669.36 ㎡

110

0 0 0

( 2 )

( 0 )

(40,414.82 ㎡)

280,976.81 ㎡

101,362.45 ㎡

計

計

156,280.47 ㎡

共用する他の
学校等の専用

点

(4,983.16 ㎡)

4,983.16 ㎡

機械・器具視聴覚資料

81,988.00 ㎡

基本計画書－2 



4

4
令和2年度入学定員増（20
人）

4

教育学部

4

4

　

年

令和2年度入学定員減（△
20人）

令和2年度入学定員減（△
40人）

既
設
大
学
等
の
状
況

―　千円 ―　千円

修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

- - 学士(スポーツ学) - 平成15年度 同上

滋賀県大津市北比良
1204番地

　　スポーツ学科

40,000千円 40,000千円 40,000千円 40,000千円 40,000千円

    スポーツ学専攻 2 10 - 20 修士(スポーツ学) 0.50  平成24年度 同上

スポーツ学研究科

　　競技スポーツ学科 - 平成27年度より学生募集停
止

4

栄養学科 2 80 ‐ 160
短期大学士
(栄養）

0.89  平成28年度 同上

 平成28年度
大阪府大阪市東淀川
区相川3丁目10番62号

調理・製菓学科 2 100 ‐ 200
短期大学士
(調理・製菓)

0.97  平成28年度 同上

人
年次

人
人

倍

生活デザイン学科 2 50 ‐ 100
短期大学士
(生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ）

1.00

大 学 の 名 称 びわこ成蹊スポーツ大学

学 部 等 の 名 称

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

　年 　　人 年次 　　人 倍

大 学 の 名 称 大阪成蹊短期大学

人
スポーツ学部 1.10

令和2年度入学定員増（20
人）

5

　　　中等教育専攻 60 - 240  学士(教育学) 1.05  平成30年度 同上

平成26年度

　　教育学専攻 2 5 -

　　教育学科 1.05

　　　初等教育専攻 140 3年次 530  学士(教育学) 1.06

10 修士(教育学) 0.80

教育学研究科

　　環境デザイン学科 - - -  学士(芸術) - 平成18年度 同上 平成27年度より学生募集停
止

令和元年度入学定員増（13
人）

1

    情報デザイン学科 - - -  学士(芸術) - 平成18年度 同上 平成27年度より学生募集停
止

芸術学部 1.10

　　造形芸術学科 190 3年次 749  学士(芸術) 1.10

　　国際観光ビジネス学科 80 3年次 284 学士(経営学) 0.99
 平成30年度 同上

2

　　スポーツマネジメント学科 110 3年次 442 学士(経営学) 1.09  平成28年度 同上

1

　　経営学科 4 110 3年次
1

362 学士(経営学) 1.17 平成15年度 令和2年度入学定員増（40
人）

1

大学全体
図書購入費には電子
ジャーナルの整備費を含
む（運用コストを含む）

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 大阪成蹊大学

学 部 等 の 名 称
修業
年限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

開設
年度

所　在　地

　年 　　人 年次 　　人 倍

人

経営学部

― ―

1,430 1,180 1,180 1,180 ― ―

1,669 1,469 1,469 1,469

360千円 360千円 360千円 360千円

第３年次 第４年次第２年次

学生納付金以外の維持方法の概要

第１年次 第６年次第２年次 第４年次 第５年次

 1.10
大阪府大阪市東淀川
区相川3丁目10番62号

平成18年度 同上

1.05

同上

平成30年度 同上

360 - 1,440

第３年次

3,000千円 3,000千円 3,000千円

学生
１人
当り
納付
金

経営学部

経営学科

スポーツマネジメント学科

芸術学部

千円 千円 千円

1,242

設 備 購 入 費

―　千円 ―　千円

3,000千円 ―　千円 ―　千円

4,400千円 4,400千円 4,400千円 4,400千円 ―　千円 ―　千円4,400千円

開設前年度 第１年次

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

手数料収入、私立大学等経常費補助金収入等をもって充当する。

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

造形芸術学科

教育学部

教育学科

学士(スポーツ学) 1.10 平成27年度

千円 千円 千円

1,242 992 992 992 ― ―

区　分 第５年次 第６年次

経費
の見
積り

※国際観光学部国際
観光学科は令和3年4
月届出予定

国際観光学部

国際観光学科 1,410 1,160 1,160 1,160 ― ―

992 992 992 ― ―

既
設
大
学
等
の
状
況
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附属施設の概要 該当なし

(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝ）

経営会計学科 2 50 ‐ 100
短期大学士
(経営会計)

1.03  平成15年度 同上

グローバルコミュニケーション学科 2 30 ‐ 60
短期大学士

1.03  平成15年度 同上

令和2年度入学定員減（△
20人）

観光学科 2 90 ‐ 180 短期大学士
(観光)

1.08  昭和42年度 同上

幼児教育学科 2 280 ‐ 560
短期大学士
(幼児教育）

0.98  昭和31年度 同上

６　空欄には，「－」又は「該当なし」と記入すること。

（注）

３　私立の大学の学部若しくは大学院の研究科又は短期大学の学科又は高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の届出を行おうとする場合

５　「教育課程」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

　織の概要」の「新設分」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　は，「教育課程」，「教室等」，「専任教員研究室」，「図書・設備」，「図書館」及び「体育館」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

　「図書・設備」，「図書館」，「体育館」及び「経費の見積もり及び維持方法の概要」の欄に記入せず，斜線を引くこと。

１　共同学科等の認可の申請及び届出の場合，「計画の区分」，「新設学部等の目的」，「新設学部等の概要」，「教育課程」及び「教員組

２　「教員組織の概要」の「既設分」については，共同学科等に係る数を除いたものとすること。

４　大学等の廃止の認可の申請又は届出を行おうとする場合は，「教育課程」，「校地等」，「校舎」，「教室等」，「専任教員研究室」，

既
設
大
学
等
の
状
況
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令和3年度
入学
定員

収容
定員

令和4年度
入学
定員

収容
定員

変更の事由

大阪成蹊大学 大阪成蹊大学

経営学部 3年次 経営学部 3年次

経営学科 110 1 442 経営学科 140 1 562 定員変更(30)

3年次 3年次

スポーツマネジメント学科 110 1 442 スポーツマネジメント学科 120 1 482 定員変更(10)

3年次 3年次

国際観光ビジネス学科 80 2 324 国際観光ビジネス学科 0 0 0 令和4年4月学生募集停止

※令和6年4月3年次学生募集停止

国際観光学部 3年次

国際観光学科 80 2 324 学部の設置（届出）

芸術学部 3年次 芸術学部 3年次

造形芸術学科 190 1 762 造形芸術学科 220 1 882 定員変更(30)

教育学部 教育学部

教育学科 3年次 教育学科 3年次

初等教育専攻 140 5 570 初等教育専攻 150 5 610 定員変更(10)

中等教育専攻 60 - 240 中等教育専攻 70 - 280 定員変更(10)

3年次 3年次

計 690 10 2,780 計 780 10 3,140

大阪成蹊大学大学院 大阪成蹊大学大学院

教育学研究科 教育学研究科

教育学専攻（M） 5 - 10 教育学専攻（M） 5 - 10

5 - 10 計 5 - 10

びわこ成蹊スポーツ大学 びわこ成蹊スポーツ大学

スポーツ学部 スポーツ学部

スポーツ学科 360 - 1,440 スポーツ学科 360 - 1,440

計 360 - 1,440 計 360 - 1,440

びわこ成蹊スポーツ大学大学院 びわこ成蹊スポーツ大学大学院

スポーツ学研究科（M） 10 - 20 スポーツ学研究科（M） 10 - 20

計 10 - 20 計 10 - 20

大阪成蹊短期大学 大阪成蹊短期大学

生活デザイン学科 50 - 100 生活デザイン学科 50 - 100

調理・製菓学科 100 - 200 調理・製菓学科 100 - 200

栄養学科 80 - 160 栄養学科 80 - 160

幼児教育学科 280 - 560 幼児教育学科 280 - 560

観光学科 90 - 180 観光学科 90 - 180

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 30 - 60 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 30 - 60

経営会計学科 50 - 100 経営会計学科 50 - 100

計 680 - 1,360 計 680 - 1,360

編入学
定員

編入学
定員

学校法人大阪成蹊学園　設置認可等に関わる組織の移行表
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大阪成蹊大学学則（案） 

平成15年４月１日制定 

 

第１章 総則 

第１節 目的及び自己点検・評価 

（目的） 

第１条 本学は人間の徳を涵養する成蹊の名を体し、幅広く深い教養と総合的な判断力を備

えた豊かな人間性を培うとともに、深く専門の学芸を教授研究し、実践的な専門教育に重

きを置く大学教育を施し、実社会において知的、道徳的及び応用的能力を展開し得る人材

の育成を目的とする。 

（自己点検・評価） 

第２条 本学は、その教育水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、

本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うものとする。 

２ 前項の点検及び評価の実施に関する規程は、別に定める。 

第２節 組織 

（学部、学科及び収容定員） 

第３条 本学に、次の学部、学科を置く。 

経営学部 

経営学科 

スポーツマネジメント学科 

芸術学部 

造形芸術学科 

教育学部 

教育学科 

     国際観光学部 

      国際観光学科 

２ 前項の学部、学科における教育研究目的は次の各号に掲げるとおりとする。 

(1) 経営学部 

現代の社会・経済・経営・情報環境におけるビジネスとマネジメントを学び、グロー

バル化・情報化の進展する現代産業社会において、複雑化・多様化する経営上の諸問題

を解決しうる能力を持った人材を育成する。 
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① 経営学科 

現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる「ビジネスとマネジメント、

及び情報処理に関する基礎的能力とスキル」及び「コミュニケーションに関する基礎

的能力とスキル」を備え、現代の多様な経営課題の解決に貢献できる人材を育成する。 

② スポーツマネジメント学科 

現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる「スポーツ産業に係るビジネ

スとマネジメントに関する基礎的能力とスキル」及び「コミュニケーションに関する

基礎的能力とスキル」を備え、スポーツ産業における現代の多様な経営課題の解決に

貢献できる人材を育成する。 

 (2) 芸術学部 造形芸術学科 

芸術的教養や芸術的表現能力を育成するとともに、専門領域を超えた幅広い視野と知

識を持ち、社会の要請を敏感に感じ取り社会との関わりにおいてその芸術的感性や表現

能力を生かし、伝統的な造形表現と未来を開く革新的な造形思考との往還の中に現代人

の置かれたさまざまな局面を捉え、未来的な展望のもとに個性豊かな表現の可能性を追

求できるとともに、心豊かな社会の実現に寄与することのできる人材の育成をする。 

(3) 教育学部 教育学科 

時代が求める新しい教育への対応と普遍的な教育の営みとを総合的・専門的に学修し、

未来を切り拓く子どもの「生きる力」を育むことのできる幅広い教養をもった専門職業

人を育成する。 

 (4) 国際観光学部 国際観光学科 

現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる「グローバル化が進む産業及び 

観光関連産業に係るビジネスとマネジメントに関する基礎的能力とスキル」及び「国際

コミュニケーションに関する基礎的能力とスキル」を備え、持続可能な観光経営モデル

の創出や地域における観光政策・観光振興、グローバル市場を視野に入れた国際ビジネ

スの展開など、グローバル化が進む産業及び観光関連産業における現代の多様な経営課

題の解決に貢献できる人材を育成する。 

３ 前項の各学部に置く学科、入学定員、編入学定員及び収容定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 第3年次編入学定員 収容定員 

経営学部 経営学科 140 1 562

スポーツマネジメント学科 120 1 482

計 260 2 1,044
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芸術学部 造形芸術学科 220 1 882

教育学部 教育学科 初等教育専攻 150 5 610

中等教育専攻 70 0 280

計 220 5 890

国際観光学部 国際観光学科 80 2 324

合計 780 10 3,140

（大学院） 

第３条の２ 本学に、大学院を置く。 

２ 大学院に関する学則は、別に定める。 

（図書館） 

第４条 本学に、図書館を置く。 

２ 図書館に関し必要な事項は、別に定める。 

（保健センター） 

第５条 本学に、保健センターを置く。 

２ 保健センターに関し必要な事項は、別に定める。 

（事務） 

第６条 本学に事務組織を置く。 

２ 事務組織に関し必要な事項は、別に定める。 

第３節 教職員組織 

（教職員） 

第７条 本学に学長、教授、准教授、助教、助手及び事務職員を置く。ただし、教育研究上

の組織編制として適切と認められる場合は、准教授、助教又は助手を置かないことができ

る。 

２ 本学に、前項のほか、副学長、学部長、講師、技術職員その他必要な職員を置くことが

できる。 

（職務） 

第８条 学長は、本学を代表し校務を掌り、所属教職員を統括する。教授は、専攻分野につ

いて、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力及び実績を有する者であって、

学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。准教授は、専攻分野について、

教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及び実績を有する者であって、学生を教授

し、その研究を指導し、又は研究に従事する。助教は、専攻分野について、教育上、研究
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上又は実務上の知識及び能力を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又

は研究に従事する。助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業

務に従事する。講師は教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

２ その他の事務職員の職務については、別に定める。 

第４節 評議会及び教授会 

（評議会） 

第９条 本学に、本学の教育研究に関する重要事項を審議するため評議会を置く。 

２ 評議会に関し必要な事項は、別に定める。 

（教授会） 

第10条 学部に、学部の教育研究に関する重要事項を審議するため教授会を置く。 

２ 教授会に関し必要な事項は、別に定める。 

第２章 学部通則 

第１節 学年、学期及び休業日 

（学年） 

第11条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。 

（学期） 

第12条 学年を、次の２学期に分ける。 

前学期 ４月１日から９月30日まで 

後学期 10月１日から翌年３月31日まで 

（休業日） 

第13条 休業日は、次のとおりとする。 

(1) 日曜日 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

(3) 本学園の創立記念日（４月20日） 

(4) 春期休業日（３月１日から３月31日まで） 

(5) 夏期休業日（７月21日から８月31日まで） 

(6) 冬期休業日（12月24日から翌年１月６日まで） 

２ 必要がある場合は、学長は、前項の休業日を臨時に変更することができる。 

３ 第１項に定めるもののほか、学長は、臨時の休業日を定めることができる。 

第２節 修業年限及び在学期間 

（修業年限） 
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第14条 本学の修業年限は、４年とする。 

２ 在学期間は、８年を超えることはできない。ただし、第20条第１項、第21条第１項及

び第22条第１項の規定により入学を許可された者は、それぞれの在学すべき年数の２倍

に相当する年数を超えて在学することはできない。 

第３節 入学、編入学、再入学、休学、復学、転学、退学、除籍及び復籍等 

（入学時期） 

第15条 入学時期は学年の始めから30日以内とする。ただし、転入学及び再入学について

は、学期の始めとすることができる。 

（入学資格） 

第16条 学部に入学することができる者は、次の各号の一に該当する者とする。 

(1) 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

(2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれ

に相当する学校教育を修了した者を含む。） 

(3) 外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの 

(4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者 

(5) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定したものを文部科学大臣が定

める日以後に修了した者 

(6) 文部科学大臣の指定した者 

(7) 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧

規程による大学入学資格検定（以下「旧検定」という。）に合格した者を含む。） 

(8) 学校教育法第90条第２項の規定により大学に入学した者であって、本学において、

大学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 

(9) 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、18歳に達したもの 

（入学の出願） 

第17条 本学に入学を志願する者は、入学志願票に別に定める書類及び第54条に定める検

定料を添えて願い出なければならない。 

（入学者の選考） 
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第18条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

（入学手続及び入学許可） 

第19条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受け、入学しようとするものは、所定の

期日までに、所定の書類を提出するとともに、所定の入学手続料を納付しなければならな

い。 

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

（編入学） 

第20条 次の各号の一に該当する者で、本学へ編入学を志願する者があるときは、選考の

上、学長は相当の年次に入学を許可することがある。 

(1) 高等専門学校又は短期大学（外国の短期大学を含む。）を卒業した者 

(2) 大学（外国の大学を含む。）を卒業した者又は学校教育法第104条第４項の規定によ

り学士の学位を授与された者 

(3) 他の大学（外国の大学を含む。）に２年以上在学し、所定の単位を修得した者 

(4) その他法令により大学の途中年次に入学できるものと認められている者 

２ 前項の規定により、編入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取扱い

については、当該学部の教授会の審議を経て、学部長が決定する。 

（再入学） 

第21条 やむを得ない事由により本学を退学した者で、同一学科に再入学を志願する者が

あるときは、選考の上、学長は相当年次に再入学を許可することがある。 

２ 前項の規定により、再入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取扱い

については、当該学部の教授会の審議を経て、学長が決定する。 

（転入学） 

第22条 他の大学（外国の大学を含む。）に在学している者で、本学への転入学を志願す

る者があるときは、選考の上、学長は相当年次に入学を許可することがある。 

２ 前項の規定により、転入学を許可された者の既に履修した授業科目及び単位数の取扱い

については、当該学部の教授会の審議を経て、学長が決定する。 

（転学部及び転学科） 

第23条 他の学部に転学部を志願する者は、転学部先の学部教授会の審議を経て、学長が

許可することがある。 

２ 他の学科に転学科を志願する者は、学部教授会の審議を経て、学長が許可することがあ

る。 
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３ 第１項及び第２項の規定により、転学部又は転学科を許可された者の既に履修した授業

科目及び単位数の取扱いについては、新たに所属することとなる学部の教授会の審議を経

て、学部長が決定する。 

（準用） 

第24条 第17条、第18条及び第19条の規定は、第20条、第21条及び第22条の規定により入

学するものに準用する。 

（休学） 

第25条 学生は、疾病その他正当な事由により２月以上修学することができないときは、

学長の許可を得て休学することができる。 

２ 疾病のため就学することが適当でないと認められる者については、学長が休学を命ずる

ことができる。 

（休学期間） 

第26条 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度と

して休学期間の延長を認めることができるが、通算３年を超えることはできない。 

２ 休学期間は、第14条に定める在学期間に算入しない。 

（復学） 

第27条 休学期間中に、その事由が消滅したときは、学長の許可を得て復学することがで

きる。 

（転学） 

第28条 他の大学に、入学又は転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなけれ

ばならない。 

（留学） 

第29条 外国の大学又は短期大学で修学することを志願する者は、学長の許可を得て留学

することができる。 

２ 前項により留学した期間は、第14条の定める修業年限に含めることができる。 

３ 第１項による留学期間中に履修した授業科目について修得した単位の取扱いは、第39

条第２項の規定を準用する。 

（退学） 

第30条 退学をしようとする者は、学長の許可を得なければならない。 

（除籍） 

第31条 次の各号の一に該当する者は、当該学部の教授会の審議を経て、学長が除籍する。 
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(1) 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しない者 

(2) 第14条第２項に定める在学年限を越えた者 

(3) 第26条に定める休学期間を超えてなお修学できない者 

(4) 長期間にわたり行方不明で修学できない者 

（復籍） 

第32条 前条(1)により除籍となった者が復籍を希望する場合は、学長の許可を得て復籍す

ることができる。 

第４節 教育課程及び履修方法等 

（教育課程の編成方針） 

第33条 本学は、学部及び学科の教育上の目的を達成するために必要な授業科目を開設し、

体系的に教育課程を編成するものとする。 

２ 教育課程の編成に当たっては、学部の学科に係る専門の学芸を教授するとともに、幅広

く深い教養及び総合的な判断力を培い、豊かな人間性を涵養するよう適切に配慮するもの

とする。 

（教育課程の編成方法等） 

第34条 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目及び自由科目に分け、これを各年

次に配当して編成するものとする。 

２ 授業科目及びその単位数並びに履修方法については、別に定める。 

（授業の方法等） 

第35条 授業は、講義、演習、実験、実習、若しくは実技のいずれかにより又はこれらの

併用により行うものとする。 

（単位） 

第36条 授業科目の単位の計算方法は、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする内

容をもって構成することを標準とし、次の基準によるものとする。 

(1) 講義及び演習については、15時間から30時間までの範囲で別に定める時間の授業を

もって１単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲で別に定める時間の

授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規程にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等の授業科目についてはこれ

らの学修の成果を評価して単位を与えることができる。 

（単位の授与） 
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第37条 授業科目を履修し、その試験に合格した者には、担当教員が所定の単位を与える。 

（他の学部の授業科目の履修等） 

第38条 教育上有益と認められるときは、学生は、他の学部の授業科目を履修し、その単

位を修得することができる。 

２ 他の学部の授業科目の履修に関し必要な事項は、別に定める。 

（他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第39条 教育上有益と認めるときは、学生が他の大学又は短期大学において、履修した授

業科目について修得した単位は60単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修に

より修得したものとみなすことができる。但し、保育士に関する授業科目については30

単位以内とする。 

２ 前項の規定は、外国の大学又は短期大学に留学し修得した場合に準用する。 

３ 他の大学又は短期大学における授業科目の履修に関し必要な事項は、別に定める。 

（大学以外の教育施設等における学修） 

第40条 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科にお

ける学修その他文部科学大臣が別に定める学修を、当該学部の教授会の審議を経て、当該

学部長が本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により与えることができる単位数は、前条第１項により本学において修得し

たものとみなす単位数と合わせて60単位を超えないものとする。但し、保育士に関する

授業科目については30単位以内とする。 

３ 大学以外の教育施設等における学修に関し必要な事項は、別に定める。 

（入学前の既修得単位等の認定） 

第41条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学（外国

の大学又は短期大学を含む。）において履修した授業科目について修得した単位を、入学

後の本学における授業科目の履修とみなし単位を与えることができる。 

２ 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定する学

修を、学部教授会の審議を経て、学長が本学における授業科目の履修とみなし単位を与え

ることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることができる単位数は、編入学及び転

入学の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、合わせて60単位

を超えないものとする。但し、保育士に関する授業科目については30単位以内とする。 

４ 既修得単位等の認定に関し必要な事項は、別に定める。 
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（成績の評価） 

第42条 成績評価は、秀・優・良・可及び不可をもって表し、可以上を合格とする。 

（教育職員免許状） 

第43条 教育職員免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法（昭和

24年法律第147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める

所定の単位を修得しなければならない。 

２ 本学において当該所要資格を取得できる教育職員免許状の種類及び教科は、別表のとお

りとする。 

（司書教諭資格） 

第43条の２ 司書教諭の資格を取得しようとする者は、小学校教諭、中学校教諭もしくは

高等学校教諭のいずれかの免許状授与に必要な所定の単位の修得のほか、学校図書館法

（昭和28年法律第185号）及び学校図書館司書教諭講習規程（昭和29年文部省令第21号）

に定める所定の単位を修得しなければならない。 

（保育士資格） 

第43条の３ 教育学部の学生で保育士資格を取得しようとする者は、児童福祉法（昭和22

年法律第164号）及び児童福祉法施行規則（昭和23年厚生省令第11号）に定める所定の単

位を修得しなければならない。 

（博物館学芸員資格） 

第44条 本学において博物館法（昭和26年法律第285号）同法施行規則（昭和30年文部省

令第24号）に規定する博物館に関する科目及び別に定める科目の単位を取得した者には、

学芸員の資格証明書を授与する。 

第５節 卒業及び学位 

（卒業） 

第45条 本学に第14条の規定による修業年限以上在学し、次に掲げる単位数を修得した者

については、当該学部の教授会の審議を経て、学長が卒業を認定する。 

経営学部 経営学科 

科目区分 卒業必要単位数 

大学共通科目 36単位以上 124単位以上 

専門科目 学部共通専門科目 24単位以上 

学科別専門科目 54単位以上 

自由枠 大学共通科目若しくは 10単位以上 
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専門科目 

経営学部 スポーツマネジメント学科 

科目区分 卒業必要単位数 

大学共通科目 36単位以上 124単位以上 

専門科目 学部共通専門科目 24単位以上 

学科別専門科目 54単位以上 

自由枠 大学共通科目若しくは

専門科目 

10単位以上 

芸術学部 

科目区分 卒業必要単位数 

大学共通科目 36単位以上 124単位以上 

専門科目 学部共通科目 

 

34単位以上 

コース別科目 34単位以上 

学部共通科目若しくは

コース別科目 

10単位以上 

自由枠 大学共通科目若しくは

専門科目 

10単位以上 

教育学部 

科目区分 卒業必要単位数 

大学共通科目 36単位以上 124単位以上 

専門科目 専門基礎科目 48単位以上 

専門選択科目 10単位以上 

実践研究科目 20単位以上 

自由枠 大学共通科目若しくは

専門科目 

10単位以上 

国際観光学部  

科目区分 卒業必要単位数 

大学共通科目 36単位以上 124単位以上 

専門科目 学部専門科目 78単位以上 
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自由枠 大学共通科目もしくは

専門科目 

10単位以上 

（学位） 

第46条 卒業した者には、学士の学位を授与する。 

２ 学位の授与等に関し必要な事項は、別に定める。 

第６節 賞罰 

（表彰） 

第47条 優秀な学業成績を修め又は模範となる行為のあった学生に対しては、当該学部の

教授会の審議を経て学長が表彰することができる。 

（懲戒） 

第48条 学生が、本学の諸規則及び諸指示を守らないときは、別に定めるところにより、

学長が懲戒する。 

２ 懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。 

３ 前項の懲戒のうち、退学については、次の各号に該当する者に対して行うことができる。 

(1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(2) 正当な理由なくして出席が常でない者 

(3) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

第７節 研究生、聴講生、科目等履修生、単位互換履修生及び外国人留学生 

（研究生） 

第49条 本学において、特別の専門事項について研究することを志願する者があるときは、

本学の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、研究生として入学を許可することが

できる。 

２ 研究生に関し必要な事項は、別に定める。 

（聴講生） 

第50条 本学において、特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、本学

の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、聴講生として入学を許可することができ

る。 

２ 聴講生に関し必要な事項は、別に定める。 

（科目等履修生） 

第51条 本学の学生以外の者で、一又は複数の授業科目について履修することを志願する

者について、本学の教育研究に支障のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入
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学を許可し、単位を与えることができる。 

２ 科目等履修生に関し必要な事項は、別に定める。 

（単位互換履修生） 

第52条 他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。以下この項において「他

の大学等」という。）の学生で、本学において授業科目を履修することを志願する者があ

るときは、当該他の大学等との協議に基づき、単位互換履修生として、入学を許可するこ

とができる。 

２ 単位互換履修生に関し必要な事項は、別に定める。 

（外国人留学生） 

第53条 外国人で、本学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願す

る者があるときは、選考の上、外国人留学生として入学を許可することができる。 

２ 外国人留学生に関し必要な事項は、別に定める。 

第８節 入学検定料、入学金及び授業料等 

（入学検定料） 

第54条 本学への入学志願者は、別に定める入学検定料を納めなければならない。 

（入学金、授業料及び教育充実費） 

第55条 入学金及び授業料並びに教育充実費（以下、「授業料等」という。）の額は次の

とおりとする。 

種別 年額 

経営学部 芸術学部 教育学部 国際観光学部 

入学金 250,000円 200,000円 250,000円 250,000 円

授業料 795,000円 1,272,000円 870,000円 963,000 円

教育充実費 197,000円 197,000円 310,000円 197,000 円

２ 外国人留学生、科目等履修生及び研究生の入学検定料、入学金及び授業料等については、

別に定める。 

（授業料等の納期） 

第56条 入学金の納期は、入学時とし、授業料等の納期は、各年度に係わる授業料等につ

いては前期及び後期の２期に区分して行うものとし、それぞれの期において納入する額は

年額の２分の１に相当する額とする。 

２ 授業料等の納期は、前期分にあたっては４月30日まで、後期分にあたっては10月２日
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までに納入しなければならない。 

３ 本学において特別の事情があると認められた者は、前項の規定にかかわらず分納又は延

納を認めるものとする。 

４ 前項の分納又は延納の期限等については、別に定める。 

（その他の納付金） 

第57条 実験実習費その他必要な費用は別に徴収する。 

（復学等の場合の授業料等） 

第58条 学年の中途において復学した者の授業料等の額は、授業料等の年額の12分の１に

相当する額に復学の日の属する月から当該学期末までの月数を乗じた額とし、これを復学

した日の属する月に納入しなければならない。 

（休学の場合の授業料等） 

第59条 休学期間中の授業料等は免除する。 

２ 前期又は後期の中途で休学した者は、休学許可された月の翌月から復学した月の前月ま

での授業料等を免除する。 

３ 休学者は、休学期間中の在籍料を納付しなければならない。 

在籍料 年額 30,000円 

（退学等の場合の授業料等） 

第60条 退学、転学する者は、その当該期までの授業料等は全額を納入しなければならな

い。 

（授業料等の免除） 

第61条 経済的理由により授業料等の納入が困難と認められる者、休学中の者、その他特

別の理由があると認められる者に対しては、授業料等の全額若しくは一部を免除し、又は

授業料等を分納して納入させることができる。 

２ 授業料等の減免等に関し必要な事項は別に定める。 

第９節 公開講座 

（公開講座） 

第62条 地域社会の教育と文化・芸術の向上に資するため、必要に応じて公開講座を開設

する。 

附 則 

１ この学則は、平成15年４月１日から施行する。 

２ ただし、平成15年度、16年度においては、芸術学部は第３条第２項の第３年次編入学

学則ー14



定員にかかわらず、３年次に220名の入学生を受け入れることができる。 

附 則（平成17年４月１日） 

１ この学則は、平成17年４月１日から施行し、平成17年度入学生から適用する。 

２ 平成15年度、16年度入学生については、従前の例による。 

附 則（平成18年４月１日） 

改正 平成24年３月23日 

１ この学則は、平成18年４月１日から施行し、平成18年度入学生から適用する。 

２ 平成15年度、16年度、17年度入学生については、従前の例による。 

（学科の存続に関する経過措置） 

大阪成蹊大学 芸術学部美術・工芸学科、デザイン学科は改正後の第３条の規定にかか

わらず、当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとす

る。 

（教職課程の存続に関する経過措置） 

大阪成蹊大学 芸術学部美術・工芸学科、デザイン学科は改正後の第43条の規定にか

かわらず、当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものと

する。 

附 則（平成18年11月16日） 

この学則は、平成19年４月１日から施行する。 

附 則（平成20年１月24日） 

この学則は、平成20年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年４月１日） 

この学則は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年11月17日） 

この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

附 則（平成21年12月15日） 

この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

改正後の学則第３条の規定は、平成23年度の入学生及び編入学生から適用する。 

附 則（平成22年７月20日） 

この学則は、平成22年９月１日から施行する。 

附 則（平成22年９月21日） 

この学則は、平成23年４月１日から施行し、平成23年度入学生から適用する。 
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附 則（平成24年２月23日） 

この学則は、平成24年４月１日から施行する。ただし、第45条については、平成24年度

の入学生及び平成26年度の編入学生から適用する。 

附 則（平成24年３月23日） 

この学則は、平成24年４月１日から施行する。 

平成18年４月１日附則の２（学科の存続に関する経過措置）（教職課程に関する経過措

置）については、平成24年３月22日現在、当該学科に在学する者がいなくなるため、平成

24年３月31日をもって解除する。 

附 則（平成24年３月23日） 

この学則は、平成24年４月１日から施行する。ただし、第59条第３項については、平成

24年度の入学生及び編入学生から適用する。 

附 則（平成25年３月26日） 

１ この学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 第３条に規定する芸術学部情報デザイン学科、環境デザイン学科及び美術学科の学生定

員は、同条に係わらず、平成26年度から平成28年度まではそれぞれ次のとおりとする。 

 

年度 芸術学部 合計 

情報デザイン学科 環境デザイン学科 美術学科 

入学定員第3年

次編入

学定員 

収容定

員 

入学定

員 

第3年

次編入

学定員 

収容定

員 

入学定

員 

第3年

次編入

学定員 

収容定

員 

平成26年度 97 0 315 30 0 169 30 0 138 622

平成27年度 97 0 334 30 0 150 30 0 130 614

平成28年度 97 0 361 30 0 135 30 0 125 621

附 則（平成25年３月26日） 

この学則は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則（平成26年２月20日） 

この学則は、平成27年４月１日から施行し、平成27年度入学生から適用する。 

附 則（平成26年３月27日） 

１ この学則は、平成27年４月１日から施行し、平成27年度入学生から適用する。 

２ 平成26年度以前の入学生については、なお従前の例による。 
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（学科の存続に関する経過措置） 

大阪成蹊大学芸術学部情報デザイン学科、環境デザイン学科及び美術学科は改正後の第

３条の規定にかかわらず、当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、

存続するものとする。 

（教職課程の存続に関する経過措置） 

大阪成蹊大学芸術学部情報デザイン学科、環境デザイン学科及び美術学科は改正後の第

43条の規定にかかわらず、当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、

存続するものとする。 

３ 第３条に規定する各学部、学科の収容定員は、同条の規定に係わらず、平成27年度か

ら平成29年度まではそれぞれ次のとおりとする。 

学部 学科 平成27年度 平成28年度 平成29年度 

マネジメント学部 マネジメント学科 820 760 740

芸術学部 情報デザイン学科 237 167 97

環境デザイン学科 120 75 30

美術学科 100 65 30

造形芸術学科 177 354 531

計 634 661 688

教育学部 教育学科 220 350 420

合計 1674 1771 1908

附 則（平成26年11月20日） 

この学則は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則（平成27年２月19日） 

この学則は、平成27年４月１日から施行する。ただし、第45条については、平成27年度

の入学生から適用する。 

附 則（平成27年３月26日） 

１ この学則は、平成28年４月１日から施行し、平成28年度入学生から適用する。 

２ 第３条に規定する各学部、学科の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平成28年度

から平成30年度まではそれぞれ次のとおりとする。 

学部 学科 平成28年度 平成29年度 平成30年度 

マネジメント学部 マネジメント学科 670 560 450
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スポーツマネジメント学

科 

90 180 270

計 760 740 720

芸術学部 情報デザイン学科 167 97 0

環境デザイン学科 75 30 0

美術学科 65 30 0

造形芸術学科 354 531 708

計 661 688 708

教育学部 教育学科 350 480 500

合計 1771 1908 1928

附 則（平成27年５月28日） 

（施行期日等） 

１ この学則は、平成27年９月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の第55条の規定は、平成28年度入学生からの教育学部教育充実

費について適用する。 

附 則（平成28年３月24日） 

１ この学則は、平成28年４月１日から施行し、平成28年度入学生から適用する。 

附 則（平成29年２月23日） 

１ この学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 第３条に規定する各学部、学科の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平成30年度

から平成32年度まではそれぞれ次のとおりとする。 

学部 学科 平成30年度 平成31年度 平成32年度 

マネジメント

学部 

マネジメント学科 431 322 302

スポーツマネジメント学科 291 402 422

国際観光ビジネス学科 60 120 182

計 782 844 906

芸術学部 造形芸術学科 709 710 710

教育学部 教育学科 初等教育専攻 495 490 490

中等教育専攻 60 120 180

計 555 610 670
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合計 2046 2164 2286

附 則（平成30年２月22日） 

この学則は、平成30年４月１日から施行する。 

附 則（平成30年４月19日） 

１ この学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ この学則による改正後の第55条の規定は、平成31年度入学生からの授業料について適

用する。 

附 則（平成30年11月22日） 

１ この学則は、平成31年４月１日から施行する。 

２ 第３条に規定する各学部、学科の収容定員は、同条の規定にかかわらず、平成31年度

から平成33年度まではそれぞれ次のとおりとする。 

学部 学科 平成31年度 平成32年度 平成33年度 

マネジメント学部 マネジメント学科 322 302 282

スポーツマネジメント学科 402 422 442

国際観光ビジネス学科 120 182 244

計 844 906 968

芸術学部 造形芸術学科 723 736 749

教育学部 教育学科 初等教育専攻 490 490 490

中等教育専攻 120 180 240

計 610 670 730

合計 2177 2312 2447

附 則（平成31年１月24日） 

この学則は、平成31年４月１日から施行し、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（平成31年３月28日） 

この学則は、平成31年４月１日から施行し、平成31年度入学生から適用する。 

附 則（令和２年２月27日） 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 名称変更については、令和２年度在学生から適用する。 

３ 第３条に規定する各学部、学科の収容定員は、同条の規定にかかわらず令和２年度から

令和４年度まではそれぞれ次のとおりとする。 
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学部 学科 令和2年度 令和3年度 令和4年度 

経営学部 経営学科 342 362 402

スポーツマネジメント学科 422 442 442

国際観光ビジネス学科 202 284 304

計 966 1088 1148

芸術学部 造形芸術学科 736 749 762

教育学部 教育学科 初等教育専攻 510 530 550

中等教育専攻 180 240 240

計 690 770 790

合計 2392 2607 2700

４ 第43条第２項の別表に関しては令和２年度入学生から適用する。 

附 則（令和３年〇月○○日） 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 令和3年度以前の入学生については、なお従前の例による。 

(学科の存続に関する経過措置) 

大阪成蹊大学経営学部国際観光ビジネス学科は、改正後の第３条の規定にかかわらず、

当該学科に在籍する者が当該学科に在籍しなくなるまでの間、存続するものとする。 

(教職課程の存続に関する経過措置) 

大阪成蹊大学経営学部国際観光ビジネス学科は、改正後の第43条の規定にかかわらず、

当該学科に在籍する者が当該学科に在籍しなくなるまでの間、存続するものとする。 

３ 経営学部国際観光ビジネス学科の３年次編入については、第３条の規定にかかわらず令

和６年度より募集停止する。 

４ 第３条に規定する各学部、学科の収容定員は、同条の規定にかかわらず令和４年度から

令和６年度まではそれぞれ次のとおりとする。 

 

学部 

学科 令和4年度 令和5年度 令和6年度 

経営学部 経営学科 432 502 532

スポーツマネジメント学科 452 462 472

国際観光ビジネス学科 224 164 82

計 1,108 1,128 1,086
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芸術学部 造形芸術学科 792 822 852

教育学部 教育学科 初等教育専攻 560 590 600

  中等教育専攻 250 260 270

計 810 850 870

国際観光学部 国際観光学科 80 160 242

合計  2,790 2,960 3,050

別表（学則第43条第２項） 

取得できる教員免許状の種類 

学部・学科 教育職員免許状の種類 免許教科 

経営学部 

経営学科 

中学校教諭一種免許状 社会 

高等学校教諭一種免許状 公民 

芸術学部 

造形芸術学科 

中学校教諭一種免許状 美術 

高等学校教諭一種免許状 美術 

教育学部   

 教育学科 初等教育専攻 幼稚園教諭一種免許状 

小学校教諭一種免許状 

  

中等教育専攻 中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

英語、保健体育 

特別支援学校教諭一種免許状（知的

障害者） 

特別支援学校教諭一種免許状（肢体

不自由者） 

特別支援学校教諭一種免許状（病弱

者） 
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学則の変更事項を記載した書類 

① 変更の事由 

ア 経営学部国際観光ビジネス学科（入学定員80人、3年次編入学定員2人）を募集停止する。 

イ 大阪成蹊大学に国際観光学部国際観光学科（入学定員80人、3年次編入学定員2人）を設置する。 

ウ 経営学部経営学科の入学定員を110人から140人に増員（30人増）し、スポーツマネジメント学

科の入学定員を110人から120人に増員（10人増）する。 

エ 教育学部教育学科の初等教育専攻の入学定員を140人から150人に増員（10人増）し、中等教育

専攻の入学定員を60人から70人に増員（10人増）とする。 

オ 芸術学部造形芸術学科の入学定員を190人から220人に増員（30人増）とする。 

カ 上記はいずれも令和4年度からの変更とする。ただし、経営学部国際観光ビジネス学科の3年次

編入（入学定員2人）は令和6年度から募集停止する。 

 

② 変更点 

ア 経営学部国際観光ビジネス学科に係る項目を削除する。また、国際観光学部国際観光学科の設置

に伴い、当該学部・学科を置くこと及びその教育研究目的を追加する。（第3条第1項及び第2項） 

イ 経営学部国際観光ビジネス学科の募集停止、国際観光学部国際観光学科の設置、経営学部経営学

科及びスポーツマネジメント学科の入学定員の変更、教育学部教育学科の初等教育専攻及び中等

教育専攻の入学定員の変更、芸術学部造形芸術学科の入学定員の変更に伴い、入学定員、3年次

編入学定員及び収容定員を変更する。（第3条第3項） 

ウ 経営学部国際観光ビジネス学科に係る項目を削除する。また、国際観光学部国際観光学科の設置

に伴い、当該学科の科目区分及び卒業必要単位数を明示する。（第45条） 

エ 経営学部国際観光ビジネス学科に係る項目を削除する。また、国際観光学部国際観光学科の設置

に伴い、当該学科の入学金、授業料、教育充実費を明示する。（第55条） 

オ 経営学部国際観光ビジネス学科の令和3年度以前の入学生に関する経過措置について明示する。 
経営学部国際観光ビジネス学科の3年次編入の募集停止の時期について明示する。 

令和6年度までの学年進行に伴う各学科の収容定員の推移について明示する。（附則） 
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ﾎﾟ

ｰ

ﾂ
ﾏ
ﾈ
ｼﾞ
ﾒ
ﾝﾄ
学

科
 

国
際
観
光

ビ
ジ

ネ
ス
学
科

 

入
学

金
 

25
0,

00
0円

25
0,

00
0円

20
0,

00
0円

25
0,

00
0円

授
業

料
 

79
5,

00
0円

96
3,

00
0円

1,
27

2,
00

0円
87

0,
00

0円

教
育

充
実

費
 

19
7,

00
0円

19
7,

00
0円

19
7,

00
0円

31
0,

00
0円
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附
 
則
（

令
和
３

年
〇
月

○
○

日
）

 
（

新
設
）

 

１
 
こ
の

学
則
は

、
令
和

４
年

４
月
１
日

か
ら

施
行
す
る

。
 

２
 
令
和

3年
度

以
前
の

入
学
生

に
つ

い
て
は
、

な
お

従
前
の
例

に
よ
る

。
 

(学
科

の
存
続

に
関

す
る

経
過
措

置
) 

大
阪
成
蹊

大
学
経

営
学
部

国
際
観

光
ビ
ジ

ネ
ス
学

科
は

、
改

正
後

の
第

３
条
の

規
定

に
か

か
わ
ら
ず

、
当
該

学
科
に

在
籍
す

る
者
が

当
該
学

科
に

在
籍
し
な

く
な
る

ま
で
の

間
、
存

続
す
る
も

の
と
す

る
。

 

(教
職

課
程
の

存
続

に
関

す
る
経

過
措

置
) 

大
阪
成
蹊

大
学
経

営
学
部

国
際
観

光
ビ
ジ

ネ
ス
学

科
は

、
改
正

後
の

第
43

条
の

規
定
に

か

か
わ
ら
ず

、
当
該

学
科
に

在
籍
す

る
者
が

当
該
学

科
に

在
籍
し
な

く
な
る

ま
で
の

間
、
存

続
す
る
も

の
と
す

る
。

 

３
 
経
営

学
部
国

際
観
光

ビ
ジ

ネ
ス
学
科

の
３

年
次
編
入

に
つ
い

て
は
、

第
３
条

の
規

定
に
か

か
わ
ら
ず

令
和
６

年
度

よ
り
募

集
停

止
す

る
。

 

 

４
 
第
３

条
に
規

定
す
る

各
学

部
、
学
科

の
収

容
定
員
は

、
同
条

の
規
定

に
か
か

わ
ら

ず
令
和

４
年
度
か

ら
令
和

６
年
度

ま
で

は
そ

れ
ぞ

れ
次
の

と
お

り
と

す
る

。
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学
部

 

学
科

 
令

和
4 

年
度

 

令
和

5 

年
度

 

令
和

6 

年
度

 

経
営
学
部

 
経

営
学
科

 
43

2
50

2 
53

2

ｽ
ﾎ
ﾟ
ｰﾂ

ﾏ
ﾈｼ
ﾞ
ﾒﾝ
ﾄ学

科
 

45
2

46
2 

47
2

国
際

観
光

ビ
ジ
ネ

ス
学

科
 

22
4

16
4 

82

計
 

1,
10

8
1,

12
8 

1,
08

6

芸
術
学
部

 
造

形
芸
術

学
科

 
79

2
82

2 
85

2

教
育
学
部

 
教

育
 

学
科

 

初
等
教
育

専
攻

 
56

0
59

0 
60

0

 
中

等
教
育

専
攻

 
25

0
26

0 
27

0

計
 

81
0

85
0 

87
0

国
際
観
光

学
部

 
国

際
観
光

学
科

 
80

16
0 

24
2

合
計

 
 

2,
79

0
2,

96
0 

3,
05

0

 

（
以
下
、

略
）
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学則の変更の趣旨等を記載した書類 
 
ア．学則変更（収容定員変更）の内容 

大阪成蹊大学経営学部経営学科及びスポーツマネジメント学科、芸術学部造形芸術学科、
教育学部教育学科初等教育専攻及び中等教育専攻において、近年、高校生の進学ニーズや社
会における人材要請が高まっていることに伴い、教育の質を担保することのできる教育課
程、教育方法や履修指導方法、教員組織、施設・設備等を鑑みて、収容定員を以下のとおり
変更する。併せて、経営学部国際観光ビジネス学科を基礎として国際観光学部を設置し、そ
の入学定員を現行定員と同様に 80 人とする。 
 

 
 
イ．学則変更（収容定員変更）の必要性 
（ア）全学的な教育改革の動向と成果 

大阪成蹊大学は、平成 15(2003)年に開学して以来、建学の精神「桃李不言下自成蹊（徳
が高く、尊敬される人物のもとには徳を慕って人々が集まってくるという意味）」に基づき、
「幅広く深い教養と総合的な判断力を備えた豊かな人間性を培うとともに、深く専門の学
芸を教授研究し、実践的な専門教育に重きを置く大学教育を施し、実社会において知的、道
徳的及び応用的能力を展開し得る人材の育成（大阪成蹊大学学則第 1 条）」を目的として、
専門性と人間力を兼ね備えた多くの人材を輩出してきた。 

本学では、全学的な教学改革の推進組織である教学改革会議のもと、多様な教職員で編成
する 20 のプロジェクトチームを中心として、近年様々に教学改革に取り組んできた。受験
生を多面的に評価する面接方法の開発、学生にとってわかりやすいシラバスの充実やルー
ブリック・ガイドラインに基づく客観的な成績評価の実現などの基本的な質保証に係る取
組み、全授業におけるアクティブラーニング型授業の推進や学外との連携による課題解決
型授業（PBL）の開発、AI・データサイエンス教育や語学・グローバル教育プログラムの開

現行（令和3年度） 変更後（令和4年度）

入学定員
3年次

編入学定員
収容定員 入学定員

3年次

編入学定員
収容定員

経営学部 300 4 1,208 経営学部 260 2 1,044

経営学科 110 1 442 経営学科 140 1 562

スポーツマネジメント学科 110 1 442 スポーツマネジメント学科 120 1 482

国際観光ビジネス学科 80 2 324 - - - -

芸術学部 190 1 762 芸術学部 220 1 882

造形芸術学科 190 1 762 造形芸術学科 220 1 882

教育学部 200 5 810 教育学部 220 5 890

初等教育専攻 140 5 570 初等教育専攻 150 5 610

中等教育専攻 60 - 240 中等教育専攻 70 - 280

（新設） 国際観光学部 80 2 324

国際観光学科 80 2 324

690 10 2,780 780 10 3,140

学部・学科等

教育学科

学部・学科等

教育学科

合計合計
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発、学部の別なく履修する全学教育としての初年次・キャリア教育プログラムの構築、授業
評価アンケートを中心とした授業単位での授業改善サイクルの構築、卒業研究・卒業制作等
におけるルーブリック・ポートフォリオに基づく組織的な指導の実現、学内での様々な大
会・コンペティションの開催など、各プロジェクトにおいて様々に成果物を生み出しながら、
全教職員の参加を必須とする年間を通じた FD・SD 研修によって改革案の実現を徹底する
などして教育研究の水準の向上に努めてきた。こうした一連の改革を統合するものとして、
平成 30(2018)年からは、リテラシー、コンピテンシー、ディグニティの 3 要素を総合的に
涵養する LCD 教育を構築した。また、アセスメント・ポリシーを制定し、様々な手段によ
って教学改革の成果・学生の成長を可視化しながら、教学の PDCA サイクルを回している。
こうした改革の結果、教育成果を検証する指標としても重視している「各授業の授業満足度」
や平成 30(2018)年度卒業生より実施の卒業生アンケートにおける「卒業時の成長実感度・
入学満足度」は【図表 1】のとおりであり、ここ数年非常に高い水準となっている。 

 
（イ）志願者の動向 
 こうした全学的な教学改革による教育研究水準の高まりは、近隣の高等学校や受験生か
らも高く評価いただいており、各学部等への志願動向は【図表 2】から【図表 6】のとおり
となっている。いずれの学部等においても 5 年前（一部の学科等にあっては 4 年前の開設
時）の志願者数を上回ることとなり、これまで一定の志願者数を確保しながら入学定員の充
足に努めてきたことがわかる。 
 
（ウ）社会・地域における人材需要の動向 
 各学部等において育成する人材像に対する社会的・地域的な人材需要もまた、以下の通り
高まっている。 
 
経営学部経営学科 

大阪府・大阪市「大阪の成長戦略 2018 年 3 月改訂版」によれば、大阪府、大阪市におい
ては、大阪が誇るものづくり中小企業の強みや集積の厚みを、第 4 次産業革命の技術とも
結びつけて、生産性の向上やイノベーションの創出を図っていく人材や、ものづくりだけで
なく、卸売・小売や観光、健康、福祉、建設、一次産業など、多様な産業分野においても、
新たな技術を組み込みながら、業務の負担軽減や効率化を図り人手不足を解消しつつ、革新
的な製品・サービスを生み出し、社会課題の解決と新ビジネスの創出につなげることのでき
る人材の重要性が高まっている。しかし、新たな技術や産業構造に対応できる人材の育成・
確保は十分にできておらず、景気回復などを背景に、大阪の雇用情勢は大きく改善している
一方で、大学卒業後の若い世代が首都圏へと流出していたり、中小企業の経営者の高齢化が
進んでおり事業継承への対応が急務となっていたりするなどして、人材流出が大きな課題
となっているのが現状である。本学経営学科では、大阪府・大阪市を中心として、中小企業、
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地方自治体等と連携した様々な課題解決型授業（PBL）を特色としており、地元中小企業の
魅力を打ち出す採用パンフレットの企画・提案やゲストスピーカーの招聘等学外連携授業
を充実している。また、海外ビジネスの最前線を学ぶことを目的に、グローバル・アクティ
ブラーニングプログラムを毎年開発・実施しており、平成 30(2018)年度からは「第 4 次産
業革命とグローバルビジネス～AI を活用した新ビジネスモデル開発～」「フランスにおける
ボルディエバター製造と流通を学ぶ」等、AI を活用した新ビジネスモデルの開発や各国産
業の経営モデル、流通と製造の実際などについて学び、異なる言語や文化の中で課題に取り
組むことで国際的な視野での課題解決力を身につける授業を展開している。大阪府・大阪市
が課題とする地元企業の人材確保、産業振興と一体となった戦略的な人材育成といった推
進施策とのかかわりの中で、経営の基本的な考え方のみならず、組織マネジメントや新時代
のビジネスモデルの創出、グローバル戦略などを様々な実践・研究を通じて学び、現代の多
様な経営課題の解決に貢献できる人材の育成をめざす本学経営学科の教育内容は、地域に
おける経営人材の需要に応えることをめざすものである。また帝国データバンク「特別企
画：近畿地区 大学に求める教育分野に対する企業の意識調査」による平成 27(2015)年の調
査によると、「大学で学ぶ・教えることが重要な分野」として、経済・経営・商学系統の学
びが「自社の成長」で 2 位、「日本経済の成長」で 1 位となるなど、経営学を学んだ人材に
対する需要や期待が、関西圏の企業においても非常に高いことが明らかとなっている。こう
した経営人材の需要の高さは企業等に限らず行政においても同様であり、大阪府のホーム
ページで公表の「自治の窓 持続可能な行政経営について【民間経営手法の更なる活用】」で
は、地方分権改革から始まった一連の行政改革の流れのなかで、「行政経営」「公共経営」の
言葉が市町村の総合計画等で頻繁に使われ始め、「首長には経営者としての経営能力が求め
られるとともに、職員にも経営能力が求められる時代となって」きたことが指摘されている。
また、「市町村にとって効果のある取組みを進めていくためには、それぞれが抱える課題を
正確に認識し、その課題に対して的確な対応策を考えることのできる『企画力』のある人材
が必要であり、（中略）対応策を実効的に進めることのできる『実行力』のある人材」の育
成が、自治体経営の鍵であると示されている。このように、本学の所在する大阪府の各自治
体において、経営的な観点で公共を捉えることのできる人材需要は大きい。 
 
経営学部スポーツマネジメント学科 

平成 28(2016)年 6 月に閣議決定された政府の「日本再興戦略 2016」においては、スポー
ツの成長産業化は「官民で認識と戦略を共有し、新たな有望市場を創出する、『官民戦略プ
ロジェクト 10』」の一つとして取り上げられ、「スポーツ市場規模（昨年 5.5 兆円）を 2025 
年までに 15 兆円に拡大することを目指す」ことが目標に掲げられた。また「鍵となる施策」
として、「スポーツ人材の育成・活用とプラットフォームの構築」が掲げられた。これは、
「スポーツ関連団体の組織運営、収益性、ガバナンス等の経営力向上に向け、即戦力となる
経営人材を確保する」ことを目的に、スポーツ界内外の多様な人材を対象とした専門的・実
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践的な育成及びマッチング機能を有するプラットフォームの構築」をめざすものであるが、
新たに示されたスポーツ市場規模の拡大目標を果たすためには、高等教育機関において、ス
ポーツ関連団体、スポーツ関連産業で即戦力となりうる経営人材を育成することが強く要
請される。また、本学の所在する大阪府の大阪商工会議所は、平成 28(2016)年 10 月に「ス
ポーツ関連産業の創出に向けた企業の意識・取り組みに関する調査」を実施するなかで、ス
ポーツビジネスに対して、「自社の強みを活かしたアプローチ方法が分からない」といった
スポーツビジネスに関するノウハウの不足のほか、「社内に必要な人材が足りない」などの
経営資源不足を課題とする企業が多いことを明らかにしている。大阪商工会議所では、こう
した調査結果や、スポーツビジネスを日本の基幹産業とする国の動きが加速していること
を踏まえて、全国の商工会議所に先がけて「スポーツを核にした産業振興」に新たに取り組
むこととしている。 
 
芸術学部造形芸術学科 

本学の校地校舎が位置する大阪府と大阪市では、大阪を新たな成長軌道に乗せるため、概
ね令和 2(2020)年までの 10 年間の成長目標を掲げて、およそ 3 年から 5 年の短期・中期の
具体的な取組み方向を明らかにするものとして、平成 22(2010)年より「大阪の成長戦略」
を策定している。社会経済情勢の変化に応じて、具体的な取組内容について適宜、追加修正
を行うなど、基本的な方向性を堅持しつつも、必要に応じ柔軟に見直しを図っていくもので
あり、これまでに 2 度の改訂が図られている。平成 25(2013)年の改訂では、平成 23(2011)
年に策定された大阪市の「大阪市経済成長戦略」と大阪府の「大阪の成長戦略」を、「大阪
の成長戦略」に一本化することが図られた。そして、平成 28(2016)年の改訂では、目標年
次である令和 2(2020)年の大阪・関西の姿（将来像）を明示し、その実現に向けた重点的な
課題とその解決に向けた取組みを一層明確化するものとなった。これに合わせて、世界的な
創造都市、国際エンターテイメント都市へ加速し、令和 2(2020)年へ向け大阪を世界にアピ
ールするために、内外から人、モノ、投資等を呼び込む「強い大阪」と世界に存在感を示す
「大阪」の実現を目的として、「大阪都市魅力創造戦略 2020」が策定された。「観光・都市
魅力」「文化」「スポーツ」「国際化」の 4 つの分野ごとに、合わせて 10 の「目指すべき都市
像」を設定し、「大阪全体の都市魅力の発展・進化・発信」「文化・スポーツを活かした都市
魅力の創出」「世界有数の国際都市を目指した受入環境の整備」の 3 つの観点から、計画期
間中に重点的に取り組む施策を掲げたものである。「大阪全体の都市魅力の発展・進化・発
信」における重点取組として、世界第一級の文化・観光拠点形成・発信（夢洲での IR を含
む国際観光拠点形成等）や、多様な観光資源の発掘・発信（国内外の人々を惹きつけるキラ
ーコンテンツ創出等）が示され、また「文化・スポーツを活かした都市魅力の創出」におけ
る重点取組として、大阪の文化・食の魅力発信（アートスポットの魅力創出・発信等）が示
されている。こうした成長戦略を掲げる中で、芸術文化を創造し、支える人材の育成・支援
の充実（大阪の優れた文化事業を結集し、国内外に発信するとともに、芸術文化の担い手（若
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手アーティスト、プロデューサー等）を発掘、育成すること等）や、将来の社会の担い手と
なる青少年の育成（子どもや青少年が、学校における授業や地域活動を通じて、優れた芸術
文化に触れ、豊かな感性や創造性を育む機会の充実等）は、喫緊の課題となっている。 
 
教育学部教育学科初等教育専攻 

近隣高等学校における小学校・幼稚園教諭一種免許状の取得を希望する生徒の 4 年制教
育系学部への進学希望の高まりや、本学園の教員・保育者養成の伝統と実績に対する近隣の
教育委員会等からの高い評価とさらなる期待に応えるため、平成 26(2014)年に教育学部教
育学科を開設した。「時代が求める新しい教育への対応と普遍的な教育の営みとを総合的・
専門的に学修し、未来を切り拓く子どもの『生きる力』を育むことのできる幅広い教養をも
った専門職業人」の育成を目的とする本学部においては、開設以来、教職に関する基礎的な
理解を深めながら、教育・保育現場へのインターンシップや実習を継続し、理論と実践を往
還する教育課程が大きな特色であり、教育の特色及び在学生の成長、就職実績、卒業後の活
躍等に対する評価から、教育学部教育学科への志願者数は開設以来、増加傾向にある。なお、
中学校・高等学校教諭をめざす教育課程を設ける際、小学校・幼稚園教諭・保育士をめざす
教育課程と区別して入学定員を設定する必要があったため、平成 30(2018)年度より教育学
科には初等教育専攻、中等教育専攻の 2 つの専攻を設け、各入学定員を設定している。 

とりわけ、平成 26(2014)年度の開設以来、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士の養成を主
な目的としてきた現初等教育専攻では、小学校教諭への就職希望者、幼稚園教諭、保育士へ
の就職希望者、一般企業への就職希望者において、いずれも 4 年連続で就職率が 100%とな
った。なかでも幼稚園教諭、保育士の人材需要は、全国的にも、本学の所在する大阪府にお
いても、近年非常に高まっており、幼児教育、保育のスペシャリストを育成してきた本学へ
の期待は大きい。またこの度、収容定員の変更にあたっては近隣地域の教育委員会より、同
専攻における収容定員増の要望書をいただいており、初等教育、幼児教育を担う人材に対す
る地域的な需要が依然として高いことを示している（【資料 1】「大阪成蹊大学教育学部収容
定員増要望書（16 府市町教育委員会）」参照）。 
 
教育学部教育学科中等教育専攻 

教育学部の完成年度を迎えるにあたって、中等教育に携わる教育人材への社会の人材需
要の高まりや、中等教育に携わる教育人材の養成課程を置いた場合の近隣高校からの高い
進学希望が明らかになったため、平成 30(2018)年度から、新たに中等教育に携わる専門職
業人を養成する中等教育専攻を設け、「英語教育コース」「保健体育教育コース」といった履
修上の区分を設けて英語教育及び保健体育教育の専門性を有する人材を育成してきた。同
専攻の開設時には、近隣の 10 の市及び教育委員会から、本学において免許状の取得を可能
にし、中等教育における英語教育や保健体育教育に関する専門性を身につけた人材を育成
する教育課程を設けることについての要望書をいただいている。開設当初より、本学部の教
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員養成への高い評価や新たに設ける専攻において構想する教育内容に対する高い期待が確
認されるとともに、複雑化・多様化する現代の教育課題への対応や効果的な教育を実現する
ための教員養成・配置の重要性が地域の教育委員会にも認識されていることや、今後の地域
的な教員採用意向があることを確認できるものであったと考えている。また、英語にかかる
資格を持つものを対象とした選考や、スポーツ・芸能での技能や実績を持つもの等を対象と
した選考等、専門性等や人材の多様性に考慮した特別の選考を実施する自治体の数は、10
年間で急増している。この度、収容定員の変更にあたっては近隣地域の教育委員会より、同
専攻における収容定員増の要望書をいただいており、保健体育教育、英語教育を担う中等教
育人材に対する地域的な需要が依然として高いことを示している（再掲：【資料 1】「大阪成
蹊大学教育学部収容定員増要望書（16 府市町教育委員会）」参照）。 
 
国際観光学部の設置 
 国土交通省観光庁による平成 15(2003)年の「ビジット・ジャパン事業」の取組み以降、
訪日外客数の増加が始まり、特に平成 23(2011)年以降、急激に訪日外客数が増加してきた。
平成 27(2015)年末には訪日外国人が約 2,000 万人となり、経済発展の著しいアジア諸国の
台頭、令和 2(2020)年の東京オリンピック・パラリンピックといった国家的イベントの開催
決定等を勘案し、訪日外国人受け入れ目標は令和 2(2020)年に 4,000 万人、令和 12(2030)
年に 6,000 万人へと上方修正されることとなった。その後、平成 31(2019)年 1 月から 12 月
における訪日外客数は約 3,200 万人となっていることからもわかるように、順調に訪日外
客数は増加してきた。また国土交通省観光庁による観光統計の速報値「訪日外国人消費動向
調査 2019 年全国調査結果（確報）」 によると、令和元(2019)年の訪日外国人旅行消費額は
過去最高の約 4.8 兆円を記録して、1.1 兆円であった平成 24(2012)年以降、7 年連続で対前
年増を記録していることからも、これまでのわが国におけるインバウンド需要の急激な成
長を確認することができる。一方で、観光経営人材や企業のグローバル化に対応できる人材
の育成は不十分あることがしばしば指摘されてきた。そして、こうしたインバウンド需要の
拡大や急速なグローバル化のなかでめざされていた人材像とその需要は、今後さらに変化
していくことが予測される。観光庁「旅行・観光消費動向調査 2019 年年間値（確報）」によ
れば、日本人国内宿泊旅行・日本人国内日帰り旅行額の合計は約 22 兆円に上り、訪日外国
人旅行者の旅行消費額 4.8 兆円を大きく上回る結果となった。今後、インバウンド需要の回
復にある程度の時間が必要となる場合であっても、まず国内の旅行・観光を活性することが
日本の観光業の未来にとって極めて重要である。また、日本政策投資銀行・公益財団法人日
本交通公社「訪日外国人旅行者の意向調査」によると、アフターコロナにおいて旅行した国
や地域に関する調査では、日本への旅行がアジア居住者の間で第 1 位、欧米豪居住者の間
で第 2 位となり、世界中で多くの人々が日本を再び訪れたいと思っていることが明らかと
なっている。従来より旅行者の約 6 割がリピーターであることからわかるように、リピー
ト率が高いのも日本の大きな特徴で、国境の往来が緩和されるにつれて、これまで以上のイ
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ンバウンド需要が期待されている。こうしたことから分かるのは、アフターコロナにおける
新しい観光のあり方を模索しながら、国内の需要喚起から始め、来るインバウンド需要の回
復期に向けて十分な準備をすることが非常に重要だということである。令和 2(2020)年 12
月に公表された観光戦略実行推進会議「感染拡大防止と観光需要回復のための政策プラン」
によると、感染拡大防止策の徹底を大前提にして、当面の観光需要の回復を担う日本人国内
旅行の需要を強力に喚起しつつ、本格的なインバウンド回復に備えた取組みを進めること
となった。そのなかでは、「国内外の観光客を惹きつける滞在コンテンツ充実」として、地
域に残る縦割りの打破と地域に眠る観光資源の磨き上げ、高付加価値・滞在型コンテンツの
造成、デジタル技術を活用したコンテンツ磨き上げや、「観光地の受入環境整備」として観
光地等における多言語対応、最先端技術を活用したストレスフリーな旅行の実現、また事業
者間での連携・協業による収益性の拡大、公共施設の魅力と収益力を向上するための民間活
力の導入など、既存の観光様態における様々な変革の必要性が掲げられている。現下の状況
で、こうした変革を担うことのできる国際観光人材やグローバル経営人材は、観光関連産業
をはじめとする企業や自治体において十分に育っているとは言い難く、今後極めて人材需
要が高まる分野であると考えられる。 
 
 こうした各学部の学問分野に関連する社会的な人材需要の背景に加え、本学全体及び各
学部における就職率の推移は【図表 7】のとおりとなっており、各学部で育成する人材が社
会・地域の要請に応えるものとして高く評価されていることがわかる。 
 
（エ）アンケート調査の結果 

こうした近年の進学動向や社会的な人材需要の高まりを踏まえてこの度の収容定員変更
を必要としているが、より詳細な進学ニーズを把握し、変更後の定員充足の見通し等を明ら
かにすることを目的として、収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年度入学者募集におい
て大学進学時期を迎える高校 2 年生に対してその進学希望を明らかにするアンケート調査
を実施した。計 94 校 16,601 人から回答得を得、「問 1 あなたは大阪成蹊大学の以下の学
部・学科・専攻へ進学したいと思いますか（あてはまるもの 1 つにマーク）」という設問に
対して「進学したい」と回答した人数は、経営学部経営学科 720 人、経営学部スポーツマネ
ジメント学科 292 人、芸術学部造形芸術学科 502 人、教育学部教育学科初等教育専攻 409
人、教育学部教育学科中等教育専攻 275 人、国際観光学部国際観光学科 417 人となった。
また、「進学を希望しない」と回答した者のうち、その理由を「大阪成蹊大学に興味ある学
部・学科・専攻はあるが、詳細を知った上で検討したいから」とした者が 936 人いることが
明らかとなっている。こうした調査結果は、令和 4(2022)年度以降、各学部等において安定
して定員を充足する見込みがあることを明らかにするものである（【資料 2】株式会社 高等
教育総合研究所「大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査報
告書」参照） 
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以上、本学における近年の全学的な教学改革の成果に対する社会的な評価の高まりと、近

年の志願動向や社会における人材要請の急速な高まりを鑑みて、各学部等において増員可
能な専任教員数、教室等の施設・設備の状況からきめ細かい学生指導等を可能にするクラス
編成等を勘案して、教育研究環境の充実と質の担保を可能にする入学定員を設定するもの
として、各学部等の収容定員を変更する。 
 
ウ．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 
（ア）教育課程の変更内容 

本学の教育課程は、学部・学科の別なく開講する「大学共通科目」と、学部・学科の専門
性に応じて開講する「専門科目」から構成される。以下に、「大学共通科目」と、各学部・
学科の「専門科目」につき、教育課程の変更内容を示す。 
 
大学全体 

「大学共通科目」には「初年次科目」「外国語科目」「教養科目」「キャリア科目」を配置
しているが、今回の学則変更に伴う開講科目の変更は生じない。学部・学科の別なく特に重
視する全学教育として、SDGs・社会課題をテーマにし、世の中に目を開き思考力を深めな
がら、アカデミックスキルの基礎を身に着ける初年次教育科目「スタディスキルズ」や、企
業や自治体から提示される実際の課題に対して、全学生がプロジェクト型の学修に取り組
む「企業連携 PBL」など、LCD 教育の基盤となる教育課程について今後もさらに充実を図
っていく。また、全学的な AI・データサイエンス教育改革の端緒として、我が国の先端的
な AI 研究の研究者や企業のデジタルマーケティング責任者の方々をお招きし、本学教員の
コーディネートのもとリレー形式で学びを深めていく「AI 入門」を令和 2(2020)年度より
開講しているが、令和 4(2022)年度以降は AI・データサイエンスのリテラシーレベルから
応用レベルまで段階的に科目を開講し、全学教育をさらに充実することを計画している。 
 
経営学部 

経営学部の「専門科目」には「学部共通専門科目」「学科別専門科目」を配置しているが、
今回の学則変更に伴う開講科目の変更は生じない。「学部共通専門科目」では、いずれの学
科の学生も、経営学の基本的な考え方や素養を身につけることのできる教育課程を編成し
ている。また、令和 2(2020)年度から開講の「経営特論」は、各界を代表する著名な先生方
をお招きし、我が国にとって重要な 8 つのテーマを取り上げ、これからの日本の未来を担
う人材にとって必要な世界の潮流を正しく見極めグローバルな競争を勝ち抜く知恵を身に
着ける連続講座「未来展望セミナー」とも連動しながら、高い問題意識と未来志向を持って
経営の素養を磨く特色ある科目となっている。 

「学科別専門科目」では、現在、経営学科、スポーツマネジメント学科、国際観光ビジネ

学則変更の趣旨（本文）－9



 
 

ス学科でそれぞれの経営分野に焦点を当てて、経営学の専門性を深めことのできる科目を
開講しているが、国際観光学部の開設に伴い国際観光ビジネス学科の専門科目を令和
4(2022)年度入学生より廃止する。経営学科、スポーツマネジメント学科においては、主に
１・２年次に開講する「専門基礎科目」、２・３年次に開講する「専門基幹科目」、３・４年
次に開講する「専門展開科目」というように、学年進行に応じて段階的に学びを深めること
のできる科目区分を設定している。様々な企業・自治体等と連携した課題解決型授業(PBL)・
研究活動やフィールドワークをはじめ、海外で専門の学びを深めるグローバル・アクティブ
ラーニングや実際の経営現場で活躍するゲストスピーカーとの学びを今後も充実しながら、
人材育成の目的に即し、系統性に十分に配慮した教育課程を編成している。また 2 年次か
らは、上記の専門科目と並行する形で履修するゼミである「専門演習」を必修科目として開
講している。フィールドワークや課題解決型授業（PBL）など様々な演習を通じて研究の基
礎を身に着けながら、4 年次の卒業研究・卒業論文の完成に向けた研究活動に取り組んでい
く。ゼミ・卒業研究の指導にあたっては、学修ポートフォリオの導入や研究ガイドラインの
作成、評価ルーブリックの開発など近年様々に改革を行っており、今後も教育研究水準の一
層の向上に取り組んでいく。 
 
芸術学部 

芸術学部の「専門科目」には「学部共通科目」「コース別科目」を配置しているが、いず
れの科目区分においても、今回の学則変更に伴う開講科目の変更は生じない。芸術学部造形
芸術学科では、マンガ・デジタルアートコース、アニメーション・キャラクターデザインコ
ース、ゲーム・アプリケーションコース、バーチャルメディア・ボイスクリエイターコース、
ビジュアルデザインコース、イラストレーション・美術コース、ファッション・コスチュー
ムデザインコース、インテリア・プロダクトデザインコースの 8 つの履修上の区分を設け
ている。「学部共通科目」では、芸術の社会的な役割を認識しながら専門教養を育む講義系
科目と、造形の基盤教育となる「造形初動演習」「造形演習」「ボランディア・スタディ」「プ
ロジェクト演習」の 4 つの演習系科目区分を設けている。また「コース別科目」では、「造
形芸術専門基礎演習」「造形芸術専門基幹演習」「造形芸術専門展開演習」「卒業研究・制作」
の 4 年間の演習科目の履修を通じて、コースごとの多様な美術・デザインの鑑賞、発想、表
現、発表の諸能力を養う。さらに、3 年次では本格的な作品制作発表の第一段階として展覧
会やファッションショーを開催し、自身の習熟度を確認する。4 年間の終わりには、学修の
振り返りとその集大成として「卒業研究・卒業制作」を行い、その成果を広く社会に発信す
ることで芸術家やデザイナーとしての社会的な役割を自覚できるように指導を行っている。
造形芸術の専門性を段階的に高めていく教育課程においては、社会との接点のなかで芸術
の価値とあり様を探求する学びの充実を大きな特色としており、今後も様々な企業・自治体
等と連携しながら、課題解決型授業（PBL）・インターンシップの充実を中心に教育課程の
充実を図る。 
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教育学部 

教育学部教育学科では、「時代が求める新しい教育への対応と普遍的な教育の営みとを総
合的・専門的に学修し、未来を切り拓く子どもの『生きる力』を育むことのできる幅広い教
養をもった専門職業人を育成する」という教育目的を踏まえ、理論と実践の往還を重視する
教育課程を編成しており、初等教育専攻、中等教育専攻のいずれの教育課程においても今回
の学則変更に伴う開講科目の変更は生じない。教育学部の「専門科目」は「専門基礎科目」
「専門選択科目」「実践研究科目」の 3 つの科目群で構成される。 

「専門基礎科目」で教員・保育士としての専門性の基礎となる素養を身に着けながら、「専
門選択科目」では初等教育専攻において「体育」「音楽」「図画工作」といった表現領域、中
等教育専攻において「体育・健康」「英語・グローバル」といった領域の学修を深め、子ど
もが置かれている現代社会の今日的な課題に対する理解を深める。「実践研究科目」では、
教職専門と教科専門、教育実習等での実践と教科・教職の理論科目とを統合しながら実践を
省察し、教育の専門家として学び続けるための実践研究の態度や技能を身に着ける。2 年次
の「基礎ゼミ」から少人数での演習にも取り組み、4 年次の「専門演習」では自らの研究テ
ーマについての卒業論文を作成することで、4 年間の学びの統合を図る。また、2 年次から
の 3 年間、同じ学校・園に通うことのできる実習母校システムは、学校・園の教員や子ども
たちと深い関係性を築きながら共に学び共に成長することのできる独自のプログラムであ
り、今後も学校・園との連携を深めながら、より実効性の高いプログラムとなるよう充実を
図っていく。こうした実習プログラムを核として、教育学・保育学の専門性を高める専門教
育の質を今後も高めていく。 
 

以上、経営学部経営学科、スポーツマネジメント学科、芸術学部造形芸術学科。教育学部
教育学科初等教育専攻、中等教育専攻、のいずれにおいても今回の学則変更に伴う教育課程
の変更はなく、変更前の内容と比較して同等以上の内容を担保している。 
 
国際観光学部の設置 

令和 4(2022)年より開設の国際観光学部の教育課程は、「専門基礎科目」「専門基幹科目」
「専門展開科目」「専門演習科目」により構成する。専門の学びの基礎となる「専門基礎科
目」（主に 1・2 年次に配当）を 14 科目、基礎から発展し基幹となる専門性を身につける「専
門基幹科目」（主に 2・3 年次に配当）を 28 科目、専門性を更に深めていく「専門展開科目」
（主に 3・4 年次に配当）を 14 科目開講するほか、少人数の演習形式で研究を深めていく
「専門演習科目」を 2 年次から 4 年次にかけて 6 科目、その他コミュニケーションに関す
る科目を 9 科目開講し、本学部の人材育成の目的に即し、系統性に十分に配慮した教育課
程を編成する。UNWTO（国連世界観光機関）との連携による「国際観光研究特別科目」の
開講や、客員教授就任予定の先生方をはじめ、国際分野・観光分野の著名な講師をお招きし、
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グローバル社会の変化を掴みながら日本のめざす新たな観光やグローバル事業の在り方に
ついて考えを深めていく「特別リレー講義」、ニューツーリズムに代表される高付加価値の
観光サービス・地域振興を実現することをめざすフィールドワーク・プロジェクト授業「ツ
ーリズム研究」、確かな語学力とグローバル教養を養う語学・留学プログラムなど、様々な
特色ある教育プログラムを充実する。なお、国際観光学部の設置に伴い、現経営学部国際観
光ビジネス学科の募集を停止するが、令和 3(2021)年度以前の入学生への教育課程にあって
は卒業までの開講を担保している。 

以上のとおり、国際観光学部の開設に伴い開設する新規科目及び、国際観光ビジネス学科
の募集停止に伴い廃止する科目があるが、他学部等の学生の履修に大きな影響を与えるよ
うな教育課程の変更は生じない。 
 
（イ）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

本学の教育課程は、学部・学科の別なく開講する「大学共通科目」と、学部・学科の専門
性に応じて開講する「専門科目」から構成される。以下に、「大学共通科目」と、各学部・
学科の「専門科目」につき、教育方法及び履修指導方法の変更内容を示す。 
 
大学全体 

「大学共通科目」は「初年次科目」「外国語科目」「教養科目」「キャリア科目」から構成
される。今回の学則変更に伴い、大学全体の入学定員は 90 人増加することとなるが、こう
した学生数の増加に対しては、各科目で開講しているクラス規模における教育効果を勘案
して、適宜開講クラスを増設することで対応する。 

まず、「初年次科目」で開講する科目では、各学部・学科別にクラス編成を行って授業を
開講している。そのため、学則変更に伴う学生数の増加に対しては、各学部・学科別に開講
クラスを増設して対応する。「外国語科目」においても同様に、少人数のクラス編成を維持
しながら、開講クラスを増設して対応する。「キャリア科目」で開講する科目では、各学部・
学科別にクラスを編成しているが、本学が特色とする「各学部に所属する学生が、全員で取
り組む PBL 型のキャリア科目」のような、開講クラスの増設による対応が教育目的を損な
う科目にあっては、開講クラスの増設ではなく、担当教員の増員や授業運営の工夫などによ
って教育効果を一層高めることで対応する。「教養科目」では、原則として所属する学部・
学科の別なくクラスを編成して開講しており、各科目において想定される履修者数に応じ
て適宜開講クラスを増設することで対応する。 
 
経営学部 

経営学部の「専門科目」は、「学部共通専門科目」「学科別専門科目」から構成される。今
回の学則変更に伴い、経営学部では、経営学科の入学定員が 30 人、スポーツマネジメント
学科の入学定員が 10 人増加することとなる。こうした学生数の増加に対しては、各科目で
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開講しているクラス規模における教育効果を勘案して、適宜開講クラスを増設することで
対応する。例えば「学科別専門科目」として 2 年次以降に開講されるゼミ科目「専門演習」
では、各学科の専任教員の専門分野と、各学生の研究テーマを鑑みて履修者数が決定される
こととなるため、受講者数を 10～15 人程度に調整を行った上で開講し、少人数での指導を
徹底する。これらの科目においては、学修指導・支援、学生生活指導・支援、キャリア支援
等、授業担当教員がアドバイザー教員として日常的な支援を幅広く行うというこれまでの
基本的な考え方を維持する。その他の講義や演習を行う科目にあっても、開講クラスの増設
を基本として対応しながら、全授業でのアクティブラーニング型授業の展開、成績評価ガイ
ドラインに基づく公正な成績評価の実施、卒業研究ガイドライン・ルーブリックによる研究
指導の充実、英語スピーチやプレゼンテーション等に関する各種コンテストの開催、学外連
携授業の充実、世界で専門性を深めるグローバル・アクティブラーニングプログラムの充実
など、これまでの教育方法の特色を更に充実していく。 

また、履修指導は、入学時のオリエンテーションや各セメスター開始前の履修ガイダンス
において、履修ガイドや履修モデル等を例示しながら指導を行う。さらに、オフィスアワー
を活用した履修相談や、専門演習などのゼミ指導のなかでの履修指導も適宜行うこととし
ており、こうした履修指導の方法についても、学則変更後の変更は生じない。 
 
芸術学部 

芸術学部の「専門科目」は、「学部共通科目」「コース別科目」から構成される。今回の学
則変更に伴い、入学定員が 30 人増加することとなる。こうした学生数の増加に対しては、
各科目で開講しているクラス規模における教育効果を勘案して、適宜開講クラスを増設す
ることで対応する。例えば、「学部共通科目」として 1 年次に開講される「造形初動演習」
では、学部の専任教員がクラス担当となり、約 25 人程度のクラス規模となるように開講す
る。また、「コース別科目」として 2 年次以降に開講されるゼミ「専門演習」では、各専任
教員の専門分野と、各学生の制作・研究テーマを鑑みて履修者数が決定されることとなるた
め、1 ゼミ当たり 25 人程度に調整を行った上で開講する。これらの科目において、学修指
導・支援、学生生活指導・支援、キャリア支援等、授業担当教員がアドバイザー教員として
日常的な支援を幅広く行うという基本的な考え方を維持する。その他の講義や演習を行う
科目にあっても、適宜開講クラスの増設を基本として対応することとし、各授業や履修指導
の機会を中心に入学から卒業までの 4 年間の成果物を蓄積するポートフォリオの形成を指
導していく。 

また、履修指導は、入学時のオリエンテーションや各セメスター開始前の履修ガイダンス
において、履修ガイドや履修モデルを例示しながら指導を行う。他に、オフィスアワーを活
用した履修相談や、基礎実習や専門演習などのゼミ指導のなかでの履修指導も適宜行うこ
ととしており、こうした履修指導の方法についても、学則変更後の変更は生じない。 
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教育学部 
教育学部の「専門科目」は、「専門基礎科目」「専門選択科目」「実践研究科目」の 3 つの

科目群から構成される。今回の学則変更に伴い、初等教育専攻の入学定員が 10 人、中等教
育専攻の入学定員が 10 人増加することとなる。こうした学生数の増加に対しては、各科目
で開講しているクラス規模における教育効果を勘案して、必要に応じて開講クラスを増設
することで対応する。例えば、2 年次以降に開講される「専門演習」では、各専任教員の専
門分野と、各学生の研究テーマを鑑みて履修者数が決定されることとなるため、受講者数を
12 人程度に調整を行った上で開講し、少人数での指導を徹底する。次に、本学部の特色と
なる実習指導について記載する。初等教育コース、幼児教育コース、英語教育コース、保健
体育コースの 4 つの各コースにおいて、未来を担う子どもの豊かな成長を支援する教育の
あり方を実践的に追究できる人材を育成するために、学校現場での体験的な学修と理論的
な学修を常に往還できるよう、１年次の「基礎ゼミⅠ」において学校・園への見学、2 年次
には学校・園、保育所への「インターンシップ」、3 年次以降には「教育実習」「保育実習」
というように学校現場等での体験を重視している。学則変更後のこうした実習機会の確保
については、学部の開設時及び開設以降に、大阪市教育委員会をはじめとする近隣 16 市町
の教育委員会と包括的な連携協定を結んでおり、学校・園等の実習先を十分に確保している。
また、このような実践的な学びに際しては、実践での学びの意義と目的、心構えなどを理解
するための事前指導を行うとともに、自らの体験を振り返り、理論的な学修をさらに深める
ための事後指導を行う。学則変更後においても、一人ひとりの学生に対して、きめ細かな実
習指導を行えるよう教員を配置しており支障はない。 

こうした教育方法に加えて、履修指導では、従来と同様に、入学時のオリエンテーション
において、本学の教育理念の理解を図るとともに、教育学部教育学科の教育目標を説明する。
さらに、履修方法について、シラバス、履修ガイド等を用いて履修モデルを例示しながら詳
しく説明を行う。また、1 年次よりチューター（担任）制度のもとで、将来希望する職業と
関連させながら学生へのアドバイスを行い、各学生の適性や希望進路に応じて適切な指導
を展開する。 
 

以上より、経営学部経営学科、スポーツマネジメント学科、芸術学部造形芸術学科、教育
学部教育学科初等教育専攻、中等教育専攻のいずれにおいても、収容定員の増加に対しては、
適宜開講クラスを増設することを基本として対応するとともに、丁寧な履修指導や教育指
導を実現することとしており、教育方法にあっては、変更前の内容と比較して同等以上の内
容が担保されている。 
 
国際観光学部の設置 

「専門科目」として 2 年次以降に開講するゼミ「専門演習」では、各学科の専任教員の専
門分野及び、学生が選択する研究テーマに応じて受講することとなるため、1 ゼミ当たり 10
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～15 人程度に調整を行った上で開講し、少人数での指導を徹底する。1 年次に初年次教育
として開講する「成蹊基礎演習」と合わせて、4 年間を通じて、学修指導・支援、学生生活
指導・支援、キャリア支援等を、当該授業担当の専任教員がアドバイザー教員として日常的
な支援を行うことを基本的な考え方とする。また語学関連の科目においても同様に、習熟度
別のクラス編成の上で少人数での指導を徹底する。その他の講義や演習を行う科目では、1
学年あたりの定員である 80 人を上限としてクラスを開講する。とりわけ、英語の学修に対
する個別指導や、留学に関連する事前・事後・渡航中の指導、奨学金の手続きの支援等につ
いては、正課を中心とした専任教員による指導に加え、本学の英語教育センター・国際交流
センターに常駐の教職員によって、正課外でも十分に個別のフォローを行うことのできる
体制としている。 

また、履修指導は、入学時のオリエンテーションや各セメスター開始前の履修ガイダンス
において、履修ガイドや履修モデル等を例示しながら指導を行う。他に、オフィスアワーを
活用した履修相談や、専門演習などのゼミ指導のなかでの履修指導も適宜行うこととする。 

以上より、国際観光学部の開設に伴って、その教育方法、履修指導方法等において、他学
部等に与える特段の影響はない。 
 
（ウ）教員組織の変更内容 

今回の学則の変更に伴う入学定員の増加に対しては、（イ）に記載のとおり、開講クラス
の増設により適宜対応することを基本としている。以下に、大学全体と各学部等の教員組織
につき、変更内容を示す。 
 
大学全体 

大学全体の専任教員数は令和２(2020)年 4 月時点で 113 人、今回の学則変更に伴って増
員する専任教員の先行採用等により令和３(2021)年 4 月時点で 117 人、令和 4(2022)年 4
月時点で 124 人となる予定であり、「大学共通科目」のうち、特に、学部・学科別のクラス
編成や専任教員の担当を原則としている科目にあっては、クラス規模を維持するための開
講クラスの増設に十分に対応できる。また、専任教員を配置していない科目にあっても、増
設するクラス数に応じて担当コマ数の増により対応することを基本している。 
 
経営学部 

経営学部経営学科の専任教員数は、令和 2(2020)年 4 月時点で教授 8 人、准教授 9 人、講
師 2 人の合計 19 人であるが、令和 3(2021)年度には 1 人の専任教員を増員、令和 4(2022)
年度にも 2 人の教員を増員して、教授 9 人、准教授 10 人、講師 3 人の合計 22 人となる計
画であり、30 人の定員増に十分に対応できるだけの教員配置を予定している。 

また、経営学部スポーツマネジメント学科の専任教員数は、令和 2(2020)年 4 月時点で教
授 7 人、准教授 5 人、講師 3 人の合計 15 人であるが、令和 4(2022)年度には 1 人の専任教

学則変更の趣旨（本文）－15



 
 

員を増員して、教授 8 人、准教授 5 人、講師 3 人の合計 16 人となる計画であり、10 人の
定員増に十分に対応できるだけの教員配置を予定している。 
 
芸術学部 

芸術学部造形芸術学科の専任教員数は、令和 2(2020)年 4 月時点で教授 11 人、准教授 13
人、講師 4 人、助教 2 人の合計 30 人であるが、令和 4(2022)年度には 2 人の専任教員を増
員して、教授 11 人、准教授 15 人、講師 4 人、助教 2 人の合計 32 人となる計画であり、30
人の定員増に十分に対応できるだけの教員配置を予定している。 
 
教育学部 

教育学部教育学科初等教育専攻の専任教員数は、令和 2(2020)年 4 月時点で教授 11 人、
准教授 6 人、講師 6 人の合計 23 人であるが、令和 4(2022)年度には 2 人の専任教員を増員
して、教授 12 人、准教授 7 人、講師 6 人の合計 25 人となる計画であり、10 人の定員増に
十分に対応できるだけの教員配置を予定している。また、中等教育専攻の専任教員数は、令
和 2(2020)年 4 月時点で教授 6 人、准教授 7 人、講師 2 人の合計 15 人であり、令和 4(2022)
年度も同様の教員配置とする予定である。変更後の入学定員に対する ST 比をみても 1 学年
あたり 5 人を切ることになり十分に少人数教育が可能であること、また学部全体の教職課
程の指導を担当する初等教育専攻の専任教員による適宜のサポートを充実することなどに
より、変更前の内容と比較して同等以上の内容を担保できる教員配置であると考えている。 
 
 以上より、「大学共通科目」におけるクラス数の増設や、各学部・学科の「専門科目」に
おけるクラス数の増設、及び教育課程の変更内容に対応する専任教員を増員しており、教員
組織にあっては、変更前の内容と比較して、同等以上の内容を担保している。 
 
国際観光学部の設置 
 基礎となる現経営学部国際観光ビジネス学科に配置している専任教員を異動することと
して、観光関連産業や地域の観光振興、国際事業の展開や組織のイノベーションなどにおけ
る経営学や、語学教育・グローバル人材育成に関して豊富な教育研究業績を有する教員を中
心に、教授６名、准教授 4 名、講師２名、助教２名の合計 1４名の教員組織とする。他学部
等からの専任教員の異動はなく、他学部等に与える特段の影響はない。 
 
（エ）大学全体の施設・設備の変更内容 

大学全体で使用する施設・設備は、講義室 19 室、演習室 43 室、実験実習室 163 室（ピ
アノの個人レッスン室 101 室を含む）、情報処理学習施設 13 室、語学学習施設 2 室がある。
基準校舎面積 18,953.88 ㎡に対して校舎面積 40,414.82 ㎡を確保しており、校舎面積は十分
に確保されている。平成 31(2019)年 3 月に竣工した新棟「グローバル館」では、演習室 18
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室、語学学習施設 1 室（既存の語学学習施設 1 室の移転）を設けており、その内訳は 25 人
教室を 4 部屋、41 人教室を 6 部屋、60 人教室を 2 部屋、72 人教室を 1 部屋、144 人教室
を 2 部屋、99 人教室を 3 部屋（240 人教室 1 部屋に変形可）となっている。先述のとおり
学生数の増加に対しては開講クラスの増設により対応することを基本としているが、様々
な授業形態・授業規模に対応する教室サイズの設定と全ての授業でアクティブラーニング
型授業を実現するための可動式の机・椅子等の機器・備品の充実などにより、収容定員の増
加に伴うクラス数の増設に対してより効果的に対応できる教室設計としている。なおグロ
ーバル館の 1 階には平成 30(2018)年度より英語教育センター、令和元(2019)年度より国際
交流センターを開設・常設し、英語の堪能な日本人職員及びネイティブ教員が常駐すること
としている。年間を通じて、正課教育と連動した課外の個別・グループでの英語指導や、海
外研修・留学の準備に対するサポート、英語・国際交流に関するイベントの開催、学内外の
大会・コンペティションの挑戦に向けた指導など、様々なサポートができるよう施設・設備、
教職員を配置しており、今後も様々に環境整備をしていきながら一層の充実をめざすこと
としている。 

また、令和元(2019)年度から令和 2(2020)年度にかけて、教室や研究室、食堂等、キャン
パス全館に Wi-Fi 設備を導入するとともに、教員一人ひとりに Zoom アカウントを配布し
た。令和 3(2021)年度入学生からは学生に一人一台 PC の保有を推奨するなどしており、
BYOD による演習授業やハイブリッド授業などをより効果的に展開するための教育環境を
整えているところである。令和 2(2020)年度には、学生への貸出用ノートパソコン、タブレ
ット PC を 500 台新たに配備し、必要に応じて貸与・サポートする体制を整えた。 

図書館棟及び南館に設けている「ラーニングコモンズ」は、課外での学習のためのオープ
ンなラーニングスペースとして、学修相談スタッフの配置やタブレット端末の貸出機能の
充実、読書会の開催や SPI 対策講座など様々な学修ニーズに対応する講座の開催、図書館
との連携による読書コンクール・ビブリオバトルに向けたサポートなどの機能を充実して
おり、今後もこれらの学修支援サービス、スタッフ配置等の充実を図りながら学修支援機能
の充実を図っていく。 

以上より、大学全体の施設・設備についても、変更前の内容と比較して、同等以上の内容
を担保している。 
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【図表1】教育成果を示す数値データ

平成28年度

（2016年度）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

3.96点 4.04点 4.06点 4.06点 4.13点

成長実感度 － － 94.0% 95.4% ※１

入学満足度 － － 93.0% 93.0% ※１

※１　令和3(2021)年3月実施予定

卒業時アンケート

授業評価アンケートにおける
授業満足度指標（前期/5段階）

【図表2】経営学部経営学科の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

（見込み）

入学定員 90 70 70 110 110

志願者数 289 330 466 1,238 925

志願倍率（倍） 3.2 4.7 6.6 11.2 8.4

受験者数 283 323 451 1,171 862

合格者数 132 149 123 244 217

入学者数 93 86 85 138 133

定員充足率（倍） 1.03 1.22 1.21 1.25 1.20

【図表3】経営学部スポーツマネジメント学科の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

（見込み）

入学定員 90 110 110 110 110

志願者数 317 250 360 351 371

志願倍率（倍） 3.5 2.2 3.2 3.1 3.3

受験者数 315 246 350 329 362

合格者数 122 152 141 184 159

入学者数 111 120 118 109 126

定員充足率（倍） 1.23 1.09 1.07 0.99 1.14

【図表4】芸術学部造形芸術学科の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）
（見込み）

入学定員 177 177 190 190 190

志願者数 270 270 389 416 601

志願倍率（倍） 1.5 1.5 2.0 2.1 3.1

受験者数 267 256 385 399 540

合格者数 225 219 229 236 249

入学者数 191 195 214 216 229

定員充足率（倍） 1.07 1.10 1.12 1.13 1.20
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【図表5】教育学部教育学科の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

（見込み）

入学定員 120
180

（初等：120 中等：60）

180

（初等：120 中等：60）

200

（初等：140 中等：60）

200

（初等：140 中等：60）

志願者数 810
1,043

（初等：771 中等：272）

1,241

（初等：889 中等：352）

969

（初等：623 中等：346）

1,033

（初等：653 中等：380）

志願倍率（倍） 6.7
5.7

（初等：6.4 中等：4.5）

6.8

（初等：7.4 中等：5.8）

4.8

（初等：4.4 中等：5.7）

5.1

（初等：4.6 中等：6.3）

受験者数 784
1,024

（初等：758 中等：264）

1,196

（初等：861 中等：335）

947

（初等：607 中等：340）

977

（初等：619 中等：358）

合格者数 266
408

（初等：255 中等：153）

400

（初等：246 中等：154）

455

（初等：302 中等：153）

414

（初等：247 中等：167）

入学者数 122
195

（初等：135 中等：60）

194

（初等：130 中等：64）

215

（初等：148 中等：67）

214

（初等：154 中等：60）

定員充足率（倍） 1.01
1.08

（初等：1.12 中等：1.00）

1.07

（初等：1.08 中等：1.06）

1.07

（初等：1.05 中等：1.11）

1.07

（初等：1.10 中等：1.00）

【図表6】経営学部国際観光ビジネス学科の募集状況（平成30(2018)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

（見込み）

入学定員 60 60 80 80

志願者数 191 287 413 251

志願倍率（倍） 3.1 4.7 5.1 3.1

受験者数 187 276 398 228

合格者数 116 132 177 160

入学者数 61 62 76 73

定員充足率（倍） 1.01 1.03 0.95 0.91

【図表7】大阪成蹊大学における過去4ヵ年の就職率、就職希望率の推移（平成29(2017)年度～令和2(2020)年度）
（単位：%）

平成29年度

(2017年度)
卒業生

平成30年度

(2018年度)
卒業生

令和元年度

(2019年度)
卒業生

令和2年度
(2020年度)

卒業生

（見込み）

就職率 98.6 98.7 98.6 98.2

就職希望率 90.9 91.7 91.2 92.4

就職率 98.7 98.4 98.4 97.0

就職希望率 89.7 87.4 90.1 87.0

就職率 100.0 100.0 100.0 100.0

就職希望率 97.2 93.9 98.4 99.1

就職率 99.0 99.0 99.0 98.3

就職希望率 92.0 90.9 92.9 92.3

就職率 98.0 97.7 97.9 未公表

就職希望率 86.1 86.3 86.7 未公表

全国平均（私立大学）は、各年の文部科学省「大学等卒業者の就職状況調査」の数値

大阪成蹊大学

経営学部

全国平均

（私立大学）

芸術学部

教育学部

学則変更の趣旨（資料）－3



【資料１】 

 

学則変更の趣旨（資料）－4



学則変更の趣旨（資料）－5



学則変更の趣旨（資料）－6



学則変更の趣旨（資料）－7



学則変更の趣旨（資料）－8



学則変更の趣旨（資料）－9



学則変更の趣旨（資料）－10



学則変更の趣旨（資料）－11



学則変更の趣旨（資料）－12



学則変更の趣旨（資料）－13



学則変更の趣旨（資料）－14



学則変更の趣旨（資料）－15



学則変更の趣旨（資料）－16



学則変更の趣旨（資料）－17



学則変更の趣旨（資料）－18



学則変更の趣旨（資料）－19



1 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大阪成蹊大学 

令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査 

（2022 年度構想についての高校生アンケート調査） 

報告書 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

株式会社 高等教育総合研究所 

【資料２】 

 

学則変更の趣旨（資料）－20



2 
  

大阪成蹊大学 
令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査 
（2022 年度構想についての高校生アンケート調査） 

報告書 

目  次 
 
 1.  2022 年度構想についての高校生アンケート調査 概要 
 2.  2022 年度構想についての高校生アンケート調査 集計結果 
 3.  2022 年度構想についての高校生アンケート調査 集計結果のポイント 

３ 
５ 
７ 

 

 

  

学則変更の趣旨（資料）－21



大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査（2022 年度構想についての高校生アンケート調査）報告書 

 

3 
  

１．２０２２年度構想についての高校生アンケート調査 概要 

 
大阪成蹊大学が令和 4 年度(2022 年度)に入学定員増を予定する経営学部 経営学科、経営学部 スポー

ツマネジメント学科、教育学部 教育学科 中等教育専攻、教育学部 教育学科 初等教育専攻、芸術学部 
造形芸術学科および設置を予定する国際観光学部国際観光学科（仮称・設置届出予定）について学生確保

の見通しを測定するために、令和 4 年度に大学進学時期を迎える高校生（令和 2 年度時点で高校 2 年生）

を対象に「大阪成蹊大学 2022 年度構想についての高校生アンケート調査」（無記名式）を実施した。大

阪府を中心とした近畿地方の計 94 校の高校生 16,601 人から回答を得て集計した結果、大阪成蹊大学の

各学部・学科・専攻に対し、以下の結果が得られた。 
大阪成蹊大学の各学部・学科・専攻に入学意向を示した高校生の人数  
※【 】内は 2022 年度に予定する入学定員 

国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置構想中） 【 80 名】 417 人 
経営学部 経営学科    【140 名】 720 人 
経営学部 スポーツマネジメント学科  【120 名】 292 人 
教育学部 教育学科 中等教育専攻   【 70 名】 275 人 
教育学部 教育学科 初等教育専攻   【150 名】 409 人 
芸術学部 造形芸術学科    【220 名】 502 人 

 このように、大阪成蹊大学が令和 4 年度に入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および設置を予

定する国際観光学部国際観光学科（仮称）において、全て予定する入学定員を大きく上回る高校生が進学

意向を示す結果となった。 
 

調査対象 

令和 4 年度の大学入試を受験する可能性が最も高い高校生（令和 4 年 3 月卒業予定者）

をアンケートの対象とした。大阪成蹊大学に志願者・入学者が多い大阪府を中心とした

近畿地方の高校にアンケート実施を依頼し、94 校にご協力いただいた。府県別の高校

数、回答を得た高校生の人数は 4 ページの表に示す。 

調査内容 

 大阪成蹊大学が令和 4 年度に入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および設

置を予定する国際観光学部 国際観光学科（仮称）への進学意向 
 回答者の基本情報（性別、居住地、関心のある学問分野） 
以上、全 5 問ですべて選択肢式。 

調査時期 令和 3 年 1 月～年 3 月初旬 

調査・集計 
方法 

アンケート実施の了承が得られた高校に高校生アンケート調査用紙等を必要部数配

付。その上で各校の教職員から調査対象者（令和 2 年度時点の高校 2 年生）にアンケ

ート調査用紙を配布の上、10 分程度の回答時間を設け、その場で回収いただいた。回

収したアンケート調査用紙は各高校から集計担当の株式会社高等教育総合研究所に直

接郵送をいただき、株式会社高等教育総合研究所が集計作業ならびに本報告書を作成

した。 

回収件数 有効回答数 16,601 件 
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実施高校の府県別内訳 
   公立 私立 合計 割合 

滋賀県 1 - 1 1.1% 

京都府 1 1 2 2.1% 

大阪府 58 6 64 68.1% 
兵庫県 15 6 21 22.3% 

奈良県 5 - 5 5.3% 

和歌山県 1 - 1 1.1% 

 合計 81 13 94 100.0% 

 割合 86.2% 13.8% 100.0%  
 

 
在籍高校所在地別の回収件数 
   公立 私立 合計 割合 

滋賀県 69 - 69 0.4% 

京都府 233 179 412 2.5% 

大阪府 11,518 1,515 13,033 78.5% 
兵庫県 1,943 406 2,349 14.1% 

奈良県 703 - 703 4.2% 

和歌山県 35 - 35 0.2% 

 合計 14,501 2,100 16,601 100.0% 
 割合 87.4% 12.6% 100.0%  
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２．２０２２年度構想についての高校生アンケート調査 集計結果 
 

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 

 

問１・問２は「大阪成蹊大学の概要（国際観光学部 国際観光学科（仮称）を含む）」を確認の上、回答を求めた。 

   

問 1 あなたは大阪成蹊大学の以下の学部・学科・専攻へ進学したいと思いますか。（あてはまるもの 1 つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置構想中）へ進学したい 417 2.5% 

2. 経営学部 経営学科 へ進学したい 720 4.3% 

3. 経営学部 スポーツマネジメント学科 へ進学したい 292 1.8% 

4. 教育学部 教育学科 中等教育専攻 へ進学したい 275 1.7% 

5. 教育学部 教育学科 初等教育専攻 へ進学したい 409 2.5% 

6. 芸術学部 造形芸術学科 へ進学したい 502 3.0% 

7. 上記のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない 13,517 81.4% 

 （未回答など） 469 2.8% 

 合計 16,601 100.0% 

 
   

問２は問１で「上記（大阪成蹊大学）のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない」とした 13,517 人に回答を求めた。 

   

問 2 あなたが大阪成蹊大学に「進学を希望しない」とした理由をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 大阪成蹊大学に興味ある学部・学科・専攻はあるが、詳細を知った上で検討したい
から 936 6.9% 

2. 興味・関心のある学部・学科・専攻はないから 3,575 26.4% 

3. 国公立大学への進学を希望しているから 1,244 9.2% 

4. 他の私立大学への進学を希望しているから 4,534 33.5% 

5. 短期大学・専門学校への進学を希望しているから 2,330 17.2% 

6. 就職を希望しているから 704 5.2% 

7. 進路は未定だから 2,135 15.8% 

8. 通学に時間がかかりそうだから 454 3.4% 

9. 学費が高いから 537 4.0% 

10. その他 290 2.1% 

※ 問 2 は複数回答項目のため、回答数は延べ。 

※ 構成比＝各回答数÷13,517 人（問１で「上記（大阪成蹊大学）のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない」とした回答者数） 

 
 

  

学則変更の趣旨（資料）－24



大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査（2022 年度構想についての高校生アンケート調査）報告書 

 

6 
  

 

問３・４・５は全員に回答を求めた。 

   

問 3 あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにマーク）   

選択項目 回答数 構成比 

1. 男性 6,983 42.1% 

2. 女性 9,289 56.0% 

 （未回答など） 329 2.0% 

 合計 16,601 100.0% 
   

問 4 あなたがお住まいの府県をお答えください。（あてはまるもの 1 つにマーク）  

選択項目 回答数 構成比 

1.  大阪府 

2.  兵庫県 

3.  京都府 

4.  滋賀県 

5.  奈良県 

6.  和歌山県 

7.  その他 

  （未回答など） 

12,523 75.4% 

2,480 14.9% 

398 2.4% 

91 0.5% 

699 4.2% 

56 0.3% 

31 0.2% 

323 1.9% 

 合計 3,297 100.0% 
   

問 5 あなたが関心のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 社会科学（法学・政治学、商学・経営学、経済学、社会学、観光学など） 5,030 30.3% 

2. 教育学・保育学（幼児教育、初等教育、中等教育、保育など） 2,764 16.6% 

3. 芸術学（音楽、デザイン、美術、造形など） 2,547 15.3% 

4. 人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など） 3,097 18.7% 

5. 理学（数学、物理学、化学、生物学など） 1,007 6.1% 

6. 工学（機械工学、電気電子工学、応用化学、建築学など） 1,454 8.8% 

7. 農学（農学、農業経済学、林学、水産学、獣医学など） 695 4.2% 

8. 医学・歯学・薬学 1,078 6.5% 

9. 保健衛生学（看護学、リハビリ学など） 1,950 11.7% 

10. 家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など） 1,066 6.4% 

11. その他 2,495 15.0% 

※ 問 5 は複数回答項目のため、回答数は延べ。   

※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 16,601 人（全回答者の人数）   
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３．２０２２年度構想についての高校生アンケート調査 集計結果のポイント 
 

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 
Point 
１ 

大阪成蹊大学が令和 4 年度に入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および設置予定の

国際観光学科（仮称）で、すべて予定する入学定員を大きく上回る高校生が進学意向を示す。 
 

大阪成蹊大学が令和 4 年度(2022 年度)に入学定員増を予定する各学部・学科・課程および設置予定の

国際観光学部国際観光学科(仮称)について、学生確保の見通しを測定するために、令和 4 年度に大学進学

時期を迎える高校生（令和 2 年度時点で高校 2 年生）を対象に「大阪成蹊大学 2022 年度構想について

の高校生アンケート調査」（無記名式）を実施した。大阪府を中心とする近畿二府四県の高校 94 校にご

協力をいただき、16,601 人の高校生から回答を得た。 
大阪成蹊大学の各学部・学科・専攻の概要資料を提示の上、進学意向について回答を求めたところ、次

の結果を得た。設置予定の国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置構想中）には入学定員 80 名（予定）

に対し 417 人（回答者全体の 2.5%）が進学したいと回答した。また、入学定員増を予定する経営学部 経
営学科には入学定員 140 名（予定）に対し 720 人（同 4.3%）、経営学部 スポーツマネジメント学科には

入学定員 120 名（予定）に対し 292 人（同 1.8%）、教育学部 教育学科 中等教育専攻には入学定員 70 名

（予定）に対し 275 人（同 1.7%）、教育学部 教育学科 初等教育専攻には入学定員 150 名に対し 409 人

（同 2.5%）、芸術学部 造形芸術学科には入学定員 220 名（予定）に対し 502 人（同 3.0%）が進学した

いと回答した。 
このように入学定員増を予定するすべての学科、設置予定の国際観光学部 国際観光学科（仮称）にお

いて、その入学定員を大きく上回る高校生が進学意向を示す結果となった。 
 

大阪成蹊大学が入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および 
設置予定の国際観光学部 国際観光学科(仮称)への進学意向（問１結果より） 

N=16,601 人 
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Point 
２ 

アンケート実施時点では大阪成蹊大学への進学意向を示さなかったものの、「興味があり 

詳細を知った上で検討」が 936 人おり、今後の広報活動を通して更なる志願者確保が可能。 
 
 大阪成蹊大学が入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および設置予定の国際観光学部 国際観光学

科(仮称)について、進学を希望しないとした 13,517 人に対しその理由について回答を求めた。その結果、

「大阪成蹊大学に興味ある学部・学科・専攻はあるが、詳細を知った上で検討したいから」とした高校生

が 936 人（複数回答の結果）。このことから、アンケート調査実施時点では大阪成蹊大学への進学意向を

示さなかったものの、一定の興味を示している層が存在していることは明らかで、今後の広報活動を通し

て更なる志願者確保が可能であると推察される。 
 

大阪成蹊大学が入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および 
設置予定の国際観光学部 国際観光学科(仮称)に進学を希望しない理由（問２結果より） 

 

N=問 1 で「～いずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない」とした 13,517 人 

 

 
 

 
Point 
３ 

回答を得た高校生 16,601 人中 6 割近くが女性で、全体の 4 人に 3 人が大阪成蹊地元の大阪

府在住者。興味ある学問分野は社会科学が最多、教育学、芸術学も 15～16%が関心を示す。 
 

高校生アンケート調査で回答を得た高校生について、性別でみると女性が 9,289 人（回答者全体の

56.0%）で男性 6,983 人（同 42.1%）を上回った。居住地別では、大学の所在地である大阪府在住者が

12,523 人（同 75.4%）で最も多く、次いで大阪府に隣接する兵庫県在住者が 2,480 人（同 14.9%）、奈良

県在住者が 699 人（同 4.2%）、京都府在住者が 398 人（同 2.4%）であった。他にも広島県や香川県など

近隣の高校生から回答を得た。関心のある学問分野については、本学の場合、設置予定の国際観光学部 
国際観光学科（仮称）、入学定員増を予定の経営学部 経営学科・経営学部スポーツマネジメント学科が含

まれる「社会科学」が 5,030 人（同 30.3%）で最も多く、他にも教育学部 教育学科 中等教育専攻・教育

学部 教育学科 初等教育専攻が含まれる「教育学・保育学」が 2,764 人（同 16.6%）、芸術学部 造形芸術

学科が含まれる「芸術学」が 2,547 人であった（興味のある学問分野は複数回答の結果）。 
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高校生アンケート調査に回答を示した高校生の属性 すべて N=16,601 人 

性別 ＜問 1 結果より＞ 

 

居住地 ＜問 4 結果より＞ 

 
 

関心のある学問分野 ＜5 結果より＞※複数回答の結果 
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1

大阪成蹊大学　
２０２２年度構想についての高校生アンケート調査
（対象：２０２０年度現在、高校２年生の皆さま）

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
　大阪成蹊大学（大阪市東淀川区相川3丁目10-62）は2022(令和4)年度、国際観光学部国際観光学科(仮称・設置構想中)を
開設するとともに、経営学部経営学科およびスポーツマネジメント学科、教育学部教育学科中等教育専攻および初等教育専
攻、芸術学部造形芸術学科の入学定員増を構想しています。そこで本学では2022年度に大学進学時期を迎える現・高校２
年生の皆さまからさまざまなご意見をお聞きし、構想内容に反映したいと考えています。回答いただいた皆さまから得られ
た情報は大阪成蹊大学の2022年度の新学部設置および入学定員増構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。
　アンケート調査へのご協力を、よろしくお願いいたします。

※このアンケート調査は大阪成蹊大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

記入例を参考にご回答ください。 

問１・問２は別紙リーフレットをご覧いただき、お答えください。

問 1  あなたは大阪成蹊大学の以下の学部・学科・専攻へ進学したいと思いますか。（あてはまるもの1 つにマーク）

        国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置構想中）へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経営学部 経営学科 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経営学部 スポーツマネジメント学科 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育学部 教育学科 中等教育専攻 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育学部 教育学科 初等教育専攻 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

芸術学部 造形芸術学科 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

上記のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない　⇒　以下の問２にお答えください。

    問１で「上記のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない」と回答した方は、以下の問２にお答えください。

問 2  あなたが大阪成蹊大学に「進学を希望しない」とした理由をお答えください。 （あてはまるものすべてにマーク）

        大阪成蹊大学に興味ある学部・学科・専攻はあるが、詳細を知った上で検討したいから

興味・関心のある学部・学科・専攻はないから　　　 国公立大学への進学を希望しているから　　　　　　

他の私立大学への進学を希望しているから　　　　　 短期大学・専門学校への進学を希望しているから　　

就職を希望しているから　　　　　　　　　　　　　 進路は未定だから　　　　　　　　　　　　

通学に時間がかかりそうだから　　　　　　　　　　 学費が高いから　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他   

裏面の問３～５にもご回答ください（全員が回答対象）。
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2

本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

問 3  あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにマーク）

        男性 女性

問 4  あなたがお住まいの府県をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク） 

        大阪府　 兵庫県　 京都府　 滋賀県　 奈良県　 和歌山県 その他   

問 5  あなたが関心のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク）

        社会科学（法学・政治学、商学・経営学、経済学、社会学、観光学など）

教育学・保育学（幼児教育、初等教育、中等教育、保育など）　　　　　　　　　　　　　　　　　

芸術学（音楽、デザイン、美術、造形など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理学（数学、物理学、化学、生物学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工学（機械工学、電気電子工学、応用化学、建築学など）　　　　　　　　　　　　　　　　

農学（農学、農業経済学、林学、水産学、獣医学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

医学・歯学・薬学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保健衛生学（看護学、リハビリ学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問は以上になります。ご協力をいただき、ありがとうございました。 
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大阪成蹊大学の学びが
さらに充実します。

2022年4月

※1 設置届出予定、計画は予定であり変更の場合があります。

国際観光学部 新設

経営学部 入学定員増
●中等教育専攻 60名 ▶ 70名　●初等教育専攻 140名 ▶ 150名

教育学部 入学定員増

芸術学部 入学定員増
※2 定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

入学定員 80名

入学定員 200名▶220名※2

●経営学科 110名 ▶ 140名　●スポーツマネジメント学科 110名 ▶ 120名

入学定員 220名▶260名※2

造形芸術学科 190名 ▶ 220名

入学定員 190名▶220名※2

（
仮
称
）

※1 
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志願者・入学者・学生数の増加

高い授業出席率2019年度前期 授業評価アンケート結果
授業満足度が高く、授業内容や学生の成長実感度も高い

教員の授業に対する熱意を感じた

教員は質問・意見交換など、学生の授業参加を促していた

教員は学生が授業マナーを守るよう指導していた

教員は各回の授業テーマや目標、科目全体の中での位置づけを明確に説明し、計画的に授業を進めていた

教員は授業の準備を十分に行っていた

4.15点
4.02点
4.10点
4.09点
4.21点

4.07点/5.00点中全体として、この授業を受けて満足した総合評価

教員は学生の反応や理解に合わせて授業を進めていた

教員は学生が関心を持てるように工夫して授業を進めていた

教員は取り組んだ課題に対して適切なフィードバックをしてくれた

（授業を受け）この分野の専門的知識や技術が身についた

（授業内容が）これから生きていくうえで役立つと思う

3.95点
3.98点
4.05点
4.06点
4.09点

92.6%

2019年度 １年生・前期

就職率 

99.0%

2020年3月卒

大阪成蹊大学での学びに対する
高い満足度 ～卒業時アンケートより～

大阪・京都・神戸方面
からの通学に適した
抜群のアクセス

95.4% 93.0%
※2020年3月卒対象
　（回収率 90.1%）

※スクールバス運行中（①JR京都線吹田駅～阪急京都線相川駅 約7分、②大阪メトロ今里筋線井高野駅～相川キャンパス 約5分）

阪急京都線 約14分

阪急京都線 約25分

阪急神戸線 約25分

乗り換え 約9分

徒歩

約5分
乗り換え 約11分

成長実感度 入学満足度
本学の学びを通して、

あなた自身の成長を実感できましたか？
本学に入学して

良かったと思いますか？

大阪成蹊大学はここ１０年で著しく進化を遂げ、教育内容や学生生活の充実に向けて絶えず改革を進めてまいりました。
その結果、現在では多くの卒業生が「大阪成蹊大学に入学してよかった」、

「大阪成蹊大学での学びを通して、自身の成長を実感できた」と評価する大学となり、志願者数も年々増え続けています。
今後もより一層充実した学びと有意義な学生生活を約束すべく、2026年に向けてさまざまな改革を実行していきます。

改革のスタートとして、2022年に「国際観光学部（仮称）」を新しく開設する予定です※1。
また従来の「教育学部」「経営学部」「芸術学部」の入学定員を増加し※2、さらなる学びの充実を図ります。

ACCESS

0504

02 03

01

入学者数の変化

229人 759人 530人増

志願者数の変化

368人 3,394人

▶

▶

▶

在籍者数の変化

1,303人 2,558人

約3.3
倍

3,026人増 約9.2
倍

1,255人増 約2.0
倍

DATAで見る大阪成蹊大学の進化と高い満足度

大阪成蹊大学について

2009年 2020年
100

500

900

1,300

1,700

2,100

2,500

2,900

3,300

229

759

2,558

（人） 3,394

368

1,303

在籍者
志願者
入学者

注）各年5月1日現在

※1 設置届出予定、計画は予定であり変更の場合があります。 ※2 定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

大阪梅田

烏丸

神戸三宮

茨木市
阪急京都線
相川駅 大阪成蹊大学

十三
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定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

経営コース 食ビジネスコース スポーツマネジメント学科公共政策コース

商品開発やマーケティング、経
営戦略などを学び、あらゆる企
業や組織で必要とされる、ビジネ
スの知識とマネジメントの能力を
身につけます。

経営学、食物学、情報学の３領
域からなる文理融合の学びによ
り、あらゆる食関連の分野でマ
ネジメント力を発揮し活躍できる
人材を育成します。

地域や社会の課題を解決する
さまざまなフィールドワークを通じ
てこれからの国や自治体、公共
性の高い企業・団体などに求め
られる「経営的な視点で政策形
成ができる人材」をめざします。

スポーツ関連企業やクラブチー
ム、イベント実行委員会におけ
る経営や企画、管理、運営を学
び、スポーツ産業をはじめ組織
が抱える多様な課題の解決に
貢献できる人材をめざします。

スポーツ
マネジメント
学科

経営学科

● 製造・流通業
● 商社
● 銀行・金融機関

● 国家公務員
● 警察・消防
● 地方公務員

● 食品・飲料メーカー
● 食系卸・小売業
● 外食・中食産業

● スポーツ関連流通業
● スポーツ用品メーカー
● スポーツサービス業

● 卸･小売業
● 公務員
● 教員　など

● 公益企業・団体
● 教員　など

● 農業法人
● 公務員
● 教員　など

● 地域スポーツクラブ
● 一般企業
● 公務員　など

● リテールマーケティング（販売士）2級・3級
● 日商簿記2級・3級
● 実践キャリア実務士Ⓡ

● 上級ビジネス実務士Ⓡ

● 宅地建物取引士
● 行政書士
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2）
● メンタルヘルス・マネジメントⓇ検定
● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（公民）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）（※3）　など

● 行政書士
● 日商簿記2級・3級
● 宅地建物取引士
● ビジネス実務法務検定Ⓡ2級・3級
● リテールマーケティング（販売士）2級・3級
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2）
● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（公民）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）（※3）　など

● 食の6次産業化プロデューサー（食Pro.）
● フードコーディネーター2級・3級
● 食品衛生責任者
● リテールマーケティング（販売士）2級・3級
● 日商簿記2級・3級
● 実践キャリア実務士Ⓡ

● 上級ビジネス実務士Ⓡ

● 行政書士
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2）
● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（公民）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）（※3）　など

● アシスタントマネジャー
● スポーツイベント検定
● リテールマーケティング（販売士）2級・3級
● 日商簿記2級・3級
● 実践キャリア実務士Ⓡ

● 上級ビジネス実務士Ⓡ

● フィットネスクラブ・マネジメント技能士3級
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2・4）
● 中学校教諭一種免許状（社会）（※3）
● 高等学校教諭一種免許状（公民）（※3）　など

経営学部
現代の社会・経済・経営・情報環境におけるビジネスとマネジメントを学び、

グローバル化・情報化の進展する現代産業社会において、
複雑化・多様化する経営上の諸問題を解決しうる能力を持った人材を育成します。

類似の学びがある大学・学部

● 追手門学院大学 経営学部　
● 大阪学院大学 経営学部

● 大阪経済大学 経営学部
● 神戸学院大学 経営学部　　

● 摂南大学 経営学部
　　　　　　　　　など

※1 中・高等学校教諭一種免許状いずれかの取得者に限ります。
※2 各コースで定める必修および選択の授業科目を修得した上で、かつそれぞれの免許状·資格取得に必要な授業科目を修得することにより取得できます。
※3 申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。
※4 申請中。教職課程が認可された場合に取得可能となります。

前期
（入学手続時）

後期
（10月4日まで） 年額

1年次

788,160 496,000 1,284,160

42,160 ー　 42,160

250,000 ー　 250,000
397,500 397,500 795,000
98,500 98,500 197,000

合計

1,019,500参考：2年次以降（年額）

その他納付金

学費等

費目

授業料
教育充実費

入学金

※予定であり変更になる場合があります。 （単位：円）学費

めざす卒業後の進路

めざす資格・技能検定／取得可能な教員免許状・資格

定員増 UP

110名→140名
入学定員増

110名→120名
入学定員増
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地域観光振興
モデル

国際ビジネス
モデル

観光ビジネス
モデル

観光政策の立案、地域におけ
る観光資源の発掘、ツーリズム
による地域活性に興味があり、
将来は地域の観光振興やまち
づくり等に参画したい人。

観光をはじめとするさまざまなグ
ローバル産業において、多様な
国の人々との交流や国際機関
との連携によって、世界に視野
を広げて活躍したい人。

産官学との連携による
専門カリキュラムを用意

観光関連企業や自治体、国際機関な
どと連携したフィールドワーク、プロジェ
クト型授業、各分野のトップ等のゲスト
スピーカーによるリレー講義などが充実

国連世界観光機関（UNWTO）
との連携による国際特別科目
（同機関賛助会員申請中）

国連世界観光機関と連携した特別
授業を開講

徹底した少人数教育

演習や専門ゼミ、語学指導では徹底
した少人数教育を実施

実務・研究の
先端を走る教員陣

長年にわたり観光産業や自治体、国
際機関、研究所などで研究実績を
積んだ教員陣が集結

新棟グローバル館での
充実した学び

新棟グローバル館の「英語教育セン
ター」ではネイティブ教員らが常駐し、
学びをサポート

旅行、航空、ホテル、イベント等、
ホスピタリティマインドを持って
多様な人 と々の交流を生み出し
ながらこれからの観光業界で活
躍したい人。

国際観光
学科

● TOEICⓇテスト
● TOEFLⓇテスト
● 実用英語技能検定

● 日商簿記２級・３級
● 旅行業務取扱管理者（国内・総合）
● 旅程管理主任者（国内・総合）

● 貿易実務検定
● 宅地建物取引士
● 観光実務士Ⓡ

● ホテル・マネジメント技能検定
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2・3）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）（※4）　など

国際観光学部
現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる「グローバル化が進む産業及び観光関連産業に係るビジネスとマネジメントに関する基礎的能力とスキル」
及び「国際コミュニケーションに関する基礎的能力とスキル」を備え、持続可能な観光経営モデルの創出や地域における観光振興経営、グローバル市場を
視野に入れた国際ビジネスの展開など、グローバル化が進む産業及び観光関連産業における現代の多様な経営課題の解決に貢献できる人材を育成します。

類似の学びがある大学・学部

● 大阪国際大学 国際教養学部
● 阪南大学 国際観光学部

● 大阪観光大学 観光学部、国際交流学部
● 平安女学院大学 国際観光学部　　　など

※1 高等学校教諭一種免許状の取得者に限ります。
※2 学科で定める必修および選択の授業科目を修得した上で、かつそれぞれの免許状·資格取得に必要な授業科目を修得することにより取得できます。
※3 申請中。教職課程が認可された場合に取得可能となります。
※4 申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。

前期
（入学手続時）

後期
（10月4日まで） 年額

1年次

872,160 580,000 1,452,160

42,160 ー　 42,160

250,000 ー　 250,000
481,500 481,500 963,000
98,500 98,500 197,000

合計

1,187,500参考：2年次以降（年額）

その他納付金

学費等

費目

授業料
教育充実費

入学金

※予定であり変更になる場合があります。

● 航空・鉄道業
● 宿泊業
● 商社・金融・保険業
● メーカー・卸・小売業

● マスコミ・広報・イベント関連業
● 専門職（通訳など）
● 公務員
● 教員　など

地域の観光政策や
観光振興に

関わる仕事をめざす人

在学中に短期・長期の2度の留学を経験する
「STEP留学」にもチャレンジできる！

観光産業に関わる
仕事をめざす人

海外とのビジネスや
国際交流・国際機関に
関わる仕事をめざす人

（単位：円） めざす卒業後の進路学費

めざす資格・技能検定／取得可能な教員免許状・資格

新設新設新設

1.

2.

3.

4.

5.

ウィズコロナ社会、ポストコロナ社会 ―
どのような未来であっても、「観光」は日本の未来にとって非常に大切な産業です。
将来、多くの観光人材が日本国内、そして世界のさまざまな国や地域で必要となります。
国際観光学部での学びが、日本の観光の未来を切り拓きます。

国際観光学部の特色

NEW

80名
入学定員 新設

設置届出予定、計画は予定であり変更の場合があります。

（
仮
称
）
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英語教育コース

中等教育専攻

初等教育コース 幼児教育コース保健体育教育コース

中学校・高等学校における英語
教育の改革に対応できる英語力
と指導力、外国人とのコミュニ
ケーション能力や国際理解など、
グローバル社会に必要な力を備
えた英語教員をめざします。

小学校の教育内容に即した教
育理論と実践的な指導法を学
び、学校体験活動や実習を通じ
て“現場で通用する指導力”を
磨きます。

運動や健康、安全についての正
しい理解に基づく体育授業での
指導力、運動を通じたコミュニ
ケーション能力や他者理解など、
健康社会の実現に必要な力を備
えた保健体育教員をめざします。

多彩な講義や実技演習、豊富
な実習を通じて、幼児教育・保
育を学究的に学ぶとともに、教
員・保育士として専門的な力量
を身につけます。

教育学科

めざす卒業後の進路
● 中学校教員（英語）
● 高等学校教員（英語）
● 小学校教員

● 中学校教員（保健体育）
● 高等学校教員（保健体育）
● 小学校教員
● 消防士・警察官

● 小学校教員
● 幼稚園教員
● 小学校事務職員

● 幼稚園教員
● 保育士

● 英語教育関連企業
● 公務員　など

● フィットネス
● 教育関連企業　
● スポーツ関連企業
● 公務員　など

● 公務員
● 教育関連企業　など

● 公務員
● 教育関連企業　など

めざす資格・技能検定／取得可能な教員免許状・資格
●中学校教諭一種免許状（英語）
●高等学校教諭一種免許状（英語）
●特別支援学校教諭一種免許状（※1・2）
●小学校教諭一種免許状（※1）
●学校図書館司書教諭資格（※1・3）
●社会福祉主事（任用資格）（※4）
●TOEICⓇテスト　など 

●中学校教諭一種免許状（保健体育）
●高等学校教諭一種免許状（保健体育）
●特別支援学校教諭一種免許状（※1・2）
●小学校教諭一種免許状（※1）
●学校図書館司書教諭資格（※1・3）
●社会福祉主事（任用資格）（※4）　など

●小学校教諭一種免許状
●幼稚園教諭一種免許状
●特別支援学校教諭一種免許状（※1・2）
●保育士資格（※1）
●学校図書館司書教諭資格（※1・3）
●社会福祉主事（任用資格）（※4）　など

●幼稚園教諭一種免許状
●保育士資格
●特別支援学校教諭一種免許状（※1・2）
●小学校教諭一種免許状（※1）
●学校図書館司書教諭資格（※1・3）
●社会福祉主事（任用資格）（※4）　など

教育学部
時代が求める新しい教育への対応と普遍的な教育の営みとを総合的・専門的に学修し、

未来を切り拓く子どもの「生きる力」を育むことのできる幅広い教養をもった専門職業人を育成します。

前期
（入学手続時）

後期
（10月4日まで） 年額

1年次

882,160 590,000 1,472,160

42,160 ー　 42,160

250,000 ー　 250,000
435,000 435,000 870,000
155,000 155,000 310,000

合計

1,207,500参考：2年次以降（年額）

その他納付金

学費等

費目

授業料
教育充実費

入学金

※予定であり変更になる場合があります。

初等教育専攻

※1 各コースで定める必修および選択の授業科目を修得した上で、
　　かつそれぞれの免許状·資格取得に必要な授業科目を修得することにより取得できます。
※2 特別支援教育領域は、知的障害者・肢体不自由者・病弱者です。
※3 小・中・高等学校教諭一種免許状いずれかの取得者に限ります。　
※4 本学で指定科目を履修し、当該職務に就いたときに発効する資格です。

※ 2年次以降上記のほかに研修費等が必要です。　
※ 中等教育専攻 英語教育コースは上記のほかに実習費（1万円）が必要です。

定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

大阪府・大阪市の
教員採用試験合格率が
全体平均の約2倍！

2020年度大阪府・大阪市の教員採用試験で受験者全体の
平均合格率の約2倍の６７％を達成！

大阪成蹊大学 全体平均

67％ 33％

TOPICS1

約
倍2

幼稚園教員・保育士志望者の就職率が
3年連続１００％を達成！

TOPICS2

（単位：円）学費

定員増 UP

入学定員
140名→150名

入学定員
60名→70名

200名→220名
入学定員増

類似の学びがある大学・学部

● 大和大学 教育学部
● 四天王寺大学 教育学部

● 桃山教育大学 教育学部
● 佛教大学 教育学部

● 大谷大学 教育学部
　　　　　　　　　 など

※講師採用を含む 100%
3年連続

受験者の3人に2人が合格！

●

小学校教員志望者の
就職率が3年連続
100％を達成！

●
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マンガ・デジタル
アートコース

ゲーム･
アプリケーションコース

バーチャルメディア・
ボイスクリエイターコース

アニメーション・
キャラクターデザインコース

造形芸術
学科

● マンガ家
● イラストレーター
● デザイン事務所

● キャラクターデザイナー
● アニメーション制作会社
● 映像制作会社

● ゲームクリエイター
● イラストレーター
● ソフトウェア開発会社

● イベント会社
● 広告代理店
● テレビ・ラジオ局・
　インターネット放送局

● ゲームデザイナー
● グッズデザイナー
● 教員　など

● ゲーム制作会社
● 教員　など

● アプリデザイナー
● ゲームプランナー
● 教員　など

● PR会社
● マネジメント会社
● 映像制作会社　など

● 二級･木造建築士 受験資格（※1）
● Adobe PhotoshopⓇ検定（※2）
● Adobe IllustratorⓇ検定

● Webクリエイター検定（※2・3）
● CAD検定（※1）
● インテリアコーディネーター（※1）

● 色彩検定Ⓡ

● 博物館学芸員
● 学校図書館司書教諭資格（※4・5）

● 中学校教諭一種免許状（美術）
● 高等学校教諭一種免許状（美術）  など

芸術学部
芸術的教養や芸術的表現能力を育成するとともに、専門領域を超えた幅広い視野と知識を持ち、社会の要請を敏感に感じ取り社会との関わりにおいて
その芸術的感性や表現能力を生かし、伝統的な造形表現と未来を開く革新的な造形思考との往還の中に現代人の置かれたさまざまな局面を捉え、

未来的な展望のもとに個性豊かな表現の可能性を追求できるとともに、心豊かな社会の実現に寄与することのできる人材の育成をします。

※1 インテリア・プロダクトデザインコースのみ対象となります。　
※2ファッション・コスチュームデザインコースは対象外です。　
※3 インテリア・プロダクトデザインコースは対象外です。
※4 中・高等学校教諭一種免許状いずれかの取得者に限ります。　
※5 各コースで定める必修および選択の授業科目を修得した上で、かつそれぞれの免許状·資格取得に必要な授業科目を修得することにより取得できます。

前期
（入学手続時）

後期
（10月4日まで） 年額

1年次

976,660 734,500 1,711,160

42,160 ー　 42,160

200,000 ー　 200,000
636,000 636,000 1,272,000
98,500 98,500 197,000

合計

1,496,500参考：2年次以降（年額）

その他納付金

学費等

費目

授業料
教育充実費

入学金

※予定であり変更になる場合があります。

● 広告代理店
● メーカー
● 制作会社
● デザイン事務所

● イラストレーター
● 絵本作家
● キャラクターデザイナー
● ゲームデザイナー

● ファッションデザイン会社
● コスチューム製作会社
● アパレルメーカー

● インテリアデザイナー
● プロダクトデザイナー
● 建築設計士

● 印刷会社
● 出版社
● 教員　など

● デザイン事務所
● 作家
● 教員　など

● 劇団舞台衣装製作
● テキスタイルメーカー
● 教員　など

● 家具・プロダクトメーカー
● 建築関連メーカー
● インテリア・雑貨ショップ
　　　　　　　など

ビジュアル
デザインコース

ファッション・コスチューム
デザインコース

インテリア・プロダクト
デザインコース

イラストレーション・
美術コース

（単位：円）

めざす卒業後の進路

めざす卒業後の進路

学費

めざす資格・技能検定／取得可能な教員免許状・資格

定員増 UP

190名→220名
入学定員増

定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

類似の学びがある大学・学部

● 京都芸術大学 芸術学部
● 大阪芸術大学 芸術学部

● 京都精華大学 芸術学部、デザイン学部、マンガ学部
● 嵯峨美術大学 芸術学部 ● 近畿大学 文芸学部 芸術学科　など

学則変更の趣旨（資料）－36



必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 3 1

1後 2 ○ 1 3 1

1前 2 ○ 2 3 兼1

1後 2 ○ 2 1 兼1

1前 2 ○ 1 兼2

1後 2 ○ 1 兼2

1前 2 ○ 兼1

1・2前 1 ○ 兼1

1・2後 1 ○ 兼1

1・2前 1 ○ 兼4

1・2後 1 ○ 兼4

2・3前 1 ○ 兼3

2・3後 1 ○ 兼3

1・2・3前 1 ○ 兼2

1・2・3後 1 ○ 兼2

2・3前 1 ○ 兼1

3・4前 1 ○ 兼1

3・4後 1 ○ 兼1

3・4後 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼2

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼3

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼2

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3後 2 ○ 兼1 集中

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3・4前 1 ○ 1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼2 共同

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

英語基礎Ⅰ

英語基礎Ⅱ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経営学部　経営学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

初
年
次
科
目

学
び
の

基
礎

成蹊基礎演習１

English Communication 4

外
国
語

日本語演習２

日本語演習３　

General English 3

General English 4

English Communication 1

English Communication 2

留
学
生
科
目

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

英語表現Ⅲ

総合英語Ａ 

総合英語Ｂ

総合英語Ｃ

日本語演習４　

成蹊基礎演習２

備考

文
章
と

表
現

スタディスキルズ１

スタディスキルズ２

情
報

リ
テ
ラ
シ
ー

情報リテラシー１

情報リテラシー２

情報リテラシー３

国
際
社

会
と

日
本

日本語演習１

総合日本語　

人間と文学

英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

English Communication 3

人間と宗教

General English 2

General English 1

AI入門

日本国憲法

国際関係論

人間と哲学

人間と芸術

教育学入門

現代倫理

心理学概論

考古学

日本史概説

外国史概説

中国語入門Ⅰ

中国語入門Ⅱ　

フランス語入門Ⅰ

フランス語入門Ⅱ

韓国語入門Ⅰ

韓国語入門Ⅱ

海外短期語学研修

大
学
共
通
科
目

外
国
語
科
目

教
養
科
目

人
間
と
智
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1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 兼3

1・2・3・4後 1 ○ 兼3

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 2 1 兼7 共同

2後 2 ○ 2 1 兼2 共同

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1 2 兼3 共同

3前 2 ○ 兼1 共同

－ 4 123 0 3 8 1 兼81

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1 兼1

1・2後 2 ○ 1 兼1

1・2前 2 ○ 1 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2前後 2 ○ 1 兼1

1・2前後 2 ○ 1 兼1

2・3前 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 兼1

2・3前 2 ○ 1

2・3前後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 兼4 共同

2・3前 2 ○ 2 1 兼1 共同

2・3後 2 ○ 2 1 兼1 共同

3・4前 2 ○ 兼1

3・4後 2 ○ 兼1

3・4前 2 ○ 兼1

3・4後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1 2

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

1・2前 2 ○ 1

現代社会と経済

現代社会と政治

地理学概論Ⅰ

地理学概論Ⅱ

政治学

社会学総論

社会学概論

多文化共生社会

現代と社会福祉

ジェンダー論

キ
ャ

リ
ア

小計（76科目） －

教
養
科
目

国
際
社
会
と
日
本

科
学
と
環
境

地
域
と

文
化

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

キ
ャ

リ
ア
科
目

学
部
横

断
型
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

人権と社会

現代社会と法

生命と科学

地球環境問題

暮らしの科学

現代と科学

大阪の風土と文化

ビジネス実践入門

キャリアプランニング

仕事とキャリア

仕事とキャリア演習

現代産業論１

法学概論

経済学概論

京都の文化と芸術

スポーツ演習Ⅰ

スポーツ演習Ⅱ

健康科学

学外連携PBL

地域連携PBL

会計学入門

ビジネスデータ分析

ビジネス・インターンシップ１

ビジネス・インターンシップ２

食ビジネス入門

食品開発論Ⅰ（食品）

経営学入門

ビジネス会計Ⅰ

ビジネス会計Ⅱ

人的資源管理論

企業倫理

消費者行動論

知財マネジメント

販売マネジメント論

グローバルビジネス入門

経営戦略論

管理会計

流通論

学
部
展

開
科
目

学
部
基
幹
科
目

経営特論Ⅱ

専門インターンシップ

経営特論Ⅰ

マーケティング入門

経営統計入門

経営情報入門

経営管理論

商品開発論

大
学
共
通
科
目

専
門
科
目

学
科
別
専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

学
部
基
礎
科
目
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1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 1 1 共同

1・2前 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1 1 共同

2・3後 2 ○ 1 1 兼1 共同

2・3前 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 兼1

2・3前 1 ○ 兼1

2・3後 1 ○ 兼1

2・3前 1 ○ 兼1

2・3後 1 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 兼1

公共経営論Ⅱ 2・3前 2 ○ 兼1

公共経済学 2・3前 2 ○ 兼1

公会計論 2・3後 2 ○ 兼1

財政学 2・3後 2 ○ 兼1

公共データ分析 2・3前 2 ○ 兼1

公共政策論Ⅰ 2・3後 2 ○ 兼1

公共政策フィールドワークⅠ 2・3前 2 ○ 兼1

公法Ⅱ 2・3前 2 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 兼1

3・4前 2 ○ 1

産業経営史 3・4後 2 ○ 兼1

国際経済学 3・4後 2 ○ 兼1

ビジネス法学 3・4前 2 ○ 兼1

環境経営論 3・4前 2 ○ 兼1

イノベーションマネジメント 3・4前 2 ○ 兼1

サプライチェーンマネジメント 3・4後 2 ○ 兼1

国際経営論 3・4前 2 ○ 兼1

財務諸表論 3・4後 2 ○ 兼1

地域ビジネス論 3・4前 2 ○ 兼1

情報システム演習 3・4後 2 ○ 兼1

食品加工論 3・4前 2 ○ 兼1

ライフステージ栄養学 3・4前 2 ○ 兼1

カフェ経営演習 3・4後 2 ○ 兼1

公共リスクマネジメント 3・4前 2 ○ 兼1

自治体経営論 3・4後 2 ○ 兼1

応用経済学 3・4後 2 ○ 兼1

外食・中食産業論

食ビジネス経営論

情報法学

テーブルコーディネート実習Ⅱ

食品開発実践

食文化とビジネス

食ビジネス経営実践

調理学実習Ⅰ

調理学実習Ⅱ

テーブルコーディネート実習Ⅰ

ビジネス心理学

中小企業論

サービスマネジメント

食品安全マネジメント

公共社会学

経営組織論

ビジネス文化論

民法Ⅱ

企業マーケティング応用

商品開発応用

経営情報論

ビジネス会計応用Ⅰ

ビジネス会計応用Ⅱ

食品開発論Ⅰ（栄養）

食品流通論

フードコーディネート論

地域経営入門

食品開発論Ⅲ（調理）

公共経営論Ⅰ

公法Ⅰ

地域協働論

現代社会と公共哲学

民法Ⅰ

専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
基
幹
科
目

専
門
展
開
科
目

学
科
別
専
門
科
目
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地域経済学 3・4前 2 ○ 兼1

ソーシャルビジネス論 3・4後 2 ○ 兼1

公共政策論Ⅱ 3・4前 2 ○ 兼1

公共政策フィールドワークⅡ 3・4後 2 ○ 兼1

専門演習１ 2前 2 ○ 2 2 1

専門演習２ 2後 2 ○ 2 2 1

専門演習３ 3前 2 ○ 2 2 1

専門演習４ 3後 2 ○ 2 2 1

専門演習５ 4前 2 ○ 2 2 1

専門演習６ 4後 4 ○ 2 2 1

－ 20 176 0 7 8 2 0 兼50

－ 24 299 0 7 9 2 0 兼127

90  分

小計（99科目） －

合計（175科目） －

学位又は称号 学士（経営学） 学位又は学科の分野 経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

大学共通科目のうち、初年次科目から必修4単位を含む8単位以上、外国語科目、教
養科目から18単位以上、キャリア科目から6単位以上を含む、計36単位以上を修得
するとともに、専門科目から、必修20単位、選択必修4単位を含む78単位以上を修
得した上で、その他に大学共通科目もしくは専門科目から10単位以上を修得し、合
計124単位以上を修得することを卒業要件とする。
（履修科目の登録の上限：22単位（1学期））

１学年の学期区分 2  期

１学期の授業期間 15  週

１時限の授業時間

専
門
科
目

専
門
展

開
科
目学

科
別
専
門
科
目

専
門
演
習

科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 1 3

1後 2 ○ 1 1 3

1前 2 ○ 2 兼4

1後 2 ○ 2 兼4

1前 2 ○ 兼3

1後 2 ○ 兼4

1前 2 ○ 兼1

1・2前 1 ○ 兼1

1・2後 1 ○ 兼1

1・2前 1 ○ 兼3

1・2後 1 ○ 兼4

2・3前 1 ○ 兼3

2・3後 1 ○ 兼3

1・2・3前 1 ○ 兼2

1・2・3後 1 ○ 兼3

2・3前 1 ○ 兼1

3・4前 1 ○ 兼1

3・4後 1 ○ 兼1

3・4後 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼2

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼3

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼2

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3後 2 ○ 兼1 集中

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼2 共同

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

人間と哲学

人間と芸術

教育学入門

現代倫理

心理学概論

国際関係論

国
際
社

会
と

日
本

日本国憲法

考古学

日本史概説

外国史概説

AI入門

外
国
語
科
目

外
国
語

英語基礎Ⅰ

留
学
生
科
目

English Communication 2

English Communication 3

English Communication 4

フランス語入門Ⅰ

フランス語入門Ⅱ

韓国語入門Ⅰ

韓国語入門Ⅱ

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

英語表現Ⅲ

総合英語Ａ 

総合英語Ｂ

総合英語Ｃ

大
学
共
通
科
目

初
年
次
科
目

学
び
の

基
礎

成蹊基礎演習１

日本語演習２

日本語演習３　

日本語演習４　

総合日本語　

教
養
科
目

人
間
と
智

人間と文学

日本語演習１

海外短期語学研修

General English 1

General English 2

General English 3

スタディスキルズ２

情
報

リ
テ
ラ
シ
ー

情報リテラシー１

情報リテラシー２

情報リテラシー３

英語基礎Ⅱ

英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

中国語入門Ⅰ

中国語入門Ⅱ　

General English 4

English Communication 1

人間と宗教

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（経営学部　スポーツマネジメント学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

成蹊基礎演習２

備考

文
章
と

表
現

スタディスキルズ１
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　1・2・3後
 

2  
 

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 1 兼3

1・2・3・4後 1 ○ 1 1 兼3

1・2・3・4前後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 2 兼7 共同

2後 2 ○ 1 兼4 共同

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

ビジネス・インターンシップ１ 2前 2 ○ 兼6 共同

ビジネス・インターンシップ２ 3前 2 ○ 兼1 共同

－ 4 123 0 3 3 3 兼90

1・2前 2 ○ 1 1

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 兼2

1・2前 2 ○ 兼1

1・2後 2 ○ 1

1・2前後 2 ○ 1

1・2前後 2 ○ 兼2

2・3前 2 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 兼1

2・3前 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 兼1

2・3前後 2 ○ 兼1

2・3前 2 ○ 1 兼4 共同

2・3前 2 ○ 兼4 共同

2・3後 2 ○ 兼4 共同

3・4前 2 ○ 兼1

3・4後 2 ○ 兼1

3・4前 2 ○ 兼1

3・4後 2 ○ 兼1

1・2前 2 ○ 1 1 共同

1・2前 2 ○ 1

1・2後 2 ○ 2 1 共同

2・3後 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1 1 共同

2・3後 2 ○ 1 1 共同

2・3後 2 ○ 1

2・3後 2 ○ 兼1

1・2・3後 2 ○ 1 2 1 共同

2・3前 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1 1 共同

2・3前 2 ○ 1

2・3前 2 ○ 1

2・3後 ○ 1

2・3後 ○ 2 共同

○ 2 共同・集中

専
門
科
目

スポーツ法学入門

スポーツビジネス入門

スポーツマネジメント基礎Ⅱ

学
科
別
専
門
科
目

専
門
基
礎

科
目

スポーツマネジメント基礎Ⅰ

スポーツビジネス研究調査

スポーツキャリア論

スポーツ組織論

スポーツ経済論

スポーツ経営論

スポーツ産業論

スポーツ政策論

スポーツ国際協力

スポーツビジネス体験

専
門
基
幹
科
目

スポーツファイナンス入門

スポーツメディア論

スポーツマーケティング論

スポーツスポンサーシップ論

キ
ャ

リ
ア
科
目

学
部
横

断
型
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

学外連携PBL

大
学
共
通
科
目

教
養
科
目

マーケティング入門

経営統計入門

経営情報入門

学
部
基
幹
科
目

経営管理論

経営戦略論

管理会計

流通論

商品開発論

ビジネスデータ分析

専門インターンシップ

経営特論Ⅰ

経営特論Ⅱ

小計（76科目） －

学
部
共
通
科
目

学
部
基
礎
科
目

経営学入門

ビジネス会計Ⅰ

ビジネス会計Ⅱ

会計学入門

知財マネジメント

学
部
展
開
科
目

人的資源管理論

企業倫理

消費者行動論

仕事とキャリア

大阪の風土と文化

京都の文化と芸術

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

スポーツ演習Ⅰ

スポーツ演習Ⅱ

健康科学

仕事とキャリア演習

地球環境問題

暮らしの科学

現代と科学

地
域
と

文
化

地域連携PBL

キ
ャ

リ
ア

キャリアプランニング

国
際
社
会
と
日
本

人権と社会

社会学概論

多文化共生社会

現代と社会福祉

ジェンダー論

現代社会と政治

現代社会と経済

現代社会と法

科
学
と
環
境

生命と科学
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トップスポーツビジネス論 3・4後 2 ○ 兼1

スポーツファイナンス応用 3・4前 2 ○ 兼1

スポーツイベントマネジメント論 3・4後 2 ○ 兼1

地域スポーツ経営論 3・4後 2 ○ 兼1

スポーツツーリズム論 3・4前 2 ○ 1

スポーツ用具論 3・4前 2 ○ 1

スポーツ流通論 3・4前 2 ○ 兼1

ウェルネスサービスビジネス論 3・4後 2 ○ 兼1

スポーツ施設マネジメント論 3・4後 2 ○ 1

海外スポーツビジネス調査 2・3後 2 ○ 2 1 1 共同・集中

専門演習１ 2前 2 ○ 3 4 1

専門演習２ 2後 2 ○ 3 4 1

専門演習３ 3前 2 ○ 4 3 2

専門演習４ 3後 2 ○ 4 3 2

専門演習５ 4前 2 ○ 4 3 2

専門演習６ 4後 4 ○ 4 3 2

－ 30 78 0 5 4 3 0 兼25

－ 34 201 0 6 4 3 0 兼112

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

大学共通科目のうち、初年次科目から必修4単位を含む8単位以上、外国語科目、教養
科目から18単位以上、キャリア科目から6単位以上を含む、計36単位以上を修得する
とともに、専門科目から、必修30単位、選択必修4単位を含む78単位以上を修得した
上で、その他に大学共通科目もしくは専門科目から10単位以上を修得し、合計124単
位以上を修得することを卒業要件とする。
（履修科目の登録の上限：22単位（1学期））

１学年の学期区分 2  期

１学期の授業期間 15  週

１時限の授業時間 90  分

合計（129科目） －

学位又は称号 学士（経営学） 学位又は学科の分野 経済学関係

専
門
演
習

科
目

小計（53科目） －

専
門
展
開
科
目

専
門
科
目

学
科
別
専
門
科
目
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 2 4 1

1後 2 ○ 4 兼3

1前 2 ○ 1 3 1 兼2

1後 2 ○ 1 3 1 兼2

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼5

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼4

1後 1 ○ 兼4

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

3・4前 1 ○ 兼1

3・4後 1 ○ 兼1

3・4後 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼2

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼3

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3前後 1 ○ 兼2

1・2・3前 1 ○ 兼1

1・2・3後 2 ○ 兼1 集中

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3・4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4後 2 ○ 1 1 共同

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼3

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

General English 4

English Communication 1

English Communication 2

English Communication 3

General English 1

General English 2

General English 3

中国語入門Ⅱ　

フランス語入門Ⅰ

フランス語入門Ⅱ

韓国語入門Ⅰ

韓国語入門Ⅱ

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

英語表現Ⅲ

総合英語Ａ 

総合英語Ｂ

中国語入門Ⅰ

総合英語Ｃ

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（芸術学部　造形芸術学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

初
年
次
科
目

学
び
の

基
礎

成蹊基礎演習１

外
国
語
科
目

外
国
語

英語基礎Ⅰ

留
学
生
科
目

教
養
科
目

人
間
と
智

人間と文学

日本史概説

外国史概説

AI入門

日本語演習２

日本語演習３　

日本語演習４　

総合日本語　

人間と宗教

人間と哲学

人間と芸術

教育学入門

現代倫理

心理学概論

English Communication 4

成蹊基礎演習２

備考

文
章
と

表
現

スタディスキルズ１

スタディスキルズ２

情
報

リ
テ
ラ
シ
ー

情報リテラシー１

情報リテラシー２

情報リテラシー３

英語基礎Ⅱ

英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

日本語演習１

海外短期語学研修

国
際
社

会
と

日
本

日本国憲法

考古学

国際関係論

大
学
共
通
科
目
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1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 1 ○ 兼3

1・2・3・4後 1 ○ 兼3

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1 2 兼1 共同

3後 2 ○ 兼1 共同

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 兼1 共同

－ 2 125 0 4 5 1 0 兼86

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 兼2 共同

2・3・4前 2 ○ 兼1

3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 1

2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

2・3・4後 2 ○ 1

2・3・4後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

1前 4 ○ 4 1 1

1後 2 ○ 2 1

2・3前 2 ○ 兼1

2・3前 2 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 兼1

2・3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 2

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 1

2後 2 ○ 1

人権と社会

社会学概論

多文化共生社会

現代と社会福祉

ジェンダー論

仕事とキャリア

大阪の風土と文化

京都の文化と芸術

ビジネス・インターンシップ１

ビジネス・インターンシップ２

健康科学

仕事とキャリア演習

地球環境問題

暮らしの科学

現代と科学

－

芸術学

アートマネジメント論

芸術療法論

特殊講義1

キ
ャ

リ
ア
科
目

学
部
横

断
型
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

学外連携PBL

特殊講義2

特殊講義3

造形初動演習

基礎造形演習

造形演習２（彫刻）

造形演習３（工芸）

造形演習４（デザイン）

講
義
系
科
目

小計（76科目）

キ
ャ

リ
ア

キャリアプランニング

現代社会と政治

現代社会と経済

現代社会と法

国
際
社
会
と
日
本

地
域
と

文
化

科
学
と
環
境

生命と科学

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

スポーツ演習Ⅰ

スポーツ演習Ⅱ

造形初動

造
形
演
習

デザイン造形演習１（写真）

地域連携PBL

教
養
科
目

西洋美術史特論２

美術・デザイン学外演習

映像(映画)論

広告論

デザインマネジメント論

視覚文化論

メディア論

建築史

ファッションデザイン史

西洋美術史特論１

デザイン造形演習２（グラフィック）

デザイン造形演習３（映像）

デザイン造形演習４（３ＤＣＧ）

造形演習１（絵画）

現代美術論

日本美術史１

日本美術史２

美学

色彩論

東洋美術史

デザイン史

工芸論

西洋美術史１

西洋美術史２

大
学
共
通
科
目

学
部
共
通
科
目

演
習
系
科
目
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1前 2 ○ 1

2前 2 ○ 4 1 兼1

2後 2 ○ 2 3

3前 2 ○ 4 1 兼1

3後 2 ○ 2 3

1前後 2 ○ 4 1

1前後・2前 2 ○ 1 2 兼2

2前後・3後 2 ○ 2 兼3

2後・3前 2 ○ 1 1 兼4

1前 2 ○ 2 3 1 兼2

1後 2 ○ 1 兼5

1後 2 ○ 2 3 2 1 兼1

2前 2 ○ 2 3 2 1 兼1

2後 2 ○ 5 1 1 兼2

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 2 1 1 兼4

2前 2 ○ 2 3 2 兼2

2前 2 ○ 1 1 兼9

2後 2 ○ 2 2 2 兼2

2後 2 ○ 2 1 兼7

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 4 ○ 兼1

4後 4 ○ 兼1

－ 18 110 0 11 12 4 2 兼57

－ 20 235 0 11 13 4 2 兼138

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

演
習

プロジェクト演習１

プロジェクト演習２

プロジェクト演習３

プロジェクト演習４

ボランティア・
スタディ

概論

専
門
研
究

専門基礎演
習

専
門
基
幹
演
習

ボランティア・スタディ

造形芸術専門研究１

造形芸術専門基礎演習１

造形芸術専門基礎演習２

造形芸術専門基幹演習１

造形芸術専門基幹演習２

造形芸術専門基幹演習３

造形芸術概論

造形芸術専門基幹演習４

造形芸術専門基幹演習５

造形芸術専門研究２

卒業研究・制作１

卒業研究・制作２

造形芸術専門展開演習５

造形芸術専門展開演習１

造形芸術専門展開演習２

造形芸術専門研究３

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

大学共通科目のうち、初年次科目から必修2単位を含む8単位以上、外国語科目、教
養科目から18単位以上、キャリア科目から6単位以上を含む、計36単位以上を修得
するとともに、専門科目から、必修18単位を含む78単位以上を修得した上で、その
他に大学共通科目もしくは専門科目から10単位以上を修得し、合計124単位以上を
修得することを卒業要件とする。
（履修科目の登録の上限：22単位（1学期））

１学年の学期区分 2  期

１学期の授業期間 15  週

１時限の授業時間 90  分

学位又は称号 学士（芸術） 学位又は学科の分野

学
部
共
通
科
目

演
習
系
科
目

演
習
系
科
目

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

美術関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

小計（61科目） －

合計（137科目） －

専
門
展
開
演
習

卒業研究・
制作

コ
ー

ス
別
科
目

講
義
系
科
目

造形芸術専門展開演習３

造形芸術専門展開演習４

造形芸術専門展開演習６

造形芸術専門展開演習７
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 1 3 2

1後 2 ○ 2 3 2

1前 2 ○ 3 1 2 兼1

1後 2 ○ 3 1 2

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

2前 1 ○ 兼2

2後 1 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼3

2後 1 ○ 兼3

3前 1 ○ 兼3

3後 1 ○ 兼3

2前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

1前後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼1

1前後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼1

1前後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1 集中

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4後 2 ○ 兼2 共同

1・2・3・4後 2 ○ 1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部　教育学科　初等教育専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

備考

文章と表現
スタディスキルズ１

スタディスキルズ２

情報
リテラシー

情報リテラシー１

情報リテラシー２

情報リテラシー３

General English 4

English Communication 1

外
国
語
科
目

外
国
語

成蹊基礎演習２

日本語演習１

海外短期語学研修

General English 1

General English 2

General English 3

英語基礎Ⅰ

留
学
生
科
目

English Communication 2

English Communication 3

English Communication 4

英語基礎Ⅱ

英語演習Ⅰ

初
年
次
科
目

学びの基礎
成蹊基礎演習１

英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

中国語入門Ⅰ

中国語入門Ⅱ　

フランス語入門Ⅰ

日本語演習２

日本語演習３　

日本語演習４　

総合日本語　

フランス語入門Ⅱ

韓国語入門Ⅰ

韓国語入門Ⅱ

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

英語表現Ⅲ

総合英語Ａ 

総合英語Ｂ

総合英語Ｃ

人
間
と
智

人間と宗教

人間と哲学

人間と芸術

教育学入門

現代倫理

心理学概論

国際関係論

日本国憲法

考古学

日本史概説

外国史概説

AI入門

人間と文学

大
学
共
通
科
目

国
際
社

会
と

日
本

教
養
科
目

学則変更の趣旨（資料）－47



1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼2

4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 4 1 共同

2後 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

ビジネス・インターンシップ１ 2前 2 ○ 兼1

ビジネス・インターンシップ２ 3前 2 ○ 兼1

－ 10 117 0 7 5 4 兼72

1前 2 ○ 2

1前 2 ○ 2

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼1

現代社会と経済

現代社会と法

科
学
と
環
境

生命と科学

道徳の理論及び指導法（初等）

総合的な学習の時間の指導法

国語科指導法

人権と社会

社会学概論

多文化共生社会

現代と社会福祉

ジェンダー論

仕事とキャリア演習

小計（76科目） －

キ
ャ

リ
ア
科
目

学
部
横

断
型
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

学外連携PBL

教
養
科
目

地域連携PBL

キ
ャ

リ
ア

キャリアプランニング

仕事とキャリア

大阪の風土と文化

京都の文化と芸術

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

スポーツ演習Ⅰ

スポーツ演習Ⅱ

健康科学

地球環境問題

暮らしの科学

現代と科学

地
域
と

文
化

現代社会と政治

特別活動の指導法（初等）

教職論（初等）

教育心理学（初等）

教育行政学

特別支援教育概論（初等）

教育課程論（初等）

教育方法論（初等）

教育学（初等）

領域（健康）

教
職
基
礎

領域（人間関係）

領域（環境）

領域（言葉）

領域（音楽表現）

領域（造形表現）

社会科指導法

算数科指導法

理科指導法

生活科指導法

保育教育課程論（幼稚園）

保育内容総論

音楽科指導法

図画工作科指導法

家庭科指導法

体育科指導法

生徒・進路指導論（初等）

学校教育相談（初等）

外国語（英語）科指導法

大
学
共
通
科
目

幼
児
教
育

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

初
等
教
育

国
際
社
会
と
日
本
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2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 1 ○ 1

3後 1 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

4前 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1 兼1

1後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1後 1 ○ 兼2

1前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼3

1後 1 ○ 兼3

2前 1 ○ 兼3

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

4前 1 ○ 兼2

4後 1 ○ 兼2

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 2 ○ 1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

体育実技Ⅰ

子どもの食と栄養

乳児保育Ⅰ

社会福祉

子ども家庭支援論

生活科内容論

音楽科内容論

図画工作科内容論

家庭科内容論

体育科内容論

乳児保育Ⅱ

子どもの健康と安全

障害児保育

子育て支援

国語科内容論

保
育

体育実技Ⅱ

スポーツ基礎科学

幼児体育指導論

水泳

ピアノ実技Ⅰ

ピアノ実技Ⅱ

外国語（英語）科内容論

国語総合

社会総合

算数総合

理科総合

社会科内容論

算数科内容論

理科内容論

器楽指導法

リトミック

音楽療法

造形遊び

子どもとワークショップ

鑑賞教育

表現領域指導法Ⅱ

幼児理解

健康領域指導法

人間関係領域指導法

表現領域指導法Ⅰ

環境領域指導法

言葉領域指導法

ピアノ演習Ⅲ

ピアノ演習Ⅳ

伴奏法

ピアノ実技Ⅲ

ピアノ演習Ⅰ

保育の心理学

子ども家庭福祉

ピアノ演習Ⅱ

体
育

初
等
教
育
教
科

専
門
選
択
科
目

音
楽

図
画
工
作

歌唱指導法

材料研究

芸術療法論

社会的養護Ⅰ

社会的養護Ⅱ

子どもの家庭支援の心理学

子どもの保健

保育原理

幼
児
教
育

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

教
科
選
択
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2前 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼2

3後 2 ○ 1

3前 1 ○ 1 2 2 共同

3前 2 ○ 1 2 2 共同

3前 2 ○ 2 1

2前 2 ○ ○ 1 1 兼1 共同

2後 2 ○ ○ 2 共同

3前 2 ○ ○ 兼1

2前 1 ○ 兼3

2後 2 ○ 1 2 共同

3後 2 ○ 1 兼1 共同

2後 1 ○ 1 2 共同

3後 1 ○ 1 兼1 共同

4前 2 ○ 1 1 共同

4前 1 ○ 1 2 共同

4前 2 ○ 1

4前 1 ○ 1

2後 2 ○ ○ 1 1 兼1

4後 2 ○ 2 1

4後 2 ○ 兼1

基礎ゼミⅠ 2前 2 ○ 2 1 3

基礎ゼミⅡ 2後 2 ○ 3 2 3

専門基礎演習Ⅰ 3前 2 ○ 10 5 5

専門基礎演習Ⅱ 3後 2 ○ 10 5 5

専門演習Ⅰ 4前 2 ○ 10 5 5

専門演習Ⅱ 4後 2 ○ 10 5 5

－ 20 193 0 10 6 6 兼53

－ 30 310 0 10 6 6 兼122

保育実習指導Ⅰ-２

教育実習Ⅰ（初等）

教育実習Ⅱ（初等）

90  分

学位又は称号 学士（教育学） 学位又は学科の分野 教育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

小計（118科目） －

合計（194科目） －

　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

大学共通科目のうち、初年次科目から必修4単位を含む8単位以上、外国語科目から
必修4単位を含む6単位以上、教養科目から必修4単位を含む12単位以上、キャリア
科目から6単位以上を含む、計36単位以上を修得するとともに、専門科目から、必
修20単位を含む78単位以上を修得した上で、その他に大学共通科目もしくは専門科
目から10単位以上を修得し、合計124単位以上を修得することを卒業要件とする。
（履修科目の登録の上限：22単位（1学期））

１学年の学期区分 2  期

１学期の授業期間 15  週

１時限の授業時間

保育・教職実践演習（幼稚園）

保
育
実
習

実践演
習

保育実習Ⅰ-１

保育実習Ⅰ-２

保育実習指導Ⅲ

保育体験活動

幼稚園体験活動

学校体験活動Ⅱ（初等）

介護等体験（施設）

学校体験活動Ⅰ（初等）

教育実習事前指導（初等）

保育実習指導Ⅰ-１

教
育
実
習

実
践
研
究
科
目

学校・施設ボランティア

教育の事例研究

学校教育論

教育工学入門

子どもと英語

海外教育演習

教職実践演習（幼稚園・小学校）

保育実習Ⅱ

保育実習指導Ⅱ

保育実習Ⅲ

専
門
科
目

研
究
科
目

チ
ュ
ー

ト
リ
ア

ル

体
験
・
実
習

卒業研
究

架
橋
的
科
目
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必
　
修

選
　
択

特
　
支

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 2

1後 2 ○ 1 1 兼1

1前 2 ○ 1 2

1後 2 ○ 1 1 1

1前 2 ○ 兼2

1後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 1 兼1

1後 1 ○ 1 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼3

2後 1 ○ 兼3

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

3後 1 ○ 兼1

1前後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼1

1前後 1 ○ 兼3

1前 1 ○ 兼1

1前後 1 ○ 兼2

1前 1 ○ 兼1

1後 2 ○ 1 集中

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

2前 1 ○ 兼1

2後 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4後 2 ○ 兼2 共同

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

教
養
科
目

人
間
と
智

人間と文学

日本語演習２

日本語演習３　

総合日本語　

外国史概説

AI入門

人間と宗教

人間と哲学

人間と芸術

教育学入門

現代倫理

心理学概論

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（教育学部　教育学科　中等教育専攻）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

成蹊基礎演習１

成蹊基礎演習２

備考

文章と表現
スタディスキルズ１

スタディスキルズ２

情報
リテラシー

情報リテラシー１

情報リテラシー２

情報リテラシー３

外
国
語

英語基礎Ⅰ

留
学
生
科
目

海外短期語学研修

General English 1

General English 2

General English 3

General English 4

考古学

日本史概説

日本語演習４　

英語基礎Ⅱ

英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

中国語入門Ⅰ

中国語入門Ⅱ　

フランス語入門Ⅰ

フランス語入門Ⅱ

韓国語入門Ⅰ

韓国語入門Ⅱ

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

英語表現Ⅲ

総合英語Ａ 

総合英語Ｂ

総合英語Ｃ

日本語演習１

English Communication 2

English Communication 3

English Communication 4

English Communication 1

国際関係論

国際社会と
日本

日本国憲法

大
学
共
通
科
目

初
年
次
科
目

学びの基礎

外
国
語
科
目
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1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

1・2・3・4前 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 兼1

3後 1 ○ 1 兼1

4前 1 ○ 兼1

1・2・3・4後 2 ○ 1

2前 2 ○ 2

2後 2 ○ 兼2 共同

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 兼1

ビジネス・インターンシップ１ 2前 2 ○ 1

ビジネス・インターンシップ２ 3前 2 ○ 兼1

－ 10 117 0 2 7 2 兼68

1前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3前 1 ○ 兼1

3前 1 ○ 兼1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼2

2前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

陸上競技

器械運動

球技Ⅰ（ネット型）

現代社会と政治

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

国
際
社
会
と
日
本

人権と社会

社会学概論

多文化共生社会

現代と社会福祉

ジェンダー論

大阪の風土と文化

京都の文化と芸術

スポーツ演習Ⅰ

スポーツ演習Ⅱ

健康科学

仕事とキャリア演習

地
域
と

文
化

小計（76科目）

現代社会と経済

現代社会と法

科
学
と
環
境

生命と科学

地球環境問題

暮らしの科学

現代と科学

－

教
職
基
礎

教育学（中等）

中
等
教
育

道徳の理論及び指導法（中等）

総合的な学習の時間の指導法（中等）

キ
ャ

リ
ア
科
目

学部横断型
プロジェク

ト

学外連携PBL

特別活動の指導法（中等）

中等保健体育科指導法Ⅰ

中等保健体育科指導法Ⅱ

中等保健体育科指導法Ⅲ

中等保健体育科指導法Ⅳ

中等英語科指導法Ⅰ

地域連携PBL

キ
ャ

リ
ア

キャリアプランニング

仕事とキャリア

教職論（中等）

教育心理学（中等）

教育社会学

特別支援教育概論（中等）

教育課程論（中等）

教育方法論（中等）

中等英語科指導法Ⅱ

中等英語科指導法Ⅲ

中等英語科指導法Ⅳ

生徒・進路指導論（中等）

学校教育相談（中等）

武道

球技Ⅱ（ベースボール型）

球技Ⅲ（ゴール型）

水泳

野外活動

体つくり運動

大
学
共
通
科
目

保
健
体
育
教
科

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

教
養
科
目
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1前 1 ○ 兼2

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

1後 2 ○ 1

1前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

2前 2 ○ 1

1前 2 ○

2前 2 ○ 1

2後 2 ○ 1

3後 2 ○

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1

3後 2 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

2前 1 ○ 1

2後 1 ○ 1

3前 2 ○ 1

スポーツコーチング論

スポーツ心理学

スポーツ経営管理学

アスレティックトレーニング論

英語文学史Ⅰ

英語文学史Ⅱ

英語文学史研究

リーディングスキルズⅠ

運動と生活習慣病

生涯スポーツ論

健康運動指導論

実践体育教育研究Ⅰ

実践体育教育研究Ⅱ

ダンス

体育原理

救急処置法

公衆衛生学

学校保健

運動学

生理学

スポーツ生理学

衛生学

スポーツ医学

英
語
教
科

英語学概論

英語音声学・音韻論

英語学研究

リーディングスキルズⅡ

パラグラフライティングⅠ

パラグラフライティングⅡ

リスニングスキルズⅠ

リスニングスキルズⅡ

第二言語習得論

英語文法論

エアロビックエクササイズ理論演習

スポーツ生理学演習

スポーツ栄養学

機能解剖学

英語コミュニケーションⅠ

英語コミュニケーションⅡ

英語プレゼンテーションⅠ

英語プレゼンテーションⅡ

異文化理解Ⅰ

異文化理解Ⅱ

インテンシブ・リーディングⅡ

アカデミックライティングⅠ

アカデミックライティングⅡ

インタラクティブ・リスニングⅠ

インタラクティブ・リスニングⅡ

実践英語教育研究Ⅰ

スポーツトレーニング理論演習

コンディショニング理論演習

言語文化交流論

スポーツ測定と評価

インテンシブ・リーディングⅠ

保
健
体
育
教
科

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

英
語
・
グ
ロ
ー

バ
ル

教
科
選
択

専
門
選
択
科
目

体
育
・
健
康
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3後 2 ○ 1

4前 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 兼1

3後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2後 8 ○ 3 共同

4前 2 ○ 兼1

4後 2 ○ 兼1

1前 2 ○ 1

1前 1 ○ 兼1

1前 1 ○ 兼1

1後 1 ○ 1

1後 1 ○ 1

1後 2 ○ 1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2前 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

2後 2 ○ 兼1

3前 2 ○ 1 兼1

3前 2 ○ 1 兼1

3後 1 ○ 1 兼1

2前 2 ○ 1 1 共同

3前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 1

3後 2 ○ 兼1

4前 2 ○ 1 1

3後 2 ○ 兼1

3前 1 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 1

3前 2 ○ 1 1

2後 2 ○ ○ 2 1 共同

3前 2 ○ ○ 兼1

3後 1 ○ ○ 兼1

3後 2 ○ ○ 兼1

2前 1 ○ 1 2 共同

教職実
践演習

4後 2 ○ 兼1

基礎ゼミⅠ 2前 2 ○ 3 1

基礎ゼミⅡ 2後 2 ○ 3

専門基礎演習Ⅰ 3前 2 ○ 6 6 2

専門基礎演習Ⅱ 3後 2 ○ 6 6 2

専門演習Ⅰ 4前 2 ○ 6 6 2

専門演習Ⅱ 4後 2 ○ 6 6 2

－ 20 179 0 7 8 2 0 兼52

－ 30 296 0 7 8 2 0 兼119

教育実習事前事後指導（特支）

実践英語教育研究Ⅱ

国際理解教育演習（ESD）

英語ボランティアⅠ

英語ボランティアⅡ

海外英語教育演習Ⅰ

小計（126科目） －

合計（202科目） －

知的障害教育論

肢体不自由教育論

病弱教育論

障害共生支援論

障害者の生理病理と指導の方法

教
育
実
習

実
践
研
究
科
目

架
橋
的
科
目

学校・施設ボランティア

教育の事例研究

学校教育論

教育工学入門

子どもと英語

海外教育演習

介護等体験（施設）

体
験
・
実
習

教育実習事前指導（中等）

教育実習Ⅰ（中等）

教育実習Ⅱ（中等）

学校体験活動Ⅰ（中等）

大学共通科目のうち、初年次科目から必修4単位を含む8単位以上、外国語科目から
必修4単位を含む6単位以上、教養科目から必修4単位を含む12単位以上、キャリア
科目から6単位以上を含む、計36単位以上を修得するとともに、専門科目から、必
修20単位を含む78単位以上を修得した上で、その他に大学共通科目もしくは専門科
目から10単位以上を修得し、合計124単位以上を修得することを卒業要件とする。
（履修科目の登録の上限：22単位（1学期））

１学年の学期区分 2  期

１学期の授業期間 15  週

１時限の授業時間 90  分

学位又は称号 学士（教育学） 学位又は学科の分野 教育学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

学校体験活動Ⅱ（中等）

特別支援学校教育実習

教職実践演習（中学校・高等学校）

発達障害総論

重度重複障害総論

障害発達支援論

知的障害者の心理・生理・病理

肢体不自由者の心理・生理・病理

病弱者の心理・生理・病理

海外英語教育演習Ⅱ

英語イマージョン教育Ⅰ

英語イマージョン教育Ⅱ

特別支援教育原論

視覚障害総論

聴覚障害総論

英
語
・
グ
ロ
ー

バ
ル

教
科
選
択

専
門
選
択
科
目

専
門
科
目

研
究
科
目

チ
ュ
ー

ト
リ
ア

ル

卒業研
究

特
別
支
援
教
育
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　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場
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必
　
修

選
　
択

自
　
由

講
　
義

演
　
習

実
験
・
実
習

教
　
授

准
教
授

講
　
師

助
　
教

助
　
手

1前 2 ○ 2 1 1

1後 2 ○ 2 1 1

1前 2 ○ 2 1 兼1

1後 2 ○ 2 1 兼1

1前 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1後 2 ○ 兼1

1・2前 1 ○ 1 1

1・2後 1 ○ 1 1

1・2前 1 ○ 2

1・2後 1 ○ 2

2前 1 ○ 1 兼1

2後 1 ○ 1 兼1

1・2前 1 ○ 兼1

1・2後 1 ○ 兼1

2・3前 1 ○ 兼1

１前 1 ○ 1

１後 1 ○ 1

3・4後 1 ○ 兼1

中国語入門Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 兼1

中国語入門Ⅱ　 1・2・3前 1 ○ 兼1

フランス語入門Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 1 兼2

フランス語入門Ⅱ 1・2・3前 1 ○ 1

韓国語入門Ⅰ 1・2・3前後 1 ○ 1 兼1

韓国語入門Ⅱ 1・2・3前 1 ○ 兼1

海外短期語学研修 1・2・3後 2 ○ 兼1 集中

日本語演習１ 1前 1 ○ 兼1

日本語演習２ 1後 1 ○ 兼1

日本語演習３　 2前 1 ○ 兼1

日本語演習４　 2後 1 ○ 兼1

総合日本語　 3・4前 1 ○ 兼1

人間と文学 1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

人間と宗教 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

人間と哲学 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

人間と芸術 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

教育学入門 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

現代倫理 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

心理学概論 1・2・3・4前後 2 ○ 兼3

考古学 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

日本史概説 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

外国史概説 1・2・3・4前後 2 ○ 1

AI入門 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

日本国憲法 1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

国際関係論 1・2・3・4前 2 ○ 1

大
学
共
通
科
目

別記様式第２号（その２の１）
（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 育 課 程 等 の 概 要

（国際観光学部国際観光学科）

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態 専任教員等の配置

外
国
語

英語基礎Ⅰ

教
養
科
目

初
年
次
科
目

学
び
の

基
礎

成蹊基礎演習１

成蹊基礎演習２

備考

文
章
と

表
現

スタディスキルズ１

スタディスキルズ２

情
報
リ
テ
ラ

シ
ー

情報リテラシー１

情報リテラシー２

情報リテラシー３

外
国
語
科
目

英語基礎Ⅱ

英語演習Ⅰ

英語演習Ⅱ

英語演習Ⅲ

英語演習Ⅳ

留
学
生
科
目

人
間
と
智

英語表現Ⅰ

英語表現Ⅱ

英語表現Ⅲ

総合英語Ａ 

総合英語Ｂ

総合英語Ｃ

国際社会と
日本
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人権と社会 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

社会学概論 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

多文化共生社会 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

現代と社会福祉 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

ジェンダー論 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

現代社会と政治 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

現代社会と経済 1・2・3・4前後 2 ○ 1 兼1

現代社会と法 1・2・3・4前 2 ○ 兼1

生命と科学 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

地球環境問題 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

暮らしの科学 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

現代と科学 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

大阪の風土と文化 1・2・3・4前後 2 ○ 兼1

京都の文化と芸術 1・2・3・4後 2 ○ 兼1

スポーツ演習Ⅰ 1・2・3・4前 1 ○ 兼4

スポーツ演習Ⅱ 1・2・3・4後 1 ○ 兼3

健康科学 1・2・3・4前後 2 ○ 兼2

学外連携PBL 2前 2 ○ 3 共同

地域連携PBL 2後 2 ○ 2 兼1 共同

キャリアプランニング 3前 2 ○ 1 2

仕事とキャリア 3後 2 ○ 1 2

仕事とキャリア演習 4前 2 ○ 1 2

ビジネス・インターンシップ１ 2前 2 ○ 2 2 共同

ビジネス・インターンシップ２ 3前 2 ○ 2 2 共同

－ 4 107 0 6 4 2 2 兼47

経営学入門 1・2前 2 ○ 1

会計学入門 1・2前 2 ○ 兼1

ビジネス会計 1・2前 2 ○ 兼1

マーケティング入門 1・2後 2 ○ 兼1

経営統計入門 1・2後 2 ○ 兼1

特別リレー講義 1・2後 2 ○ 1

人文地理 1・2前 2 ○ 兼1

短期海外研修 1前 2 ○ 1 集中

国際観光概論 1・2後 2 ○ 1

旅行ビジネス論 1・2前 2 ○ 1

観光政策論 1・2後 2 ○ 兼1

観光資源論 1・2前 2 ○ 兼1

国際経営総論 1・2後 2 ○ 1

国際機関論 1・2前 2 ○ 兼1

ミクロ経済学　 2・3前 2 ○ 1

商法 2・3後 2 ○ 兼1

欧米地域研究 2・3前 2 ○ 1 兼1

オーストラリア地域研究 2・3後 2 ○ 1

経営特論Ⅰ 2・3前 2 ○ 1

経営特論Ⅱ　 2・3後 2 ○ 1

ホスピタリティと異文化理解　 2・3前 2 ○ 1

観光マーケティング論 2・3後 2 ○ 1

レベニューマネジメント 2・3後 2 ○ 1

サービス＆テクロノジー 2・3後 2 ○ 兼1

国際観光研究特別科目 2・3前 2 ○ 1

航空・運輸事業論 2・3後 2 ○ 1

MICE & イベント企画論 2・3後 2 ○ 1

ホテル・ブライダル経営論 2・3前 2 ○ 1

旅行業務取扱管理者演習 2・3前 2 ○ 1

科
学
と
環
境

地
域
と

文
化

健
康
と

ス
ポ
ー

ツ

国
際
社
会
と
日
本

キ
ャ

リ
ア

教
養
科
目

－

専
門
基
礎
科
目

学
部
専
門
科
目

キ
ャ

リ
ア
科
目

学部横断型
プロジェク

ト

専
門
科
目

専
門
基
幹
科
目

大
学
共
通
科
目

小計（68科目）
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地域観光マネジメント 2・3後 2 ○ 1

公園・景観論 2・3後 2 ○ 兼1

観光まちづくり論 2・3前 2 ○ 兼1

ツーリズム研究１ 2・3後 2 ○ 1 1

フィールドリサーチ 2・3前 2 ○ 兼1

国際経営戦略論 2・3前 2 ○ 1

ビジネスモデルマネジメント 2・3前 2 ○ 1

国際貿易論 2・3後 2 ○ 兼1

開発経済学 2・3前 2 ○ 1

財務諸表論 2・3後 2 ○ 兼1

Research & Presentation 1 2・3前 2 ○ 1

Research & Presentation 2 2・3後 2 ○ 1

2・3前後 2 ○ 2 2

3・4前 2 ○ 1

行政学概論 3・4後 2 ○ 兼1

比較文化論 3・4後 2 ○ 1

アジア市場と日本 3・4前 2 ○ 1

消費者行動論 3・4前 2 ○ 1 1

Global Marketing 3・4後 2 ○ 1

ブランド・マネジメント 3・4前 2 ○ 1

ビジネスデータ分析 3・4後 2 ○ 兼1

世界遺産論特殊講義 3・4前 2 ○ 1 兼1

文化財論 3・4後 2 ○ 兼1

NPO・NGO論 3・4後 2 ○ 兼1

ツーリズム研究2 3・4前 2 ○ 1

競争戦略論 3・4後 2 ○ 1

職業指導 3・4前 2 ○ 兼1

Academic English 1　 2前 2 ○ 1 1

Academic English 2　 2後 2 ○ 1 1

Conversation Skills A 2・3前 1 ○ 1

Conversation Skills B 2・3後 1 ○ 1

English for Business 1　 2・3前 1 ○ 1

English for Business 2　 2・3後 1 ○ 1

Conversation Skills C 3・4前 1 ○ 兼1

Advanced  English 1 3・4前 1 ○ 1

Advanced  English 2 3・4後 1 ○ 1

専門演習１ 2前 2 ○ 1 2 1

専門演習２ 2後 2 ○ 1 2 1

専門演習３ 3前 2 ○ 3 2 1

専門演習４ 3後 2 ○ 3 2 1

専門演習５ 4前 2 ○ 3 2 1

専門演習６ 4後 4 ○ 3 2 1

－ 22 115 0 6 4 2 1 兼12

－ 26 222 0 6 4 2 2 兼57

専
門
展
開
科
目

イノベーション& 商品開発

コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
科
目

専
門
基
幹
科
目

学位又は称号 学士（経営学） 学位又は学科の分野

専
門
科
目

学
部
専
門
科
目

小計（71科目）

専門インターンシップ

専
門
演
習

科
目

経済学関係

卒 業 要 件 及 び 履 修 方 法 授業期間等

大学共通科目のうち、初年次科目から必修4単位を含む8単位以上、外国語科目、
教養科目から20単位以上、キャリア科目から6単位以上を含む、計36単位以上を修
得するとともに、専門科目から、必修22単位を含む78単位以上を修得した上で、
その他に大学共通科目もしくは専門科目から10単位以上を修得し、合計124単位以
上を修得することを卒業要件とする。
（履修科目の登録の上限：22単位（1学期））

１学年の学期区分 2  期

１学期の授業期間 14  週

１時限の授業時間 100  分

－

合計（139科目） －
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　合は，この書類を作成する必要はない。

３　開設する授業科目に応じて，適宜科目区分の枠を設けること。

４　「授業形態」の欄の「実験・実習」には，実技も含むこと。

　る学位の種類及び分野又は学科の分野が同じ学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科（学位の種類及び分野の変更等に関す

　る基準（平成十五年文部科学省告示第三十九号）別表第一備考又は別表第二備考に係るものを含む。）についても作成すること。

２　私立の大学若しくは高等専門学校の収容定員に係る学則の変更の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場合，

　大学等の設置者の変更の認可を受けようとする場合又は大学等の廃止の認可を受けようとする場合若しくは届出を行おうとする場

（注）

１　学部等，研究科等若しくは高等専門学校の学科の設置又は大学における通信教育の開設の届出を行おうとする場合には，授与す
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学生の確保の見通し等を記載した書類 
 
（１）学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 
①学生の確保の見通し 
ア．定員充足の見込み 

大阪成蹊大学は、平成 15(2003)年に開学して以来、建学の精神「桃李不言下自成蹊（徳
が高く、尊敬される人物のもとには徳を慕って人々が集まってくるという意味）」に基づき、
「幅広く深い教養と総合的な判断力を備えた豊かな人間性を培うとともに、深く専門の学
芸を教授研究し、実践的な専門教育に重きを置く大学教育を施し、実社会において知的、道
徳的及び応用的能力を展開し得る人材の育成（大阪成蹊大学学則第 1 条）」を目的として、
専門性と人間力を兼ね備えた多くの人材を輩出してきた。教育の質の保証や特色化に係る
全学的な改革を様々に推進してきた結果、各学部等における志願者数の推移は【図表 1】か
ら【図表 5】のとおりとなっており、安定した志願者の獲得と入学定員の充足に努めてきた
ことがわかる。また、全国の私立大学のうち、本学と同規模となる入学定員が 600 人以上
800 人未満の大学の進学状況の推移は【図表 6】のとおりとなっており、志願倍率は順調に
推移し、平成 29(2017)年度以降は入学定員を安定的に充足していることがわかる。さらに、
大阪府に所在する学部（私立大学）の進学状況の推移は【図表 7】のとおりとなっており、
10 倍前後の志願倍率を維持しながら、毎年入学定員を安定的に充足していることがわかる。
大阪府に所在する学部（私立大学）への令和 2(2020)年度の志願倍率は 11.78 倍となり、同
調査における地域分類のなかでは最も高い志願倍率となった。また長期的な定員充足の見
通しを明らかにするものとして、大阪府の 18 歳人口は令和 2(2020)年度の 81,797 人から令
和 12(2030)年度の 71,375 人へと推移することが見込まれているが、現下の志願状況や次に
記載の高校生の進学希望を明らかにするアンケート調査の結果等に対してこうした 18 歳人
口の減少率を考慮しても、長期的に一定の志願者数を確保できることが見込まれる。 

より詳細な進学ニーズを把握し、変更後の定員充足の見通し等を明らかにすることを目
的として、収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年度入学者募集において大学進学時期を
迎える高校 2 年生に対してその進学希望を明らかにするアンケート調査を実施した。計 94
校 16,601 人から回答を得、「問 1 あなたは大阪成蹊大学の以下の学部・学科・専攻へ進学し
たいと思いますか（あてはまるもの 1 つにマーク）」という設問に対して「進学したい」と
回答した人数は、経営学部経営学科 720 人、経営学部スポーツマネジメント学科 292 人、
芸術学部造形芸術学科 502 人、教育学部教育学科初等教育専攻 409 人、教育学部教育学科
中等教育専攻 275 人、国際観光学部国際観光学科 417 人となっており、いずれの学部等に
おいても計画する入学定員を超える結果となっている。また、「進学を希望しない」と回答
した者のうち、その理由を「大阪成蹊大学に興味ある学部・学科・専攻はあるが、詳細を知
った上で検討したいから」とした者が 936 人いることから、広報の工夫によっては更なる
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進学希望者を見込むことができる。こうした調査結果は、令和 4(2022)年度以降、各学部等
において安定して定員を充足する見込みがあることを明らかにするものである（【資料 1】
株式会社 高等教育総合研究所「大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセ
スメント調査報告書」参照）。 

これらを含め、各学部等における詳細な定員充足の見込みは「イ．定員充足の根拠となる
客観的なデータの概要」に記載のとおりである。変更後の入学定員は充足の見込みとともに、
教育研究環境の充実と質の担保を可能にするものとして設定するものである。今後も、教育
研究活動の充実を図り、入試改革・学生募集活動にも一層の力を入れ、志願者・入学者の継
続的な確保に努め、安定した学生確保を行っていく。 
 
経営学部経営学科 

経営学部経営学科は、経営コース、食ビジネスコース、公共政策コースを履修上の区分と
して設け、様々な業種・業態の企業組織や自治体等行政組織における経営のあり方に焦点を
当てながら経営学の専門性を高めることのできる教育課程を編成している。経営学部では、
平成 28(2016)年度にスポーツマネジメント学科を設置し、平成 30(2018)年度に国際観光ビ
ジネス学科を設置しており、それに伴って、経営学科に履修上の区分として設けていたスポ
ーツビジネスコース、観光ビジネスコースの 2 コースを廃止しているが、直近 5 ヵ年の経
営学科における志願者数、入学者数は【図表 1（再掲）】の通りであり、毎年安定して入学
定員を充足するとともに、この 3 ヵ年で志願者が倍増していることがわかる。 

大阪府・大阪市「大阪の成長戦略 2018 年 3 月改訂版」によれば、大阪府、大阪市におい
ては、大阪が誇るものづくり中小企業の強みや集積の厚みを、第 4 次産業革命の技術とも
結びつけて、生産性の向上やイノベーションの創出を図っていく人材や、ものづくりだけで
なく、卸売・小売や観光、健康、福祉、建設、一次産業など、多様な産業分野においても、
新たな技術を組み込みながら、業務の負担軽減や効率化を図り人手不足を解消しつつ、革新
的な製品・サービスを生み出し、社会課題の解決と新ビジネスの創出につなげることのでき
る人材の重要性が高まっている。しかし、新たな技術や産業構造に対応できる人材の育成・
確保は十分にできておらず、景気回復などを背景に、大阪の雇用情勢は大きく改善している
一方で、大学卒業後の若い世代が首都圏へと流出していたり、中小企業の経営者の高齢化が
進んでおり事業継承への対応が急務となっていたりするなどして、人材流出が大きな課題
となっているのが現状である。本学経営学科では、大阪府・大阪市を中心として、中小企業、
地方自治体等と連携した様々な課題解決型授業（PBL）を特色としており、地元中小企業の
魅力を打ち出す採用パンフレットの企画・提案やゲストスピーカーの招聘等学外連携授業
を充実している。また、海外ビジネスの最前線を学ぶことを目的に、グローバル・アクティ
ブラーニングプログラムを毎年開発・実施しており、平成 30(2018)年度からは「第 4 次産
業革命とグローバルビジネス～AI を活用した新ビジネスモデル開発～」「フランスにおける
ボルディエバター製造と流通を学ぶ」等、AI を活用した新ビジネスモデルの開発や各国産
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業の経営モデル、流通と製造の実際などについて学び、異なる言語や文化の中で課題に取り
組むことで国際的な視野での課題解決力を身につける授業を展開している。大阪府・大阪市
が課題とする地元企業の人材確保、産業振興と一体となった戦略的な人材育成といった推
進施策とのかかわりの中で、経営の基本的な考え方のみならず、組織マネジメントや新時代
のビジネスモデルの創出、グローバル戦略などを様々な実践・研究を通じて学び、現代の多
様な経営課題の解決に貢献できる人材をめざす本学経営学科の教育内容は、地域における
経営人材の需要に応えることをめざすものである。こうした経営人材の需要は行政におい
ても同様であり、大阪府のホームページで公表の「自治の窓 持続可能な行政経営について
【民間経営手法の更なる活用】」では、地方分権改革から始まった一連の行政改革の流れの
なかで、「行政経営」「公共経営」の言葉が市町村の総合計画等で頻繁に使われ始め、「首長
には経営者としての経営能力が求められるとともに、職員にも経営能力が求められる時代
となって」きたことが指摘されている。また、「市町村にとって効果のある取組みを進めて
いくためには、それぞれが抱える課題を正確に認識し、その課題に対して的確な対応策を考
えることのできる『企画力』のある人材が必要であり、（中略）対応策を実効的に進めるこ
とのできる『実行力』のある人材」の育成が、自治体経営の鍵であると示されている。この
ように、本学の所在する大阪府の各自治体においても、経営的な観点で公共を捉えることの
できる人材需要は大きい。 
 

上記の、高校生の進学ニーズや社会における人材要請の急速な高まりを鑑みて、経営学科
において増員可能な専任教員数、教室等の施設・設備の状況、きめ細かい学生指導等を可能
にするクラス編成等を勘案して、教育研究環境の充実と質の担保を可能にする入学定員を
設定するものとして、入学定員を現行の 110 人から 140 人へと変更する。入学定員充足の
根拠は、冒頭にて記載の経営学科の近年の募集状況【図表 1】、全国の私立大学の志願動向
【図表 6】、大阪府の私立大学の志願動向【図表 7】に加え、経営学部の過去 5 ヵ年の募集
状況【図表 8】と大阪府の 18 歳人口の推移に伴う令和 12(2030)年度の志願者傾向の予測
（p.11 にて記載）、全国の私立大学の同系統学部の志願動向【図表 9】、近隣等競合校の募集
状況【図表 11】【図表 13】、併設の大阪成蹊女子高等学校から経営学科への進学者数の推移
【図表 12】、そして収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年度入学者募集において大学進
学時期を迎える高校 2 年生に対してその進学希望を明らかにするために実施したアンケー
ト調査の結果【資料 1】等としている。 

なお、この変更後の入学定員は後に示すとおり、客観的データに基づき算出したものであ
ることから確実に充足する見込みであるとともに、大阪府の 18 歳人口の推移と志願傾向の
推移予測が示すよう、長期的かつ安定的に学生を確保できる見通しである。 
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経営学部スポーツマネジメント学科 
経営学部スポーツマネジメント学科は、経営学科スポーツビジネスコースでの教育実績

を基にして平成 28(2016)年度に設置した。直近 5 ヵ年のスポーツマネジメント学科におけ
る志願者数、入学者数は【図表 2（再掲）】の通りであり、令和 3(2021)年度は直近 5 ヵ年で
最も多い志願者数となった。当該学科の設置時には、「新入生アンケート調査結果、及び立
地条件から本学科の競合校を明らかにしているが、競合するいずれの学部も明確にスポー
ツ産業に係る経営学の学びを専門とする学科はなく、先んじて社会の要請に応え、独自性を
発揮すること」に意義を持つものと考えていたが、近隣に「明確にスポーツ産業に係る経営
学の学びを専門とする学科」がないことによる当該学科への進学ニーズの高まりを想定以
上に実感するものであった。 

また、開設以降の当該学科の育成する人材像に対応する、社会からの人材要請の動きもま
た、急速な高まりを見せている。例えば、平成 28(2016)年 6 月に閣議決定された政府の「日
本再興戦略 2016」においては、スポーツの成長産業化は「官民で認識と戦略を共有し、新
たな有望市場を創出する、『官民戦略プロジェクト 10』」の一つとして取り上げられ、「スポ
ーツ市場規模（昨年 5.5 兆円）を令和 7(2025) 年までに 15 兆円に拡大することを目指す」
ことが目標に掲げられた。また「鍵となる施策」として、「スポーツ人材の育成・活用とプ
ラットフォームの構築」が掲げられた。これは、「スポーツ関連団体の組織運営、収益性、
ガバナンス等の経営力向上に向け、即戦力となる経営人材を確保する」ことを目的に、スポ
ーツ界内外の多様な人材を対象とした専門的・実践的な育成及びマッチング機能を有する
プラットフォームの構築」をめざすものであるが、新たに示されたスポーツ市場規模の拡大
目標を果たすためには、高等教育機関において、スポーツ関連団体、スポーツ関連産業で即
戦力となりうる経営人材を育成することが、強く要請される。また、本学の所在する大阪府
の大阪商工会議所は、平成 28(2016)年 10 月に「スポーツ関連産業の創出に向けた企業の意
識・取り組みに関する調査」を実施するなかで、スポーツビジネスに対して、「自社の強み
を活かしたアプローチ方法が分からない」といったスポーツビジネスに関するノウハウの
不足のほか、「社内に必要な人材が足りない」などの経営資源不足を課題とする企業が多い
ことを明らかにしている。大阪商工会議所では、こうした調査結果や、スポーツビジネスを
日本の基幹産業とする国の動きが加速していることを踏まえて、全国の商工会議所に先が
けて「スポーツを核にした産業振興」に新たに取り組むこととしている。 
 

上記の、高校生の進学ニーズや社会における人材要請の急速な高まりを鑑みて、スポーツ
マネジメント学科において増員可能な専任教員数、教室等の施設・設備の状況からきめ細か
い学生指導等を可能にするクラス編成等を勘案して、教育研究環境の充実と質の担保を可
能にする入学定員を設定するものとして、入学定員を現行の 110 人から 120 人へと変更す
る。入学定員充足の根拠は、冒頭にて記載のスポーツマネジメント学科の近年の募集状況
【図表 2】、全国の私立大学の志願動向【図表 6】、大阪府の私立大学の志願動向【図表 7】
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に加え、経営学部の過去 5 ヵ年の募集状況【図表 8】と大阪府の 18 歳人口の推移に伴う令
和 12(2030)年度の志願者傾向の予測（p.11 にて記載）、全国の私立大学の同系統学部の志願
動向【図表 9】、近隣等競合校の募集状況【図表 11】、併設の大阪成蹊女子高等学校からスポ
ーツマネジメント学科への進学者数の推移【図表 14】、そして収容定員の変更を予定する令
和 4(2022)年度入学者募集において大学進学時期を迎える高校 2 年生に対してその進学希
望を明らかにするために実施したアンケート調査の結果【資料 1】等としている。 

なお、この変更後の入学定員は後に示すとおり、客観的データに基づき算出したものであ
ることから確実に充足する見込みであるとともに、大阪府の 18 歳人口の推移と志願傾向の
推移予測が示すよう、長期的かつ安定的に学生を確保できる見通しである。 
 
芸術学部造形芸術学科 
 芸術学部は、平成 15(2003)年 4 月に京都府長岡京市に開設して以来、「芸術的教養や芸術
的表現能力を育成するとともに、専門領域を超えた幅広い視野と知識を持ち、社会の要請を
敏感に感じ取り社会との関わりにおいてその芸術的感性や表現能力を生かし、伝統的な造
形表現と未来を開く革新的な造形思考との往還の中に現代人の置かれたさまざまな局面を
捉え、未来的な展望のもとに個性豊かな表現の可能性を追求できるとともに、心豊かな社会
の実現に寄与することのできる人材の育成（大阪成蹊大学学則第 3 条第 2 項）」に力を注い
できた。平成 18(2006)年 4 月には 3 学科への改組、平成 24(2012)年 4 月にはマネジメント
学部（現経営学部）とのキャンパス統合に伴う大阪府大阪市東淀川区への移転、平成
27(2015)年 4 月には旧美術学科の名称変更等を経て、現在の芸術学部造形芸術学科に至る。 

芸術学部造形芸術学科では、マンガ・デジタルアートコース、アニメーション・キャラク
ターデザインコース、ゲーム・アプリケーションコース、ビジュアルデザインコース、イラ
ストレーション・美術コース、インテリア・プロダクトデザインコース、ファッション・コ
スチュームデザインコース、バーチャルメディア・ボイスクリエイターコースの 8 つのコ
ースで構成しており、社会の動向に即して芸術・デザイン学の教育体系を整えている。直近
5 ヵ年の芸術学部における志願者数、入学者数は【図表 3（再掲）】の通りであり、この 5 ヵ
年で志願者数は倍増、増加傾向にあり、毎年安定して入学定員を充足してきた。 

本学の校地校舎が位置する大阪府と大阪市では、大阪を新たな成長軌道に乗せるため、概
ね令和 2(2020)年までの 10 年間の成長目標を掲げて、およそ 3 年から 5 年の短期・中期の
具体的な取組み方向を明らかにするものとして、平成 22(2010)年より「大阪の成長戦略」
を策定している。社会経済情勢の変化に応じて、具体的な取組内容について適宜、追加修正
を行うなど、基本的な方向性を堅持しつつも、必要に応じ柔軟に見直しを図っていくもので
あり、これまでに 2 度の改訂が図られている。平成 25(2013)年の改訂では、平成 23(2011)
年に策定された大阪市の「大阪市経済成長戦略」と大阪府の「大阪の成長戦略」を、「大阪
の成長戦略」に一本化することが図られた。そして、平成 28(2016)年の改訂では、目標年
次である令和 2(2020)年の大阪・関西の姿（将来像）を明示し、その実現に向けた重点的な
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課題とその解決に向けた取組みを一層明確化するものとなった。これに合わせて、世界的な
創造都市、国際エンターテイメント都市へ加速し、令和 2(2020)年へ向け大阪を世界にアピ
ールするために、内外から人、モノ、投資等を呼び込む「強い大阪」と世界に存在感を示す
「大阪」の実現を目的として、「大阪都市魅力創造戦略 2020」が策定された。「観光・都市
魅力」「文化」「スポーツ」「国際化」の 4 つの分野ごとに、合わせて 10 の「目指すべき都市
像」を設定し、「大阪全体の都市魅力の発展・進化・発信」「文化・スポーツを活かした都市
魅力の創出」「世界有数の国際都市を目指した受入環境の整備」の 3 つの観点から、計画期
間中に重点的に取り組む施策を掲げたものである。「大阪全体の都市魅力の発展・進化・発
信」における重点取組として、世界第一級の文化・観光拠点形成・発信（夢洲での IR を含
む国際観光拠点形成等）や、多様な観光資源の発掘・発信（国内外の人々を惹きつけるキラ
ーコンテンツ創出等）が示され、また「文化・スポーツを活かした都市魅力の創出」におけ
る重点取組として、大阪の文化・食の魅力発信（アートスポットの魅力創出・発信等）が示
されている。こうした成長戦略を掲げる中で、芸術文化を創造し、支える人材の育成・支援
の充実（大阪の優れた文化事業を結集し、国内外に発信するとともに、芸術文化の担い手（若
手アーティスト、プロデューサー等）を発掘、育成すること等）や、将来の社会の担い手と
なる青少年の育成（子どもや青少年が、学校における授業や地域活動を通じて、優れた芸術
文化に触れ、豊かな感性や創造性を育む機会の充実等）は、喫緊の課題となっている。 
 

上記の、高校生の進学ニーズの高まりと社会の人材需要に応え、コース教育の充実を通し
て教育内容の一層の充実を図るとともに、増員可能な専任教員数、教室等の施設・設備の状
況からきめ細かい学生指導等を可能にするクラス編成等を勘案して、教育研究環境の充実
と質の担保を可能にする入学定員を設定するものとして、入学定員を現行の 190 人から 220
人へと変更する。入学定員充足の根拠は、造形芸術学科の近年の募集状況【図表 3】【図表
D】【図表 E】及び偏差値の推移【図表 F】や立地条件【図表 C】、全国の私立大学の志願動
向【図表 6】、大阪府の私立大学の志願動向【図表 7】に加え、大阪府の 18 歳人口の推移に
伴う令和 12(2030)年度の志願者傾向の予測（p.14 にて記載）、全国の私立大学の同系統学部
の志願動向【図表 15】、近隣等競合校の募集状況【図表 17】、併設の大阪成蹊女子高等学校
から造形芸術学科への進学者数の推移【図表 18】【図表 G】、そして収容定員の変更を予定
する令和 4(2022)年度入学者募集において大学進学時期を迎える高校 2 年生に対してその
進学希望を明らかにするために実施したアンケート調査の結果【資料 1】等としている。 

なお、この変更後の入学定員は後に示すとおり、客観的データに基づき算出したものであ
ることから確実に充足する見込みであるとともに、大阪府の 18 歳人口の推移と志願傾向の
推移予測が示すよう、長期的かつ安定的に学生を確保できる見通しである。 
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教育学部教育学科初等教育専攻 
近隣高等学校における小学校・幼稚園教諭一種免許状取得志望生徒の四年制教育系学部

への進学希望の高まりや、本学園の児童教育の伝統と実績に対する近隣の教育委員会等か
らの 4 年制教育系学部開設の要請等に応えるため、平成 26(2014)年に教育学部教育学科を
開設した。「時代が求める新しい教育への対応と普遍的な教育の営みとを総合的・専門的に
学修し、未来を切り拓く子どもの『生きる力』を育むことのできる幅広い教養をもった専門
職業人（大阪成蹊大学学則第 3 条第 2 項）」の育成を目的とする本学部においては、開設以
来、教職に関する基礎的な理解を深めながら、教育・保育現場へのインターンシップや実習
を継続し、理論と実践を往還する教育課程を大きな特色としている。直近 5 ヵ年の志願者
数、入学者数は【図表 4（再掲）】の通りであり、一定の志願者を確保しながら毎年安定し
て入学定員を充足してきた。なお、中学校・高等学校教諭をめざす教育課程を設ける際、小
学校・幼稚園教諭・保育士をめざす教育課程と区別して入学定員を設定する必要があったた
め、平成 30(2018)年度より教育学科には初等教育専攻、中等教育専攻の 2 つの専攻を設け、
各入学定員を設定している。 

とりわけ、平成 26(2014)年度の開設以来、小学校教諭、幼稚園教諭、保育士の養成を主
な目的としてきた初等教育専攻では、小学校教諭への就職希望者、幼稚園教諭、保育士への
就職希望者、一般企業への就職希望者において、いずれも 1 期生から 4 年連続で就職率が
100%となっている。また幼稚園教諭、保育士の人材需要は、全国的にも、本学の所在する
大阪府においても依然として高く、幼児教育、保育のスペシャリストを育成してきた本学へ
の期待は大きい。この度、収容定員の変更にあたっては近隣地域の教育委員会より、同専攻
における収容定員増の要望書をいただいており、初等教育、幼児教育を担う人材に対する地
域的な需要が依然として高いことを示している（【資料 2】「大阪成蹊大学教育学部収容定員
増要望書（16 府市町教育委員会）」参照）。 
 

上記の、高校生の進学ニーズや社会における人材要請の急速な高まりを鑑みて、教育学科
初等教育専攻において増員可能な専任教員数、教室等の施設・設備の状況、きめ細かい学生
指導等を可能にするクラス編成等を勘案して、教育研究環境の充実と質の担保を可能にす
る入学定員を設定するものとして、教育学科初等教育専攻の入学定員を現行の 140 人から
150 人へと変更する。入学定員充足の根拠は、冒頭にて記載の教育学部・初等教育専攻の近
年の募集状況【図表 4】、全国の私立大学の志願動向【図表 6】、大阪府の私立大学の志願動
向【図表 7】に加え、大阪府の 18 歳人口の推移に伴う令和 12(2030)年度の志願者傾向の予
測（p.17 にて記載）、全国の私立大学の同系統学部の志願動向【図表 20】、近隣等競合校の
募集状況【図表 22】、併設の大阪成蹊女子高等学校から教育学科初等教育専攻への進学者数
の推移【図表 23】、そして収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年度入学者募集において
大学進学時期を迎える高校 2 年生に対してその進学希望を明らかにするために実施したア
ンケート調査の結果【資料 1】等としている。 
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なお、この変更後の入学定員は後に示すとおり、客観的データに基づき算出したものであ
ることから確実に充足する見込みであるとともに、大阪府の 18 歳人口の推移と志願傾向の
推移予測が示すよう、長期的かつ安定的に学生を確保できる見通しである。 
 
教育学部教育学科中等教育専攻 

教育学部の完成年度を迎えるにあたり、中等教育に携わる専門職業人を養成することに
対する社会の人材需要の高まりや、そうした課程を置いた場合の本学に対する進学希望の
意向が明らかになった。こうした社会的な要請に応えるため、平成 30(2018)年度から、新
たに中等教育に携わる専門職業人を養成する中等教育専攻を設け、「英語教育コース」「保健
体育教育コース」といった履修上の区分を設けて英語教育及び保健体育教育の専門性を有
する人材を育成してきた。直近 4 ヵ年の志願者数、入学者数は【図表 4（再掲）】の通りで
あり、初等教育専攻と同様に毎年安定して入学定員を充足してきた。特色ある実習プログラ
ムを軸とした教育内容に対する評価の高まりを示すものであるとともに、今後の安定した
定員充足の見込みを示すデータでもある。また、同専攻の開設時には、近隣の 10 の市及び
教育委員会から、本学において免許状の取得を可能にし、中等教育における英語教育や保健
体育教育に関する専門性を身につけた人材を育成する教育課程を設けることについての要
望書をいただいている。さらにこの度、収容定員の変更にあたっては近隣地域の教育委員会
より、同専攻における収容定員増の要望書をいただいており、中等教育を担う人材に対する
地域的な需要が依然として高いことを示している（再掲：【資料 2】「大阪成蹊大学教育学部
収容定員増要望書（16 府市町教育委員会）」参照）。開設当初より、本学における教育内容
への高い評価や新たに設ける専攻において構想する教育内容に対する高い期待が確認され
るとともに、後述する複雑化・多様化する現代の教育課題への対応や効果的な教育を実現す
るための教員養成・配置の重要性が地域の教育委員会にも認識されていることや、今後の地
域的な教員採用意向があることを確認できるものである。 
 

上記の、高校生の進学ニーズの高まりと社会の人材需要に応え、コース教育の充実を通し
て教育内容の一層の充実を図るとともに、増員可能な専任教員数、教室等の施設・設備の状
況からきめ細かい学生指導等を可能にするクラス編成等を勘案して、教育研究環境の充実
と質の担保を可能にする入学定員を設定するものとして、入学定員を現行の 60 人から 70
人へと変更する。入学定員充足の根拠は、冒頭にて記載の教育学部・中等教育専攻の近年の
募集状況【図表 4】、全国の私立大学の志願動向【図表 6】、大阪府の私立大学の志願動向【図
表 7】に加え、大阪府の 18 歳人口の推移に伴う令和 12(2030)年度の志願者傾向の予測（p.17
にて記載）、全国の私立大学の同系統学部の志願動向【図表 20】、近隣等競合校の募集状況
【図表 22】、そして収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年度入学者募集において大学進
学時期を迎える高校 2 年生に対してその進学希望を明らかにするために実施したアンケー
ト調査の結果【資料 1】等としている。 
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なお、この変更後の入学定員は、後に示すとおり客観的データに基づき算出したものであ
ることから確実に充足する見込みであり、大阪府の 18 歳人口の推移と本専攻の志願傾向の
推移予測が示すよう、長期的かつ安定的に学生の確保を図ることができる見通しである。 
 
国際観光学部国際観光学科 
 経営学部国際観光ビジネス学科での教育実績を基にして、令和 4(2022)年度に国際観光学
部国際観光学科を開設する。現国際観光ビジネス学科の直近の志願者数、入学者数は【図表
５（再掲）】の通りであり、開設以来一定の志願倍率を維持していることがわかる。国土交
通省観光庁による平成 15(2003)年の「ビジット・ジャパン事業」の取組み以降、訪日外客
数の増加が始まり、特に平成 23(2011)年以降、急激に訪日外客数が増加している。平成
27(2015)年末には訪日外国人が約 2,000 万人となり、経済発展の著しいアジア諸国の台頭、
令和 2(2020)年に予定されていた東京オリンピック・パラリンピックといった国家的イベン
トの開催決定等を勘案し、訪日外国人受け入れ目標は令和 2 年(2020)年に 4,000 万人、令
和 12(2030)年に 6,000 万人へと上方修正されることとなった。その後、平成 31(2019)年 1
月から 12 月における訪日外客数は約 3,200 万人となっていることからもわかるように、順
調に訪日外客数は増加してきた。また国土交通省観光庁による観光統計の「訪日外国人消費
動向調査 2019 年全国調査結果（確報）」 によると、令和元(2019)年の訪日外国人旅行消費
額は過去最高の約 4.8 兆円を記録して、1.1 兆円であった平成 24(2012)年以降、7 年連続で
対前年増を記録していることからも、わが国におけるインバウンド需要の急激な成長を確
認することができる。一方で、観光経営人材や企業のグローバル化に対応できる人材の育成
は不十分あることがしばしば指摘されてきた。そして、こうしたインバウンド需要の拡大や
急速なグローバル化のなかでめざされていた人材像とその需要は、今後さらに変化してい
くことが予測される。観光庁「旅行・観光消費動向調査 2019 年年間値（確報）」によれば、
日本人国内宿泊旅行・日本人国内日帰り旅行額の合計は約 22 兆円に上り、訪日外国人旅行
者の旅行消費額 4.8 兆円を大きく上回る結果となった。今後、インバウンド需要の回復にあ
る程度の時間が必要となる場合であっても、まず国内の旅行・観光を活性することが日本の
観光業の未来にとって極めて重要である。また、日本政策投資銀行・公益財団法人日本交通
公社「訪日外国人旅行者の意向調査」によると、アフターコロナにおいて旅行した国や地域
に関する調査では、日本への旅行がアジア居住者の間で第 1 位、欧米豪居住者の間で第 2 位
となり、世界中で多くの人々が日本を再び訪れたいと思っていることが明らかとなってい
る。従来より旅行者の約 6 割がリピーターであることからわかるように、リピート率が高
いのも日本の大きな特徴で、国境の往来が緩和されるにつれて、これまで以上のインバウン
ド需要が期待されている。こうしたことから分かるのは、新しい観光のあり方を模索しなが
ら、国内の需要喚起から始め、来るインバウンド需要の回復期に向けて十分な準備をするこ
とが非常に重要だということである。令和 2(2020)年 12 月に公表された観光戦略実行推進
会議「感染拡大防止と観光需要回復のための政策プラン」によると、感染拡大防止策の徹底
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を大前提にして、当面の観光需要の回復を担う日本人国内旅行の需要を強力に喚起しつつ、
本格的なインバウンド回復に備えた取組みを進めることとなった。そのなかでは、「国内外
の観光客を惹きつける滞在コンテンツ充実」として、地域に残る縦割りの打破と地域に眠る
観光資源の磨き上げ、高付加価値・滞在型コンテンツの造成、デジタル技術を活用したコン
テンツ磨き上げや、「観光地の受入環境整備」として観光地等における多言語対応、最先端
技術を活用したストレスフリーな旅行の実現、また事業者間での連携・協業による収益性の
拡大、公共施設の魅力と収益力を向上するための民間活力の導入など、既存の観光様態にお
ける様々な変革の必要性が掲げられている。現下の状況で、こうした変革を担うことのでき
る国際観光人材は、観光関連産業をはじめとする企業や自治体において十分に育っている
とは言い難く、今後極めて人材需要が高まる分野であると考えられる。 
 

上記の、開設以降の進学ニーズや社会における人材要請の急速な高まりを鑑みて、国際観
光学部を新たに立ち上げ、入学者確保の見通しと、専任教員数、教室等の施設・設備の状況、
きめ細かい学生指導等を可能にするクラス編成等を勘案して、現国際観光ビジネス学科と
同様に入学定員を 80 人とする。入学定員充足の根拠は、冒頭にて記載の現国際観光ビジネ
ス学科の近年の募集状況【図表 5】、全国の私立大学の志願動向【図表 6】、大阪府の私立大
学の志願動向【図表 7】に加え、大阪府の 18 歳人口の推移に伴う令和 12(2030)年度の志願
者傾向の予測（p.21 にて記載）、全国の私立大学の同系統学部の志願動向【図表 9】、近隣等
競合校の募集状況【図表 11】【図表 24】、併設の大阪成蹊女子高等学校から現国際観光ビジ
ネス学科への進学者数の推移【図表 25】、そして収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年
度入学者募集において大学進学時期を迎える高校 2 年生に対してその進学希望を明らかに
するために実施したアンケート調査の結果【資料 1】等としている。 

なお、この変更後の入学定員は後に示すとおり、客観的データに基づき算出したものであ
ることから確実に充足する見込みであるとともに、大阪府の 18 歳人口の推移と志願傾向の
推移予測が示すよう、長期的かつ安定的に学生を確保できる見通しである。 
 
イ．定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 
経営学部（経営学科、スポーツマネジメント学科） 

経営学部の直近 5 ヵ年の募集状況は【図表 8】のとおりである。平成 29(2017)年度から
令和 3(2021)年度まで、安定して志願者数を獲得し入学定員を充足している。令和 3(2021)
年度入学生募集では、志願者数 1,547 人、受験者数 1,452 人、入学者数 332 人となり、志願
倍率は約 5.1 倍となった。 
 次に、平成 28(2016)年度から令和 2(2020)年度の各年度における私立大学への全国的な
進学状況ついて、日本私立学校振興・共済事業団によって公表された「私立大学・短期大学
等入学志願動向」をもとに確認する。 
 まず、全国の私立大学のうち、本学と同規模にあたる「入学定員が 600 人以上 800 人未
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満」の大学の志願動向は【図表 6（再掲）】のとおりであり、平成 28(2016)年度に 43 校、
令和 2(2020)年度には 47 校あり、志願倍率は上昇を続けながら、平成 29(2017)年度以降入
学定員を安定的に充足していることがわかる。 
 また、同資料によると、本学の所在する大阪府に設置されている学部（私立大学）の志願
動向は【図表 7（再掲）】のとおりであり、平成 28(2016)年度に 153 学部、令和 2(2020)年
度に 165 学部あるが、10 倍前後の志願倍率を維持しながら、毎年入学定員を安定的に充足
していることがわかる。大阪府に所在する学部（私立大学）への令和 2(2020)年度の志願倍
率は 11.78 倍となり、同調査における地域分類のなかでは最も高い志願倍率となった。 

さらに、同資料によると、全国の私立大学における、本学経営学部と同系統の学部である
経営学部の志願動向は【図表 9】のとおりである。この 5 年間で約 8 万人の増加があること
からも、学問分野としての進学ニーズの高まりが伺える。 

このように、大学の規模、所在する地域、学部の系統のいずれの観点から見ても、本学部
と同様の条件を満たす私立大学への進学希望の高まりが確認される。  
 
 次に、本学の所在地である大阪府における 18 歳人口の推移をもとに、より長期的な志願
者の動向を確認する。リクルート進学総研が令和 2（2020）年 1 月にマーケットリポートと
して公表した「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 近畿版
-滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県-」 によれば、大阪府において、令和
3(2021)年度入試の対象となった令和 2(2020)年度の 18 歳人口は 81,797 人と予測されてお
り、さらに 10 年後にあたる令和 13(2031)年度入試の対象となる令和 12(2030)年度の 18 歳
人口は 71,375 人 となることが見込まれている。令和 2(2020)年度の大阪府の 18 歳人口
81,797 人のうち約 1.9％にあたる 1,547 人が、令和 3(2021)年度入試における本学経営学部
への志願者数であるが、人口に対する志願率を基にして令和 13(2031)年度入試の志願者数
を算出すると、1,356 人 の志願者数が推計される（【資料 3】「18 歳人口予測（全体：近畿：
2019～2031 年）」（抜刷） 出典：リクルート進学総研「18 歳人口予測 大学・短期大学・専
門学校進学率 地元残留率の動向 近畿版-滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌
山県-」参照）。こうした推計に加え、先述した全国の 600 人以上 800 人未満の規模の私立
大学や大阪府所在の学部、同系統である全国の経営学部における安定した募集状況と、本学
経営学部及び経営学科、スポーツマネジメント学科の安定した募集状況、後述する高校 2 年
生を対象とする進学希望調査の結果等も踏まえると、より長期的かつ安定的な志願者及び
入学者の確保が見込まれる。 
 
 次に競合校の状況について確認する。本学では毎年、新入生に対してアンケート調査を実
施しており、同調査のなかで本学以外の大学のオープンキャンパスへの参加状況を明らか
にしている。令和 2(2020)年度における本学経営学部の新入生アンケート調査によって得ら
れた、本学以外の大学のオープンキャンパスへの参加状況は【図表 10】のとおりである。 
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上位 10 校のうち 9 校が本学経営学部と同系統の学問分野を扱う学部・学科を設置してお
り、いずれも本学の所在する大阪府及び近隣の府県の大学であることがわかる。また、これ
ら 9 校の学部・学科における令和 2(2020)年度入試の募集状況は【図表 11】のとおりであ
り、近隣のいずれの競合大学においても一定の志願者数を確保していることがわかる。また、
9 校の合計では、入学定員 4,073 人に対して志願者数が 76,901 人、入学者数が 4,157 人、
入学定員充足率が 1.02 倍となっており、本学部の競合校全体を俯瞰してみても募集状況は
極めて安定していることがわかる。 

 
 上記に加え、経営学部の各学科における入学定員充足の根拠データを追記する。経営学科
の直近 5 ヵ年の募集状況は【図表１（再掲）】のとおりである。近年、一定の志願倍率を確
保しながら毎年安定的に入学定員を充足しており、この 3 年で志願者数が倍増しているこ
とがわかる。 
 

また併設高校から経営学科への内部進学者数の推移は【図表 12】のとおりであり、毎年
一定数の内部進学者が確認される。今後も経営学への興味・関心を醸成するよう高大連携を
一層推進することで、経営学科への一定数の内部進学者数を見込むことができる。 

 
このほか、令和 2(2020)年度から、履修上の区分として新たに設けた公共政策コースでは、

公共経営学を軸として学びを深め、国や地方自治体等の公共組織において、民間ノウハウの
活用、PDCA による業務マネジメント、効率的な行財政、マーケティング手法によるニー
ズ調査など、経営的な視点から公共課題の解決に従事することのできる人材の育成をめざ
している。関西圏の大学において、経営学の学位を授与する学部・学科で、且つ公共経営に
関する学びを擁する近隣の学科等の令和２(2020)年度の募集状況は【図表 13】のとおりで
ある。いずれの大学においても一定の志願者を獲得しているほか、大阪府において企業経営
専攻と公共経営専攻の 2 専攻制をとり、本学と同様に企業経営と公共経営に関する学びの
体系を明確にしている四天王寺大学において 1,075 人の志願者を獲得していることからも、
公共経営の学びに対する一定の進学ニーズが確認される。 
 
 次に、スポーツマネジメント学科の直近 5 ヵ年の募集状況は【図表 2（再掲）】のとおり
であり、令和 3(2021)年度は直近 5 ヵ年で最も多い志願者数となった。当該学科の設置時に
は、「新入生アンケート調査結果、及び立地条件から本学科の競合校を明らかにしているが、
競合するいずれの学部も明確にスポーツ産業に係る経営学の学びを専門とする学科はなく、
先んじて社会の要請に応え、独自性を発揮すること」に意義を持つものと考えていたが、近
隣に「明確にスポーツ産業に係る経営学の学びを専門とする学科」がないことによる当該学
科への進学ニーズの高まりを想定以上に実感するものであった。 
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また併設高校からスポーツマネジメント学科への内部進学者数の推移は【図表 14】のと
おりであり、毎年一定数の内部進学者が確認される。今後もスポーツ産業等を対象とする経
営学への興味・関心を醸成するよう高大連携を一層推進することで、スポーツマネジメント
学科への一定数の内部進学者数を見込むことができる。 
 
 最後に、大阪成蹊大学の各学部・学科への進学希望について確認するために実施したアン
ケート調査の結果より、経営学科、スポーツマネジメント学科への進学希望について更に明
らかにする。 
 本調査は、本学が収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年度入学者募集において大学進
学時期を迎える高校 2 年生に対して、その進学希望を明らかにするために実施したもので
ある。アンケートの実施にあたっては、調査を依頼する高校を次の条件で抽出している。 

①令和２(2020)年度入試において、本学への志願者或いは入学者の実績がある高校 
②主に大阪北部等に所在する本学への通学に便利な高校 

①については、本学所有のデータにより抽出し、②については、高校の所在地が大阪府北
部各市等及び、大阪市、京都市、兵庫県（神戸市以東）とした。上記の条件を満たした高校
94 校の高校生 16,601 人から回答を得た。なお調査にあたっては公平性を担保するために、
第三者機関である株式会社高等教育総合研究所に調査・分析を依頼した。 

調査にあたっては、学部・学科等の名称、開設年度、養成する人材像、想定する主な進路、
設置場所（アクセス）、学生納付金、競合する大学及び学部の名称等を中心に、高校生が当
該アンケートに回答するにあたって必要な情報を明示し、実施している。また、後述すると
おり、他の学科の収容定員変更に際しても進学希望アンケート調査を実施しているが、回答
者である高校生の負担への配慮及び、正確な進学希望者数を把握するために回答の重複を
排除することを目的として同一のアンケート用紙を使用している。 

調査の結果、問 1 の設問において「経営学部経営学科へ進学したい」と回答した高校生は
720 人となった。経営学科の計画する入学定員 140 人に対して約 5.1 倍となる回答を得てお
り、変更後の入学定員を充足できる根拠となる調査結果であった。 

また「経営学部スポーツマネジメント学科へ進学したい」と回答した高校生は 292 人と
なった。スポーツマネジメント学科の予定する入学定員 120 人に対して約 2.4 倍となる回
答を得ており、変更後の入学定員を充足できる根拠となる調査結果であった（再掲：【資料
1】株式会社 高等教育総合研究所「大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズア
セスメント調査報告書」参照）。 

 
以上のとおり、本学経営学部の直近 5 ヵ年の募集状況や、本学経営学部と同様の条件を

満たす私立大学への進学希望の高まり、18 歳人口の推移をもとに予想される令和 13(2031)
年度入試における本学経営学部の志願者数の予測、近隣等競合校における令和 2(2020)年度
入試の募集状況に加え、経営学科及びスポーツマネジメント学科における直近 5 ヵ年の募
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集状況、併設の高校からの内部進学の状況、近隣等高等学校の高校生に対する進学希望アン
ケート調査の実施結果等を踏まえると、経営学科の入学定員 140 人、スポーツマネジメン
ト学科の入学定員 120 人を安定的に充足することが見込まれる。 
 
芸術学部造形芸術学科 

芸術学部では、社会の人材ニーズの変化に応じて様々に芸術教育の充実を図ってきた。平
成 15(2003)年の開設当初より設けていた 3 学科を、平成 27(2015)年に現在の造形芸術学科
へと再編した。近年では、平成 31(2019)年度にゲーム・アプリケーションコース、令和３
（2021）年度にイラストレーション・美術コース、バーチャルメディア・ボイスクリエイタ
ーコース、ファッション・コスチュームデザインコースを設けるなどして、インテリア・プ
ロダクトデザインコース、ビジュアルデザインコース、アニメーション・キャラクターデザ
インコースと合わせて計 8 コースでの教育体系を整えている。講義・演習を問わず全授業
で実施のアクティブラーニングを通じて、造形芸術に関する確かな専門性と、リテラシーや
コンピテンシーなどの「社会人基礎力」を総合的に涵養している。特に、異なるコースに所
属する学生たちがチームとなり、芸術・デザイン活動等を通じて社会課題・企業課題の解決
をめざすプロジェクト型の授業を充実しており、全ての学生が企業・自治体等との連携のも
と、企画の実現に挑戦している。また、2 年次・3 年次でのインターンシップへの参加を可
能にしており、早い段階からデザイン・クリエイトの現場を体験する機会として、学生は早
期の就業経験を通じて卒業後のビジョンを描き、自身の課題を明確にしてその後の学びを
深めている。さらに、造形芸術に関する基礎的な技術の修得に留まらず、最新のデジタル・
デザインや制作のトレンドなどについても、各分野の最前線で活躍するクリエイターを
様々に招聘しながら丁寧に指導している。3 年次と卒業年次にはそれぞれの年次で制作展を
開催し、自身のデザイン表現を社会に広く発信するとともに、制作展のテーマの設定からス
ケジュール管理、設営、当日の運営、広報、来場者アンケートまでイベント全体のマネジメ
ントを担い、プロジェクト・マネジメントの能力を磨いている。こうした 4 年間の学びのな
かで、学生が個々に蓄積するポートフォリオによって自身の作品と制作能力を見える化し
ており、企業等へも積極的に発信している。このように、地域・社会の人材需要に応える人
材育成をめざした様々な教育の充実を図っている。 

本学では全授業において半期ごとに授業評価アンケートを実施して、分析結果を全学に
共有するとともに、各教員が授業実施報告書・授業改善計画書を提出することとして、授業
改善の PDCA を徹底している。直近 3 ヵ年の授業評価アンケート結果（前期）の推移は【図
表 A】のとおりである。いずれの項目の平均スコアも高い水準にあるが、授業満足度を示す
ものとして本学が特に重視する「全体として、この授業を受けて満足した」という設問への
回答の平均スコアは令和 2(2020)年度には 5 段階評価で 4.41pt（5pt 満点）となっており、
授業への満足度は極めて高いことがわかる。また近年、多くの学生が学外でも顕著な活躍を
しており、特に優秀な成果を収めたものとして本学が表彰の対象とした学生の活躍・受賞歴
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は【図表 B】のとおりである。国内外を問わず造形芸術に関連する様々な大会・コンペティ
ション等で毎年多くの学生が活躍している。 

 
近畿圏における芸術系の学部等を有する主な大学の所在地は【図表 C】のとおりであり、

本学の所在する大阪市及び北摂地域において、芸術系の学部等を有する大学は本学のみで
あることがわかる。また本学は、阪急電鉄京都線で大阪梅田駅から 14 分の相川駅から徒歩
300ｍの好立地にあり、JR 京都線吹田駅や OsakaMetro 今里筋線井高野駅からもスクールバ
スで 10 分以内に近辺に到着することができ、大阪府、京都府、兵庫県からの交通の便が非
常によい。平成 24(2012)年度に、かつての京都府長岡京キャンパスから現在の相川キャン
パスに移転したことによって、様々な地域からの学生の通学の利便性が高まった。また令和
2(2020)年度において、京都府では 18 歳人口 23,646 人に対して 5 つの芸術系大学がある一
方、大阪府では 18 歳人口 81,797 人に対して芸術系の大学は大阪芸術大学のみであり、大
学所在地域の 18 歳人口、類似の学びを有する大学との競合関係のいずれの面においても、
現キャンパスにおける募集環境の方がより安定していることがわかる。キャンパスを移転・
統合した平成 24(2012)年度以降の大阪成蹊大学・芸術学部の募集状況は【図表 D】のとお
り推移しており、様々な全学的な教学改革・学部教育の充実を重ねながら、志願者数を増や
し安定的に入学者数を確保している。 

 
芸術学部造形芸術学科の直近 5 ヵ年の詳細な募集状況は【図表 3（再掲）】のとおりであ

る。平成 29(2017)年度から令和 3(2021)年度まで、安定して志願者数を獲得し入学定員を
充足している。令和 3(2021)年度入学生募集では、志願者数 601 人、受験者数 540 人、入学
者数 229 人（5 月 1 日現在：227 人）となり、志願倍率は約 3.1 倍となった。 

さらに、募集状況の推移について、選抜形式別の状況等を明らかにする。直近 5 ヵ年の募
集状況において、「一般選抜入試」「大学入学共通テスト利用入試」「学校推薦型選抜入試」
「総合型選抜入試」「その他入試（社会人・留学生・帰国生徒等）」の選抜形式別の募集状況
は【図表 E】のとおりである。一般選抜入試において、志願者数は平成 29(2017)年度で 28
人であったが、経年的に増加し、令和 3(2021)年度では 137 人となった。直近 5 ヵ年で志願
者数が約 5 倍となっており、全選抜形式のなかで最も志願者数の増加が著しいことがわか
る。次に、大学入学共通テスト利用入試において、志願者数は平成 29(2017)年度で 31 人、
令和 3(2021)年度で 50 人となっており、直近 5 ヵ年で一定の志願者数を保っていることが
わかる。学校推薦型選抜入試（公募のほか併設校・指定校を含む）においては、志願者数が
経年的に増加するとともに、合格倍率も徐々に高くなっている。令和 3(2021)年度入試にお
いては、とりわけ指定校の学校長推薦による出願者が例年と比較して増大しており、新型コ
ロナ禍の影響が特に顕著に表れた区分であると考えている。総合型選抜入試においても、毎
年安定的に志願者数を確保しており、作品制作や個人面接、志望理由書などにより、入学者
の適性と基礎的な学力を多角的・総合的に丁寧に測っている。こちらも倍率は徐々に高くな
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っている。その他入試は、社会人、留学生、帰国生徒等による入試であり、こうした選抜形
式においても一定の志願者を確保していることがわかる。以上のとおり、いずれの選抜形式
においても、4 年前の平成 29(2017)年度、現入学定員へと変更前の平成 30(2018)年度と比
べても志願者数は大きく増加していることがわかる。各選抜形式において高まる進学ニー
ズに一層応えられるよう、今後も各入試の実施を通じて多様な入学者を受け入れていきた
い。 

さらに、直近 3 ヵ年における偏差値（河合塾）は【図表 F】のとおりとなっている。令和
3(2021)年度入試の偏差値は 47.5 となり、この３ヵ年で 10pt 上昇し、関西圏の芸術系学部
等を有する主な大学群のなかでも上位の偏差値層に位置づいている。上述の志願者数の増
とともに、入学する学生の学力水準も極めて高くなっていることがわかる。 

 
 次に、平成 28(2016)年度から令和 2(2020)年度の各年度における私立大学への全国的な
進学状況ついて、日本私立学校振興・共済事業団によって公表された「私立大学・短期大学
等入学志願動向」をもとに確認する。 
 まず、全国の私立大学のうち、本学と同規模にあたる「入学定員が 600 人以上 800 人未
満」の大学の志願動向は【図表 6（再掲）】のとおりであり、平成 28(2016)年度に 43 校、
令和 2(2020)年度には 47 校あり、志願倍率は上昇を続けながら、平成 29(2017)年度以降入
学定員を安定的に充足していることがわかる。 
 また、同資料によると、本学の所在する大阪府に設置されている学部（私立大学）の志願
動向は【図表 7（再掲）】のとおりであり、平成 28(2016)年度に 153 学部、令和 2(2020)年
度に 165 学部あるが、10 倍前後の志願倍率を維持しながら、毎年入学定員を安定的に充足
していることがわかる。大阪府に所在する学部（私立大学）への令和 2(2020)年度の志願倍
率は 11.78 倍となり、同調査における地域分類のなかでは最も高い志願倍率となった。 

さらに、同資料によると、全国の私立大学における、本学芸術学部と同系統の学部である
芸術学部の志願動向は【図表 15】のとおりである。この 5 年間で約 1 万 1 千人の増加があ
ることからも、学問分野としての進学ニーズの高まりが伺える。 

このように、大学の規模、所在する地域、学部の系統のいずれの観点から見ても、本学部
と同様の条件を満たす私立大学への進学希望の高まりが確認される。  
 
 次に、本学の所在地である大阪府における 18 歳人口の推移をもとに、より長期的な志願
者の動向を確認する。リクルート進学総研が令和 2（2020）年 1 月にマーケットリポートと
して公表した「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 近畿版
-滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県-」 によれば、大阪府において、令和
3(2021)年度入試の対象となった令和 2(2020)年度の 18 歳人口は 81,797 人であり、さらに
10 年後にあたる令和 13(2031)年度入試の対象となる令和 12(2030)年度の 18 歳人口は
71,375 人 となることが見込まれている。令和 2(2020)年度の大阪府の 18 歳人口 81,797 人
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のうち約 0.73％にあたる 601 人が、令和 3(2021)年度入試における本学芸術学部への志願
者数であるが、人口に対する志願率を基にして令和 13(2031)年度入試の志願者数を算出す
ると、521 人 の志願者数が推計される（再掲：【資料 3】「18 歳人口予測（全体：近畿：2019
～2031 年）」（抜刷） 出典：リクルート進学総研「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学
校進学率 地元残留率の動向 近畿版-滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県
-」参照）。こうした推計に加え、先述した全国の 600 人以上 800 人未満の規模の私立大学
や大阪府所在の学部、同系統である全国の芸術学部における安定した募集状況と、本学芸術
学部への志願者数が近年増加傾向にあること、後述する高校 2 年生を対象とする進学希望
調査の結果等も踏まえると、より長期的かつ安定的な志願者及び入学者の確保が見込まれ
る。 
 
 次に競合校の状況について確認する。本学では毎年、新入生に対してアンケート調査を実
施しており、同調査のなかで本学以外の大学のオープンキャンパスへの参加状況を明らか
にしている。令和 2(2020)年度における本学芸術学部の新入生アンケート調査によって得ら
れた、本学以外の大学のオープンキャンパスへの参加状況は【図表 16】のとおりである。 
上位 10 校のうち大阪工業大学を除く 9 校で、芸術・デザイン関係の学部・学科等を設置し
ており、いずれも本学の所在する大阪府及び近隣の府県の大学であることがわかる。また、
これら 9 校の学部・学科における令和 2(2020)年度入試の募集状況は【図表 17】のとおり
である。競合する 9 校の 14 学部・学科のうち、12 学部・学科で定員を充足しているほか、
定員を充足していない 2 学部・学科においても、志願者数が一定程度確保されている。ま
た、9 校の合計では、入学定員 4,313 人に対して志願者数が 21,595 人、入学者数が 4,727
人、入学定員充足率が 1.09 倍となっており、本学部の競合校全体を俯瞰してみても募集状
況は極めて安定していることがわかる。 

 
また併設高校から芸術学部への内部進学者数の推移は【図表 18】のとおりであり、毎年

30 人以上が入学している。このうち、併設高校の美術科からの進学者数は【図表 G】のと
おりであり、多くが美術科からの進学者であることがわかる。併設高校においては、平成
27(2015)年度まで普通科に美術・イラストアニメーションコースを設けていたが、平成
28(2016)年度からは新たに美術科を立上げて、美術の専科として定員を設定した。過去 5 ヵ
年における進学率の平均は 47.6%となっており、出願には評定平均値等に一定の基準を設
け、面接等により試験を行うなど、内部進学においても学力や資質等を丁寧に測っている。
また併設高校の入学者数は【図表 19】のとおり推移しており美術科の開設以降、安定して
入学者を確保していることがわかる。近年の大阪成蹊大学及び芸術学部における教育の質
の向上や、高大連携による芸術教育プログラムの充実が、併設高校における美術科の生徒募
集にも好影響を与えている。 

令和 3(2021)年度 5 月１日時点の併設高校の美術科において、収容定員の変更を計画する

学生確保（本文）－19



 
 

令和 4(2022)年度に大学進学期を迎える 3 年生の在籍者数は 76 人、さらに令和 5(2023)年
度に大学進学期を迎える 2 年生の在籍者数は 86 人、令和 6(2024)年度に大学進学期を迎え
る 1 年生の在籍者数は 106 人となっている。【図表 G】からわかるように、併設高校の美術
科の在籍者のうち、直近 5 ヵ年を平均して 47.6%の生徒が本学の芸術学部に入学している
ことを踏まえると、併設高校からの内部進学者を令和 4(2022)年度以降も安定して確保でき
るものと考える。今後も併設高校との芸術関連領域における連携教育をより充実し、志願者
の安定的な確保に努めていく。 

 
 最後に、大阪成蹊大学の各学部・学科への進学希望について確認するために実施したアン
ケート調査の結果より、芸術学部への進学希望について更に明らかにする。 

本調査は、本学が収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年度入学者募集において大学進
学時期を迎える高校 2 年生に対して、その進学希望を明らかにするために実施したもので
ある。アンケートの実施にあたっては、調査を依頼する高校を次の条件で抽出している。 

①令和２(2020)年度入試において、本学への志願者或いは入学者の実績がある高校 
②主に大阪北部等に所在する本学への通学に便利な高校 

①については、本学所有のデータにより抽出し、②については、高校の所在地が大阪府北
部各市等及び、大阪市、京都市、兵庫県（神戸市以東）とした。上記の条件を満たした高校
94 校の高校生 16,601 人から回答を得た。なお調査にあたっては公平性を担保するために、
第三者機関である株式会社高等教育総合研究所に調査・分析を依頼した。 

調査にあたっては、学部・学科等の名称、開設年度、養成する人材像、想定する主な進路、
設置場所（アクセス）、学生納付金、競合する大学及び学部の名称等を中心に、高校生が当
該アンケートに回答するにあたって必要な情報を明示し、実施している。また、後述すると
おり、他の学科の収容定員変更に際しても進学希望アンケート調査を実施しているが、回答
者である高校生の負担への配慮及び、正確な進学希望者数を把握するために回答の重複を
排除することを目的として同一のアンケート用紙を使用している。 

調査の結果、問 1 の設問において「芸術学部造形芸術学科へ進学したい」と回答した高校
生は 502 人となった。芸術学部の計画する入学定員 220 人に対して約 2.2 倍となる回答を
得ており、変更後の入学定員を充足できる根拠となる調査結果であった（再掲：【資料 1】
株式会社 高等教育総合研究所「大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセ
スメント調査報告書」参照）。 

 
以上のとおり、本学芸術学部の直近 5 ヵ年の募集状況や、本学芸術学部と同様の条件を

満たす私立大学への進学希望の高まり、18 歳人口の推移をもとに予想される令和 13(2031)
年度入試における本学芸術学部の志願者数の予測、近隣等競合校における令和 2(2020)年度
入試の募集状況のほか、併設の高校からの内部進学の状況、近隣等高等学校の高校生に対す
る進学希望アンケート調査の実施結果等を踏まえると、芸術学部の入学定員 220 人を安定
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的に充足することが見込まれる。 
 
教育学部教育学科（初等教育専攻、中等教育専攻） 

教育学部の直近 5 ヵ年の募集状況は【図表 4（再掲）】のとおりである。平成 29(2017)年
度から令和 3(2021)年度まで、一定の志願者数を獲得しながら毎年入学定員を充足している。
令和 3(2021)年度入学生募集では、志願者数 1,033 人、受験者数 977 人、入学者数 214 人と
なり、志願倍率は約 5.1 倍となった。 
 
 次に、平成 28(2016)年度から令和 2(2020)年度の各年度における私立大学への全国的な
進学状況ついて、日本私立学校振興・共済事業団によって公表された「私立大学・短期大学
等入学志願動向」をもとに確認する。 
 まず、全国の私立大学のうち、本学と同規模にあたる「入学定員が 600 人以上 800 人未
満」の大学の志願動向は【図表 6（再掲）】のとおりであり、平成 28(2016)年度に 43 校、
令和 2(2020)年度には 47 校あり、志願倍率は上昇を続けながら、平成 29(2017)年度以降入
学定員を安定的に充足していることがわかる。 
 また、同資料によると、本学の所在する大阪府に設置されている学部（私立大学）の志願
動向は【図表 7（再掲）】のとおりであり、平成 28(2016)年度に 153 学部、令和 2(2020)年
度に 165 学部あるが、10 倍前後の志願倍率を維持しながら、毎年入学定員を安定的に充足
していることがわかる。大阪府に所在する学部（私立大学）への令和 2(2020)年度の志願倍
率は 11.78 倍となり、同調査における地域分類のなかでは最も高い志願倍率となった。 

さらに、同資料によると、全国の私立大学における、本学教育学部と同系統の学部である
教育学部の志願動向は【図表 20】のとおりである。この 5 年間で約 8 千人の増加があるこ
とからも、学問分野としての進学ニーズの高まりが伺える。 

このように、大学の規模、所在する地域、学部の系統のいずれの観点から見ても、本学部
と同様の条件を満たす私立大学への進学希望の高まりが確認される。  
 
 次に、本学の所在地である大阪府における 18 歳人口の推移をもとに、より長期的な志願
者の動向を確認する。リクルート進学総研が令和 2（2020）年 1 月にマーケットリポートと
して公表した「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 近畿版
-滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県-」 によれば、大阪府において、令和
3(2021)年度入試の対象となった令和 2(2020)年度の 18 歳人口は 81,797 人であり、10 年後
にあたる令和 13(2031)年度入試の対象となる令和 12(2030)年度の 18 歳人口は 71,375 人 
となることが見込まれている。令和 2(2020)年度の大阪府の 18 歳人口 81,797 人のうち約
1.2％にあたる 1,033 人が、令和 3(2021)年度入試における本学教育学部への志願者数であ
るが、人口に対する志願率を基にして令和 13(2031)年度入試の志願者数を算出すると、856
人 の志願者数が推計される（再掲：【資料 3】「18 歳人口予測（全体：近畿：2019～2031
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年）」（抜刷）  出典：リクルート進学総研「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学
率 地元残留率の動向 近畿版-滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県-」参照）。
こうした推計に加え、先述した全国の 600 人以上 800 人未満の規模の私立大学や大阪府所
在の学部、同系統である全国の教育学部における安定した募集状況と、本学教育学部及び初
等教育専攻、中等教育専攻の安定した募集状況、後述する高校 2 年生を対象とする進学希
望調査の結果等も踏まえると、より長期的かつ安定的な志願者及び入学者の確保が見込ま
れる。 
 
 次に競合校の状況について確認する。本学では毎年、新入生に対してアンケート調査を実
施しており、同調査のなかで本学以外の大学のオープンキャンパスへの参加状況を明らか
にしている。令和 2(2020)年度における本学教育学部の新入生アンケート調査によって得ら
れた、本学以外の大学のオープンキャンパスへの参加状況は【図表 21】のとおりである。 
上位 12 校のうち 11 校が本学教育学部と同系統の学問分野を扱う学部・学科を設置してお
り、いずれも本学の所在する大阪府及び近隣の府県の大学であることがわかる。また、これ
ら 11 校の学部・学科における令和 2(2020)年度入試の募集状況は【図表 22】のとおりであ
り、近隣のいずれの競合大学においても一定の志願者数を確保していることがわかる。また、
11 校の合計では、入学定員 2,450 人に対して志願者数が 30,775 人、入学者数が 2,542 人、
入学定員充足率が 1.03 倍となっており、本学部の競合校全体を俯瞰してみても募集状況は
極めて安定していることがわかる。 
 

上記に加え、教育学部教育学科に設けている初等教育専攻、中等教育専攻の各専攻におけ
る入学定員充足の根拠データを追記する。初等教育専攻の直近 5 ヵ年の募集状況は【図表 4
（再掲）】のとおりである。平成 30(2018)年度より教育学科に中学校・高等学校の教員をめ
ざす中等教育専攻を新たに設けるに伴い、開設時からの小学校教諭、幼稚園教諭、保育士を
めざす従来の課程を初等教育専攻とした。近隣の教育委員会をはじめ、地域社会からの強い
要請に応える形で平成 26(2014)年度に教育学部を開設したが、開設以来、地域の高校生や
保護者、高校からの高い評価を得て、一定の志願者を獲得している。 
 

また、併設の大阪成蹊女子高等学校の普通科には幼児教育コースがあり、2 年次以降、幼
稚園教諭・保育士の専門性に関連した学習を行う機会を用意している。併設高校から教育学
部初等教育専攻への内部進学者数の推移は【図表 23】のとおりであり、年度によって若干
のばらつきがあるものの毎年 20 人前後から 35 人前後が入学している。今後も教育学・保
育学系の学びへの興味・関心を醸成するよう高大連携を一層推進することで、初等教育専攻
への一定数の内部進学者数を見込むことができる。 

 
さらに、先述した【図表 22（再掲）】に掲載の競合校各校においては、初等教育専攻で取
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得可能な小学校教諭一種免許状、幼稚園教諭一種免許状、保育士資格のいずれかの免許・資
格の取得をめざす学びを擁しており、先に確認のとおり募集状況が安定していることがわ
かる。 
 

次に、中等教育専攻の直近 4 ヵ年の募集状況は【図表 4（再掲）】のとおりである。近隣
の教育委員会をはじめ、地域社会からの強い要請に応える形で平成 30(2018)年より同専攻
を開設したが、開設以来、地域の高校生や保護者、高校からの高い評価を得て、一定の志願
者を獲得している。 

 
同様に、先述した【図表 22（再掲）】に掲載の競合校各校においては、中等教育専攻で取

得可能な中学校教諭一種免許状（英語）、高等学校教諭一種免許状（英語）の取得のいずれ
かの免許の取得を可能にしている 5 校、中学校教諭一種免許状（保健体育）、高等学校教諭
一種免許状（保健体育）のいずれかの免許の取得を可能にしている２校のそれぞれの学部等
において、募集状況が安定していることがわかる。 
 
 最後に、大阪成蹊大学の各学部・学科への進学希望について確認するために実施したアン
ケート調査の結果より、初等教育専攻、中等教育専攻への進学希望について更に明らかにす
る。 

本調査は、本学が収容定員の変更を予定する令和 4(2022)年度入学者募集において大学進
学時期を迎える高校 2 年生に対して、その進学希望を明らかにするために実施したもので
ある。アンケートの実施にあたっては、調査を依頼する高校を次の条件で抽出している。 

①令和２(2020)年度入試において、本学への志願者或いは入学者の実績がある高校 
②主に大阪北部等に所在する本学への通学に便利な高校 

①については、本学所有のデータにより抽出し、②については、高校の所在地が大阪府北
部各市等及び、大阪市、京都市、兵庫県（神戸市以東）とした。上記の条件を満たした高校
94 校の高校生 16,601 人から回答を得た。なお調査にあたっては公平性を担保するために、
第三者機関である株式会社高等教育総合研究所に調査・分析を依頼した。 

調査にあたっては、学部・学科等の名称、開設年度、養成する人材像、想定する主な進路、
設置場所（アクセス）、学生納付金、競合する大学及び学部の名称等を中心に、高校生が当
該アンケートに回答するにあたって必要な情報を明示し、実施している。また、後述すると
おり、他の学科の収容定員変更に際しても進学希望アンケート調査を実施しているが、回答
者である高校生の負担への配慮及び、正確な進学希望者数を把握するために回答の重複を
排除することを目的として同一のアンケート用紙を使用している。 

調査の結果、問 1 の設問において「教育学部教育学科初等教育専攻へ進学したい」と回答
した高校生は 409 人となった。初等教育専攻の計画する入学定員 150 人に対して約 2.7 倍
となる回答を得ており、変更後の入学定員を充足できる根拠となる調査結果であった。 
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また「教育学部教育学科中等教育専攻へ進学したい」と回答した高校生は 275 人となっ
た。中等教育専攻の予定する入学定員 70 人に対して約 3.9 倍となる回答を得ており、変更
後の入学定員を充足できる根拠となる調査結果であった（再掲：【資料 1】株式会社 高等教
育総合研究所「大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査報告
書」参照）。 

 
以上のとおり、本学教育学部の直近 5 ヵ年の募集状況や、本学教育学部と同様の条件を

満たす私立大学への進学希望の高まり、18 歳人口の推移をもとに予想される令和 13(2031)
年度入試における本学教育学部の志願者数の予測、近隣等競合校における令和 2(2020)年度
入試の募集状況に加え、初等教育専攻及び中等教育専攻における直近の募集状況、併設の高
校からの内部進学の状況、近隣等高等学校の高校生に対する進学希望アンケート調査の実
施結果等を踏まえると、初等教育専攻の入学定員 150 人、中等教育専攻の入学定員 70 人を
安定的に充足することが見込まれる。 
 
国際観光学部国際観光学科 

国際観光学部は、現在の経営学部国際観光ビジネス学科を基礎として設置するものであ
り、入学定員も現在と同規模の 80 人を予定している。 

国際観光学部の基礎となる経営学部国際観光ビジネス学科の開設以来の募集状況は【図
表 5（再掲）】のとおりである。現国際観光ビジネス学科には、グローバルビジネスについ
ての学びに重点を置く国際キャリアコースと、観光ビジネスについての学びに重点を置く
観光ビジネスコースを履修上の区分として設けているが、とりわけ経営的な観点から「観光」
を捉えて学ぶことのできる学科が近隣の大学に少なく、2 度の留学や英語の個別指導を通じ
て、グローバルな視点と語学力を備えたビジネス人材をめざすことのできる教育内容に対
する評価と進学ニーズの高まりは当初の想定を上回るものであった。令和 3(2021)年度には
志願倍率を下げることとなったものの、開設以来一定の支持を得ているなかで今回の学部
を設置するものと考えている。 
 

現在、日本の基幹産業に位置づけられる観光業が大きな転換点を迎えており、持続可能な
新たな観光ビジネスモデルを構築することのできる人材の育成が急務となっているところ、
今年度の志願者数の変動が本年度限りのものであるのか、また新たな設置を予定している
学部に対してはどの程度の進学ニーズがあるのか、学部設置後のより詳細な高校生の進学
動向を明らかにする目的でアンケート調査を実施した。 

アンケートの実施にあたっては、調査を依頼する高校を次の条件で抽出している。 
①令和２(2020)年度入試において、本学への志願者或いは入学者の実績がある高校 
②主に大阪北部等に所在する本学への通学に便利な高校 

①については、本学所有のデータにより抽出し、②については、高校の所在地が大阪府北
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部各市等及び、大阪市、京都市、兵庫県（神戸市以東）とした。上記の条件を満たした高校
94 校の高校生 16,601 人から回答を得た。なお調査にあたっては公平性を担保するために、
第三者機関である株式会社高等教育総合研究所に調査・分析を依頼した。 

調査にあたっては、学部・学科等の名称、開設年度、養成する人材像、想定する主な進路、
設置場所（アクセス）、学生納付金、競合する大学及び学部の名称等を中心に、高校生が当
該アンケートに回答するにあたって必要な情報を明示し、実施している。また、前述のとお
り、他の学科の収容定員変更に際しても進学希望アンケート調査を実施しているが、回答者
である高校生の負担への配慮及び、正確な進学希望者数を把握するために回答の重複を排
除することを目的として同一のアンケート用紙を使用している。 

調査の結果、問 1 の設問において「国際観光学部国際観光学科へ進学したい」と回答した
高校生は 417 人となった。単に観光サービスの従事者ではなく、アンケート内の人材像に
示した本学部の育成する人材像「現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる『グ
ローバル化が進む産業及び観光関連産業に係るビジネスとマネジメントに関する基礎的能
力とスキル』及び『国際コミュニケーションに関する基礎的能力とスキル』を備え、持続可
能な観光経営モデルの創出や地域における観光政策・観光振興、グローバル市場を視野に入
れた国際ビジネスの展開など、グローバル化が進む産業及び観光関連産業における現代の
多様な経営課題の解決に貢献できる人材」という教育目的に対する共感や、観光産業・グロ
ーバル産業の新たな発展を担うことのできる人材の重要性に対する認識を持ち、留学・海外
研修を契機とするグローバル人材をめざす学びに対する関心を強く持っていることが推察
される。国際観光学部の計画する入学定員 80 人に対して約 5.2 倍となる回答を得ており、
変更後の入学定員を充足できる根拠となる調査結果であった（再掲：【資料 1】株式会社 高
等教育総合研究所「大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査
報告書」参照）。 
 
 こうした調査結果も踏まえながら、全国的な動向等についても明らかにしていきたい。平
成 28(2016)年度から令和 2(2020)年度の各年度における私立大学への全国的な進学状況つ
いて、日本私立学校振興・共済事業団によって公表された「私立大学・短期大学等入学志願
動向」をもとに確認する。 
 まず、全国の私立大学のうち、本学と同規模にあたる「入学定員が 600 人以上 800 人未
満」の大学の志願動向は【図表 6（再掲）】のとおりであり、平成 28(2016)年度に 43 校、
令和 2(2020)年度には 47 校あり、志願倍率は上昇を続けながら、平成 29(2017)年度以降入
学定員を安定的に充足していることがわかる。 
 また、同資料によると、本学の所在する大阪府に設置されている学部（私立大学）の志願
動向は【図表 7（再掲）】のとおりであり、平成 28(2016)年度に 153 学部、令和 2(2020)年
度に 165 学部あるが、10 倍前後の志願倍率を維持しながら、毎年入学定員を安定的に充足
していることがわかる。大阪府に所在する学部（私立大学）への令和 2(2020)年度の志願倍
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率は 11.78 倍となり、同調査における地域分類のなかでは最も高い志願倍率となった。 
 さらに、同資料によると、全国の私立大学における、本学部と同系統の学部である経営学
部の志願者数は【図表 9（再掲）】のとおりである。この 5 年間で約 8 万人の増加があるこ
とからも、学問分野としての進学ニーズの高まりが伺える。 

このように、大学の規模、所在する地域、学部の系統のいずれの観点から見ても、本学部
と同様の条件を満たす私立大学への進学希望の高まりが確認される。 
  

次に、本学の所在地である大阪府における 18 歳人口の推移をもとに、より長期的な志願
者の動向を確認する。リクルート進学総研が令和 2（2020）年 1 月にマーケットリポートと
して公表した「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学校進学率 地元残留率の動向 近畿版
-滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県-」 によれば、大阪府において、令和
3(2021)年度入試の対象となった令和 2(2020)年度の 18 歳人口は 81,797 人であり、さらに
10 年後にあたる令和 13(2031)年度入試の対象となる令和 12(2030)年度の 18 歳人口は
71,375 人 となることが見込まれている。令和 2(2020)年度の大阪府の 18 歳人口 81,797 人
のうち約 0.3％にあたる 251 人が、令和 3(2021)年度入試における現国際観光ビジネス学科
への志願者数であるが、人口に対する志願率を基にして 2030 年度入試の志願者数を算出す
ると、214 人の志願者数が推計される（再掲：【資料 3】「18 歳人口予測（全体：近畿：2019
～2031 年）」（抜刷） 出典：リクルート進学総研「18 歳人口予測 大学・短期大学・専門学
校進学率 地元残留率の動向 近畿版-滋賀県・京都府・大阪府・兵庫県・奈良県・和歌山県
-」参照）。こうした推計に加え、先述した全国の 600 人以上 800 人未満の規模の私立大学
や大阪府所在の学部、同系統である全国の経営学部における安定した募集状況と、先述の高
校 2 年生を対象とする進学希望調査の結果等を踏まえると、より長期的かつ安定的な志願
者及び入学者の確保が見込まれる。 
 
 次に競合校の状況について確認する。本学では毎年、新入生に対してアンケート調査を実
施しており、同調査のなかで本学以外の大学のオープンキャンパスへの参加状況を明らか
にしている。現国際観光ビジネス学科は経営学部に設置されており、また学士（経営学）の
学位を授与しているが、国際観光学部においても経営学を中心的な学問分野とし、学士（経
営学）の学位を授与するものである。経営学関係の学部・学科を設置している近隣の競合校
の募集状況が極めて安定していることは、経営学部の項で記述のとおりである。 
 さらに、同様の名称の学部という観点から見れば「国際観光学部」の名称の学部を有する
大学は全国に 3 校あり、また観光をフィールドとする学びを擁する学科を持つという観点
から見た場合に該当する近隣の大学は他に 5 校が確認される。各校の令和 2(2020)年度募集
状況は【図表 24】のとおりであり、いずれも一定の志願者を確保していることがわかる。
また、8 校の合計では、入学定員 1,211 人に対して志願者数が 12,432 人、入学者数が 1,305
人、入学定員充足率が 1.07 倍となっており、本学部の競合校全体を俯瞰してみても募集状
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況は極めて安定していることがわかる。 
 

また、併設の大阪成蹊女子高等学校の普通科には国際観光レーンがあり、2 年次以降、国
際的な視座から観光分野に関連した学習を行う機会を用意している。併設高校から国際観
光ビジネス学科への内部進学者数の推移は【図表 25】のとおりであり、年度によって若干
のばらつきがあるものの近年では 10 人前後から 20 人前後が入学している。今後も国際観
光・国際経営分野の学びへの興味・関心を醸成するよう高大連携を一層推進することで、国
際観光学部への一定数の内部進学者数を見込むことができる。 

以上のとおり、現国際観光ビジネス学科の直近 4 ヵ年の募集状況や近隣等高等学校の高
校生に対する進学希望アンケート調査の実施結果、本学国際観光学部と同様の条件を満た
す私立大学への進学希望の高まり、18 歳人口の推移をもとに予想される令和 13(2031)年度
入試における本学国際観光学部の志願者数の予測、近隣等競合校における令和 2(2020)年度
入試の募集状況、併設の高校からの内部進学の状況等を踏まえると、国際観光学部の入学定
員 80 人を安定的に充足することが見込まれる。 
 
ウ．学生納付金の設定の考え方 

国際観光学部の学生納付金は、現国際観光ビジネス学科と同様に、入学金 25 万円、授業
料等 116 万円、初年度納付金 141 万円を基本としている。競合する学部等における学生納
付金は【図表 26】のとおりであり、他校に比しても適切な金額であると考えている。 

なおその他の学部・学科等における学生納付金に変更はない。 
 

②学生確保に向けた具体的な取組状況 
本学園では平成 22(2010)年度から現理事長が就任し、経営陣を刷新するとともに、学園

の諸改革に着手した。特に、学生募集については、組織の整備（募集本部、入試企画部、入
試広報部、入試事務部、広報部の設置）、陣容強化（担当理事制、本部長職、2 部長制の導
入）、募集要員の増員、教職協働組織の立上げ（理事長、学長をはじめ、教職員幹部が全員
参加する募集強化対策会議を月 1 回の定例開催）等募集業務全般の見直しを行った。その
結果として、本学及び併設の大学、短期大学の入学定員及び、志願者数、入学者数は【図表
27】のとおり推移しており、各種改革の成果が着実に上がっていることがわかる。なお近年
では、学力の３要素を踏まえた受験者に分かりやすいアドミッション・ポリシーへの改訂や、
人間力・学力の３要素を多面的に測るための面接票・面接方法の開発、面接評価担当者への
FD 研修の充実、各評価書類における評価方法・評価の観点の明確化など、全学的な入試改
革を様々に進めており、今後も一層の入試改革に取り組んでいきたいと考えている。 
 本学における経営・財務及び教学の改革は、私学経営におけるモデル事例としても評価さ
れている。平成 31(2019)年度より、文部科学大臣認定職業実践力育成プログラム「京都大
学 私学経営アカデミー」での講義「私学経営分析Ⅰ」を本学園の理事長・総長が３年連続
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で担当し、「私学経営ディレクター」の取得をめざす多くの学校関係者に対して私学の経営・
教学一体の改革の重要性やトップに求められる資質・能力等について事例分析をもとにレ
クチャーしている（【資料 A】「文部科学大臣認定職業実践力育成プログラム京都大学私学経
営アカデミー「私学経営分析Ⅰ」講義資料」参照）。また、平成 30(2018)年度より、文部科
学省高等教育局私学部の方々の要請で、経営困難な私学への今後の経営指導のあり方に関
する事例報告等を重ねるとともに（【資料 B】「経営困難な私学への経営指導の在り方に関す
る事例報告配布資料(平成 30 年 9 月 20 日)」参照）、18 歳人口の急激な減少を見据え、スピ
ード感ある経営改革を進め、地方に高度な大学機能の集積を図る地方の中小規模私立大学
等に対し集中的支援を行う「私立大学等経営強化集中支援事業」委員を平成 31(2019)年 4
月から令和 3(2021)年 3 月まで務めるなどした。このように、安定的な私学経営を実現する
ための経営・教学のガバナンス改革への外部からの評価は高く、近年の大阪成蹊大学の大幅
な志願者増と安定的な定員充足の大きな要因となっている。 
 
―高校訪問 
 前述のとおり、組織の整備や担当役員の配置、募集担当者の増員等と教職協働組織の立上
げ等により、近隣高校への訪問等募集活動を強化した。高校訪問は、教員と職員が連携して
行い、訪問機会を増やしながら、学部の学びや入試方法等の説明を丁寧に行うことで、本学
に対する理解を深めている。 
 
―オープンキャンパス 
 本学では、例年 3 月から 12 月まで合計 12 回のオープンキャンパスを開催して、高校生
の本学に対する理解を深めている。毎回学部等ごとに模擬授業等工夫をこらした様々なイ
ベントを実施している。また、大学の施設設備等を知る機会としてキャンパスツアーを企画
したり、受験に際しての学習のポイント等を解説したり、多様な受験機会を活用できるよう
個別の入試相談を開催する等している。 
 
―進学相談会 
 例年 3 月から翌年 2 月にかけて実施される広告代理店等の企画する進学相談会に参加し
ている。大阪、京都、兵庫を中心に奈良、和歌山や中国・四国地方等近畿圏以外の入学実績
のある地域にも参加して受験生獲得をめざしている。 
 
―学校内入試説明会 
 高校内で開催される入試説明会へも積極的に参加している。高校から本学へ直接要望の
ある場合と広告代理店が企画する場合があるが、いずれにおいても丁寧な入試説明を行っ
ている。 
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―高校教員対象入試説明会 
 高校の進路指導担当教員を本学に招き、高校生への指導の一助となるように本学の教育
の特長や教育改革の成果、入試制度全般の説明のほか学校見学会などを実施し、本学への理
解を深めていただく機会を設けている。 
 
―ホームページ、大学案内等 

高校生の 7 割以上がスマートフォンから学校情報の閲覧を行っている状況を踏まえ、平
成 28(2016)年 7 月に大阪成蹊大学のホームページをスマートフォン対応とするとともに、
教育トピックスを即時に発信できる仕様に変更し、本学に興味を持つ高校生や保護者等に
対して適切かつスピーディーに必要な情報を提供できるようにした。 
 また、大学案内や学部パンフレットを作成し、高校の進路指導部への送付や、オープンキ
ャンパス、進学相談会等における高校生への配布等をしている。さらに、受験関連企業等が
発行する受験情報誌にも積極的に参画し、多様な媒体を通じて情報の発信に努めている。 
 
―併設高校への説明会 
 併設高校の生徒や教員の本学に対する理解を深めることを目的とする説明会を例年実施
している。生徒に対しては、ミニオープンキャンパスの形式で、各学部等の模擬授業を行う
などして、本学の学びに対する理解を深めながら進学意識の醸成を図っている。また、各学
部等の学びの専門性を生かした講座を定期的に開講する等して、高大連携の一層の強化を
図っている。高校教員に対しては、各学部等の教育内容等に関する説明会を開催して、意見
交換も取り入れながら相互の理解を深めることとしている。 
 

以上のとおり、様々な機会や媒体を活用して高校生や保護者、高校教員等の本学に対する
理解を深める取組みを行っており、次年度以降においても一層精力的に学生確保に向けた
取組みを展開する予定である。 
 
（２）人材需要の動向等社会の要請 
経営学部経営学科 
①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる「ビジネスとマネジメント、及び情
報処理に関する基礎的能力とスキル」及び「コミュニケーションに関する基礎的能力とスキ
ル」を備え、現代の多様な経営課題の解決に貢献できる人材を育成する。 
 
②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
社会的な人材需要の動向 

一般社会法人日本経済団体連合会「2018 年度新卒採用に関するアンケート調査結果の概
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要」によると、大学等新卒者の採用選考活動の採用実施企業の割合は【図表 28】のとおり
推移している。平成 31(2019)年 4 月入社対象の採用選考活動を実施した企業の割合は
98.0％となっており、昨今、就職採用市場においては、大学等新卒者の労働力としての社会
的需要は極めて高い。また、「選考にあたって特に重視した点」では、「コミュニケーション
能力」が 16 年連続の 1 位、「主体性」が 10 年連続の 2 位となっており、経営に関する確か
な専門性と「コミュニケーションに関する基礎的能力とスキル」を備え、現代の多様な経営
課題の解決に貢献できる人材への需要の高さが伺える。また令和 2(2020)年 9 月には、これ
に続く調査として「2021 年度入社対象新卒採用活動に関するアンケート」が実施された。
令和 2(2020)年度において、業績の不透明感が増している企業もあるものの、約 95.9%とほ
とんどの企業で新卒採用活動を実施しており、約 8 割の企業が当初の採用計画から見直し
を行わず計画どおりの人数を採用していることが明らかとなっている。また、リクルートワ
ークス研究所「第 37 回ワークス大卒求人倍率調査（2021 年卒）」によれば、令和 3(2021)
年 3 月卒業予定の大学生・大学院生対象の大卒求人倍率は 1.53 倍となった。民間企業就職
希望者数 447,100 人に対して求人総数は 683,000 件となり、依然として 235,900 件の超過
需要があることが明らかとなっている。 
 大学等新卒者に対する求人総数が依然として希望者数を大きく超過するなか、企業等が
どのような分野の人材を求めているのかを以下に確認していく。帝国データバンクは「大学
に求める教育分野に対する企業の意識調査」を平成 27(2015)年に実施し、「自社の成長」「日
本経済の成長」「社会の発展」において、それぞれどのような分野を大学で学ぶ・教えるこ
とが重要だと思うかを調査している。調査の結果は【図表 29】のとおりであり、経済・経
営・商学系統の学びが、「自社の成長」で 2 位、「日本経済の成長」で 1 位となるなど、経営
学を学んだ人材に対する需要、期待が非常に高いことが明らかとなっている。 

また、経営の専門性を有した人材が求められるのは産業界に限らない。平成 11(1999)年
の民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（PFI 法）の成立、平成
15(2003)年の地方自治法の改正によって施行された指定管理者制度の誕生などによって、
公共施設運営の民営化が大きく取り入れられた。またこうした流れと時を同じくして、平成
12(2000)年の地方分権推進関連法の成立を契機に、民間企業における経営理念や経営手法
等を行政運営に積極的に導入し、行政の経済性、効率性、有効性を向上させる NPM（New 
Public Management）の考え方が取り入れられはじめた。地方自治体をはじめ、公共運営に
おける経営的な考え方が重視され、PDCA のマネジメントサイクルや、費用対効果、成果
志向等のキーワードが組織に取り込まれ、行政評価、成果指標の設定、数値目標による行革
計画等が普及していった。 

さて、一般社団法人日本能率協会自治体経営革新センターが、自治体の政策形成力向上に
向けた各自治体の取組み実態と課題の明確化及び、政策形成力向上に求められる能力・資質
の要件を探ることを目的に実施し、平成 29(2017)年に公表した「全国自治体 政策形成力・
人材育成に関して 提言ならびに調査報告」によれば、自治体職員が捉える「政策立案、成

学生確保（本文）－30



 
 

果創出に求められる現状の能力・資質及び今後重要な能力・資質」は【図表 30】のとおり
である。とりわけ、4 割以上が「今後重要な能力・資質」として「成果志向・経営感覚」を
認識しながらも、6 割以上が「現状不足している能力・資質」としても「成果志向・経営感
覚」を挙げていることがわかる。また「組織マネジメント」に関して、4 割弱が「今後重要
な能力・資質」と認識しながら、同調査では 4 割以上が「現状不足している能力・資質」と
回答している。こうしたことからも、自治体における公共経営人材の社会的需要の高さが明
らかとなっている。 
 
地域的な人材需要の動向 

本学が位置する大阪府では、大阪を新たな成長軌道に乗せるため、概ね令和 2(2020)年ま
での 10 年間の成長目標を掲げて、およそ 3 年から 5 年の短期・中期の具体的な取組み方向
を明らかにするものとして、平成 22(2010)年より「大阪の成長戦略」を策定している。社
会経済情勢の変化に応じて、具体的な取組内容について適宜、追加修正を行うなど、基本的
な方向性を堅持しつつも、必要に応じ柔軟に見直しを図っていくものであり、これまでに 2
度の改訂が図られている。平成 25(2013)年の改訂では、平成 23(2011)年に策定された大阪
市の「大阪市経済成長戦略」と大阪府の「大阪の成長戦略」を、「大阪の成長戦略」に一本
化することが図られた。そして、平成 28(2016)年の改訂では、目標年次である令和 2(2020)
年の大阪・関西の姿（将来像）を明示し、その実現に向けた重点的な課題とその解決に向け
た取組みを一層明確化するものとなった。「成長に向けた課題、施策展開の方向性」として
「内外の集客力強化」「人材力強化・活躍の場づくり」「強みを生かす産業・技術の強化」「ア
ジア活力の取り込み強化・物流人流インフラの活用」「都市の再生」を「成長のための 5 つ
の源泉」と位置づけた。特に、国際ハブ化する関西国際空港、阪神港を拠点としたグローバ
ル市場への挑戦と観光関連産業の活性化により、外需を稼ぎ内需を生み出しながら、大阪
府・大阪市を「価値創造都市」及び「中継都市」とすることが、成長戦略のなかでも特に重
要なテーマとなっている（【資料 4】 大阪府・大阪市「大阪の成長戦略（2016 年 12 月版）」
（抜刷）参照）。さらに、「大阪の成長戦略（2018 年 3 月改訂版）」では、インバウンドの増
加、雇用環境の変化、第 4 次産業革命の進展など、大阪を取り巻く社会情勢の大きな変化へ
の対応が求められていること、また、令和 7(2025)年の万博開催や統合型リゾート（IR）な
どの動きも具体化してきていることから、新たに重点化を図る分野として、「健康・医療関
連産業の世界的なクラスター形成」「インバウンドの増加を契機としたアジア市場の取り込
み強化」「第 4 次産業革命に対応したイノベーションの促進と生産性向上」「人口の減少と
産業構造の変化に対応した人材強化」の 4 点が示された。このうち、特に「第 4 次産業革命
に対応したイノベーションの促進と生産性向上」及び「人口の減少と産業構造の変化に対応
した人材強化」にあって、本学経営学科の果たすべき役割は大きい。大阪府、大阪市におい
ては、大阪が誇るものづくり中小企業の強みや集積の厚みを、第 4 次産業革命の技術とも
結びつけて、生産性の向上やイノベーションの創出を図っていく人材や、ものづくりだけで
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なく、卸売・小売や観光、健康、福祉、建設、一次産業など、多様な産業分野においても、
新たな技術を組み込みながら、業務の負担軽減や効率化を図り人手不足を解消しつつ、革新
的な製品・サービスを生み出し、社会課題の解決と新ビジネスの創出につなげることのでき
る人材の重要性が高まっている。しかし、新たな技術や産業構造に対応できる人材の育成・
確保は十分にできておらず、景気回復などを背景に、大阪の雇用情勢は大きく改善している
一方で、大学卒業後の若い世代が首都圏へと流出していたり、中小企業の経営者の高齢化が
進んでおり事業継承への対応が急務となっていたりするなどして、人材流出が大きな課題
となっているのが現状である（【資料 5】大阪府・大阪市「大阪の成長戦略（2018 年 3 月改
訂版）」（抜刷）参照）。 

また時期を同じくして、世界的な創造都市、国際エンターテイメント都市へ加速し、令和
2(2020)年へ向け大阪を世界にアピールするために、内外から人、モノ、投資等を呼び込む
「強い大阪」と世界に存在感を示す「大阪」の実現を目的として、「大阪都市魅力創造戦略
2020」が策定された。「観光・都市魅力」「文化」「スポーツ」「国際化」の 4 つの分野ごと
に、合わせて 10 の「目指すべき都市像」を設定し、「大阪全体の都市魅力の発展・進化・発
信」「文化・スポーツを活かした都市魅力の創出」「世界有数の国際都市を目指した受入環境
の整備」の 3 つの観点から、計画期間中に重点的に取り組む施策を掲げたものである。現
在、「大阪都市魅力創造戦略 2025」の策定がめざされているが、「出会いが新しい価値を生
む多様性都市」をめざして、「成長分野での産業振興やイノベーション創出の推進」「中小企
業の国際ビジネス交流の促進」「成長著しいアジアとの交流や先端産業分野での欧米等との
交流の促進を通じた相互利益の実現」を図ることが戦略案に盛り込まれているように、経営
課題を様々に解決しイノベーションを起こすことのできる経営人材への地域的な人材需要
が今後も高まっていく（【資料 6】大阪府・大阪市「大阪都市魅力創造戦略 2020」（平成 28
年 11 月）（抜刷）参照）。 

本学経営学科では、大阪府・大阪市を中心として、中小企業、地方自治体等と連携した様々
な課題解決型授業（PBL）を特色としており、地元中小企業の魅力を打ち出す採用パンフレ
ットの企画・提案やゲストスピーカーの招聘等学外連携授業を充実している。また、海外ビ
ジネスの最前線を学ぶことを目的に、グローバル・アクティブラーニングプログラムを毎年
開発・実施しており、平成 30(2018)年度からは「第 4 次産業革命とグローバルビジネス～
AI を活用した新ビジネスモデル開発～」「フランスにおけるボルディエバター製造と流通を
学ぶ」等、AI を活用した新ビジネスモデルの開発や各国産業の経営モデル、流通と製造の
実際などについて学び、異なる言語や文化の中で課題に取り組むことで国際的な視野での
課題解決力を身につける授業などを展開している。大阪府・大阪市が課題とする地元企業の
人材確保、産業振興と一体となった戦略的な人材育成といった推進施策とのかかわりの中
で、経営の基本的な考え方のみならず、組織マネジメントや新時代のビジネスモデルの創出、
グローバル戦略などを様々な実践・研究を通じて学び、現代の多様な経営課題の解決に貢献
できる人材をめざす本学経営学科の教育内容は、地域における経営人材の需要に応えるこ
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とをめざすものである。また帝国データバンク「特別企画：近畿地区 大学に求める教育分
野に対する企業の意識調査」の結果は【図表 31】のとおりであり、先に見た全国調査と同
様の結果が見られた。「大学で学ぶ・教えることが重要な分野」として経済・経営・商学系
統の学びが、「自社の成長」で 2 位、「日本経済の成長」で 1 位となるなど、経営学を学んだ
人材に対する需要、期待が、関西圏の企業においても非常に高いことが明らかとなっている。
大阪府・大阪市においては現在、社会における消費行動の変化や今後の EC 市場の拡大を見
据え、中小企業等における ICT 化の促進やサイバーセキュリティの確保、社会全体の DX
の加速に対応する新たな成長産業の創出などがめざされており、企業の変革を担う経営人
材が更に求められていくこととなる。 

地域における経営人材の需要の高まりは、行政の現場でも同様に確認される。大阪府のホ
ームページでは、「自治の窓 持続可能な行政経営について【民間経営手法の更なる活用】」
を公表しているが、地方分権改革から始まった一連の行政改革の流れのなかで、「行政経営」
「公共経営」の言葉が市町村の総合計画等で頻繁に使われ始め、「首長には経営者としての
経営能力が求められるとともに、職員にも経営能力が求められる時代となって」きたことが
指摘されている。また、「市町村にとって効果のある取組みを進めていくためには、それぞ
れが抱える課題を正確に認識し、その課題に対して的確な対応策を考えることのできる『企
画力』のある人材が必要であり、（中略）対応策を実効的に進めることのできる『実行力』
のある人材」の育成が、自治体経営の鍵であると示されている。このように、本学の所在す
る大阪府の各自治体においても、経営的な観点で公共を捉えることのできる人材需要は大
きい。また、昨今は特に行政分野等を中心にデジタル化の対応の遅れなどの課題が顕在化し
ており、行政手続のオンライン化等を推進するとともに、デジタル化を社会全体に浸透させ、
新たな地域のつながりの構築や、介護、子育て、健康づくり、高齢者の生活支援など社会課
題を解決する新たなサービスの創出等が大阪府・大阪市においてもめざされているところ
である。 

 
最後に、大阪成蹊大学全体及び経営学部における過去 4 ヵ年の就職率、就職希望率は【図

表 32】の通り推移しており、文部科学省が毎年公表する全国の大学平均と比しても高い数
値で推移している。また同就職希望率も同様に、非常に高い水準を維持している。 

こうした就職実績の背景には、就職活動支援に際しての本学部教員や職員によるきめ細
かなサポートはもとより、アクティブラーニング型授業の展開により確かな専門性を育み
ながら、企業や自治体と連携した課題解決型授業（PBL）により他者との協働を通じた地元
企業等の経営課題の解決を繰り返してきたことによる社会人基礎力の高さに対する地域社
会からの評価がある。 
 

以上より、本学科の育成する人材は、社会的・地域的な人材需要に十分に応えるものであ
ると言える。 
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経営学部スポーツマネジメント学科 
①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる「スポーツ産業に係るビジネスとマ
ネジメントに関する基礎的能力とスキル」及び「コミュニケーションに関する基礎的能力と
スキル」を備え、スポーツ産業における現代の多様な経営課題の解決に貢献できる人材を育
成する。 

 
②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
社会的な人材需要の動向 

近年、わが国ではスポーツ立国戦略、スポーツ基本法、スポーツ基本計画、スポーツツー
リズム推進基本方針などが次々と策定され、スポーツの価値や社会的意義を高める政策が
急速に重点化されてきている。これらに加え、東京オリンピック･パラリンピックの開催に
向けた準備が本格化し、また大阪を中心にした関西広域では、ワールドマスターズゲームズ
の開催が決定されており、よりよい形での開催に向けた検討・準備が進んでいくこととなる。
今後、スポーツに対する社会の関心はますます高まってくる。こうした政策動向や関心の高
まりを背景に、社会的な要請として、スポーツ産業の活性化が期待されている。 

令和 2(2020)年 1 月から 3 月にかけて実施された株式会社矢野経済研究所「スポーツ用
品市場に関する調査を実施（2020 年）」によると、令和元(2019)年のスポーツ用品国内出荷
市場規模は前年比 102.1%の 1 兆 5,691 億 1,000 万円の見込みとなっている。平成 27(2015)
年時点での 1 兆 4,113 億 8,000 万円から、年々市場が拡大傾向にあることが明らかとなっ
ている。また、一般社団法人日本経済団体連合会は、オリンピック・パラリンピックの東京
開催決定を受けて、経済界によるスポーツ支援を一段と強化するために、平成 26(2014)年
にスポーツ推進委員会を新たに発足させたが、スポーツ関連ビジネスの振興など企業によ
るスポーツ支援の強化が活動方針に掲げられた。さらに、平成 28(2016)年 6 月に閣議決定
された政府の「日本再興戦略 2016」においては、スポーツの成長産業化は「官民で認識と
戦略を共有し、新たな有望市場を創出する、『官民戦略プロジェクト 10』」の一つとして取
り上げられ、「スポーツ市場規模（昨年 5.5 兆円）を 2025 年までに 15 兆円に拡大するこ
とを目指す」ことが目標に掲げられた。また「鍵となる施策」として、「スポーツ人材の育
成・活用とプラットフォームの構築」が掲げられた。これは、「スポーツ関連団体の組織運
営、収益性、ガバナンス等の経営力向上に向け、即戦力となる経営人材を確保する」ことを
目的に、「スポーツ界内外の多様な人材を対象とした専門的・実践的な育成及びマッチング
機能を有するプラットフォームの構築」をめざすものであるが、スポーツ経営人材プラット
フォーム協議会の第一回会議において、「スポーツ経営人材の育成・活用における現状・課
題」として「アカデミックな育成機関において（中略）即戦力としてスポーツ界で活躍でき
る人材の育成ができていない」と指摘されるように、スポーツ市場規模の拡大目標を果たす
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ためには、高等教育機関において、スポーツ関連団体、スポーツ関連産業で即戦力となりう
る経営人材を育成することが、強く要請される（【資料 7】「日本再興戦略 2016―第４次産
業革命に向けて―」（平成 28 年 6 月 2 日）（抜刷）参照）。また令和 2(2020)年 7 月に公表さ
れた内閣官房「成長戦略フォローアップ」では、「スポーツ産業の未来開拓」をめざして、
「スポーツの成長産業化の基盤形成」と「スポーツを核とした地域活性化」の 2 点について
の方向性を確認している。とりわけ、「スポーツ経営人材育成のため、MBA コース等への導
入も見据えた実践的なカリキュラム開発」や「スポーツ分野と他産業との融合による新事業
創出を目的とするスポーツオープンイノベーションプラットフォーム（SOIP）について、
国内外の人的交流を促すほか、社会課題解決の取組や SOIP の最新トレンドに関する情報
発信を行うカンファレンスの開催、事業化を支援するアクセラレーションプログラムの実
施」が挙げられていることからも、社会全体におけるスポーツ経営人材の育成の重要性が認
識されていることがわかる（【資料 8】「成長戦略フォローアップ」（令和 2 年 7 月 17 日）
（抜刷）参照）。 
 
地域的な人材需要の動向 

次に地域的な人材需要の動向について確認する。大阪商工会議所は、平成 28(2016)年 10
月に「スポーツ関連産業の創出に向けた企業の意識・取り組みに関する調査」を実施するな
かで、スポーツビジネスに関して「自社の強みを活かしたアプローチ方法が分からない」と
いったスポーツビジネスに関するノウハウの不足のほか、「社内に必要な人材が足りない」
などの経営資源不足を課題とする企業が多いことを明らかにしている。大阪商工会議所で
は、こうした調査結果や、スポーツビジネスを日本の基幹産業とする国の動きが加速してい
ることを踏まえて、全国の商工会議所に先がけて「スポーツを核にした産業振興」に新たに
取り組むこととした。また、平成 29(2017)年 12 月には大阪府・大阪府教育委員会が「生涯
スポーツの推進及びスポーツを通じた都市魅力の創造をさらに進めるため、2017 年度以降
大阪府のスポーツ施策の方向性を定める」ことを目的に「第 2 次大阪府スポーツ推進計画」
を策定した。「Ⅰ府民誰もがスポーツに関わり親しむ機会の創造」とともに「Ⅱスポーツの
振興による都市魅力の創造」が 2 本の柱として掲げられ、「スポーツを通じた地域・経済の
活性化」をめざして、様々なスポーツ資源の活用やスポーツツーリズムの推進のほか、「国
や経済団体、スポーツ団体等と連携し、新たなスポーツ関連市場の創出・イノベーション等
の取組」や「府内のスポーツ関連の企業や大学のポテンシャルを生かし、スポーツ・健康等
の分野に関心がある企業における新たな製品やサービスを創出する取組」について支援し
ていくことが示された（【資料 9】大阪府・大阪府教育委員会「第 2 次大阪府スポーツ推進
計画」（平成 29(2017)年 12 月）参照）。また昨今の健康意識の高まりや、新たな生活様式の
推奨などを受け、スポーツ関連産業においても健康・医療、デジタル関連との関わりのなか
で付加価値の高い商品・サービスを生み出していくことのできるスポーツ経営人材の重要
性はますます高まっていくことが見込まれる。 
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最後に、大阪成蹊大学全体及び経営学部における過去 4 ヵ年の就職率、就職希望率は先

に見た【図表 32（再掲）】の通り推移しており、文部科学省が毎年公表する全国の大学平均
と比しても高い数値で推移している。また同就職希望率も同様に非常に高い水準を維持し
ている。 

こうした就職実績の背景には、経営学科と同様に、就職活動支援に際しての本学部教員や
職員によるきめ細かなサポートはもとより、アクティブラーニング型授業の展開により確
かな専門性を育みながら、企業や自治体と連携した課題解決型授業（PBL）により他者との
協働を通じたスポーツ産業等の課題の解決を繰り返してきたことによる社会人基礎力の高
さに対する地域社会からの評価がある。 
 

以上より、本学科の育成する人材は、社会的・地域的な人材需要に十分に応えるものであ
ると言える。 
 
芸術学部造形芸術学科 
①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

芸術的教養や芸術的表現能力を育成するとともに、専門領域を超えた幅広い視野と知識
を持ち、社会の要請を敏感に感じ取り社会との関わりにおいてその芸術的感性や表現能力
を生かし、伝統的な造形表現と未来を開く革新的な造形思考との往還の中に現代人の置か
れたさまざまな局面を捉え、未来的な展望のもとに個性豊かな表現の可能性を追求できる
とともに、心豊かな社会の実現に寄与することのできる人材の育成をする。 
 
②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
社会的な人材需要の動向 

令和 2(2020)年 1 月に公表の内閣府「社会意識に関する世論調査」によれば、「あなたは、
日本の国や国民について、誇りに思うことはどんなことですか」という設問に対して、「す
ぐれた文化や芸術」と答えた者の割合が 47.6%となり、「治安のよさ（56.4%）」「美しい自
然（52.3%）」「長い歴史と伝統（48.9%）」に次ぐ 4 番目に高い回答状況となった。また、内
閣府「文化に対する世論調査」によると、平成 21(2009)年 11 月の調査で「子どもの文化芸
術体験について重要だと思いますか」という設問に対して、「重要である」と答えた者の割
合が 93.1%、「あなたは，日常生活の中で，優れた文化芸術体験をしたり，自ら文化芸術活
動を行ったりすることについて，どのように思いますか」という設問に対して、「非常に大
切だ」または「ある程度大切だ」と答えた者の割合が 88.5%と極めて高かったが、令和
2(2020)年 2 月に実施された内閣府による同様の調査では、「あなたは，文化芸術を鑑賞し
たり習い事をしたりする機会や文化財・伝統的まちなみの保存・整備など，お住まいの地域
での文化的な環境に満足していますか」という設問に対して、「満足している」または「ど
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ちらかといえば満足している」と回答した者の割合は 36.4%に留まるなど、住んでいる地域
の文化的環境の満足度には大きな課題があることが明らかとなっている。そして、地域の文
化的環境の充実に必要な事項を問う設問である「あなたは，お住まいの地域の文化的な環境
を充実させるために，何が必要だと思いますか」に対する回答状況は、「ホール・劇場，美
術館・博物館などの文化施設の充実（26.6%）」に次いで、「子どもが文化芸術に親しむ機会
の充実（26.2%）」「地域の芸能や祭りなどの継承・保存（22.3%）」「公演，展覧会，芸術祭
などの文化事業の充実（20.7%）」「歴史的な建物や遺跡などを活かしたまちづくりの推進
（19.6%）」の順に高い。こうした回答状況から分かるのは、文化芸術に対する市民の希望
が非常に強いものであるにも関わらず、文化的環境の充実においては様々に課題が認識さ
れており、その解決を図ることのできる文化芸術の専門性を備えた人材の活躍が期待され
るということである。 

平成 27(2015)年 5 月には文化審議会答申を受け、政府は「文化芸術の振興に関する基本
的な方針―文化芸術資源で未来をつくる―（第 4 次基本方針）」 を策定した。令和 2(2020)
年度までの取組みを見通して策定されたこの基本方針は、「我が国が目指す文化芸術立国の
姿」を明示するものであり、「あらゆる人々が全国様々な場で創作活動への参加、鑑賞体験
ができる機会の提供」「2020 年東京大会を契機とする文化プログラムの全国展開」「被災地
からは復興の姿を、地域の文化芸術の魅力と一体となり国内外へ発信」「文化芸術関係の新
たな雇用や産業が現在よりも大幅に創出」を掲げている。なお、その成果目標・成果指標に
は、先に確認した「日本の誇りとして『文化芸術』を挙げる国民の割合」や「地域の文化的
環境に対して満足する国民の割合」が含まれる。そして、同基本方針では文化芸術振興に関
する重点施策として、「文化芸術活動に対する効果的な支援」「文化芸術活動を創造し、支え
る人材の充実及び子供や若者を対象とした文化芸術振興策の充実」「文化芸術の次世代への
確実な継承、地域振興等への活用」「国内外の文化的多様性や相互理解の促進」「文化芸術振
興のための体制の整備」の 5 つの重点戦略が掲げられた。成熟社会に適合した新たな社会
モデルの構築に向けて文化芸術振興施策を一層展開し、地域コミュニティの衰退、文化芸術
の担い手不足、地域の文化芸術を支える基盤の脆弱化等に対する波及効果をもたらすこと
を期待している。文化芸術の人材動向に関連する取組みとしては、「国内外の芸術家を積極
的に地域へ受入れる取組への支援」「雇用の増大を念頭に置き、文化芸術活動や施設の運営
を支える専門人材育成・活用」「学校における芸術教育の充実」などが挙げられる。文化芸
術振興に関する「基本的施策」のうち、「芸術家等の養成及び確保等」では、「多様で優れた
文化芸術を継承し、発展させ、創造していくためには、その担い手として優秀な人材を得る
ことが不可欠」であり、「幅広い人材の養成及び確保、資質向上のための研修を充実させ、
文化芸術活動を担う人材」の育成を図ることや「文化芸術団体、劇場、音楽堂等、教育機関
等の関係機関が連携し、計画的・継続的な人材」の育成を促進すること、「芸術系大学等や
有する教員や教育研究機能、施設・資料等、様々な資源を活用して、アートマネジメント人
材の育成を図るとともに、大学等の教育機関や国立の文化施設等における文化芸術に係る

学生確保（本文）－37



 
 

教育及び研究」の充実を図ること、「芸術家等がその能力を向上させ、十分に発揮し、自ら
の職業や活動に安心して安全に取り組めるよう、芸術家等の活動環境等に関する諸条件の
整備や、社会的な役割に関する理解の促進、社会的、経済的及び文化的地位の向上に努める」
ことが示された。文化芸術に関わる人材の育成が強く求められているとともに、芸術系学部
の果たす役割はこれまで以上に重要となってくる。また基本方針に求められる文化芸術に
関わる人材像は、文化芸術の社会的便益（外部性）、たとえば「国家への威信付与」「地域へ
の愛着の深化」「周辺ビジネスへの波及効果」「将来世代のために継承すべき価値」といった
ものと、子供・若者や、高齢者、障がい者、在留外国人等にも社会参加をひらく社会包摂の
機能を深く理解し、表現活動を通してその実現を担うことのできる人材であることが読み
取れる（【資料 10】「文化芸術の振興に関する基本的な方針―文化芸術資源で未来をつくる
―（第 4 次基本方針）」（平成 27 年 5 月 22 日）（抜刷）参照）。 
 翌平成 28(2016)年には、文化芸術を活用した産業の活性化を含む「日本再興戦略 2016―
第 4 次産業革命に向けて―」が閣議決定され、クールジャパン戦略の推進にも資するコン
テンツ産業の更なる活性化と新たな産業の創出を促進する等の「コンテンツを軸とした、新
たな技術・手法を用いた文化発信・市場拡大戦略」、企業経営におけるデザインの活用方法
の普及・啓発や地域に根差した文化価値を再認識し経済価値へと変換するデザイナー等の
支援等「デザインを用いた戦略的な文化の潜在力発揮」が掲げられた（【資料 11】「日本再
興戦略 2016―第 4 次産業革命に向けて―（平成 28 年 6 月 2 日）」（抜刷）参照）。また平成
29(2017)年「未来投資戦略 2017―Society 5.0 の実現に向けた改革―」でも、文化芸術資源
の活用の更なる促進に向けた体制・制度の整備や文化芸術資源を核とした地域活性化・ブラ
ンド力向上、コンテンツを軸とした文化芸術産業の強化を掲げている（【資料 12】「未来投
資戦略 2017―Society 5.0 の実現に向けた改革―」（平成 29 年 6 月 9 日）（抜刷）参照）。
同年 12 月には、文化芸術産業の経済規模（文化 GDP）及び文化芸術資源の活用による経
済波及効果を拡大することを目的とする「文化経済戦略」が内閣官房、文化庁により策定さ
れ、文化芸術を活用した産業の活性化とその推進を担う文化芸術人材の育成は、国家的政策
として強固に推し進められている（【資料 13】文化庁「文化芸術資源を活用した経済活性化
（文化 GDP の拡大）」（平成 28 年 4 月 13 日）（抜刷）も参考）。 
 平成 30(2018)年には、文化芸術に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図ることを目
的として「文化芸術推進基本計画－文化芸術の「多様な価値」を活かして，未来をつくる－
（第 1 期）」が策定された。今後の文化芸術政策のめざすべき姿と、今後 5 年間の文化芸術
政策の基本的な方向性等を示すものであり、そこで掲げられる 6 つの戦略（「戦略１ 文化
芸術の創造・発展・継承と豊かな文化芸術教育の充実」「戦略２ 文化芸術に対する効果的な
投資とイノベーションの実現」「戦略３ 国際文化交流・協力の推進と文化芸術を通じた相互
理解・国家ブランディングへの貢献」「戦略４ 多様な価値観の形成と包摂的環境の推進によ
る社会的価値の醸成」「戦略５ 多様で高い能力を有する専門的人材の確保・育成」「戦略６ 
地域の連携・協働を推進するプラットフォームの形成」）のいずれの実現においても、本学
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芸術学部の教育目的とする人材が不可欠である（【資料 14】「文化芸術推進基本計画－文化
芸術の「多様な価値」を活かして，未来をつくる－（第 1 期）」（平成 30 年 3 月 6 日）（抜
刷）参照）。 
 

上記のほか、コンテンツ産業の市場規模についても付言する。総務省による令和元(2019)
年版「情報通信白書」によると、平成 29(2017)年の我が国のコンテンツ産業の市場規模は
約 12 兆円となっており、なかでもゲーム市場は約 1.6 兆円の市場規模を持つ。また、放送
コンテンツの海外輸出額は平成 24(2012)年の約 104 億円から年々増加し平成 29(2017)年
度には約 444 億円となるなど、急速に成長を続けている。経済産業省商務情報政策局コン
テンツ産業課の発表資料「コンテンツ産業政策について」によると、世界のコンテンツ市場
ではアジアを中心に規模が拡大することが見込まれ、日本由来のコンテンツの売上は約 141
億米ドルと海外市場規模全体の 2.5％を占め、そのシェアは、マンガ、ゲーム、キャラクタ
ー、アニメの順に大きい。我が国ではクールジャパン戦略を掲げ、アニメ、ドラマ、音楽等
のコンテンツや衣・食・住をはじめ、日本の文化やライフスタイルの魅力を付加価値に変え、
旺盛な海外需要を獲得し、日本の経済成長につなげるべく、①日本ブーム創出（日本の魅力
の効果的発信）、②現地で稼ぐ（現地で稼ぐためのプラットフォーム構築）、③日本で消費（日
本に呼び込み大きく消費を促す）の 3 つの対応を推し進めている。ローカライズ・プロモー
ション支援による海外売上、新規海外展開事業者の増加、「Japan Content Showcase」の出
展者・招聘バイヤーの推移および商談件数の増加、「コ・フェスタ」の安定的な動員数、成
約金額等を鑑みると、着実に成果を上げていることが分かる。こうしたなか、先に見た「日
本再興戦略 2016―第 4 次産業革命に向けてー」ではクールジャパン戦略の推進にも資する
コンテンツ産業の更なる活性化と世界に誇るマンガ・アニメ・ゲーム等のメディア芸術分野
におけるクリエイターやプロデューサー等の人材育成が、「未来投資戦略 2017―Society 5.0
の実現に向けた改革―」ではコンテンツ産業やマンガ・アニメ・ゲーム等メディア芸術分野
の国内外への発信機能の強化によるブランドの創出と新たな市場の開拓が掲げられること
となる。しかし、令和 2(2020)年 2 月に公表の経済産業省商務情報政策局コンテンツ産業課
「コンテンツの世界市場・日本市場の概観」によれば世界市場の拡大に伴って日本市場が占
める割合は減少傾向にあり、国際競争に打ち勝つコンテンツ産業の更なる創出と産業全体
の成長を強くけん引する人材が一層求められてくる（【資料 15】経済産業省商務情報政策局
コンテンツ産業課「コンテンツの世界市場・日本市場の概観」（令和 2 年 2 月）参照）。 

 
以上、本学部では、文化芸術に携わる者として、「個性豊かな表現の可能性を追究」する

に留まらず、「社会との関わりにおいてその芸術的感性や表現能力を生かし」「未来的な展望」
を持って「心豊かな社会の実現への寄与」を果たすことのできる人材育成をめざしており、
我が国の成熟社会における成長の源泉としての様々な社会的便益や社会的包摂の役割を果
たしながら、国家、地域の産業の活性化を担う人材としての社会的な需要に応えるものであ
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ると考える。 
 
地域的な人材需要の動向 

次に、地域的な人材需要の動向について明らかにする。本学の所在する大阪府では、大阪
府市文化振興会議の答申等を踏まえ、平成 28(2016)年 11 月、平成 28(2016)年度から令和
2(2020)年度までを計画期間とする「第 4 次大阪府文化振興計画」を策定している。この計
画では「芸術文化の担い手や劇場、ホール等の発表の場が少ないこと等によってマーケット
が小さくなり、文化への寄付も減少傾向となるなど、厳しい状況にあり」、「人材の発掘や育
成、発表の場の確保等を通じて、マーケットの拡大を図るとともに、文化振興に対する意識
の醸成により、府民や企業からの寄附につなげるなど、みんなで大阪の文化を支え、育てて
いく好循環を作り出していくこと」、「教育、福祉、まちづくり等、人や地域が抱える諸課題
の改善や解決にあたって、文化の有する力を積極的に活用するなど、これまで以上により広
範な分野において、文化が果たす役割への期待」に応えることを重要な課題として示す。そ
の上で、「大阪が誇る文化力を活用した魅力あふれる都市」「あらゆる人々が文化を通じてい
きいきと活動できる都市」「あらゆる人々が文化を享受できる都市」である「文化自由都市、
大阪」の実現をめざして、「文化創造の基盤づくり」「都市のための文化」「社会のための文
化」の 3 つの基本方向に 9 分野の施策を位置づけた。とりわけ、「文化創造の基盤づくり」
では、「芸術文化を創造し、支える人材の育成・支援の充実」「将来の社会の担い手となる青
少年の育成」「芸術文化拠点の充実と府民意識の醸成等」においては、芸術文化の担い手、
若手アーティストの発掘・育成と、地域における優れた芸術文化の醸成により、子どもや青
少年、府民が豊かな感性や創造性を養うことをめざしており、表現活動を通じた社会貢献を
実現できる人材が求められている（【資料 16】大阪府「第 4 次大阪府文化振興計画」（平成
28（2016）年 11 月）（抜刷）参照）。この計画は、令和 2(2020)年度末に計画期間の終期を
迎えることから、新たに「第 5 次大阪府文化振興計画」の策定がめざされているところであ
る。これまでの計画における理念や方向性を継承しつつ、文化芸術を取り巻く状況の変化な
どを踏まえながら活力ある大阪をめざして文化芸術の振興を計画するものであり、「府民一
人ひとりの多様な価値観を尊重しつつ、行政のみならず様々な立場の人々が、大阪の文化芸
術を”共に創り”、支え、育み、その価値を高め、文化芸術の力で、心豊かで活力ある未来を
切り拓いていくことができるよう、『「文化共創都市大阪」～文化芸術が未来を切り拓く～』
を目指す将来像として掲げ、誰もが、文化芸術活動を通じて、自分らしくいきいきとした人
生を送ることができる都市」をめざすものである。「あらゆる人々が文化を享受できる都市」
「大阪が誇る文化力を活用した魅力あふれる都市」「あらゆる人々が文化を通じていきいき
と活動できる都市」を基本理念としながら、「文化芸術を創造し、支える人材の育成・支援」
もまた重要な施策に位置づけられており、さらに地域の文化芸術の振興を担う人材の需要
が求められる。 
 こうした社会的な側面からの人材需要のみならず、経済的な側面からの人材需要もまた

学生確保（本文）－40



 
 

非常に高い。大阪府と大阪市では、大阪を新たな成長軌道に乗せるため、概ね令和 2(2020)
年までの 10 年間の成長目標を掲げて、およそ 3 年から 5 年の短期・中期の具体的な取組み
方向を明らかにするものとして、平成 22(2010)年より「大阪の成長戦略」を策定している。
社会経済情勢の変化に応じて、具体的な取組内容について適宜、追加修正を行うなど、基本
的な方向性を堅持しつつも、必要に応じ柔軟に見直しを図っていくものであり、これまでに
2 度の改訂が図られている。平成 25(2013)年の改訂では、平成 23(2011)年に策定された大
阪市の「大阪市経済成長戦略」と大阪府の「大阪の成長戦略」を、「大阪の成長戦略」に一
本化することが図られた。そして、平成 28(2016)年の改訂では、目標年次である令和 2(2020)
年の大阪・関西の姿（将来像）を明示し、その実現に向けた重点的な課題とその解決に向け
た取組みを一層明確化するものとなった。「成長に向けた課題、施策展開の方向性」として
「内外の集客力強化」「人材力強化・活躍の場づくり」「強みを生かす産業・技術の強化」「ア
ジア活力の取り込み強化・物流人流インフラの活用」「都市の再生」を「成長のための 5 つ
の源泉」と位置づけた。特に、国際ハブ化する関西国際空港、阪神港を拠点としたグローバ
ル市場への挑戦と観光関連産業の活性化により、外需を稼ぎ内需を生み出しながら、大阪
府・大阪市を「価値創造都市」及び「中継都市」とすることが、成長戦略のなかでも特に重
要なテーマとなっている（再掲：【資料 4】大阪府・大阪市「大阪の成長戦略（2016 年 12 月
版）」（抜刷）参照）。とりわけ、文化芸術の分野においては、「これまで国家資源としての活
用が不十分であった、世界に冠たる先端技術・インフラ技術や映像・ゲームをはじめとする
クリエイティブ産業などの海外展開を強力に推進することにより、新たな市場を開拓する」
ことを方向性として明示し、クリエイティブ産業等の競争力向上、輸出・海外展開の促進を
めざすこととしている。また、「大都市圏の特性を活かしたクリエイティブ産業などの都市
型サービス事業などの強化」として、「幅広く厚みのある産業を支える対事業所向けビジネ
ス支援サービスなど都市型サービス産業の強化（クリエイティブ産業の育成支援、協業を通
じた付加価値の高い製品・サービスの創出支援等）」、「ハイエンドなものづくりの推進」と
して「デザイン・イノベーションによる高付加価値化した製品・サービスの創出」をめざす
こととされている。 
 また時期を同じくして、世界的な創造都市、国際エンターテイメント都市へ加速し、令和
2(2020)年へ向け大阪を世界にアピールするために、内外から人、モノ、投資等を呼び込む
「強い大阪」と世界に存在感を示す「大阪」の実現を目的として、「大阪都市魅力創造戦略
2020」が策定された。「観光・都市魅力」「文化」「スポーツ」「国際化」の 4 つの分野ごと
に、合わせて 10 の「目指すべき都市像」を設定し、「大阪全体の都市魅力の発展・進化・発
信」「文化・スポーツを活かした都市魅力の創出」「世界有数の国際都市を目指した受入環境
の整備」の 3 つの観点から、計画期間中に重点的に取り組む施策を掲げたものである。「大
阪全体の都市魅力の発展・進化・発信」での重点取組として、世界第一級の文化・観光拠点
形成・発信（夢洲での IR を含む国際観光拠点形成等）や多様な観光資源の発掘・発信（国
内外の人々を惹きつけるキラーコンテンツ創出等）が、「文化・スポーツを活かした都市魅
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力の創出」での重点取組として、大阪の文化・食の魅力発信（アートスポットの魅力創出・
発信等）がそれぞれ挙げられている（再掲：【資料 6】大阪府・大阪市「大阪都市魅力創造
戦略 2020」（平成 28 年 11 月）（抜刷）参照）。なお現在、「大阪都市魅力創造戦略 2025」の
策定がめざされているところであり、「大阪が誇る文化力を活用した魅力あふれる創造都市」
「あらゆる人々が文化を享受できる都市」をめざして、引き続き文化芸術を軸とした様々な
政策を実現していくとされている。 

 
以上のように、本学部の育成する文化芸術を担う人材のニーズは、社会的な側面からも経

済的な側面からも、先に見た社会的な人材需要の動向と同様に本学の位置する地域社会に
おいても極めて高い。 

 
最後に、大阪成蹊大学全体及び芸術学部における過去 4 ヵ年の就職率、就職希望率は【図

表 33】の通り推移しており、文部科学省が毎年公表する全国の大学平均と比しても高い数
値で推移している。また同就職希望率は同様に非常に高い水準を維持している。こうした就
職実績の背景には、就職活動支援に際しての本学部教員や職員によるきめ細かなサポート
はもとより、アクティブラーニング型授業の展開により確かな専門性を育みながら、企業や
自治体と連携した課題解決型授業（PBL）により他者との協働を通じた芸術表現による社会
課題の解決を繰り返してきたことによる社会人基礎力の高さに対する地域社会からの評価
がある。 

また、本学部では、株式会社カプコン、株式会社モノリスソフトをはじめとするゲーム等
クリエイティブ系企業への就職実績があり、令和元(2019)年度からは、現在スマートフォン
ゲーム「Fate/Grand Order」等を開発するディライトワークス株式会社との間に連携協定
を締結し、ゲーム制作分野の現場ノウハウと教育カリキュラムの連携、様々な産学連携プロ
グラムの実施や情報交換を通じた知的・人的な交流により、新たな若手クリエイターの育成
とゲーム制作分野の更なる発展・拡大をめざすなど、産業界との連携を強化しているところ
である（【資料 17】「ディライトワークス株式会社と学校法人大阪成蹊学園との連携協力に
関する協定書」参照）。 

さらに、卒業者の進路等に関して詳細な分析を加えながら、養成する人材に社会的な需要
があることを確認する。【図表 H】からは、上述のとおり他の学部系統に引けを取らない全
国平均を上回る就職率及び就職希望率の高さが注目されるが、毎年一定数の教職系希望者・
教職系内定者があり、企業等のみならず教職関連でも人材需要に応えていることがわかる。
また企業規模別の就職割合をみると、企業規模の別なく一定の割合で安定した人材需要が
あり、大企業への就職割合も 3 年前と比較して増えてきていることがわかる。さらに、企業
業種別の就職実績は【図表 I】のとおり推移しており、業種を問わず様々な企業等において
採用が行われていることがわかる。とりわけ「製造業」「卸売業、小売業」「情報通信業」の
３つの業種がいずれの年も占有率の上位を占めており、特に人材需要の高い業種であるこ
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とがわかる。また「建設業」の占有率が過年度に比べて増えており、本学部のインテリア・
プロダクトデザインコースの領域における人材需要の高まりが確認される。さらに、直近 4
ヵ年における企業からの求人受付件数は【図表 J】のとおりである。企業等の採用活動が紙
媒体での直接の求人から採用サイトを活用した web での求人に移行しつつあり、また令和
2(2020)年度においては新型コロナ禍の影響もあって前年より減少したものの、芸術学部の
定員変更後の入学定員 220 人に対して現下の状況でも約 4 倍の求人があることがわかる。 

上記のように様々な業種の企業等において広く採用実績や求人があることは、昨今、芸術
的素養が広く企業活動等の多くの場面で求められ始めているとともに、本学及び本学部が
特に重視している人間力教育への評価の高まりによるものと考えている。本学では建学の
精神「桃李不言下自成蹊」を体現する「人間力」のある人材の育成に向けて、近年全学的な
改革を進めてきた。人間力を構成する要素として、リテラシー、コンピテンシー、ディグニ
ティの３つの要素を掲げ、「大阪成蹊大学 LCD 教育プログラム」を全学的に展開している
(【資料 E】「大阪成蹊大学 LCD 教育プログラム概念図」参照)。単に専門性を身につけただ
けの人材では社会で活躍することはできないとの考えから、高い人間力・社会人基礎力の修
得をめざすことのできる教育体系の確立をめざしたものである。 

本学では、企業、自治体等との連携によるプロジェクト型授業に力を入れており、その取
組みの内容や成果を「学外連携学修報告書」のかたちで毎年取りまとめている。令和 2(2020)
年度の取組みの概要は【資料 C】のとおりであり、芸術学部においても、様々な企業、自治
体等と連携しながら課題を解決するプロジェクト型授業を展開している。また令和 3(2021)
年度の実施予定を含む直近 5 ヵ年のプロジェクト型授業は【図表 K】のとおりであり、社会
的・地域的な人材が必要とされる各フィールドでの実践的な連携授業を継続して実施して
いる。地域・社会の実際の課題解決を図るこうしたプロジェクト型の授業では、企業・自治
体等の方々との関わりのなかで課題を明確にし、企画を練り上げ、最終プレゼンテーション
を行い、講評をいただきながら企画を実現していくものが多い。地域・社会の多くの方々の
協力のもと人材育成を行っていることからも、本学部の学びと育成する人材に対する理解
と高い期待・需要があることがわかる。 

LCD 教育の展開とともに、リアセック社「PROG テスト」を用いて、リテラシー、コン
ピテンシーの伸長を客観的に測定し教育効果の検証を行っている。令和 2(2020)年度の芸術
学部 3 年生の入学時からの各要素の伸長は【図表 L】のとおりとなっており、対課題基礎力
の計画立案力を除き全ての要素が伸長していることがわかる。 

 
芸術学部造形芸術学科の収容定員増に関して、企業等における人材需要等を明らかにす

る目的で実施した「大阪成蹊大学 芸術学部 造形芸術学科の定員増に係る人材需要アンケ
ート調査」の結果を記載する。過去に本学部の卒業生の採用実績や求人のある企業等を中心
に 300 社を抽出して、本調査への協力を依頼した。調査の概要及び結果は【資料 D】「大阪
成蹊大学 芸術学部 造形芸術学科の定員増に係る人材需要アンケート調査報告書」のとお
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りである。「Q3．貴社・貴団体は、大阪成蹊大学「芸術学部 造形芸術学科」が養成する人
材について、これからの社会が求める人材として必要だと思われますか。」という設問に対
して、「1.社会的な需要は極めて高い」「2.社会的な需要は高い」と回答した企業等の割合は
86.7%となり、本学部の養成する人材への社会的・地域的な人材需要が極めて高いことがわ
かる。また「Q4．貴社・貴団体は、大阪成蹊大学「芸術学部 造形芸術学科」を卒業した学
生について、何名程度採用したいと思われますか。」という設問では、定員変更後の入学定
員 220 人の約 2.6 倍となる 584 人の採用希望があることが明らかとなっている。「Ｑ２．関
西 2 府 4 県における貴事業所の有無をお答えください。」という設問に対する回答状況から、
回答企業等の多くが京阪神を中心に事業所を持っていることが明らかとなっており、Q4 の
結果について、特に地域的な人材需要が高まっていることを確認することができる。これら
に加え、「Ｑ５．社会で求められる汎用的な能力・態度・志向とされる以下のジェネリック
スキルのうち、貴社が採用活動を行うにあたって特に重視するものは何ですか？」という設
問では、「リテラシー」では「課題発見力」「情報収集力」「情報分析力」、「コンピテンシー」
では「協働力」「実践力」「行動持続力」が特に重視されていることが明らかとなった。本学
部では、教育目的に掲げる人材の育成をめざして、PBL 授業や早期インターンシップ、ア
クティブラーニングなどを大きな特色とし、実社会とのかかわりの中で芸術のあり様を追
求する学びを展開している。先に見た PROG テストの結果のとおり、今回のアンケートに
よって明らかになった企業等が特に重視する要素についても総じて伸長しており、社会的・
地域的な人材需要に応えるかたちでの人材育成ができていると言える。また企業が採用に
あたって特に重視するコンピテンシーとして確認されたのが「協働力」と「実践力」であっ
たが、本学部のディプロマ・ポリシーは「確かな専門性」「社会で実践する力」「協働できる
素養」「忠恕の心」の 4 つの大項目で構成しており、企業等の人材ニーズに合致した教育目
的・人材像を掲げていることも改めて確認された。 

以上の通り、本学部の定員増に対する地域的・社会的な人材需要の高まりが明らかとなっ
ており、今後も、多様な人々とコミュニケーションを取り、協働して課題解決する力や、自
律的に物事を考え、主体的に行動する能力等を培う学びを重視しながら、造形芸術の専門性
と社会人基礎力を兼ね備えた「人間力」のある人材の育成に力を入れていきたい。 
 

以上より、本学部の育成する人材は、社会的・地域的な人材需要に十分に応えるものであ
ると言える。 
 
教育学部教育学科初等教育専攻 
①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

時代が求める新しい教育への対応と普遍的な教育の営みとを総合的・専門的に学修し、未
来を切り拓く子どもの「生きる力」を育むことのできる幅広い教養をもった専門職業人を育
成する。特に初等教育専攻では、将来希望する進路に応じて、小学校教諭免許状、幼稚園教
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諭免許状、保育士資格を取得し、主に小学校教員、幼稚園教員、保育士をめざす。 
 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
社会的な人材需要の動向 

経済協力開発機構（OECD）が毎年刊行する「図表でみる教育」 によれば、日本の初等
教育における学級規模は、OECD 加盟国の中でも最大規模の一つであることが明らかとな
っている。まず平成 26(2014)年時点において、わが国における初等教育段階の平均学級規
模は 1 クラス当たり 27 人であり、OECD 加盟国の中で 2 番目に多かった（OECD 平均：
1 クラス当たり 21 人）。また、同資料では、教員の総法定勤務時間数についても明らかにし
ているが、就学前教育から後期中等教育の教育段階のすべてで年間 1,891 時間となってお
り、OECD 平均が、就学前教育段階で 1,577 時間、初等教育段階で 1,585 時間となってい
ることを鑑みると、わが国の各教育段階における法定勤務時間数の多さが明白である。
OECD「日本－カントリーノート－図表でみる教育：OECD インディケータ 2016 年版」 
では、こうした国際比較におけるわが国の教育状況に対して、法定勤務時間及び勤務日数の
多さに対して授業時間の割合が低いことを指して、「日本では授業の準備、添削、教育相談、
課外活動、事務業務、生徒指導、職員会議などの授業以外の活動に非常に多くの時間が費や
されていることを示している」と結論づける。こうした状況は、令和 2(2020)年に公表の同
調査においても同様の傾向となっており、わが国における初等教育段階の平均学級規模は 1
クラス当たり 27 人であり、OECD 加盟国の中で 2 番目に多く（OECD 平均：1 クラス当
たり 21 人）、教員の法定勤務時間数は年間 1,736 時間で OECD 平均を依然として大きく上
回る（OECD 平均：就学前教育段階で 1,562 時間、初等教育段階で 1,549 時間）。 

文部科学省では「次世代の学校指導体制強化のためのタスクフォース」において、平成
27(2015)年 11 月より今後の教職員定数等の在り方についての検討を行っており、平成
28(2016)年 7 月に「次世代の学校指導体制の在り方について（最終まとめ）」を公表した。
そこでは、上記 OECD にみる国際比較に対して、「教員が、教科指導、生徒指導、部活動指
導等を一体的に担う『日本型学校教育』は、大きな成果を上げる一方、現在の教員の勤務実
態や、後述の『更なる対応が必要な課題』を踏まえると、現状のままの指導体制で、これま
でと同様の効果を上げていくことは困難になっている」と認識している。なおここで示され
る「更なる対応が必要な課題」とは、グローバル化の進展や人工知能（AI）の飛躍的な進化
など社会の加速度的な変化、格差の再生産化・固定化、特別支援教育の対象となる子どもの
増加、いじめ、児童虐待など児童生徒を取り巻く諸課題の複雑化・多様化、外国人生徒等の
増加、過疎化の進行、地域社会の支え合いの希薄化、家庭の孤立化などがあげられる。同報
告では、「『次世代の学校』指導体制実現構想（中期見通し）（仮称）」に盛り込むべき事項と
して、「１．学修指導要領改訂による『社会に開かれた教育課程』の実現」「２．多様な子供
たち一人一人の状況に応じた教育」「３．『次世代の学校・地域』創生プランの推進」の 3 つ
の大きな目的別に定数の充実を示している。また、特に「２．多様な子供たち一人一人の状
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況に応じた教育」では、「①発達障害等の児童生徒への『通級による指導』の充実」及び「②
外国人児童生徒等教育の充実」に対応する教職員定数については基礎定数化する方針を示
している（【資料 18】文部科学省「次世代の学校指導体制の在り方について（最終まとめ）」
参照）。 
 上記のタスクフォースにおける検討を踏まえ、平成 29(2017)年度予算の閣議決定にあっ
ては、令和 8(2026)年度までの 10 年間で、加配定数（平成 28 年度：約 6.4 万人）の約 3 割
を基礎定数化すること等を内容とした義務標準法改正案を提出する方針が改めて示され、
平成 29(2017)年 3 月、「義務教育諸学校等の体制の充実及び運営の改善を図るための公立
義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律の一部を改正する法律案」
が成立した。障害に応じた特別の指導（通級による指導）のための基礎定数、日本語能力に
課題のある児童生徒への指導のための基礎定数、初任者研修のための基礎定数、少人数指導
等の推進のための基礎定数が新設されることとなり、今後も中期的な見通しのもと、教職員
定数の改善を検討していくこととなった（【資料 19】中央教育審議会 初等中等教育分科会
「義務教育諸学校等の体制の充実及び運営の改善を図るための公立義務教育諸学校の学級
編成及び教職員定数の標準に関する法律の一部を改正する法律の概要」（平成 29 年 4 月 18
日）（抜刷）参照）。 
 さらに、令和 2(2020)年、財務省での令和 3(2021)年度予算案の事前閣僚折衝の場におい
て、公立小学校の学級編成を、現在の 40 人から 5 年間をかけて段階的に下げ、全学年で 35
人とすることで合意された。学級編成の引き下げは約 40 年ぶりのことであり、16 年ぶりに
教職員定数改善計画（第 8 次教職員定数改善計画）が策定されることとなった。加配定数の
一部を基礎定数に切り替えることなどによる対応のため実質的な教職員の定数の増には直
結しないとされるが、自治体において計画的な教職員採用が可能になる。安心安全に十分に
配慮しながら、GIGA スクール構想や個別最適な学びの実現を担うことのできる教員の採用
が一層重要となる。 

こうした教職員定数の見直しに加え、今後、より多くの定年退職者の発生が見込まれてい
る。学校の教員構成並びに教員の個人属性、職務態様及び異動状況等を明らかにすることを
目的として、文部科学省が 3 年ごとに実施している学校教員統計調査のうち、平成 28（2016）
年 10 月 1 日現在の状況を調査した「平成 28 年度学校教員統計調査」 によると、公立の小
学校の年齢別教員数は【図表 34】のとおりであり、当該調査以降、令和 13(2031)年度まで
の 15 年間で、公立小学校では約 46.8%の教員が定年退職を迎えることが推計される。   

以上のとおり、複雑化・多様化する教育課題への対応が喫緊の課題となり、その方策とし
て教員定数の見直しを図る必要性が認識される一方で、大規模な退職教員の発生が確実な
ものとなっていることを鑑みると、本学教育学部において養成しようとする人材に対する
社会的な需要が今後も一定程度見込まれることが明らかとなる。 
 

また、幼稚園教員、保育士に対する社会的な需要も依然として高い。厚生労働省による委
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託調査「保育士の需給状況等に関する調査研究報告書 （平成 21 年度）」によれば、平成
29(2017)年度末には、全国の保育所で保育士が約 7 万 4 千人不足する見込みであった。ま
た厚生労働省「保育士関連状況取りまとめ（平成 28 年 4 月 1 日）」 によると、平成 28(2016)
年 4 月 1 日時点での全国の待機児童数は 23,553 人であり、保育所等定員が増加する一方で
未だ待機児童の解消には至っていなかった。こうした状況への政府の対応をみると、平成
25(2013)年度より、2 年後の「子ども・子育て支援新制度」の施行を待たずに、待機児童の
解消に向け「待機児童解消加速化プラン」を講じている。これは平成 25(2013)・26(2014)
年度を「緊急集中取組期間」として約 20 万人分の保育を集中的に整備することをめざし、
平成 27(2015)年度～平成 29(2017)年度を「取組加速期間」として更に整備を進め、潜在的
なニーズを含め、両期間で約 40 万人分の保育の受け皿を確保することをめざすものであっ
た。この結果、平成 25(2013)年度から平成 29(2017)年度の 5 年間で、約 53 万人分の保育
の受け皿を確保し、待機児童解消加速化プランの政府目標 50 万人分を達成することとなっ
た。平成 30(2018)年度からは、「子育て安心プラン」により、令和 2(2020)年度以降の待機
児童解消、維持を見据え、約 32 万人分の保育の受け皿拡大をめざしており、保育の担い手
となる保育人材として新たに約 7.7 万人を確保するため、処遇改善のほか、新規の資格取
得、就業継続、離職者の再就職といった支援に総合的に取り組むこととなった。平成
29(2017)年 12 月には、新しい経済政策パッケージにおいて、子育て安心プランを前倒しし、
令和 2(2020)年度末までに約 32 万人分の保育の受け皿を整備することが閣議決定されてい
る。このように政策的に保育の受け更拡大をめざしてきた結果、令和 2(2020)年 4 月に公表
された厚生労働省「保育所等関連状況取りまとめ（令和 2 年 4 月 1 日）」「子育て安心プラ
ン集計結果」にみられるように、待機児童数は大きく減少してきたものの依然 14,439 人が
確認される。また厚生労働省「保育士の有効求人倍率の推移（全国）」によれば、令和元(2019)
年 11 月時点、令和 2(2020)年 11 月時点のいずれにおいても、すべての都道府県で有効求
人倍率は 1.00 倍を超え、令和 2(2020)年 11 月時点の全国平均が 2.68 倍となり全職種の有
効求人倍率の全国平均 1.09 倍を大きく超えるなど、各事業所において保育士不足は依然と
して顕著であることがわかる（【資料 20】厚生労働省「保育士の有効求人倍率の推移（全国）」
参照）。こうした状況から、令和 2(2020)年 12 月には、待機児童の解消をめざし、女性の就
業率の上昇を踏まえた保育の受け皿整備、幼稚園やベビーシッターを含めた地域の子育て
資源の活用を進める「新子育て安心プラン」を取りまとめ、４年間で約 14 万人の保育の受
け皿を整備がめざされることとなった（【資料 21】厚生労働省「新子育て安心プランの概要」
参照）。 

また、内閣府「認定子ども園に関する状況について（令和 2 年 4 月 1 日現在）」 による
と、認定子ども園数の推移は【図表 35】のとおりであり、平成 23(2011)年から令和２(2020)
年にかけて、公立が 149 園から 1,272 園、私立が 613 園から 6,744 園と急増していること
が明らかとなっている。なかでも、「幼保連携型」の認定子ども園の割合が非常に大きくな
っていることが確認されるが、幼保連携型の認定子ども園は、「幼稚園教諭免許状」と「保
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育士資格」の両方の免許・資格を有することが原則とされている。またその他の認定子ども
園においても、両免許・資格を有することが望ましいとされており、近年では幼稚園教諭免
許状取得者による保育士資格取得、または保育士資格取得者による幼稚園教諭免許状取得
を促す支援策も実施されている。本学教育学部では、幼稚園教諭免許及び保育士資格の両方
の取得が可能なカリキュラムを編成しており、こうした人材の養成という点においても、社
会の要請に応えるものであると考えている。 
 

さらに、文部科学省「平成 28 年度学校教員統計調査」 によると、幼稚園教員の平均勤務
年数の短さが特徴的である。小学校、中学校、高等学校の教員の平均勤務年数が約 18 年か
ら 19 年であるのに対し、幼稚園の教員の平均勤務年数は約 10 年となっており、他と比べ
て大きな差がある。平成 28(2016)年度の調査では、全国の幼稚園の本務教員数 95,909 人に
対し離職者数は 10,239 人（約 10.7%）であり、平成 25(2013)年度の同様の調査では幼稚園
教員数 106,124 人に対し離職者数は 11,710 人（約 11.0%）、平成 22（2010）年度の同様の
調査では幼稚園教員数 106,286 人に対し離職者数は 11,401 人（約 10.7%）となっており、
いずれの年の調査においても全体の 10%超が離職していることが明らかとなっている。こ
うした状況からも、幼稚園教員の採用需要について、今後も一定程度保持されていくことが
わかる。 
 

以上、本学部初等教育専攻の育成しようとする人材にあっては、今後も社会的な人材需要
が続くことが見込まれるとともに、社会的な人材育成の要請に応えるものである。 
 
地域的な人材需要の動向 

文部科学省「平成 28 年度学校教員統計調査」における「都道府県別 年齢別 本務教員数」
をもとに推計する、本学の所在する大阪府及び、近隣都道府県である京都府、兵庫県におけ
る公立の小学校教員の令和 7(2025)年度（収容定員変更後の完成年度）以降の定年退職者数
の推移は【図表 36】のとおりである。小学校教員にあっては、令和 10(2028)年度を境に増
加傾向に転じ、令和 18(2036)年度以降は 1,000 人を越える退職者数が続くことが見込まれ
る。こうした退職者数の推計に加えて、大阪府、京都府、兵庫県は、他の都道府県と比較し
て、教員の平均勤務年数が短い傾向にあるという地域的な特徴が確認される。文部科学省に
よる「平成 28 年度学校教員統計調査」をもとに作成した各都道府県の小学校における平均
勤務年数順位は【図表 37】のとおりである。小学校において大阪府、京都府、兵庫県のい
ずれの府県も全国平均を下回るほか、特に本学の所在する大阪府において、こうした傾向が
顕著であることが明らかになっている。先にみた定年退職者数の推計に加えて、本学の所在
する大阪府を中心とする近隣都道府県の学校において定年を迎える前に退職する教員数も
全国に比して多くが見込まれることとなり、地域における各学校教員の退職に伴う人材の
需要がより一層見込まれることが予測される。また、大阪府の公表する「年齢（5 歳階級）
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別推計人口」によると、大阪市の令和２(2020)年 12 月 1 日時点の 5 歳階級別の推計人口
は、「0～4 歳」が 99,384 人、「5～9 歳」が 96,229 人、「10～14 歳」が 96,090 人であること
が確認され、このように学齢期に至る人口が段階的に増えていくことを鑑みれば、本学の所
在する大阪市においても小学校教員等の採用枠は一定の規模が保たれていくことが予想さ
れる。  
 

次に、大阪府の保育所等利用待機児童数の推移は【図表 38】のとおりである。平成 29(2017)
年に高止まりの状況にあった待機児童数は大幅に減少した。しかし、認定こども園などの受
け皿が増える一方で保育士の確保が難しく、平成 29(2017)年度には約 1,500 人の保育士が
不足することが見込まれていたところ、大阪府における保育士の有効求人倍率の推移は【図
表 39】のとおりであり、平成 29(2017)年 12 月時点で 5.66 倍となるなど、全国と比しても
保育士需要が高い。大阪市では平成 28(2016)年に、全国初の取組みとして、新規採用保育
士等の雇用開始時に特別給付を実施することとして、新たな保育士の人材確保や離職防止
を図るなど、大阪府、大阪市を中心に、保育士の確保は依然として喫緊の課題である。大阪
府・大阪市では、現在、国家戦略特区制度に基づく地域限定保育士、実技試験の免除など、
人材不足を解消するための施策を導入しているが、容易には解消されない状況にある。保育
支援員のような保育士みなしの形での保育人材の確保案も提案されてきたが、平成
30(2018)年 4 月には厚生労働省より、保育は教育の性格を含むものであり、保育士みなし
を可能にするには保育士と同等の養成課程の確保が前提であること、配置基準の緩和では
なく保育人材の確保策に取り組むよう、見解が示されたところであることからも、本学が今
後、大阪府下の保育者養成において果たす役割は大きい。大阪府における令和 2(2020)年度
の保育士の有効求人倍率は 3.45 倍となっており、全国と比しても高い。 

さらに、大阪府における幼稚園及び幼保連携型認定こども園の推移は【図表 40】のとお
りであり、幼稚園からの移行に伴い幼稚園数が減少する一方で、幼保連携型認定こども園は
平成 26(2014)年の 40 園から令和 2(2020)年の 575 園とその数を伸ばしており、地域的に
見ても、特に幼稚園教諭免許状と保育士資格を併有した人材の需要は今後も一層高まるこ
とが予測される。 
 

最後に、大阪成蹊大学全体及び教育学部における過去 4 ヵ年の就職率、就職希望率は【図
表 41】の通り推移しており、文部科学省が毎年公表する全国の大学平均と比しても高い数
値で推移している。また同就職希望率も同様に、非常に高い水準を維持している。小学校教
諭、幼稚園教諭、保育士、教育関連企業をはじめとする一般企業のいずれの就職希望者にお
いても就職率は 100%となっているが、とりわけ、過去４ヵ年の小学校教諭をめざした学生
の就職状況は【図表 42】のとおりである。多くの学生が現役で採用試験を合格し、その他
の学生も講師採用され、学校現場で活躍している。特に、本学の所在する大阪府、大阪市の
教員採用試験では、開学から 4 年間で 53 名が現役合格しており、地域における教育人材の
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需要に大きく応えることができていると考えている。 
同じく、開学から 4 年間の幼稚園及び保育園への就職状況は、【図表 43】のとおりであ

る。3 年次における実習の受け入れ先のなかには、実習生を高く評価し、採用意欲を示す幼
稚園や保育所もあり、4 年連続で就職率 100%を誇っている。 

こうした就職実績の背景には、採用試験対策や就職活動支援に際しての本学部教員や職
員によるきめ細かなサポートはもとより、アクティブラーニング型授業の展開により確か
な専門性を育みながら、実習現場との密な連携によって理論と実践を往還する独自の実習
指導システムに対する地域社会からの高い評価がある。 
 
 また、近隣の 16 府市町教育委員会からは初等教育専攻並びに中等教育専攻の収容定員増
の要望書をいただいており、今回の定員増を契機として地域における人材需要に一層応え
ていきたいと考えている（再掲：【資料 2】「大阪成蹊大学教育学部収容定員増要望書（16 府
市町教育委員会）」参照）。 
 

以上より、本学部初等教育専攻の育成する人材は、社会的・地域的な人材需要に十分に応
えるものであると言える。 
 
教育学部教育学科中等教育専攻 
①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

時代が求める新しい教育への対応と普遍的な教育の営みとを総合的・専門的に学修し、未
来を切り拓く子どもの「生きる力」を育むことのできる幅広い教養をもった専門職業人を育
成することを教育目的としている。中等教育専攻では、中等教育段階における英語教育や保
健体育教育を中心に学修し、主に中学校・高等学校における英語科又は保健体育科の教員を
めざす。 

 
 

②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
社会的な人材需要の動向 

経済協力開発機構（OECD）が毎年刊行する「図表でみる教育」によれば、日本の前期中
等教育の学級規模は、OECD 加盟国の中でも最大規模の一つであることが明らかとなって
いる。平成 26(2014)年時点で、わが国における前期中等教育段階の平均学級規模は 32 人で
あり、OECD 加盟国の中で最も多くなっている（OECD 平均：1 クラス当たり 23 人）。ま
た、同資料では、教員の総法定勤務時間数と、各教育段階における授業時間数についても明
らかにしているが、教員の法定勤務時間数は、就学前教育から後期中等教育の教育段階のす
べてで、年間 1,891 時間となっており、OECD 平均が、就学前教育段階で 1,577 時間、初
等教育段階で 1,585 時間、前期中等教育段階で 1,609 時間、後期中等教育段階の普通プログ
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ラムで 1,588 時間となっていることを鑑みると、わが国の各教育段階における法定勤務時
間数の多さが明白である。OECD「日本－カントリーノート－図表でみる教育：OECD イ
ンディケータ 2016 年版」では、こうした国際比較におけるわが国の教育状況に対して、法
定勤務時間及び勤務日数の多さに対して授業時間の割合が低いことを指して、「日本では授
業の準備、添削、教育相談、課外活動、事務業務、生徒指導、職員会議などの授業以外の活
動に非常に多くの時間が費やされていることを示している」と結論づける。こうした状況は、
令和 2(2020)年に公表の同調査においても同様の傾向となっており、わが国における前期中
等教育段階の平均学級規模は 1 クラス当たり 32 人であり、OECD 加盟国の中で依然とし
て 2 番目に多く（OECD 平均：1 クラス当たり 23 人）、教員の法定勤務時間数は年間 1,736
時間で OECD 平均を依然として大きく上回る（OECD 平均：前期中等教育段階で 1,563 時
間、後期中等教育段階で 1,555 時間）。 

文部科学省では「次世代の学校指導体制強化のためのタスクフォース」において、平成
27(2015)年 11 月より今後の教職員定数等の在り方についての検討を行っており、平成
28(2016)年 7 月に「次世代の学校指導体制の在り方について（最終まとめ）」を公表した。
そこでは、上記 OECD にみる国際比較に対して、「教員が、教科指導、生徒指導、部活動指
導等を一体的に担う『日本型学校教育』は、大きな成果を上げる一方、現在の教員の勤務実
態や、後述の『更なる対応が必要な課題』を踏まえると、現状のままの指導体制で、これま
でと同様の効果を上げていくことは困難になっている」と認識している。なおここで示され
る「更なる対応が必要な課題」とは、グローバル化の進展や人工知能（AI）の飛躍的な進化
など社会の加速度的な変化、格差の再生産化・固定化、特別支援教育の対象となる子どもの
増加、いじめ、児童虐待など児童生徒を取り巻く諸課題の複雑化・多様化、外国人生徒等の
増加、過疎化の進行、地域社会の支え合いの希薄化、家庭の孤立化などがあげられる。同報
告では、「『次世代の学校』指導体制実現構想（中期見通し）（仮称）」に盛り込むべき事項と
して、「１．学修指導要領改訂による『社会に開かれた教育課程』の実現」「２．多様な子供
たち一人一人の状況に応じた教育」「３．『次世代の学校・地域』創生プランの推進」の 3 つ
の大きな目的別に定数の充実を示している。また、特に「２．多様な子供たち一人一人の状
況に応じた教育」では、「①発達障害等の児童生徒への『通級による指導』の充実」及び「②
外国人児童生徒等教育の充実」に対応する教職員定数については基礎定数化する方針を示
している（再掲：【資料 18】文部科学省「次世代の学校指導体制の在り方について（最終ま
とめ）」参照）。 
 上記のタスクフォースにおける検討を踏まえ、平成 29(2017)年度予算の閣議決定にあっ
ては、令和 8(2026)年度までの 10 年間で、加配定数（平成 28 年度：約 6.4 万人）の約 3 割
を基礎定数化すること等を内容とした義務標準法改正案を提出する方針が改めて示され、
平成 29(2017)年 3 月、「義務教育諸学校等の体制の充実及び運営の改善を図るための公立
義務教育諸学校の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律の一部を改正する法律案」
が成立した。障害に応じた特別の指導（通級による指導）のための基礎定数、日本語能力に
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課題のある児童生徒への指導のための基礎定数、初任者研修のための基礎定数、少人数指導
等の推進のための基礎定数が新設されることとなり、今後も中期的な見通しのもと、教職員
定数の改善を検討していくこととなった（再掲：【資料 19】中央教育審議会 初等中等教育
分科会「義務教育諸学校等の体制の充実及び運営の改善を図るための公立義務教育諸学校
の学級編成及び教職員定数の標準に関する法律の一部を改正する法律の概要」（平成 29 年
4 月 18 日）（抜刷）参照）。 
 

こうした教職員定数の見直しに加え、今後、より多くの定年退職者の発生が見込まれてい
る。学校の教員構成並びに教員の個人属性、職務態様及び異動状況等を明らかにすることを
目的として、文部科学省が 3 年ごとに実施している学校教員統計調査のうち、平成 28（2016）
年 10 月 1 日現在の状況を調査した「平成 28 年度学校教員統計調査」 によると、公立の中
学校、高等学校の年齢別教員数は【図表 44】【図表 45】のとおりであり、当該調査以降、令
和 13(2031)年度までの 15 年間で、公立中学校では約 47.8%、公立高等学校では約 51.2%
の教員が定年退職を迎えることが推計される。  
 

以上のとおり、複雑化・多様化する教育課題への対応が喫緊の課題となり、その方策とし
て教員定数の見直しを図る必要性が認識される一方で、大規模な退職教員の発生が確実な
ものとなっていることを鑑みると、本学教育学部において養成しようとする人材に対する
社会的な需要が今後も一定程度見込まれることが明らかとなる。 
 

さらに、本学中等教育専攻では、主に、英語又は保健体育の教科における教員免許の取得
を可能にしている。こうした教科に限定した場合の、教員の社会的需要を明らかにするもの
として、文部科学省「平成 28 年度学校教員統計調査」を基に、当該科目に限定した場合の
公立中学校、高等学校の教科別教員年齢構成は【図表 46】【図表 47】のとおりであり、英語
科教員は、中学校では平成 28 年の調査時から 10 年以内に全体の 25.3%、20 年以内に全体
の 54.5%が定年退職を迎えるほか、高等学校では 10 年以内に全体の 41.6%、20 年以内に
全体の 70.7%が定年退職を迎えることが予測される。また、保健体育科教員は、中学校で
は、平成 28(2016)年の調査時から 10 年以内に全体の 37.9%、20 年以内に全体の 59.0%が
定年退職を迎えるほか、高等学校では 10 年以内に全体の 42.2%、20 年以内に全体の 67.8%
が定年退職を迎えることが予測される。また、文部科学省「平成 28 年度教員採用等の改善
に係る取組事例」では、英語にかかる資格を持つものを対象とした選考や、スポーツ・芸能
での技能や実績を持つもの等を対象とした選考等、専門性等や人材の多様性に考慮した特
別の選考の実施状況の推移を【図表 48】のとおり明らかにしている。なかでも、英語資格、
スポーツ・芸術に関する特別の選考を実施している県市数は、平成 18(2006)年度から平成
28(2016)年度の 10 年間で大きくその数を伸ばしている。「令和２年度教師の採用等の改善
に係る取組事例」によると、令和元(2019)年度の公立学校教員採用選考試験において特別の
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選考を実施した県市数は、英語の資格等による一部試験免除の実施が中学校で 24 県市、高
等学校で 23 県市、加点の実施が中学校で 38 県市、高等学校で 33 県市となっており、スポ
ーツの技能や実績による特別の選考の実施した県市数は、中学校で 39 県市、高等学校で 39
県市となっていることから、特に中等教育における保健体育と英語に関する高い専門性を
備えた教育人材の育成が依然として求められていることがわかる（【資料 22】文部科学省 総
合教育政策局 教育人材政策課「令和２年度教師の採用等の改善に係る取組事例」（令和 2 年
8 月）（抜刷）参照）。以上のとおり、中等教育における「英語」「保健体育」の教科に限定し
た場合の教員に対する社会的需要についても、今後相当数が見込まれていることが明らか
となっている。 
 

以上、本学部中等教育専攻の育成しようとする人材にあっては、今後も社会的な人材需要
が続くことが見込まれるとともに、社会的な人材育成の要請に応えるものであるといえる。 
 
地域的な人材需要の動向 

文部科学省「平成 28 年度学校教員統計調査」における「都道府県別 年齢別 本務教員数」
をもとに推計する、本学の所在する大阪府及び、近隣都道府県である京都府、兵庫県におけ
る公立の中学校、高等学校教員の令和 7(2025)年度（収容定員変更後の完成年度）以降の定
年退職者数の推移は【図表 49】【図表 50】のとおりである。中学校教員にあっては、令和
9(2027)年度以降も 400 人前後の退職者数が安定して見込まれるほか、令和 19(2037)年度
以降は増加傾向が続くことが推測される。さらに、高等学校教員にあっても、令和 8(2026)
年度以降も安定して 300 人から 400 人程度の退職者数が見込まれる。 

こうした退職者数の推計に加えて、大阪府、京都府、兵庫県は、他の都道府県と比較して、
教員の平均勤務年数が短い傾向にあるという地域的な特長が確認される。文部科学省によ
る平成 28(2016)年度「学校教員統計調査」をもとに作成した各都道府県の中学校、高等学
校における平均勤務年数順位は【図表 51】【図表 52】のとおりである。中学校教員にあって
は、大阪府、京都府、兵庫県のいずれの府県も全国平均を下回る。また、高等学校教員にあ
っては、京都府が全国平均を上回っているが、兵庫県及び大阪府は下回っている。平均勤続
年数の短さは、特に本学の所在する大阪府においてその傾向が顕著であることが明らかに
なっている。先にみた定年退職者数の推計に加えて、本学の所在する大阪府を中心として近
隣都道府県の学校において定年退職を迎える前に退職する教員数も、全国に比して多くが
見込まれることとなり、地域における各学校教員の退職に伴う人材の需要がより一層見込
まれることが予測される。また、大阪府の公表する「年齢（5 歳階級）別推計人口」による
と、大阪市の令和２(2020)年 12 月 1 日時点の 5 歳階級別の推計人口は、「0～4 歳」が 99,384
人、「5～9 歳」が 96,229 人、「10～14 歳」が 96,090 人であることが確認され、このように
学齢期に至る人口が段階的に増えていくことを鑑みれば、本学の所在する大阪市において
も小学校教員等の採用枠は一定の規模が保たれていくことが予想される。  
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最後に、本専攻では教員免許の取得を卒業要件としておらず、一般企業への就職も卒業後

の進路として視野に入れている。平成 26(2014)年 4 月の教育学部開設に際して実施したの
と同様に、中等教育専攻において養成する人材の一般企業への就職に関する地域的な人材
需要の動向を明らかにするものとして、企業等への採用意向調査（アンケート）を平成
29(2017)年 1 月 13 日から 2 月 16 日の間で実施した。このアンケートは、本学就職部の職
員がアンケート用紙を持参し、企業・関係機関等の人事担当者に対して育成する人材像等を
含めた、設置の趣旨の説明を行ったうえで実施している。調査対象として、本学卒業生の採
用実績のある企業を中心に、100 社を抽出した。アンケートでは、「Ｑ１．大阪成蹊大学 教
育学部 教育学科 英語教育専攻(仮称)・保健体育教育専攻(仮称)の卒業生を採用する可能性
はありますか？（あてはまるもの１つに○を、1．を選択する場合には予定人数をご記入く
ださい）」との設問に合計 67 社から「採用したい」との回答を得、予定採用人数の合計は
147 人となった。変更後の入学定員 70 人に対し、2.1 倍の採用人数の回答を得ている（【資
料 23】「大阪成蹊大学 マネジメント学部 国際観光ビジネス学科（仮称） 教育学部教育学
科 英語教育専攻（仮称）・保健体育教育専攻（仮称） 設置構想についての採用意向アンケ
ート調査報告書」参照）。 なお、本アンケート調査において、実施後に中等教育専攻英語教
育コース及び保健体育教育コースへと名称の変更をしているが、養成する人材像等に変更
はなく、採用意向調査の有効性は担保されていると考えている。 
 また、平成 30(2018)年度における中等教育専攻の開設時にいただいた要望書に続き、こ
の度、近隣の 16 府市町教育委員会からは初等教育専攻並びに中等教育専攻の収容定員増の
要望書をいただいており、今回の定員増を契機として地域における人材需要に一層応えて
いきたいと考えている（再掲：【資料 2】「大阪成蹊大学教育学部収容定員増要望書（16 府市
町教育委員会）」参照）。 
 

以上より、本学部中等教育専攻の育成する人材は、社会的・地域的な人材需要に十分に応
えるものであると言える。 
 
国際観光学部国際観光学科 
①人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる「グローバル化が進む産業及び観光
関連産業に係るビジネスとマネジメントに関する基礎的能力とスキル」及び「国際コミュニ
ケーションに関する基礎的能力とスキル」を備え、持続可能な観光経営モデルの創出や地域
における観光政策・観光振興、グローバル市場を視野に入れた国際ビジネスの展開など、グ
ローバル化が進む産業及び観光関連産業における現代の多様な経営課題の解決に貢献でき
る人材を育成する。 
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②上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な根拠 
社会的な人材需要の動向 

国土交通省観光庁による平成 15(2003)年の「ビジット・ジャパン事業」の取組み以降、
訪日外客数の増加が始まり、特に平成 23(2011)年以降、急激に訪日外客数が増加してきた。
平成 27(2015)年末には訪日外国人が約 2,000 万人となり、経済発展の著しいアジア諸国の
台頭、令和 2 年(2020)年の東京オリンピック・パラリンピックといった国家的イベントの
開催決定等を勘案し、訪日外国人受け入れ目標は令和 2 年(2020)年に 4,000 万人、令和
12(2030)年に 6,000 万人へと上方修正されることとなった（【資料 24】明日の日本を支える
観光ビジョン構想会議「明日の日本を支える観光ビジョン―世界が訪れたくなる日本へ―」
（平成 28 年 3 月 30 日）（抜刷）参照）。その後、平成 31(2019)年 1 月から 12 月における
訪日外客数は約 3,200 万人となり、順調に訪日外客数は増加してきた。また国土交通省観光
庁による観光統計の速報値「訪日外国人消費動向調査 2019 年全国調査結果（確報）」 によ
ると、令和元(2019)年の訪日外国人旅行消費額は過去最高の約 4.8 兆円を記録して、1.1 兆
円であった平成 24(2012)年以降、7 年連続で対前年増を記録していることからも、わが国
におけるインバウンド需要の大きさが見て取れる。 
 これまで市場規模の拡大が続き、観光産業が我が国の基幹産業となるなか、観光経営人材
の不足は大きな課題のままであった。平成 28(2016)年版の「観光白書」では、「我が国の観
光系大学の学科等における教育内容による分類」を示しており、我が国の大学では、人文・
社会科学系等を中心とした学科が多く、経営系の学科は全体的に少ないことを指摘してい
る（【資料 25】観光庁「平成 28 年版観光白書」（抜刷）参照）。同白書では、「質の高い観光
サービスを支える観光産業の革新」に向けて、「質の高い観光サービスを提供するためには、
観光産業の品質向上・生産性の高い国際競争力のある産業への変革」が必要だが、「宿泊業、
旅行業などは、インバウンド市場の急速な拡大等の変化に応えられておらず、人材育成も不
十分」であるとし、「観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹産業」にするた
めの施策の一つに、「産業界ニーズを踏まえた観光経営人材の育成・強化」を掲げている。
こうした問題意識から、平成 29(2017)年に「産学連携による実務人材育成ワーキンググル
ープ」が立ち上げられ、平成 30(2018)年 3 月に報告書が公表された。大学における観光産
業を支える人材育成に必要なことを提示する本報告書では、求められる観光人材像として、
①変化やニーズを分析できる人材、②新しい価値を創造できる人材、③地域の魅力を伝え、
活用できる人材の 3 点が示され、教育課程に盛り込むべき要素として①グローバル、②ロ
ーカル、③経営、④情報、⑤係数感覚、⑥ホスピタリティの 6 点が示された。前述の観光白
書の記述と併せて、こうした状況からは、我が国の観光関連産業において、とりわけ経営の
専門性を有した人材の育成が急務となっていることが明らかである。 

また、観光関連産業に限らず、グローバル化に対応できるビジネス人材の需要もまた長年
に亘り高まっていたところである。一般社団法人日本経済団体連合会は、平成 21(2009)年
には既に「グローバル人材の育成に向けた提言」を発表しているが、そのなかで「グローバ
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ル人材」とは、「日本企業の事業活動のグローバル化を担い、グローバルビジネスで活躍す
る（本社の）日本人及び外国人人材」と定義している。提言では、同団体が実施したアンケ
ート調査から、「事業活動のグローバル化に対応した人事戦略の方向性」として、約 40％の
企業が「海外赴任を前提とした日本人の採用・育成を拡充」することを考えていることを示
している。平成 26(2014)年 5 月に発表された同団体の「グローバルに活躍できるマネジャ
ーの確保・育成に向けた取り組み」では、海外事業がグループ全体の成長の牽引役となり、
海外拠点の戦略的重要性がますます高まっていると述べられる一方で、企業の多くがグロ
ーバルに活躍できるマネジャーをいかに確保・育成していくかが重要な課題と認識しなが
らも、9 割以上の企業が現状、予想ともにグローバルに活躍できる日本人が不足しているこ
とを課題として示している。更に、同団体は、平成 27(2015)年 3 月に「グローバル人材の
育成・活用に向けて求められる取り組みに関するアンケート結果」を公表したが、経団連会
員企業 1,314 社及び地方別経済団体加盟企業を対象にした調査によって明らかとなった「グ
ローバル事業で活躍する人材に求められる素質、知識・能力」は【図表 53】のとおりであ
り、海外との社会・文化、価値観の差異に対する理解や、外国語によるコミュニケーション
力を持ち、マネジメント力とチャレンジ精神を持った人材が求められていることが分かる。 

平成 29(2017)年 7 月には総務省より「グローバル人材育成の推進に関する政策評価書」
が公表された。グローバル人材の主要な需要者である海外進出企業 4,932 社を対象に実施
した意識調査の結果を掲載しているが、約 7 割の企業で海外事業に必要な人材が不足又は
どちらかといえば不足していると回答しており、グローバル人材にあてはまる新卒採用者
について大企業では約 6 割の企業がここ 10 年で増加又はやや増加していると回答する一
方、中小企業では約 3 割の企業が回答するに留まっているなど、人材の供給が十分に追い
付いていないことがわかる。また、新卒採用者のグローバル人材としての評価は、「語学力・
コミュニケーション能力」については約 6 割の企業がここ 10 年で向上又はやや向上してい
ると回答している一方、「異文化理解の精神」については約 5 割の企業、「主体性・積極性」
については約 3 割の企業にとどまっている。さらに、大学に求める取組については、「海外
留学の促進」が 49.7%、「異文化理解に関する授業の拡充」が 48.1%、「ディベート等の対話
型の授業の拡充」が 46.5%、「英語授業の拡充」が 42.4%、「外国人留学生・教員の受入れに
よる学内国際化」が 36.3%の順に高く、海外留学の有無や語学力の涵養のみならず、異文化
理解やディベートなど多様な文化を持つ人々とのコミュニケーション能力の涵養に関する
教育も期待されていることがわかる（【資料 26】総務省「グローバル人材育成の推進に関す
る政策評価書」（平成 29 年 7 月）（抜刷）参照）。 

本学部では、1 年次にカナダでの語学留学・ホームステイを 3 週間、3 年次に英語圏の国
を中心に語学や専門の学び、インターンシップ等を目的にする留学・ホームステイを 4～8
ヶ月できるよう教育課程を編成するほか、専門教育の充実のみならず、グローバルビジネス
人材として活躍するために必要となる語学力を養うための教育課程と指導体制を大きな特
色としており、多くの企業が持つグローバル人材ニーズに応えることのできる教育目的、教
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育内容を有していると考えている。そして、先述した昨今のインバウンドの拡大は、我が国
の企業に対して、従来のような生産能力の増強と輸出拡大による海外進出に見て取れるよ
うなグローバル戦略とともに、内なるグローバル化によるインバウンド型のグローバル戦
略の必要性を突きつけるものであり、経営学を学問の中心に据え、国際ビジネスと観光ビジ
ネス、地域観光振興などに関する経営学の専門性を深めていくことのできる本学部の教育
課程は、企業で活躍できるグローバル人材を育成していく上で、大きな強みであると考えて
いる。 

 
さて、こうしたインバウンド需要の拡大や急速なグローバル化のなかでめざされていた

人材像とその需要は、今後どのように変化していくのだろうか。観光庁「旅行・観光消費動
向調査 2019 年年間値（確報）」によれば、日本人国内宿泊旅行・日本人国内日帰り旅行額の
合計は約 22 兆円に上り、訪日外国人旅行者の旅行消費額 4.8 兆円を大きく上回る結果とな
った。今後、インバウンド需要の回復にある程度の時間が必要となる場合であっても、まず
国内の旅行・観光を活性することが日本の観光業の未来にとって極めて重要である。また、
日本政策投資銀行・公益財団法人日本交通公社「訪日外国人旅行者の意向調査」によると、
アフターコロナにおいて旅行したい国や地域に関する調査では、日本への旅行がアジア居
住者の間で第 1 位、欧米豪居住者の間で第 2 位となり、世界中で多くの人々が日本を再び
訪れたいと思っていることが明らかとなっている。従来より旅行者の約 6 割がリピーター
であることからわかるように、リピート率が高いのも日本の大きな特徴で、国境の往来が緩
和されるにつれて、これまで以上のインバウンド需要が期待されている。こうしたことから
分かるのは、新しい観光のあり方を模索しながら、国内の需要喚起から始め、来るインバウ
ンド需要の回復期に向けて十分な準備をすることが非常に重要だということである（【資料
27】 日本政策投資銀行・公益財団法人日本交通公社「DBJ・JTBF アジア・欧米豪 訪日外
国人旅行者の意向調査」（2020 年 8 月 18 日）（抜刷）参照）。令和 2(2020)年 12 月に公表さ
れた観光戦略実行推進会議「感染拡大防止と観光需要回復のための政策プラン」によると、
感染拡大防止策の徹底を大前提にして、当面の観光需要の回復を担う日本人国内旅行の需
要を強力に喚起しつつ、本格的なインバウンド回復に備えた取組みを進めることとなった。
そのなかでは、「国内外の観光客を惹きつける滞在コンテンツ充実」として、地域に残る縦
割りの打破と地域に眠る観光資源の磨き上げ、高付加価値・滞在型コンテンツの造成、デジ
タル技術を活用したコンテンツ磨き上げや、「観光地の受入環境整備」として観光地等にお
ける多言語対応、最先端技術を活用したストレスフリーな旅行の実現、また事業者間での連
携・協業による収益性の拡大、公共施設の魅力と収益力を向上するための民間活力の導入な
ど、既存の観光様態における様々な変革の必要性が掲げられている（【資料 28】観光庁「感
染拡大防止と観光需要回復のための政策プラン（概要）」（観光戦略実行推進会議）（抜刷）
参照）。現下の状況で、こうした変革を担うことのできる国際観光人材は、観光関連産業を
はじめとする企業や自治体において十分育っているとは言い難い。 
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以上より、訪日外客数の増加を伴う我が国の観光関連産業の活発化や産業のグローバル

化を背景にして、経営学を基礎とした国際ビジネスや観光ビジネス、地域観光振興経営の高
い専門性を有する人材の需要は今後も一層高まってくる。グローバル化が進む産業及び観
光関連産業における「ビジネスとマネジメントに関する基礎的能力とスキル」と、「国際コ
ミュニケーションに関する基礎的能力とスキル」を備えた本学科における人材の育成は、上
記のとおり社会の要請に応えるものである。 
 
地域的な人材需要の動向 

本学が位置する大阪府では、大阪を新たな成長軌道に乗せるため、概ね令和 2(2020)年ま
での 10 年間の成長目標を掲げて、およそ 3 年から 5 年の短期・中期の具体的な取組み方向
を明らかにするものとして、平成 22(2010)年より「大阪の成長戦略」を策定している。社
会経済情勢の変化に応じて、具体的な取組内容について適宜、追加修正を行うなど、基本的
な方向性を堅持しつつも、必要に応じ柔軟に見直しを図っていくものであり、これまでに 2
度の改訂が図られている。平成 25(2013)年の改訂では、平成 23(2011)年に策定された大阪
市の「大阪市経済成長戦略」と大阪府の「大阪の成長戦略」を、「大阪の成長戦略」に一本
化することが図られた。そして、平成 28(2016)年の改訂では、目標年次である令和 2(2020)
年の大阪・関西の姿（将来像）を明示し、その実現に向けた重点的な課題とその解決に向け
た取組みを一層明確化するものとなった。「成長に向けた課題、施策展開の方向性」として
「内外の集客力強化」「人材力強化・活躍の場づくり」「強みを生かす産業・技術の強化」「ア
ジア活力の取り込み強化・物流人流インフラの活用」「都市の再生」を「成長のための 5 つ
の源泉」と位置づけた。特に、国際ハブ化する関西国際空港、阪神港を拠点としたグローバ
ル市場への挑戦と観光関連産業の活性化により、外需を稼ぎ内需を生み出しながら、大阪
府・大阪市を「価値創造都市」及び「中継都市」とすることが、成長戦略のなかでも特に重
要なテーマとなっている（再掲：【資料 4】大阪府・大阪市「大阪の成長戦略（2016 年 12 月
版）（抜刷）」参照）。さらに、平成 30(2018)年 3 月には、インバウンドの増加、雇用環境の
変化、第 4 次産業革命の進展など、大阪を取り巻く社会情勢の大きな変化への対応が求め
られていること、また、令和 7(2025)年に開催予定の万博や統合型リゾート（IR）などの動
きも具体化してきていることから、新たに重点化を図る分野として、「健康・医療関連産業
の世界的なクラスター形成」「インバウンドの増加を契機としたアジア市場の取り込み強化」
「第 4 次産業革命に対応したイノベーションの促進と生産性向上」「人口の減少と産業構造
の変化に対応した人材強化」の 4 点が示された（再掲：【資料 5】大阪府・大阪市「大阪の
成長戦略（2018 年 3 月改訂版）（抜刷）参照）。 

また時期を同じくして、世界的な創造都市、国際エンターテイメント都市へ加速し、令和
2(2020)年へ向け大阪を世界にアピールするために、内外から人、モノ、投資等を呼び込む
「強い大阪」と世界に存在感を示す「大阪」の実現を目的として、「大阪都市魅力創造戦略
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2020」が策定された。「観光・都市魅力」「文化」「スポーツ」「国際化」の 4 つの分野ごと
に、合わせて 10 の「目指すべき都市像」を設定し、「大阪全体の都市魅力の発展・進化・発
信」「文化・スポーツを活かした都市魅力の創出」「世界有数の国際都市を目指した受入環境
の整備」の 3 つの観点から、計画期間中に重点的に取り組む施策を掲げたものである。「大
阪全体の都市魅力の発展・進化・発信」では、「世界に誇れる自慢の都市」「安全で安心して
楽しめる 24 時間おもてなし都市」「多様な人材が集う観光・MICE 都市」「多様な楽しみ方
ができる周遊・滞在都市」の４つの都市像が示され、重点取組として、世界第一級の文化・
観光拠点形成・発信（夢洲での IR を含む国際観光拠点形成等）や多様な観光資源の発掘・
発信（国内外の人々を惹きつけるキラーコンテンツ創出等）がめざされることとなった（再
掲：【資料 6】大阪府・大阪市「大阪都市魅力創造戦略 2020」（抜刷）参照）。なお現在、「大
阪都市魅力創造戦略 2025」の策定がめざされており、「安全で安心して滞在できる 24 時間
おもてなし都市」「大阪ならではの賑わいを創出する都市」「多様な楽しみ方ができる周遊・
観光都市」「世界水準の MICE 都市」などこちらも 10 の「めざす都市像」を掲げて「世界
第一級の文化・観光拠点の進化・発信」や「大阪の強みを生かした魅力創出・発信」「さら
なる観光誘客に向けた取組み」「戦略的な MICE 誘致の推進」などに重点的に取組むことが
現時点で検討されている。フェーズ１としてまず国内の観光需要喚起等に向けた取り組み
を推進し、令和 4(2022)年には令和元(2019)年の水準を上回ることをめざし、またフェーズ
２では国内に加えインバウンドも対象とした誘客を促進するなど令和 7(2025)年に向けて
取組みを加速度的に推進していくことがめざされている（【資料 29】大阪府・大阪市「大阪
都市魅力創造戦略 2025（案）」【概要版】（令和 3 年 1 月 25 日）参照）。 

 
また、学部の設置に際して、地域的な人材需要の動向を明らかにするものとして、企業等

への採用意向調査（アンケート）を令和３年 1 月 25 日から 2 月 26 日の間で実施した（【資
料 30】「大阪成蹊大学国際観光学部設置構想についての採用意向アンケート調査報告書」（令
和 3 年 3 月 17 日）参照）。このアンケートは、本学就職部の職員がアンケート用紙を持参
し、企業等の人事担当者に本学に新設する学科の概略を記した案内をもとに、育成する人材
像等を含めた、学科設置の趣旨の説明を行ったうえで実施したものである。調査対象として、
本学の採用実績企業を中心に 41 社を抽出した。アンケートでは、「Ｑ１．大阪成蹊大学国際
観光学部（仮称）の卒業生を採用する可能性はありますか？」との設問に 35 社から「採用
したい」との回答を得、回答を得た人数の合計は 100 人となった。調査を依頼した企業に
対する採用意向の回答率は 85.3%と高く、観光関連産業のほか広く様々な企業に人材需要
があることが明らかとなっている。  
 

以上より、本学部の人材養成の目的である現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求め
られる「グローバル化が進む産業及び観光関連産業に係るビジネスとマネジメントに関す
る基礎的能力とスキル」及び「国際コミュニケーションに関する基礎的能力とスキル」を備
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え、グローバル化が進む産業及び観光関連産業における現代の多様な経営課題の解決に貢
献できる人材の育成は、上記のとおり社会・地域の要請に応えるものである。 
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【図表1】経営学部経営学科の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

（見込み）

入学定員 90 70 70 110 110

志願者数 289 330 466 1,238 925

志願倍率（倍） 3.2 4.7 6.6 11.2 8.4

受験者数 283 323 451 1,171 862

合格者数 132 149 123 244 217

入学者数 93 86 85 138 133

定員充足率（倍） 1.03 1.22 1.21 1.25 1.20

【図表2】経営学部スポーツマネジメント学科の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

（見込み）

入学定員 90 110 110 110 110

志願者数 317 250 360 351 371

志願倍率（倍） 3.5 2.2 3.2 3.1 3.3

受験者数 315 246 350 329 362

合格者数 122 152 141 184 159

入学者数 111 120 118 109 126

定員充足率（倍） 1.23 1.09 1.07 0.99 1.14

【図表3】芸術学部造形芸術学科の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）
（見込み）

入学定員 177 177 190 190 190

志願者数 270 270 389 416 601

志願倍率（倍） 1.5 1.5 2.0 2.1 3.1

受験者数 267 256 385 399 540

合格者数 225 219 229 236 249

入学者数 191 195 214 216 229

定員充足率（倍） 1.07 1.10 1.12 1.13 1.20

学生確保（資料）－5



 
 

 
 

 
 

【図表4】教育学部教育学科の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

（見込み）

入学定員 120
180

（初等：120 中等：60）

180
（初等：120 中等：60）

200
（初等：140 中等：60）

200
（初等：140 中等：60）

志願者数 810
1,043

（初等：771 中等：272）

1,241
（初等：889 中等：352）

969
（初等：623 中等：346）

1,033
（初等：653 中等：380）

志願倍率（倍） 6.7
5.7

（初等：6.4 中等：4.5）

6.8
（初等：7.4 中等：5.8）

4.8
（初等：4.4 中等：5.7）

5.1
（初等：4.6 中等：6.3）

受験者数 784
1,024

（初等：758 中等：264）

1,196
（初等：861 中等：335）

947
（初等：607 中等：340）

977
（初等：619 中等：358）

合格者数 266
408

（初等：255 中等：153）

400
（初等：246 中等：154）

455
（初等：302 中等：153）

414
（初等：247 中等：167）

入学者数 122
195

（初等：135 中等：60）

194
（初等：130 中等：64）

215
（初等：148 中等：67）

214
（初等：154 中等：60）

定員充足率（倍） 1.01
1.08

（初等：1.12 中等：1.00）

1.07
（初等：1.08 中等：1.06）

1.07
（初等：1.05 中等：1.11）

1.07
（初等：1.10 中等：1.00）

【図表5】経営学部国際観光ビジネス学科の募集状況（平成30(2018)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

（見込み）

入学定員 60 60 80 80

志願者数 191 287 413 251

志願倍率（倍） 3.1 4.7 5.1 3.1

受験者数 187 276 398 228

合格者数 116 132 177 160

入学者数 61 62 76 73

定員充足率（倍） 1.01 1.03 0.95 0.91

【図表6】全国の私立大学のうち入学定員が600人以上800人未満の大学における進学状況の推移

平成28年度
（2016年度）

平成29年度
（2017年度）

平成30年度
（2018年度）

平成31年度
（2019年度）

令和2年度
（2020年度）

学校数（校） 43 43 45 46 47

志願倍率（倍） 3.73 3.89 4.29 4.65 5.52

入学定員充足率（％） 98.52 103.40 103.64 108.74 108.16

日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向（平成28～令和2年度版）」より作成

学生確保（資料）－6



 
 

 
 

 
 
 

【図表7】大阪府に所在する学部（私立大学）の進学状況の推移

平成28年度

（2016年度）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

学部数（学部） 153 156 157 161 165

志願倍率（倍） 9.79 10.32 11.25 12.56 11.78

入学定員充足率（％） 105.91 107.01 104.39 103.56 105.46

日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向（平成28～令和2年度版）」より作成

【図表8】経営学部の募集状況（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度
（2021年度）

（見込み）

入学定員 180 240 240 300 300

志願者数 606 771 1,113 2,002 1,547

志願倍率（倍） 3.3 3.2 4.6 6.6 5.1

受験者数 598 756 1,077 1,898 1,452

合格者数 254 417 396 605 536

入学者数 204 267 265 323 332

定員充足率（倍） 1.13 1.11 1.10 1.07 1.10

【図表9】全国における経営学部への志願者数の推移

日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向（平成28～令和2年度版）」より作成
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【図表10】令和2(2020)年度新入生のオープンキャンパス参加校：上位10校（経営学部）

大学名 参加者数（延べ） 所在地
経営学分野の

学部・学科の有無

追手門学院大学 41人 大阪府 有

大阪学院大学 25人 大阪府 有

太成学院大学 19人 大阪府 有

関西外国語大学 16人 大阪府 無

大阪経済大学 14人 大阪府 有

神戸学院大学 13人 兵庫県 有

阪南大学 13人 大阪府 有

摂南大学 12人 大阪府 有

京都産業大学 11人 京都府 有

近畿大学 11人 大阪府 有

【図表11】経営学部の競合校における令和2(2020)年度入試の募集状況
（単位：人）

追手門学院大学 経営学部 経営学科 443 8,365 467 1.05

経営学科 280 1,898 296 1.05

ホスピタリティ経営学科 100 449 115 1.15

太成学院大学 経営学部 現代ビジネス学科 60 518 74 1.23

経営学科 330 5,302 317 0.96

ビジネス法学科 180 1,541 181 1.00

神戸学院大学 経営学部 経営学科 340 5,657 351 1.03

阪南大学 経営情報学部 経営情報学科 220 4,365 252 1.14

経営学科 170 4,711 170 1.00

経営情報学科 100 1,715 114 1.14

京都産業大学 経営学部 マネジメント学科 670 12,689 659 0.98

経営学科 425 11,829 425 1.00

商学科 405 8,103 404 0.99

キャリア・マネジメント学科 175 5,654 172 0.98

会計学科 175 4,105 160 0.91

4,073 76,901 4,157 1.02

旺文社「蛍雪時代 2021年度用 大学の真の実力 情報公開BOOK」及び2021年3月時点の各大学ホームページにて公表の数値をもとに作成

定員充足率（倍）大学名 学部名称 学科 入学定員 志願者数

合計

大阪学院大学 経営学部

入学者数

摂南大学

大阪経済大学

近畿大学 経営学部

経営学部（第1部）

経営学部

【図表12】大阪成蹊女子高等学校から経営学部経営学科への進学者数の推移
（単位：人）

平成29年度

（2017年度）
入学生

平成30年度

（2018年度）
入学生

平成31年度

（2019年度）
入学生

令和2年度

（2020年度）
入学生

令和3年度

（2021年度）
入学生

（見込み）

進学者数 6 3 25 13 11

学生確保（資料）－8



 
 
 

 
 
 

 
 

【図表13】関西圏における公共経営系の学びを擁する大学の令和2(2020)年度募集状況

大学名 学部名 学科名 （コース等名） 入学定員 志願者数 入学者数 定員充足率（倍）

大阪経済大学 経営学部 経営学科（第1部） （公務員モデル） 330 5,302 317 0.96

大阪商業大学 公共学部 公共学科 （公共とビジネスコース） 250 3,298 273 1.09

京都橘大学 現代ビジネス学部 経営学科 （公共経営コース） 180 2,637 180 1.00

四天王寺大学 経営学部 経営学科 （公共経営専攻） 160 1,075 230 1.43

920 12,312 1,000 1.08

旺文社「蛍雪時代 2021年度用 大学の真の実力 情報公開BOOK」及び2021年3月時点の各大学ホームページにて公表の数値をもとに作成

合計

【図表14】大阪成蹊女子高等学校から経営学部スポーツマネジメント学科への進学者数の推移 （単位：人）

平成29年度
（2017年度）

入学生

平成30年度
（2018年度）

入学生

平成31年度
（2019年度）

入学生

令和2年度
（2020年度）

入学生

令和3年度
（2021年度）

入学生
（見込み）

進学者数 5 4 4 2 4

 【図表15】全国における芸術学部への志願者数の推移

日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向（平成28～令和2年度版）」より作成
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【図表16】令和2(2020)年度新入生のオープンキャンパス参加校：上位10校（芸術学部）

大学名 参加者数（延べ） 所在地
芸術学分野の

学部・学科の有無

大阪芸術大学 34人 大阪府 有

京都芸術大学 32人 京都府 有

京都精華大学 18人 京都府 有

大手前大学 7人 兵庫県 有

近畿大学 7人 大阪府 有

神戸芸術工科大学 6人 兵庫県 有

大阪工業大学 5人 大阪府 無

成安造形大学 5人 滋賀県 有

大阪電気通信大学 4人 大阪府 有

京都市立芸術大学 4人 京都府 有

【図表17】芸術学部の競合校における令和2(2020)年度入試の募集状況
（単位：人）

大阪芸術大学 芸術学部 1,245 2,845 1,467 1.17

京都芸術大学 芸術学部 910 7,135 972 1.06

マンガ学部 312 1,828 324 1.03

デザイン学部 256 1,155 237 0.92

芸術学部 112 491 121 1.08

ポピュラーカルチャー学部 118 173 102 0.86

大手前大学 メディア・芸術学部 180 851 194 1.07

文芸学部　文化デザイン学科 80 1,782 86 1.07

文芸学部　芸術学科 115 1,500 120 1.04

神戸芸術工科大学 芸術工学部 400 1,034 464 1.16

成安造形大学 芸術学部 200 非公表 234 1.17

総合情報学部　デジタルゲーム学科 140 1,488 149 1.06

総合情報学部　ゲーム＆メディア学科 110 898 122 1.10

京都市立芸術大学 美術学部 135 415 135 1.00

4,313 21,595 4,727 1.09

旺文社「蛍雪時代 2021年度用 大学の真の実力 情報公開BOOK」及び2021年3月時点の各大学ホームページにて公表の数値をもとに作成

合計

近畿大学

大阪電気通信大学

京都精華大学

定員充足率（倍）大学名 学部名称 入学定員 志願者数 入学者数

【図表18】大阪成蹊女子高等学校から芸術学部への進学者数の推移 （単位：人）

平成29年度

（2017年度）
入学生

平成30年度

（2018年度）
入学生

平成31年度

（2019年度）
入学生

令和2年度

（2020年度）
入学生

令和3年度
（2021年度）

入学生
（見込み）

進学者数 39 33 47 45 37

学生確保（資料）－10



 
 

 

 

 
 

【図表19】大阪成蹊女子高等学校 美術科の入学者数の推移（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度） （単位：人）

平成29年度

（2017年度）

平成30年度

（2018年度）

平成31年度

（2019年度）

令和2年度

（2020年度）

令和3年度

（2021年度）

（見込み）

美術科 アート・イラスト・アニメーション 98 75 81 87 106

科・コース

【図表20】全国における教育学部への志願者数の推移

日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向（平成28～令和2年度版）」より作成
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（単位：人）

【図表21】令和2(2020)年度新入生のオープンキャンパス参加校：上位12校（教育学部）

大学名 参加者数（延べ） 所在地
教育学分野の

学部・学科の有無

大和大学 27人 大阪府 有

四天王寺大学 21人 大阪府 有

大阪大谷大学 12人 大阪府 有

大谷大学 11人 京都府 有

佛教大学 10人 京都府 有

桃山学院教育大学 10人 大阪府 有

大阪青山大学 8人 大阪府 有

関西大学 8人 大阪府 有

京都橘大学 8人 京都府 有

大阪体育大学 7人 大阪府 有

近畿大学 7人 大阪府 無

武庫川女子大学 7人 兵庫県 有

学生確保（資料）－11



 
 
 

 
 
 
 

【図表22】教育学部の競合校における令和2(2020)年度入試の募集状況及び取得可能免許・資格
（単位：人）

大学名 学部・学科等名 取得可能な免許・資格※ 入学定員 志願者数 入学者数 定員充足率（倍）

教育学部　教育学科 - 190 3,374 220 1.15

　初等幼児教育専攻 小【保、幼または中・高（国・英・数）、特】

　国語教育専攻 中（国）【小、高（国）、特】

　数学教育専攻 中（数）【小、高（数）、特】

　英語教育専攻 中（英）【小、高（英）、特】

教育学部　教育学科 - 240 2,893 247 1.02

　小学校教育コース 小【幼、中・高（英・数）、特のいずれか】

　幼児教育保育コース 幼、保【小】

　英語教育・小学校コース 中・高（英）【小】

　保健教育コース 養【小】

教育学部　教育学科 - 230 1,085 236 1.02

　幼児教育専攻 幼、保【小】

　学校教育専攻 小、中・高（国・英）【幼、特】

　特別支援教育専攻 特【幼、小、中・高（国・英）】

教育学部　教育学科 - 130 1,220 121 0.93

　初等教育コース 小

　幼児教育コース 幼、保

佛教大学 教育学部　教育学科 幼、小、中（社・数）、高（数）、特【保】 130 2,815 132 1.01

人間教育学部　人間教育学科 - 175 1,920 178 1.01

　小学校教育コース 幼、小、特

 　幼児保育コース 保、幼

　健康・スポーツ教育コース 中・高（保体）、特、養

大阪青山大学 健康科学部　子ども教育学科 保、幼、小 80 139 84 1.05

文学部 - 770 11,132 792 1.02

　初等教育学専修 小【中（国・社・英）】

発達教育学部　児童教育学科 - 140 1,581 140 1.00

　児童教育コース 小、幼

　幼児教育コース 幼【保、小】

教育学部　教育学科 - 125 1,178 145 1.16

　小学校教育コース 小、中・高（保体）【特】

　保健体育教育コース 中、高（保体）【特】

教育学部　教育学科 - 240 3,438 247 1.02

 　小学校教育コース 小【幼、特】

　小学校・中学校教育コース 小、中（国）または小、中（英）

　幼児教育・保育コース 幼【保】

　国際教育コース 小【中（英）】

2,450 30,775 2,542 1.03

旺文社「蛍雪時代 2021年度用 大学の真の実力 情報公開BOOK」及び2021年3月時点の各大学ホームページにて公表の数値をもとに作成

※取得を推奨している次の免許・資格を指す。また【　】内はその他の単位の修得により取得できる資格を指す。

保・・・保育士資格　　幼・・・幼稚園教諭一種免許状　　小・・・小学校教諭一種免許状　　中・・・中学校教諭一種免許状

高・・・高等学校教諭一種免許状　　特・・・特別支援学校教諭一種免許状　　養・・・養護教諭一種免許状

関西大学

合計

武庫川女子大学

大和大学

四天王寺大学

京都橘大学

大阪体育大学

大谷大学

桃山学院教育大学

大阪大谷大学

【図表23】大阪成蹊女子高等学校から教育学部教育学科初等教育専攻への進学者数の推移 （単位：人）

平成29年度

（2017年度）
入学生

平成30年度

（2018年度）
入学生

平成31年度

（2019年度）
入学生

令和2年度

（2020年度）
入学生

令和3年度

（2021年度）
入学生

（見込み）

進学者数 36 19 36 20 37

学生確保（資料）－12



 
 

 
 

 

 

【図表24】国際観光学部の競合校における令和2(2020)年度入試の募集状況
（単位：人）

東洋大学 国際観光学部 国際観光学科 366 5,244 362 0.98

阪南大学 国際観光学部 国際観光学科 155 3,909 169 1.09

京都外国語大学 国際貢献学部 グローバル観光学科 120 838 133 1.10

国際コミュニケーション学科 70 632

国際観光学科 70 597

神戸国際大学 経済学部 国際文化ビジネス・観光学科 120 420 119 0.99

流通科学大学 人間社会学部 観光学科 70 306 74 1.05

大阪観光大学 観光学部 観光学科 130 249 162 1.24

平安女学院大学 国際観光学部 国際観光学科 110 237 110 1.00

1,211 12,432 1,305 1.07

旺文社「蛍雪時代 2021年度用 大学の真の実力 情報公開BOOK」及び2021年3月時点の各大学ホームページにて公表の数値をもとに作成

大阪国際大学 国際教養学部 1.25176

合計

定員充足率（倍）大学名 学部名称 学科 入学定員 志願者数 入学者数

【図表25】大阪成蹊女子高等学校から経営学部国際観光ビジネス学科への進学者数の推移 （単位：人）

平成29年度
（2017年度）

入学生

平成30年度
（2018年度）

入学生

平成31年度
（2019年度）

入学生

令和2年度
（2020年度）

入学生

令和3年度

（2021年度）

入学生
（見込み）

進学者数 4 22 21 11 21

【図表26】国際観光学部の競合校における学生納付金一覧
（単位：円）

大学名

大阪成蹊大学 国際観光学部 国際観光学科 250,000 1,160,000 1,410,000

京都外国語大学 国際貢献学部 グローバル観光学科 230,000 1,210,000 1,440,000

平安女学院大学 国際観光学部 国際観光学科 250,000 1,150,000 1,400,000

大阪観光大学 観光学部 観光学科 300,000 1,030,000 1,330,000

国際コミュニケーション学科

国際観光学科

阪南大学 国際観光学部 国際観光学科 210,000 1,080,000 1,290,000

神戸国際大学 経済学部 国際文化ビジネス・観光学科 300,000 930,000 1,230,000

流通科学大学 人間社会学部 観光学科 300,000 970,000 1,270,000

東洋大学 国際観光学部 国際観光学科 250,000 1,000,000 1,250,000

2021年3月時点の各大学ホームページにて公表の数値をもとに作成

大阪国際大学 国際教養学部 280,000 1,051,000 1,331,000

初年度納付金学部名称 学科 入学金 授業料等
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 【図表27】大阪成蹊大学・びわこ成蹊スポーツ大学・大阪成蹊短期大学の募集状況の推移 （単位：人）

大学名
平成23年度

(2011年度)

平成24年度

(2012年度)

平成25年度

(2013年度)

平成26年度

(2014年度)

平成27年度

(2015年度)

平成28年度

(2016年度)

平成29年度

(2017年度)

平成30年度

(2018年度)

平成31年度

(2019年度)

令和2年度

(2020年度)

入学定員 350 350 350 457 477 477 477 597 610 690

志願者数 283 457 430 904 893 1,343 1,686 2,084 2,743 3,387

入学者数 196 327 338 533 497 511 517 657 673 754

入学定員充足率（倍） 0.56 0.93 0.96 1.16 1.04 1.07 1.08 1.10 1.10 1.09

入学定員 270 280 280 280 280 360 360 360 360 360

志願者数 777 664 727 887 922 739 657 766 704 925

入学者数 330 310 359 351 350 368 374 418 401 405

入学定員充足率（倍） 1.22 1.10 1.28 1.25 1.25 1.02 1.03 1.16 1.11 1.12

入学定員 690 690 690 660 660 760 760 760 760 680

志願者数 748 838 861 1,003 989 904 1,178 1,021 970 816

入学者数 602 691 720 743 696 744 803 762 739 681

入学定員充足率（倍） 0.87 1.00 1.04 1.12 1.05 0.97 1.05 1.00 0.97 1.00

入学定員 1,310 1,320 1,320 1,397 1,417 1,597 1,597 1,717 1,717 1,730

志願者数 1,808 1,959 2,018 2,794 2,804 2,986 3,521 3,861 4,417 5,128

入学者数 1,128 1,328 1,417 1,627 1,543 1,623 1,694 1,836 1,816 1,840

入学定員充足率（倍） 0.86 1.00 1.07 1.16 1.08 1.01 1.06 1.06 1.05 1.06

合計

大阪成蹊

短期大学

びわこ成蹊

スポーツ大学

大阪成蹊大学

一般社会法人日本経済団体連合会「2018年度新卒採用に関するアンケート調査結果の概要」より作成
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95.4 94.8
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97.0
96.9

98.9
98.4 98.0

75

80

85

90

95

100

（単位：%）

【図表28】大学等新卒者の採用選考活動の採用実施企業の割合

学生確保（資料）－14



 

 

 
 

 

 
 
 

【図表29】大学で学ぶ・教えることが重要な分野（全国）

分野 （%） 分野 （%） 分野 （%）

1 工学系統 45.7 経済・経営・商学系統 64.5 医・歯・薬学系統 63.3

2 経済・経営・商学系統 43.7 工学系統 63.0 看護・保健学系統 63.2

3 理学系統 28.5 農林水産系統 56.8 教員養成・教育学系等 61.9

4 農林水産系統 18.5 理学系統 54.1 文学・語学系統 61.7

5 法学系統 18.3 国際関係学系統 52.7 社会学系統 56.9

6 文学・語学系統 16.7 法学系統 36.7 生活科学系統 56.1

7 総合科学系統 16.5 社会学系統 36.2 芸術学系統 55.5

8 芸術学系統 14.8 総合科学系統 31.2 法学系統 55.4

9 国際関係学系統 13.6 医・歯・薬学系統 29.8 総合科学系統 54.8

10 生活科学系統 13.3 教員養成・教育学系等 28.7 農林水産系統 53.2

11 社会学系統 13.2 看護・保健学系統 27.2 理学系統 52.0

12 教員養成・教育学系等 10.6 文学・語学系統 26.8 工学系統 51.0

13 看護・保健学系統 8.3 生活科学系統 26.2 国際関係学系統 48.1

14 医・歯・薬学系統 7.9 芸術学系統 21.9 経済・経営・商学系統 39.5

その他 7.0 その他 9.3 その他 16.1

大学で学ぶことは関係ない 18.2 大学で学ぶことは関係ない 12.6 大学で学ぶことは関係ない 16.7

注：母数は有効回答企業1万833社 株式会社帝国データバンク「特別企画：大学に求める教育分野に対する企業の意識調査」より作成

順位
自社の成長 日本経済の成長 社会の発展

【図表30】政策立案、成果創出に求められる現状の能力・資質及び今後重要な能力・資質

順位 順位 順位

1 住民、庁内、関係者との協働力・調整力 25.3% 1 国際力 81.8% 1 企画力 58.1%

2 事務処理能力 21.0% 2 成果志向・経営感覚 63.0% 2 住民、庁内、関係者との協働力、調整力 43.2%

3 成果創出への業務完遂力/やりぬく力 13.2% 3 主体性・挑戦力 51.5% 3 成果志向・経営感覚 41.0%

4 IT活用力 10.8% 4 企画力 51.2% 4 主体性・挑戦力 39.6%

5 資料作成力 10.2% 5 プレゼンテーション力 45.0% 5 組織マネジメント力 36.4%

課題発見力 33.9%

巻き込み力・関係構築力 33.9%

一般社団法人日本能率協会自治体経営革新センター「全国894自治体に聞く『第1回自治体 政策形成力・人材育成に関する調査』結果について」より作成

現状不足している能力・資質

［"やや不足"＋"不足"の合計］
今後重要な能力・資質

現状十分に持ちうる能力・資質

［"十分"＋"やや十分"の合計］

6 巻き込み力・関係構築力 9.8% 6 組織マネジメント力 42.6% 6

【図表31】大学で学ぶ・教えることが重要な分野（近畿地区）

分野 （%） 分野 （%） 分野 （%）

1 工学系統 43.7 経済・経営・商学系統 63.6 医・歯・薬学系統 64.1

2 経済・経営・商学系統 42.5 工学系統 63.3 看護・保健学系統 62.2

3 理学系統 27.3 農林水産系統 56.1 教員養成・教育学系等 61.8

4 法学系統 17.6 理学系統 53.7 文学・語学系統 61.5

5 農林水産系統 16.7 国際関係学系統 52.3 生活科学系統 56.7

6 文学・語学系統 16.5 法学系統 36.8 社会学系統 56.4

7 総合科学系統 15.6 社会学系統 36.2 総合科学系統 55.2

8 芸術学系統 15.1 総合科学系統 31.9 法学系統 54.8

9 国際関係学系統 14.8 医・歯・薬学系統 30.0 芸術学系統 54.6

10 生活科学系統 12.3 看護・保健学系統 28.1 農林水産系統 53.9

11 社会学系統 11.3 文学・語学系統 27.6 理学系統 52.6

12 教員養成・教育学系等 10.1 教員養成・教育学系等 27.1 工学系統 51.7

13 看護・保健学系統 7.8 生活科学系統 26.7 国際関係学系統 47.4

14 医・歯・薬学系統 7.7 芸術学系統 22.0 経済・経営・商学系統 40.6

その他 6.9 その他 9.6 その他 16.3

大学で学ぶことは関係ない 18.9 大学で学ぶことは関係ない 12.9 大学で学ぶことは関係ない 17.2

注：母数は有効回答企業1,811社 株式会社帝国データバンク「特別企画：近畿地区　大学に求める教育分野に対する企業の意識調査」より作成

順位
自社の成長 日本経済の成長 社会の発展
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【図表32】大阪成蹊大学全体及び経営学部における過去4ヵ年の就職率、就職希望率（平成29(2017)年度～令和2(2020)年度）
（単位：%）

平成29年度

(2017年度)
卒業生

平成30年度

(2018年度)
卒業生

令和元年度

(2019年度)
卒業生

令和2年度
(2020年度)

卒業生

（見込み）

就職率 99.0 99.0 99.0 98.3

就職希望率 92.0 90.9 92.9 92.3

就職率 98.6 98.7 98.6 98.2

就職希望率 90.9 91.7 91.2 92.4

就職率 98.0 97.7 97.9 未公表

就職希望率 86.1 86.3 86.7 未公表

全国平均（私立大学）は、各年の文部科学省「大学等卒業者の就職状況調査」の数値

大阪成蹊大学

経営学部

全国平均

（私立大学）

【図表33】大阪成蹊大学全体及び芸術学部における過去4ヵ年の就職率、就職希望率（平成29(2017)年度～令和2(2020)年度） （単位：%）

平成29年度

(2017年度)
卒業生

平成30年度

(2018年度)
卒業生

令和元年度

(2019年度)
卒業生

令和2年度

(2020年度)

卒業生

（見込み）

就職率 99.0 99.0 99.0 98.3

就職希望率 92.0 90.9 92.9 92.3

就職率 98.7 98.4 98.4 97.0

就職希望率 89.7 87.4 90.1 87.0

就職率 98.0 97.7 97.9 未公表

就職希望率 86.1 86.3 86.7 未公表

全国平均（私立大学）は、各年の文部科学省「大学等卒業者の就職状況調査」の数値

大阪成蹊大学

芸術学部

全国平均

（私立大学）
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 【図表34】公立小学校の年齢別教員数

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

※（）内は該当年齢の教員が定年退職する年度

68,628 

56,068 

47,175 

39,424 

42,871 

47,826 

47,753 

17,757 

0 20,000 40,000 60,000 80,000

55歳～60歳未満（2016～2020）

50歳～55歳未満（2021～2025）

45歳～50歳未満（2026～2030）

40歳～45歳未満（2031～2035）

35歳～40歳未満（2036～2040）

30歳～35歳未満（2041～2045）

25歳～30歳未満（2046～2050）

20歳～25歳未満（2051～2056）

（単位：人）

【図表35】認定こども園数の推移 （単位：園）

公立 私立 幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型

平成23年

(2011年)
762 149 613 406 225 100 31

平成24年

(2012年)
909 181 728 486 272 121 30

平成25年

(2013年)
1,099 220 879 595 316 155 33

平成26年

(2014年)
1,360 252 1,108 720 411 189 40

平成27年

(2015年)
2,836 554 2,282 1,930 525 328 53

平成28年

(2016年)
4,001 703 3,298 2,785 682 474 60

平成29年

(2017年)
5,081 852 4,229 3,618 807 592 64

平成30年

(2018年)
6,160 1,006 5,154 4,409 966 720 65

平成31年

(2019年)
7,208 1,138 6,070 5,137 1,104 897 70

令和2年

(2020年)
8,016 1,272 6,744 5,688 1,200 1,053 75

内閣府「認定こども園に関する状況について（令和2年4月1日現在）」より作成

年度
認定こども

園数

（公私の内訳） （類型別の内訳）

学生確保（資料）－17



 
 

 

 

 
 

【図表36】大阪府・京都府・兵庫県における公立小学校教員の2025(令和7)年度以降の定年退職者数予測

退職年度
2025年度

（令和7年度）

2026年度

（令和8年度）

2027年度

（令和9年度）

2028年度

（令和10年度）

2029年度

（令和11年度）

2030年度

（令和12年度）

2031年度

（令和13年度）

2032年度

（令和14年度）

2033年度

（令和15年度）

2034年度

（令和16年度）

2035年度

（令和17年度）

退職者数（大阪・京都・兵庫） 757 610 775 712 754 770 785 813 877 906 903

2036年度

（令和18年度）

2037年度

（令和19年度）

2038年度

（令和20年度）

2039年度

（令和21年度）

2040年度

（令和22年度）

2041年度

（令和23年度）

2042年度

（令和24年度）

2043年度

（令和25年度）

2044年度

（令和26年度）

2045年度

（令和27年度）

2046年度

（令和28年度）

1,001 1,084 1,286 1,476 1,619 1,655 1,675 1,805 1,818 1,816 1,750

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

(単位：人)

【図表37】小学校教員の平均勤務年数順位（公立）

（単位：年）

順位 都道府県 平均勤務年数 順位 都道府県 平均勤務年数

1 秋   田 24.8 25 静  岡 19.7

2 岩   手 24.7 26 鳥   取 19.7

3 山   形 23.7 27 富   山 19.4

4 青   森 23.5 28 徳   島 19.3

5 長   崎 23.5 29 香   川 19.2

6 愛   媛 23.0 30 三   重 19.1

7 福   島 22.9 31 石   川 19.0

8 宮   崎 22.9 32 北海道 18.7

9 山   梨 22.4 33 岡   山 18.5

10 高   知 22.3 34 広   島 18.4

11 茨   城 22.1 35 和歌山 18.3

12 大   分 21.9 18.1

13 長   野 21.7 36 福   岡 18.0

14 熊   本 21.7 37 滋   賀 17.4

15 佐   賀 21.6 38 千   葉 16.6

16 鹿児島 21.5 39 愛   知 16.4

17 島   根 21.2 40 奈   良 16.4

18 福   井 20.7 41 兵   庫 16.3

19 栃   木 20.6 42 埼   玉 15.4

20 群   馬 20.4 43 沖   縄 15.3

21 宮   城 20.3 44 京   都 15.1

22 新   潟 20.3 45 東   京 14.4

23 山   口 20.3 46 神奈川 14.3

24 岐   阜 20.2 47 大   阪 13.2

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

全国平均

【図表38】保育所等利用待機児童数の推移（各年4月1日現在）
（単位：人）

平成22年
(2010年)

平成23年
(2011年)

平成24年
(2012年)

平成25年
(2013年)

平成26年
(2014年)

平成27年
(2015年)

平成28年
(2016年)

平成29年
(2017年)

平成30年
(2018年)

平成31年
(2019年)

令和2年
(2020年)

1,396 1,710 2,050 1,390 1,124 1,365 1,434 1,190 677 589 348

大阪府「保育所等利用児童数・待機児童数等の推移」より作成
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【図表39】保育士有効求人倍率の推移（各年12月時点）
（単位：倍）

平成23年

(2011年)

平成24年

(2012年)

平成25年

(2013年)

平成26年

(2014年)

平成27年

(2015年)

平成28年

(2016年)

平成29年

(2017年)

全国 1.28 1.45 1.64 2.06 2.34 2.67 3.40

大阪府 1.18 1.39 1.99 2.40 2.56 3.22 5.66

平成30年2月9日国家戦略特区WGヒア配布資料１ 

大阪府・大阪市「大阪における待機児童の現状及び解消に向けた取組み」 より作成

【図表40】大阪府における幼稚園及び認定子ども園数の推移
（単位：園）

幼保連携型 幼稚園型 保育所型 地方裁量型

平成26年

(2014年)
766 51 40 6 5 0

平成27年

(2015年)
693 287 259 24 4 0

平成28年

(2016年)
679 376 331 39 6 0

平成29年

(2017年)
649 505 434 64 7 0

平成30年

(2018年)
627 573 481 79 13 0

平成31年

(2019年)
587 655 544 93 18 0

令和2年

(2020年)
569 707 575 103 29 0

内閣府「認定こども園に関する状況について（令和2年4月1日現在）」及び大阪府「大阪府の学校統計（確報）」より作成

認定子ども園数
（類型別の内訳）

幼稚園数

【図表41】大阪成蹊大学全体及び教育学部における過去4ヵ年の就職率、就職希望率（平成29年度～令和2年度） （単位：%）

平成29年度

(2017年度)

卒業生

平成30年度

(2018年度)

卒業生

令和元年度

(2019年度)

卒業生

令和2年度

(2020年度)

卒業生

（見込み）

就職率 99.0 99.0 99.0 98.3

就職希望率 92.0 90.9 92.9 92.3

就職率 100.0 100.0 100.0 100.0

就職希望率 97.2 93.9 98.4 99.1

就職率 98.0 97.7 97.9 未公表

就職希望率 86.1 86.3 86.7 未公表

全国平均（私立大学）は、各年の文部科学省「大学等卒業者の就職状況調査」の数値

大阪成蹊大学

教育学部

全国平均

（私立大学）
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【図表42】教育学部の過去4ヵ年における小学校教諭志望者の就職状況
（単位：人）

平成29年度

(2017年度)

卒業生

平成30年度

(2018年度)

卒業生

令和元年度

(2019年度)

卒業生

令和2年度

(2020年度)

卒業生

（見込み）

小学校教諭志望者 46 42 28 31

採用試験現役合格者 18 17 14 18

（うち、大阪府又は大阪市合格） (11) (15) (12) (15)

講師登録者 28 25 14 13

卒業後合格者 11 9 4 －

（うち、大阪府又は大阪市合格） (10) (8) (3) （－）

【図表43】教育学部の過去4ヵ年における幼稚園教諭・保育士志望者の就職状況
（単位：人）

幼稚園教諭 保育士 幼稚園教諭 保育士 幼稚園教諭 保育士 幼稚園教諭 保育士

就職希望者 13 28 22 19 24 42 13 54

就職内定者 13 28 22 19 24 42 13 54

平成29年度(2017年度)

卒業生

平成30年度(2018年度)

卒業生

令和元年度(2019年度)

卒業生

令和2年度(2020年度)

卒業生（見込み）

【図表44】公立中学校の年齢別教員数

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

※（）内は該当年齢の教員が定年退職する年度

40,570 

37,473 

29,273 

26,806 

25,127 

28,327 

29,002 

7,978 

0 20,000 40,000 60,000

55歳～60歳未満（2016～2020）

50歳～55歳未満（2021～2025）

45歳～50歳未満（2026～2030）

40歳～45歳未満（2031～2035）

35歳～40歳未満（2036～2040）

30歳～35歳未満（2041～2045）

25歳～30歳未満（2046～2050）

20歳～25歳未満（2051～2056）

（単位：人）

学生確保（資料）－20



 

 

【図表45】公立高等学校の年齢別教員数

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

※（）内は該当年齢の教員が定年退職する年度

39,575 

39,819 

29,100 

28,942 

24,503 

22,074 

21,791 

6,013 

0 20,000 40,000 60,000

55歳～60歳未満（2016～2020）

50歳～55歳未満（2021～2025）

45歳～50歳未満（2026～2030）

40歳～45歳未満（2031～2035）

35歳～40歳未満（2036～2040）

30歳～35歳未満（2041～2045）

25歳～30歳未満（2046～2050）

20歳～25歳未満（2051～2056）

（単位：人）

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成
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英語科：定年退職
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（単位：%）

【図表46】 公立中学校：教科別教員年齢構成

学生確保（資料）－21
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英語科：定年退職

対象者

10年以内 41.6％

20年以内 70.7%

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

（単位：%）

【図表47】 公立高等学校：教科別教員年齢構成

学生確保（資料）－22



 
 

 
 

 
 

【図表49】大阪府・京都府・兵庫県における公立中学校教員の2025(令和7)年度以降の定年退職者数予測

退職年度
2025年度

（令和7年度）

2026年度

（令和8年度）

2027年度

（令和9年度）

2028年度

（令和10年度）

2029年度

（令和11年度）

2030年度

（令和12年度）

2031年度

（令和13年度）

2032年度

（令和14年度）

2033年度

（令和15年度）

2034年度

（令和16年度）

2035年度

（令和17年度）

退職者数（大阪・京都・兵庫） 561 358 422 466 415 420 468 535 515 488 470

2036年度

（令和18年度）

2037年度

（令和19年度）

2038年度

（令和20年度）

2039年度

（令和21年度）

2040年度

（令和22年度）

2041年度

（令和23年度）

2042年度

（令和24年度）

2043年度

（令和25年度）

2044年度

（令和26年度）

2045年度

（令和27年度）

2046年度

（令和28年度）

491 507 638 631 635 718 748 784 887 918 926

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

(単位：人)

【図表50】大阪府・京都府・兵庫県における公立高等学校教員の2025(令和7)年度以降の定年退職者数予測

退職年度
2025年度

（令和7年度）

2026年度

（令和8年度）

2027年度

（令和9年度）

2028年度

（令和10年度）

2029年度

（令和11年度）

2030年度

（令和12年度）

2031年度

（令和13年度）

2032年度

（令和14年度）

2033年度

（令和15年度）

2034年度

（令和16年度）

2035年度

（令和17年度）

退職者数（大阪・京都・兵庫） 581 383 404 342 321 351 359 376 355 329 337

2036年度

（令和18年度）

2037年度

（令和19年度）

2038年度

（令和20年度）

2039年度

（令和21年度）

2040年度

（令和22年度）

2041年度

（令和23年度）

2042年度

（令和24年度）

2043年度

（令和25年度）

2044年度

（令和26年度）

2045年度

（令和27年度）

2046年度

（令和28年度）

375 338 401 389 432 428 391 476 520 466 489

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

(単位：人)

【図表51】中学校教員の平均勤務年数順位（公立）

（単位：年）

順位 都道府県 平均勤務年数 順位 都道府県 平均勤務年数

1 福   島 22.8 25 岡   山 19.0

2 秋   田 22.7 26 熊   本 18.9

3 愛   媛 22.6 27 群   馬 18.7

4 山   形 21.6 28 滋   賀 18.7

5 島   根 21.6 29 福   岡 18.7

6 岩   手 21.5 30 宮   城 18.6

7 山   口 21.4 31 三   重 18.6

8 長   崎 21.4 32 北海道 18.5

9 山   梨 21.3 33 富   山 18.5

10 宮   崎 21.1 34 奈   良 18.5

11 大   分 21.0 18.3

12 青   森 20.6 35 和歌山 18.1

13 新   潟 20.5 36 福   井 18.0

14 香   川 20.4 37 茨   城 17.6

15 長   野 20.1 38 埼   玉 17.6

16 広   島 20.0 39 京   都 17.4

17 佐   賀 19.8 40 東   京 17.3

18 石   川 19.7 41 岐   阜 17.0

19 徳   島 19.7 42 千   葉 16.9

20 鳥   取 19.5 43 神奈川 16.6

21 高   知 19.5 44 兵   庫 16.6

22 栃   木 19.4 45 沖   縄 16.6

23 静   岡 19.2 46 愛   知 14.7

24 鹿児島 19.2 47 大   阪 14.7

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

全国平均

学生確保（資料）－23



 

 

【図表52】高等学校教員の平均勤務年数順位（公立）

（単位：年）

順位 都道府県 平均勤務年数 順位 都道府県 平均勤務年数

1 長   野 22.3 25 福   岡 20.3

2 奈   良 22.0 26 宮   城 20.2

3 滋   賀 21.9 27 静   岡 20.2

4 山   口 21.8 28 愛   媛 20.2

5 新   潟 21.7 29 島   根 20.1

6 富   山 21.6 30 宮   崎 20.1

7 山   梨 21.3 20.0

8 北海道 21.2 31 福   島 20.0

9 千   葉 21.2 32 岐   阜 20.0

10 鳥   取 21.2 33 三   重 19.8

11 山   形 21.1 34 岩   手 19.6

12 京   都 21.1 35 秋   田 19.4

13 広   島 21.1 36 群   馬 19.4

14 岡   山 20.9 37 兵   庫 19.3

15 神奈川 20.8 38 鹿児島 19.2

16 香   川 20.8 39 福   井 19.1

17 長   崎 20.8 40 東   京 18.9

18 大   分 20.8 41 徳   島 18.8

19 青   森 20.7 42 和歌山 18.7

20 栃   木 20.7 43 佐   賀 18.4

21 埼   玉 20.7 44 熊   本 17.9

22 石   川 20.5 45 愛   知 17.8

23 茨   城 20.4 46 大   阪 17.5

24 高   知 20.4 47 沖   縄 15.2

文部科学省「平成28年度学校教員統計調査」より作成

全国平均

【図表53】グローバル事業で活躍する人材に求められる素質、知識・能力

一般社団法人日本経済団体連合会「グローバル人材の育成・活用に向けて求められる取り組みに関するアンケート結果」より作成
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9
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海外との社会・文化、価値観の差に

興味・関心を持ち、柔軟に対応する姿勢

既成概念にとらわれず、チャレンジ精神を持ち続ける

英語をはじめ外国語によるコミュニケーション能力を有する

グローバルな視点と国籍、文化、価値観、

宗教等の差を踏まえたマネジメント能力

企業の発展のために逆境に耐え、粘り強く取り組む

当該職種における専門知識

個別企業の利益を越えて、進出先地域や国の

繁栄を考えられる高い公共心、倫理観を持つ

日本文化、日本史、世界史、哲学等に関する知識

（単位：社）

学生確保（資料）－24



【図表A】芸術学部における授業評価アンケート結果（前期）の推移（平成30(2018)年度～令和2(2020)年度）

平成30(2018)年度
前期

平成31(2019)年度
前期

令和2(2020)年度
前期

1 この授業への出席（参加）状況 3.97 4.03 4.62

2 この授業では、熱心に受講し、主体的に取り組んだ。 4.32 4.38 4.37

3 この授業の難易度 3.55 3.55 3.51

4 私はこの授業のシラバスを活用した。 2.71 2.79 2.96

1 全体として、教員の説明は簡潔で分かりやすかった。 4.18 4.36 4.22

2 教員は学生の理解度に合わせて授業を進めていた。 4.20 4.35 4.22

3 教員は学生が関心を持てるように工夫して授業を進めていた。 4.22 4.37 4.28

4
教員は学びを深める方法（授業の受け方、課題への取り組み方、復
習の仕方など）を教えていた。

4.26 4.41 4.33

5
教員は学生の授業参加（質問、個人・共同作業、意見交換、議論、
発表など）を促していた。

4.23 4.37 4.27

6
教員は学生が取り組んだ課題に対して、適切なフィードバック（対
応・意見・評価など）をしていた。

4.27 4.44 4.38

7
教員は各回の授業のテーマや目標、科目全体の中での位置づけを明
確に説明し、計画的に授業を進めていた。

4.27 4.43 4.36

8 テキストや授業資料は適切で分かりやすかった。 4.15 4.32 4.23

（講義・演習科目の場合）板書やスライド資料（パワーポイントな
ど）は適切で分かりやすかった。

4.20 4.34 4.24

（実技・実験・実習科目の場合）教員による実演や実習等の説明は
分かりやすかった。

4.07 4.30 -

10 教員の授業に対する熱意を感じた。 4.31 4.48 4.44

11 教員は授業の準備を十分にしていた。 4.33 4.47 4.41

12 教員は学生がマナーを守るよう指導していた。 4.19 4.33 4.15

13 クラス全体が集中して学べるように教員が指導していた。 4.20 4.36 4.20

14 教員はよりよい授業となるよう授業方法の改善に取り組んでいた。 4.18 4.37 4.28

15
対面授業では適切な教育設備（ネット・空調・プロジェクターな
ど）が整っていた。

- 4.41 4.27

16
遠隔授業では教員は授業ツール（Classroom・Meet・Zoomなど）
を適切に活用していた。

- - 4.33

1 この分野の専門的知識や技能が身についた。 4.37 4.44 4.34

2 学習力や思考力が高まった。 4.27 4.36 4.29

3 知的好奇心や探究心が高まった。 4.27 4.39 4.36

4 考え方や社会的視野が広がった。 4.21 4.33 4.22

5
コミュニケーションする力（他人の意見を聞き、自分の意見を適切
に表現する力）が高まった。

3.91 4.08 3.80

6
シラバスに明記されている本授業における到達目標（知識、技能、
態度等）を達成できた。

3.93 4.08 3.95

7 これから生きていくうえで役立つと思う。 4.28 4.38 4.42

8 全体として、この授業を受けて満足した。 4.32 4.47 4.41

※各設問について、「5.そう思う」「4.ややそう思う」「3.どちらともいえない」「2.あまりそう思わない」「1.そう思わない」などの5段階で回答し、平均値を集計

アンケート項目

Ⅰ
授
業
へ
の
学

生
の
取
組
み

Ⅱ
授
業
内
容
と
授
業
の
進
め
方

9

Ⅲ
授
業
を
通
し
て
得
ら
れ
た
こ
と

学生確保（資料）－25



【図表B】芸術学部における優秀表彰学生の学外での活躍・受賞歴（平成28(2016)年度～令和2(2020)年度）

年度 受賞内容

2016年度 第66回西宮市展工芸部門　第2席「西宮市議会議長賞」受賞

2016年度 内閣官房東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ競技大会推進本部「beyond2020プログラム」ロゴマーク優秀賞受賞

2016年度 小学館出版　月刊漫画雑誌「ヒバナ」新人賞 大賞受賞

2016年度 講談社出版 月刊漫画雑誌「アフタヌーン」新人賞  髙橋ツトム賞（準大賞）受賞

2016年度 小学館出版　月刊漫画雑誌「月刊サンデー」新人賞　佳作受賞

2016年度 ターナー色彩株式会社主催 TURNER ACRYL GOUACHE BIENNALE 2016 入選受賞

2016年度 ターナー色彩株式会社主催 TURNER ACRYL GOUACHE BIENNALE 2016 佳作受賞

2017年度 日本・アジア学生パッケージデザインコンペティション「ASPaC Awards 2017」銀賞受賞

2017年度 デジタルマンガサイトcomico主催「comicoマンガ全国学生選手権2017」優勝

2017年度 一般社団法人大阪卸商連合会・大阪問屋街活性化協議会主催「平成29年度Tシャツデザイン画コンテスト」大阪市長賞受賞

2017年度 OSAKA手作り.com主催「デコ＆リメイクチャレンジ展」デコリメイク部門　洋裁産業新聞社賞受賞

2018年度 アートストリーム2018　YOD Gallery賞受賞

2018年度 アニメコンペティション練馬　1分アニメ部門　最優秀賞受賞

2018年度 第32回スクウェア・エニックスマンガ大賞入選

2018年度 第35回日産　童話と絵本のグランプリ「絵本の部」　佳作受賞

2018年度 第16回主張する「みせ」学生デザインコンペ　入賞

2018年度 2018 OSAKA 手づくりフェア　第9回デコ＆リメイクチャレンジ展　デコリメイク部門　大阪府知事賞受賞

2019年度 藍橋カップ日本大会2019デザインコンテスト　一等賞受賞

2019年度 集英社マーガレットMANGAスカラーシップ2019　準グランプリ受賞

2019年度 ASPaC Awards2019（国際コンペティション）日本代表　アジア決勝　グランプリ（最優秀賞）受賞

2019年度 ASPaC Awards2019（国際コンペティション）日本代表　アジア決勝　企業賞（フジシール賞：4位相当）受賞

2019年度 ASPaC Awards2019（国際コンペティション）国内決勝　上位10名入選

2019年度 ASPaC Awards2019（国際コンペティション）国内決勝　佳作受賞

2019年度 第1回アイデア家具コンテスト　優秀賞受賞

2019年度 第10回デコ＆リメイクチャレンジ展　グランプリ、大阪府知事賞受賞

2019年度 第7回がん征圧ポスターデザインコンテスト　入選

2019年度 アニメコンペティション練馬2018　グループ制作アニメ「火の娘」　1分アニメ部門　優秀賞受賞

2020年度 燕市主催「若monoデザインコンペティション燕vol.4」企業賞受賞

2020年度 UNKNOWN ASIA 2020 ONLINE レビュアー賞受賞

2020年度 「毎日広告デザイン賞」キッコーマン企業広告「おいしい記憶をつくりたい」入選　学生賞受賞

2020年度 第51回毎日・DAS学生デザイン賞大学生の部「金の卵賞」プロダクト部門入選

2020年度 第51回毎日・DAS学生デザイン賞大学生の部「金の卵賞」ファッション＆テキスタイル部門入選

2020年度 2019年comico（コミコ）全国学生選手権 準優勝

学生確保（資料）－26



【図表C】近畿圏における芸術系の学部等を有する主な大学の所在地及び本学へのアクセス

学生確保（資料）－27



【図表D】キャンパス統合以降の、大阪成蹊大学全体及び芸術学部の志願者数の推移（平成23(2011)年度～令和3(2021)年度）

（単位：人）
平成

23(2011)
年度

平成
24(2012)
年度

平成
25(2013)
年度

平成
26(2014)
年度

平成
27(2015)
年度

平成
28(2016)
年度

平成
29(2017)
年度

平成
30(2018)
年度

平成
31(2019)
年度

令和
2(2020)
年度

令和
3(2021)
年度

大学全体の志願者数 283 457 430 904 893 1,343 1,686 2,084 2,743 3,387 3,181

芸術学部の志願者数 110 178 230 259 218 225 270 270 389 416 601

↑キャンパス統合
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27(2015)

年度

平成
28(2016)

年度

平成
29(2017)

年度

平成
30(2018)

年度

平成
31(2019)

年度

令和
2(2020)

年度

令和
3(2021)

年度

大阪成蹊大学全体及び芸術学部の志願者数の推移

大学全体の志願者数 芸術学部の志願者数

（単位：人）（単位：人）

学生確保（資料）－28



【図表E】芸術学部の募集状況の推移（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度）
（単位：人）

志願者数
:令和2年度

対比

志願者数
:平成30年度

対比

志願者数
:平成29年度

対比

募集人員 29 32 35 35 42

志願者数 28 30 55 77 137

受験者数 26 20 53 66 128

合格者数 19 11 6 16 21

入学者数 6 7 4 13 9

募集人員 11 11 11 11 9

志願者数 31 15 47 38 50

受験者数 31 15 47 37 50

合格者数 20 12 6 7 7

入学者数 5 2 1 0 0

募集人員 69 69 75 75 75

志願者数 100 120 147 157 254

受験者数 100 116 147 155 253

合格者数 89 99 103 115 147

入学者数 88 91 99 106 145

募集人員 52 52 56 56 61

志願者数 90 83 115 109 136

受験者数 90 83 114 108 89

合格者数 82 77 107 94 70

入学者数 81 77 105 94 69

募集人員 16 13 13 13 3

志願者数 21 22 25 35 24

受験者数 20 22 24 33 20

合格者数 15 20 7 4 4

入学者数 11 18 5 3 4

募集人員 177 177 190 190 190

志願者数 270 270 389 416 601

受験者数 267 256 385 399 540

合格者数 225 219 229 236 249

入学者数 191 195 214 216 227

その他入試
（社会人・留学生・帰国生徒

等）

合計

学校推薦型選抜入試
（併設校・指定校等を含む）

総合型選抜入試

一般選抜入試

大学入学共通テスト利用入試

222.6%222.6%

114.3%109.1%

151.1%163.9%

254.0%211.7%

161.3%333.3%

489.3%456.7%

平成29年度
(2017年度)

平成30年度
(2018年度)

平成31年度
(2019年度)

124.8%

68.6%

144.5%

令和2年度
(2020年度)

令和3年度
(2021年度)

177.9%

131.6%

161.8%

学生確保（資料）－29



【図表F】令和3(2021)年度入試までの直近3か年における芸術学部の偏差値の推移（平成31(2019)年度入試～令和3(2021)年度）

学校名 学部 学科 教科数
平成31(2019)

年度入試
令和2(2020)

年度入試
令和3(2021)

年度入試
前々年同期比

大阪成蹊大学 芸術学部 造形芸術学科 1教科 37.5 42.5 47.5 10

≪参考≫近隣の主な私立大学芸術系学部における偏差値の推移

学校名 学部 学科 教科数
平成31(2019)

年度入試
令和2(2020)

年度入試
令和3(2021)

年度入試
前々年同期比

美術工芸学科 1教科 35.0-40.0 35.0-40.0 37.5-40.0 2.5-0

マンガ学科 1教科 35.0 35.0 35.0 0.0

キャラクターデザイン学科 1教科 40.0 42.5 42.5 2.5

情報デザイン学科 1教科 37.5-45.0 37.5-42.5 37.5-42.5 0-▲2.5

プロダクトデザイン学科 1教科 42.5 42.5 42.5 0.0

空間演出デザイン学科 1教科 45.0 40.0-42.5 40-42.5 ▲5.0-▲2.5

環境デザイン学科 1教科 45.0 42.5 42.5 ▲ 2.5

映画学科 1教科 45.0 42.5 42.5 ▲ 2.5

舞台芸術学科 1教科 40.0 42.5 42.5 2.5

文芸表現学科 1教科 42.5 42.5 42.5 0.0

アートプロデュース学科 1教科 40.0 42.5 42.5 2.5

こども芸術学科 1教科 37.5 37.5 37.5 0.0

歴史遺産学科 1教科 37.5 40.0 40.0 2.5

芸術学部 造形学科 2教科 BF 35.0 35.0 -

ビジュアルデザイン学科 2教科 40.0-47.5 37.5 35.0 ▲5.0-▲12.5

プロダクトデザイン学科 2教科 40.0-42.5 35.0 35.0 ▲5.0-▲7.5

建築学科 2教科 BF 42.5 42.5 -

イラスト学科 2教科 42.5 37.5 35.0 ▲ 7.5

マンガ学科 2教科 40.0-42.5 35.0-37.5 35.0 ▲5.0-▲7.5

アニメーション学科 2教科 42.5 37.5 35.0 ▲ 7.5

メディア表現学部 メディア表現学科 2教科 - - 35.0 -

人間環境デザインプログラム 2教科 - - 37.5 -

大手前大学 建築＆芸術学部*2 メディア芸術学科 2-3教科 37.5 37.5-40.0 37.5-40.0 0-2.5

京都美術工芸大学 工芸学部 美術工芸学科 1教科 35.0 35.0 35.0 0.0

環境デザイン学科 1教科 37.5 37.5 37.5 0.0

プロダクト・インテリアデザイン学科 1教科 35.0 37.5 37.5 2.5

ビジュアルデザイン学科 1教科 35.0 35.0 37.5 2.5

映像表現学科 1教科 42.5 42.5 42.5 0.0

まんが表現学科 1教科 - 37.5 37.5 -

ファッションデザイン学科 1教科 35.0 35.0 35.0 0.0

アート・クラフト学科 1教科 37.5 37.5 37.5 0.0

芸術学科 2-3教科 50.0-52.5 50.0-52.5 50.0-52.5 0.0

文化デザイン学科 1、3教科 50.0-60.0 55 55 5.0-▲5.0

大阪芸術大学、成安造形大学、嵯峨美術大学（偏差値掲載なし） - - - - -

※各年の河合塾「入試難易予想一覧表」をもとに作成
※令和3年度入試は令和2年6月公表、令和2年度入試は令和元年6月公表、平成31年度入試は平成30年5月公表の資料をもとに作成
*1令和2年4月より京都造形芸術大学から名称変更　*2令和3年4月よりメディア・芸術学部から名称変更

近畿大学 文芸学部

京都芸術大学*1 芸術学部

京都精華大学

デザイン学部

マンガ学部

神戸芸術工科大学 芸術工学部

学生確保（資料）－30



【図表G】大阪成蹊女子高等学校美術科からの進学者数等の推移（平成29(2017)年度～令和3(2021)年度）

（単位：人）

平成29(2017)年度 平成30(2018)年度 平成31(2019)年度 令和2(2020)年度 令和3(2021)年度

進学者数（美術科） 39 29 43 42 33

平成28(2016)年度 平成29(2017)年度 平成30(2018)年度 令和31(2019)年度 令和2(2020)年度

在籍者数（美術科3年） 73 59 111 86 69

進学者/在籍者（美術科） 53.4% 49.2% 38.7% 48.8% 47.8%

※平成27(2016)年度より「普通科 美術・イラストアニメーションコース」を「美術科」に改組。 ５か年の平均進学率

そのため、上記の平成27(2016)年度及び平成28(2017)年度の数値は「普通科 美術・イラストアニメーションコース」の数値。 47.6%

令和3(2021)年５月時点の美術科在籍者数 （単位：人）

学年 在籍者数
進路予測
（5か年の平均進学率
47.6%で計算）

１年生 106 50

２年生 86 40

３年生 76 36

学生確保（資料）－31



【図表H】芸術学部における卒業者の進路状況等の推移（平成29(2017)年度～令和2(2020)年度）

（単位：人）

平成29(2017)年度卒業 平成30(2018)年度卒業 平成31(2019)年度卒業 令和2(2020)年度卒業

175 143 141 154

157 125 127 134

89.7%(+3.6pt) 87.4%(+1.1pt) 90.1%(+3.4pt) 87.0%(+1.4pt)

155 123 125 131

98.7(+0.7pt)% 98.4(+0.7pt)% 98.4(+0.5pt) 97.8%(+1.7pt)

大企業 23.9% 25.2% 28.1% 25.2%

中小規模 65.2% 65.5% 67.8% 66.9%

小規模ほか 11.0% 9.2% 4.1% 7.9%

7 4 4 3

5 4 4 3

※各年5月1日時点

企業規模割合
※企業規模は、
中小企業基本法

に準じる

内、教職系希望者

内、教職系内定者

卒業者

就職希望者

就職希望率（全国私大平均比）

就職内定者

就職率（全国私大平均比）

学生確保（資料）－32



【図表Ｉ】芸術学部卒業生の就職先の業種別割合の推移（平成29(2017)年度～令和2(2020)年度）

平成29(2017)年度卒業生 平成30(2018)年度卒業生 平成31(2019)年度卒業生 令和2(2020)年度卒業生

業種 人数 占有率 業種 人数 占有率 業種 人数 占有率 業種 人数 占有率

情報通信業 34 21.9% 卸売業，小売業 25 20.3% 製造業 31 24.8% 製造業 29 22.1%

卸売業，小売業 30 19.4% 製造業 18 14.6% 卸売業，小売業 20 16.0% 卸売業，小売業 26 19.9%

製造業 21 13.5% 情報通信業 18 14.6% 情報通信業 19 15.2% 情報通信業 21 16.0%

学術研究，専門・技術サービス業 17 11.0% 学術研究，専門・技術サービス業 18 14.6% 学術研究，専門・技術サービス業 15 12.0% サービス業 13 9.9%

サービス業 16 10.3% サービス業 11 8.9% サービス業 11 8.8% 建設業 10 7.6%

教育，学習支援業 9 5.8% 生活関連サービス業，娯楽業 7 5.7% 宿泊業，飲食サービス業 8 6.4% 学術研究，専門・技術サービス業 9 6.9%

生活関連サービス業，娯楽業 8 5.2% 宿泊業，飲食サービス業 7 5.7% 医療，福祉 5 4.0% 医療，福祉 6 4.6%

医療，福祉 5 3.2% 教育，学習支援業 7 5.7% 運輸業，郵便業 4 3.2% 教育，学習支援業 6 4.6%

建設業 5 3.2% 建設業 5 4.1% 教育，学習支援業 4 3.2% 生活関連サービス業，娯楽業 4 3.1%

運輸業，郵便業 3 1.9% 運輸業，郵便業 4 3.3% 不動産業，物品賃貸業 3 2.4% 運輸業，郵便業 3 2.3%

宿泊業，飲食サービス業 2 1.3% 医療，福祉 3 2.4% 建設業 3 2.4% 宿泊業，飲食サービス業 2 1.5%

不動産業，物品賃貸業 2 1.3% 合計 123 100.0% 生活関連サービス業，娯楽業 2 1.6% 不動産業，物品賃貸業 2 1.5%

金融業，保険業 1 0.6% 合計 125 100.0% 合計 131 100.0%

公務 1 0.6%

その他 1 0.6%

合計 155 100.0%

学生確保（資料）－33



【図表J】大阪成蹊大学における求人件数の推移（平成29(2017)年度～令和2(2020)年度）

平成29(2017)年度 （参考）

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 マイナビ

件数 416 127 125 277 108 60 64 49 44 15 20 12 5

累計 416 543 668 945 1,053 1,113 1,177 1,226 1,270 1,285 1,305 1,317 1,322

平成30(2018)年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 マイナビ

件数 445 139 284 127 71 59 48 56 41 24 21 6 3

累計 445 584 868 995 1,066 1,125 1,173 1,229 1,270 1,294 1,315 1,321 1,324

平成31(2019)年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 マイナビ

件数 429 129 249 90 110 44 64 27 29 19 11 8 1

累計 429 558 807 897 1,007 1,051 1,115 1,142 1,171 1,190 1,201 1,209 1,210

令和2(2020)年度

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 計 マイナビ

件数 386 47 143 84 63 35 31 30 17 6 9 6 2

累計 386 433 576 660 723 758 789 819 836 842 851 857 859
25,892

企業 1,322 19,904

22,619

24,013

企業 859

企業 1,210

企業 1,324

学生確保（資料）－34



【図表K】芸術学部における直近５か年の主な産官学連携授業実績
№ 年度 コース タイトル 連携先 計

1 2017 ビジュアルデザインコース 五月山動物園ウォンバットブース企画提案 池田市、池田市観光協会

2 2017 学部共通 キャリアデザイン3での課題提供 東淀川区

3 2017 学部共通 キャリアデザイン3での課題提供 株式会社ケイテック

4 2017 表現教育コース アートプロジェクト 豊中市

5 2017 イラストレーションコース ヒーリングアートプロジェクト作品の制作・設置 医療法人晴風園　今井病院

6 2017 表現教育コース 連携アートプロジェクト 株式会社長谷工コミュニティ

7 2017 インテリア・プロダクトデザインコース 商店街の活性化に向けた空き店舗を活用 キララ商店街

8 2017 学部共通 ゲーム製作分野の最先端のノウハウと本学の教育プログラムを連携 ディライトワークス株式会社

9 2018 ビジュアルデザインコース 五月山動物園ウォンバットブース企画提案 池田市、池田市観光協会

10 2018 学部共通 キャリアデザイン3での課題提供 東淀川区

11 2018 学部共通 ＨＲＳローリングストックキャンペーン 東淀川区

12 2018 学部共通 防災マンガ 東淀川区

13 2018 学部共通 防災デジタル紙芝居 東淀川区

14 2018 学部共通 防災ステッカー 東淀川区

15 2018 ビジュアルデザインコース プロジェクト演習2・4での課題提供 サンスター株式会社

16 2018 ビジュアルデザインコース キャリアデザイン２での課題提供 ジェイコムウエスト株式会社

17 2018 イラストレーションコース ヒーリングアートプロジェクト作品の制作・設置 医療法人晴風園　今井病院

18 2018 インテリア・プロダクトデザインコース 商店街の活性化に向けた空き店舗を活用 キララ商店街

19 2018 学部共通 大阪空港での美術展示 関西エアポート株式会社

20 2019 学部共通 キャリアデザイン3での課題提供 東成区

21 2019 イラストレーションコース ヒーリングアートプロジェクト作品の制作・設置 医療法人晴風園　今井病院

22 2019 学部共通 スーツ裏地等の商品企画 渡辺藤商店

23 2019 イラストレーションコース オリジナル壁紙の制作 株式会社テイクコーポレーション

24 2019 学部共通 大阪空港での美術展示 関西エアポート株式会社

25 2019 学部共通 PBL課題解決型授業 株式会社ジェイコムウエスト

26 2019 学部共通 PBL課題解決型授業 西日本旅客鉄道株式会社(JR西日本)

27 2019 学部共通 情報誌に関する企画・デザイン 株式会社小学館

28 2019 イラストレーション・美術コース ボーダレスアートプロジェクト 社会福祉法人 西淡路希望の家

29 2019 イラストレーション・美術コース まちやま健康ピクニックアートイヴェント 箕面公園 管理事務所

30 2019 美術・表現教育コース 造形遊びの企画と実施 こみち幼稚園

31 2019 学部共通 プロモーションサポート　企画・デザイン提案 吹田市

32 2019 美術・表現教育コース こども絵画教室サポート 北大阪急行電鉄株式会社

33 2020 学部共通 スーツ裏地等の商品企画 渡辺藤商店

34 2020 イラストレーションコース ペット用商品と販売促進物のデザイン制作 ラブリーペット商事株式会社

35 2020 学部共通 キャリアデザイン3での課題提供 東成区

36 2020 イラストレーション・美術コース ボーダレスアートプロジェクト 社会福祉法人 西淡路希望の家

37 2020 イラストレーション・美術コース まちやま健康ピクニックアートイヴェント 箕面公園 管理事務所

38 2020 学部共通 SDGs活動を活かしたプロモーション サラヤ株式会社

39 2020 学部共通 ギフトセットの企画とデザイン提案 タビオ株式会社

40 2020 学部共通 フルカラー3Dプリンタによる出力を伴う効果的な教育のための検証 株式会社グラフィッククリエーション

41 2020 インテリア・プロダクトデザインコース HOTEL KYOTO LOGYのブランディング HOTEL KYOTO LOGY

42 2020 ビジュアルデザインコース イベントグッズデザイン開発＆ポスター制作 三島郡島本町

43 2020 インテリア・プロダクトデザインコース ツリーハウス制作ワークショップ 合同会社GENETO GROUP

44 2020 インテリア・プロダクトデザインコース PB商品の製品化・販売に向けた商品提案 綿半ホールディングス株式会社

45 2020 イラストレーション・美術コース グリーンスポーツセンター利用活用プラン提案と実践 豊中市

46 2021 学部共通 ハッピー手洗いプロジェクト　プロモーション企画提案 サラヤ株式会社

47 2021 ビジュアルデザインコース 商品パッケージ、プロモーション等企画・デザイン提案 エースコック株式会社

48 2021 テキスタイル・ファッションデザインコース 2021a/w商品をデザインし提案 ミントデザインズ

49 2021 美術・アート表現コース グランドオープニング事業におけるアートイベント 豊中市

50 2021 学部共通 キャリアデザイン3での課題提供 東成区

51 2021 インテリア・プロダクトデザインコース 竹を用いた街づくりのための屋台開発 生駒市

52 2021 インテリア・プロダクトデザインコース PB商品の製品化・販売に向けた商品提案 綿半ホールディングス株式会社

53 2021 テキスタイル・ファッションデザインコース アイドルグループの衣装制作プロジェクト ㈱ホールワールドメディア

54 2021 美術・アート表現コース アート作品制作、展開 相川町会、こみち幼稚園

55 2021 イラストレーションコース ロゴ、ラッピングの提案 丸福珈琲店

56 2021 学部共通 クリエイターと連携してのゲーム制作 ディライトワークス株式会社

57 2021 イラストレーションコース 「UNKNOWN ASIA」～大阪からアジアへ～ FM802

58 2021 学部共通 ソーシャル・プロデューサーによる講義 複数のソーシャル・プロデューサー

8

11

13

13

13
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【図表L】芸術学部におけるPROGテスト結果の推移
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 情報分析力 3.13 2.9 0.23 3.05 2.78 0.27 3.29 3.02 0.27

 課題発見力 3.33 3.36 -0.03 3.46 3.10 0.37 3.47 2.78 0.69
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コンピテンシー総合 2.78 2.63 0.15 3.24 2.81 0.43 2.96 2.57 0.38

対人基礎力 3.1 2.87 0.23 3.53 3.03 0.50 3.15 2.83 0.32
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 対課題基礎力 3.16 3.13 0.03 3.50 3.29 0.21 3.32 3.23 0.09
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 課題発見力 3.15 3.08 0.07 3.81 3.22 0.60 3.60 3.03 0.56

 計画立案力 3.15 3.27 -0.12 3.19 3.30 -0.11 3.06 3.34 -0.28
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１．２０２２年度構想についての高校生アンケート調査 概要 

 
大阪成蹊大学が令和 4 年度(2022 年度)に入学定員増を予定する経営学部 経営学科、経営学部 スポー

ツマネジメント学科、教育学部 教育学科 中等教育専攻、教育学部 教育学科 初等教育専攻、芸術学部 
造形芸術学科および設置を予定する国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置届出予定）について学生確

保の見通しを測定するために、令和 4 年度に大学進学時期を迎える高校生（令和 2 年度時点で高校 2 年

生）を対象に「大阪成蹊大学 2022 年度構想についての高校生アンケート調査」（無記名式）を実施した。

大阪府を中心とした近畿地方の計 94 校の高校生 16,601 人から回答を得て集計した結果、大阪成蹊大学

の各学部・学科・専攻に対し、以下の結果が得られた。 
大阪成蹊大学の各学部・学科・専攻に入学意向を示した高校生の人数  
※【 】内は 2022 年度に予定する入学定員 

国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置構想中） 【 80 名】 417 人 
経営学部 経営学科    【140 名】 720 人 
経営学部 スポーツマネジメント学科  【120 名】 292 人 
教育学部 教育学科 中等教育専攻   【 70 名】 275 人 
教育学部 教育学科 初等教育専攻   【150 名】 409 人 
芸術学部 造形芸術学科    【220 名】 502 人 

 このように、大阪成蹊大学が令和 4 年度に入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および設置を予

定する国際観光学部 国際観光学科（仮称）において、全て予定する入学定員を大きく上回る高校生が進

学意向を示す結果となった。 
 

調査対象 

令和 4 年度の大学入試を受験する可能性が最も高い高校生（令和 4 年 3 月卒業予定者）

をアンケートの対象とした。大阪成蹊大学に志願者・入学者が多い大阪府を中心とした

近畿地方の高校にアンケート実施を依頼し、94 校にご協力いただいた。府県別の高校

数、回答を得た高校生の人数は 4 ページの表に示す。 

調査内容 

 大阪成蹊大学が令和 4 年度に入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および設

置を予定する国際観光学部 国際観光学科（仮称）への進学意向 
 回答者の基本情報（性別、居住地、関心のある学問分野） 
以上、全 5 問ですべて選択肢式。 

調査時期 令和 3 年 1 月～3 月初旬 

調査・集計 
方法 

アンケート実施の了承が得られた高校に高校生アンケート調査用紙等を必要部数配

付。その上で各校の教職員から調査対象者（令和 2 年度時点の高校 2 年生）にアンケ

ート調査用紙を配布の上、10 分程度の回答時間を設け、その場で回収いただいた。回

収したアンケート調査用紙は各高校から集計担当の株式会社高等教育総合研究所に直

接郵送をいただき、株式会社高等教育総合研究所が集計作業ならびに本報告書を作成

した。 

回収件数 有効回答数 16,601 件 
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実施高校の府県別内訳 
   公立 私立 合計 割合 

滋賀県 1 - 1 1.1% 

京都府 1 1 2 2.1% 

大阪府 58 6 64 68.1% 
兵庫県 15 6 21 22.3% 

奈良県 5 - 5 5.3% 

和歌山県 1 - 1 1.1% 

 合計 81 13 94 100.0% 

 割合 86.2% 13.8% 100.0%  
 

 
在籍高校所在地別の回収件数 
   公立 私立 合計 割合 

滋賀県 69 - 69 0.4% 

京都府 233 179 412 2.5% 

大阪府 11,518 1,515 13,033 78.5% 
兵庫県 1,943 406 2,349 14.1% 

奈良県 703 - 703 4.2% 

和歌山県 35 - 35 0.2% 

 合計 14,501 2,100 16,601 100.0% 
 割合 87.4% 12.6% 100.0%  
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２．２０２２年度構想についての高校生アンケート調査 集計結果 
 

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 

 

問１・問２は「大阪成蹊大学の概要（国際観光学部 国際観光学科（仮称）を含む）」を確認の上、回答を求めた。 

   

問 1 あなたは大阪成蹊大学の以下の学部・学科・専攻へ進学したいと思いますか。（あてはまるもの 1 つにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置構想中）へ進学したい 417 2.5% 

2. 経営学部 経営学科 へ進学したい 720 4.3% 

3. 経営学部 スポーツマネジメント学科 へ進学したい 292 1.8% 

4. 教育学部 教育学科 中等教育専攻 へ進学したい 275 1.7% 

5. 教育学部 教育学科 初等教育専攻 へ進学したい 409 2.5% 

6. 芸術学部 造形芸術学科 へ進学したい 502 3.0% 

7. 上記のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない 13,517 81.4% 

 （未回答など） 469 2.8% 

 合計 16,601 100.0% 

 
   

問２は問１で「上記（大阪成蹊大学）のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない」とした 13,517 人に回答を求めた。 

   

問 2 あなたが大阪成蹊大学に「進学を希望しない」とした理由をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 大阪成蹊大学に興味ある学部・学科・専攻はあるが、詳細を知った上で検討したい
から 936 6.9% 

2. 興味・関心のある学部・学科・専攻はないから 3,575 26.4% 

3. 国公立大学への進学を希望しているから 1,244 9.2% 

4. 他の私立大学への進学を希望しているから 4,534 33.5% 

5. 短期大学・専門学校への進学を希望しているから 2,330 17.2% 

6. 就職を希望しているから 704 5.2% 

7. 進路は未定だから 2,135 15.8% 

8. 通学に時間がかかりそうだから 454 3.4% 

9. 学費が高いから 537 4.0% 

10. その他 290 2.1% 

※ 問 2 は複数回答項目のため、回答数は延べ。 

※ 構成比＝各回答数÷13,517 人（問１で「上記（大阪成蹊大学）のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない」とした回答者数） 

 
 

  

学生確保（資料）－41



大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査（2022 年度構想についての高校生アンケート調査）報告書 

 

6 
  

 

問３・４・５は全員に回答を求めた。 

   

問 3 あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにマーク）   

選択項目 回答数 構成比 

1. 男性 6,983 42.1% 

2. 女性 9,289 56.0% 

 （未回答など） 329 2.0% 

 合計 16,601 100.0% 
   

問 4 あなたがお住まいの府県をお答えください。（あてはまるもの 1 つにマーク）  

選択項目 回答数 構成比 

1.  大阪府 

2.  兵庫県 

3.  京都府 

4.  滋賀県 

5.  奈良県 

6.  和歌山県 

7.  その他 

  （未回答など） 

12,523 75.4% 

2,480 14.9% 

398 2.4% 

91 0.5% 

699 4.2% 

56 0.3% 

31 0.2% 

323 1.9% 

 合計 16,601 100.0% 
   

問 5 あなたが関心のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク） 

選択項目 回答数 構成比 

1. 社会科学（法学・政治学、商学・経営学、経済学、社会学、観光学など） 5,030 30.3% 

2. 教育学・保育学（幼児教育、初等教育、中等教育、保育など） 2,764 16.6% 

3. 芸術学（音楽、デザイン、美術、造形など） 2,547 15.3% 

4. 人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など） 3,097 18.7% 

5. 理学（数学、物理学、化学、生物学など） 1,007 6.1% 

6. 工学（機械工学、電気電子工学、応用化学、建築学など） 1,454 8.8% 

7. 農学（農学、農業経済学、林学、水産学、獣医学など） 695 4.2% 

8. 医学・歯学・薬学 1,078 6.5% 

9. 保健衛生学（看護学、リハビリ学など） 1,950 11.7% 

10. 家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など） 1,066 6.4% 

11. その他 2,495 15.0% 

※ 問 5 は複数回答項目のため、回答数は延べ。   

※ 各構成比 ＝ 回答数 ÷ 16,601 人（全回答者の人数）   

  

学生確保（資料）－42



大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査（2022 年度構想についての高校生アンケート調査）報告書 

 

7 
  

３．２０２２年度構想についての高校生アンケート調査 集計結果のポイント 
 

※「構成比」（％）はいずれも、小数点第二位を四捨五入。 

 
Point 
１ 

大阪成蹊大学が令和 4 年度に入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および設置予定の

国際観光学科（仮称）で、すべて予定する入学定員を大きく上回る高校生が進学意向を示す。 
 

大阪成蹊大学が令和 4 年度(2022 年度)に入学定員増を予定する各学部・学科・課程および設置予定の

国際観光学部 国際観光学科(仮称)について、学生確保の見通しを測定するために、令和 4 年度に大学進

学時期を迎える高校生（令和 2 年度時点で高校 2 年生）を対象に「大阪成蹊大学 2022 年度構想につい

ての高校生アンケート調査」（無記名式）を実施した。大阪府を中心とする近畿二府四県の高校 94 校に

ご協力をいただき、16,601 人の高校生から回答を得た。 
大阪成蹊大学の各学部・学科・専攻の概要資料を提示の上、進学意向について回答を求めたところ、次

の結果を得た。設置予定の国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置構想中）には入学定員 80 名（予定）

に対し 417 人（回答者全体の 2.5%）が進学したいと回答した。また、入学定員増を予定する経営学部 経
営学科には入学定員 140 名（予定）に対し 720 人（同 4.3%）、経営学部 スポーツマネジメント学科には

入学定員 120 名（予定）に対し 292 人（同 1.8%）、教育学部 教育学科 中等教育専攻には入学定員 70 名

（予定）に対し 275 人（同 1.7%）、教育学部 教育学科 初等教育専攻には入学定員 150 名に対し 409 人

（同 2.5%）、芸術学部 造形芸術学科には入学定員 220 名（予定）に対し 502 人（同 3.0%）が進学した

いと回答した。 
このように入学定員増を予定するすべての学科・専攻、設置予定の国際観光学部 国際観光学科（仮称）

において、その入学定員を大きく上回る高校生が進学意向を示す結果となった。 
 

大阪成蹊大学が入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および 
設置予定の国際観光学部 国際観光学科(仮称)への進学意向（問１結果より） 

N=全体 16,601 人のうち進学意向を示した回答者 2,615 人 
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Point 
２ 

アンケート実施時点では大阪成蹊大学への進学意向を示さなかったものの、「興味があり 

詳細を知った上で検討」が 936 人おり、今後の広報活動を通して更なる志願者確保が可能。 
 
 大阪成蹊大学が入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および設置予定の国際観光学部 国際観光学

科(仮称)について、進学を希望しないとした 13,517 人に対しその理由について回答を求めた。その結果、

「大阪成蹊大学に興味ある学部・学科・専攻はあるが、詳細を知った上で検討したいから」とした高校生

が 936 人（複数回答の結果）。このことから、アンケート調査実施時点では大阪成蹊大学への進学意向を

示さなかったものの、一定の興味を示している層が存在していることは明らかで、今後の広報活動を通し

て更なる志願者確保が可能であると推察される。 
 

大阪成蹊大学が入学定員増を予定する各学部・学科・専攻および 
設置予定の国際観光学部 国際観光学科(仮称)に進学を希望しない理由（問２結果より） 

 

N=問 1 で「～いずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない」とした 13,517 人 

 

 
 

 
Point 
３ 

回答を得た高校生 16,601 人中 6 割近くが女性で、全体の 4 人に 3 人が大阪成蹊地元の大阪

府在住者。興味ある学問分野は社会科学が最多、教育学、芸術学も 15～16%が関心を示す。 
 

高校生アンケート調査で回答を得た高校生について、性別でみると女性が 9,289 人（回答者全体の

56.0%）で男性 6,983 人（同 42.1%）を上回った。居住地別では、大学の所在地である大阪府在住者が

12,523 人（同 75.4%）で最も多く、次いで大阪府に隣接する兵庫県在住者が 2,480 人（同 14.9%）、奈良

県在住者が 699 人（同 4.2%）、京都府在住者が 398 人（同 2.4%）であった。他にも滋賀県や和歌山県な

ど近隣の高校生から回答を得た。関心のある学問分野については、本学の場合、設置予定の国際観光学部 
国際観光学科（仮称）、入学定員増を予定の経営学部 経営学科・経営学部 スポーツマネジメント学科が

含まれる「社会科学」が 5,030 人（同 30.3%）で最も多く、他にも教育学部 教育学科 中等教育専攻・教

育学部 教育学科 初等教育専攻が含まれる「教育学・保育学」が 2,764 人（同 16.6%）、芸術学部 造形芸

術学科が含まれる「芸術学」が 2,547 人（同 15.3%）であった（興味のある学問分野は複数回答の結果）。 
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大阪成蹊大学 令和 4 年度の収容定員増に係るニーズアセスメント調査（2022 年度構想についての高校生アンケート調査）報告書 

 

9 
  

 
高校生アンケート調査に回答を示した高校生の属性 すべて N=16,601 人 

性別 ＜問 3 結果より＞ 

 

居住地 ＜問 4 結果より＞ 

 
 

関心のある学問分野 ＜問 5 結果より＞※複数回答の結果 
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本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

1

大阪成蹊大学　
２０２２年度構想についての高校生アンケート調査
（対象：２０２０年度現在、高校２年生の皆さま）

-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------
　大阪成蹊大学（大阪市東淀川区相川3丁目10-62）は2022(令和4)年度、国際観光学部国際観光学科(仮称・設置構想中)を
開設するとともに、経営学部経営学科およびスポーツマネジメント学科、教育学部教育学科中等教育専攻および初等教育専
攻、芸術学部造形芸術学科の入学定員増を構想しています。そこで本学では2022年度に大学進学時期を迎える現・高校２
年生の皆さまからさまざまなご意見をお聞きし、構想内容に反映したいと考えています。回答いただいた皆さまから得られ
た情報は大阪成蹊大学の2022年度の新学部設置および入学定員増構想に係る統計資料としてのみ活用いたします。
　アンケート調査へのご協力を、よろしくお願いいたします。

※このアンケート調査は大阪成蹊大学から委託された第三者機関（株式会社高等教育総合研究所）が実施しています。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

記入例を参考にご回答ください。 

問１・問２は別紙リーフレットをご覧いただき、お答えください。

問 1  あなたは大阪成蹊大学の以下の学部・学科・専攻へ進学したいと思いますか。（あてはまるもの1 つにマーク）

        国際観光学部 国際観光学科（仮称・設置構想中）へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経営学部 経営学科 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

経営学部 スポーツマネジメント学科 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育学部 教育学科 中等教育専攻 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

教育学部 教育学科 初等教育専攻 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

芸術学部 造形芸術学科 へ進学したい　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

上記のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない　⇒　以下の問２にお答えください。

    問１で「上記のいずれの学部・学科・専攻にも進学を希望しない」と回答した方は、以下の問２にお答えください。

問 2  あなたが大阪成蹊大学に「進学を希望しない」とした理由をお答えください。 （あてはまるものすべてにマーク）

        大阪成蹊大学に興味ある学部・学科・専攻はあるが、詳細を知った上で検討したいから

興味・関心のある学部・学科・専攻はないから　　　 国公立大学への進学を希望しているから　　　　　　

他の私立大学への進学を希望しているから　　　　　 短期大学・専門学校への進学を希望しているから　　

就職を希望しているから　　　　　　　　　　　　　 進路は未定だから　　　　　　　　　　　　

通学に時間がかかりそうだから　　　　　　　　　　 学費が高いから　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他   

裏面の問３～５にもご回答ください（全員が回答対象）。
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2

本アンケート調査用紙に印刷されている
QRコードは集計時に使用するものです。
個人の特定を目的とするものではありません。

問 3  あなたの性別をお答えください。（あてはまるものにマーク）

        男性 女性

問 4  あなたがお住まいの府県をお答えください。（あてはまるもの1つにマーク） 

        大阪府　 兵庫県　 京都府　 滋賀県　 奈良県　 和歌山県 その他   

問 5  あなたが関心のある学問分野をお答えください。（あてはまるものすべてにマーク）

        社会科学（法学・政治学、商学・経営学、経済学、社会学、観光学など）

教育学・保育学（幼児教育、初等教育、中等教育、保育など）　　　　　　　　　　　　　　　　　

芸術学（音楽、デザイン、美術、造形など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

人文科学（文学、史学、哲学、心理学、外国語学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

理学（数学、物理学、化学、生物学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

工学（機械工学、電気電子工学、応用化学、建築学など）　　　　　　　　　　　　　　　　

農学（農学、農業経済学、林学、水産学、獣医学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

医学・歯学・薬学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保健衛生学（看護学、リハビリ学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

家政学（生活科学、食物学、住居学、被服学など）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

質問は以上になります。ご協力をいただき、ありがとうございました。 
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大阪成蹊大学の学びが
さらに充実します。

2022年4月

※1 設置届出予定、計画は予定であり変更の場合があります。

国際観光学部 新設

経営学部 入学定員増
●中等教育専攻 60名 ▶ 70名　●初等教育専攻 140名 ▶ 150名

教育学部 入学定員増

芸術学部 入学定員増
※2 定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

入学定員 80名

入学定員 200名▶220名※2

●経営学科 110名 ▶ 140名　●スポーツマネジメント学科 110名 ▶ 120名

入学定員 220名▶260名※2

造形芸術学科 190名 ▶ 220名

入学定員 190名▶220名※2

（
仮
称
）

※1 
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志願者・入学者・学生数の増加

高い授業出席率2019年度前期 授業評価アンケート結果
授業満足度が高く、授業内容や学生の成長実感度も高い

教員の授業に対する熱意を感じた

教員は質問・意見交換など、学生の授業参加を促していた

教員は学生が授業マナーを守るよう指導していた

教員は各回の授業テーマや目標、科目全体の中での位置づけを明確に説明し、計画的に授業を進めていた

教員は授業の準備を十分に行っていた

4.15点
4.02点
4.10点
4.09点
4.21点

4.07点/5.00点中全体として、この授業を受けて満足した総合評価

教員は学生の反応や理解に合わせて授業を進めていた

教員は学生が関心を持てるように工夫して授業を進めていた

教員は取り組んだ課題に対して適切なフィードバックをしてくれた

（授業を受け）この分野の専門的知識や技術が身についた

（授業内容が）これから生きていくうえで役立つと思う

3.95点
3.98点
4.05点
4.06点
4.09点

92.6%

2019年度 １年生・前期

就職率 

99.0%

2020年3月卒

大阪成蹊大学での学びに対する
高い満足度 ～卒業時アンケートより～

大阪・京都・神戸方面
からの通学に適した
抜群のアクセス

95.4% 93.0%
※2020年3月卒対象
　（回収率 90.1%）

※スクールバス運行中（①JR京都線吹田駅～阪急京都線相川駅 約7分、②大阪メトロ今里筋線井高野駅～相川キャンパス 約5分）

阪急京都線 約14分

阪急京都線 約25分

阪急神戸線 約25分

乗り換え 約9分

徒歩

約5分
乗り換え 約11分

成長実感度 入学満足度
本学の学びを通して、

あなた自身の成長を実感できましたか？
本学に入学して

良かったと思いますか？

大阪成蹊大学はここ１０年で著しく進化を遂げ、教育内容や学生生活の充実に向けて絶えず改革を進めてまいりました。
その結果、現在では多くの卒業生が「大阪成蹊大学に入学してよかった」、

「大阪成蹊大学での学びを通して、自身の成長を実感できた」と評価する大学となり、志願者数も年々増え続けています。
今後もより一層充実した学びと有意義な学生生活を約束すべく、2026年に向けてさまざまな改革を実行していきます。

改革のスタートとして、2022年に「国際観光学部（仮称）」を新しく開設する予定です※1。
また従来の「教育学部」「経営学部」「芸術学部」の入学定員を増加し※2、さらなる学びの充実を図ります。

ACCESS

0504

02 03

01

入学者数の変化

229人 759人 530人増

志願者数の変化

368人 3,394人

▶

▶

▶

在籍者数の変化

1,303人 2,558人

約3.3
倍

3,026人増 約9.2
倍

1,255人増 約2.0
倍

DATAで見る大阪成蹊大学の進化と高い満足度

大阪成蹊大学について

2009年 2020年
100

500

900

1,300

1,700

2,100

2,500

2,900

3,300

229

759

2,558

（人） 3,394

368

1,303

在籍者
志願者
入学者

注）各年5月1日現在

※1 設置届出予定、計画は予定であり変更の場合があります。 ※2 定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

大阪梅田

烏丸

神戸三宮

茨木市
阪急京都線
相川駅 大阪成蹊大学

十三
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定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

経営コース 食ビジネスコース スポーツマネジメント学科公共政策コース

商品開発やマーケティング、経
営戦略などを学び、あらゆる企
業や組織で必要とされる、ビジネ
スの知識とマネジメントの能力を
身につけます。

経営学、食物学、情報学の３領
域からなる文理融合の学びによ
り、あらゆる食関連の分野でマ
ネジメント力を発揮し活躍できる
人材を育成します。

地域や社会の課題を解決する
さまざまなフィールドワークを通じ
てこれからの国や自治体、公共
性の高い企業・団体などに求め
られる「経営的な視点で政策形
成ができる人材」をめざします。

スポーツ関連企業やクラブチー
ム、イベント実行委員会におけ
る経営や企画、管理、運営を学
び、スポーツ産業をはじめ組織
が抱える多様な課題の解決に
貢献できる人材をめざします。

スポーツ
マネジメント
学科

経営学科

● 製造・流通業
● 商社
● 銀行・金融機関

● 国家公務員
● 警察・消防
● 地方公務員

● 食品・飲料メーカー
● 食系卸・小売業
● 外食・中食産業

● スポーツ関連流通業
● スポーツ用品メーカー
● スポーツサービス業

● 卸･小売業
● 公務員
● 教員　など

● 公益企業・団体
● 教員　など

● 農業法人
● 公務員
● 教員　など

● 地域スポーツクラブ
● 一般企業
● 公務員　など

● リテールマーケティング（販売士）2級・3級
● 日商簿記2級・3級
● 実践キャリア実務士Ⓡ

● 上級ビジネス実務士Ⓡ

● 宅地建物取引士
● 行政書士
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2）
● メンタルヘルス・マネジメントⓇ検定
● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（公民）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）（※3）　など

● 行政書士
● 日商簿記2級・3級
● 宅地建物取引士
● ビジネス実務法務検定Ⓡ2級・3級
● リテールマーケティング（販売士）2級・3級
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2）
● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（公民）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）（※3）　など

● 食の6次産業化プロデューサー（食Pro.）
● フードコーディネーター2級・3級
● 食品衛生責任者
● リテールマーケティング（販売士）2級・3級
● 日商簿記2級・3級
● 実践キャリア実務士Ⓡ

● 上級ビジネス実務士Ⓡ

● 行政書士
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2）
● 中学校教諭一種免許状（社会）
● 高等学校教諭一種免許状（公民）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）（※3）　など

● アシスタントマネジャー
● スポーツイベント検定
● リテールマーケティング（販売士）2級・3級
● 日商簿記2級・3級
● 実践キャリア実務士Ⓡ

● 上級ビジネス実務士Ⓡ

● フィットネスクラブ・マネジメント技能士3級
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2・4）
● 中学校教諭一種免許状（社会）（※3）
● 高等学校教諭一種免許状（公民）（※3）　など

経営学部
現代の社会・経済・経営・情報環境におけるビジネスとマネジメントを学び、

グローバル化・情報化の進展する現代産業社会において、
複雑化・多様化する経営上の諸問題を解決しうる能力を持った人材を育成します。

類似の学びがある大学・学部

● 追手門学院大学 経営学部　
● 大阪学院大学 経営学部

● 大阪経済大学 経営学部
● 神戸学院大学 経営学部　　

● 摂南大学 経営学部
　　　　　　　　　など

※1 中・高等学校教諭一種免許状いずれかの取得者に限ります。
※2 各コースで定める必修および選択の授業科目を修得した上で、かつそれぞれの免許状·資格取得に必要な授業科目を修得することにより取得できます。
※3 申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。
※4 申請中。教職課程が認可された場合に取得可能となります。

前期
（入学手続時）

後期
（10月4日まで） 年額

1年次

788,160 496,000 1,284,160

42,160 ー　 42,160

250,000 ー　 250,000
397,500 397,500 795,000
98,500 98,500 197,000

合計

1,019,500参考：2年次以降（年額）

その他納付金

学費等

費目

授業料
教育充実費

入学金

※予定であり変更になる場合があります。 （単位：円）学費

めざす卒業後の進路

めざす資格・技能検定／取得可能な教員免許状・資格

定員増 UP

110名→140名
入学定員増

110名→120名
入学定員増
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地域観光振興
モデル

国際ビジネス
モデル

観光ビジネス
モデル

観光政策の立案、地域におけ
る観光資源の発掘、ツーリズム
による地域活性に興味があり、
将来は地域の観光振興やまち
づくり等に参画したい人。

観光をはじめとするさまざまなグ
ローバル産業において、多様な
国の人々との交流や国際機関
との連携によって、世界に視野
を広げて活躍したい人。

産官学との連携による
専門カリキュラムを用意

観光関連企業や自治体、国際機関な
どと連携したフィールドワーク、プロジェ
クト型授業、各分野のトップ等のゲスト
スピーカーによるリレー講義などが充実

国連世界観光機関（UNWTO）
との連携による国際特別科目
（同機関賛助会員申請中）

国連世界観光機関と連携した特別
授業を開講

徹底した少人数教育

演習や専門ゼミ、語学指導では徹底
した少人数教育を実施

実務・研究の
先端を走る教員陣

長年にわたり観光産業や自治体、国
際機関、研究所などで研究実績を
積んだ教員陣が集結

新棟グローバル館での
充実した学び

新棟グローバル館の「英語教育セン
ター」ではネイティブ教員らが常駐し、
学びをサポート

旅行、航空、ホテル、イベント等、
ホスピタリティマインドを持って
多様な人 と々の交流を生み出し
ながらこれからの観光業界で活
躍したい人。

国際観光
学科

● TOEICⓇテスト
● TOEFLⓇテスト
● 実用英語技能検定

● 日商簿記２級・３級
● 旅行業務取扱管理者（国内・総合）
● 旅程管理主任者（国内・総合）

● 貿易実務検定
● 宅地建物取引士
● 観光実務士Ⓡ

● ホテル・マネジメント技能検定
● 学校図書館司書教諭資格（※1・2・3）
● 高等学校教諭一種免許状（商業）（※4）　など

国際観光学部
現代の社会・経済・経営・情報環境の下で求められる「グローバル化が進む産業及び観光関連産業に係るビジネスとマネジメントに関する基礎的能力とスキル」
及び「国際コミュニケーションに関する基礎的能力とスキル」を備え、持続可能な観光経営モデルの創出や地域における観光振興経営、グローバル市場を
視野に入れた国際ビジネスの展開など、グローバル化が進む産業及び観光関連産業における現代の多様な経営課題の解決に貢献できる人材を育成します。

類似の学びがある大学・学部

● 大阪国際大学 国際教養学部
● 阪南大学 国際観光学部

● 大阪観光大学 観光学部、国際交流学部
● 平安女学院大学 国際観光学部　　　など

※1 高等学校教諭一種免許状の取得者に限ります。
※2 学科で定める必修および選択の授業科目を修得した上で、かつそれぞれの免許状·資格取得に必要な授業科目を修得することにより取得できます。
※3 申請中。教職課程が認可された場合に取得可能となります。
※4 申請中。ただし、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期が変更となる可能性があります。

前期
（入学手続時）

後期
（10月4日まで） 年額

1年次

872,160 580,000 1,452,160

42,160 ー　 42,160

250,000 ー　 250,000
481,500 481,500 963,000
98,500 98,500 197,000

合計

1,187,500参考：2年次以降（年額）

その他納付金

学費等

費目

授業料
教育充実費

入学金

※予定であり変更になる場合があります。

● 航空・鉄道業
● 宿泊業
● 商社・金融・保険業
● メーカー・卸・小売業

● マスコミ・広報・イベント関連業
● 専門職（通訳など）
● 公務員
● 教員　など

地域の観光政策や
観光振興に

関わる仕事をめざす人

在学中に短期・長期の2度の留学を経験する
「STEP留学」にもチャレンジできる！

観光産業に関わる
仕事をめざす人

海外とのビジネスや
国際交流・国際機関に
関わる仕事をめざす人

（単位：円） めざす卒業後の進路学費

めざす資格・技能検定／取得可能な教員免許状・資格

新設新設新設

1.

2.

3.

4.

5.

ウィズコロナ社会、ポストコロナ社会 ―
どのような未来であっても、「観光」は日本の未来にとって非常に大切な産業です。
将来、多くの観光人材が日本国内、そして世界のさまざまな国や地域で必要となります。
国際観光学部での学びが、日本の観光の未来を切り拓きます。

国際観光学部の特色

NEW

80名
入学定員 新設

設置届出予定、計画は予定であり変更の場合があります。

（
仮
称
）
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英語教育コース

中等教育専攻

初等教育コース 幼児教育コース保健体育教育コース

中学校・高等学校における英語
教育の改革に対応できる英語力
と指導力、外国人とのコミュニ
ケーション能力や国際理解など、
グローバル社会に必要な力を備
えた英語教員をめざします。

小学校の教育内容に即した教
育理論と実践的な指導法を学
び、学校体験活動や実習を通じ
て“現場で通用する指導力”を
磨きます。

運動や健康、安全についての正
しい理解に基づく体育授業での
指導力、運動を通じたコミュニ
ケーション能力や他者理解など、
健康社会の実現に必要な力を備
えた保健体育教員をめざします。

多彩な講義や実技演習、豊富
な実習を通じて、幼児教育・保
育を学究的に学ぶとともに、教
員・保育士として専門的な力量
を身につけます。

教育学科

めざす卒業後の進路
● 中学校教員（英語）
● 高等学校教員（英語）
● 小学校教員

● 中学校教員（保健体育）
● 高等学校教員（保健体育）
● 小学校教員
● 消防士・警察官

● 小学校教員
● 幼稚園教員
● 小学校事務職員

● 幼稚園教員
● 保育士

● 英語教育関連企業
● 公務員　など

● フィットネス
● 教育関連企業　
● スポーツ関連企業
● 公務員　など

● 公務員
● 教育関連企業　など

● 公務員
● 教育関連企業　など

めざす資格・技能検定／取得可能な教員免許状・資格
●中学校教諭一種免許状（英語）
●高等学校教諭一種免許状（英語）
●特別支援学校教諭一種免許状（※1・2）
●小学校教諭一種免許状（※1）
●学校図書館司書教諭資格（※1・3）
●社会福祉主事（任用資格）（※4）
●TOEICⓇテスト　など 

●中学校教諭一種免許状（保健体育）
●高等学校教諭一種免許状（保健体育）
●特別支援学校教諭一種免許状（※1・2）
●小学校教諭一種免許状（※1）
●学校図書館司書教諭資格（※1・3）
●社会福祉主事（任用資格）（※4）　など

●小学校教諭一種免許状
●幼稚園教諭一種免許状
●特別支援学校教諭一種免許状（※1・2）
●保育士資格（※1）
●学校図書館司書教諭資格（※1・3）
●社会福祉主事（任用資格）（※4）　など

●幼稚園教諭一種免許状
●保育士資格
●特別支援学校教諭一種免許状（※1・2）
●小学校教諭一種免許状（※1）
●学校図書館司書教諭資格（※1・3）
●社会福祉主事（任用資格）（※4）　など

教育学部
時代が求める新しい教育への対応と普遍的な教育の営みとを総合的・専門的に学修し、

未来を切り拓く子どもの「生きる力」を育むことのできる幅広い教養をもった専門職業人を育成します。

前期
（入学手続時）

後期
（10月4日まで） 年額

1年次

882,160 590,000 1,472,160

42,160 ー　 42,160

250,000 ー　 250,000
435,000 435,000 870,000
155,000 155,000 310,000

合計

1,207,500参考：2年次以降（年額）

その他納付金

学費等

費目

授業料
教育充実費

入学金

※予定であり変更になる場合があります。

初等教育専攻

※1 各コースで定める必修および選択の授業科目を修得した上で、
　　かつそれぞれの免許状·資格取得に必要な授業科目を修得することにより取得できます。
※2 特別支援教育領域は、知的障害者・肢体不自由者・病弱者です。
※3 小・中・高等学校教諭一種免許状いずれかの取得者に限ります。　
※4 本学で指定科目を履修し、当該職務に就いたときに発効する資格です。

※ 2年次以降上記のほかに研修費等が必要です。　
※ 中等教育専攻 英語教育コースは上記のほかに実習費（1万円）が必要です。

定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

大阪府・大阪市の
教員採用試験合格率が
全体平均の約2倍！

2020年度大阪府・大阪市の教員採用試験で受験者全体の
平均合格率の約2倍の６７％を達成！

大阪成蹊大学 全体平均

67％ 33％

TOPICS1

約
倍2

幼稚園教員・保育士志望者の就職率が
3年連続１００％を達成！

TOPICS2

（単位：円）学費

定員増 UP

入学定員
140名→150名

入学定員
60名→70名

200名→220名
入学定員増

類似の学びがある大学・学部

● 大和大学 教育学部
● 四天王寺大学 教育学部

● 桃山教育大学 教育学部
● 佛教大学 教育学部

● 大谷大学 教育学部
　　　　　　　　　 など

※講師採用を含む 100%
3年連続

受験者の3人に2人が合格！

●

小学校教員志望者の
就職率が3年連続
100％を達成！

●
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マンガ・デジタル
アートコース

ゲーム･
アプリケーションコース

バーチャルメディア・
ボイスクリエイターコース

アニメーション・
キャラクターデザインコース

造形芸術
学科

● マンガ家
● イラストレーター
● デザイン事務所

● キャラクターデザイナー
● アニメーション制作会社
● 映像制作会社

● ゲームクリエイター
● イラストレーター
● ソフトウェア開発会社

● イベント会社
● 広告代理店
● テレビ・ラジオ局・
　インターネット放送局

● ゲームデザイナー
● グッズデザイナー
● 教員　など

● ゲーム制作会社
● 教員　など

● アプリデザイナー
● ゲームプランナー
● 教員　など

● PR会社
● マネジメント会社
● 映像制作会社　など

● 二級･木造建築士 受験資格（※1）
● Adobe PhotoshopⓇ検定（※2）
● Adobe IllustratorⓇ検定

● Webクリエイター検定（※2・3）
● CAD検定（※1）
● インテリアコーディネーター（※1）

● 色彩検定Ⓡ

● 博物館学芸員
● 学校図書館司書教諭資格（※4・5）

● 中学校教諭一種免許状（美術）
● 高等学校教諭一種免許状（美術）  など

芸術学部
芸術的教養や芸術的表現能力を育成するとともに、専門領域を超えた幅広い視野と知識を持ち、社会の要請を敏感に感じ取り社会との関わりにおいて
その芸術的感性や表現能力を生かし、伝統的な造形表現と未来を開く革新的な造形思考との往還の中に現代人の置かれたさまざまな局面を捉え、

未来的な展望のもとに個性豊かな表現の可能性を追求できるとともに、心豊かな社会の実現に寄与することのできる人材の育成をします。

※1 インテリア・プロダクトデザインコースのみ対象となります。　
※2ファッション・コスチュームデザインコースは対象外です。　
※3 インテリア・プロダクトデザインコースは対象外です。
※4 中・高等学校教諭一種免許状いずれかの取得者に限ります。　
※5 各コースで定める必修および選択の授業科目を修得した上で、かつそれぞれの免許状·資格取得に必要な授業科目を修得することにより取得できます。

前期
（入学手続時）

後期
（10月4日まで） 年額

1年次

976,660 734,500 1,711,160

42,160 ー　 42,160

200,000 ー　 200,000
636,000 636,000 1,272,000
98,500 98,500 197,000

合計

1,496,500参考：2年次以降（年額）

その他納付金

学費等

費目

授業料
教育充実費

入学金

※予定であり変更になる場合があります。

● 広告代理店
● メーカー
● 制作会社
● デザイン事務所

● イラストレーター
● 絵本作家
● キャラクターデザイナー
● ゲームデザイナー

● ファッションデザイン会社
● コスチューム製作会社
● アパレルメーカー

● インテリアデザイナー
● プロダクトデザイナー
● 建築設計士

● 印刷会社
● 出版社
● 教員　など

● デザイン事務所
● 作家
● 教員　など

● 劇団舞台衣装製作
● テキスタイルメーカー
● 教員　など

● 家具・プロダクトメーカー
● 建築関連メーカー
● インテリア・雑貨ショップ
　　　　　　　など

ビジュアル
デザインコース

ファッション・コスチューム
デザインコース

インテリア・プロダクト
デザインコース

イラストレーション・
美術コース

（単位：円）

めざす卒業後の進路

めざす卒業後の進路

学費

めざす資格・技能検定／取得可能な教員免許状・資格

定員増 UP

190名→220名
入学定員増

定員変更の認可申請予定、計画は予定であり変更の場合があります。

類似の学びがある大学・学部

● 京都芸術大学 芸術学部
● 大阪芸術大学 芸術学部

● 京都精華大学 芸術学部、デザイン学部、マンガ学部
● 嵯峨美術大学 芸術学部 ● 近畿大学 文芸学部 芸術学科　など
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2

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年

⼈数 197,547 195,001 190,286 185,178 181,531 175,417 179,067 179,636 178,463 174,576 174,133 171,669 168,568
指数 100.0 98.7 96.3 93.7 91.9 88.8 90.6 90.9 90.3 88.4 88.1 86.9 85.3
⼈数 14,350 14,535 14,328 14,007 13,774 13,316 13,765 13,817 13,893 13,684 13,695 13,489 13,319
指数 100.0 101.3 99.8 97.6 96.0 92.8 95.9 96.3 96.8 95.4 95.4 94.0 92.8
⼈数 24,095 23,646 23,145 22,734 22,309 22,185 22,478 21,793 21,594 21,117 21,067 20,742 20,118
指数 100.0 98.1 96.1 94.4 92.6 92.1 93.3 90.4 89.6 87.6 87.4 86.1 83.5
⼈数 83,004 81,797 79,549 77,384 75,832 72,712 74,358 74,725 74,153 72,766 72,519 71,375 70,320
指数 100.0 98.5 95.8 93.2 91.4 87.6 89.6 90.0 89.3 87.7 87.4 86.0 84.7
⼈数 53,233 52,305 51,482 49,765 49,057 47,247 48,208 49,327 49,295 47,929 48,151 47,413 46,441
指数 100.0 98.3 96.7 93.5 92.2 88.8 90.6 92.7 92.6 90.0 90.5 89.1 87.2
⼈数 13,375 13,435 12,973 12,681 12,433 12,027 12,320 12,044 11,584 11,458 11,207 11,071 10,997
指数 100.0 100.4 97.0 94.8 93.0 89.9 92.1 90.0 86.6 85.7 83.8 82.8 82.2
⼈数 9,490 9,283 8,809 8,607 8,126 7,930 7,938 7,930 7,944 7,622 7,494 7,579 7,373
指数 100.0 97.8 92.8 90.7 85.6 83.6 83.6 83.6 83.7 80.3 79.0 79.9 77.7

⼈数 1,174,801 1,167,348 1,141,140 1,121,276 1,097,105 1,061,961 1,089,005 1,093,565 1,085,011 1,068,978 1,066,720 1,048,177 1,033,386

指数 100.0 99.4 97.1 95.4 93.4 90.4 92.7 93.1 92.4 91.0 90.8 89.2 88.0

奈良

和歌⼭

全国

近畿

滋賀

京都

⼤阪

兵庫

0.0

25.0

50.0

75.0

100.0

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000
（指数）（18歳⼈⼝︓⼈）

滋賀 京都 ⼤阪 兵庫 奈良 和歌⼭ 近畿=2019年を100とした値

18歳⼈⼝予測（全体︓近畿︓2019〜2031年） 

■2019年197,547⼈→2031年168,568⼈（28,979⼈減少）

・近畿エリアは13年間で28,979⼈・14.7%減少し、全国の減少率12.0%を2.7ポイント上回る。
・2024年に175,417⼈まで減少し、2026年までに4,219⼈増加するが、その後再び減少に転じ

る。
・減少率が⾼いのは、和歌⼭県（2019年⽐較22.3％）。
・減少数が多いのは、⼤阪府（2019年83,004⼈→2031年70,320⼈、12,684⼈減少）。

※データ元︓2019~2021年＝平成28~30年度（2016~2018年度） 学校基本調査 確報値／2022~2031年＝令和元年度（2019年度）学校基本調査 速報値
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成
28
年
）

【資料４】 

 

【資料４】 
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基
本
的
な
考
え
方

○
「⼤
阪
の
成
⻑
戦
略
」は
、⼤
阪
を
新
た
な
成
⻑
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、概
ね
20
20
年
ま
で
の
10
年
間
の
成
⻑
⽬
標

を
掲
げ
、そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
短
期
・中
期
（
3~
5年
）
の
具
体
的
な
取
組
⽅
向
を
明
らか
に
す
る
こと
を
ね
らい
と

して
、平
成
22
年
（
20
10
年
）
12
月
に
策
定
した
も
の
。

その
後
、東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
点
検
・強
化
、大
阪
府
・大
阪
市
の
全
体
最
適
化
を
図
る
観
点
か
ら

平
成
25
年
（
2
0
13年
）
1⽉
に
改
訂
を
⾏
って
い
る
。

（
平
成
22
年
（
2
0
10年
）
12
⽉
の
策
定
時
の
課
題
意
識
は
参
考
資
料
１
、平
成
25
年
（
2
0
13年
）
1月
の
点
検
・強
化
時
の

課
題
意
識
は
参
考
資
料
２
を
参
照
）

「⼤
阪
の
成
⻑
戦
略
」と
は

○
その
主
体
や
内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り、
大
阪
府
・大
阪
市
とし
て
取
り組
む
べ
き
施
策
・事
業
だ
け
で
は
な
く、

法
制
度
の
改
⾰
や
創
設
な
ど国
とし
て
取
り組
む
べ
き
こと
、関

⻄
全
体
で
連
携
して
取
り組
む
べ
き
こと
、他
の
⾃
治
体

や
⺠
間
企
業
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
広
く府
⺠
・市
⺠
に
取
り組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
こと
な
どを
含
ん
で
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
、⼤
阪
が
成
⻑
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
とし
て
、関
係
各
⽅
⾯
に
共
有
して
い
た
だ
くこ
とを
期
待
す
る
、

い
わ
ば
提
言
書
で
も
あ
る
。

○
この
戦
略
を
通
じて
、規
制
・制
度
の
改
⾰
な
ど、
これ
ま
で
の
「仕
組
み
」を
⼤
き
く転
換
し、
⺠
間
の
活
動
を
後
押
しす

る
環
境
を
整
備
す
る
こと
に
よ
って
、国
・府
・市
町
村
・⺠
間
企
業
等
が
取
組
の
⽅
向
性
を
共
有
し、
とも
に
取
組
を
進

め
、⼤
阪
の
成
⻑
を
実
現
して
い
く。
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基
本
的
な
考
え
方

○
「⼤
阪
の
成
⻑
戦
略
」は
、「
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
応
じて
、具
体
的
な
取
組
内
容
に
つ
い
て
適
宜
、追

加
・修
正
を
⾏
うな
ど、
基
本
的
な
⽅
向
性
を
堅
持
しつ
つ
も
、必
要
に
応
じ柔
軟
に
⾒
直
しを
図
って
い
く」
こと
と

して
い
る
。

○
成
⻑
戦
略
の
策
定
か
ら4
年
、府
市
の
戦
略
⼀
本
化
か
ら2
年
を
経
過
。こ
の
間
、国
の
「⽇
本
再
興
戦
略
」改

訂
2
0
14の
策
定
や
、国
に
お
け
る
国
家
戦
略
特
区
制
度
の
創
設
な
ど、
⼤
阪
の
成
⻑
に
も
影
響
を
与
え
る
状

況
の
変
化
が
あ
った
。

○
これ
ま
で
の
進
捗
状
況
とし
て
は
、関

⻄
イノ
ベ
ー
シ
ョン
国
際
戦
略
総
合
特
区
・関
⻄
圏
の
国
家
戦
略
特
区
の

成
⻑
戦
略
改
訂
の
趣
旨
[2
0
15年
２
⽉
時
点
]

○
これ
ま
で
の
進
捗
状
況
とし
て
は
、関

⻄
イノ
ベ
ー
シ
ョン
国
際
戦
略
総
合
特
区
・関
⻄
圏
の
国
家
戦
略
特
区
の

指
定
、関
空
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
拠
点
化
・貨
物
ハ
ブ
化
の
進
展
、市
内
を
中
⼼
とし
た
活
発
な
⺠
間
開
発
な
ど、
成
⻑

に
向
け
て
明
る
い
兆
しが
⾒
え
つ
つ
あ
る
が
、⼤
阪
が
確
か
な
成
⻑
軌
道
に
乗
る
に
は
、残
され
た
課
題
も
多
く、

未
だ
道
半
ば
と認
識
。

○
これ
らの
状
況
を
踏
ま
え
、2
02
0年
に
向
け
て
⼤
阪
の
成
⻑
を
よ
り確
実
な
も
の
とす
る
た
め
、「
⼤
阪
の
成
⻑
戦

略
」の
改
訂
を
⾏
う。
改
訂
は
、こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な
考
え
⽅
は
踏
襲
しつ
つ
、⽬
標
年
次
で
あ
る
20
20
年
の

⼤
阪
・関
⻄
の
姿
（
将
来
像
）
を
示
す
とと
も
に
、そ
の
実
現
に
向
け
て
重
点
的
な
課
題
に
つ
い
て
取
組
み
を
強

化
す
る
こと
とし
た
。

2
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好
循
環

相
乗
効
果

⼤
阪
・関
⻄
が
め
ざ
す
べ
き
姿

~
2
0
20年
の
⼤
阪
・関
⻄
の
姿
(将
来
像
)~

中
継
都
市

世
界
と日
本
各
地
を
結
ぶ
玄
関
口
とし
て
、

ヒト
・モ
ノ・
カネ
が
集
散
し、

⽇
本
の
成
⻑
を
け
ん
引
す
る
都
市

価
値
創
造
(ﾊ
ｲｴ
ﾝﾄ
ﾞ)
都
市

強
み
を
持
つ
産
業
、多
様
な
分
野
で
活
躍

す
る
⼈
材
が
⽣
ま
れ
育
ち
、集
い
、交
流
し、

新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
都
市

⽇
本
の
成
⻑
を
け
ん
引
す
る
東
⻄
⼆
極
の
⼀
極
とし
て

世
界
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
都
市

内
外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
安
全
・安
心
の
確
保

人
が
集
う

充
実
した
イン
フラ

魅
⼒
的
な
環
境

誰
も
が
活
躍

成
⻑
を
支
え
、け
ん

引
す
る
多
様
な
人
材

が
育
ち
、集
い
、活

躍
す
る
都
市

観
光
や
ビジ
ネ
ス
に

お
け
る
⼈
と物
の
流

れ
を
支
え
る
イン
フラ

環
境
(空
港
・港

湾
・道
路
・鉄
道

等
）
が
整
備
され
た

都
市

新
た
な
都
市
魅
⼒
と、

大
阪
の
歴
史
、文
化

や
ホ
ス
ピタ
リテ
ィ*
な
ど

の
魅
⼒
が
あ
い
ま
って
、

国
内
外
か
ら人
を
惹
き

つ
け
る
都
市

強
い
産
業
・技
術

将
来
性
の
あ
る
産

業
・技
術
の
創
出

や
海
外
展
開
が
進

み
、イ
ノベ
ー
シ
ョン

が
生
ま
れ
る
国
際

競
争
⼒
の
あ
る
都

市

ビジ
ネ
ス
が
しや
す

い
環
境
と身
近
に

み
どり
を
実
感
で
き

る
空
間
で
、住
み

た
い
、働
き
た
い

都
市

内
外
か
ら
信
頼
さ
れ
る
安
全
・安
心
の
確
保

災
害
に
対
す
る
強
さと
しな
や
か
さを
持
ち
、治
安
も
向
上

*ホ
ス
ピタ
リテ
ィ：
も
て
な
し。
も
て
な
しの
心
。
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○
「⼤
阪
の
成
⻑
戦
略
」で
は
、⼤
阪
・関
⻄
が
め
ざ
す
べ
き
都
市
像
とし
て
、「
ハ
イエ
ン
ド*
都
市
（
高
付
加
価
値
を
創

出
す
る
都
市
）
」「
中
継
都
市
（
ア
ジ
ア
・世
界
と⽇
本
各
地
を
結
び
、集
積
・交
流
・分
配
機
能
を
発
揮
す
る
都

市
）
」を
掲
げ
、こ
れ
ま
で
取
組
み
を
進
め
て
き
た
。

○
この
間
、総
合
特
区
・国
家
戦
略
特
区
の
指
定
、関
空
の
LC
C拠
点
化
、⺠
間
都
市
開
発
の
活
発
化
な
どの
進
展
が

⾒
られ
た
が
、2
0
20年
に
お
け
る
成
⻑
⽬
標
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、な
お
⼀
層
の
取
組
み
強
化
が
必
要
で
あ
る
。

○
その
た
め
、2
0
15年
2月
の
改
訂
で
は
、成

⻑
へ
の
取
組
み
強
化
を
進
め
る
上
で
オ
ー
ル
大
阪
で
共
有
を
図
る
ビジ
ョン

とし
て
、
「ハ
イエ
ンド
都
市
」「
中
継
都
市
」を
め
ざ
す
取
組
み
を
進
め
た
先
に
あ
る
、2
02
0年
に
⼤
阪
・関
⻄
が
到
達
す

べ
き
将
来
像
を
「⽇
本
の
成
⻑
を
け
ん
引
す
る
東
⻄
⼆
極
の
⼀
極
とし
て
世
界
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
都
市
」と
設
定
し

た
。

○
この
将
来
像
の
実
現
の
た
め
に
は
、

・特
区
の
活
用
な
ど、
世
界
最
高
水
準
の
ビジ
ネ
ス
環
境
の
創
出

⼤
阪
・関
⻄
が
め
ざ
す
べ
き
姿

~
2
0
20年
の
⼤
阪
・関
⻄
の
姿
(将
来
像
)~

・特
区
の
活
用
な
ど、
世
界
最
高
水
準
の
ビジ
ネ
ス
環
境
の
創
出

・2
0
20年
五
輪
に
向
け
た
取
組
み
や
統
合
型
リゾ
ー
ト施
設
（
IR
）
の
⽴
地
に
向
け
た
取
組
み
、大
阪
らし
い
都
市

魅
⼒
の
向
上
な
どに
よ
る
、世
界
か
らの
集
客
機
能
の
強
化

・英
語
教
育
の
充
実
な
ど、
世
界
に
通
用
す
る
グ
ロー
バ
ル
人
材
の
育
成
・呼
び
込
み

・医
療
・健
康
関
連
分
野
や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
な
ど、
世
界
的
な
イノ
ベ
ー
シ
ョン
を
⽣
み
出
す
成
⻑
分
野
の
創
出

・海
外
展
開
や
成
⻑
分
野
へ
の
参
⼊
な
ど、
グ
ロー
バ
ル
市
場
で
果
敢
に
チ
ャレ
ン
ジ
す
る
中
小
企
業
の
支
援

・関
空
・阪
神
港
な
ど、
世
界
との
窓
口
とな
る
イン
フラ
の
強
化

・う
め
き
た
2期
や
御
堂
筋
、中
之
島
な
ど、
世
界
を
惹
き
つ
け
る
街
づ
くり

な
ど、
世
界
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
た
め
の
大
阪
・関
⻄
の
「強
み
」を
磨
き
、つ
な
げ
、発
信
して
い
くこ
とが
重
要
で
あ
る
。

○
ま
た
、持
続
可
能
な
成
⻑
を
実
現
して
い
くた
め
の
基
盤
とし
て
、南
海
トラ
フ巨
大
地
震
へ
の
対
応
な
ど、
内
外
か
ら信

頼
され
る
安
全
・安
心
の
確
保
が
不
可
⽋
で
あ
る
。

3
*:
高
品
質
で
あ
る
こと
か
ら付
加
価
値
の
大
き
な
も
の
。
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○
実
質
成
⻑
率

年
平
均
２
％
以
上

◇
成
⻑
戦
略
の
主
な
取
組
み
（
総
合
特
区
、観
光
振
興
、産
業
振
興
等
）
に
よ
る
GR
P（
域
内
総
生
産
）
押
し上
げ

効
果
な
どを
も
とに
して
目
標
とし
て
設
定

○
雇
用
創
出

年
平
均
１
万
⼈
以
上

◇
成
⻑
戦
略
の
主
な
取
組
み
（
総
合
特
区
、観
光
振
興
、産
業
振
興
等
）
に
よ
る
直
接
雇
⽤
創
出
効
果
な
どを
も
とに

目
標
とし
て
設
定

○
来
阪
外
国
人

2
0
20年
に
年
間
1,
3
00
万
人
が
大
阪
に

◇
国
目
標
(4
,0
00
万
人
へ
倍
増
)に
あ
わ
せ
、こ
れ
ま
で
の
目
標
6
50
万
人
の
2倍
に
設
定
(⼤
阪
都
市
魅
⼒
創
造
戦
略
2
0
20よ
り）

○
貨
物
取
扱
量

2
0
20年
に
関
空
1
23
万
トン

(2
0
09年
度
⽐
60
万
トン
増
）
、

阪
神
港
5
90
万
T
EU

⼤
阪
・関
⻄
が
め
ざ
す
べ
き
姿

〜
成
⻑
⽬
標
〜

成
⻑
⽬
標

（
概
ね
2
0
20年
ま
で
を
⽬
途
）

阪
神
港
5
90
万
T
EU
*1
(2
0
08年
⽐
1
90
万
TE
U増
）

◇
関
空
は
関
空
３
空
港
懇
談
会
需
要
予
測
を
参
考
に
独
⾃
設
定
、阪
神
港
は
国
際
コン
テ
ナ
戦
略
港
湾
の
計
画
書
よ
り

これ
ま
で
の
実
績

実
質
成
⻑
率

雇
用
創
出

来
阪
外
国
人

貨
物
取
扱
量
(関
空
)
貨
物
取
扱
量
(阪
神
港
)

目
標

年
平
均

+
2.
0%
以
上

年
平
均

1万
人
以
上

1,
3
00
万
人

1
23
万
ト
ン

(6
0万
ト
ン
増
)

5
90
万
TE
U
※
1

(1
90
万
TE
U
増
)

2
0
15年

―
+
0.
7万
人
*2

7
16
万
人

70
万
トン

4
09
万
TE
U

2
0
14年

+
0.
0%

(早
期
推
計
）

+
0.
9万
人
*2

3
76
万
人

74
万
トン

4
22
万
TE
U

2
0
13年

+
1.
1%

+
7.
6万
人
*2

2
63
万
人

67
万
トン

4
24
万
TE
U

2
0
12年

-0
.4
%

▲
2.
1万
人
*2

2
03
万
人

69
万
トン

4
19
万
TE
U

2
0
11年

+
1.
9%

+
1
0.7
万
人
*2

1
58
万
人

71
万
トン

4
27
万
TE
U

2
0
10年

+
1.
9%

▲
1.
7万
人
*2

2
35
万
人

75
万
トン

4
00
万
TE
U

*1
:2
0フ
ィー
トコ
ン
テ
ナ
を
1単
位
とし
て
、港
湾
が
取
り扱
え
る
貨
物
量
を
表
す
単
位
*2
:代
替
とし
て
府
内
就
業
者
の
変
化
を
記
載
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成
⻑
に
向
け
た
課
題
、施
策
展
開
の
⽅
向
性

〜
課
題
〜

「⼤
阪
の
成
⻑
戦
略
」（
H2
5.1
版
）
で
、⼤
阪
の
⻑
期
低
落
を
も
た
らし
た
要
因
・課
題
とさ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

「デ
ー
タで
⾒
る
「⼤
阪
の
成
⻑
戦
略
」」
（
20
14
年
7月
）
に
お
い
て
、現
状
を
分
析
し、
20
20
年
に
向
け
た
今
後
の

課
題
を
提
示
した
。

今
後
の
⼤
阪
の
成
⻑
を
確
実
な
も
の
とす
る
た
め
、こ
れ
らの
課
題
に
対
応
す
べ
く取
組
み
の
強
化
を
⾏
う。

要
因
・課
題

現
状
分
析
か
ら
み
た
今
後
の
課
題
（
抜
粋
）

閉
鎖
性
・特
異
性

グ
ロー
バ
ル
⼈
材
の
育
成
・呼
び
込
み
、外
国
⼈
⾼
度
⼈
材
の
就
業
・⽣
活
環
境
改
善

中
間
所
得
層
の
減
少

労
働
意
欲
を
⾼
め
る
仕
組
み
、⼥
性
や
⾼
齢
者
の
就
業
促
進

課
題
を
抱
え
る
医
療
・福
祉
分
野

医
療
福
祉
分
野
の
⼈
材
育
成
・マ
ッチ
ング
、世
界
有
数
の
ライ
フイ
ノベ
ー
シ
ョン
拠
点
形
成

総
合
性
と⾃
由
度
に
⽋
く経
済
政
策

国
家
戦
略
特
区
で
の
規
制
緩
和
を
通
じ、
ｲﾉ
ﾍﾞ
ｰｼ
ｮﾝ
を⽣
み
出
す
企
業
・⼈
材
を
集
め
る

新
興
市
場
へ
の
乗
り遅
れ

企
業
の
グ
ロー
バ
ル
市
場
へ
の
挑
戦
をサ
ポ
ー
ト。
海
外
か
ら大
阪
へ
の
投
資
呼
び
込
み

社
会
資
本
の
形
成
・活
⽤
不
全

関
空
ア
クセ
ス
の
改
善
、関
空
・阪
神
港
の
機
能
強
化
、リ
ニア
中
央
新
幹
線
の
全
線
同
時
開

業
に
向
け
た
取
組
み

⼤
都
市
圏
制
度
の
限
界

府
内
市
町
村
や
関
⻄
各
都
市
との
更
な
る
連
携
に
よる
観
光
資
源
の
発
掘
や
都
市
魅
⼒
創
造

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
づ
くり

「安
全
」「
安
定
」「
適
正
価
格
」の
エネ
ル
ギ
ー
供
給
体
制
確
⽴
、新
エネ
産
業
の
振
興

国
⼟
構
造
の
東
⻄
⼆
極
化

東
⻄
⼆
極
の
⼀
極
で
あ
る
⼤
阪
・関
⻄
とし
て
防
災
へ
の
対
応
の
着
実
な
推
進

都
心
の
再
生

「う
め
き
た
２
期
」の
まち
づ
くり
等
に
よ
り、
都
⼼
部
を成

⻑
をけ
ん
引
す
る
中
核
拠
点
に

※
「デ
ー
タで
⾒
る
「⼤
阪
の
成
⻑
戦
略
」(
2
0
14年
7月
)」
よ
り作
成

4
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価
値
創
造
都
市

（
ハ
イエ
ンド
都
市
）

中
継
都
市

（
世
界
と日
本
各
地
の
結
節
点
）

成
⻑
に
向
け
た
課
題
、施
策
展
開
の
方
向
性

〜
概
念
図
〜

⼤
阪
の
成
⻑
・⽇
本
の
成
⻑
に
向
け
て
「外
需
を
稼
ぐ」
「内
需
を
⽣
み
出
す
」

め
ざ
す
姿
「⽇
本
の
成
⻑
を
け
ん
引
す
る
東
⻄
⼆
極
の
⼀
極
とし
て

世
界
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
都
市
」

⼈
材
・技
術
の
競
争
⼒
を
⾼
め
る

人
・企
業
を
集
め
る

ア
ジ
ア
の
活
⼒
を
取
り込
む

※
成
⻑
戦
略
策
定
時

(平
成
22
年
12
月
）

の
目
指
す
べ
き
方
向
性

の
考
え
方
に
つ
い
て
は

参
考
資
料
1を
参
照

集
客
⼒

⼈
材
⼒

産
業
・技
術
⼒

物
流
⼈
流
イン
フラ

都
市
の
再
生

強
み
を
磨
く

⼤
阪
・関
⻄
が
持
つ

強
み
に
よ
り、
次
な
る

成
⻑
の
⼀
⼿
へ

強
み
を
つ
な
げ
る

広
域
的
な
「大
阪

都
市
圏
」と
して
総

合
⼒
を
発
揮

強
み
を
発
信
す
る

⼤
阪
の
都
市
⼒
・ブ

ラン
ド⼒
の
向
上
を

図
る

成
⻑
の
た
め
の
5つ
の
源
泉

⼈
材
・技
術
の
競
争
⼒
を
⾼
め
る

人
・企
業
を
集
め
る

ア
ジ
ア
の
活
⼒
を
取
り込
む

2
0
15年
2⽉
の
改
訂
に
お
け
る
、さ
らな
る
成
⻑
に
向
け
た
基
本
的
な
視
点
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成
⻑
に
向
け
た
課
題
、施
策
展
開
の
⽅
向
性

〜
５
つ
の
源
泉
毎
の
⽅
向
性
〜

1.
内
外
の
集
客
⼒
強
化

☞
2
0
20年
五
輪
に
向
け
都
市
魅
⼒
の
取
組
み
を
戦
略
的
に
展
開
、I
Rの
⽴
地
に
向
け
た
取
組
み

☞
関
⻄
の
各
都
市
が
持
つ
強
み
を
パ
ッケ
ー
ジ
ング
した
魅
⼒
の
打
ち
出
し

☞
大
阪
全
体
の
都
市
魅
⼒
の
発
展
・進
化
・発
信
、文
化
・ス
ポ
ー
ツを
活
か
した
都
市
魅
⼒
の
創
出
、

観
光
客
の
受
入
環
境
整
備

☞
2
0
20年
以
降
を
⾒
据
え
た
国
際
博
覧
会
⼤
阪
誘
致
等
の
中
⻑
期
的
プ
ロジ
ェク
ト検
討

2.
⼈
材
⼒
強
化
・活
躍
の
場
づ
くり

☞
「⼤
阪
府
教
育
振
興
基
本
計
画
」の
推
進
等
に
よ
る
成
⻑
を
け
ん
引
す
る
“⼈
”づ
くり
、成

⻑
を
⽀
え
る

“人
”づ
くり

☞
国
家
戦
略
特
区
の
規
制
緩
和
等
に
よ
る
世
界
最
高
水
準
の
グ
ロー
バ
ル
人
材
が
活
躍
しや
す
い

環
境
づ
くり

☞
人
口
減
少
社
会
の
到
来
を
踏
ま
え
、若
者
・⼥
性
・高
齢
者
を
は
じめ
多
様
な
人
材
が
チ
ャレ
ンジ
で
き
、

活
躍
で
き
る
環
境
づ
くり
や
トラ
ンポ
リン
型
セ
ー
フテ
ィネ
ット
の
構
築

5
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３
.強
み
を
活
か
す
産
業
・技
術
の
強
化

☞
国
家
戦
略
特
区
の
規
制
緩
和
等
に
よ
る
創
業
・ビ
ジ
ネ
ス
しや
す
い
世
界
最
高
水
準
の
環
境
づ
くり

☞
大
阪
都
市
圏
を
世
界
有
数
の
ライ
フイ
ノベ
ー
シ
ョン
拠
点
へ
（
医
療
先
進
都
市
の
形
成
、医
療
・健
康

づ
くり
関
連
産
業
の
振
興
）

☞
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
に
つ
い
て
、⼤
阪
・関
⻄
の
ポ
テ
ンシ
ャル
を
活
⽤
した
産
業
振
興
を
図
る

☞
サ
ー
ビス
産
業
を
含
め
た
グ
ロー
バ
ル
市
場
へ
の
挑
戦
（
縮
小
均
衡
に
向
か
う国
内
市
場
か
らの
脱
却
）

成
⻑
に
向
け
た
課
題
、施
策
展
開
の
⽅
向
性

〜
５
つ
の
源
泉
毎
の
⽅
向
性
〜

4.
ア
ジ
ア
活
⼒
の
取
り込
み
強
化
・物
流
⼈
流
イン
フラ
の
活
用

☞
関
空
ア
クセ
ス
改
善
な
ど、
国
際
観
光
の
⽞
関
⼝
とし
て
の
⼈
流
機
能
強
化

☞
⾼
品
質
・⾼
付
加
価
値
商
品
の
物
流
拠
点
とし
て
の
関
空
・阪
神
港
の
機
能
充
実

☞
⼤
阪
都
市
圏
が
東
⻄
⼆
極
の
一
極
を
担
うた
め
の
広
域
交
通
イン
フラ
の
確
保

☞
既
存
ス
トッ
クの
フル
活
⽤
・組
換
え
に
よ
る
都
市
基
盤
強
化
（
公
共
交
通
戦
略
等
）
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５
.都
市
の
再
生

☞
成
⻑
の
基
盤
とな
る
最
⾼
⽔
準
の
安
全
・安
⼼
の
確
保
（
大
規
模
災
害
対
策
の
強
化
、首
都
機
能

バ
ック
ア
ップ
等
）

☞
大
阪
の
顔
とな
る
都
心
部
の
ま
ち
づ
くり
（
うめ
き
た
2期
、御
堂
筋
、中
之
島
等
）

☞
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
向
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
拡
大
、発
電
事
業
者
の
参
入
促
進

成
⻑
に
向
け
た
課
題
、施
策
展
開
の
⽅
向
性

〜
５
つ
の
源
泉
毎
の
⽅
向
性
〜

6
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大
阪
の
成
長
戦
略

2
0
1
8
年

3
月
改
訂
版

大
阪
府
・
大
阪
市

（
平
成

3
0
年
）

 

【資料５】 
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改
訂
趣
旨

1

○
「
大

阪
の

成
長

戦
略

」
は
、
大
阪
を
新
た
な
成
長
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
、
概
ね

2
0
2
0
年
ま
で
の

1
0
年
間
の
成
長

目
標
を
掲
げ
、

2
0

1
0

年
（

平
成

2
2

年
）

1
2

月
に

策
定
し
た
も
の
。

大
阪

府
と

大
阪

市
共

通
の

戦
略
と
し
て
、

成
長
目
標
を
実
現
す
る
た
め
の
短
期
・
中
期
の
具
体
的
な
取
組
方
向
を
と
り
ま
と
め
て
い
る
。

○
今
般
の
改
訂
で
は
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
や
雇
用
環
境
の
変
化
、
第
４
次
産
業
革
命
の
進
展
な
ど
、
大
阪
を
取
り

巻
く
社

会
経

済
情

勢
の

大
き

な
変

化
へ

の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

2
0

2
5

年
万

博
や

統
合

型
リ

ゾ
ー

ト
（

I
R

）
な

ど
の

動
き

も
具

体
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま

で
の

成
果

や
課

題
を

検
証

・
総

括
し
た
う
え
で
、
特

に
重

点
化

を
図

る
分

野
を

整
理

し
、
そ

の
た

め
の

取
組

み
を

提
示
す
る
。

○
成

長
戦

略
策

定
時

か
ら

、
こ

れ
ま

で
の

検
証

と
し

て
、

・
大

阪
の

経
済

や
産

業
は

回
復

傾
向
に
あ
る

・
ア
ジ
ア
と
の
つ
な
が
り
の
深
ま
り
な
ど
か
ら
、
「
中

継
都

市
」
と

し
て

の
機

能
は

高
ま

り
つ

つ
あ

る

・
「
価

値
創

造
(ハ

イ
エ

ン
ド

）
都

市
」
と

い
う

観
点

か
ら

は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
な
ど
で
一
定
の
芽
は
見
ら
れ
る

が
産

業
の

さ
ら

な
る

高
付

加
価

値
化

や
人

手
不

足
へ

の
対

応
な

ど
の

課
題
が
あ
げ
ら
れ
る

○
さ
ら
に
、
新

た
な

潮
流
と
し
て
、
団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
（

7
5
歳
以
上
）
に
達
す
る
「
2
0
2
5
年
問
題
」
に

代
表
さ
れ
る

超
高

齢
・
人

口
減

少
社

会
の
到
来
、
「
第

4
次

産
業

革
命
」
と
い
わ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
技
術
革
新
、

持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

S
D

G
s

）
を
踏
ま
え
た
経
済
活
動
の
変
化
な
ど
、
産
業
・
就
業
構
造
の
大
き
な
変
化

が
進
ん
で
い
る
。

○
ま
た
、
2

0
2

5
年

万
博

、
統

合
型

リ
ゾ

ー
ト

（
I
R

）
の
実
現
と
い
っ
た
、
経
済
社
会
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
目
前
に
は
、
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ
ク

・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク
の
開
催
が
控
え
て
い
る
。
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2

○
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、

イ
ン

フ
ラ

強
化

や
都

市
再

生
な

ど
「
成

長
の

た
め

の
５

つ
の

源
泉
（
①
集
客
力
、
②
人
材
力
、

③
産
業
・
技
術
力
、
④
物
流
人
流
イ
ン
フ
ラ
、
⑤
都
市
の
再
生
）
」
の

さ
ら

な
る

充
実

・
強

化
を

基
軸

と
し
、
成
長
を

リ
ー
ド
し
て
い
く
仕
組
み
と
し
て

2
0

2
5

年
万

博
や

I
R

の
実

現
を

見
据

え
、
新

た
に

重
点

化
を

図
る

４
つ

の
以

下
の

分
野

に
つ

い
て

、
集

中
的

な
取

組
み

を
進

め
、

副
首

都
と

し
て

の
発

展
を

め
ざ

す
。

○
成

長
目

標
に

つ
い

て
は

、
引

き
続

き
2

0
2

0
年

に
向

け
て

達
成

を
め

ざ
す
こ
と
と
し
、

次
期

戦
略

策
定

時
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
状
況
や
、
大
阪
・関

西
の
発
展
状
況
を
踏
ま
え
、

改
め

て
整

理
す
る
。

【
新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野
】

Ⅰ
 健

康
・
医

療
関

連
産

業
の

世
界

的
な

ク
ラ

ス
タ

ー
形

成

・
今
後
の
成
長
市
場
と
し
て
、

裾
野

の
広

い
健

康
・
医

療
関

連
産

業
に

つ
い

て
注

力

Ⅱ
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

増
加

を
契

機
と

し
た

ア
ジ

ア
市

場
の

取
り

込
み

強
化

・
拡

大
す

る
ア

ジ
ア

の
成

長
を

取
り

込
む
た
め
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
さ
ら
な
る
拡
大
、
大
阪
企
業
の
ア
ジ
ア

展
開
の
加
速
化
な
ど
、
戦
略
的
に
経
済
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化

Ⅲ
 第

４
次

産
業

革
命

に
対

応
し

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
と

生
産

性
向

上

・
加
速
化
す
る

「
第

4
次

産
業

革
命

」
に
よ
る
技
術
を
活
用
し
、
も
の
づ
く
り
だ
け
で
な
く
多

様
な

産
業

分
野

に

お
い

て
、
生

産
性

向
上

や
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
創

出

Ⅳ
 人

口
の

減
少

と
産

業
構

造
の

変
化

に
対

応
し

た
人

材
力

強
化

・
関
西
全
体
で
先
進
国
一
か
国
分
の
人
口
規
模
や
大
学
等
教
育
機
関
の
集
積
を
活
か
し
な
が
ら
、

人
口

減
少

や
人

手
不

足
に

対
応
。
女
性
や
高
齢
者
な
ど
潜

在
的

な
人

材
の

活
躍
促
進
や
、
Ｉ
Ｔ
人
材
な
ど

産
業

構
造

の
変

化
に

対
応

し
た

人
材

を
育

成
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○
主
な
成
果
：
戦
略
策
定
時
と
比
較
す
る
と
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
大
阪
の
経
済
や
産
業
は
ゆ
る
や
か
な
回
復
傾
向
。
雇

用
関
連
の
指
標
な
ど
は
大
き
く
改
善
。
開
業
率
も
伸
び
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
取
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る
。

○
主
な
課
題
：
産
業
の
更
な
る
高
付
加
価
値
化
を
進
め
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
を
育
て
る
必
要
。
ま
た
、
雇
用
面
で
は
、
人
手
不
足
問
題
が

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
ほ
か
、
低
所
得
構
造
の
要
因
で
あ
る
非
正
規
雇
用
な
ど
雇
用
の
質
的
改
善
も
必
要
。

分
野

成
果

・
課

題

集
客

・
来
阪
外
国
人
旅
行
者
数
は
、
戦
略
策
定
時
か
ら
、
約
４
倍
に
増
加
。

・
更
な
る
観
光
客
増
加
を
見
据
え
、
国
内
外
の
来
阪
旅
行
者
の
受
入
環
境
整
備
等
が
必
要
。

人
材
流
出

・
就
職
や
配
転
を
契
機
と
し
た
、
2
0
～

3
0
代
前
半
の
首
都
圏
へ
の
転
出
が
顕
著
。

・
大
企
業
を
中
心
に
、
府
内
か
ら
首
都
圏
等
へ
の
本
社
機
能
の
移
転
が
続
い
て
お
り
、
中
核
人
材
の
流
出
も
招
い
て
い
る
恐
れ
。

雇
用
・所

得
・
景
気
の
回
復
な
ど
を
背
景
に
、
有
効
求
人
倍
率
と
完
全
失
業
率
は
、
と
も
に
改
善
。

・
非
正
規
雇
用
の
割
合
が
全
国
に
比
べ
高
い
状
況
に
あ
り
、
中
間
所
得
層
も
減
少
。
府
域
全
体
で
見
た
就
業
者
の
所
得
向
上
が
課
題
。

・
非
正
規
割
合
の
高
い
業
種
を
中
心
に
、
人
手
不
足
の
傾
向
が
顕
著
。

女
性
・高

齢
者

の
就
業

・
女
性
の
就
業
率
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
全
国

4
5
位
（

2
0
1
4
年
）
と
低
迷
。
ま
た
、
出
産
・
子
育
て
期
で
有
業
率
が
低
下
す
る

M
字
カ
ー
ブ

の
傾
向
が
全
国
平
均
に
比
べ
て
依
然
と
し
て
大
き
い
。

・
高
齢
者
の
就
業
率
は
、
全
国
的
に
上
昇
傾
向
に
あ
る
中
、
全
国
よ
り
低
調
な
伸
び
で
推
移
し
て
お
り
、
全
国
よ
り
も
低
い
。

産
業

・
設
備
投
資
に
つ
い
て
は
、
大
企
業
・中

小
企
業
と
も
に
持
ち
直
し
の
傾
向
。

・
開
業
事
業
所
数
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
全
国
構
成
比
も
上
昇
。
他
方
、
上
場
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
は
東
京
に
集
中
。

・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
は
、
特
区
で
の
取
組
み
を
は
じ
め
、
産
業
集
積
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
促
進
の
取
組
み
が
進
み
つ
つ
あ
る
が
、
世
界
的
な
ク
ラ
ス

タ
ー
形
成
に
向
け
更
な
る
取
組
み
の
推
進
が
必
要
。

貿
易
・

海
外
展
開

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
の
増
加
等
と
と
も
に
、
消
費
財
の
輸
出
が
増
加
。
ま
た
、
A
S
E
A

N
を
中
心
と
す
る
ア
ジ
ア
向
け
の
輸
出
入
が
増
加
。

・
戦
略
策
定
時
に
比
べ
、
府
内
の
外
資
系
企
業
数
は
伸
び
て
い
な
い
。

イ
ン
フ
ラ

・
L
C
C
路
線
就
航
の
急
増
に
伴
っ
て
旅
客
便
数
が
増
加
し
、
関
空
の
国
際
拠
点
空
港
と
し
て
の
機
能
が
向
上
。

・
海
外
都
市
に
比
べ
環
状
道
路
整
備
率
は
低
い
が
、
高
速
道
路
機
能
強
化
に
向
け
た
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

・
鉄
道
に
つ
い
て
は
、
関
空
か
ら
国
土
軸
や
都
心
部
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
強
化
な
ど
に
向
け
た
取
組
み
が
進
ん
で
い
る
。

成
長
に
向
け
た
課
題
、
現
状
分
析

～
こ
れ
ま
で
の
検
証
と
総
括
～

7
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成
長
に
向
け
た
課
題
、
現
状
分
析

～
S
W

O
T
分
析
～

内
部
環
境

外
部
環
境

強
み
（
S
tr
e
n
g
th
s）

弱
み
（
W
e
a
kn
e
ss
e
s）

機
会
（
O
p
p
o
rt
u
n
it
ie
s）

脅
威
（
T
h
re
a
ts
）

・
ア
ジ
ア
市
場
の
急
速
な
拡
大

・ア
ジ
ア
諸
国
の
中
間
所
得
層
の
増
加

・来
阪
外
国
人
旅
行
者
の
増
加

・
A
Iや

Io
T
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
新
た
な
技
術
の
進
展

・健
康
関
連
、
環
境
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
市
場
の
世
界
的
な
拡
大

・東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

・
水
・イ
ン
フ
ラ
・食

な
ど
日
本
の
安
全
・安

心
に
対
す
る
国
際
的
評
価
の
高
ま
り

・
万
博
、
IR
な
ど
の
取
組
み

・
大
学
の
府
内
進
出
、
都
心
回
帰
に
よ
り
学
生
数
が
増
加
傾
向

・
対
日
直
接
投
資
の
増
加
傾
向

な
ど

・世
界
に
お
け
る
大
阪
の
存
在
感
（
プ
レ
ゼ
ン
ス
）
は
ま
だ
ま
だ
低
い

・情
報
発
信
力
の
低
下
（
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
東
京
一
極
集
中
な
ど
）

・リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
の
乏
し
さ

・
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
を
受
入
れ
育
て
る
環
境
が
十
分
で
な
い

・工
場
適
地
の
減
少
、
住
工
近
接
な
ど
操
業
環
境
の
問
題

・
女
性
・
高
齢
者
の
就
業
率
が
全
国
平
均
よ
り
低
い

・
非
正
規
労
働
者
の
割
合
や
低
所
得
層
の
増
加

・中
間
所
得
層
の
減
少

・空
家
の
増
加
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
老
朽
化
の
懸
念

な
ど

・
急
速
な
高
齢
化
の
進
展
、
労
働
力
人
口
の
減
少
と
社
会
保
障
不
安
の
増
大

・
労
働
力
不
足
、
技
能
伝
承
の
断
絶
、
廃
業
の
増
加

・
観
光
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
（
大
阪
が
素
通
り
さ
れ
る
懸
念
な
ど
）

・
健
康
寿
命
の
伸
び
悩
み
、
要
介
護
者
増
加
の
懸
念

・海
外
情
勢
の
不
安
や
為
替
変
動
等
に
よ
る
世
界
的
な
旅
行
需
要
の
増
減

・
ア
ジ
ア
各
国
で
国
際
ハ
ブ
（
拠
点
）
空
港
・港

湾
化
が
急
速
に
進
展

・
首
都
圏
等
へ
の
本
社
機
能
移
転
、
若
年
層
の
首
都
圏
流
出
の
継
続

・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
材
獲
得
競
争
の
激
化

・
地
球
規
模
の
環
境
問
題
の
深
刻
化

・
高
度
成
長
期
に
建
設
さ
れ
た
イ
ン
フ
ラ
等
の
老
朽
化

な
ど

プ ラ ス 要 因

マ イ ナ ス 要 因

・
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
産
業
の
集
積

・
高
い
技
術
を
有
す
る
も
の
づ
くり
中
小
企
業
の
集
積

・
高
水
準
な
大
学
、
研
究
機
関
の
集
積

・
総
合
特
区
、
国
家
戦
略
特
区
制
度
の
活
用

・
関
西
全
体
で
先
進
国
一
か
国
分
の
人
口
・経

済
規
模

・
豊
か
な
食
文
化
、
歴
史
的
・文

化
的
遺
産
、
伝
統
芸
能

・
関
西
国
際
空
港
な
ど
ア
ジ
ア
の
活
力
を
取
り
込
め
る
イ
ン
フ
ラ

・
公
共
交
通
の
充
実
、
居
住
性
の
魅
力

・
ア
ジ
ア
か
ら
の
外
国
人
居
住
者
、
外
国
人
留
学
生
が
多
い

・
総
領
事
館
等
外
国
公
館
の
集
積

な
ど

8

■
現
状
の
大
阪
産
業
の
成
長
に
向
け
た
強
み
・
弱
み
を

S
W

O
T
分
析
に
よ
り
整
理
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Ⅰ
健

康
・
医

療
関

連
産

業

の
世

界
的

な
ク

ラ
ス

タ
ー

形
成

・先
端
技
術
産
業
の
さ
ら
な
る
強
化

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野

な
ど

⇒
彩
都
・
健
都
・未

来
医
療
国
際
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
推
進

な
ど

⇒
国
際
戦
略
総
合
特
区
制
度
や
国
家
戦
略

特
区
制
度
を
活
用
し
た
企
業
集
積
や
研
究

開
発
等
の
促
進

⇒
P
M

D
A
関
西
支
部
の
設
置
実
現
、
機
能
拡
充

・健
康
・医

療
関
連
産
業
は
、
今
後
高
齢
化
が

進
む
ア
ジ
ア
を
含
め
世
界
的
に
伸
び
る
市
場

・医
薬
品
・医

療
機
器
産
業
は
、
他
産
業
へ
の

波
及
が
大
き
く、
景
気
の
変
動
に
左
右
さ
れ
に

くい
特
徴

・
大
阪
・関

西
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
や
食
を
は
じ
め
と

す
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
な
ど
、
健
康
に
関
わ
る

産
業
が
幅
広
く
集
積

こ
れ

ま
で

の
主

な
取

組
み

例
今

後
取

組
む

べ
き

ポ
イ

ン
ト

新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野

～
分
野
の
考
え
方
～

今
後

の
成

長
市

場
に

関
し

て

⇒
大
阪
が
強
み
を
有
す
る
分
野
で
最
先
端
の
次

世
代
産
業
を
育
成
し
、
高
所
得
を
あ
げ
る
戦
略

を
進
め
る
必
要

⇒
大
阪
・関

西
の
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
活
か
し
な
が
ら
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
、
す
そ
野
の

広
い
重
層
的
な
産
業
を
創
出
す
る
必
要

新
た

に
重

点
化

を
図

る
分

野

■
関

西
の

健
康

医
療

関
連

産
業

の
拡

大
出
典
：
一
般
財
団
法
人
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
所
作
成
資
料

大 阪 の 強 み を 伸 ば す

■
大

阪
府

内
産

業
別

感
応

度
・
影

響
力

係
数

出
典
：
大
阪
府
「大

阪
府
産
業
連
関
表
」（

2
0
1
1
年
）

影
響
力
：
他
の
産
業
へ
与
え
る
影
響
の
度
合
。
１
を
超
え
る
と
影
響
力
が
大
き
く、

1
以
下
は
影
響
力
が
小
さ
い
。

感
応
度
：
他
の
産
業
か
ら
受
け
る
影
響
の
度
合
。
１
を
超
え
る
と
他
の
産
業
か
ら
影
響
を
受
け
や
す
く、

1
以
下

は
影
響
を
受
け
に
く
い
。

■
ア

ジ
ア

の
高

齢
化

率
の

推
移

出
典
：
内
閣
府
「平

成
2
9
年
版
高
齢
社
会
白
書
」

9
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Ⅱ
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

増
加

を

契
機

と
し

た
ア

ジ
ア

市
場

の
取

り
込

み
強

化

海
外

市
場

の
動

向
に

関
し

て

新
た

に
重

点
化

を
図

る
分

野

■
日

本
と

ア
ジ

ア
新

興
国

等
の

名
目

G
D

P
規

模
比

較
出
典
：
株
式
会
社
三
菱
総
合
研
究
所
政
策
・経

済
研
究
セ
ン
タ
ー

「内
外
経
済
の
中
長
期
展
望
（

2
0
1
7
-2

0
3
0
年
度
）
」

・
世
界
的
な
創
造
都
市
、
国
際
エ
ン
タ
ー
テ
イ

メ
ン
ト
都
市
の
創
出

⇒
水
都
大
阪
、
大
阪
・光

の
饗
宴
、
大
阪
マ
ラ

ソ
ン
、
大
阪
観
光
局
に
よ
る
観
光
ま
ち
づ
く
り

の
推
進

な
ど

・関
西
国
際
空
港
の
国
際
ハ
ブ
化

⇒
L
C
C
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
大

な
ど

・世
界
市
場
に
打
っ
て
出
る
大
阪
産
業
・
大
阪

企
業
へ
の
支
援

⇒
大
阪
府
知
事
、
大
阪
市
長
に
よ
る
中
小

企
業
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョン

な
ど

・
2
0
2
5
年
頃
に
は

A
S
E
A

N
1
0
の

G
D

P
が

日
本
を
超
え
る
予
測
が
さ
れ
る
な
ど
ア
ジ
ア

市
場
は
確
実
に
拡
大
が
見
込
ま
れ
、
ア
ジ
ア

と
の
つ
な
が
り
が
強
い
大
阪
に
と
っ
て
好
機

・今
後
、
ア
ジ
ア
の
中
間
所
得
層
の
増
加
な
ど

に
よ
り
、
海
外
の
観
光
人
口
は
更
に
増
加

・大
阪
の
観
光
ｲﾝ
ﾊﾞ
ｳﾝ
ﾄﾞ
の
急
拡
大
と
共
に
、

ア
ジ
ア
を
中
心
に
消
費
財
の
輸
出
が
増
加

こ
れ

ま
で

の
主

な
取

組
み

例
今

後
取

組
む

べ
き

ポ
イ

ン
ト

⇒
ア
ジ
ア
の
成
長
を
確
実
に
取
り
込
む
た
め
、
大
阪

企
業
の
ア
ジ
ア
展
開
の
促
進
や
、
経
済
的
な
結

び
つ
き
を
強
め
る
必
要

⇒
増
加
す
る
海
外
か
ら
の
観
光
人
口
を
取
り
込
む

た
め
、
ベ
イ
エ
リ
ア
の
開
発
な
ど
も
含
め
た
更
な
る

都
市
魅
力
の
向
上
を
戦
略
的
に
進
め
る
必
要

大 阪 の 強 み を 伸 ば す

■
来

阪
外

客
数

の
推

移
（

全
体

・
国

籍
別

）
出
典
：
国
際
観
光
統
計
（

JN
T
O

)及
び
消
費
動
向
調
査
（
観
光
庁
）
よ
り
作
成

■
輸

出
入

に
占

め
る

ア
ジ

ア
の

割
合

出
典
：
大
阪
税
関
「
貿
易
統
計
」
等
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Ⅲ
第

４
次

産
業

革
命

に
対

応
し

た
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
と

生
産

性
向

上

「
第

４
次

産
業

革
命

」な
ど

新
た

な
技

術
革

新
へ

の
対

応
に

関
し

て

新
た

に
重

点
化

を
図

る
分

野

・
ハ
イ
エ
ン
ド
な
も
の
づ
くり
の
推
進

⇒
M

O
B
IO
等
に
お
け
る
新
た
な
研
究
開
発
や

製
品
・技

術
開
発
等
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
創
出

支
援
、
中
小
企
業
の
技
術
基
盤
高
度
化

に
向
け
た
技
術
・資

金
支
援

な
ど

・成
長
分
野
に
挑
戦
す
る
企
業
へ
の
支
援
・

経
済
活
動
の
新
陳
代
謝
の
促
進

⇒
金
融
支
援
、
創
業
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
な
ど
新
事

業
に
挑
戦
す
る
企
業
に
対
す
る
支
援

な
ど

・第
４
次
産
業
革
命
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
が
こ
こ
数

年
で
加
速
度
的
に
進
ん
で
お
り
、
そ
の
対
応
力
が

成
長
を
左
右

・大
阪
に
は
、
第
４
次
産
業
革
命
に
関
連
す
る

要
素
技
術
を
有
す
る
も
の
づ
くり
中
堅
・中

小
企
業
が
集
積
。
情
報
関
連
産
業
も
東
京
に
次

い
で
多
い

・一
方
で
、
中
小
企
業
の
多
くは

、
A
Iや

Io
T
、
ロ

ボ
ッ
ト
な
ど
の
新
た
な
技
術
の
活
用
が
進
ん
で
い
な

い

こ
れ

ま
で

の
主

な
取

組
み

例
今

後
取

組
む

べ
き

ポ
イ

ン
ト

⇒
大
阪
に
お
け
る
産
業
の
競
争
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
に

は
、
も
の
づ
くり
の
み
な
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
も
含
め

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
第
４
次
産
業
革
命
の

技
術
の
活
用
を
図
っ
て
い
く必

要
⇒
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
活
か
し
、
第
４
次
産
業
革
命
に

対
応
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
くり
と
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョン
を
進
め
て
い
く必

要

大 阪 の ポ テ ン シ ャ ル を 活 か し

課 題 を 克 服

■
ソ

フ
ト

系
I
T
産

業
３

業
種

の
府

県
別

事
業

所
数

出
典
：
総
務
省
「平
成

26
年
経
済
セ
ン
サ
ス
基
礎
調
査
（事

業
所
に
関
す
る
集
計
）」

■
第

４
次

産
業

革
命

に
も

関
わ

る
品

目
別

の
事

業
所

数
出
典
：経
済
産
業
省
「
平
成
26
年
工
業
統
計
調
査
」
（
品
目
編
）

順
位

ロ
ボ
ッ
ト

順
位

セ
ン
サ

1
愛
知

1
1

3
1

7
.0

%
1
神
奈
川

8
0

9
.6

%

2
大
阪

4
6

6
.9

%
2

東
京

7
8

9
.3

%

3
長
野

4
5

6
.8

%
3

埼
玉

7
4

8
.9

%

4
東
京

3
9

5
.9

%
4

長
野

5
8

6
.9

%
5

静
岡

3
7

5
.6

%
5

大
阪

4
0

4
.8

%

順
位

蓄
電
池

1
京
都

1
5

1
0

.3
%

2
兵
庫

1
4

9
.7

%

3
大
阪

1
2

8
.3

%

4
神
奈
川

1
1

7
.6

%

5
福
島

9
6

.2
%

■
近

畿
の

中
堅

・
中

小
も

の
づ

く
り

企
業

に
お

け
る

I
o
T
や

オ
ー

プ
ン

ネ
ッ
ト

ワ
ー

ク
な

ど
の

I
T
技

術
活

用
状

況

出
典
：大
阪
商
工
会
議
所
「製
造
現
場
に
お
け
る
IT
活
用
に
関
す
る
調
査
」

新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野

～
分
野
の
考
え
方
～

1
1

※
ソ
フ
ト
系

IT
産
業
３
業
種
と
は
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
業
、
情
報
処
理
・提
供
サ
ー
ビ
ス
業
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
附
随
サ
ー
ビ
ス
業
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Ⅳ
人

口
の

減
少

と
産

業
構

造
の

変
化

に
対

応
し

た

人
材

力
強

化

「
人

口
・
労

働
力

」に
関

し
て

新
た

に
重

点
化

を
図

る
分

野

・国
際
競
争
を
勝
ち
抜
くハ
イ
エ
ン
ド
人
材
の
育
成

⇒
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成

な
ど

・成
長
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
人
材
の
育
成
力
強
化

⇒
小
・中

学
校
に
お
け
る
英
語
教
育
推
進

な
ど

・地
域
の
強
み
を
活
か
す
労
働
市
場
の
構
築

⇒
O

S
A
K
A
し
ご
と
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
業
務
と
の
一
体
的
運
営

な
ど

・成
長
を
支
え
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
と

多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
場
づ
くり

⇒
O

S
A
K
A
女
性
活
躍
推
進
会
議

な
ど

・大
阪
で
も
人
手
不
足
が
顕
在
化
し
、
人
口
減

少
が
確
実
と
な
る
中
、
い
か
に
成
長
を
図
っ
て

い
くか
が
課
題

・大
阪
は
、
女
性
や
高
齢
者
の
就
業
率
が
低
く、

ま
た
、
首
都
圏
へ
の
若
手
人
材
の
一
定
の
転

出
が
続
い
て
い
る
状
況
。
一
方
、
大
学
の

都
心
回
帰
等
に
伴
う
学
生
や
、
外
国
人
留
学

生
は
増
加

・中
小
企
業
で
は
、
経
営
者
の
高
齢
化
等
に

よ
る
事
業
承
継
が
課
題

こ
れ

ま
で

の
主

な
取

組
み

例
今

後
取

組
む

べ
き

ポ
イ

ン
ト

⇒
女
性
や
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な

人
材
の
活
躍
の
幅
を
広
げ
る
と
と
も
に
、
若

手
人
材
の
定
着
を
図
る
必
要

⇒
新
た
な
技
術
や
産
業
構
造
に
対
応
で
き
る

人
材
を
育
成
・確

保
し
、
大
阪
の
活
力
を

維
持
し
て
い
く必

要

大 阪 の ポ テ ン シ ャ ル を 活 か し

課 題 を 克 服

■
１

５
歳

以
上

の
女

性
の

就
業

率
の

推
移

出
典
：
総
務
省
統
計
局
「
労
働
力
調
査
」及

び
大
阪
府
統
計
課
「労

働
力
調
査
地
方
集

計
結
果
（
年
平
均
）
よ
り
作
成

4
2

.8
4

3
.5

4
3

.9
4

4
.6

4
4

.8
4

5
.3

4
6

.8
4

6
.3

4
6

.2
4

6
.2

4
7

.1
4

7
.6

4
8

.0
4

8
.9

4243444546474849

2
0

10
年

2
0

11
年

2
01

2年
2

01
3年

2
0

1
4年

2
01

5
年

2
01

6年

大
阪
府
女
性

全
国
女
性

■
大

阪
府

の
年

齢
階

層
別

転
出

入
の

状
況

出
典
：
総
務
省
「住

民
基
本
台
帳
人
口
移
動
報
告
」
（
平
成

2
6
年
）

合
計

0
～

9
歳

1
0
～

1
4

歳
1

5
～

1
9

歳
2

0
～

2
4

歳
2

5
～

2
9

歳
3

0
～

3
9

歳
4

0
～

4
9

歳
5

0
～

5
9

歳
6

0
歳

以
上

北
海
道
・
東
北

2
4

7
9

2
1

9
8

1
6

5
2

2
1

2
▲

6
▲

2
6

▲
4

8

関
東
・
甲
信
越

5
▲

2
0

▲
1

2
1

0
5

▲
3

9
▲

3
8

▲
2

2
5

▲
3

2

東
海
・
北
陸

9
0

7
▲

1
4

3
1

1
8

4
0

1
7

2
2

▲
1

6
3

▲
3

1
5

1
8

3
1

3
2

▲
2

8

関
西
圏

5
,0

8
9
▲

1
,6

2
8

1
3

0
7

1
1

4
,0

8
0

2
,0

8
1

▲
3

6
5

2
7

8
1

7
3

▲
3

7
0

中
国
・
四
国

3
,2

1
4

▲
2

4
2

4
5

1
,1

1
4

2
,7

2
5

1
6

5
▲

3
6

7
1

4
2

▲
7

9
▲

2
8

9

九
州

1
,0

5
2

▲
2

6
8

▲
1

9
1

,1
1

5
1

,3
3

8
▲

5
7

▲
4

0
2

▲
3

3
▲

1
3

8
▲

4
8

4

東
京
圏

▲
1

0
,9

0
5

▲
7

2
3

▲
2

0
4

▲
7

7
3
▲

2
,9

6
7
▲

2
,3

2
9
▲

2
,3

7
4

▲
8

0
2

▲
1

4
4

▲
5

8
9

※
関
東
・甲

信
越
に
は
、
東
京
圏
を
含
ま
ず
。
関
西
圏
に
は
、
大
阪
府
を
含
ま
ず
。

新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野

～
分
野
の
考
え
方
～

1
2

〔人
〕

〔％
〕
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新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野

～
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト
～

『
価
値
創
造

(ハ
イ
エ
ン
ド

)都
市
』、
『
中
継
都
市
』と
い
う
め
ざ
す
べ
き
都
市
像
を
堅
持
し
た
う
え
で
、
よ
り
具
体
的
将
来
像
を
提
示

日
本
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
東
西
二
極
の
一
極
（
副
首
都
）
と
し
て
世
界
で
存
在
感
を
発
揮
す
る
都
市

ス
ー
パ
ー
・メ
ガ
リ
ー
ジ
ョン
が
将
来
形
成
さ
れ
る
中
で
、

大
阪
が
世
界
に
存
在
感
を
示
す
拠
点
都
市
と
な
る
た

め
の
個
性
と
産
業
競
争
力
の
強
化

ア
ジ
ア
諸
国
と
結
び
つ
き
、
そ
の
社
会
課
題
解
決
や
市

場
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
ん
で
共
に
成
長
す
る
循
環
を
構
築

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
の
中
で
も
成
長
を
実
現
で

き
、
人
材
の
力
が
最
大
限
に
発
揮
で
き
る
都
市
力
の

強
化

【全
体
イ
メ
ー
ジ
】

1
3

○
大
阪
経
済
は
回
復
傾
向
に
あ
る
中
、
産
業
や
雇
用
を
め
ぐ
る
環
境
は
大
き
な
変
革
期
に
あ
り
、
今
後
、
ど
こ
に

注
力
し
て
い
く
の
か
が
、
大
阪
の
成
長
や
豊
か
さ
を
左
右
す
る
可
能
性

○
社
会
経
済
環
境
の
急
速
な
変
化
に
対
応
し
、
目
標
年
次
（

2
0
2
0
年
）
に
向
け
、
成
長
市
場
の
獲
得
と
産
業

競
争
力
強
化
を
め
ざ
し
、
５
つ
の
源
泉
（
集
客
力
、
人
材
力
、
産
業
・技

術
力
、
物
流
人
流
イ
ン
フ
ラ
、
都
市
の

再
生
）
の
さ
ら
な
る
充
実
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た
に
位
置
づ
け
る
４
つ
の
重
点
分
野
の
取
組
み
を
進
め
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
成
長
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
通
じ
て
豊
か
な
住
民
生
活
の
確
保
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

重
点
分
野
を
中
心
に
具
体
的
取
組
み
を
集
中
的
に
実
施
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・ﾗ
ｲﾌ
ｻｲ
ｴﾝ
ｽの
ﾎﾟ
ﾃﾝ
ｼｬ
ﾙを
活
か
し
、
「健

康
・医

療
関
連
産
業
」を
戦
略
的

分
野
と
し
て
重
点
化

・食
、
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
し
た
ヘ
ル
ス
ケ
ア
分
野
ま
で
含
め
て
、
す
そ
野
を
広
く

と
ら
え
た
産
業
創
出
を
図
る
と
と
も
に
府
民
の
健
康
向
上
に
も
貢
献

Ⅰ
健

康
・
医

療
関

連
産

業
の

世
界

的
な

ｸﾗ
ｽﾀ

ｰ
形

成

・観
光
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
伸
び
と
と
も
に
、
A
S
E
A
N
な
ど
成
長
す
る
ア
ジ
ア
全
体
へ
の

市
場
展
開
を
図
る

・集
客
だ
け
で
な
く、
人
材
育
成
や
輸
出
産
業
の
強
化
な
ど
幅
広
い
分
野
へ

つ
な
が
り
を
広
げ
る

Ⅱ
ｲﾝ

ﾊ
ﾞｳ

ﾝﾄ
ﾞ
の

増
加

を
契

機
と

し
た

ｱｼ
ﾞｱ

市
場

の
取

り
込

み
強

化

大
阪

の
成

長
を

け
ん

引
す

る
戦

略
分

野
と

し
て

健
康

・
医

療
関

連
産

業
を

位
置

づ
け

、
重

点
的

な
取

組
み

を
進

め
る

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

促
進

か
ら

、
さ

ら
に

世
界

の
成

長
の

中
心

で
あ

る
ア

ジ
ア

市
場

へ
の

集
中

的
な

取
組

み
の

推
進

を
図

る

・
A

Iや
Io

T
、
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
新
た
な
技
術
を
、
生
産
性
の
向
上
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
ﾓﾃ
ﾞﾙ
の
創
出
を
含
む
幅
広
い
変
革
）
の
創
出
に
つ
な
げ
る

・も
の
づ
くり
に
加
え
、
観
光
や
健
康
、
福
祉
、
建
設
、
一
次
産
業
な
ど
様
々
な

産
業
分
野
で
の
活
用
を
め
ざ
す

・産
業
・雇

用
政
策
だ
け
で
な
く、
教
育
、
福
祉
、
住
環
境
、
都
市
基
盤
な
ど

多
面
的
に
人
手
不
足
へ
の
対
応
が
必
要
に
な
る
こ
と
を
位
置
づ
け

・潜
在
的
な
労
働
力
の
活
用
な
ど
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

重
点
的
に
取
組
む

Ⅲ
第

4
次

産
業

革
命

に
対

応
し

た
ｲ
ﾉﾍ

ﾞｰ
ｼｮ

ﾝの
促

進
と

生
産

性
向

上
Ⅳ

人
口

の
減

少
と

産
業

構
造

の
変

化
に

対
応

し
た

人
材

力
強

化

も
の

づ
く
り

な
ど

大
阪

の
強

み
が

活
か

せ
る

第
4

次
産

業
革

命
に

か
か

わ
る

分
野

へ
の

対
応

を
新

た
に

位
置

づ
け

人
手

不
足

、
人

口
減

少
へ

の
対

応
を

横
断

的
な

課
題

と
し

て
新

た
に

位
置

づ
け

【
知
的
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾗ
の
充
実
】

【
都
市
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾗ
の
充
実
】

成
長
の
た
め
の
５
源
泉
〔
集
客
力
、
人
材
力
、
産
業
・
技
術
力
、
物
流
人
流
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾗ
、
都
市
の
再
生
〕

2
0
2
5
年
万
博
や
Ｉ
Ｒ
の
実
現
に
向
け
た

取
組
み
と
あ
わ
せ
て
、
重
点
分
野
の
取
組

み
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
実
現
後
は
、
そ

れ
ら
を
イ
ン
パ
ク
ト
と
し
て
更
な
る
大
阪
の
成

長
・発

展
に
つ
な
げ
て
い
く

５
源
泉
の
も
と
、
土
壌
と
な
る
知
的
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾗ
や
都
市
ｲ
ﾝ
ﾌ
ﾗ
の
更
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
４
つ
の
重
点
分
野
を
設
定

・集
客
の
み
な
ら
ず
、
M

IC
E
等
を
通
じ
、
世

界
か
ら
人
材
や
情
報
が
集
ま
り
、
新
た
な

ビ
ジ
ネ
ス
や
価
値
を
創
造

・都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

・健
康
・医

療
関
連
産
業
を
中
心
に
、
大
阪

の
高
い
技
術
力
を
、
国
内
外
に
示
す

・世
界
的
な
課
題
解
決
に
も
貢
献

・イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
喚
起

2
0

2
5

日
本

万
国

博
覧

会
I
R

※
府
立
大
学
と
市
立
大
学
の
統
合
、
ス
ー
パ
ー
公
設
試
の
創
設

な
ど

※
高
速
道
路
、
鉄
道
ネ
ッ
トワ
ー
ク
の
充
実
・機

能
強
化

な
ど

1
4

≪ 改 訂 の ポ イ ン ト ≫
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1
5

新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野

～
取
組
み
の
方
向
性
～

☞
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
の
大
学
・研

究
機
関
、
産
業
の
集
積
な
ど
の
強
み
を
も
と
に
、
世

界
か

ら
さ

ら
に

人
や

企
業

を
集

め
、
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
生

ま
れ

る
発

信
地

と
し

て
の

取
組

み
を

、
2

0
2

5
年

万
博

で
の

発
信

な
ど

も
視

野
に

加
速
し
て
い
く。
具
体
的
に
は
、
彩
都
に
加
え
、
北

大
阪

健
康

医
療

都
市

（
健

都
）

、
中

之
島

４
丁

目
に

お
け

る
未

来
医

療
国

際
拠

点
と

い
っ

た
新

た
な

拠
点

の
形

成
を
図
る
な
ど
、
研
究
成
果
を
い
ち
早
く市

場
化
で
き
る
環
境
整
備
を

促
進
す
る
。

☞
大
阪
は
、
三
大
都
市
圏
で
最
も
早
く高

齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、
健
康
寿
命
が
全
国
で
も
短
く、

健
康

に
関

す
る

課
題

先
進

地
域
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に

い
え
ば
健
康
・医

療
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
が
大
き
く研

究
開
発
か
ら
産
業
創
出
だ
け
で
な
く、
ま
ち
づ
く
り
も
含
め
た

健
康

・
医

療
の

先
進

モ
デ

ル
地

域
と

し
て

の
ブ

ラ

ン
ド

を
確

立
で

き
る

好
機
と
も
言
え
る
。
大
学
・研

究
機
関
・産

業
の
集
積
を
活
か
し
つ
つ
、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

分
野

ま
で

含
め

た
す

そ
野

の
広

い
健

康
・
医

療
関

連

産
業

を
集

中
し

て
創

出
し
、
成
長
と
と
も
に
健
康
寿
命
の
延
伸
な
ど
豊
か
な
府
民
生
活
の
よ
き
循
環
を
実
現
し
て
い
く
。

☞
今
後
開
催
さ
れ
る
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
と
も
呼
応
し
、
ス

ポ
ー

ツ
関

連
産

業
の

活
性

化
を
図
る
。
さ
ら
に
、
内
需
だ
け
で
な
く、
今
後
高
齢
化
が
進

む
ア
ジ
ア
な
ど
の
健
康
・医

療
関
連
産
業
に
対
す
る

海
外

需
要

の
取

り
込

み
を
め
ざ
す
。

Ⅱ
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
を
契
機
と
し
た
ア
ジ
ア
市
場
の
取
り
込
み
強
化

☞
大

阪
の

観
光

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

は
大

き
く
成

長
し
て
お
り
、
2
0
2
0
年
の
東
京
五
輪
、
さ
ら
に
は
、
2

0
2

5
年

万
博

や
Ｉ

Ｒ
な

ど
の

ビ
ッ
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
と
も
相

ま
っ
て
、
今
後
も
市
場
拡
大
が
期
待
で
き
る
。

Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ

誘
致
や
観
光
客
の
需
要
の
多
様
化
・高

度
化
に
対
応
し
た
戦
略
的
な
取
組
み
を
進
め
る
と
と
も

に
、
ウ

ェ
ル

ネ
ス

ツ
ー

リ
ズ

ム
な

ど
、
ウ

イ
ン

グ
を

広
げ

て
新

た
な

需
要

を
創

出
し
て
い
く。

☞
ア
ジ
ア
へ
の
輸
出
増
加
の
動
き
な
ど
を
踏
ま
え
、
多
様
な

大
阪

製
品

・
食

等
の

海
外

販
路

拡
大

を
促

進
す
る
。
大

阪
企

業
の

海
外

展
開

を
積

極
的

に
サ

ポ
ー

ト
す
る
こ
と
で
、
A

S
E
A

N
諸

国
や

、
さ

ら
に

は
イ

ン
ド

な
ど

、
世

界
の

成
長

を
け

ん
引

す
る

ア
ジ

ア
全

体
の

市
場

展
開
を
図
る
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
ア

ジ
ア
と
大
阪
を
結
ぶ

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
、
ブ

リ
ッ
ジ

人
材

を
育

成
・
確

保
し
て
い
く。

☞
海
外
か
ら
の
企
業
や
人
材
、
そ
し
て
投
資
の
呼
び
込
み
が
、
国
際
的
な
都
市
間
競
争
に
お
い
て
重
要
。
世

界
で

最
も

ビ
ジ

ネ
ス

し
や

す
い

環
境

づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
魅
力
に
つ
い
て
国
や
企
業
な
ど
と
も
連
携
し
効
果
的
に
発
信
し
て
い
く。

Ⅰ
健
康
・医

療
関
連
産
業
の
世
界
的
な
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
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Ⅲ
第
４
次
産
業
革
命
に
対
応
し
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
促
進
と
生
産
性
向
上

☞
第

4
次
産
業
革
命
と
い
う
大
き
な
変
革
に
乗
り
遅
れ
る
こ
と
な
く、
幅
広
く活

用
事
例
を
生
み
出
し
て
い
く
。
ま
た
、
大
阪
が
誇
る

も
の

づ
く
り

中
小

企
業

の
強

み
や

集
積

の
厚

み
を

第
４

次
産

業
革

命
の

技
術

と
結

び
付

け
、
生

産
性

の
向

上
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ
ン

の
創

出
を

図
っ

て
い

く
。
さ
ら
に
、
も

の
づ

く
り

だ
け

で
な

く
、
卸

売
・
小

売
や

観
光

、
健

康
、
福

祉
、
建

設
、
一

次
産

業
な

ど
、
多

様
な

産
業

分
野
に
お
い
て
こ
う
し
た
新
た
な
技
術
を
組
み
込
み
、
融
合
さ
せ
る
こ
と
で

業
務

の
負

担
軽

減
や

効
率

化
を

図
り

人
手

不
足

を
解

消
す

る
と

と
も

に
、
革

新
的

な
製

品
・
サ

ー
ビ

ス
を

生
み

出
し

、
社

会
課

題
の

解
決

と
新

ビ
ジ

ネ
ス

の
創

出
に

つ
な

げ
る
。

☞
健

康
関

連
や

環
境

・
新

エ
ネ

ル
ギ

ー
関

連
を

は
じ

め
と

し
た

新
産

業
分

野
に
お
い
て
、
大
阪
の
強
み
を
活
か
し
な
が
ら
、
オ

ー
プ

ン
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

や
産

学
官

連

携
を
促
進
し
、
業
種
・
業
態
の
垣
根
を
超
え
て
、
ノ
ウ
ハ
ウ
・
技
術
な
ど
の
融
合
を
進
め
て
い
く。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
な
ど
に
よ
り
、
重
要
性
が
増
し
て

い
る
知
的
財
産
戦
略
に
つ
い
て
も
、
中

小
企

業
等

の
知

的
財

産
活

用
支

援
の

取
組

み
強

化
を
図
る
。

☞
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
の
担
い
手
と
な
る

チ
ャ

レ
ン

ジ
す

る
人

材
・
起

業
へ

の
支

援
を
進
め
て
い
く。
ま
た
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
発
展
を
促
す
規
制
改
革
の
積
極
的
な
導
入

を
図
る
な
ど
、
「イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

に
挑

戦
し

や
す

い
都

市
づ

く
り

」
を
進
め
る
。

☞
人

手
不

足
が

顕
在

化
し

、
人

口
の

減
少

が
確

実
に

な
る

中
で
持
続
的
に
成
長
し
て
い
くた
め
に
は
、

産
業

・
雇

用
政

策
だ

け
で

な
く
、
教

育
、
福

祉
、
住

環

境
、
都

市
基

盤
な

ど
、
多

面
的

に
対

応
し

て
い

く
必

要
。
働
く
意
欲
が
あ
る
潜
在
的
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
場
を
広
げ
て
い
くた
め
、
産
業
界
や
大
学
等
と
も
連

携
し
、
女

性
や

高
齢

者
等

の
活

躍
に

つ
な

が
る

取
組

み
を

強
化
す
る
と
と
も
に
、
働

き
方

改
革

や
仕

事
と

家
庭

の
両

立
支

援
、
社

会
的

課
題

の
解

決
に

取

組
む

人
材

育
成

な
ど

の
推

進
を

図
る
。

☞
大

学
卒

業
後

の
若

い
世

代
が

大
阪

か
ら

首
都

圏
に

流
出
。
大
阪
の
都
市
魅
力
や
定
住
魅
力
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
魅
力
的
な
仕
事
の
場
を
増
や
し
、

若
者

の
定

着
を
図
る
。
在
阪
企
業
と
の
就
業
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、
首
都
圏
等
か
ら
の
移
住
促
進
な
ど
、
人

材
集

積
を

図
る

取
組

み
を
進
め
る
。
ま
た
、
中
小
企
業

の
経
営
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
事
業
承
継
へ
の
対
応
が
急
務
。

次
世

代
へ

の
事

業
承

継
を

進
め

る
た

め
の

支
援

を
強

化
す
る
。

☞
世
界
的
に
人
材
の
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、

高
度

な
外

国
専

門
人

材
の

受
入

環
境

の
整

備
を

進
め

る
と
と
も
に
、
す

そ
野

の
広

い
外

国
人

技
能

人

材
に

つ
い

て
の

戦
略

的
な

受
入

れ
を

検
討
し
て
い
く。

☞
第
４
次
産
業
革
命
の
進
展
に
よ
り
、

I
T
人

材
の

不
足
が
新
た
な
課
題
。
ま
た
、
産
業
構
造
の
変
革
や

成
長

す
る

ア
ジ

ア
と

の
接

続
強

化
・
一

体
化
が
不
可

欠
。
学
校
教
育
や
職
業
能
力
開
発
、
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
も
含
め
、
官
民
で
連
携
し
、
I
T
人

材
や

グ
ロ

ー
バ

ル
人

材
の

育
成

強
化
を
進
め
る
。

Ⅳ
人
口
の
減
少
と
産
業
構
造
の
変
化
に
対
応
し
た
人
材
力
強
化

新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野

～
取
組
み
の
方
向
性
～

1
6
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好
循

環
相

乗
効

果

成
長
戦
略
で
大
阪
・関

西
が
め
ざ
す
べ
き
姿

中
継

都
市

世
界
と
日
本
各
地
を
結
ぶ
玄
関
口
と
し
て
、

ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
が
集
散
し
、

日
本
の
成
長
を
け
ん
引
す
る
都
市

価
値

創
造

(ﾊ
ｲ
ｴ
ﾝ
ﾄ
ﾞ
)都

市

強
み
を
持
つ
産
業
、
多
様
な
分
野
で
活
躍

す
る
人
材
が
生
ま
れ
育
ち
、
集
い
、
交
流

し
、
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
都
市

日
本

の
成

長
を

け
ん

引
す

る
東

西
二

極
の

一
極

（
副

首
都

）
と

し
て

世
界

で
存

在
感

を
発

揮
す

る
都

市

人
が
集
う

充
実
し
た
イ
ン
フ
ラ

魅
力
的
な
環
境

誰
も
が
活
躍

成
長
を
支
え
、
け
ん

引
す
る
多
様
な
人

材
が
育
ち
、
集
い
、

活
躍
す
る
都
市

観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
人
と
物
の
流
れ
を

支
え
る
イ
ン
フ
ラ
環
境

(空
港
・
港
湾
・
道

路
・
鉄
道
等
）
が
整

備
さ
れ
た
都
市

新
た
な
都
市
魅
力

と
、
大
阪
の
歴
史
、

文
化
や
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
な
ど
の
魅
力
が
あ

い
ま
っ
て
、
国
内
外
か

ら
人
を
惹
き
つ
け
る
都

市

強
い
産
業
・
技
術

将
来
性
の
あ
る
産

業
・
技
術
の
創
出
や

海
外
展
開
が
進

み
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン

が
生
ま
れ
る
国
際
競

争
力
の
あ
る
都
市

ビ
ジ
ネ
ス
が
し
や
す
い

環
境
と
身
近
に
み
ど

り
を
実
感
で
き
る
空

間
で
、
住
み
た
い
、

働
き
た
い
都
市

内
外

か
ら

信
頼

さ
れ

る
安

全
・
安

心
の

確
保

災
害
に
対
す
る
強
さ
と
し
な
や
か
さ
を
持
ち
、
治
安
も
向
上

1
7
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○
実
質
成
長
率

年
平
均
２
％
以
上

◇
成
長
戦
略
の
主
な
取
組
み
（
観
光
振
興
、
産
業
振
興
、
総
合
特
区
等
）
に
よ
る

G
R

P
（
域
内
総
生
産
）
押
し
上
げ
効
果
な
ど
を
も
と
に
目
標
と
し
て
設
定

○
雇
用
創
出

年
平
均
１
万
人
以
上

◇
成
長
戦
略
の
主
な
取
組
み
（
観
光
振
興
、
産
業
振
興
、
総
合
特
区
等
）
に
よ
る
直
接
雇
用
創
出
効
果
な
ど
を
も
と
に
目
標
と
し
て
設
定

○
来
阪
外
国
人
旅
行
者
数

2
0
2
0
年
に
年
間

1
,3

0
0
万
人
が
大
阪
に

◇
国
目
標

(4
,0

0
0
万
人
へ
倍
増

)に
あ
わ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
目
標

6
5
0
万
人
の

2
倍
に
設
定

(大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略

2
0
2
0
よ
り
）

○
貨
物
取
扱
量

2
0
2
0
年
に
関
空

1
2
3
万
ト
ン

(2
0
0
9
年
度
比

6
0
万
ト
ン
増
）
、

阪
神
港

5
9
0
万

T
E
U

*
1
(2

0
0
8
年
比

1
9
0
万

T
E
U
増
）

◇
関
空
は
関
空
３
空
港
懇
談
会
需
要
予
測
を
参
考
に
独
自
設
定
、
阪
神
港
は
国
際
コ
ン
テ
ナ
戦
略
港
湾
の
計
画
書
よ
り

成
長
目
標

成
長
目
標

実
質
成
長
率

雇
用
創
出

来
阪
外
国
人

旅
行
者
数

貨
物
取
扱
量

(関
空

)
貨
物
取
扱
量

(阪
神
港

)

目
標

年
平

均
+

2
.0

%
以

上
年

平
均

1
万

人
以

上
1

,3
0

0
万

人
1

2
3

万
ト

ン
(6

0
万

ト
ン

増
)

5
9

0
万

T
E
U

*
1

(1
9

0
万

T
E
U

増
)

2
0
1
6
年

―
+

5
.6
万
人

*
2

9
4
0
万
人

7
5
万
ト
ン

4
0
9
万

T
E
U

2
0
1
5
年

－
0
.1
％

（
早
期
推
計
）

+
0
.7
万
人

*
2

7
1
6
万
人

7
0
万
ト
ン

4
0
9
万

T
E
U

2
0
1
4
年

+
0
.5

%
+

0
.9
万
人

*
2

3
7
6
万
人

7
4
万
ト
ン

4
2
2
万

T
E
U

2
0
1
3
年

+
1
.0

%
+

7
.6
万
人

*
2

2
6
3
万
人

6
7
万
ト
ン

4
2
4
万

T
E
U

2
0
1
2
年

-0
.2

%
▲

2
.1
万
人

*
2

2
0
3
万
人

6
9
万
ト
ン

4
1
9
万

T
E
U

2
0
1
1
年

+
2
.0

%
+

1
0
.7
万
人

*
2

1
5
8
万
人

7
1
万
ト
ン

4
2
7
万

T
E
U

2
0
1
0
年

+
1
.7

%
▲

1
.7
万
人

*
2

2
3
5
万
人

7
5
万
ト
ン

4
0
0
万

T
E
U

*
1
:2

0
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ
を

1
単
位
と
し
て
、
港
湾
が
取
り
扱
え
る
貨
物
量
を
表
す
単
位

*
2
 :
代
替
と
し
て
府
内
就
業
者
の
変
化
を
記
載

（
概
ね

2
0
2
0
年
を
目
途
）

こ
れ

ま
で

の
実

績

1
8
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４
．
ア
ジ
ア
活
力
の
取
り
込
み
強
化
・
物
流
人
流

イ
ン
フ
ラ
の
活
用

（
１
）
関
西
国
際
空
港
の
国
際
ハ
ブ
化

（
２
）
阪
神
港
の
国
際
ハ
ブ
化

（
３
）
物
流
を
支
え
る
高
速
道
路
機
能
の
強
化

（
４
）
人
流
を
支
え
る
鉄
道
ア
ク
セ
ス
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化

（
５
）
官
民
連
携
等
に
よ
る
戦
略
イ
ン
フ
ラ
の
強
化

５
．
都
市
の
再
生

（
１
）
企
業
・
人
材
・
情
報
が
集
い
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が

生
ま
れ
る
都
市
づ
く
り

（
２
）
安
全
・安

心
を
確
保
し
、
持
続
的
に
発
展
す
る
都
市

づ
く
り

（
３
）
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
構
築
と
環
境
先
進
都
市

づ
く
り

（
４
）
み
ど
り
を
活
か
し
た
都
市
づ
くり

（
５
）
農
空
間
の
多
面
的
な
機
能
を
活
か
し
た
都
市
づ
くり
・

都
市
農
業
の
推
進

新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野
を
踏
ま
え
た
、
成
長
の
た
め
の
５
源
泉
毎
の
取
組
み

１
．
内
外
の
集
客
力
強
化

（
１
）
世
界
的
な
創
造
都
市
、
国
際
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
都
市

の
創
出

（
２
）
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
都
市
魅
力
の
創
出

（
３
）
世
界
有
数
の
国
際
都
市
を
め
ざ
し
た
受
入
環
境
の
整
備

（
４
）
関
西
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
ポ
ー
タ
ル
化
の
推
進

２
．
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
に
対
応
し
た

人
材
力
強
化
・活

躍
の
場
づ
く
り

（
１
）
女
性
や
高
齢
者
、
若
者
な
ど
多
様
な
人
材
が

活
躍
し
続
け
る
仕
組
み
づ
く
り
と
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
整
備

（
２
）
国
際
競
争
を
勝
ち
抜
く
ハ
イ
エ
ン
ド
人
材
の
育
成

（
３
）
外
国
人
高
度
専
門
人
材
等
の
受
入
拡
大

（
４
）
成
長
を
支
え
る
基
盤
と
な
る
人
材
の
育
成
力
強
化

（
５
）
地
域
の
強
み
を
活
か
す
労
働
市
場
の
構
築

３
．
強
み
を
活
か
す
産
業
・技

術
の
強
化

（
１
）
健
康
・
医
療
関
連
産
業
の
世
界
的
な
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成

（
２
）
大
阪
の
強
み
を
活
か
し
た
先
端
技
術
産
業
の
強
化
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進

（
３
）
世
界
市
場
に
打
っ
て
出
る
大
阪
産
業
・大

阪
企
業
へ
の

支
援

（
４
）
対
内
投
資
促
進
に
よ
る
国
際
競
争
力
の
強
化

（
５
）
ハ
イ
エ
ン
ド
な
も
の
づ
くり
の
推
進

（
６
）
成
長
分
野
に
挑
戦
す
る
企
業
へ
の
支
援
・経

済
活
動
の

新
陳
代
謝
の
促
進

1
9

【次
ペ
ー
ジ
以
降
の
凡
例
】

★
新
た
に
重
点
化
を
図
る
分
野
に
関
連
し
た
主
な
取
組
み

◇
引
き
続
き
、
充
実
・
強
化
を
図
る
取
組
み
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大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略

2
0
2
0
 

～
世
界
的
な
創
造
都
市
、
国
際
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
都
市
へ
加
速
～

 

平
成
２
８
年
１
１
月

 

 

大
阪
府
・
大
阪
市

 

【資料６】 
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１
. 
戦
略
策
定
の
背
景

 

 ○
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略
に
基
づ
く
施
策
推
進
（
平
成

2
4
年
度
～
平
成

2
7
年
度
）

 
  
 ・
世
界
的
な
創
造
都
市
に
向
け
た
観
光
・
国
際
交
流
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
各
施
策
の
上
位
概
念
と
な
る
府
市
共
通
の
戦
略
「
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略
（
計
画
期
間
：
平
成

2
4
年
度
～
平
成

2
7
年
度
）
」
を
策
定

 
 
 
し
、
「
民
が
主
役
、
行
政
は
サ
ポ
ー
ト
役
」と
の
基
本
的
な
考
え
方
の
も
と
、
3
つ
の
重
点
取
組
（
水
と
光
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
体
制
の
構
築
、
大
阪
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
設
置
、
大
阪
観
光
局
の
設
置
）
、
重
点
エ
リ
ア
の
マ
ネ

 
 
 
ジ
メ
ン
ト
、
2
0
1
5
年
シ
ン
ボ
ル
イ
ヤ
ー
、
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
な
ど
を
推
進
し
て
き
た
。
 

大
阪
の
都
市
魅
力
創
造
の
現
状
と
課
題

 

大
阪
府
市
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

 

戦
略
目
標

 
内
外
か
ら
人
、
モ
ノ
、
投
資
等
を
呼
び
込
む
「
強
い
大
阪
」
の
実
現

 

世
界
に
存
在
感
を
示
す
「
大
阪
」
の
実
現

 

平
成

2
8
（

2
0
1
6
）
年
度
～
平
成

3
2
（

2
0
2
0
）
年
度

 

計
画
期
間

 

○
国
内
外
か
ら
の
注
目
の
高
ま
り
を
捉
え
た
さ
ら
な
る
魅
力
向
上

 
 
・
大
阪
に
お
け
る
平
成

2
7
年
の
延
べ
宿
泊
者
数
は
、
3
,0

3
7
万
人
（
う
ち
外
国
人

8
9
7
万
人
）
、
 

 
 
来
阪
外
国
人
旅
行
者
数
は
年
間

7
1
6
万
人
、
関
空
の
国
際
線
を
利
用
す
る
外
国
人
旅
客
数
も

 
 
 
初
め
て
年
間

1
千
万
人
を
超
え
、
ホ
テ
ル
等
の
客
室
稼
働
率
も

2
年
連
続
全
国

1
位
と
好
調
で
あ
り
、
 

 
 
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
受
入
環
境
の
充
実
と
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

 
・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
や

2
0
2
0
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
さ
ら
に
は
関
西
ワ
ー
ル
ド

 
 
  
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0
2
1
の
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
さ
ら
に
多
く
 

 
 
の
方
が
大
阪
・
関
西
を
訪
れ
る
絶
好
の
機
会
で
あ
り
、
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
す
る
必
要
が

 
 
 
あ
る
。
 

○
大
阪
観
光
局
の
機
能
強
化
（
大
阪
版

D
M

O
※
 ）

 
 
・
大
阪
観
光
局
に
つ
い
て
は
、
平
成

2
8
年

4
月

2
2
日
、
地
域
連
携

D
M

O
と
し
て
登
録
さ
れ
、
平
成

 
 
 
2
8
年
度
地
方
創
生
推
進
交
付
金
の
交
付
対
象
と
な
る
な
ど
、
観
光
事
業
推
進
の
司
令
塔
と
し
て
、
 

 
 
さ
ら
な
る
進
化
・
機
能
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。
 

○
都
市
魅
力
創
造
の
好
循
環
の
実
現

 
 
・
水
と
光
の
ま
ち
づ
く
り
や
文
化
・
観
光
分
野
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
担
う
推
進
体
制

 
 
 
を
構
築
し
、
取
組
み
を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況
を
踏
ま
え
、
行
政
と
民
間
の
役
割
と
負
担
の

 
 
 
あ
り
方
を
よ
り
一
層
明
確
に
し
、
民
間
主
体
の
取
組
み
に
つ
い
て
は
、
集
客
促
進
⇒
消
費
喚
起
・
民
間

 
 
 
等
か
ら
の
投
資
拡
大
⇒
取
組
み
の
充
実
・
発
展
と
い
っ
た
好
循
環
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

○
世
界
に
お
け
る
大
阪
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上

 
 
・
大
阪
は
、
日
本
の
第
二
の
都
市
と
し
て
、
国
内
で
は
一
定
の
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
が
、
世
界
の
中
で
の

 
  
  
存
在
感
は
ま
だ
ま
だ
薄
い
。
（
世
界
の
都
市
総
合
力
ラ
ン
キ
ン
グ

2
0
1
6
で

4
2
都
市
中

2
2
位
、
ア
ジ
ア
で

7
位
）

 

 
・
人
口
減
少
の
加
速
が
予
測
さ
れ
て
い
る
中
で
、
世
界
で
通
用
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
や
外
国
人

 
  
  
留
学
生
の
受
入
環
境
の
充
実
・
強
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
世
界
の
都
市
間
競
争
に
打
勝
つ
た
め
に

 
  
  
も
、
多
様
な
人
材
が
交
流
し
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
都
市
と
し
て
、
国
際
都
市
・
大
阪
の
プ
レ
ゼ
ン
ス

 
 
 
を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 文
化
・都

市
魅
力
の
向
上

 
交
流
人
口
拡
大

 

消
費
喚
起
、
投
資
拡
大

 
ま
ち
の
活
性
化

 

◇
国
内
及
び
世
界
に
向
け
た
大
阪
の
魅
力
の
発
信

 
◇
こ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
重
点
取
組
を
発
展
・
進
化

 
◇
府
域
全
体
の
発
展
に
資
す
る
施
策
展
開

 
◇

2
0
2
0
年
度
以
降
も
見
据
え
た
仕
組
み
づ
く
り
 

◇
み
ん
な
で
支
え
る

 
◇

P
D

C
A
サ
イ
ク
ル
の
徹
底

 

【
基
本
的
な
考
え
方
】 

世
界
的
な
創
造
都
市
、
国
際
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
都
市
へ
加
速

 
 2

0
2
0
年
に
向
け
、
大
阪
を
世
界
へ
ア
ピ
ー
ル
！

 

1
 

2
0
2
0
年
に
向
け
た
大
阪
の
都
市
魅
力
創
造

 

※
D
M
O
と
は
…
「D

es
ti
n
at

io
n
 

M
an

ag
em

en
t/

M
ar

ke
ti
ng

 
O

rg
an

iz
at

io
n
」
の
略
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」を
引
き
出
す
と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
醸
成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
 

  
  

  
  

  
  
  

  
  

 の
視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
多
様
な
関
係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、

 
  
  

  
  

  
  
  

  
  

 明
確
な
コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
地
域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦
略
を
策
定
す
る
と

 
  
  

  
  

  
  
  

  
  

 と
も
に
、
戦
略
を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
調
整
機
能
を
備
え
た
法
人

 

好
循
環

 
 

経
済
性
・
生
産
性
向
上

 
持
続
性
・
自
立
性
向
上

 

1
0
の
都
市
像
で
施
策
展
開
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2
 

観 光 ・ 都 市 魅 力 文 化 

世
界
に
誇
れ
る

 

自
慢
の
都
市

 

安
全
で
安
心
し
て
楽
し
め
る

 

2
4
時
間
お
も
て
な
し
都
市

 

お
勧
め
で
き
る
観
光
地
や
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
創
出
し
、
大
阪
の
人
々
が
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
自
慢
の
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

 

多
様
な
人
材
が
集
う
 

観
光
・
M

IC
E
都
市

 

多
様
な
楽
し
み
方
が
で
き
る

 

周
遊
・
滞
在
都
市

 

多
彩
な
人
が
訪
れ
、
集
い
、
交
流
す
る
活
気
あ
ふ
れ
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。

 

観
光
客
が
大
阪
に
滞
在
し
、
府
内
を
は
じ
め
各
地
を
訪
れ
、
多
様
な
楽
し
み
方
を
体
験
で
き
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
 

あ
ら
ゆ
る
人
々
が

 

文
化
を
享
受
で
き
る
都
市

 
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
大
阪
の
様
々
な
場
所
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
創
作
活
動
に
参
加
で
き
、
鑑
賞
体
験
で
き
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
 

ス ポ ー ツ 

国
内
外
の
若
者
に
学
び
の
場
を
提
供
し
、
世
界
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
 

世
界
中
か
ら
訪
れ
る
外
国
人
が
府
民
と
変
わ
り
な
く安

心
・快

適
に
過
ご
せ
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
多
様
な
人
材
や
企
業
を
惹
き
つ
け
、

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
 

世
界
で
活
躍
で
き
る

 

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
都
市

 

出
会
い
が
新
し
い
価
値
を
生
む

 

多
様
性
都
市

 

国 際 化 

ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る

 

国
際
・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
都
市

 
世
界
的
な
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
「み
る
」
機
会
を
創
出
し
、
府
民
･市

民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
活
力
の
あ
る

 
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
 

年
間
を
通
じ
て
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
「す
る
」
「さ
さ
え
る
」健

康
で
活
力
の
あ
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
 

大
阪
が
誇
る

 

文
化
力
を
活
用
し
た
都
市

 
大
阪
の
文
化
を
保
存
・継

承
し
、
国
内
外
に
情
報
発
信
し
て
い
くこ
と
に
よ
り
、
大
阪
の
魅
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、
国
内
外
か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

を
は
じ
め
多
くの
人
々
が
大
阪
に
集
い
、
交
流
す
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
 

2
. 
１
０
の
目
指
す
べ
き
都
市
像

 

  
 施
策
の
成
果
の
先
に
都
市
魅
力
を
高
め
る
上
で
ど
の
よ
う
な
都
市
像
の
実
現
に
寄
与
す
る
の
か
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
、
施
策
分
野
ご
と
に
「目

指
す
べ
き
都
市
像
」
と
「
施
策
の

方
向
性
」を
設
定
し
、
そ
の
目
指
す
べ
き
都
市
像
の
実
現
に
向
け
て
ベ
ク
ト
ル
を
あ
わ
せ
て
施
策
の
実
施
に
取
組
み
ま
す
。
 

健
康
と
生
き
が
い
を
創
出
す
る

 

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
都
市

 

観
光
客
が
昼
夜
を
問
わ
ず
ま
ち
に
魅
力
を
感
じ
、
安
全
で
安
心
し
て
旅
行
を
楽
し
め
る
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
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3
. 
目
指
す
べ
き
都
市
像
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
現
状
と
確
認
方
法

 

3
 

目
指
す
べ
き
都
市
像

 
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
◎
主
指
標
、
・
副
指
標
）

 
策
定
時
の
数
値

 
主
指
標
の
目
標
値

 
デ
ー
タ
の
確
認
方
法

 

世
界
に
誇
れ
る

 

自
慢
の
都
市

 

◎
来
阪
外
国
人
旅
行
者
数

 
 ・
世
界
の
都
市
総
合
力
ラ
ン
キ
ン
グ
（
分
野
：
文
化
・
交
流
ラ
ン
キ
ン
グ
）

 
 ・
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
愛
着
を
感
じ
て
い
る
府
民
の
割
合

 
 ・
大
阪
が
楽
し
い
ま
ち
だ
と
思
っ
て
い
る
人
の
割
合
（
全
国
）

 

 H
2
7
 
 

 
 
 

 
7
1
6
万
人

 
 H

2
8
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2
7
位

 
 H

2
7
  

  
  

 
 
 
 
7
4
.2

%
 

 H
2
7
  

  
  

  
  

  
  
3
6
.7

%
 

1
,3

0
0
万
人

 
   

◎
日
本
政
府
観
光
局
「
訪
日
外
客
数
」等

を
基
に
算
出

 
 ・

(一
財

)森
記
念
財
団

 都
市
戦
略
研
究
所
「
世
界
の
都
市
総
合
力
ﾗ
ﾝ
ｷ
ﾝｸ
ﾞ
」
 

 ・
大
阪
府
「
将
来
ビ
ジ
ョン
・
大
阪
に
関
す
る
調
査
」
（
大
阪
府
）

 
 ・
大
阪
府
「
将
来
ビ
ジ
ョン
・
大
阪
に
関
す
る
調
査
」
（
全
国
）

 

安
全
で
安
心
し
て
楽
し
め
る

 

2
4
時
間
お
も
て
な
し
都
市

 

◎
来
阪
外
国
人
旅
行
消
費
額

 
 ・

O
sa

k
a
 F

re
e
 W

i-
F
i認
証
数

 
 ・

2
4
時
間
営
業
店
舗
数
、
深
夜
営
業
店
舗
数

 

 H
2
7
  

  
  

 5
,7

8
1
億
円

 
 H

2
7
  
4
,8

7
3
,2

5
9
件

 
 H

2
6
  

  
  

  
  

 2
,3

6
9
所

 
 1
兆

1
,9

0
0
億
円

 
  

◎
大
阪
観
光
局
「
関
空
調
査
」等

を
基
に
算
出

 
 ・
大
阪
観
光
局
実
績

 
 ・
経
済
産
業
省
「
商
業
統
計
」の
終
日
営
業
の
小
売
業
事
業
所
数

 

多
様
な
人
材
が
集
う
 

観
光
・
M

I
C

E
都
市

 

◎
国
際
会
議
開
催
件
数

 
 ・

M
IC

E
外
国
人
参
加
者
数

 
 ・
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
ツ
ア
ー
の
誘
致
・
開
催
件
数

 
 ・
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
に
お
け
る
展
示
会
延
べ
使
用
面
積

 

 H
2
6
  

  
  

  
  

  
  

 2
5
3
件

 
 H

2
6
  

  
  

  
2
7
,3

6
0
人

 
 H

2
7
  

  
  

  
  

  
  

  
 5

1
件

 
 H

2
7
  

  
  

  
  
2
2
5
万
㎡

 

3
4

0
件

 
   

◎
日
本
政
府
観
光
局
「
国
際
会
議
統
計
」 

 ・
日
本
政
府
観
光
局
「国

際
会
議
統
計
」
、
大
阪
観
光
局
実
績

 
 ・
大
阪
観
光
局
実
績

 
 ・
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
実
績

 

多
様
な
楽
し
み
方
が
で
き
る

 

周
遊
・
滞
在
都
市

 

◎
延
べ
宿
泊
者
数

 
 ・
外
国
人
旅
行
者
平
均
宿
泊
日
数

 
 ・
外
国
人
旅
行
者
リ
ピ
ー
タ
ー
数

 

 H
2
7
  

  
  
3
,0

3
7
万
人

 
 H

2
7
  

  
  

  
  

  
 1

.6
8
日

 
 H

2
7
  

  
  

  
  
3
1
4
万
人

 

3
,6

0
0
万
人

 
  

◎
観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」
 

 ・
観
光
庁
「
宿
泊
旅
行
統
計
調
査
」を
基
に
算
出

 
 ・
大
阪
観
光
局
「
関
空
調
査
」等

を
基
に
算
出

 

大
阪
が
誇
る

 

文
化
力
を
活
用
し
た
都
市

 

◎
府
内
外
か
ら
人
々
が
集
ま
り
、
芸
術
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
府
民
の
割
合

 
 ・
文
楽
、
歌
舞
伎
、
演
芸
等
、
伝
統
芸
能
が
保
存
・
継
承
さ
れ
、
鑑
賞
の
機
会
が
充
実

 
  
 し
て
い
る
と
思
う
府
民
の
割
合

 
 ・
海
外
や
他
県
等
と
芸
術
文
化
の
交
流
が
活
発
で
あ
る
と
思
う
府
民
の
割
合

 
 ・
芸
術
文
化
が
都
市
の
魅
力
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
と
思
う
府
民
の
割
合

 

 H
2
7
  

  
  

  
  

  
 1

0
.8

%
 

 H
2
7
  

  
  

  
  

  
 2

3
.0

%
 

 
 H

2
7
  

  
  

  
  

  
 1

1
.1

%
 

 H
2
7
  

  
  

  
  

  
 1

2
.3

%
 

4
0
％

 
    

◎
大
阪
府
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査

 
  ・
大
阪
府
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査

 

あ
ら
ゆ
る
人
々
が

 

文
化
を
享
受
で
き
る
都
市

 

◎
文
化
的
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
思
う
府
民
の
割
合

 
 ・
一
年
間
に
大
阪
で
芸
術
鑑
賞
を
し
た
こ
と
が
あ
る
府
民
の
割
合

 
 ・
一
年
間
で
文
化
施
設
（
美
術
館
、
音
楽
ホ
ー
ル
、
映
画
館
な
ど
）
を
利
用
し
た
こ
と
 

 
が
あ
る
府
民
の
割
合

 
 ・
文
化
に
関
す
る
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充
実
し
て
い
る
と
思
う
府
民
の
割
合

 

 H
2
7
  

  
  

  
  

  
  

  
9
.8

%
 

 H
2
7
  

  
  

  
  

  
 2

2
.4

%
 

 H
2
7
  

  
  

  
  

  
 6

4
.9

%
 

 
 H

2
7
  

  
  

  
  

  
  
2
3
.2

%
 

4
0
％

 
    

◎
大
阪
府
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査

 
  ・
大
阪
府
調
査

 

ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る

 

国
際
・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
都
市

 

◎
大
阪
に
ゆ
か
り
の
あ
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
７
チ
ー
ム
の
年
間
主
催
試
合
で
の
観
客
者
合
計
数

 
 ・
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
外
国
人
参
加
エ
ン
ト
リ
ー
数

 
 ・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
開
催
試
合
関
連
の
集
客
数

 
 ・
機
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
数

 

 H
2
7
  
2
,6

5
3
,4

0
4
人

 
 H

2
8
  

  
  

  
 1

0
,3

3
2
人

 
ー

 
ー

 

3
6

0
万
人

 
   

◎
各
チ
ー
ム
公
表
資
料

 
 ・
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
組
織
委
員
会
事
務
局
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査

 

健
康
と
生
き
が
い
を
創
出
す
る

 

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
都
市

 

◎
成
人
の
週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
（
性
別
・
年
齢
別
）

 
 ・
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
が
好
き
な
小
中
学
生
の
割
合

 
 ・
大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る
参
加
者
数

 
 ・
大
阪
府
登
録
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
延
べ
派
遣
者
数

 

 H
2
7
  

  
  

  
  

  
  
4
0
.0
％

 
 H

2
7
  

  
  

  
  

  
  
7
2
.0

%
 

 H
2
8
  

  
  

  
  

  
  

 9
1
6
人

 
 H

2
7
  

  
  

  
  

  
  

 7
9
6
人

 

5
0

%
 

   

◎
W

e
b
ア
ン
ケ
ー
ト
（
府
内
）

 
 ・
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査

 

世
界
で
活
躍
で
き
る

 

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
都
市

 

 ・
海
外
へ
留
学
す
る
大
阪
の
生
徒
・
学
生
数

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎
大
阪
で
学
ぶ
留
学
生
数

 
 ・
留
学
生
が
就
職
す
る
全
国
の
日
本
企
業
等
の
う
ち
、
大
阪
の
企
業
が
占
め
る
割
合

 
 ・
府
内
在
留
高
度
外
国
人
材
数

 

 H
2
5
 
高
校

  
 
 
 
4
6
8
人

 
 H

2
6
  
大
学

  
  
2
,6

7
8
人

 
 H

2
7
  

  
  

  
 1

5
,2

8
0
人

 
 H

2
6
  

  
  

  
  

  
  
1
0
.4

%
 

 H
2
7
  

  
  

  
 1

4
,1

0
6
人

 

2
3

,0
0

0
人

  ・
高
校
：
文
部
科
学
省
学
校
基
本
調
査
（
隔
年
調
査
実
施
）

 
 ・
大
学
：
協
定
等
に
基
づ
く日

本
人
学
生
留
学
状
況
調
査
（

JA
S
S
O
）

 
◎
外
国
人
留
学
生
在
籍
状
況
調
査
（

JA
S
S
O
）

 
 ・
留
学
生
の
日
本
企
業
等
へ
の
就
職
状
況
調
査
（
法
務
省
）

 
 ・
在
留
外
国
人
統
計

 都
道
府
県
別
在
留
資
格
別
外
国
人
数
（
法
務
省
）

 

出
会
い
が
新
し
い
価
値
を
生
む
 

多
様
性
都
市

 
◎
大
阪
で
働
く
外
国
人
労
働
者
数

 
 ・
府
内
外
国
人
相
談
窓
口
常
設
市
町
村
数

 

 H
2
7
  

  
  

  
 4

5
,8

3
8
人

 
 H

2
8
  

  
  

  
  

  
  

  
  
1
1
市

 
6

1
,0

0
0
人

 
 

◎
厚
生
労
働
省
統
計
調
査

 
 ・
大
阪
府
調
査
（
常
設
窓
口
の
み
）
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4
. 
目
指
す
べ
き
都
市
像
と
施
策
の
方
向
性
・主

な
取
組
み

 

  
①
世
界
第
一
級
の
文
化
･
観
光
拠
点
形
成
・
発
信

 
 
・
夢
洲
で
の

IR
を
含
む
国
際
観
光
拠
点
形
成

 
 
・
水
都
大
阪
、
大
阪
市
内
の
重
点
エ
リ
ア
（
大
阪
城
・
大
手
前
・
森
之
宮
地
区
、
中
之
島
地
区
、
御
堂
筋
地
区
、
 

 
 
天
王
寺
・
阿
倍
野
地
区
、
築
港
・
ベ
イ
エ
リ
ア
地
区
）
、
大
阪
駅
周
辺
地
区
、
難
波
周
辺
地
区

 
 
・
万
博
記
念
公
園
エ
リ
ア
、
百
舌
鳥
・
古
市
古
墳
群
エ
リ
ア
の
魅
力
創
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ほ
か

 

②
大
阪
な
ら
で
は
の
魅
力
創
出
・
発
信

 
 
・
世
界
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出

 
 
・
大
阪
が
誇
る
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活
か
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

 
 ③
大
阪
の
文
化
を
満
喫
で
き
る
魅
力
創
出
・
発
信

 
 
・
伝
統
的
な
祭
り
や
食
な
ど
、
大
阪
の
文
化
を
満
喫
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
創
出

 

 ④
魅
力
的
な
景
観
演
出

 
 
・
歴
史
的
建
築
物
や
街
並
み
を
活
用
し
た
景
観
演
出
の
推
進

 

 

  
①
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
誘
致
の
推
進

 
 
・
官
民
が
一
体
と
な
っ
た
誘
致
体
制
の
構
築

 
 
・
タ
ー
ゲ
ッ
ト
等
を
明
確
に
し
た
方
針
に
基
づ
く
戦
略
的
な
誘
致
活
動
の
展
開

 
 
・
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
も
視
野
に
入
れ
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
受
入
体
制
の
充
実

 

 ②
観
光
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
リ
サ
ー
チ
の
強
化

 
 
・
国
内
外
に
お
け
る
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
把
握
手
法
の
確
立

 
 
・
宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
と
連
動
し
た
調
査
手
法
の
検
討

 

 ③
観
光
振
興
を
支
え
る
人
材
等
の
育
成

 
 
・
D

M
O
の
推
進
、
専
門
人
材
の
育
成

 
 
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上
・
人
材
の
育
成

 

  
①
効
果
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
強
化

 
 
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
基
づ
く
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
や
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
応
じ
た
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

 
 
・
大
阪
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
推
進

 

 ②
周
遊
性
を
高
め
る
利
便
性
の
向
上

 
 
・
地
域
資
源
を
活
用
し
た
着
地
型
観
光
の
促
進

 
 

 
・
府
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
等
を
周
遊
で
き
る
仕
組
み
の
充
実

 
 
・
広
域
周
遊
観
光
ル
ー
ト
の
発
信
・
誘
客
促
進

 
 
・
大
型
バ
ス
の
駐
車
場
等
の
確
保
・
充
実

 
 
・
自
転
車
で
周
遊
で
き
る
広
域
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
の
活
用

 

 ③
大
阪
に
滞
在
し
た
く
な
る
仕
掛
け
づ
く
り

 
 
・
観
光
客
の
目
線
で
捉
え
た
地
域
魅
力
の
再
評
価
と
発
信

 
 

世
界
に
誇
れ
る
自
慢
の
都
市

 
安
全
で
安
心
し
て
楽
し
め
る
2

4
時
間
お
も
て
な
し
都
市

 

多
様
な
人
材
が
集
う
観
光
・
M

I
C

E
都
市

 
多
様
な
楽
し
み
方
が
で
き
る
周
遊
・
滞
在
都
市

 

  
①
観
光
客
受
入
環
境
の
充
実

 
 
・
観
光
案
内
機
能
の
充
実
、
多
言
語
対
応
の
強
化

 
 
・
IC

T
に
対
応
し
た
環
境
整
備
（

W
i-

F
i環
境
の
充
実
等
）

 
 
・
宿
泊
施
設
、
観
光
施
設
等
の
受
入
環
境
強
化

 
 ②
旅
行
者
の
安
全
・
安
心
の
確
保

 
 
・
医
療
機
関
、
災
害
・
事
故
等
に
関
す
る
情
報
の
発
信

 
 
・
観
光
施
設
、
宿
泊
施
設
等
に
お
け
る
ス
ム
ー
ズ
な
避
難
誘
導

 
 
・
災
害
等
緊
急
時
の
相
談
対
応
の
充
実

 
 ③
旅
行
者
ニ
ー
ズ
に
配
慮
し
た
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

 
 
・
日
本
文
化
を
楽
し
め
る
ナ
イ
ト
カ
ル
チ
ャ
ー
の
創
出

 
 
・
富
裕
層
の
受
入
に
対
応
し
た
環
境
整
備
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
魅
力
づ
く
り
 

学生確保（資料）－102



5
 

  
①
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 
 
・
人
気
の
高
い
競
技
大
会
を
誘
致
し
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
る
機
会
の
提
供

 
 
・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
や
オ
リ
・
パ
ラ
等
機
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト
等
の
展
開

 
 
・
市
町
村
と
連
携
し
た
事
前
キ
ャ
ン
プ
の
誘
致
、
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
の
推
進

 
 ②
ス
ポ
ー
ツ
都
市
大
阪
の
魅
力
発
信

 
 
・
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
さ
ら
な
る
進
化
発
展

 
 
・
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
な
ど
大
阪
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
・
開
催

 
 
・
大
阪
に
ゆ
か
り
の
あ
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
た
都
市
魅
力
の
発
信
、
観
光
振
興
に
つ
な
げ
る
た
め
の

 
 
 
取
組
み
の
推
進

 

 ③
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
・
パ
ラ
、
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
開
催
を

 
 
 契
機
と
し
た
レ
ガ
シ
ー
の
形
成

 
 
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
教
育
の
推
進

 
 
・
産
学
官
連
携
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
人
材
の
育
成

  
 
 

  
①
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
機
会
、
「
さ
さ
え
る
」
力
の
拡
充

 
 
・
誰
も
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
機
会
の
提
供

 
 
 
 
 
 

 
・
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
指
導
力
な
ど
を
活
用
し
た
子
ど
も
た
ち
の
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
興
味
・
関
心
の
向
上

 
 
・
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
を
契
機
と
し
た
府
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
意
欲
の
向
上

 
 
 
 
 
 

 
・
ス
ポ
ー
ツ
を
さ
さ
え
る
人
材
の
育
成

 

 ②
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進

 
 
・
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
気
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
実
践
の
場
の
拡
充

 
 
・
企
業
・
大
学
等
と
連
携
し
た
事
業
の
展
開

 
 
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
の
推
進

 
 

  
①
上
方
伝
統
芸
能
を
活
用
し
た
魅
力
発
信

 
 
・
上
方
伝
統
芸
能
の
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
の
理
解
、
普
及
を
図
り
、
そ
の
保
存
・
継
承
を
支
援
す
る
た
め
、
 

  
  
国
内
外
に
魅
力
を
発
信

 
 
・
上
方
演
芸
の
歴
史
を
伝
え
る
た
め
、
府
立
上
方
演
芸
資
料
館
に
お
い
て
、
資
料
を
体
系
的
に
整
理
し
、
展
示

 
  
  
や
研
究
機
関
と
の
連
携
等
の
推
進

 
 
・
国
内
外
の
人
に
、
上
方
伝
統
芸
能
を
は
じ
め
、
多
様
な
大
阪
の
文
化
を
伝
え
、
大
阪
文
化
の
さ
ら
な
る
振
興

 
 
 
に
つ
な
が
る
取
組
み
の
検
討

 

 ②
都
市
の
魅
力
向
上
と
新
た
な
文
化
の
創
造

 
 
・
府
内
の
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
の
創
造
と
掘
り
起
こ
し
に
よ
る
魅
力
の
発
信
（
大
阪
の
名
所
）

 
 
・
大
阪
文
化
の
海
外
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
な
げ
る
た
め
、
海
外
留
学
生
に
対
し
文
化
鑑
賞
機
会
の
提
供
等

 
 
・
新
美
術
館
の
整
備
や
市
立
美
術
館
の
大
改
修
等
に
よ
る
都
市
魅
力
の
向
上

 
 
 

③
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進

 
 
・
大
阪
な
ら
で
は
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業
の
展
開

 
 
・
府
内
市
町
村
が
独
自
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

 
 
・
関
西
広
域
連
合
に
お
け
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
と
の
連
携

 
 
・
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
機
能
強
化

 

  
①
芸
術
文
化
を
創
造
し
、
支
え
る
人
材
の
育
成
・
支
援
の
充
実

 
 
・
大
阪
の
優
れ
た
文
化
事
業
を
結
集
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
の
担
い
手
（
若
手

 
 
 
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
等
）
を
発
掘
、
育
成

 
 

 
・
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
が
作
品
を
発
表
し
、
情
報
を
発
信
で
き
る
機
会
の
提
供

 
 
・
府
民
に
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
の
提
供

 
 
・
障
が
い
者
の
文
化
活
動
の
推
進

 

 ②
将
来
の
社
会
の
担
い
手
と
な
る
青
少
年
の
育
成

 
 
・
子
ど
も
や
青
少
年
が
、
学
校
に
お
け
る
授
業
や
地
域
活
動
等
を
通
じ
て
、
優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
、

 
 
 
豊
か
な
感
性
や
創
造
性
を
育
む
た
め
の
機
会
の
充
実

 
 
・
子
ど
も
や
青
少
年
が
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
し
、
発
表
す
る
機
会
の
提
供

 

 ③
芸
術
文
化
拠
点
の
充
実
と
府
民
意
識
の
醸
成
等

 
 
・
官
民
が
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
相
互
に
協
力
し
な
が
ら
、
劇
場
、
ホ
ー
ル
等
の
設
置
や
立
地
を
誘
導

 
 
・
府
内
の
文
化
情
報
の
発
信
等
を
通
じ
た
府
民
意
識
の
醸
成

 
 
・
文
化
事
業
の
内
容
に
応
じ
た
資
金
獲
得
手
法
の
研
究
、
具
体
化

 
 
・
文
化
財
の
適
切
な
状
態
で
の
保
存
・
継
承
、
府
民
が
親
し
む
機
会
の
充
実

 

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
文
化
を
享
受
で
き
る
都
市

 

ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
国
際
・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
都
市

 

大
阪
が
誇
る
文
化
力
を
活
用
し
た
都
市

 

健
康
と
生
き
が
い
を
創
出
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
都
市

 

4
. 
目
指
す
べ
き
都
市
像
と
施
策
の
方
向
性
・主

な
取
組
み
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 ①
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成

 
 
・
英
語
教
育
の
充
実

 
 
・
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

 
 
・
国
際
交
流
の
推
進

 
 
・
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
認
証
取
得
の
推
進

 

 ②
外
国
人
留
学
生
の
受
入
と
定
着
支
援

 
 
・
留
学
生
の
受
入
環
境
の
充
実
お
よ
び
拡
大

 
 
・
留
学
生
の
活
躍
機
会
の
拡
充

 
 
・
留
学
生
の
就
職
活
動
支
援

 

 ③
企
業
に
お
け
る
高
度
外
国
人
材
の
積
極
的
受
入
・
活
用

 

 
・
外
国
人
材
の
雇
用
を
通
じ
た
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

 

 

 
 ①
国
際
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
安
全
安
心
の
取
組
み
の
推
進

 
 
・
外
国
人
多
言
語
相
談
機
能
の
充
実

 
 
・
災
害
時
に
お
け
る
支
援
体
制
の
充
実

 

 ②
地
域
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

 
 
・
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
向
上

 
 
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
を
契
機
と
し
た
国
際
理
解
の
促
進

 

 ③
国
際
競
争
力
を
有
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
拠
点
と
し
て
の
大
阪
の
魅
力
向
上

 
 
・
成
長
分
野
で
の
産
業
振
興
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
推
進

 
 
・
中
小
企
業
の
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
の
促
進

 
 
・
外
国
人
の
起
業
支
援

 
 
・
外
資
系
企
業
の
誘
致
、
定
着
促
進
（
外
国
人
駐
在
員
等
へ
の
生
活
支
援
等
）

 
 ④
大
都
市
大
阪
の
活
力
を
統
合
し
た
都
市
外
交
の
推
進

 
 
・
大
阪
の
魅
力
や
強
み
の
効
果
的
な
海
外
へ
の
発
信

 
 
・
府
市
そ
れ
ぞ
れ
の
都
市
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
外
交
ノ
ウ
ハ
ウ
を
相
互
に
活
用
し
た
交
流
推
進

 
 
・
総
領
事
館
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
た
情
報
発
信
の
強
化

 
 
・
地
域
特
性
を
活
か
し
た
国
際
協
力

 
 
・
成
長
著
し
い
ア
ジ
ア
と
の
交
流
や
先
端
産
業
分
野
で
の
欧
米
等
と
の
交
流
の
促
進
を
通
じ
た
相
互
利
益
の
実
現

 
 

出
会
い
が
新
し
い
価
値
を
生
む
多
様
性
都
市

 
世
界
で
活
躍
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
都
市

 

5
. 
施
策
展
開
の
考
え
方

 

都
市
魅
力
創
造
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
施
策
展
開

 
   
 様
々
な
角
度
か
ら
、
都
市
と
し
て
の
魅
力
向
上
を
図
り
、
国
内
外

の
人
々
に
大
阪
の
魅
力
を
発
信
し
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
ま
ち
づ
く
り

や
観
光
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
の
施
策
連
携

を
図
り
、
都
市
魅
力
の
向
上
（
都
市
魅
力
創
造
）
⇒
交
流
人
口

の
拡
大
（
集
客
効
果
）
⇒
消
費
喚
起
・
投
資
拡
大
（
経
済
効

果
）
⇒
ま
ち
の
活
性
化
（
取
組
み
の
充
実
・
発
展
）
の
好
循
環
に

結
び
つ
く
施
策
展
開
を
図
る
。
 

  

よ
り
効
果
的
な
施
策
展
開

 
   
都
市
魅
力
施
策
の
展
開
に
あ
た
っ
て
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
有

効
に
活
用
し
、
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
 

 
 新
た
に
平
成

2
9
年

1
月
よ
り
導
入
す
る
宿
泊
税
に
つ
い
て
も
、

新
た
な
行
政
需
要
と
し
て
実
施
す
べ
き
事
業
に
充
当
す
る
と
い
う
考

え
方
の
も
と
、
観
光
客
急
増
に
伴
う
課
題
解
決
の
た
め
の
受
入
環

境
整
備
や
、
安
定
的
な
集
客
に
向
け
た
リ
ピ
ー
タ
ー
確
保
の
た
め
の

取
組
み
な
ど
、
観
光
客
が
大
阪
で
の
滞
在
を
安
全
・
快
適
か
つ
、

楽
し
み
、
満
足
い
た
だ
く
た
め
の
観
光
振
興
施
策
に
活
か
す
。
 

  

行
政
・
地
域
・
民
間
の
役
割
分
担
と
施
策
展
開

 
   
都
市
魅
力
創
造
は
、
民
間
、
地
域
団
体
な
ど
、
様
々
な
主
体
が

そ
の
担
い
手
と
な
り
、
行
政
と
し
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
体
を
繋
ぐ
役
割

や
、
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
、
旗
振
り
役
を
担
う
必
要
が
あ
る
。
 

 
 
今
後
、
観
光
地
域
づ
く
り
の
舵
取
り
役
（

D
M

O
）
と
な
る
大
阪

観
光
局
と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
資
源
づ
く
り
、
効
果
的
な
府
域
へ
の
誘
客
を
図

る
と
と
も
に
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
都
市
魅
力
の
向
上
の
取
組
み

な
ど
、
公
と
民
の
そ
れ
ぞ
れ
が
必
要
な
役
割
を
担
い
つ
つ
、
一
体
と

な
っ
て
、
都
市
の
魅
力
を
高
め
る
取
組
み
を
展
開
す
る
。
 

 

4
. 
目
指
す
べ
き
都
市
像
と
施
策
の
方
向
性
・主

な
取
組
み
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重
点
取
組
の
視
点
と
考
え
方

 

大
阪
全
体
の
都
市
魅
力
の
発
展
・
進
化
・
発
信

 

□
世
界
第
一
級
の
文
化
・
観
光
拠
点
形
成
・
発
信

 

夢
洲
で
の

IR
を
含
む
国
際
観
光
拠
点
形
成

 

水
と
光
の
ま
ち
づ
くり
の
推
進

 

万
博
記
念
公
園
の
魅
力
創
出

 

百
舌
鳥
・古

市
古
墳
群
の
魅
力
創
出

 

ス
ト
ー
リ
ー
性
を
も
た
せ
た
大
阪
魅
力
の
再
編
集
・
発
信

 

大
阪
市
内
の
重
点
エ
リ
ア
等
の
魅
力
向
上

 

□
多
様
な
観
光
資
源
の
発
掘
・
発
信

 

国
内
外
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
キ
ラ
ー
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出

 

ナ
イ
ト
ラ
イ
フ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
発
掘
・創

出
 


ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
時
間
延
長
・創

出
 


M

IC
E
誘
致
の
推
進

 

□
み
ん
な
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り

 

都
市
魅
力
を
み
ん
な
で
支
え
る
人
づ
くり
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
くり

 


都
心
部
に
お
け
る
観
光
魅
力
の
さ
ら
な
る
充
実

 
 


府
域
全
体
で
の
都
市
魅
力
向
上
策
の
展
開

 

  
 施
策
分
野
ご
と
に
「目

指
す
べ
き
都
市
像
」と
「施

策
の
方
向
性
」を
設
定
し
、
施
策
の
方
向
性
に
沿
っ
て
、
必
要
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
、
そ
の
中
で
も
、
特
に
次
の

3
つ
の
視
点
か
ら
重
点
取
組
を
設
定
し
、
2
0
2
0
年
に
向
け
て
推
進
し
ま
す
。
 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
都
市
魅
力
の
創
出

 

□
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9
の
大
阪
開
催

 

国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
誘
致

 

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
へ
の
登
録

 

機
運
醸
成
イ
ベ
ン
ト
の
展
開

 

□
ス
ポ
ー
ツ
都
市
大
阪
の
魅
力
発
信

 

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
魅
力
向
上

 

ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進

 

□
オ
リ
・
パ
ラ
等
の
開
催
を
契
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魅
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に
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力
の
情
報
発
信
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大
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の
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阪
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力
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ス
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に
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運
醸
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大
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が
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る
文
化
・
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を
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市
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力
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と
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と
の
連
携

 

世
界
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の
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旅
行
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便
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上
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公
共
交
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と
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□
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能
の
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大
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の
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営

 

観
光
客
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供
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能
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案
内
板
等
の
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備
促
進

 

観
光
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ン
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ア
の
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成

 

□
イ
ン
バ
ウ
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ド
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入
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境
の
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備

 

多
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語
対
応
の
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化
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国
人
旅
行
者
の
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時
に
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け
る
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全
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保

 

□
外
国
人
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の
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入
と
定
着
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援
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学
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入
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着
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援
事
業
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客
と
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域
住
民
相
互
の
目
線
に
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受
入
環
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備
の
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日本再興戦略 2016 

―第４次産業革命に向けて― 

 

 

 

 
平成 28年６月２日 

【資料７】 
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（燃料電池自動車の本格的な普及など水素社会の実現、「節電量（ネ

ガワット）取引市場」の創設） 

 ③ 資源安全保障の強化 

 

(4)スポーツの成長産業化 

 

 スポーツには、人を夢中にさせ、感動させる魅力がある。世界では、ス

ポーツが産業として目覚ましい発展を遂げている例もある。2020 年に、東

京オリンピック・パラリンピック競技大会を迎えようとする今、我が国の

スポーツは、その魅力に相応しい経済的な価値を生み出しているだろうか。 

 

 人を惹きつける力があるということは、ビジネスで言えば集客力がある、

ということである。単に、観戦して帰る、ということで終わらせるのでは

なく、持てる集客力をどういかすのか、マーケティングの視点を持てば、

我が国でもスポーツを成長産業へと転換させていくことが可能である。 

 

 地域に人が集まる、それは、地域活性化のキーワードである。スポーツ

を核に地域活性化を進める。一つの有力なアイディアである。スタジアム・

アリーナをどこに立地し、地域内外からの人を地域のどこに集客すること

が良いのか。試合がある日、一時のスポーツ観戦のみならず、周辺エリア

も含めて一体的に捉え、スポーツを核にしながらその「場」でどういった

エンターテインメントや思い出となる出来事を提供するのか。まちづくり

的な視点、「モノ消費」から「コト消費」への転換といった視点が重要で

ある。 

 

 メディアへの露出、最新のデジタル技術等を活用した新たな観戦スタイ

ルやスポーツ体験のサポート、健康、食、医療、観光、ファッション、文

化芸術等の他のビジネスとの融合による新市場の創出など、スポーツの魅

力を経済価値に転換していくための取組も進めていく。また、これらの新

たな市場の創出を支える人材育成も重要な課題である。 

 

 スポーツを産業として捉える上でも、アスリート・ファーストが基本で

ある。アスリートやプレーヤーから生み出された経済価値を競技環境の底

上げや最新のトレーニング手法の導入に充てることで、競技レベル、我が
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国スポーツの国際的なブランド力の向上につなげるとともに、競技人生・

現役期間中を超えて一人一人のアスリートの自己実現に結実させる。そし

てそれが、次の新たな経済価値の創出、スポーツの未来開拓へと展開して

いく。スポーツをめぐるこうした好循環を確立することこそが、目指すべ

きゴールである。 

 

＜鍵となる施策＞ 

 ① スポーツ施設の魅力・収益性の向上 

② スポーツ経営人材の育成・活用とプラットフォームの構築 

③ スポーツと IT・健康・観光・ファッション・文化芸術等の融合・拡  

 大 

 

(5)既存住宅流通・リフォーム市場の活性化 

 
住宅市場の活性化は、需要喚起と住宅関連投資の拡大、双方の観点から

経済成長に大きく貢献していく可能性がある。 

 

住宅の購入は、一生の中で最も高価な買い物であることが多い。それに

もかかわらず、「住宅は購入したらゴールである」と思ってしまい、その

後特段の手入れをせずに資産価値が低下してしまう場合も多いのではな

いだろうか。実際、木造であれば築後約 20 年～25 年で価値がゼロになっ

てしまうとも言われている。そうした評価は本当に正しいのだろうか。 
 
一つの家に長く住み、子や孫に家を残したいと考える方もいれば、老後

になったら住宅を担保に生活資金を調達したいと考える方もいよう。人生

のステージに応じて住む家を変えたいと思う方もいよう。価値観は人それ

ぞれである。様々な希望や思いをかなえるためにも、新築市場の活性化に

加え、大切に住み、適切にリフォームをすれば価値が上がり、資産として

評価される、そうした既存住宅市場を作り上げていくことが必要である。 
 
また、第４次産業革命は住宅市場にも訪れている。IoT 技術等の新技術

を活用し、新たな生活スタイルや健康、セキュリティサービス等を次世代

住宅として提供していく。そうした新たな付加価値の提供を含めた住宅市

場の開拓も進めていくことで、住宅の資産価値は更に高まっていくと考え
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５．スポーツ・文化の成長産業化 

５－１．スポーツ産業の未来開拓 
KPI の主な進捗状況 

 《KPI》「スポーツ市場規模（昨年：5.5 兆円）を 2020 年までに 10 兆円、

2025 年までに 15 兆円に拡大することを目指す。」 

※今回、新たに設定する KPI 

 

《KPI》「成人の週１回以上のスポーツ実施率を、現状の 40.4％から 2021

年までに 65％に向上することを目指す。」 

※今回、新たに設定する KPI 

 

新たに講ずべき具体的施策 

2020 年東京オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を契機とし、

国民・民間企業におけるスポーツ関連消費・投資マインドの向上、海外

から日本への関心の高まりなどが予想される中、この機会を最大限に活

用し、2020 年以降も展望したスポーツ産業の活性化を図り、スポーツ産

業を我が国基幹産業へ成長させる。 

 

スタジアム・アリーナ改革（コストセンターからプロフィットセンタ

ーへ） 

① スタジアム・アリーナに関するガイドラインの策定 

  スポーツ観戦の場となる競技場や体育館等について、観客にとって何

度も来たくなるような魅力的で収益性を有する施設（スタジアム・アリ

ーナ）への転換を図るため、施設の立地・アクセス、規模、付帯施設、

サービス等、整備や運用に関するガイドラインを、本年度中に取りまと

める。また、ガイドラインの作成と具体的な施設の整備・運営に官民共

同で取り組むべく、官民連携協議会（仮称）を早期に立ち上げる。 

  

② 「スマート・ベニュー」の考え方を取り入れた多機能型施設の先

進事例の形成支援 

  単機能型のスポーツ施設ではなく、公共施設や商業施設などとの複合

的な機能を組み合わせるなど、周辺のエリアマネジメントを含めた、サ

ステイナブルな交流施設としてのスポーツ施設（いわゆる「スマート・

ベニュー」）について、国内外の先進事例も参考に、こうした考え方に基
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づく施設の設置に取り組む地方公共団体に対する専門家派遣などの国

の支援措置を速やかに検討し、その具体化を図る。その際、PPP/PFI の

活用について、優良事例の横展開を図るとともに、公共施設等運営権方

式を含め、多機能型施設の先進事例の形成に向けノウハウの提供等の支

援を実施する。 

 

スポーツコンテンツホルダーの経営力強化、新ビジネス創出の促進 

① 大学スポーツ振興に向けた国内体制の構築 

日本の大学等が持つスポーツ資源の潜在力（人材輩出、経済活性化、

地域貢献等）をいかすとともに、適切な組織運営管理や健全な大学スポ

ーツビジネスの確立等を目指す大学横断かつ競技横断的統括組織（日本

版 NCAA（National Collegiate Athletic Association））の在り方につ

いて、文部科学省・スポーツ庁を中心に議論を進め、本年度中に設置に

向けた方向性について結論を得る。 

 

② スポーツ経営人材の育成・活用プラットフォームの構築 

スポーツ関連団体の組織運営、収益性、ガバナンス等の経営力向上

に向け、即戦力となる経営人材を確保するため、プロリーグ、各スポ

ーツ関連団体、民間企業、教育機関等と連携し、スポーツ界内外の多

様な人材を対象とした、専門的・実践的な育成及びマッチング機能を

有する「スポーツ経営人材プラットフォーム（仮称）」の構築に向けて

検討し、本年度中を目処に結論を得る。 

 

スポーツ分野の産業競争力強化 

① 新たなスポーツメディアビジネスの創出 

我が国プロ、アマチュア、学生スポーツなど様々なスポーツコンテン

ツが有する価値を最大限に活用し新たなスポーツメディア・コンテンツ

市場の創出に向けて、配信技術の有効活用や海外市場進出の促進、新た

な権利ビジネスの在り方等について、諸外国の先進事例を踏まえつつ、

本年度より産官学による検討（スポーツメディア検討会（仮称））を行う。 

 

② 他産業との融合等による新たなビジネスの創出 

スポーツと健康、食、観光、ファッション、文化芸術等との融合に留

まらず、スポーツを「みる」、「する」楽しみをサポートし、拡大するた

め、スポーツとテクノロジーの融合、デジタル技術（IT）を活用したウ
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ェアラブルな機器の導入、新たなスポーツ用品の開発・活用、スポーツ

関連データの流通促進等によってスポーツが持つ新たな価値を創造に

つなげる。このため、スポーツ新市場の創造・拡大等に向け、関係省庁

と連携し他産業との融合化に向けたビジネスマッチング等の支援措置

について検討し、本年度中を目処に結論を得る。 

  

③ スポーツ市場の拡大を支えるスポーツ人口の増加（年代や男女等

の区別のないスポーツ実施率の向上） 

  参加しやすい新しいスポーツの開発・普及等や職域における身近な運

動を推奨、ライフステージに応じた運動・スポーツプログラム等の充実、

障害者スポーツの環境整備等の方策について検討し、本年度中にその方

向性について結論を取りまとめる。 
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成長戦略フォローアップ 

 

 

 

 
令和２年 ７月１７日  

【資料８】 
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② スポーツ産業の未来開拓 

新型コロナウイルス感染症の影響により、スポーツ活動の急激な縮小が

余儀なくされている。今後の感染状況の鎮静化等を踏まえ、感染予防に最

善を尽くしつつ、段階的にスポーツ活動を再開・本格化させていくととも

に、スポーツ団体の経営力の強化等の基盤的取組やスポーツツーリズム等

の地域レベルの様々な取組を着実に推進する。特に、東京オリンピック・

パラリンピック競技大会に向けて、国際競技力の強化を図りつつ、様々な

関連施策の効果的・効率的な実施に取り組む。 

 

ア）スポーツの成長産業化の基盤形成 

・2019年度に策定したスポーツ団体ガバナンスコードに基づき、2020年度か

ら開始される統括団体（公益財団法人日本スポーツ協会、公益財団法人日

本オリンピック委員会及び公益財団法人日本障がい者スポーツ協会）によ

る適合性審査の実施結果の報告を受け、統括団体に対し、必要な助言を行

う。中央競技団体の中長期普及・マーケティング戦略策定を引き続き支援

し、策定や実施に係る課題を把握し必要な助言を行うほか、模範的な取組

については４年後の達成目標を含む事業計画の策定・実施を支援する。中

央競技団体による取組の自律的な改善を促すチェックリストを作成する

ほか、中央競技団体間の共通業務の統合・効率化に係る課題の検討・分析

に 2020年度中に着手する。 

・スポーツ経営人材育成のため、MBA コース等への導入も見据えた実践的な

カリキュラム開発等の取組を推進する。スポーツ団体への外部人材の流入

及び定着を促すため、マッチングに加え課題分析を踏まえた助言等を行う。 

・スポーツ分野と他産業との融合による新事業創出を目的とするスポーツオ

ープンイノベーションプラットフォーム（SOIP）について、国内外の人的

交流を促すほか、社会課題解決の取組や SOIP の最新トレンドに関する情

報発信を行うカンファレンスの開催、事業化を支援するアクセラレーショ

ンプログラムの実施に加え、先進事例の発信及び外部リソースの活用によ

り一層の事業化を促すための「スポーツオープンイノベーションコンテス

ト（仮称）」を開催する。 

 

イ）スポーツを核とした地域活性化 

・「多様な世代が集う交流拠点としてのスタジアム・アリーナ」として選定し

た案件に対し、関係府省庁による重点的な支援を行う。また、地域のプロ

スポーツチーム等と企業、大学等が連携してまちづくりや高付加価値サー

ビスの創出を促す地域版 SOIPの構築を促進する。 

・「スポーツのしやすさ指標」（仮称）の 2020年度中の開発と同指標を活用し
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た全国各地におけるスポーツ実施率向上のための啓発や、官民連携による

学校体育施設の有効活用の推進といった地域のスポーツ環境の確保・充実

化を、地方自治体を含む関係者との協働により進める。加えて、ICT によ

る地域のスポーツ資源の情報の一元化に向けた見える化、利用者とのマッ

チングを通じた利活用を進める。 

・東京オリンピック・パラリンピック競技大会等を契機として、ホストタウ

ンに取り組む官民連携横断的組織を地域スポーツコミッションへ発展させ

る取組の支援や、自治体によるスポーツ・健康まちづくりにきめ細かく対

応する相談体制、障害者を含む住民が運動・スポーツを習慣化するための

スポーツ行政と医療の連携体制の構築を進める。 

・関係省庁との連携を強化しつつ、これまでの課題や事例の横展開等を通じ、

地域スポーツコミッション等が行うスポーツツーリズムの取組を着実に推

進する。「武道ツーリズム」については、2020 年度に発足する全国組織を

中心に、民間企業等を巻き込んだネットワークの構築等に取り組む。 

 

③ 文化芸術資源を活用した経済活性化 

ア）「文化芸術推進基本計画」及び「文化経済戦略」の推進 

・文化芸術の固有の意義と価値を尊重しつつ、文化芸術による経済好循環を

加速する。 

・アーティスト等の育成や発表の機会の確保、継続的な活動基盤の強化及び

ICTを活用した鑑賞者獲得のための取組等を支援することで、新型コロナウ

イルス感染症の感染拡大でも文化の灯を消さず国民へ希望を提供できるよ

う、継続的な文化芸術の創造・発展・継承や、収束しつつある段階での回

復に必要な基盤を整備する。 

・新型コロナウイルス感染症の感染の状況等を見極めつつ、「Go To Event

（イベント・エンターテインメント）」事業を実施する。キャンペーンの

実施に当たり、感染拡大防止策を徹底しながら、チケット販売事業者等を

経由して、期間中のイベント・エンターテインメントのチケットを購入し

た消費者に対し、チケット代金の割引やクーポン等の付与を行い、イベン

ト需要を強力に喚起する。その際、無観客ライブの配信も対象に含め、新

たなビジネス方法の実行への支援を進める。 

・感染拡大防止策を徹底しながら、コンベンションホール等の活用も含め、

大規模イベントの開催を推進する。 

・日本の美を体現する大型プロジェクト「日本博」や、国際文化芸術発信拠

点の形成など「国際文化交流の祭典の実施の推進に関する基本計画」（平

成31年３月29日閣議決定）に基づく取組を進め、国家ブランディングの確

立を図る。 
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第
2次

大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画

 
～
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
ふ
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

 
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
～

 

平
成

29
(2
01
7)
年
12
月

 
 

大
阪
府
・
大
阪
府
教
育
委
員
会
 

 

【資料９】 
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(1
)
策
定
の
趣
旨
 

(2
)
計
画
期
間
 

１
．
第

2次
大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
つ
い
て
 

 
 大
阪
府
で
は
、

2
0

1
1
年

6
月
に
制
定
さ
れ
た
「ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
」及
び
そ
れ
に
基
づ
く
「
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
取

組
の
成
果
を
生
か
し
、
ま
た
、
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、

2
0

1
2
年

4月
に
「大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定
し
、
「大
阪
ス
ポ
ー
ツ
王
国
の
創
造
」を
め

ざ
す
目
標
に
据
え
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

 
 

 そ
の
結
果
、
学
校
で
の
体
育
・運
動
部
活
動
の
充
実
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
・種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親

し
め
る
機
会
の
拡
充
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
「さ
さ
え
る
」人
材
の
育
成
、
ス
ポ
ー
ツ
情
報
の
発
信
等
が
行
政
や
ス
ポ
ー
ツ
関
連
団
体
、
地
域
団
体
・地
域
住
民
等
、
様
々

な
主
体
に
よ
り
行
わ
れ
、
府
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
め
る
環
境
の
整
備
は
進
み
ま
し
た
。
ま
た
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
触
れ
る
機
会
の
提
供
、

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
と
連
携
し
た
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
取
組
や
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
開
催
等
、
ス
ポ
ー
ツ
は
大
阪
の
都
市
魅
力
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
国
内
外
に
発

信
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

 
   

  我
が
国
で
は
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
と
い
う
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

2
0

1
9
年
か
ら

相
次
い
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
大
阪
に
お
い
て
も
、
開
催
地
と
し
て
、
あ
る
い
は
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
大
会
開
催
に
向
け
た
機
運
醸
成
や
大
会
後
の
レ
ガ

シ
ー
形
成
に
向
け
た
取
組
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

 
 

 そ
し
て
、
本
年

3
月
に
は
、
「『
ス
ポ
ー
ツ
参
画
人
口
』を
拡
大
し
、
他
分
野
と
の
連
携
・
協
力
に
よ
り
『
一
億
総
ス
ポ
ー
ツ
社
会
』
の
実
現
に
取
り
組
む
」
こ
と
を
基
本
方

針
と
し
た
「第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
」が
、
国
に
お
い
て
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
  

 こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま
え
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

※
の
推
進
及
び
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
都
市
魅
力
の
創
造
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
、

2
0

1
7
年
度
以
降
の
取
組
の
方
向
を
定

め
る
「第

2
次
大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
」を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

 

 
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
に
合
わ
せ
、

2
0

1
7
年
度
か
ら

2
0

21
年
度
ま
で
の

5
年
間
と
し
ま
す
。

 
 
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
伴
い
、
計
画
期
間
内
で
あ
っ
て
も
内
容
を
適
宜
見
直
し
ま
す
。

 

1
 

※
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
は
、
誰
も
が
生
涯
を
通
じ
て
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
を
い
い
ま
す
。
競
技
ス
ポ
ー
ツ
、
学
校
体
育
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
等
、
い
ず

 
 
れ
も
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

 

学生確保（資料）－117



2
 

(3
)策

定
の
視
点
 

 
策
定
に
当
た
っ
て
は
、

 
１
．
大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
（

2
0

1
2
年

4
月
策
定
）に
基
づ
く
取
組
の
成
果
、
課
題
を
踏
ま
え
ま
す
。

 

２
．
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略

2
0

2
0

 （
2

0
1

6
年

1
1
月
策
定

 
大
阪
府
・
大
阪
市
）の
「
目
指
す
べ
き
都
市
像
」
と
の
整
合
性
を
図
り
ま
す
。

 

３
．
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
第

1
0
条
の
規
定
に
よ
り
、
国
の
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
を
参
酌
し
ま
す
。

 

大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
お
け
る
目
標
指
標
の
多
く
が
未
達
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【
策
定
時
】
 

 
 

 
 

 
 
【
目
標
数
値
】
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
【

2
0

1
6
】
 

 
 
・
大
阪
府
で
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
だ
と
思
う
府
民
の
割
合

 
 

   
   

   
   

   
 

 
 

 
 

 
 

   
  

 
 

 
 3

1
.0

%
(2

0
1

0
) 

 
 

 
 

 5
0

%
   

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 4
0

.8
%

 
 
・
成
人
の
週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
   

   
   

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 3
1

.5
%

(2
0

0
7

) 
 

 
 

 
 5

0
%

 
 

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 3

0
.6

%
  

 
・
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
（
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
）
の
応
募
者
数

  
   

   
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  1

7
1

,7
4

4
名

(2
0

1
1

) 
 

 前
年
度

(1
3

7
,8

1
4
名

)以
上

 
 

 
  1

3
3

,8
6

1
名

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 観
客
数

   
   

   
   

   
   

  
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 
   

 1
0

0
万

8
,5

0
0
名

 
 

   
 前
年
度

(1
3

2
万
名

)以
上

  
 

 
  

1
3

3
万
名

 
 
・
小
学
校

5
年
生
の
体
育
授
業
以
外
で
の
運
動
の
実
施
率

  
   

   
 

  
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
男
子

  5
4

.6
%

(2
0

1
0

) 
 

 
   

  6
0

%
   

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

5
2

.6
%

(2
0

1
4

) 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  
 

 女
子

  2
7

.9
%

 (
2

0
1

0
) 

   
   

   
 

  3
5

%
   

   
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

2
5

.9
%

(2
0

1
4

) 
 
・
体
育
授
業
以
外
で
継
続
的
に
体
力
向
上
の
取
組
を
行
う
市
町
村
立
小
学
校
の
割
合

 
 

 
 

6
4

.3
%

(2
0

1
1

) 
  

 
  

 
 7

5
%

 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 8

8
%

 
 
・
大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る
参
加
者
数

 
 

 
 

 
  

 
   

   
   

  
 

 
 

 
 

 
 

 9
6

6
名

(2
0

1
0

) 
 

 
 

 
 恒
常
的
に

1
,0

0
0
名
を
上
回
る

 
 

9
1

6
人

 
  

 
○
学
校
体
育
や
運
動
部
活
動
の
充
実
、
身
近
な
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
充
実
、
競
技
ス
ポ
ー
ツ
・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
人
材
養
成
等
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
の
根

 
 

 幹
と
な
る
施
策
で
あ
り
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

 
○
大
阪
の
強
み
で
あ
る
多
く
の
ト
ッ
プ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
、
競
技
大
会
等
を
都
市
魅
力
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
国
内
外
に
発
信
す
る
取
組
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振

 
 

 興
だ
け
で
な
く
、
地
域
・
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
、
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

 

■
ア
ジ
ア
を
リ
ー
ド
す
る
国
際
・
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
都
市
・
・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・
・・
・世
界
的
な
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
「
み
る
」
機
会
を
創
出
し
、
府
民
に
夢
と
希
望
を
与
え
る

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 こ
と
が
で
き
る
、
活
力
の
あ
る
都
市

 
 

 
（
施
策
の
方
向
性
） 
①
国
際
的
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

 
②
ス
ポ
ー
ツ
都
市
大
阪
の
魅
力
発
信

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  ③
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
・
パ
ラ
、
関
西
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
開
催
を
契
機
と
し
た
レ
ガ
シ
ー
の
形
成

 
■
健
康
と
生
き
が
い
を
創
出
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
都
市
・
・・
・
・・
・
・・
・
・年
間
を
通
じ
て
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
「
さ
さ
え
る
」、
健
康
で
活
力
の
あ
る
都
市

 
 

 
（
施
策
の
方
向
性
） 
①
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
機
会
、
「
さ
さ
え
る
」
力
の
拡
充

 
②
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進

 

○
基
本
計
画
が
盛
り
込
ん
だ
重
点
施
策

(ス
ポ
ー
ツ
の
成
長
産
業
化
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
活
性
化
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等

)に
つ
い
て
は
、
府
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て

 
 

 取
り
組
み
ま
す
。

 
○
大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
に
は
な
か
っ
た
、
幼
少
期
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
習
慣
の
確
立
、
企
業
の
「
健
康
経
営
」
の
促
進
、
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
の
促
進
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康

 
 

 増
進
等
の
視
点
を
新
た
に
盛
り
込
み
ま
す
。
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２
．
目
標
と
理
念
 

◎
誰
も
が
「す
る
」「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る

 
 

  ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
幸
福
で
豊
か
な
生
活
を
営
む
こ
と
は
、
全
て
の
人
々
の
権
利
で
す
。
誰
も
が
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
、
様
々
な
か
た

 
 

  ち
で
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

 
 ◎
ス
ポ
ー
ツ
を
都
市
魅
力
と
し
て
発
信
し
、
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る

 
 

  ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
多
く
の
人
々
を
惹
き
つ
け
る
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
で
す
。
大

 
 

  阪
の
ス
ポ
ー
ツ
の
素
晴
ら
し
さ
を
生
か
し
た
都
市
魅
力
を
発
信
し
ま
す
。

 
 ◎
ス
ポ
ー
ツ
で
人
も
ま
ち
も
活
力
で
満
た
さ
れ
る

 
 

  ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
府
民
の
健
康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
み
な
ら
ず
、
地
域
・経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

3
 

ス
ポ
ー
ツ
が
あ
ふ
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

 
O

S
A

K
A

 
【
目

 
標
】
 

府
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」「
み
る
」
「さ
さ
え
る
」機
会
が
あ
ふ
れ
る
。

 
ス
ポ
ー
ツ
で
「
ひ
と
」
「も
の
」「
組
織
」が
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
世
界
に
、
未
来
に
つ
な
が
る
。

 
そ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
を
め
ざ
し
ま
す
。

 

【
理

 
念
】 

 
国
際
ス
ポ
ー
ツ
体
育
協
議
会

(
ユ
ネ
ス
コ
の
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
諮
問
団
体
)が

1
96

8年
に
発
表
し
た
「
ス
ポ
ー
ツ
宣
言
」
で
は
、
 

・
ス
ポ
ー
ツ
と
は
、
プ
レ
イ
(遊

戯
)の

性
格
を
持
ち
、
か
つ
、
自
己
あ
る
い
は
他
者
と
の
闘
い
又
は
自
然
の
構
成
要
素
と
の
対
決
を
含
む
身
体
活
動
 

 
で
あ
る
。
 

・
こ
の
活
動
が
競
争
を
伴
う
場
合
に
は
、
常
に
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
遂
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
観
念
な
し
 

 
に
真
の
ス
ポ
ー
ツ
は
存
在
し
得
な
い
。
 

と
規
定
し
て
い
ま
す
。
 

  
本
計
画
で
は
ス
ポ
ー
ツ
を
「
体
力
や
年
齢
、
興
味
・
関
心
等
に
応
じ
て
自
由
に
自
発
的
に
楽
し
む
、
文
化
と
し
て
の
身
体
活
動
」
と
幅
広
く
捉
え

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
競
技
と
し
て
ル
ー
ル
に
則
り
他
者
と
競
り
合
い
自
ら
の
限
界
に
挑
戦
す
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
散
歩
や
ダ
ン
ス
・
健
康
体
操
、

野
外
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
含
ま
れ
ま
す
。
 

次
の
３
つ
の
理
念
の
下
、
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
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 ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」こ
と
で
楽
し
さ
、
喜
び
が
得
ら
れ
、
勇
気
や
自
尊
心
、
友
情
等
を
育
み
ま
す
。

 
 

 ス
ポ
ー
ツ
を
「み
る
」こ
と
で
感
動
し
、
活
力
が
得
ら
れ
ま
す
。

 
 

 ス
ポ
ー
ツ
を
「さ
さ
え
る
」こ
と
で
共
感
し
、
絆
が
強
く
な
り
ま
す
。

 
   

 こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
、
府
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
享
受
し
、
健
康
で
明
る
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

 

３
．
2本

の
『
柱
』
 

Ⅰ
 
府
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
親
し
む
機
会
の
創
造

 

Ⅱ
 
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
る
都
市
魅
力
の
創
造

 

 
 ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0

1
9
、
東
京

2
0

2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0

2
1
関
西
の
三
大
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
高
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
が
最
大
限
発
揮
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

 
 

 ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
国
際
大
会
、
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
大
阪
の
都
市
魅
力
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
国
内
外
に
発
信
す

る
と
と
も
に
、
大
阪
が
誇
る
ス
ポ
ー
ツ
資
源
等
を
生
か
し
て
新
た
な
価
値
を
創
出
し
、
地
域
・経
済
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

「
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
ふ
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

 
O

SA
K

A
」
の
実
現
に
向
け
て
、
２
本
の
『柱
』で
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

 

4
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5
 

 「
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」の
視
点
か
ら
の
環
境
づ
く
り

 
 

  
   
ス
ポ
ー
ツ
は
、
国
籍
、
年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
有
無
等
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
適
性
や
関
心
に
応
じ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
「み
ん
な
の

 
 

   
も
の
」
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
共
生
社
会
の
実
現
に
も
つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

 
 

  
  そ
の
た
め
、
府
、
市
町
村
、
学
校
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
者
・団
体
、
企
業
等
、
様
々
な
主
体
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
、
「プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・フ

 
 

 
ァ
ー
ス
ト
」※
の
視
点
か
ら
、
全
て
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
く
「す
る
」こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 
 情
報
の
発
信

 
 

  
  
府
民
の
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
障
が
い
者
の
情
報
保
障
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
イ
ベ
ン
ト
、
施
設
、
関
係
団
体
等

 
  
  
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
活
用
し
、
適
時
に
積
極
的
に
提
供
し
ま
す
。
 

 施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
、
有
効
活
用

 
  
  
  
 府
内
に
は
、
国
際
的
、
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
会
場
と
な
る
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
、
市
町
村
の
地
域
型
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
整
備
さ
れ
、
  

 
  
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ
て
こ
れ
ら
の
施
設
が
そ
の
役
割
を
十
分
に
果
た
し
て
い
く
に
は
、
適
切
で
継

 
  
  
続
的
な
維
持
管
理
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
併
せ
て
、
障
害
者
差
別
解
消
法
に
基
づ
く
合
理
的
配
慮
の
徹
底
や
一
層
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、
ユ
ニ
バ
ー
サ

 
  
  
ル
デ
ザ
イ
ン
の
発
想
も
必
要
で
す
。

 
 

 
  
 ま
た
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
体
育
館
、
プ
ー
ル
等
が
整
備
さ
れ
た
学
校
や
大
学
、
企
業
等
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
大
阪
の
貴
重
な
ス
ポ
ー
ツ
資
源
で
あ

 
 

 
り
、
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

 
 芸
術
文
化
と
の
連
携

 
  
  
  
 芸
術
文
化
は
、
人
の
生
き
が
い
及
び
創
造
力
の
源
泉
で
あ
り
、
明
る
く
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
社
会
を
形
成
す
る
上
で
、
ス
ポ
ー
ツ
と
と
も
に
不

 
  
  
可
欠
な
も
の
で
す
。

 
 

  
  
 大
阪
で
は
、
上
方
伝
統
芸
能
か
ら
現
代
ア
ー
ト
ま
で
、
国
内
外
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
に
よ
る
創
作
活
動
や
発
表
が
行
わ
れ
、
府
民
に
よ
る
芸
術
文

 
  
  
化
活
動
も
多
彩
で
活
発
で
す
。
芸
術
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
つ
い
て
、
連
携
さ
せ
る
、
お
互
い
の
視
点
を
盛
り
込
む
等
工
夫
を
こ
ら

 
 

 
し
、
相
乗
効
果
を
生
み
出
し
ま
す
。

 
  ※
「
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」

 

 
 
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
人
に
と
っ
て
何
が
一
番
良
い
こ
と
か
と
い
う
基
準
で
物
事
を
考
え
る
こ
と
。

 
 【
施
策
の
展
開
に
当
た
っ
て
の
考
え
方
】
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(1
)
 
あ
ら
ゆ
る
世
代
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

 

 
幼
児
期
の
運
動
経
験
や
運
動
の
好
き
嫌
い
が
そ
の
後
の
運
動
習
慣
や
体
力
・
運
動
能
力
に
影
響
を
与
え
、
ま
た
、
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ
の
経
験

が
よ
り
良
い
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
就
学
前
か
ら
義
務
教
育
期
に
か
け
て
様
々
な
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

 
 

 
学
校
に
お
け
る
体
育
活
動
を
通
し
て
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
豊
か
な
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
を
実
現
す
る
た
め
の
資
質
・
能
力
を
育
て
ま
す
。
 

 
学
校
教
育
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
る
運
動
部
活
動
は
、
人
間
関
係
の
構
築
を
図
っ
た
り
、
自
己
肯
定
感
を
高
め
た
り
す
る
等
教
育
的
意
義
が

高
い
こ
と
か
ら
、
運
動
部
活
動
に
お
い
て
も
、
授
業
と
の
関
連
を
図
り
つ
つ
、
「
す
る
」
だ
け
で
な
く
、
「
み
る
」
「
さ
さ
え
る
」
の
視
点
か

ら
、
ス
ポ
ー
ツ
が
持
つ
様
々
な
良
さ
を
実
感
し
、
生
涯
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
と
の
豊
か
な
関
わ
り
方
を
学
べ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

○
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

※
等
の
運
動
遊
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
幼
児
期
の
運
動
経
験
の
重
要

 

 
性
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
等
を
行
い
ま
す
。

 

○
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
(
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
等

)の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
触
れ
た
り
直
接
指
導
を
受
け

 

  
る
機
会
を
設
け
る
等
、
子
ど
も
た
ち
の
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
進
め
ま
す
。

 

○
子
ど
も
た
ち
が
複
数
の
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
し
て
実
施
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
ま
す
。
 

○
学
校
に
お
け
る
体
育
活
動
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
人
材
や
作
成
し
た
運
動
ツ
ー
ル
等
を
活
用
し
て
児
童
生
徒
の
ス
ポ
ー
ツ
に
 

 
対
す
る
意
欲
・
関
心
を
高
め
、
運
動
習
慣
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
 

○
児
童
生
徒
の
体
力
や
技
能
、
年
齢
・
性
別
と
は
関
係
な
く
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
の
多
様
な
楽
し
み
方
を
指
導
で
き
る
よ
う
な
研
修
を
実
施
し
、

 

 
教
員
の
授
業
力
を
向
上
し
ま
す
。

 

○
運
動
部
活
動
な
ど
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
機
会
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
健
全
な
成
長
に
配
慮
し
な
が
ら
、
生
涯
に
わ
た
り
 

 
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
児
童
生
徒
の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。
 

①
 
子
ど
も
 

４
．

2
本
の
『
柱
』
に
基
づ
く
施
策
の
展
開

 

Ⅰ
 
府
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
親
し
む
機
会
の
創
造

 

6
 

 
府
民
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
お
い
て
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
、
学
校
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係

者
・
団
体
、
企
業
等
と
連
携
し
て
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
や
種
目
の
ス
ポ
ー
ツ
を
「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」
「
ど
の
よ
う
に
も
」
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

 

※
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
チ
ャ
イ
ル
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

 
 

 
2

0
1

0
年
度
に
文
部
科
学
省
が
日
本
体
育
協
会
に
委
託
し
作
成
し
た
、
子
ど
も
が
発
達
段
階
に
応
じ
て
身
に

 
 

 
付
け
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
動
き
や
身
体
を
操
作
す
る
能
力
を
獲
得
し
、
高
め
る
た
め
の
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
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府
内
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

※
1
は
30
歳
代
で
低
く
、
30
歳
代
・
40
歳
代
の
女
性
で
特
に
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
か
ら

「
距
離
の
あ
る
」
人
が
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
な
取
組
を
進
め
、
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
機
会
を
創
出
し
て
い
き

ま
す
。
 

 
働
き
盛
り
や
子
育
て
世
代
に
と
っ
て
労
働
時
間
は
生
活
の
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
企
業
が
運
動
を
通
じ
た
社
員
の

健
康
づ
く
り
を
積
極
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
運
を
醸
成
し
ま
す
。

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
等
多
く
の
人
が
集
ま
る
場
所
で
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
る
体
力
測
定
や
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
等
、

 

 
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

○
世
界
最
大
の
一
般
参
加
型
、
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

20
21
関
西
を
好
機
と
し
て
、
府
民
の
「
す
 

 
る
」
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
意
欲
を
向
上
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

 

○
「
健
康
経
営
」

 ※
2
の
普
及
を
通
じ
て
、
企
業
に
お
け
る
運
動
等
を
通
じ
た
社
員
の
健
康
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。

 
 

○
女
性
の
ニ
ー
ズ
や
意
欲
に
あ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
機
会
を
提
供
す
る
等
、
女
性
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
拡
大
へ
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

 

○
子
ど
も
と
一
緒
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
や
教
室
等
、
働
き
盛
り
や
子
育
て
世
代
が
参
加
し
や
す
い
ス
ポ
ー
ツ
機
会
の
提
供
を
進
め
ま
す
。

 

②
 
働
き
盛
り
、
子
育
て
世
代

 

7
 

年
代

 
男

 
女

 
全
体

 

   
 ２
９
歳
以
下

 
3

2
.6
％

 
2

2
.8
％

 
2

7
.7

%
 

３
０
歳
代

 
2

7
.1
％

 
1

7
.2
％

 
2

2
.1

%
 

４
０
歳
代

 
3

5
.4
％

 
1

8
.8
％

 
2

7
.0

%
 

５
０
歳
代

 
3

0
.3
％

 
2

9
.0
％

 
2

9
.6

%
 

   
 ６
０
歳
以
上

 
3

6
.9
％

 
3

9
.4
％

 
3

8
.3

%
 

全
体

 
3

3
.2
％

 
2

8
.2
％

 
3

0
.6
％

 

※
1
 
府
内
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
（
週

1
回
以
上
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
人
の
割
合
）

 
※

2
「
健
康
経
営
」

 
 

 
 経
済
産
業
省
に
よ
る
と
、
「
健
康
経
営
」
と
は
、
従
業
員
等
の
健
康
管
理
を
経
営
的
な

 
 
視
点
で
考
え
、
戦
略
的
に
実
践
す
る
こ
と
で
あ
り
、
企
業
理
念
に
基
づ
き
従
業
員
等
へ

 
 
の
健
康
投
資
を
行
う
こ
と
は
、
従
業
員
の
活
力
向
上
や
生
産
性
の
向
上
等
の
組
織
の

 
 
活
性
化
を
も
た
ら
し
、
結
果
的
に
業
績
向
上
や
株
価
向
上
に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
、

 
 
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

お
お
さ
か

Q
ネ
ッ
ト
（
大
阪
府
企
画
室
調
査
）
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平
均
寿
命
が
延
伸
し
高
齢
期
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
福
で
豊
か
な
高
齢
期
の
実
現
に
は
健
康
保
持
・
増
進
や
介
護
予
防
が
必
要
で
あ
り
、

そ
れ
に
は
ス
ポ
ー
ツ
が
大
き
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

 
高
齢
者
が
身
近
に
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
を
継
続
で
き
る
環
境
の
整
備
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
生
き
が
い
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
の
意
味
か
ら
も
、

高
齢
者
が
地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
通
じ
た
社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
市
町
村
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
ま
 

 
す
。
 

○
世
界
最
大
の
一
般
参
加
型
、
国
際
総
合
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
あ
る
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

20
21
関
西
を
好
機
と
し
て
、
府
民
の
「
す
 

 
る
」
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
参
加
意
欲
を
向
上
す
る
た
め
の
取
組
を
進
め
ま
す
。
 

○
高
齢
者
の
健
康
増
進
や
生
き
が
い
の
高
揚
等
を
図
り
、
触
れ
合
い
と
活
力
あ
る
長
寿
社
会
づ
く
り
を
目
的
に
開
催
さ
れ
る
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
 

 
(全

国
健
康
福
祉
祭

)に
選
手
団
を
派
遣
し
ま
す
。

 
 

○
国
が
策
定
す
る
、
高
齢
者
が
楽
し
く
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
や
介
護
予
防
を
通
じ
て
の
健
康
寿
命
 

 
の
延
伸
に
効
果
的
な
「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
普
及
・
啓
発
を
進
め
ま
す
。

 

③
 
高
齢
者
 

8
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(2
)
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
府
立
障
が
い
者
交
流
促
進
セ
ン
タ
ー
(フ

ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
大
阪
)や

府
立
稲
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
運
営
し
ま
す
。
 

○
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
の
た
め
、
大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
 

 
催
す
る
ほ
か
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
団
派
遣
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
大
会
に
向
け
た
強
化
練
習
等
を
支
援
し

 

 
ま
す
。
 

○
府
立
支
援
学
校
の
ほ
か
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
る
様
々
な
団
体
や
地
域
の
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
と
の
連
携
や
こ
れ
ら

 

 
へ
の
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
「
い
つ
で
も
」
「
ど
こ
で
も
」
「
気
軽
に
」
障
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

 

 
ま
す
。
 

○
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援
や
振
興
を
担
う
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。

 

○
企
業
や
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
等
と
連
携
し
た
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
啓
発
や
、
よ
り
多
く
の
府
民
が
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
「
さ
さ

 

 
え
る
」
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

 

○
府
立
支
援
学
校
に
お
け
る
運
動
部
活
動
等
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
普
及
・
推
進
を
図
り
、
障
が
い
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
健
全
な
発
達

 

 
と
社
会
参
加
の
推
進
に
寄
与
す
る
た
め
の
施
策
を
検
討
・
実
施
す
る
と
と
も
に
情
報
発
信
を
行
い
ま
す
。
 

9
 

 
障
が
い
の
あ
る
人
に
も
な
い
人
に
も
、
様
々
な
分
野
で
活
躍
で
き
る
無
限
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い
の
あ
る
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍

に
よ
り
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
注
目
度
や
機
運
が
今
ま
で
に
な
く
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
好
機
と
し
て
、
府
立
障
が
い
者
交
流
促
進
セ

ン
タ
ー
（
フ
ァ
イ
ン
プ
ラ
ザ
大
阪
）
を
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
「
み
る
」
「
さ
さ
え
る
」

と
い
う
観
点
か
ら
、
大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
の
ほ
か
、
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
の
養
成
、
関
係
団
体
と
の
連
携
等
を

進
め
ま
す
。
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(3
)
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
多
様
な
人
材
と
場
の
充
実

 

 
府
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
日
常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
様
々
な
面
に
お
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

れ
る
人
と
、
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
場
が
あ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

 

 
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
等
の
活
動
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
よ
う
に
し
、
「
ス
ポ
ー
ツ
参
画

人
口
」
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
連
携
し
、
専
門
知
識
を
有
す
る
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
の
育
成
を
進
め
ま
す
。
 
 
 
 

○
産
学
官
の
連
携
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
「
さ
さ
え
る
」
人
材

(研
究
者
、
ド
ク
タ
ー
、
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等

)の
育
成
を
推
進
し
ま
す
。

 
 
 
 

○
市
町
村
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し
、
国
際
大
会
、
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
に
関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
府
民
に
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ

 

 
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
を
普
及
・
定
着
さ
せ
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
等
の
拡
大
、
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

 
 
 

○
市
町
村
が
委
嘱
す
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
資
質
向
上
の
た
め
の
研
修
を
充
実
し
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を
「
さ
さ
え
る
」
人
材
の
 

 
育
成
を
支
援
し
ま
す
。
 

○
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
支
援
や
振
興
を
担
う
人
材
の
育
成
を
行
い
ま
す
。
 

○
地
域
ス
ポ
ー
ツ
の
担
い
手
と
し
て
の
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
連
携

 

 
・
協
働
し
て
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
自
立
的
な
運
営
の
促
進
に
向
け
た
支
援
を
担
う
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
組
織
を
、
国
、
ス

 

 
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し
て
整
備
し
ま
す
。
 
 
 

 

○
廃
校
舎
、
空
き
教
室
等
の
活
用
等
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
活
動
場
所
の
拡
充
を
促
進
し
ま
す
。

 

○
民
間
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
や
種
目
ご
と
の
地
域
の
ク
ラ
ブ
が
身
近
な
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
場
と
し
て
一
層
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
検
討
を
進
め

 

 
ま
す
。
 
 
 
 

○
新
し
い
ジ
ャ
ン
ル
の
ス
ポ
ー
ツ

(ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
、
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
、
Ｂ
Ｍ
Ｘ

(
バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス

)、
ボ
ッ
チ
ャ

※
 

 
等
)を

身
近
で
楽
し
め
る
場
づ
く
り
を
促
進
し
ま
す
。
 

○
大
学
、
企
業
等
が
そ
の
有
す
る
施
設
、
人
材
等
を
活
用
し
て
地
域
貢
献
、
協
賛
、
協
力
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
 

1
0

 

※
「
ボ
ッ
チ
ャ
」

 
 

 
 重
度
脳
性
麻
痺
者
又
は
同
程
度
の
四
肢
重
度
機
能
障
が
い
者
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
。
ジ
ャ
ッ
ク
ボ
ー
ル

(目
標
球

)と
呼
ば
れ

 
 

   
 る
白
い
ボ
ー
ル
に
、
赤
・
青
そ
れ
ぞ
れ

6
球
ず
つ
の
ボ
ー
ル
を
投
げ
た
り
転
が
し
た
り
他
の
ボ
ー
ル
に
当
て
た
り
し
て
、
い
か
に
近
付
け
る
か
を
競
い
ま
す
。
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(4
)
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進

 

 
ス
ポ
ー
ツ
は
今
日
、
人
が
生
涯
に
わ
た
り
心
身
と
も
に
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
上
で
不
可
欠
の
も
の
で
す
。

 

 
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
適
切
に
継
続
し
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
や
介
護
予
防
を
通
じ
て
健
康
寿
命
を
延
伸
で
き
れ
ば
、
高
齢
者

の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
Qu
al
it
y 
of
 L
if
e 
 
生
活
の
質
）
の
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
医
療
費
や
介
護
給
付
費
等
の
社
会
保
障
負
担
の

軽
減
も
期
待
で
き
ま
す
。
 

 
府
民
が
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
で
き
る
環
境
を
整
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進
に
よ
り
、
健
康
長
寿
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

 

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
府
民
が
運
動
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
る
気
軽
な
ス
ポ
ー
ツ
実
践
の
場
を
拡
充
さ
せ
ま
す
。
 

○
国
が
策
定
す
る
、
高
齢
者
が
楽
し
く
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
改
善
や
介
護
予
防
を
通
じ
て
の
健
康
寿
 

 
命
の
延
伸
に
効
果
的
な
「
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
普
及
・
啓
発
を
進
め
ま
す
。

 
 
 

○
市
町
村
、
企
業
、
大
学
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
健
康
増
進
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を

 

 
開
催
し
、
身
体
活
動
量
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

 

○
企
業
、
大
学
等
と
連
携
し
、
府
民
に
最
新
の
ス
ポ
ー
ツ
健
康
科
学
の
知
見
を
分
か
り
や
す
く
情
報
提
供
す
る
等
の
取
組
を
進
め
ま
す
。

 1
1
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(1
)
国
際
的
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致
、
開
催

 

 
国
際
的
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
イ
ベ
ン
ト
は
、
府
民
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
を
高
め
、
夢
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
と
と
も
に
、

国
内
外
か
ら
人
々
が
集
い
、
ま
ち
に
賑
わ
い
を
も
た
ら
し
ま
す
。
特
に
、
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

20
1
9
、
東
京
20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

20
21
関
西
が
連
続
し
て
開
催
さ
れ
る
「
ゴ
ー
ル
デ
ン
ス
ポ
ー
ツ
イ
ヤ
ー

ズ
」
は
、
大
阪
の
都
市
魅
力
を
発
信
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
 

 
市
町
村
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
企
業
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
大
会
の
成
功
に
向
け
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
際
大
会
や
全
国
大
会
、

「
み
る
」
だ
け
で
な
く
「
す
る
」
「
さ
さ
え
る
」
等
様
々
な
形
で
参
加
で
き
る
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
を
誘
致
、
開
催
し
ま
す
。

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

20
19
で
は
、
東
大
阪
市
花
園
ラ
グ
ビ
ー
場
が
全
国

12
会
場
の
一
つ
と
な
り
ま
す
。
共
同
開
催
都
市
で
あ
る
東
大
 

 
阪
市
と
と
も
に
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
、
「
オ
ー
ル
大
阪
」
で
大
会
成
功
に
向
け
た
取
組
を
進
め
ま
す
。
 

○
市
町
村
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
東
京

20
20
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

○
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
02
1関

西
で
は
、
府
内
で
は
堺
市
で
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
、
岸
和
田
市
で
自
転
車
(Ｂ

Ｍ
Ｘ

)
、
東
大
 

  
阪
市
で
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
泉
南
市
で
水
泳

(オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー

)の
競
技
が
行
わ
れ
、
大
阪
市
で
は
閉
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

 

 
地
元
市
、
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
、
円
滑
な
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

○
こ
れ
ら
の
大
会
へ
の
府
民
の
関
心
を
高
め
、
機
運
醸
成
を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
す
る
等
、
広
報
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

 

○
大
阪
の
ま
ち
や
人
の
魅
力
を
発
信
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
と
な
る
よ
う
、
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
さ
ら
な
る
進
化
・
発
展
に
 

 
取
り
組
み
ま
す
。
 

○
市
町
村
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し
、
人
気
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ
競
技
大
会
を
誘
致
、
開
催
し
、
府
民
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー

 

 
マ
ン
ス
を
見
る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

 

Ⅱ
 
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
る
都
市
魅
力
の
創
造

 

1
2
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(2
)
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

 
 
 
の
開
催
を
契
機
と
し
た
レ
ガ
シ
ー
の
形
成

 

 
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

20
19
、
東
京
2
02
0オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

20
21
関

西
を
一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
と
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
大
会
を
契
機
に
一
層
高
ま
る
府
民
の
「
み
る
」
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
興
味
・
関
心
を
「
す
る
」
「
さ

さ
え
る
」
ス
ポ
ー
ツ
へ
と
移
行
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
大
会
が
も
た
ら
す
成
果
を
未
来
に
つ
な
ぎ
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
取
組
を
進
め

ま
す
。
 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
ス
ポ
ー
ツ
の
意
義
や
価
値
、
フ
ェ
ア
プ
レ
イ
の
精
神
、
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
等
を
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
理
解
を
深
め
る
オ
リ

 

 
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
を
推
進
し
ま
す
。
 

○
産
官
学
の
連
携
に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
「
さ
さ
え
る
」
人
材
(指

導
者
、
研
究
者
、
ド
ク
タ
ー
、
ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等

)
の
育
成
を
推
進
し

 

 
ま
す
。
 

○
市
町
村
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し
、
こ
れ
ら
の
大
会
に
関
わ
る
こ
と
を
通
し
て
府
民
に
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
精
神
を
普
及
・
定

 

 
着
さ
せ
、
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
等
の
拡
大
、
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

 
 
 

○
こ
れ
ら
の
大
会
の
機
運
醸
成
事
業
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
教
育
等
を
通
じ
て
、
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

 

 
団
、
支
援
学
校
運
動
部
等
の
ス
ポ
ー
ツ
組
織
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

 

1
3
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(3
)
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
等
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充
実
及
び
次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
の
養
成

 

 
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
の
触
れ
合
い
や
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
る
こ
と
を
通
じ
て
、
府
民
に
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
素
晴
ら
し
さ

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
興
味
・
関
心
、
参
加
意
欲
を
さ
ら
に
高
め
ま
す
。

 

 
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
ス
ポ
ー
ツ
に
夢
や
希
望
、
憧
れ
を
抱
き
、
興
味
・
関
心
に
応
じ
て
様
々
な
種
目
を
経
験
し
な
が
ら
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
を
め
ざ
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
創
出
し
、
次
世
代
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
養
成
を
図
り
ま
す
。

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
小
中
学
校
へ
の
派
遣
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
、

 

 
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
等
の
ゲ
ー
ム
の
観
戦
優
待
等
、
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
と
触
れ
合
う
機
会
を
一
層
拡
充
し
ま
す
。

 
 

○
国
際
大
会
や
全
国
規
模
の
ス
ポ
ー
ツ
競
技
会
に
お
け
る
成
績
優
秀
者
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
貢
献
者
の
顕
彰
事
業
を
一
層
充
実
し
ま
す
。

 
 
 
 
 

○
大
学
、
企
業
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
、
競
技
力
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

 

○
国
民
体
育
大
会
等
へ
の
選
手
・
役
員
の
派
遣
を
支
援
し
ま
す
。

  
 

○
障
が
い
者
の
ス
ポ
ー
ツ
参
加
や
競
技
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
の
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
の
た
め
、
大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催

 

 
す
る
ほ
か
、
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
選
手
団
派
遣
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
大
会
に
向
け
た
強
化
練
習
等
を
支
援
し
ま
す
。
 

1
4
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(4
)
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
・
経
済
の
活
性
化

 

【
主
な
施
策
の
方
向
性
】
 

 ○
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
参
加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な
相
互
交
流
を
図
る
、
市
町
村
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン

 

 
登
録
や
事
前
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
支
援
し
ま
す
。

 

○
大
阪
の
ま
ち
や
人
の
魅
力
を
発
信
し
、
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
市
民
マ
ラ
ソ
ン
と
な
る
よ
う
、
大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
さ
ら
な
る
進
化
・
発
展
に

 

 
取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
海
外
か
ら
の
エ
ン
ト
リ
ー
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
観
点
か
ら
も
工
夫
を

 

 
凝
ら
し
ま
す
。
 

○
高
水
準
の
競
技
施
設
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
の
試
合
等
大
阪
の
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
に
、
企
業
や
関
係
団

 

 
体
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
み
ま
す
。

 

○
市
町
村
、
関
係
団
体
等
と
連
携
し
、
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
等
大
阪
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
誘
致
、
開
催
を
図
り
ま
す
。

 
○
国
や
経
済
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等
と
連
携
し
、
新
た
な
ス
ポ
ー
ツ
関
連
市
場
の
創
出
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
等
の
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

 
○
府
内
の
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
企
業
や
大
学
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
等
の
分
野
に
関
心
が
あ
る
企
業
に
お
け
る
新
た
な

 
 
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
創
出
す
る
取
組
を
支
援
し
ま
す
。

 
 

1
5

 

 
ス
ポ
ー
ツ
を
「
す
る
」
「
み
る
」
「
さ
さ
え
る
」
こ
と
に
よ
り
、
人
と
人
と
の
交
流
や
つ
な
が
り
が
生
ま
れ
、
ま
た
、
様
々
な
消
費
活
動
が

な
さ
れ
ま
す
。

 

 
大
阪
に
は
、
国
際
大
会
や
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
ス
タ
ジ
ア
ム
や
ア
リ
ー
ナ
が
整
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
多
く
の
ト
ッ

プ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
や
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
が
存
在
し
ま
す
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
用
品
製
造
業
等
ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
集
積
が
あ
り
、
高
い
技
術

や
優
れ
た
製
品
を
持
つ
中
小
企
業
も
多
数
存
在
し
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
健
康
・
医
療
の
分
野
も
大
阪
の
強
み
の
一
つ
で
す
。

 

 
こ
れ
ら
の
資
源
を
よ
り
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
観
光
、
文
化
、
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
、
健
康
等
他
分
野
と
の
連
携
・
協
働
等
も
含
め

た
、
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
・
拡
大
等
の
取
組
を
支
援
し
、
地
域
・
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
ま
す
。
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５
．
重
要
業
績
評
価
指
標
 

項
 

 
 
目

 
施
策
と
の

 
関
連
 

策
定
時

 
(
2
0
16
) 

目
標

 
(
2
0
21
) 

デ
ー
タ
の

 
確
認
方
法

 

全
体
指
標
 

大
阪
府
で
は
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
だ
と
思
う
府
民
の
割
合

 
 
 
 

 
◎
 

全
 

4
0
.
8％

 
5
0
％
 

大
阪
府
調
査
 

個
別
指
標

 

【
府
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
親
し
む
機
会
の
創
造
】
 

・
成
人
の
週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

 
 

 
 
 

 
 
 

 
◎
□
◇
 

Ⅰ
(
1)
(
4)
 

4
2
.
3％

 
5
0
％
 

ス
ポ
ー
ツ
庁
調
査
 

・
体
育
の
授
業
が
楽
し
い
小
学
生
の
割
合

 
Ⅰ
(
1)
 

9
1
.
1％

 
9
5
％

 
ス
ポ
ー
ツ
庁
調
査

 

・
大
阪
府
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
お
け
る
参
加
者
数

 
 

 
 
 ◎

■
 

・
中
級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員

※
1 登

録
者
数

 
Ⅰ
(
2)
(
3)
 

9
1
6人

 
2
8
0人

 
1
,
0
00
人
超

 
3
0
0人

 
大
阪
府
調
査

 

・
こ
の
一
年
間
に
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
た

 
 
こ
と
が
あ
る
府
民
の
割
合

 
Ⅰ
(
3)
 

Ⅱ
(
2)
 

―
 

1
0
％

 
大
阪
府
調
査

 

【
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
る
都
市
魅
力
の
創
造
】

 

・
大
阪
府
に
ゆ
か
り
の
あ
る
主
な
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の

 
 
 
 

 
 
□

 
 
年
間
主
催
試
合
で
の
観
客
者
合
計
数

 
Ⅱ
(
3)
(
4)
 

2
,
9
06
,
53
4
人

 
3
6
0万

人
 

各
チ
ー
ム
公
表
資
料

 

・
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0
1
9の

認
知
度

 
  ・
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0
21
関
西
の
認
知
度

 

Ⅱ
(
1)
 

  
Ⅱ
(
1)
Ⅰ
(
1
) 

4
5
.
9％

 
  
―

 

8
0
％
超

 
（

2
01
9）

 
 

今
後
設
定

 

大
阪
府
調
査

 

大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
目
標
指
標
を
、
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略

2
0

2
0
、
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
も
参
考
に
し
な
が
ら
見
直
し
、
以
下
の
と
お
り
重
要
業

績
評
価
指
標
（Ｋ
Ｐ
Ｉ）
を
設
定
し
ま
す
。

 

1
6

 

◎
：
大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で
の
指
標

 
□
：
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略

2
0

2
0
で
の
主
指
標

 
■
：
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略

2
0

2
0
で
の
副
指
標

 
◇
：
第
２
期
ス
ポ
ー
ツ
基
本
計
画
で
の
指
標

 

※
1
「
中
級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
」

 
  

 (
公
財

)日
本
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
制
定
す
る
公
認
指
導
者
制
度
に
基
づ
く
も
の
で
、
地
域
に
お
け
る
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
持
ち
、
指
導
現
場
で
十
分
な
知
識

 
 

  技
術
と
経
験
に
基
づ
い
た
指
導
が
で
き
る
者
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○
 

 「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
気
軽
に
」ス
ポ
ー
ツ
に
楽
し
め
る
社
会
づ
く
り
に
は
、
住
民
に
身
近
な
基
礎
自
治
体
の
役
割
が
非
常
に
重
要
で
す
。
府

 
 

 は
広
域
自
治
体
と
し
て
、
市
町
村
域
を
越
え
た
広
域
的
な
事
業
や
国
際
大
会
・全
国
大
会
の
誘
致
、
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
の
事

 
 

 業
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
が
行
う
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
と
の
協
力
・
連
携
を
進
め
ま

 
 

 す
。
さ
ら
に
、
民
間
や
地
域
で
蓄
積
さ
れ
た
施
設
、
組
織
、
経
験
等
が
大
切
な
財
産
と
し
て
十
分
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ら
と
の
連
携
を
強
化
し

 
  
 ま
す
。

 
 

 
  
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通
じ
て
、
広
域
自
治
体
と
し
て
の
「府
」、
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
「市
町
村
」、
そ
し
て
「民
間
」も
「地
域
」も
一
体
と
な
っ
て
、

 
  
 大
阪
の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

 
 ○

 
重
要
業
績
評
価
指
標
の
目
標
数
値
に
つ
い
て
、
達
成
度
を
毎
年
度
把
握
、
分
析
し
、
大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
推
進
審
議
会
の
意
見
を
聴
取
す
る
等
し

 
 
て
「
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
」を
十
分
に
機
能
さ
せ
、
府
民
に
公
表
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
を
元
に
、
庁
内
関
係
部
局
で
構
成
す
る
大
阪
府
ス
ポ
ー
ツ
施
策

 
 
推
進
会
議
等
を
活
用
し
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
巻
く
状
況
を
把
握
し
、
施
策
の
方
針
や
事
務
事
業
の
改
善
に
努
め
ま
す
。

 
 ○

 
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
予
算
の
効
率
的
・効
果
的
な
活
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
大
阪
の
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
に
対
す
る
府
民
の
理
解
を
得
な
が

 
 

 ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
（ｔ
ｏ
ｔｏ
）助
成
金
等
外
部
の
資
金
や

19
97
年
の
な
み
は
や
国
体
を
機
に
創
設
さ
れ
た
「な
み
は
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
」を

 
 

 有
効
に
活
用
し
ま
す
。

 

６
．
計
画
の
推
進
に
向
け
て

 

1
7
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 (1
) 

 国
際
的
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
等
の
誘
致
、
開
催

 
  (2

) 
 ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
ワ
ー
ル
ド
マ

 
 

 
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
開
催
を
契
機
と
し
た
レ
ガ
シ
ー
の
形
成

 
 (3

) 
 ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
等
と
ふ
れ
あ
う
機
会
の
充
実
及
び
次
世
代
ア
ス
リ
ー
ト
の

 
 

 
養
成

 
 (4

) 
 ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
・経
済
の
活
性
化

 

Ⅰ
 
府
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
関
わ
り
親
し
む
機
会
の
創
造

 
Ⅱ

 
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
よ
る
都
市
魅
力
の
創
造

 

 (1
) 

 あ
ら
ゆ
る
世
代
で
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進

 
 

  (2
) 

 障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

 
  (3

) 
 ス
ポ
ー
ツ
に
携
わ
る
多
様
な
人
材
と
場
の
充
実

 
  (4

) 
 ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増
進

 

【
施
策
の
展
開
】 

1
8

 

(
参
考
)
計
画
の
全
体
概
要
 

ス
ポ
ー
ツ
が
あ
ふ
れ
る
、
ス
ポ
ー
ツ
で
つ
な
が
る

 
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ

 
目

 
 

 
標

 

理
 

 
 
念

 
◎

 誰
も
が
「
す
る
」「
み
る
」
「さ
さ
え
る
」ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で
き
る

 
◎
ス
ポ
ー
ツ
を
都
市
魅
力
と
し
て
発
信
し
、
そ
の
魅
力
に
惹
か
れ
て
多
く
の
人
が
訪
れ
る

 
◎
ス
ポ
ー
ツ
で
人
も
ま
ち
も
活
力
で
満
た
さ
れ
る

 

2
本
の
『柱
』

 

 
ス
ポ
ー
ツ
を
「す
る
」こ
と
で
楽
し
さ
、
喜
び
が
得
ら
れ
、
勇
気
や
自
尊
心
、
友
情
等

を
育
み
ま
す
。

 
 
ス
ポ
ー
ツ
を
「み
る
」こ
と
で
感
動
し
、
活
力
が
得
ら
れ
ま
す
。

 
 
ス
ポ
ー
ツ
を
「さ
さ
え
る
」こ
と
で
共
感
し
、
絆
が
強
く
な
り
ま
す
。

 

 
こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の
価
値
を
、
府
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ

て
享
受
し
、
健
康
で
明
る
く
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

 

 
  ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

2
0

1
9
、
東
京

2
0

2
0オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

2
0

2
1
関
西
の
三
大
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

は
、
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
が
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て
高
ま
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
力
が
最
大

限
発
揮
さ
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

 
  

 ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
国
際
大
会
、
大
規
模
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

を
大
阪
の
都
市
魅
力
の
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
大
阪
が

誇
る
ス
ポ
ー
ツ
資
源
等
を
生
か
し
て
新
た
な
価
値
を
創
出
し
、
地
域
・経
済
の
活
性

化
を
図
り
ま
す
。

 

府
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
ス
ポ
ー
ツ
を
「す
る
」「
み
る
」「
さ
さ
え
る
」
機
会
が
あ
ふ
れ
る
。

 
ス
ポ
ー
ツ
で
「ひ
と
」「
も
の
」「
組
織
」
が
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
世
界
に
、
未
来
に
つ
な
が
る
。

 
そ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
を
め
ざ
し
ま
す
。
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文化芸術の振興に関する 基本的な 方針

─ 文化芸術資源で 未来を つく る ─

（ 第 ４ 次 基 本 方 針 ）

平 成 2 7 年 5 月 2 2 日
閣 議 決 定

術

興

基

術

基

年

閣

 

【資料１０】 
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第２ 文化芸術振興に関する重点施策    

「第１ 社会を挙げての文化芸術振興」の下，重点的に取り組むべき施策の方向性

（重点戦略）については，以下のとおりとする。 

 

１ 五つの重点戦略  

諸外国の状況も勘案しつつ，文化芸術活動を支える環境を充実させ，国家戦略とし

て「文化芸術立国」を実現するため，以下の五つの重点戦略を強力に進める。 

 

重点戦略１：文化芸術活動に対する効果的な支援 

我が国の文化芸術水準の向上を図り，その成果を広く国民が享受できる環境を整備する。 

【重点的に取り組むべき施策】 

◆ 芸術の水準向上に直接的な牽
けん

引力となる創造活動に重点的な支援を行う

など，我が国の顔として世界に誇れる文化芸術の創造を支援する。 

◆ 従来の文化芸術活動における各分野の対象領域を超えて，日本と海外との

多様な芸術交流により新たな舞台等の創造を推進するなど，分野の特性に

配慮しつつ，戦略的かつ工夫を凝らした方法による創造活動を推進すると

ともに，新たに創造された舞台等作品の国内外への発信を促す。 

◆ 地方公共団体等による，地域の文化芸術団体，企業，ＮＰＯ等の民間団体，

大学等と連携した文化芸術政策の立案を促し，地域の文化芸術資源等を活

用した計画的な文化芸術活動を支援する。 

◆ アーティスト・イン・レジデンス等，国内外の芸術家を積極的に受け入れ

る取組を支援するとともに，劇場，音楽堂等，地域の核となる文化芸術拠

点等において，優れた文化芸術が創造され，国内外に発信されるよう，そ

の活動への支援を充実する。 

◆ 文化芸術創造都市に取り組む地方公共団体その他関係者による全国的・広

域的ネットワークの充実・強化を図る。また，海外の創造都市やユネスコ

等の関係者との交流を促すとともに，文化芸術の持つ創造性を地域

振興，観光・産業振興等に活用し，地域課題の解決に取り組む活動を支援する。

◆ 文化芸術への支援策をより有効に機能させるための日本版アーツカウン

シルの本格導入について，現在，独立行政法人日本芸術文化振興会におい

て実施されている試行的な取組の結果を踏まえ必要な措置を講ずる。 

◆ 障害者の優れた芸術作品の所在や制作活動の現状把握や展示等を推進し，

障害者の芸術活動の振興を図る。 

◆ 衣食住に係る文化をはじめ「くらしの文化」の実態を調査・把握した上で，

発掘・再興，連携・交流，発信の局面に応じた振興方策を講ずる。 
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◆ 関係府省や企業等の民間団体との連携・協力の下，全国の公演や文化芸 

術イベント等の情報を国内外へ発信する体制について早急に必要な調査研 

究を行う。 

◆  2020 年東京大会を見据えて，企業メセナ協議会が構築した基金をはじ 

め，民間団体等が設ける様々な基金への寄附等の協力を，民間企業等へ要 

請するとともに，企業等の文化芸術活動を促す等，民間からの多様な支援 

の方途を開く。 

 

 

重点戦略２：文化芸術を創造し，支える人材の充実及び子供や若者を対象とし 

た文化芸術振興策の充実  

文化芸術を創造し，支える人材の育成・充実を図り，もって我が国文化芸術の永

続的な継承・発展を図る。また，全ての子供や若者が，学校や地域において本物の文

化芸術に触れ，豊かな感性や創造性，コミュニケーション能力を育む機会を充実する

ことにより，次代の文化芸術の担い手や鑑賞者を育むとともに，心豊かな子供や若者

の育成を図る。 

【重点的に取り組むべき施策】 

◆ 新進芸術家の海外研修やその成果を還元する機会を充実したり，国内での

研修機会を得られるようにしたりするほか，顕彰制度を拡充する等，若手を

はじめとする芸術家等の育成に関する支援を充実する。また，将来の芸術家，

鑑賞者や，伝承者にもつながる子供や若者の「創造力」と「想像力」を豊

かにするため，子供の発達の段階に応じて，多彩な優れた芸術の鑑賞機会，伝

統文化や文化財に親しむ機会を充実する。 

◆ 子供たちのコミュニケーション能力の育成に資する文化芸術に関する体

験型ワークショップをはじめ，学校における芸術教育を充実する。 

◆  雇用の増大を図ることも念頭に置き，文化芸術活動や施設の運営を支える

専門人材の育成・活用を充実する。 

◆ 指定管理者制度の趣旨が適切に生かされるよう，「劇場，音楽堂等の事

業の活性化のための取組に関する指針」等に基づき，事業内容の充実，専

門的人材の育成・確保，事業の継続性の重要性等，運用に関する留意事項

を周知し，理解の促進を図る。 

◆  無形文化財や民俗文化財，文化財を支える技術・技能の伝承者に対する支援を充実する。 
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重点戦略３：文化芸術の次世代への確実な継承，地域振興等への活用 

国民的財産である文化財の総合的な保存・活用を図るとともに，文化芸術を次世

代へ確実に継承する。また，文化芸術の地域振興，観光・産業振興等への活用を図

る。 

【重点的に取り組むべき施策】 

◆ 文化財の種別や特性に応じて，計画的に修復，防災・防犯対策その他の保存

に必要な措置を講じ，文化財の適切な状態での保存・継承を図る。 

◆ 文化財の特性や適切な保存に配慮しつつ，多様な手法を用いて積極的な

公開・活用を行い，広く国民が文化財に親しむ機会を充実する。また，文

化財建造物，史跡，博物館や伝統芸能等の各地に所在する有形・無形の文

化芸術資源を，その価値の適切な継承にも配慮しつつ，地域振興，観光・

産業振興等に活用するための取組を進める。 

◆ 「日本遺産（Japan Heritage）」認定の仕組みを新たに創設し，歴史的魅

力に溢れた文化財群を地域主体で国内外に戦略的に発信するなど，地域の

複数の文化財を総合的かつ一体として活用する取組を支援する。 

◆ 歴史文化基本構想による周辺環境を含めた地域の文化財の総合的な保存・活

用の推進や，文化財登録制度等の活用により，文化財保護の裾野の拡大を図る。 

◆ 地方公共団体等と連携して，我が国の文化遺産のユネスコ世界文化遺産

やユネスコ無形文化遺産への推薦・登録を積極的に推進していくとともに，

登録後の文化遺産の適切な保存・活用・継承等に取り組む。 

◆ 水中文化遺産の保存・活用の在り方についての調査研究を進めるととも

に，地方公共団体の取組を促す。 

 

 

重点戦略４：国内外の文化的多様性や相互理解の促進 

伝統文化から現代の文化芸術活動に至る我が国の多彩な文化芸術を積極的に海外

発信するとともに，文化芸術各分野における国際文化交流を推進することにより，文化芸

術水準の向上を図るとともに，我が国に対するイメージの向上や諸外国との相互理解の

促進に貢献する。
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【重点的に取り組むべき施策】 

◆ 舞台芸術，美術品等の海外公演・出展，国際共同制作等への支援を充実

するとともに，各専門分野の芸術家，文化人等による海外での講演，実演

等，世界の人々の日本文化への理解の深化につながる活動を展開する。 

◆  中核的国際芸術フェスティバルの国内開催や海外フェスティバルへの参加

に対して戦略的に支援するとともに，メディア芸術祭については世界的フェス

ティバルとして一層充実する。 

◆  文化発信・交流の拠点として美術館や博物館，劇場，音楽堂等，大学の活

動・内容を充実する。 

◆ 貴重な各種文化芸術資源を継承し，次代の文化芸術創造の基盤となる知

的インフラを構築するため，映画，舞台芸術，アニメ，マンガ，ゲーム，

デザイン，写真，建築，文化財等の文化資産及びこれらの関連資料等の収

集・保存及びデジタルアーカイブ化等を促進するとともに，国立国会図書

館等の関係機関と連携しつつ分野横断的整備を検討する。特に，メディア

芸術について，関連の文化施設や大学等の連携・協力を推進することによ

り，情報拠点を構築し，我が国のメディア芸術を広く海外に発信する。 

◆ 外国人芸術家の積極的受入れなど，各地域において取り組まれている国

際文化交流事業（アーティスト・イン・レジデンス等）を支援することで，

日本各地に文化創造と国際的発信の拠点づくりを推進する。  

◆ 地域の文化施設や歴史的建造物等を生かしたユニークベニュー の公

開・活用の取組を，我が国へのＭＩＣＥ 誘致や開催の魅力として位置付け

る取組として支援する。 

◆ 人類共通の財産である海外の有形・無形の文化遺産保護等を対象として，

我が国の高度な知識・技術・経験を活用した国際協力を充実する。 

◆ 東アジア各国との相互理解を促進するため,東アジア文化都市等の取組

や若い世代の芸術家等の交流，関係府省,独立行政法人国際交流基金その他

の関係機関等と連携した国際文化交流を推進する。  

◆ 日本語教育に関する地域における連携体制を構築・強化するなど，日本

語教育を推進する。 

 

 

                                         

 ＜ユニークベニュー＞ 

歴史的建造物，文化施設や公的空間等で，会議・レセプションを開催することで特別感や地域特性を演出できる会場。 
 ＜MICE＞ 

Meeting（企業等のミーティング），Incentive（企業等の報奨・研修旅行），Convention（国際会議），Exbition/Event（展示会・

イベント）の総称。 
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重点戦略５：文化芸術振興のための体制の整備 

重点戦略１から重点戦略４までに掲げた各施策を着実に講じていく文化振

興のための施設・組織等の体制の整備を行う。 

【重点的に取り組むべき施策】 

◆ 国立の美術館，博物館や劇場の機能の充実を図るとともに，より柔軟か 

つ効果的な運営を行うことができる仕組みを整備する。 

◆ 『アイヌ文化の復興等を促進するための「民族共生の象徴となる空間」

の整備及び管理運営に関する基本方針』（平成26年6月13日閣議決定）に基

づく取組を推進する。 

◆ 文化芸術振興のための基本的な政策の形成や，各施策の企画立案及び評

価等に資する基礎的なデータの収集や各種調査研究の充実を図る。 

◆ デジタル・ネットワーク社会に対応した著作権制度等の整備を図る。 
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国の優れた文化芸術の海外公演や海外展，海外の優れたフェスティバルへの参

加・出展，海外の文化芸術団体と企画段階から協力して行う国際共同制作への

支援を充実するなど，多様で国際的な事業の展開を進める。 

  我が国の優れた文化財を海外に広く紹介するため，海外の美術館・博物館と協

力し，海外において日本古美術品の展覧会を開催することにより，文化財を通じ

た国際交流を推進する。 

  国際的な文化芸術拠点を形成し，海外の芸術家等が我が国に滞在する機会を

促進するため，我が国各地域で開催される発信力のある国際芸術フェスティバル

等に対して継続的に支援を行い，国際文化交流を推進する。 

  文化芸術を通じた国際的な都市間連携を進めるため，東アジア各国の創造都

市 の参 加 を得 て，特 定 の都 市 において様 々な文 化 芸 術 活 動 を行 う取 組 を支

援するなど，東アジアをはじめ世界各国との国際文化交流を積極的に推進する。 

  国内外の文化人・芸術家等の相互交流・連携や文化交流の拠点である国立の

文化芸術機関等による国際的なネットワークの形成を継続して推進する。 

  将来の国際交流を担う青少年の国際文化交流等を推進することにより，世界に

日本文化を発信することができる人材の育成を図る。 

  外国人観光客の増加や国際文化交流の推進に大きな効果を発揮するメディア

芸術について，関連の文化施設や大学等の連携・協力を推進することにより情報

拠点を構築し，我が国のメディア芸術を広く海外に発信する。 

  魅力ある日本文化を海外に幅広く紹介するため，日本文学作品の翻訳者の育

成に努めるとともに，インターネット等を活用した日本文化の総合的な情報発信を

図る。 

   「海外の文化遺産の保護に係る国際的な協力の推進に関する法律」（平成 18

年法律第 97 号）に基づき，文化遺産国際協力コンソーシアムを中心に，国内外

の関係機関が連携し，有形・無形の両分野における文化遺産国際協力を推進す

る。 

 

４ 芸術家等の養成及び確保等 

多様で優れた文化芸術を継承し，発展させ，創造していくためには，その担い手とし

て優秀な人材を得ることが不可欠であることから，次の施策を講ずる。 

  高い技術と豊かな芸術性を備えた芸術家等を養成するため，新進芸術家等の

海外 研 修や新国 立 劇場における研 修事 業の充実，次 代を担 う新進芸 術家が

活動成果を発表する機会や世界的な芸術家による指導の機会の充実等を図る。 
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  伝統芸能の伝承者や文化財の保存技術者・技能者，文化施設や文化芸術団

体のアートマネジメント担当者，舞台技術者・技能者，美術館，博物館における学

芸員・各種専門職員，地方公共団体の文化政策担当者等，幅広い人材の養成

及び確保，資質向上のための研修を充実させ，文化芸術活動を担う人材の育成

を図る。 

  文化芸術団体，劇場，音楽堂等，教育機関等の関係機関が連携し，計画的・系

統的な人材育成を促進する。 

  芸術系大学等が有する教員や教育研究機能，施設・資料等，様々な資源を活

用して，アートマネジメント人材の育成を図るとともに，大学等の教育機関や国立

の文化施設等における文化芸術に係る教育及び研究の充実を図る。 

  芸術家等がその能力を向上させ，十分に発揮し，自らの職業や活動に安心して

安全に取り組めるよう，芸術家等の活動環境等に関する諸条件の整備や，社会的

な役割に関する理解の促進，社会的，経済的及び文化的地位の向上に努める。 

 

５ 国語の正しい理解 

言葉は，論理的思考力，想像力，表現力などの基盤であり，意思疎通の手段である

と同時に，その言葉を母語とする人々の文化とも深く結び付いている。このような文化

の基盤としての国語の果たす役割や重要性を踏まえ，個々人はもとより，社会全体とし

てその重要性を認識し，国語に対する理解を深め，生涯を通じて国語力を身に付けて

いく必要があることから，次の施策を講ずる。 

  国語に関する調査を定期的に実施し，調査の結果を広く周知するとともに，国語

の改善に関する施策の検討等を行い，国語に対する意識の向上と国語力の育成

を図る。 

  常用漢字表（平成 22 年内閣告示第 2 号）及び関連指針（「異字同訓」の漢字の

使い分け例（平成 26 年文化審議会国語分科会報告）等）の普及を図る。 

  敬語に関して，具体的な指針の普及を図るとともに，「言葉遣い」や「コミュニケー

ションの在り方」について検討し，その成果の普及を図る。 

  ユネスコの公表した国内における消滅の危機にある言語・方言や東日本大震災

被災地域の方言について，その実態を把握するとともに，言語・方言の保存・継承

のための調査研究と情報の収集を行い，その成果の普及等を通じて，消滅の危機

にある言語・方言の状況改善につなげる。 

  学校教育において，全ての教科の基本となる国語力を養うとともに，我が国の言

語文化を享受し継承・発展させる態度を育てることができるようその一層の充実を
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日本再興戦略 2016 

―第４次産業革命に向けて― 

 

 

 

 
平成 28年６月２日 

【資料１１】 
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 ５－２．文化芸術資源を活用した経済活性化 
KPIの主な進捗状況 

《KPI》2025 年までに、文化 GDPを 18兆円（GDP 比３％程度）に拡大

することを目指す。 

※今回、新たに設定する KPI 

《KPI》2020 年までに、鑑賞活動をする者の割合が約 80％まで上昇、

鑑賞以外の文化芸術活動をする者の割合が約 40％まで増加す

ることを目指す。 

 ※今回、新たに設定する KPI 

 

新たに講ずべき具体的施策 

我が国には、長い歴史に裏打ちされた、伝統文化・芸能から、マンガ、

アニメ、ゲームまで、多種多様で、しかも世界に類を見ない文化芸術資源

が豊富に存在している。こうした資源を最大限に活用することに加え、文

化行政に期待される新たな政策ニーズへの対応に必要な機能強化を図り、

これまでの文化政策の枠組みや政策手法にとらわれない、分野を越えた取

組や産学官連携等により一層取り組む。また、芸術家等の海外派遣や受入

れ等による国際文化交流を通じた文化外交をはじめ国内外への効果的発

信による日本ブランドの向上を図ること等により、文化芸術資源をもとに

した経済波及効果を拡大する。 

 

文化芸術産業及び経済波及効果の拡大 

文化財や伝統芸能、芸術文化のみならず、食、教育、文書・音声・映

像・ゲームソフトなどのコンテンツ、デザインなども含めて幅広く文化

として捉え、その経済波及効果の拡大を図る。このため、文化庁を中心

に、国内外の成功事例の分析等を進め、本年度中に政策ロードマップを

策定し、施策の具体化を図る。 

  

文化財・文化資源のコストセンターからプロフィットセンター 

への転換 

「文化財活用・理解促進戦略プログラム 2020」を策定し、以下の取組

により、「文化財で稼ぐ」仕組みへの転換を図る。 

   ・文化財解説の多言語化等を通じた、我が国の文化・歴史を体現する文

化財の価値・魅力の分かりやすく効果的な発信 
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   ・文化財の適切なサイクルによる修理、建造物等の美装化等により、

観光客を魅了する環境充実 

   ・日本遺産をはじめ、文化財を中核とする多様な「稼ぎ方」を可能と

する観光拠点を 2020年までに全国 200拠点程度整備 

・文化財の収益力向上につながる地方自治体等が行うマーケティング

やマネジメントの推進 

・学芸員や文化財保護担当者等に対する文化財を活用した観光振興に

関する講座の新設等による博物館の機能強化、質の高い Heritage 

Manager等の養成と配置  等 

  また、文化施設について、収益力向上を図る観点から、施設の多機能

化や公共施設等運営権方式を含め、先進事例の調査・分析を行うととも

に、案件形成に向けた PPP/PFIの活用等を推進する。 

 

地域活性化やブランド力向上に資する芸術文化の魅力創造と

発信 

・産学官（館）連携により、持続的な地域経済の発展が可能となる拠

点形成や、活動を支えるプロデューサー人材等の創出・育成に取り

組み、文化資源を活用し、利益を創出する新たな社会モデルの形成

を推進する。 

・文化芸術資源を掘り起こし、地域活性化へつなげる「文化プログラ

ム」の全国展開（2020 年までに 20 万イベント）の推進や、文化プ

ログラムに関する文化芸術情報の国内外への発信等に取り組む。そ

の際、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会後を見据

え、「beyond 2020 プログラム」を推進し、全国でレガシー創出に資

する我が国の文化向上に取り組む。 

・障害者や高齢者、親子等、広く国民の文化芸術活動への参加を促進

し、地域における潜在的顧客・担い手開拓及びビジネス創出につな

がる先行優良事例の調査・分析及び横展開を進め、全国規模でのワ

ークショップ等の実施に向けた取組の加速化を図る。 

 

文化に密接に関連する分野への投資による波及効果の発現 

① コンテンツを軸とした、新たな技術・手法を用いた文化発信・市

場拡大戦略 
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・IoT 技術の開発・普及により、コンテンツ提供シーンが拡大し、新

市場の創出が見込まれる。コンテンツ技術マップに基づき、技術開

発を促進し、クールジャパン戦略の推進にも資するコンテンツ産業

の更なる活性化と新たな産業の創出を促進する。特に、バーチャル

リアリティ（VR）など成長が見込まれる分野における協調領域での

研究開発や制度整備等を実施する。 

・コンテンツ産業と観光業・製造業等の異分野連携を通じた効果的な

地域の魅力発信・広域展開や有望な地域クリエイターの育成を支援

するとともに、コンテンツの新たな海外市場開拓のため、権利情報

の集約化や字幕・吹き替え等の現地化等の支援、国際連携強化によ

り、コンテンツの利用促進に取り組む。 

・世界に誇るマンガ・アニメ・ゲーム等のメディア芸術分野における

実践的活動（OJT）を通じたクリエイターやプロデューサー等の人材

育成、メディア芸術分野のアーカイブ化、海外発信を推進する。 

 

② デザインを用いた戦略的な文化の潜在力発揮 

製品・サービスの差別化戦略においてデザインの重要性が増しており、

文化の潜在力発揮の観点から、以下の取組を実施する。 

 ・多様化するニーズを、顧客目線のデザインにより取り込むなど、企

業経営におけるデザインの活用方法について普及・啓発を図るべく、

先進的な取組を行う企業の情報発信強化や産学官連携の促進など

を含むアクションプランを本年度中に策定する。 

  ・日本各地の地域に根ざした文化価値を再認識し、経済価値へと変換

するため、企業・団体等へのデザイナー等の派遣・連携支援やデザ

イナーによるスタートアップ支援等を実施する。 

・高等教育機関（総合大学、芸術大学等）への、デザイン・技術・経

営三位一体のカリキュラム導入等の人材育成支援・環境整備に関す

る施策の具体化を図る。 

 

 

 

 

 

学生確保（資料）－146



 

未来投資戦略 2017 

―Society 5.0の実現に向けた改革― 

平成 29 年６月９日 

【資料１２】 
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てメッセージを発信する「女性スポーツキャンペーン」を検討し、本

年度中を目途に結論を得る。 

・スポーツ関係機関の役職員等の女性比率に関する目標・対策等の方針

について、スポーツ関係機関と共同で検討し、本年度中を目途に結論

を得る。 

・障害者のスポーツ実施率の向上に向けて、スポーツ関係団体、経済界

等と連携し、障害のある子供たちが参加する全国的なスポーツイベン

トの開催を推進するとともに、全ての特別支援学校を地域の障害者ス

ポーツの拠点として活用するための支援を行う。 

 

ⅲ）文化芸術資源を活用した経済活性化 

① 文化芸術資源の活用の更なる促進に向けた体制・制度の整備 
・我が国の誇る文化ストックの継承・発展と創造による社会的・経済的

価値等の創出に向け、民間部門の創意工夫により新たな需要の創出を

図りつつ、文化芸術産業の経済規模（文化 GDP）及び文化芸術資源の

活用による経済波及効果を拡大するため、関係省庁の連携により「文

化経済戦略（仮称）」を本年中に策定する。 

・文化芸術資源を活用した新たな需要やイノベーションの創出のため、

学芸員の質的向上や高度プロデューサー人材等の育成をはじめ、多様

な人材の戦略的な育成・確保を図る。 

・文化財の更なる公開・活用を促進するため、地方公共団体、博物館・

美術館等の文化財所有者・管理者の相談への一元的な対応や情報発信

を行う文化財公開・活用に係るセンター機能の整備に取り組むととも

に、文化財保護制度について持続的活用の観点から見直しを進める。

文化財の適切な周期での修理・整備・美装化及び防災・防犯に取り組

むとともに、ユニークベニューや多言語解説等の優良事例の普及や、

VR や「クローン文化財」（高精度な文化財の複製）の技術等を活用し

た公開を促進するための検討を行う。 

 

② 文化芸術資源を核とした地域活性化・ブランド力向上 
・「上野文化の杜」等をモデルとして、文化クラスター（文化集積地区）

創出に向けた地域文化資源の面的・一体的整備を関係省庁が連携して

集中的に支援する。文化芸術に対する国・地方の支援策への専門家に

よる助言・審査・評価等（アーツカウンシル機能）の連携・強化、日
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本遺産のブランド力向上に取り組むとともに、文化施設の多言語対応

や夜間開館等の推進に向けたマネジメント改革等を促すガイドライ

ンを本年度中に策定する。 

・イノベーションを促進するため、高度デザイン教育に取り組む大学等

高等教育機関によるプラットフォームの構築等を支援し、モデルとな

る教育カリキュラムを検討するとともに、地方大学も含めた横断的な

産学連携を図り、高度デザイン人材の育成を図る。また、企業のブラ

ンド力向上に資するデザインの保護・活用の在り方を検討する。 

・「beyond2020 プログラム」の認証組織を拡大すること等により、日本

文化の魅力を国内外に発信する「文化プログラム」を全国展開し、地

域活性化や共生社会の構築につなげる。また、海外の第一線で活躍す

る文化人の参画、在外公館やジャパン・ハウスの活用等により、日本

文化の国内外への戦略的な発信を強化し、文化による日本ブランドの

構築を図る。 

・国際文化交流の祭典の実施を推進する体制の整備等を促進するととも

に、2020 年までに、海外派遣される「文化交流使」による発信強化、

外国人アーティスト及び著名外国人の招へい等の双方向型の文化交

流を強力に推進する。 

・障害者の文化芸術活動の機会の拡大に向け、文化芸術の作品等に関す

る説明の提供・創造活動の充実や施設の利用環境の整備、優れた芸術

作品を商品化し、その利益を創作者や施設等に還元する取組等を促進する。 

 

③ コンテンツを軸とした文化芸術産業の強化 
・地域コンテンツの新たな市場開拓のため、急拡大するアジアのコンテ

ンツ市場開拓に向けた各国との官民対話を拡充するとともに、国内外

におけるビジネスマッチングイベントの開催や、業界団体等とともに

VR/AR 等の先進的なコンテンツ技術を活用するためのガイドラインを

整備する。 

・コンテンツ産業や観光の振興、地方創生等につながる映画やマンガ・

アニメ・ゲーム等のメディア芸術分野の国内外への発信機能の強化等

を図る。 

・我が国の知的資源・文化芸術資源を一元化し新規ビジネス・サービス

を創出するため、各分野でのデジタルアーカイブ化や、国立国会図書

館を中心とした分野横断の統合ポータル構築を推進する。 
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３
日

文
化

庁

 

【資料１３】 
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文
化

芸
術

資
源

を
活

用
し

た
経

済
活

性
化

（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
）
に

つ
い

て
１

．
概

要
文

化
芸

術
は

、
観

光
地

の
魅

力
や

産
業

の
付

加
価

値
な

ど
を

生
み

出
す

源
。

文
化

芸
術

へ
の

投
資

は
、

他
の

様
々

な
産

業
分

野
へ

の
経

済
波

及
効

果
を

生
み

出
す

。

全
国

に
存

在
す

る
我

が
国

の
多

様
な

文
化

芸
術

資
源

を
一

層
活

用
す

る
こ

と
に

よ
り

、
Ｇ

Ｄ
Ｐ

６
０

０
兆

円
の

達
成

に
貢

献
す

る
経

済
波

及
効

果
を

生
み

出
す

。

文
化

産
業

の
経

済
規

模
（
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

）
の

拡
大

Ｇ
Ｄ

Ｐ
（２

０
１

１
年

）

業
種

（
億

円
）

%

映
像

・
音

声
・
文

字
情

報
制

作
業

（
映

画
・
ビ

デ
オ

・
テ

レ
ビ

ジ
ョ

ン
番

組
・
ア

ニ
メ

ー
シ

ョ
ン

制
作

業
な

ど
)

1
1
,6

6
3

2
1
.7

%

個
人

教
授

業
（
音

楽
・
書

道
・
生

け
花

・
茶

道
教

授
業

な
ど

）
7
,5

0
5

1
4
.0

%

出
版

6
,3

2
6

1
1
.8

%

新
聞

5
,8

9
9

1
1
.0

%

そ
の

他
（
劇

場
、

楽
団

、
博

物
館

、
美

術
館

な
ど

）
2
2
,4

1
1

4
1
.7

%

合
計

5
3
,8

0
4

1
0
0
.0

%

「
国

民
文

化
祭

・
あ

き
た
20

14
」
の

例
観

光
客

お
よ

び
出

演
者

の
消

費
支

出
に

よ
る

効
果

日
帰

り
客

宿
泊

客
宿

泊
費

－
8.
0億

円
飲

食
費

4.
3億

円
4.
2億

円
土

産
費

16
.1

億
円

10
.8

億
円

交
通

費
11

.8
億

円
10

.5
億

円
入

場
料

2.
2億

円
1.
0億

円
そ

の
他

2.
3億

円
2.
2億

円
計

36
.8

億
円

36
.5

億
円

観
客

・
出

演
者

数
67

万
人

7万
人

文
化

産
業

以
外

へ
の

波
及

73
.3

億
円

※
全

体
の

経
済

波
及

効
果

は
13
4億

円

※
数

字
は

入
手

可
能

な
資

料
（
産

業
連

関
表

、
経

済
セ

ン
サ

ス
）
を

基
に

、
文

化
関

連
の

も
の

に
つ

い
て

文
化

庁
に

お
い

て
抽

出
・
試

算
し

た
も

の
。

総
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
１

．
２

％
（
諸

外
国

は
３

～
４

％
）

我
が

国
の

多
様

な
文

化
芸

術
資

源
を

考
え

れ
ば

伸
び

し
ろ

の
あ

る
分

野

・
文

化
芸

術
資

源
の

活
用

は
、

他
の

産
業

や
地

域
経

済
へ

波
及

効
果

を
も

た
ら

す

・
国

内
の

芸
術

祭
等

の
文

化
事

業
は

年
間

約
２

０
０

件
以

上
あ

り
、

そ
れ

ぞ
れ

を
磨

き
上

げ
る

こ
と

に
よ

り
、

よ
り

大
き

な
波

及
効

果
を

生
み

出
す

他
産

業
へ

の
経

済
波

及
効

果
の

創
出

１

学生確保（資料）－151



２
．

取
組

の
方

向
性

方
向

性
１

：
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
の

増
加

・
地

域
の

活
力

の
創

出

地
方

創
生

に
資

す
る

地
域

の
文

化
芸

術
資

源
の

掘
り

起
こ

し
・
芸
術
祭
な
ど
の
文
化
芸
術
活
動
や
食
文
化
を
含
め
た
「
く
ら
し
の
文
化
」
な
ど
の
文
化
芸
術
資
源
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
活
性
化
へ
つ
な
が
る
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
国
展
開
・

推
奨
と
国
内
外
へ
の
発
信

・
官
民
協
働
に
よ
る
現
代
ア
ー
ト
拠
点
や
文
化
観
光
・
産
業
活
性
化
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の
形
成
と
そ
の
活
動
を
支
え
る
人
材
育
成

文
化

芸
術

の
創

造
へ

の
支

援
と

海
外

へ
の

発
信

・
「
日
本
の
美
」
総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
懇
談
会
の
議
論
を
も
と
に
、
一
過
性
に
終
わ
ら
な
い
、
高
い
経
済
効
果
の
創
出
と
人
材
育
成
を
重
視
し
た
、
息
の
長
い
支
援
を
行
い
、
「
文

化
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拠
点
」
を
集
中
的
・
計
画
的
に
形
成
。
２
０
２
０
年
国
内
で
の
「
日
本
博
」
で
の
全
面
的
な
開
花
を
目
指
す
。

・
世
界
に
誇
る
マ
ン
ガ
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
な
ど
の
メ
デ
ィ
ア
芸
術
分
野
の
人
材
育
成
・
ア
ー
カ
イ
ブ
化
・
海
外
発
信
の
推
進

数
値

目
標

：
２

０
２

０
年

ま
で

に
全

国
の

２
０

万
件

の
文

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

を
海

外
へ

発
信

２
０

３
０

年
ま

で
に

文
化

芸
術

ク
ラ

ス
タ

ー
１

０
拠

点
形

成
・
プ

ロ
デ

ュ
ー

サ
ー

人
材

１
０

０
人

育
成

以
下

の
方

向
性

１
～

３
に

よ
り

、
ス

ポ
ー

ツ
・
文

化
・
観

光
の

３
庁

連
携

を
は

じ
め

と
し

て
関

係
省

庁
と

も
協

働
し

つ
つ

、
文

化
産

業
・

文
化

芸
術

活
動

の
活

性
化

に
よ

る
文

化
Ｇ

Ｄ
Ｐ

の
拡

大
、

訪
日

外
国

人
４

，
０

０
０

万
人

へ
の

貢
献

等
に

よ
る

他
産

業
や

地
域

経
済

へ
の

波
及

効
果

の
創

出
す

る
。

■
瀬

戸
内

国
際

芸
術

祭
2
0
1
3

・
美

し
い

瀬
戸

内
海

を
船

で
巡

り
な

が
ら

、
島

の
自

然
や

文
化

に
溶

け
込

ん
だ

ア
ー

ト
を

体
感

す
る

現
代

ア
ー

ト
の

祭
典

。
・
２

６
の

国
と

地
域

か
ら

２
０

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
仏

・
中

・
韓

）
・
直

島
町

で
は

、
首

都
圏

か
ら

若
い

世
代

が
移

住
し

、
年

２
％

強
の

人
口

減
少

率
が

１
％

程
度

に
ま

で
改

善
し

て
お

り
、

下
げ

止
ま

り
傾

向
が

見
ら

れ
る

。
・
来

場
者

数
約

1
0
7
万

人
、

経
済

波
及

効
果

約
1
3
2
億

円
（
事

業
費

約
1
0
.2

億
円

）
（撮

影
：中

村
脩

氏
）

■
大

地
の

芸
術

祭
越

後
妻

有
ア

ー
ト

ト
リ

エ
ン

ナ
ー

レ
20

12
 (新

潟
県

十
日

町
市
)

・
里

山
を

舞
台

と
す

る
地

域
内

外
の

ア
ー

テ
ィ

ス
ト

に
よ

る
作

品
制

作
・
展

示
や

地
域

住
民

と
の

交
流

、
ア

ー
ト

を
テ

ー
マ

に
し

た
様

々
な

イ
ベ

ン
ト

を
行

う
芸

術
祭

。
・
４

４
の

国
と

地
域

か
ら

３
１

０
組

の
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
が

参
加

。
多

言
語

対
応

（
英

・
中

・
韓

）
・
来

場
者

数
約

4
9
万

人
、

経
済

波
及

効
果

約
4
6
億

5
千

万
円

（
事

業
費

約
4
.9

億
円

）

○
国

際
的

な
芸

術
祭

の
開

催

○
文

化
庁

メ
デ

ィ
ア

芸
術

祭
・
日

本
映

画
の

製
作

支
援

■
メ

デ
ィ

ア
芸

術
祭

世
界

8
6
の

国
と

地
域

か
ら

4
,4

1
7
点

（
う

ち
、

海
外

か
ら

半
数

を
超

え
る

2
,2

1
6
点

）
の

作
品

応
募

(第
1
9
回

)昨
年

の
受

賞
作

品
展

に
は
51

,1
53

人
が

来
場

■
日

本
映

画
の

製
作

支
援

・
「
超

高
速

！
参

勤
交

代
」

興
行

収
入

1
5
.5

億
円

・
「
小

さ
い

お
う

ち
」

興
行

収
入

1
2
.6

億
円

（
文

化
庁

よ
り

２
千

万
円

製
作

支
援

平
成

２
６

年
度

）

○
羽

田
空

港
跡

地
を

活
用

し
た

現
代

ア
ー

ト
拠

点

・
世

界
最

高
水

準
の

美
術

修
復

、
梱

包
・
運

搬
、

展
示

業
者

な
ど

の
美

術
関

連
技

術
を

集
積

。
最

先
端

技
術

と
ア

ー
ト

の
融

合
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
施

な
ど

。
・
ア

ジ
ア

を
中

心
と

し
た

外
国

人
富

裕
層

の
開

拓
に

よ
り

、
新

た
な

短
期

滞
在

需
要

を
喚

起
。

訪
日

外
国

人
一

人
当

た
り

の
単

価
（
経

済
効

果
）
の

向
上

。
・
公

主
体

の
手

法
で

は
な

く
、

民
間

や
自

治
体

が
主

体
と

な
っ

て
行

う
取

組
を

国
が

支
援

。

２
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方
向

性
２

：
文

化
芸

術
に

お
け

る
潜

在
的

顧
客

・
担

い
手

の
開

拓

多
様

性
を

包
容

す
る

文
化

の
力

を
活

用
、

障
害

者
、

外
国

人
等

、
あ

ら
ゆ

る
人

々
が

活
躍

す
る

場
を

創
出

し
、

文
化

芸
術

活
動

の
裾

野
を

拡
大

。
・
児
童
生
徒
、
親
子
、
障
害
者
、
高
齢
者
等
を
対
象
と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の

社
会
包
摂
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全
国
展
開

・
障
害
の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
優
れ
た
文
化
芸
術
活
動
の
支
援

方
向

性
３

：
「
文

化
財

で
稼

ぐ
」
力

の
土

台
の

形
成

数
値

目
標

：
２

０
３

０
年

ま
で

に
す

べ
て

の
都

道
府

県
で

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
等

の
取

組
を

実
施

「
文

化
財

活
用

・
理

解
促

進
戦

略
プ

ロ
グ

ラ
ム

2
0
2
0
」
（
仮

称
）
を

年
内

に
策

定
し

、
「
地

域
の

文
化

財
を

一
体

的
に

活
用

す
る

取
組

へ
の

支
援

」等
を

通
じ

て
、

「
文

化
財

」
を

観
光

資
源

と
し

て
開

花
さ

せ
る

。

・
文
化
財
の
解
説
の
多
言
語
化

等
を
通
じ
た
、
我
が
国
の
文
化
・
歴
史
を
体
現
す
る
文
化
財
の
価
値
・
魅
力
の
効
果
的
発
信

・
文
化
財
の
適
切
な
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
修
理

、
建
造
物
等
の
美
装
化

、
文
化
施
設
の
機
能
強
化

に
よ
る
雇
用
創
出
と
と
も
に
観
光
客
を
魅
了
す
る
環
境
の
充
実

等

数
値

目
標

：
２

０
２

０
年

ま
で

に
日

本
遺

産
を

は
じ

め
、

文
化

財
を

中
核

と
す

る
多

様
な

「
稼

ぎ
方

」
を

可
能

と
す

る
観

光
拠

点
を

全
国

２
０

０
拠

点
程

度
整

備

○
文

化
財

を
中

核
と

す
る

観
光

拠
点

の
整

備

大
内

宿
の

茅
葺

き
民

家
群

再
生

（
福

島
県

）
・
地

域
の

文
化

財
の

一
体

的
整

備
を

計
画

的
に

行
い

、
観

光
中

心
の

産
業

構
造

へ
転

換
・
観

光
客

数
は

2
0
年

間
で

約
1
0
0
万

人
増

加
・
収

益
が

修
理

に
つ

な
が

る
循

環
型

の
文

化
財

保
存

・
活

用
事

業
の

継
続

、
地

元
技

術
者

の
育

成

○
投

資
リ

タ
ー

ン
を

見
据

え
た

文
化

財
修

理
・
整

備
の

拡
充

と
美

装
化

姫
路

城
天

守
の

大
規

模
改

修
・
総

事
業

費
3
0
億

円
・
観

覧
料

収
入

2
.9

億
円

（
H

2
6
)→

1
8
.7

億
円

（
H

2
7
） 修

理
中

も
ガ

イ
ダ

ン
ス

施
設

を
設

置

美
装

化

○
わ

か
り

や
す

い
解

説
と

多
言

語
対

応
日

光
東

照
宮

新
宝

物
館

・
東

照
宮

の
歴

史
や

徳
川

家
康

の
生

涯
を

ビ
デ

オ
等

で
上

映
し

、
英

語
テ

ロ
ッ

プ
を

用
い

て
わ

か
り

や
す

く
解

説
・
絵

巻
な

ど
展

示
品

を
デ

ジ
タ

ル
化

し
、

画
面

タ
ッ

チ
に

よ
り

、
日

英
の

解
説

を
表

示

○
歴

史
的

建
造

物
の

活
用

促
進

西
日

本
工

業
倶

楽
部

会
館

国
指

定
重

要
文

化
財

を
結

婚
式

場
等

に
活

用

○
文

化
芸

術
を

活
用

し
た

社
会

包
摂

プ
ロ

グ
ラ

ム
高

齢
者

の
W

S

・
年

間
約

３
０

万
人

が
来

館
。

地
域

の
に

ぎ
わ

い
創

出
に

貢
献

。
・
文

化
芸

術
を

活
用

し
て

、
子

育
て

支
援

、
高

齢
者

の
生

き
が

い
づ

く
り

、
多

文
化

共
生

な
ど

の
地

域
課

に
取

り
組

む
「
ま

ち
元
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文 化 芸 術 推 進 基 本 計 画

― 文化芸術の「 多様な価値」 を活かし て，未来をつく る ―

（  第１ 期 ）

平 成３ ０ 年 ３ 月６ 日
閣 議 決 定

い

【資料１４】 
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第３ 今後５年間の文化芸術政策の基本的な方向性等

○ 上記の四つの目標（「今後の文化芸術政策の目指すべき姿」）を中長期的に

実現するため，第１期文化芸術推進基本計画の期間中（平成30～34年度（2018

～2022 年度）の５年間）においては，国際的な動向も勘案しつつ平成 32 年

（2020 年）及びそれ以降の遺産（レガシー）を意識して，六つの戦略（「今

後５年間の文化芸術政策の基本的な方向性」）を定めることとし，国家戦略

としての文化芸術政策を強力に推し進める。 

○ また，文化芸術基本法に基づく基本計画の効果的かつ着実な推進を図るた

め，「今後５年間に講ずべき文化芸術に関する基本的な施策」を定めること

とし，関係省庁の関連施策や文化芸術基本法において基本的な施策に例示と

して追加された事項を含めて盛り込む。 

○ なお，各施策については，厳しい財政事情に照らして，既存施策の不断の

見直し，効率化や重複施策の統合を進めること等により重点化を図りつつ，

最大限の効果を上げる必要がある。 

－ 12 －
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戦略１ 文化芸術の創造・発展・継承と豊かな文化芸術教育の充実

○ 文化芸術の有する本質的価値を高めるため，芸術家の自由な発想に基づく

創造活動に対して支援を行うとともに，文化芸術を創造し，支える人材の育

成・充実を図るなど，我が国の優れた文化芸術の創造・発展・継承を図る。 

○ 文化の祭典であり，世界が注目する 2020 年東京大会を契機として，我が

国の文化芸術が世界的に正当に評価され，文化芸術の創造活動や芸術に関す

る専門性が生かされる仕事が若者たちの憧れとなり，文化芸術分野の優れた

人材に活躍の場が与えられる好循環が生まれるようにすることを目指す。 

○ 美術分野では，優れた文化芸術の保存，継承，創造，交流，発信の拠点で

ある美術館，博物館を充実する。 

○ 実演芸術分野における，文化芸術団体と劇場，音楽堂等の活動を充実する

とともに，国際的な芸術祭の開催，世界の芸術祭への参加を促進する。また，

IT（Information Technology）やデジタル技術等の活用やメディア芸術7との

連携を図るなど独創性に富んだ実演芸術の推進を図る。 

○ メディア芸術，美術，実演芸術等の作品のアーカイブは，新たな文化や価

値を創造していくための社会的基盤となるものであり，将来にわたって保存

する観点から，文化遺産として保存・継承を図ることが重要である。また，

作品を単純にアーカイブとして保存するだけではなく，人材育成，情報の共

有化，教育・研究分野など，幅広い分野での応用・活用に向けた取組を目指

す。 

○ 障害者等が行う自由な表現活動が活発に行われるような環境を整備する

とともに，文化芸術を創造し，支える人材の育成・充実を図る。 

○ 衣食住を含む暮らしの文化は，古くから生きながらえてきたものだけでな

く，時代とともに変容したり，新たに生まれたりしてきたことや，実演芸術

7映画，漫画，アニメーション及びコンピュータその他の電子機器を利用した芸術のこと。 

文化芸術の創造と発展を図り，我が国の優れた文化芸術を次世代へ確実に

継承するとともに，豊かな文化芸術教育の充実を図る。 

－ 13 －
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や美術，文化財などとも互いに密接に関わりあっているなど分野横断的で，

かつ日本人の生活に深く根ざしているものであり，我が国の文化芸術に広が

りを与え，またそれを支える土台として機能をしている。 

 今後，国が暮らしの文化を振興するに当たり，暮らしの文化の特性に留意

しつつ，調査研究を行い，国が振興を図るべき暮らしの文化の範囲の検討を

行うことが必要である。 

○ 過疎化や少子高齢化等，我が国の社会状況の急激な変化により，地域の衰

退が懸念され，豊かな伝統や文化の継承が危機的な状況にある。文化財の散

逸・消滅の危機へ対応するため，文化財の指定や修理等を適切に実施すると

ともに文化財保護制度について，これからの時代にふさわしいものとするた

めの見直しを進める。 

 また，文化財の保存技術の保存・継承や伝統芸能・民俗芸能等の後継者の

育成，文化財を支える用具・原材料の安定的な確保を目指し，計画的な文化

財の継承を進める。 

○ 文化芸術教育の重要性に鑑み，初等中等教育から高等教育までを通じて，

歴史，伝統，文化に対する理解を深め，これらを尊重する態度や，文化芸術

を愛好する心情，感性などを育み，豊かな心の涵
かん

養を図る。 

○ 我が国の歴史や文化，ふるさとについて理解するに当たって，文化財は欠

くことができないものであることを踏まえ，文化財を積極的に活用した教育

活動の推進に取り組むとともに，子供たちが，可能な限り暮らしの文化や実

演芸術に触れる機会を設けるなど，文化芸術教育の充実を図るため，長期的

な視野での施策の展開が必要である。 

○ 先述（目標１参照）のとおり，文化の基盤として国語の果たす役割や重要

性を踏まえ，個々人はもとより，社会全体としてその重要性を認識し，国語

に対する理解を深め，生涯を通じて国語力を身に付けていくことを目指す。 

○ 著作権等については，先述（目標１参照）の著作権制度の意義や政策推進

の方向性を踏まえ，権利保護と公正な利用のバランスを取りながら施策を展

開していく。その際，近年，社会のデジタル化・ネットワーク化の進展に伴

い，著作物等の創作，流通，利用をめぐる環境が大きく変化し，これらの行

－ 14 －
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為に関わる者の裾野も広がっているとともに，これらの行為は国境を越えて

行われるようになっていることを踏まえ，国際的な視点に留意しつつ，社会

の変化に応じ著作権の保護と著作物等の利活用の在り方を見直すとともに，

必要な制度等の整備を行う。 

また，国民の著作権に関する知識の普及と意識の向上を図るとともに，学

校等における著作権教育の充実を図る。 

－ 15 －
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戦略２ 文化芸術に対する効果的な投資とイノベーションの実現 

○ 我が国が永年育んできた豊かな文化芸術資源の基盤をより強固にするこ

とを目指す。さらに，新たなビジネスモデル，産業や市場（マーケット）の

育成，他分野への活用を促すことにより，新たな文化芸術の価値を創造し，

文化芸術自体のイノベーションを起こす。 

○ 文化芸術関連分野と連携・協働することにより，今ある優れた我が国の文

化芸術を含む多様な分野から新たな文化芸術の価値が創造されるとともに，

最新の科学技術・情報通信技術を活用することにより，複合領域等の新たな

文化芸術が萌
ほう

芽することを目指す。また，我が国の商品やサービスに対する

海外需要の拡大を促すとともに，伝統的工芸品産業やコンテンツ産業等の文

化芸術に関連する産業や市場（マーケット）を育成することを通じて，新た

な文化芸術の価値を創造するなど，文化芸術によるイノベーションを実現す

る。 

○ 世界的にも高い評価を得ている我が国のメディア芸術について，更なる芸

術水準の向上を目指していくことが重要であり，各種施策を通じて積極的に

海外展開していく。また，メディア芸術の将来を担うクリエイターが国際的

に活躍できるようにすることや，国際的な映画祭等で日本人監督が活躍でき

るようにすることなどを通じて，世界に通用する監督等を育成する。 

○ 古美術から近現代美術を含め，日本美術については，国内外の専門家の育

成・交流促進を通じた理解増進に加え，世界的な美術展やアートフェア（見

本市）等の機会を通じて，世界においてその価値を高めていく。 

文化芸術に対する効果的な投資により，我が国の豊かな文化芸術資源を活

用し，さらに複合領域等の文化の萌
ほう

芽，情報通信技術等の活用推進，衣食住

の文化を含む暮らしの文化の振興，文化芸術を活
い

かした観光，文化芸術に関

連する産業や市場（マーケット）の育成等，文化芸術によるイノベーション

を実現する。

－ 16 －
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○ 衣食住の文化を含む暮らしの文化は，実演芸術や美術，文化財などとも互

いに分野横断的に密接に関わっている。また，技術や用具，原材料の維持・

継承などを通じて，暮らしの文化の活動を支えるとともに，ファッション産

業等を含む地場産業が地域活性化に貢献したりするなどの可能性を秘めて

いることから，これらを全体として振興する。 

○ 暮らしの文化の一部である食文化は，例えば和食文化で言えば，我が国の

自然が育んだ食材を選び調理すること，食べる前に「いただきます」と言う

感謝の気持ち，器や調度品などで季節感を楽しむこと等に現れているように，

私たちの生活の様々な場面で見られる「自然の尊重」の精神に立った，食事

のとり方や食に関する習わしである。このため，それぞれの分野で食文化を

支えるヒト・モノの育成に資するよう，それらを食文化全体として振興して

いく必要がある。このような観点から，和食文化の国内外における発信，国

産花きや国産茶の需要拡大，鯨類に係る文化や食習慣等に関する情報発信等

を行う。 

○ 文化財の積極的な保存・活用により，歴史・文化を活かしたまちづくりの

推進，広域周遊観光の促進，新たな観光コンテンツの充実等も含め，地域振

興や観光振興等を通じた地方創生や地域経済の活性化等を進めるとともに，

そのような取組により生まれる社会的・経済的な価値を文化財の継承や地域

の維持発展に役立て，文化財の保存と活用に生かす好循環を創り上げること

を目指す。 

○ 著作権等については，イノベーションの促進のため,我が国の成長戦略の

観点から, 今日,IoT（Internet of Things）・ビッグデータ・人工知能など

の技術革新を活用する「第４次産業革命」に対応した知財システムの構築が

求められていることや，先述（目標２参照）の文化芸術関連産業・市場（マ

ーケット）の育成や文化芸術の基盤整備の重要性を踏まえ，社会経済の動向

を捉えて適時に著作権制度の見直し等に取り組む。 

－ 17 －
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戦略３ 国際文化交流・協力の推進と文化芸術を通じた相互理解・国家ブラン

ディングへの貢献 

○ 国際社会において我が国の国家ブランドを構築していくに当たっては，外

国人が「クール」と捉える日本固有の魅力や海外における日本の文化資源，

優れた日本のコンテンツ等を含め我が国の優れた文化芸術を，在外公館等も

活用しつつ，戦略的かつ積極的に発信し，我が国の存在感の確保，対日理解

の醸成など文化芸術を通じた相互理解，親日層の形成等を図っていく。この

ことは，親日国の形成，親日的な雰囲気の醸成など文化外交上の目的にも資

するとともに，日本産品の輸出拡大，インバウンド観光（訪日外国人観光）

の促進など地方創生にもつながるものである。 

○ 優れた文化プログラムや訪日プロモーション，国立公園の情報発信等を

通じて文化芸術を目的に海外から多くの人が我が国を訪れ地域で国際交流

が行われることは，文化芸術を通じた相互理解につながるとともに，国家ブ

ランディングにも貢献するものである。このため，文化施設や地域観光資源

等の多言語化対応を進めることが重要であるとともに，関係機関等と連携

し，訪日外国人が文化芸術に触れる機会を増やすことを目指す。 

○ 2020 年東京大会開催は我が国の文化を世界に発信する好機である。この

機会を捉え，我が国の文化の魅力を世界にアピールするに足る，独創性，多

様性，国際性にあふれた質の高い文化プロジェクトを推進する。 

○ 2020 年東京大会をはじめとする一連の大型スポーツ・イベントと文化芸

術事業を連動させ，相乗効果を図ることや，外交上の周年事業や，首脳間の

合意等に基づき，効果を最大とするような時期及び国・地域にて，戦略的に

大規模な文化事業を展開する。 

○ 全国各地における海外の芸術家等の受入れや文化プログラムを実施し，地

域における文化活動の活性化を図るとともに，世界の幅広い地域への我が国

の文化人・芸術家等の派遣等や，海外での日本文化紹介・発信事業を通じて，

我が国が有する多様な文化芸術（伝統芸能，日本美術，和食，伝統的工芸品，

2020 年東京大会を契機に，国内外で多彩な文化プログラムが展開され，国

際文化交流・協力を推進するとともに，日本の文化を戦略的かつ積極的に発

信し，文化芸術を通じた相互理解・国家ブランディングへの貢献を図る。 

－ 18 －
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茶道，華道，マンガ及びアニメ等）への理解を促進するため積極的に相互交

流・対外発信を行う。 

○ メディア芸術分野においては，優れた文化的価値を有する我が国のメディ

ア芸術作品の振興を通じて日本ブランドを構築するとともに，国内外におけ

るメディア芸術の認知度を高めること，メディア芸術と他分野との連携を通

じた地方創生，共生社会を実現する。 

○ 美術分野については，トリエンナーレ8等の芸術祭の開催や芸術家・文化

人・学芸員，美術館，博物館等とのネットワーク形成，海外の美術館への支

援，海外における展覧会の開催，解説等の多言語化対応の推進等を通じて，

我が国の優れた作品の情報発信を海外に積極的に行う。

○ 日本語学習者については，海外では約 366 万人（平成 27 年），国内では約

22 万人（平成 28 年）となっており，多くの人々が国内外で日本語を学んで

いる。先述（目標３参照）のとおり，日本語学習者は，我が国の社会や文化

の良き理解者として，我が国と外国との友好関係を構築する橋渡し役となり，

日本文化の国際的な発信者となることが期待されている。国内外で日本語学

習環境を整備し，日本語教育人材の資質・能力の向上を図るなど質の高い日

本語教育を提供していく。 

○ 第４回日中韓文化大臣会合で合意された「上海行動プログラム」に基づき

平成 26 年以降進められてきた日中韓文化都市交流については，日中韓３か

国で選定した都市において，交流を行いつつ，様々な文化芸術活動を実施し

てきたところであり，今後も日中韓を中核として，東アジア圏の都市間の文

化のネットワークの更なる充実を図る。また，東南アジア諸国連合（以下

「ASEAN」という。）や欧州都市との連携に取り組む。 

○ 文化芸術における国際協力については，我が国の知見を生かした文化遺産

国際協力を推進し，人類共通の財産である世界各地の文化遺産の保護に貢献

する。 

○ 著作権等については，著作権侵害発生国政府機関や関係機関との協力等に

より，開発途上国の著作権制度整備に貢献するほか，海外において，著作権

8 ３年に一度行われる芸術祭のこと。 
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に関する普及啓発，著作権侵害対策を講ずるとともに，正規版コンテンツの

流通を促進していく。 
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４  多 な の と の よる社 的 の

○ 「 文化に関する世論調査」（ 平成 28 年内閣府） によると ， 国民が文化芸術

を直接鑑賞し た経験の割合9は全体で 59. 2％であるが， 年齢によっ て鑑賞活

動にばら つき が生じ ている のが現状である 10。 今後は， 年齢や居住地等にか

かわら ず文化芸術活動に触れら れる機会を 確保し ていく こ と が重要である。

また， 地域の芸能・ 祭り への参加や， 習い事等の文化芸術活動を し た経験の

割合11は 28. 1%と 低いこ と から ，人々が日常的に文化芸術活動に慣れ親し み，

参画でき る環境を 整えるこ と が重要である。

なお，18 歳未満の子供や障害者，在留外国人の文化芸術活動の状況につい

ては詳細が把握でき ていないこ と から ，今後，国は， 18 歳未満の子供や障害

者， 在留外国人も 含めた文化芸術活動の状況について， 調査研究するこ と が

必要である。  

○ 文化芸術の社会的価値を 上げる 活動を 文化芸術関係者が積極的に行う な

ど， 文化芸術が一部の愛好者だけのためのも のではなく ， 全ての国民のも の

であると 認識さ れるこ と を目指す。 また， 障害者福祉や児童福祉の観点から

行われる文化芸術活動を 含め， 子供から 高齢者まで， 障害者や在留外国人な

どが生涯を 通じ て， あら ゆる地域で容易に文化芸術活動に触れら れ， 表現活

動を 行う こ と ができ る環境を 整えるよう 促す。 さ ら に， 各地域の歴史や信仰

等に根ざし た多様な文化や， 特色ある地域文化等， 地域の特性に応じ た文化

芸術振興を 図る。  

9 こ の１ 年間に， ホール・ 劇場， 映画館， 美術館・ 博物館などで文化芸術を直接鑑賞し たこ と があるか聞いたと こ ろ，

「 鑑賞し たこ と がある」 と する者の割合 

10 20～29 歳の鑑賞経験率は 75. 4％と なっ ている一方で， 高齢者の鑑賞経験率は 60～69 歳が 55. 7％， 70 歳以上が

45. 4％と なっ ている。 また， 直接鑑賞し なかっ た者に対し ， 美術館や博物館での鑑賞促進策を聞いたと こ ろ ， 「 入場料

が安く なる」 （ 32. 6％） のほか， 「 住んでる地域やその近く に美術館・ 博物館ができ る（ 増える） 」 （ 30. 7％） ， 「 閉

館時間が遅く なり ， 夜間でも 鑑賞でき るよう にする」 （ 19. 2％） 等が挙げら れている。  

11 こ の１ 年間に， 自分で作品を創作し たり ， 習い事を し たり ， あるいはボラ ンティ アと し てこ れら の活動を支援するな

ど， 文化芸術に関わる鑑賞以外の活動をし たこ と があるか聞いたと こ ろ ， 「 活動し たこ と がある」 と する者の割合 

文化芸術活動に触れら れる機会を， 子供から 高齢者まで， 障害者や在留外

国人などが生涯を通じ て， あら ゆる地域で容易に享受でき る 環境を整えるよ

う 促すと と も に， 地域における 多様な文化芸術を 振興する など， 文化による

多様な価値観の形成と 地域の包摂的環境の推進による 文化芸術の社会的価値

の醸成を図る。  
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○ 子供，若者，高齢者，障害者等が主体的に参加し，学ぶことができる体験

型プログラム等のさまざまな取組や地域の学校，非営利団体，福祉施設等の

関係機関等と連携したアウトリーチ活動12やそれぞれの機関が主体的に取り

組む文化芸術活動，施設のバリアフリー化，字幕や音声ガイドの制作，託児

サービス等を通じて，全ての人が生涯を通じて，あらゆる地域で多彩で優れ

た文化芸術活動に触れられ，表現活動を行うことができるようにすることを

目指す。 

○ 現在まで守り伝えられてきた多様な文化財は，日本文化全体の豊かさの基

盤であり，多くの人々が文化財に触れ，我が国の歴史や文化等を深く学ぶこ

とができるよう，全国各地の文化財の確実な継承や鑑賞機会の確保等に努め

る。また，多くの住民が，地域の伝統文化への参画や文化財の継承のための

活動等を通じ，コミュニティとのきずなを深めることができる環境の整備を

目指す。このことは，平成 23 年東日本大震災や平成 28年熊本地震等の被害

からの復興に向けて，地域の力を取り戻す礎となるものである。 

○ 先述（目標３参照）のとおり，日本語は，我が国の社会や文化の基盤であ

り，それを学ぶことは，我が国の社会や文化についての知識得て，その理解

を深めていくことにつながるため，国内外で日本語学習環境を整備し，日本

語教育人材の資質・能力の向上を図るなど質の高い日本語教育を提供してい

く。 

○ 先述（目標３参照）のとおり，著作権制度は，文化芸術の多様な価値観の

形成と地域における包摂的環境の推進に資するものである。特に著作物等の

適正な利用機会の増進に貢献する公共的な性格を有する事業等における著

作物等利用の円滑化を図ることによって，これを一層推進する。 

12 出前授業，出張講座，移動博物館等，利用者のもとへ出向いて実施する様々な教育普及活動のこと。
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戦略５ 多様で高い能力を有する専門的人材の確保・育成 

○ 芸術家等のみならず，文化芸術を支える人材は，我が国の文化芸術の持続

的な発展に不可欠であることから，年齢，性別等が多様で高いスキルを有す

る専門的人材（文化施設・文化芸術団体の経営者，企画・広報やマーケティ

ング等に従事するアートマネジメント人材，企画制作者，舞台技術者・技能

者，美術館，博物館における学芸員・各種専門職員等）を確保する。 

○ 専門人材について，キャリア段階(職業経験)に応じた教育訓練・研修等を

通じて専門性を高め，文化芸術の価値を高める人材を育成し，文化芸術の発

展を目指す。 

○ 文化財の修理等を支える技術・技能の伝承者，学芸員等に関しては，適切

な保存・活用双方の観点から，専門的な知見を持つ人々の育成を進める。 

○ アートマネジメント人材や文化財の修理等の担い手の社会的意義等につ

いての理解を促し，将来の文化芸術の担い手である子供たちが，子供の頃か

ら文化芸術の魅力に触れ，理解を深めることのできる機会の充実を図る。 

○ 地方公共団体においては，地域の歴史や風土に根付いた文化的特色を踏ま

え，その特色を生かした活動を推進すべきであり，地方の文化行政を担う人

材の育成や体制の充実が期待される。 

年齢，性別等が多様で高いスキルを有する専門的人材を確保するとともに，

キャリア段階に応じた教育訓練・研修等人材を育成する。
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戦略６ 地域の連携・協働を推進するプラットフォームの形成 

○ 地域の文化芸術活動を活性化するためには，国，独立行政法人，地方公共

団体，文化芸術団体，文化施設，企業等の民間事業者，芸術家，学校等，社

会福祉施設，非営利団体，中間支援組織，文化ボランティアなどの関係機関

等が相互に連携・協働し，文化芸術のあらゆる現場において創造・活動の場

を広げ，総合的な文化芸術政策を展開することが重要である。また，これら

の関係機関等による対等な立場でのゆるやかな連携・協働を可能にする枠組

みとして多様な連携組織等の地域の連携・協働を推進するプラットフォーム

を形成することを目指す。 

○ こうしたプラットフォームの形成のためには，関係機関等の中でも，文化

芸術団体や文化施設等の職員は積極的な役割を果たすことが求められてお

り，これらが特に継続的に活動するために必要な経営力，企画力，法令順守

対応等のマネジメント力を強化することを目指す。 

○ 文化芸術を一層振興するためには，国や地方の財政が厳しい中，公的財政

による支援のみではなく，社会全体の取組が必要であり，企業等の民間事業

者及び個人からの寄附文化の醸成に向けた取組，文化芸術に係る税制の改善

やその活用に向けた取組の周知，幅広く文化芸術が支援される方策を検討し，

民と官の多様な連携が振興するよう，文化芸術に係る多様な財源を確保する

ことを目指す。 

○ 文化芸術創造都市に取り組む地方公共団体等による全国的・広域的ネット

ワークの充実・強化を図るとともに，海外の創造都市やユネスコ等の関係者

との交流を促すこと，文化芸術の持つ創造性を地域振興，観光・産業振興等

に活用し，地域課題の解決に取り組む活動を推進する。 

○ 文化芸術政策に関する国内外の情報や各種データの収集・分析，将来推計

等の調査研究を通じて，客観的な根拠に基づいた政策立案の機能を強化する。 

全国各地において，国，独立行政法人，地方公共団体，文化芸術団体,文化

施設，企業等の民間事業者等を含む関係機関相互の連携強化を図り，総合的

な文化芸術政策を担いつつ，地域の連携・協働を推進するプラットフォーム

（関係機関等の対等な立場でのゆるやかな連携・協働を可能にする枠組み）

を形成する。 
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園
芸
用
品

/工
具
等

建
築
工
具

, キ
ャン
プ
用
品

ゲ
ー
ム

(宝
くじ
等

)
宝
くじ

, カ
ジ
ノ,

 ス
ロッ
ト

車
用
品

自
動
車
部
品

, ア
クセ
サ
リ

サ
ー
ビ
ス

不
動
産

, 保
険

, ホ
テ
ル

ペ
ット
用
品

ペ
ット
フー
ド,

 ペ
ット
用
玩
具

そ
の
他

-
ソ
フト

/ゲ
ー
ム

/ア
プ

リ
コン
ソ
ー
ル

, モ
バ
イル

音
楽

/ビ
デ
オ

D
VD

, C
D

, ス
トリ
ー
ミン
グ

出
版

書
籍

, 漫
画

, 雑
誌

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

/
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト

(4
4%

)

企
業

ブ
ラ
ン
ド

(2
1%

)

フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
(1

2%
)

ス
ポ
ー
ツ

(1
0%

)

出
版

(7
%

)

大
学

(2
%

)

セ
レ
ブ

(2
%

)
音

楽
(1

%
) ア

ー
ト

(1
%

)

非
営

利

(0
.4

%
)

Gl
ob

al
 L

ic
en

si
ng

 S
ur

ve
yの

プ
ロパ
テ
ィタ
イプ
別
内
訳
の
うち
、

キ
ャラ
クタ
ー

/エ
ン
ター
テ
イメ
ン
トに

お
け
る
商
品
カテ
ゴ
リー
別
市
場
規

模
を
使
用

対 象 外

（ 他 分 野 と 重 複 ）対 象 と す る 商 品 カ テ ゴ リ

北
米

カナ
ダ

ア
メリ
カ

1
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1,
13

5,
42

8 
1,

15
9,

62
2 

1,
18

1,
33

5 
1,

20
3,

49
7 

1,
23

1,
40

2 
1,

25
3,

73
0 

1,
27

7,
43

0 
1,

29
9,

53
7 

93
,6

28
 

95
,7

56
 

97
,4

11
 

98
,9

57
 

10
0,

65
4 

10
1,

59
8 

10
2,

71
4 

10
3,

67
8 

8.
25

%
8.

26
%

8.
25

%
8.

22
%

8.
17

%

8.
10

%

8.
04

%

7.
98

%

7.
80

%

7.
90

%

8.
00

%

8.
10

%

8.
20

%

8.
30

%

0

20
0,

00
0

40
0,

00
0

60
0,

00
0

80
0,

00
0

1,
00

0,
00

0

1,
20

0,
00

0

1,
40

0,
00

0

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

コン
テ
ン
ツの
世
界
市
場
･日
本
市
場
の
規
模

世
界

日
本

（
右
軸
）

世
界
市
場
に
占
め
る
日
本
市
場
の
割
合

（
左
軸
）
市
場
規
模

世
界
・日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
の
規
模

単
位

: 
百
万
米
ドル


20

18
年
の
日
本
の
コン
テ
ン
ツ
市
場
規
模
は
約

10
.6

 兆
円
。世

界
の
コン
テ
ン
ツ
市
場
規
模
は
約

12
8.

8兆
円
。


世
界
市
場
の
拡
大
に
伴
い
、日

本
市
場
が
占
め
る
割
合
は
減
少
傾
向
。

グ
ロー
バ
ル
エ
ン
タテ
イメ
ン
ト&
メデ
ィア
ア
ウ
トル
ック

(P
w

C)
、グ
ロー
バ
ル
ライ
セ
ン
シ
ン
グ
調
査

20
19

(ラ
イセ
ン
シ
ン
グ
イン
ター
ナ
シ
ョナ
ル
）
等
を
用
い
て
経
済
産
業
省
が
作
成

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

ア
ジ
ア
太
平
洋

32
0,

77
9

33
7,

86
6

34
9,

37
1

36
3,

29
3

37
8,

08
5

39
1,

36
1

40
5,

17
9

41
8,

13
6

北
米

41
9,

56
4

42
0,

66
1

42
3,

10
5

42
4,

42
4

42
8,

84
4

43
0,

20
1

43
2,

94
1

43
4,

50
2

中
南
米

52
,6

58
52

,6
41

54
,4

01
56

,1
17

58
,1

79
60

,0
25

61
,3

67
63

,1
77

欧
州

31
6,

26
9

32
1,

14
8

32
6,

25
2

33
0,

42
7

33
6,

04
8

34
0,

83
7

34
5,

62
1

35
0,

34
0

中
東
・
ア
フ
リ
カ

26
,1

59
27

,3
07

28
,2

05
29

,2
35

30
,2

47
31

,3
06

32
,3

21
33

,3
82

2

※
1米

ドル
＝

10
9円

で
換
算
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（
地
域
別
）
世
界
の
コン
テ
ン
ツ
市
場
の
増
加
率


世
界
市
場
の
地
域
別
の
増
加
率
（
年
別
）
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
等
の
方
が
北
米
や
欧
州
よ
りも
高
い
傾
向
。

0.
0%

0.
5%

1.
0%

1.
5%

2.
0%

2.
5%

3.
0%

3.
5%

4.
0%

4.
5%

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

世
界
市
場
の
地
域
別
の
増
加
率
（
年
別
）
の
比
較

ア
ジ
ア
太
平
洋

欧
州

北
米

中
南
米

中
東
・ア
フリ
カ

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

ア
ジ
ア
太
平
洋

3.
5%

4.
1%

4.
2%

3.
6%

3.
6%

3.
3%

欧
州

1.
6%

1.
3%

1.
7%

1.
4%

1.
4%

1.
4%

北
米

0.
5%

0.
2%

1.
0%

0.
2%

0.
6%

0.
3%

中
南
米

3.
6%

3.
3%

3.
9%

3.
4%

2.
3%

3.
1%

中
東
・
ア
フ
リ
カ

3.
5%

3.
8%

3.
6%

3.
7%

3.
4%

3.
4%

グ
ロー
バ
ル
エ
ン
タテ
イメ
ン
ト&
メデ
ィア
ア
ウ
トル
ック

(P
w

C)
、グ
ロー
バ
ル
ライ
セ
ン
シ
ン
グ
調
査

20
19

(ラ
イセ
ン
シ
ン
グ
イン
ター
ナ
シ
ョナ
ル
）
等
を
用
い
て
経
済
産
業
省
が
作
成

3
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7,
50

9 
7%

31
,1

54
 

30
%

35
,2

97
 

34
%

21
,2

49
 

21
%

8,
46

9 
8%

89
,8

21
 

8%

35
0,

94
9 

33
%

46
6,

31
5 

44
%

75
,5

92
 

7%
84

,3
54

 
8%

10
2,

84
4 

9%

33
8,

41
6 

29
%

51
9,

88
6 

44
%

12
4,

42
7 

10
%

95
,9

42
 

8%

世
界
・日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野
別
の
割
合

日
本

世
界

20
14
年

20
18
年

20
23
年


世
界
市
場
・日
本
市
場
共
に
、映

像
・ゲ
ー
ム
（
広
義
の
映
像
）
が
大
半
を
占
め
る
。特

に
ゲ
ー
ム
の
割
合
が
高
い
増
加
傾
向
。

グ
ロー
バ
ル
エ
ン
タテ
イメ
ン
ト&
メデ
ィア
ア
ウ
トル
ック

(P
w

C)
、グ
ロー
バ
ル
ライ
セ
ン
シ
ン
グ
調
査

20
19

(ラ
イセ
ン
シ
ン
グ
イン
ター
ナ
シ
ョナ
ル
）
等
を
用
い
て
経
済
産
業
省
が
作
成

単
位
：
百
万
米
ドル

キ
ャラ
クタ
ー

音
楽

ゲ
ー
ム

映
像

出
版

12
0,

75
8 

9%

32
7,

19
4 

25
%

57
6,

37
2 

45
%

17
2,

66
3 

13
%

10
2,

74
3 

8%

6,
91

9 
8%

34
,4

77
 

40
%

28
,4

53
 

33
%

9,
88

6 
11

%

6,
95

3 
8%

7,
49

2 
8%

33
,0

85
 

34
%

32
,3

39
 

33
%

16
,5

86
 

17
%

7,
90

8 
8%

4
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6,
95

3 
7,

22
5 

7,
50

7 
7,

80
1 

7,
90

8 
8,

01
7 

8,
12

8 
8,

24
0 

8,
35

4 
8,

46
9 

9,
88

6
11

,2
52

13
,3

95
15

,1
67

16
,5

86
17

,7
34

18
,6

51
19

,5
85

20
,4

05
21

,2
49

34
,4

77
34

,3
16

33
,8

94
33

,5
01

33
,0

85
32

,7
17

32
,2

73
31

,8
86

31
,5

16
31

,1
54

28
,4

53
29

,5
01

31
,4

91
32

,0
34

32
,3

39
32

,9
42

33
,9

93
34

,2
60

34
,8

33
35

,2
97

6,
91

9
7,

18
3

7,
34

0
7,

25
2

7,
49

2
7,

54
7

7,
60

9
7,

62
7

7,
60

7
7,

50
9

86
,6

89
89

,4
76

93
,6

28
95

,7
56

97
,4

11
98

,9
57

10
0,

65
4

10
1,

59
8

10
2,

71
4

10
3,

67
8

0

20
,0

00

40
,0

00

60
,0

00

80
,0

00

10
0,

00
0

12
0,

00
0

14
0,

00
0

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

日
本

（
年
別
）
世
界
・日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
分
野
別
の
割
合
の
推
移

84
,3

54
 

87
,6

51
 

91
,0

77
 

94
,6

37
 

95
,9

42
 

97
,2

65
 

98
,6

07
 

99
,9

67
 1

01
,3

45
 1

02
,7

43
 

75
,5

92
87

,3
44

10
0,

52
0

11
4,

92
0

12
4,

42
7

13
5,

52
0

14
5,

47
4

15
4,

80
3

16
3,

69
7

17
2,

66
3

35
0,

94
9

34
8,

27
0

34
6,

28
0

34
1,

42
9

33
8,

41
6

33
6,

14
9

33
3,

89
6

33
1,

72
4

32
9,

48
3

32
7,

19
4

46
6,

31
5

48
5,

55
7

50
2,

92
4

51
0,

27
2

51
9,

88
6

52
7,

81
2

54
2,

52
3

55
2,

43
5

56
4,

97
2

57
6,

37
2

89
,8

21
91

,7
15

94
,8

00
98

,5
42

10
2,

84
4

10
6,

93
3

11
1,

08
7

11
4,

99
0

11
8,

12
4

12
0,

75
8

1,
06

7,
03

21,
10

0,
53

81,
13

5,
59

91,
15

9,
80

01,
18

1,
51

51,
20

3,
68

01,
23

1,
58

71,
25

3,
91

81,
27

7,
62

11,
29

9,
73

0

0

20
0,

00
0

40
0,

00
0

60
0,

00
0

80
0,

00
0

1,
00

0,
00

0

1,
20

0,
00

0

1,
40

0,
00

0

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

世
界

グ
ロー
バ
ル
エ
ン
タテ
イメ
ン
ト&
メデ
ィア
ア
ウ
トル
ック

(P
w

C)
、グ
ロー
バ
ル
ライ
セ
ン
シ
ン
グ
調
査

20
19

(ラ
イセ
ン
シ
ン
グ
イン
ター
ナ
シ
ョナ
ル
）
等
を
用
い
て
経
済
産
業
省
が
作
成

単
位
：
百
万
米
ドル

キ
ャラ
クタ
ー

音
楽

ゲ
ー
ム

映
像

出
版

5
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84
4,

66
9 

71
%

35
2,

31
8 

29
%

86
2,

29
4 

88
%

12
0,

38
4 

12
%

単
位

: 
百
万
米
ドル

日
本

世
界

グ
ロー
バ
ル
エ
ン
タテ
イメ
ン
ト&
メデ
ィア
ア
ウ
トル
ック

(P
w

C)
、グ
ロー
バ
ル
ライ
セ
ン
シ
ン
グ
調
査

20
19

(ラ
イセ
ン
シ
ン
グ
イン
ター
ナ
シ
ョナ
ル
）
等
を
用
い
て
経
済
産
業
省
が
作
成

67
,1

45
 

84
%

12
,5

90
 

16
%

66
,0

49
 

74
%

23
,4

53
 

26
%

61
,8

03
 

65
%

33
,4

06
 

35
%

85
5,

43
4 

79
%

23
0,

13
9 

21
%


世
界
市
場
に
お
い
て
も
日
本
市
場
に
お
い
て
も
、フ
ィジ
カル
市
場
が
減
少
す
る
一
方
で
デ
ジ
タル
市
場
の
拡
大
が
続
く。

世
界
・日
本
の
コ
ン
テ
ン
ツ
市
場
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

/フ
ィジ
カ
ル
別
の
割
合

20
14
年

20
18
年

20
23
年

6

フィ
ジ
カル

デ
ジ
タル
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世
界
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
デ
ジ
タ
ル
市
場
・フ
ィジ
カ
ル
市
場
の
推
移

単
位

: 
百
万
米
ドル

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

音
楽

80
,8

14
 

81
,7

31
 

82
,6

14
 

83
,4

61
 

85
,0

81
 

86
,2

97
 

87
,8

41
 

89
,5

08
 

90
,8

69
 

92
,1

69
 

出
版

31
2,

05
0 

30
3,

76
9 

29
6,

49
0 

28
6,

34
8 

27
8,

45
0 

27
1,

49
8 

26
4,

94
3 

25
8,

76
9 

25
2,

79
8 

24
7,

13
0 

映
像

44
9,

19
3 

46
2,

79
4 

47
2,

44
2 

47
0,

47
0 

47
1,

41
0 

47
0,

63
5 

47
6,

68
0 

47
8,

34
1 

48
2,

58
4 

48
5,

74
2 

ゲ
ー
ム

20
,2

37
 

20
,2

80
 

20
,2

00
 

20
,3

77
 

20
,4

93
 

20
,5

16
 

20
,4

05
 

20
,2

06
 

19
,9

86
 

19
,6

27
 

合
計

86
2,

29
4 

86
8,

57
4 

87
1,

74
5 

86
0,

65
6 

85
5,

43
4 

84
8,

94
5 

84
9,

87
0 

84
6,

82
5 

84
6,

23
7 

84
4,

66
9 

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

音
楽

9,
00

7 
9,

98
4 

12
,1

86
 

15
,0

81
 

17
,7

63
 

20
,6

36
 

23
,2

46
 

25
,4

81
 

27
,2

55
 

28
,5

88
 

出
版

38
,8

99
 

44
,5

01
 

49
,7

90
 

55
,0

81
 

59
,9

66
 

64
,6

51
 

68
,9

53
 

72
,9

55
 

76
,6

85
 

80
,0

64
 

映
像

17
,1

22
 

22
,7

63
 

30
,4

82
 

39
,8

02
 

48
,4

76
 

57
,1

78
 

65
,8

43
 

74
,0

94
 

82
,3

88
 

90
,6

31
 

ゲ
ー
ム

55
,3

54
 

67
,0

64
 

80
,3

20
 

94
,5

43
 1

03
,9

34
 1

15
,0

04
 1

25
,0

68
 1

34
,5

96
 1

43
,7

11
 1

53
,0

36
 

合
計

12
0,

38
4 

14
4,

31
2 

17
2,

77
8 

20
4,

50
7 

23
0,

13
9 

25
7,

46
9 

28
3,

11
0 

30
7,

12
6 

33
0,

03
9 

35
2,

31
8 

グ
ロー
バ
ル
エ
ン
タテ
イメ
ン
ト&
メデ
ィア
ア
ウ
トル
ック

(P
w

C)
、グ
ロー
バ
ル
ライ
セ
ン
シ
ン
グ
調
査

20
19

(ラ
イセ
ン
シ
ン
グ
イン
ター
ナ
シ
ョナ
ル
）
等
を
用
い
て
経
済
産
業
省
が
作
成

86
2,

29
4 86

8,
57

4 87
1,

74
5 86

0,
65

6 85
5,

43
4 84

8,
94

5 84
9,

87
0 84

6,
82

5 84
6,

23
7 84

4,
66

9 

010
0,

00
0

20
0,

00
0

30
0,

00
0

40
0,

00
0

50
0,

00
0

60
0,

00
0

70
0,

00
0

80
0,

00
0

90
0,

00
0

1,
00

0,
00

0

0

10
0,

00
0

20
0,

00
0

30
0,

00
0

40
0,

00
0

50
0,

00
0

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

［
世
界
］
フィ
ジ
カル
コン
テ
ン
ツ市

場
の
推
移

12
0,

38
4 14

4,
31

2 17
2,

77
8 20

4,
50

7 23
0,

13
9 25

7,
46

9 28
3,

11
0 30

7,
12

6 33
0,

03
9 35

2,
31

8 

010
0,

00
0

20
0,

00
0

30
0,

00
0

40
0,

00
0

50
0,

00
0

60
0,

00
0

70
0,

00
0

80
0,

00
0

90
0,

00
0

1,
00

0,
00

0

0

10
0,

00
0

20
0,

00
0

30
0,

00
0

40
0,

00
0

50
0,

00
0

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

［
世
界
］
デ
ジ
タル
コン
テ
ン
ツ市

場
の
推
移

合
計

音
楽

ゲ
ー
ム

映
像

出
版

（
右
軸
）

（
左
軸
）

7
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日
本
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
デ
ジ
タ
ル
市
場
・フ
ィジ
カ
ル
市
場
の
推
移

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

音
楽

6,
24

6 
6,

45
9 

6,
50

6 
6,

35
2 

6,
47

0 
6,

39
6 

6,
30

2 
6,

18
0 

6,
05

4 
5,

91
9 

出
版

31
,5

41
 

30
,7

36
 

29
,8

12
 

28
,9

51
 

28
,1

35
 

27
,4

21
 

26
,7

02
 

26
,0

71
 

25
,5

09
 

25
,0

12
 

映
像

26
,7

94
 

27
,4

43
 

28
,9

21
 

28
,9

87
 

28
,8

82
 

28
,9

24
 

29
,2

62
 

28
,9

09
 

28
,8

46
 

28
,6

89
 

ゲ
ー
ム

2,
56

4 
2,

58
3 

2,
54

2 
2,

55
6 

2,
56

2 
2,

52
0 

2,
44

6 
2,

36
2 

2,
27

7 
2,

18
3 

合
計

67
,1

45
 

67
,2

20
 

67
,7

82
 

66
,8

46
 

66
,0

49
 

65
,2

60
 

64
,7

12
 

63
,5

22
 

62
,6

86
 

61
,8

03
 

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

音
楽

67
3 

72
4 

83
4 

90
0 

1,
02

2 
1,

15
1 

1,
30

7 
1,

44
7 

1,
55

3 
1,

58
9 

出
版

2,
93

6 
3,

58
0 

4,
08

2 
4,

55
1 

4,
95

1 
5,

29
6 

5,
57

1 
5,

81
5 

6,
00

7 
6,

14
2 

映
像

1,
65

9 
2,

05
8 

2,
57

0 
3,

04
7 

3,
45

7 
4,

01
8 

4,
73

1 
5,

35
2 

5,
98

6 
6,

60
8 

ゲ
ー
ム

7,
32

2 
8,

66
9 

10
,8

52
 

12
,6

11
 

14
,0

24
 

15
,2

15
 

16
,2

05
 

17
,2

23
 

18
,1

29
 

19
,0

67
 

合
計

12
,5

90
 

15
,0

31
 

18
,3

38
 

21
,1

09
 

23
,4

53
 

25
,6

80
 

27
,8

14
 

29
,8

36
 

31
,6

75
 

33
,4

06
 

67
,1

45
 67

,2
20

 67
,7

82
 66

,8
46

 66
,0

49
 65

,2
60

 64
,7

12
 63

,5
22

 62
,6

86
 61

,8
03

 

010
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

60
,0

00

70
,0

00

80
,0

00

90
,0

00

10
0,

00
0

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

［
日
本
］
フィ
ジ
カル
コン
テ
ン
ツ市

場
の
推
移

12
,5

90
 15

,0
31

 18
,3

38
 21

,1
09

 23
,4

53
 25

,6
80

 2
7,

81
4 29

,8
36

 31
,6

75
 33

,4
06

 

010
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

60
,0

00

70
,0

00

80
,0

00

90
,0

00

10
0,

00
0

0

10
,0

00

20
,0

00

30
,0

00

40
,0

00

50
,0

00

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

20
23

［
日
本
］
デ
ジ
タル
コン
テ
ン
ツ市

場
の
推
移

単
位

: 
百
万
米
ドル

グ
ロー
バ
ル
エ
ン
タテ
イメ
ン
ト&
メデ
ィア
ア
ウ
トル
ック

(P
w

C)
、グ
ロー
バ
ル
ライ
セ
ン
シ
ン
グ
調
査

20
19

(ラ
イセ
ン
シ
ン
グ
イン
ター
ナ
シ
ョナ
ル
）
等
を
用
い
て
経
済
産
業
省
が
作
成

合
計

音
楽

ゲ
ー
ム

映
像

出
版

（
右
軸
）

（
左
軸
）

8
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グ
ロー
バ
ル
エ
ン
タテ
イメ
ン
ト&
メデ
ィア
ア
ウ
トル
ック

(P
w

C)
、グ
ロー
バ
ル
ライ
セ
ン
シ
ン
グ
調
査

20
19

(ラ
イセ
ン
シ
ン
グ
イン
ター
ナ
シ
ョナ
ル
）
等
を
用
い
て
経
済
産
業
省
が
作
成

世
界
・日
本
に
お
け
る
コン
テ
ン
ツ
の
デ
ジ
タ
ル
市
場
・フ
ィジ
カ
ル
市
場
の
年
平
均
成
長
率

-0
.5

%

16
.8

%

-0
.1

%

8.
2%

1.
3%

21
.2

%

1.
7%

8.
5%

-2
.9

%

10
.5

%

-2
.3

%

5.
5%

0.
6%

28
.7

%

0.
8%

12
.2

%

0.
3%

15
.7

%

-1
.1

%

7.
4%

-5
.0

%
0.

0%
5.

0%
10

.0
%

15
.0

%
20

.0
%

25
.0

%
30

.0
%

35
.0

%

フ
ィ
ジ
カ
ル

デ
ジ
タ
ル

フ
ィ
ジ
カ
ル

デ
ジ
タ
ル

20
15

-2
01

8
20

19
-2

02
3

デ
ジ
タル

フィ
ジ
カル

デ
ジ
タル

フィ
ジ
カル

-0
.6

%

16
.0

%

-1
.4

%

6.
8%

0.
1%

12
.2

%

-1
.9

%

8.
4%

-2
.9

%

11
.4

%

-2
.3

%

3.
8%

1.
7%

18
.9

%

-0
.2

%

13
.2

%

-0
.3

%

17
.4

%

-3
.5

%

5.
8%

-5
.0

%
0.

0%
5.

0%
10

.0
%

15
.0

%
20

.0
%

25
.0

%
30

.0
%

35
.0

%

フ
ィ
ジ
カ
ル

デ
ジ
タ
ル

フ
ィ
ジ
カ
ル

デ
ジ
タ
ル

デ
ジ
タル

フィ
ジ
カル

デ
ジ
タル

フィ
ジ
カル

世
界

日
本
拡
大
が
続
くデ
ジ
タル
市
場
に
お
け
る
年
平
均
成
長
率
（

CA
GR
）
は
、概

して
世
界
市
場
の
方
が
高
い
。

音
楽

ゲ
ー
ム

映
像

出
版

合
計

9
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大
阪
府

平
成

2
8
（

2
0

1
6
）
年
１
１
月

第
4
次
大
阪
府
文
化
振
興
計
画

【資料１６】 
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Ⅰ
第

4
次
大
阪
府
文
化
振
興
計
画
に
つ
い
て

(１
)策
定
趣
旨
（
基
本
的
考
え
方
）

大
阪
府
文
化
振
興
条
例
（
平
成

1
7
年
４
月
施
行
）
の
前
文
に
あ
る
と
お
り
、
大
阪
は
、
い
に
し
え
よ
り
難
波
の
宮
の
時
代
を
経
て
現
代
に
至
る
ま

で
、
東
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
諸
外
国
の
文
明
や
文
化
の
交
流
の
た
め
の
表
玄
関
と
し
て
、
わ
が
国
の
文
化
の
形
成
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た

す
と
と
も
に
、
多
様
な
文
化
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
上
方
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
独
自
の
文
化
を
育
み
、
府
民
は
こ
れ
を
誇
り
と
し

て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
大
阪
府
で
は
、
大
阪
府
文
化
振
興
条
例
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
３
次
に
わ
た
る
「
大
阪
府
文
化
振
興
計
画
」
を
策
定
し
、
「
文
化
自

由
都
市
、
大
阪
」
を
目
指
す
べ
き
将
来
像
と
し
て
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
着
実
に
文
化
施
策
の
推
進
に
取
組
ん
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
大
阪
の
文
化
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
芸
術
文
化
の
担
い
手
や
劇
場
、
ホ
ー
ル
等
の
発
表
の
場
が
少
な
い
こ
と
等
に
よ
っ
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

小
さ
く
な
り
、
文
化
へ
の
寄
付
も
減
少
傾
向
と
な
る
な
ど
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人
材
の
発
掘
や
育
成
、
発
表
の
場
の
確
保
等
を

通
じ
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
振
興
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
に
よ
り
、
府
民
や
企
業
か
ら
の
寄
附
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
み
ん

な
で
大
阪
の
文
化
を
支
え
、
育
て
て
い
く
好
循
環
を
作
り
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
等
、
人
や
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題
の
改
善
や
解
決
に
あ
た
っ
て
、
文
化
の
有
す
る
力
を
積
極
的
に
活
用
す
る
な

ど
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
よ
り
広
範
な
分
野
に
お
い
て
、
文
化
が
果
た
す
役
割
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、

2
0

2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、
大
阪
の
文
化
の
素
晴
ら
し
さ
を
国
内
は
も
と
よ
り
、
世
界
へ
発
信
す
る
好
機
で
あ

り
、
国
内
外
の
多
く
の
人
が
大
阪
に
集
い
、
交
流
す
る
こ
と
に
よ
り
、
文
化
を
は
じ
め
、
都
市
魅
力
全
体
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
、
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
。
今
回
策
定
す
る
「
第
４
次
大
阪
府
文
化
振
興
計
画
」
に
お
い
て
は
、
前
計
画
の
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
上
記
の
観
点
を
踏
ま
え
た
内
容
と
し
、
大
阪

市
と
共
通
ビ
ジ
ョ
ン
の
も
と
、
文
化
施
策
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

な
お
、
「
第
４
次
大
阪
府
文
化
振
興
計
画
」
の
う
ち
、
都
市
魅
力
の
推
進
に
か
か
る
施
策
は
、
「
大
阪
都
市
魅
力
創
造
戦
略

2
0

2
0
」
（
平
成

2
8

年
1

1
月
策
定
）
に
お
い
て
も
位
置
づ
け
て
取
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。

(２
)計
画
期
間

平
成

2
8
年
度
か
ら
平
成

3
2
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
ま
す
。

な
お
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
に
伴
い
、
計
画
期
間
内
で
も
内
容
を
適
宜
見
直
し
ま
す
。

１
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①
大
阪
が
誇
る
上

方
伝
統
芸
能
を
活
用

し
た
魅
力
発
信

②
大
阪
の
ブ
ラ
ン

ド
力
を
活
用
し
た
都

市
の
魅
力
向
上
と
新

た
な
文
化
の
創
造

③
大
阪
府
内
全
域

を
活
用
し
た
文
化
事

業
の
推
進

自
由
で
多
彩
な

文
化
活
動

（
B
）
「
都
市
の
た
め
の
文
化
」

「
文
化
自
由
都
市
、
大
阪
」

（
A
）
「
文
化
創
造
の
基
盤
づ
く
り
」

（
C
）
「
社
会
の
た
め
の
文
化
」

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
文
化
を
享
受
で
き
る
都
市

あ
ら
ゆ
る
人
々
が
文
化
を
通
じ
て
い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
都
市

目
指
す
将
来
像

理
念

施
策
の
方
向
性

推
進
に
向
け
て

①
教
育
、
福
祉
、

ま
ち
づ
く
り
等
の
あ

ら
ゆ
る
施
策
分
野
へ

の
活
用

①
芸
術
文
化
を
創
造
し
、
支
え

る
人
材
の
育
成
・
支
援
の
充
実

②
将
来
の
社
会
の
担
い
手
と
な

る
青
少
年
の
育
成

③
芸
術
文
化
拠
点
の
充
実
と
府
民

意
識
の
醸
成
等

発
展

拡
大

・
公
益
性
が
高
い
が
収
益
性
が
低
い
た
め
、
民
間
で
は
取
り
組
む
こ
と
が
難
し
い
文
化
創
造

の
基
盤
づ
く
り
や
地
域
課
題
の
改
善
・
解
決
等
の
領
域
を
中
心
に
担
う

・
公
共
空
間
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
、
モ
デ
ル
的
な
施
策
の
展
開

・
広
域
自
治
体
と
し
て
の
総
合
調
整

計
画
期
間
：
平
成

2
8
年
度
～
平
成

3
2
年
度

誘
導
・
展
開

文
化
振
興
の
好
循
環

誘
導
・
展
開

発
展
拡
大

②
文
化
関
係
機
関

等
の
連
携
強
化

③
ス
ポ
ー
ツ
と
の

連
携
に
よ
る
地
域
活

性
化

大
阪
が
誇
る
文
化
力
を
活
用
し
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市 ・
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
運
営
体
制
の
強
化
に
取
組
み
、
企
画
調
査
機
能
を
向
上

・
“
大
阪
な
ら
で
は
”
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
事
業

の
展
開

・
府
内
全
域
で
の
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
推
進
等

・
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
活
用

【
府
の
役
割
】

【
評
価
・
推
進
体
制
】

2
0

2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
取
組
み

（
３
）
計
画
の
全
体
概
要
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Ⅳ
施
策
の
方
向
性

府
民
一
人
ひ
と
り
の
自
主
性
や
創
造
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
人
材
の
育
成
や
府
民
意
識
の
醸
成
等
、
次
の
施
策
に
取

組
み
ま
す
。

①
芸
術
文
化
を
創
造
し
、
支
え
る
人
材
の
育
成
・
支
援
の
充
実

②
将
来
の
社
会
の
担
い
手
と
な
る
青
少
年
の
育
成

③
芸
術
文
化
拠
点
の
充
実
と
府
民
意
識
の
醸
成
等

基
本
方
向
Ａ
「
文
化
創
造
の
基
盤
づ
く
り
」

基
本
方
向
Ｃ
「
社
会
の
た
め
の
文
化
」

基
本
方
向
Ｂ
「
都
市
の
た
め
の
文
化
」

2
0

2
0
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
大
阪
の
文
化
の
魅
力
発
信
や
府
内
全
域
に

お
け
る
文
化
事
業
の
推
進
等
、
次
の
施
策
に
取
組
み
ま
す
。

①
大
阪
が
誇
る
上
方
伝
統
芸
能
を
活
用
し
た
魅
力
発
信

②
大
阪
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
活
用
し
た
都
市
の
魅
力
向
上
と
新
た
な
文
化
の
創
造

③
大
阪
府
内
全
域
を
活
用
し
た
文
化
事
業
の
推
進

人
や
地
域
の
課
題
の
改
善
や
解
決
に
向
け
て
、
芸
術
文
化
の
担
い
手
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
団
体
、
企
業
、
大
学
等
と
連

携
を
図
り
つ
つ
、
シ
ス
テ
ム
整
備
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
等
、
次
の
施
策
に
取
組
み
ま
す
。

①
教
育
、
福
祉
、
ま
ち
づ
く
り
等
の
あ
ら
ゆ
る
施
策
分
野
へ
の
活
用

②
文
化
関
係
機
関
等
の
連
携
強
化

③
ス
ポ
ー
ツ
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
活
性
化

本
計
画
で
は
、
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
文
化
の
振
興
施
策
を
体
系
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
Ａ
「
文
化
創
造
の

基
盤
づ
く
り
」
、
Ｂ
「
都
市
の
た
め
の
文
化
」
、
Ｃ
「
社
会
の
た
め
の
文
化
」
の
３
つ
の
基
本
方
向
を
定
め
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
下
に
施
策
（
９
分
野
）
を
位
置
付
け
ま
す
。

５
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施
策
Ａ
－
①
「
芸
術
文
化
を
創
造
し
、
支
え
る
人
材
の
育
成
・
支
援
の
充
実
」

基
本
方
向
Ａ
「
文
化
創
造
の
基
盤
づ
く
り
」

（
主
な
内
容
）

○
大
阪
に
は
優
れ
た
文
化
事
業
は
あ
る
も
の
の
、
分
野
間
の
交
流
が
な
く
、
個
々
の
文
化
事
業
が
“
タ
コ
ツ
ボ

化
”
し
て
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
ず
、
事
業
を
作
り
出
す
人
材
も
不
足
気
味
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

○
大
阪
の
優
れ
た
文
化
事
業
を
結
集
し
、
国
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
の
担
い
手
（
若
手
プ
ロ

デ
ュ
ー
サ
ー
等
）
を
発
掘
し
、
育
成
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
同
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
連
携
し
て
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ら
が
作
品
を
発
表
し
、
情
報
を
発
信
で
き
る
た
め
の
機
会
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

○
府
民
に
優
れ
た
芸
術
文
化
の
鑑
賞
機
会
等
を
提
供
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
を
図
る
た
め
、
府
内
の
芸
術
文
化
団

体
が
行
う
活
動
に
対
す
る
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
審
査
や
評
価
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、

効
果
的
に
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

○
障
が
い
者
の
創
作
活
動
や
展
示
等
を
推
進
し
、
障
が
い
者
の
文
化
活
動
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

６
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施
策
Ａ
－
②
「
将
来
の
社
会
の
担
い
手
と
な
る
青
少
年
の
育
成
」

（
主
な
内
容
）

○
芸
術
文
化
に
は
、
子
ど
も
や
青
少
年
の
豊
か
な
感
性
や
創
造
性
を
育
み
、
自
己
表
現
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
を
高
め
る
力
が
あ
り
ま
す
。

○
こ
う
し
た
子
ど
も
や
青
少
年
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る
た
め
、
学
校
に
お
け
る
授
業
や
地
域
活
動
等
を
通
じ
て

優
れ
た
芸
術
文
化
に
触
れ
、
豊
か
な
感
性
や
創
造
性
を
育
む
た
め
の
機
会
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

○
府
内
の
子
ど
も
や
青
少
年
が
、
芸
術
文
化
活
動
に
参
加
し
、
発
表
す
る
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
団
体
又
は
個

人
が
行
う
芸
術
文
化
活
動
へ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
の
審
査
や
評
価
を
踏
ま
え
、
引
き
続

き
、
効
果
的
に
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

７

基
本
方
向
Ａ
「
文
化
創
造
の
基
盤
づ
く
り
」
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施
策
Ａ
－
③
「
芸
術
文
化
拠
点
の
充
実
と
府
民
意
識
の
醸
成
等
」

（
主
な
内
容
）

○
劇
場
、
ホ
ー
ル
等
は
芸
術
文
化
を
継
承
し
、
創
造
し
、
発
信
す
る
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育

成
や
社
会
参
加
の
機
会
を
開
く
な
ど
、
様
々
な
機
能
を
有
し
て
い
ま
す
。
官
民
が
適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
相

互
に
協
力
し
な
が
ら
、
劇
場
、
ホ
ー
ル
等
の
設
置
や
立
地
誘
導
に
努
め
ま
す
。

○
府
内
各
地
域
に
お
い
て
、
人
々
の
暮
ら
し
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
多
様
で
特
色
あ
る
大
阪
の
文
化
に
つ
い
て
、

府
民
が
誇
り
を
持
ち
、
文
化
活
動
へ
の
参
加
が
進
む
よ
う
、
府
内
の
文
化
情
報
を
し
っ
か
り
と
発
信
し
て
い
く
ほ

か
、
「
な
に
わ
な
ん
で
も
大
阪
検
定
」
等
を
通
じ
て
、
よ
り
一
層
府
民
意
識
を
醸
成
し
て
い
き
ま
す
。

○
大
阪
に
は
、
公
に
頼
ら
ず
、
町
衆
が
ま
ち
を
つ
く
り
、
文
化
を
育
て
て
き
た
気
風
が
今
な
お
息
づ
い
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
大
阪
の
文
化
を
支
え
る
た
め
、
売
上
金
の
一
部
が
寄
付
さ
れ
る
「
メ
セ
ナ
自
動
販
売
機
」
等
の
設
置
や

「
L
o
v
in

g
 O

S
A

K
A

 納
税
」
（
ふ
る
さ
と
納
税
）
へ
の
呼
び
か
け
等
、
既
存
の
仕
組
み
を
最
大
限
に
活
用
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
ア
ー
ツ
カ
ウ
ン
シ
ル
と
と
も
に
フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
等
、
文
化
事
業
の
内
容
に
応
じ
た
資

金
獲
得
手
法
の
研
究
を
進
め
、
具
体
化
を
図
り
ま
す
。

○
文
化
財
の
種
別
や
特
性
に
応
じ
て
、
計
画
的
な
修
復
、
防
災
対
策
等
そ
の
他
の
保
存
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
、

文
化
財
の
適
切
な
状
態
で
の
保
存
・
継
承
を
図
る
と
と
も
に
、
文
化
財
の
定
期
公
開
や
修
理
現
場
公
開
、
学
校
連

携
の
促
進
等
、
多
様
な
公
開
・
活
用
手
法
の
実
践
に
よ
り
、
府
民
が
文
化
財
に
親
し
む
機
会
を
充
実
し
て
い
き
ま

す
。

８

基
本
方
向
Ａ
「
文
化
創
造
の
基
盤
づ
く
り
」
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次世代の学校指導体制の在り方について（最終まとめ） 

                                                                      
                         次世代の学校指導体制強化のためのタスクフォース 

１．我が国における「学校」の現状 

（１）これまでの学校指導体制 

○ 学校教育はいずれの国においても重要な社会システムであるが，日本と諸外国

の学校の在り方は大きく異なる。諸外国では，教員の業務が主に授業に特化して

いるのに対し，日本では，教員が，教科指導，生徒指導，部活動指導等を一体的

に行うことが特徴となっている。 
○ これは，日本の学校が，それぞれの時代において社会の要請に応えながら，子

供たちに必要とされる資質・能力を育むことができるよう発展してきた姿であり，

こうした「日本型学校教育」は，国際的にも高く評価され1，学力面では，OECD・

PISA 調査等の各種国際調査を通じて世界トップレベルとなっているとともに，

勤勉さ，礼儀正しさなど道徳面，人格面でも評価されてきた2。このようなこと

から，「日本型学校教育」の海外展開が要望されるようになっている。今後も，

このような「日本型学校教育」の有効性が生かされることが重要である。 
○ 日本では，教員が一人一人の子供の状況を総合的に把握して指導し，学校が子

供の人格的成長に大きな役割を果たしている。加えて，通学路の安全確保や，夜

回り指導など，教員は学校外での子供の活動にも対応している場合もある。この

ように，日本社会においては，学校や教員の熱心な取組や大きな負担の上で，子

供に関する諸課題に対応してきた。 
○ こうした教員の献身的な取組は，日本の学校教育の高い成果に貢献している一

方で，教員に大きな負担を強いている状況にある。 
○ こうした教員にかかる負担の現状は，平成 26 年６月に公表された OECD 国際

教員指導環境調査（TALIS）の結果にも表れている。日本の教員の１週間当たり

の勤務時間は参加国中で最長となっているが，勤務時間の内訳を見ると，授業時

                                            
1 日本の学校においては，授業が始まる前のあいさつや授業中の発表の仕方など学習に当たって

の規律の習得が重視されており，これによって学習に向けた秩序がしっかりと確立されるため，

教員が授業中に秩序維持のために多くの時間を費やす必要がなく，効果的に学習指導を行うこ

とができると指摘されている（Stevenson, H. W. & Stigler, J. W. (1992). The Learning Gap: 
Why our schools are failing and what can we learn from Japanese and Chinese Education.)。
また，掃除や当番などの労働的活動や委員会活動を通じて児童生徒が学校の運営に参加するこ

とにより，責任感や主体性がかん養されたり，様々な学校行事により児童生徒の帰属意識や達

成感が高められるなど，授業以外の活動が児童生徒の人格的成長に重要な意義を有していると

評価されている（Cummings, W. K. (1980). Education and Equality in Japan.）。 
2 例えば電通「ジャパンブランド調査（第３回）」（2012）によれば 16 の国・地域の 20～59 歳男

女に聞いた「日本人」のイメージとして，「勤勉」（55.9％），「礼儀正しい」（55.4％），「気さく

な」40.9％などが上位に並んでいる。 

【資料１８】 
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間は参加国平均と同程度であるのに対し，課外活動の指導時間や事務業務の時間

が長いことが示されている。 
○ このように，教員が，教科指導，生徒指導，部活動指導等を一体的に担う「日

本型学校教育」は，大きな成果を上げる一方，現在の教員の勤務実態や，後述の

「更なる対応が必要な課題」を踏まえると，現状のままの指導体制で，これまで

と同様の効果を上げていくことは困難になっている。 

（２）更なる対応が必要な課題 

○ 今後の社会の在り方を考えると，グローバル化の進展や人工知能（ＡＩ）の飛

躍的な進化など，社会の加速度的な変化を受け止め，将来の予測が難しい社会の

中でも，伝統や文化に立脚した広い視野を持ち，志高く未来を創り出していくた

めに必要な資質・能力を子供たちに確実に育む学校教育の実現が重要である。 
○ これまでの真摯な取組が着実に成果を上げつつある一方，日本の子供たちにつ

いては，判断の根拠や理由を示しながら自分の考えを述べることなどについて課

題が指摘されることや，自己肯定感や主体的に学習に取り組む態度，社会参画の

意識等が国際的に見て相対的に低いことなど，子供が自らの力を育み，自ら能力

を引き出し，主体的に判断し行動するという点については、今後の我が国の発展

に向けた大きな課題となっている。また，日本の教員については，諸外国の教員

に比べて，子供たちの主体的な学びを引き出すことに対する自信が低いことに加

え，指導の中でＩＣＴを活用することができていないといった早急に対応すべき

課題がある3。 
○ 基本的な知識・技能を習得し，それを活用する力とともに，膨大な情報から何

が重要かを主体的に判断し，自ら問いを立ててその解決を目指し，他者と協働し

ながら新たな価値を生み出していくことは，将来の予測が困難な時代を生き抜く

上で最も必要な資質・能力である。また，こうした課題の発見や解決の過程にお

いて，手段としてＩＣＴを効果的に活用できる力を育成することも必要である。 
○ こうした資質・能力を育成するため，社会の変化に目を向け，教育が普遍的に

目指す根幹を堅持しつつ，社会の変化を柔軟に受け止めていく「社会に開かれた

教育課程」の実現に向け，学習指導要領の改訂を進めているところである。その

中では，主体的・対話的で深い学びの実現（「アクティブ・ラーニング」の視点

からの授業改善），カリキュラム・マネジメントの充実等が重要であるとされて

おり，指導体制もそれにふさわしいものとなるよう，大きく転換を図っていく必

要がある。 
○ また，社会全体が，グローバル化の進展，生産年齢人口の減少などにより急速

に変化するとともに，格差の再生産・固定化，社会のつながりの希薄化といった

課題に直面する中，これらの社会的変化が学校にも影響を及ぼし，学校の抱える

                                            
3 OECD 国際教員指導環境調査（TALIS）（2014 年 6 月公表） 
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課題も複雑化・困難化してきている。具体的には， 
   特別支援教育の対象となる児童生徒数は約 36 万人に上り4，そのうち小・中

学校の通常の学級に在籍しながら障害の状態に応じた特別の指導（通級による

指導）を受けている児童生徒は，10 年間で 2.3 倍に増加しているが5，これら

に必要な教員は十分に措置されていない。 
   我が国の在留外国人の増加や長期化・定住化などを反映し，日本語指導が必

要な外国人児童生徒等は 10 年間で 1.6 倍に増加している6が，約２割7が日本語

指導を受けることができていない8。 
   児童生徒の学力に家庭状況等の社会経済的背景が影響を与える一方で，経済

的援助を受ける困窮家庭が，平成７年度には 16 人に 1 人の割合だったのに対

し，平成 25 年度には 6 人に 1 人の割合にまで急増している9。さらに，日本の

子供の貧困率は年々悪化し，16.3％に及んでいる10（OECD 平均 13.3％）11。 
   いじめ，児童生徒の暴力行為，不登校，児童虐待など，児童生徒を取り巻く

諸課題は複雑化・多様化している。なお，平成 26 年度に発生したいじめ重大

事態12は449件13，平成26年度の小中学校の不登校児童生徒数は約12.3万人14，

平成 26 年度の小学校の暴力行為発生件数は約 1.1 万件（国が調査を開始した

平成９年度の約 8 倍）となっている15。また、中学校３年生で不登校であった

者の高校中退率は一般生徒の約 10 倍との調査もある16。 
こと等が挙げられる。 

○ こうした課題への対応は，格差の解消や「一億総活躍社会」の実現の観点から

も重要である。教職員配置や関係機関との連携の充実等を通じて，学校の機能を

                                            
4 文部科学省「平成 27 年度学校基本調査」（平成 27 年 5 月 1 日現在）ほか 
5 文部科学省「平成 27 年度通級による指導実施状況調査」 
6 平成 26 年５月現在，公立の小・中・高校等に在籍する外国人児童生徒数は 73,289 人である。

このうち日本語指導が必要な児童生徒数は約４割の 29,198 人となっており、これらの外国人児

童生徒と日本語指導が必要な日本国籍を有する児童生徒数（7,897 人）と合わせると、37,095
人に上る。 

7 約 6,700 人（うち小・中学校に通う児童生徒は 5,800 人） 
8 文部科学省「日本語指導が必要な児童生徒の受入状況等に関する調査（平成 26 年度）」 
9 文部科学省「平成 25 年度就学援助実施状況調査」 
10 厚生労働省「平成 25 年国民生活基礎調査」 
11 OECD（2014）Family database “Child Poverty”（データは 2010 年の値）  
12 いじめ防止対策推進法第 28 条第１項に規定する「重大事態」（①いじめにより当該学校に在籍

する児童等の生命，心身又は財産に重大な被害が生じた疑いがあると認めるとき ②いじめに

より当該学校に在籍する児童等が相当の期間学校を欠席することを余儀なくされている疑いが

あると認めるとき）。 
13 文部科学省「平成 26 年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 
14 同上 
15 同上 
16 文部科学省「不登校に関する実態調査（平成 18 年度不登校生徒に関する追跡調査）」「平成 19
～22 年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」 
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強化し，課題の克服を図ることが必要である。 

（３）これまでの教職員配置について 

○ 教職員配置については，昭和 33 年の「公立義務教育諸学校の学級編制及び教

職員定数の標準に関する法律」（昭和 33 年法律第 116 号。以下「義務標準法」と

いう。）の制定以来，過去に７次にわたる教職員定数改善計画による計画的な教

職員定数改善等の努力が進められてきた。こうした計画的な教育条件の充実によ

って，大都市とへき地の間における学力格差の解消17や，ティーム・ティーチン

グ，習熟度別少人数指導や小学校における専科指導の拡充18など指導方法の改善

が一定程度図られた。しかし，第７次教職員定数改善計画（平成 13～17 年度）

が完成してから 10 年以上，新たな定数改善計画は策定されていない。 
○ 義務標準法による教職員配置の基本的な考え方は，標準的な授業時数等に基づ

き，学級数等に応じて算定される「基礎定数」と，政策目的や各学校が個々に抱

える課題等を踏まえて配分される「加配定数」とに分類される。平成 28 年度予

算では，基礎定数は約 62.7 万人，加配定数は約 6.5 万人である。  
○ 全教職員定数の１割を占めるようになった加配定数については，政策目的や地

域の事情等に応じたきめ細かな定数措置を可能とするものとして，重要な機能を

果たしている。一方，その人数については毎年度の予算措置によって決まること

から，地方自治体にとって，安定的・計画的な教職員の採用・配置につながりに

くいという課題がある。 

２．次世代の学校 

○ グローバル化や情報化の進展，少子高齢化の進行などにより，社会全体が急速

に変化している。このような時代に，一人一人が自らの可能性を最大限に発揮し，

より良い社会と幸福な人生を自ら創り出すために必要な資質・能力を育成するた

めには，教育活動の中核となる教育課程について，社会の変化に目を向け，教育

が普遍的に目指す根幹を堅持しつつ，社会の変化を柔軟に受け止めていく「社会

に開かれた教育課程」としての役割が求められている。 
○ 「社会に開かれた教育課程」を実現するためには，教員が総合的な指導を担う

日本の学校の特徴を生かしつつ，日本のこれからの時代を支える創造力を育む教

育へと転換する必要がある。また，複雑化・困難化する課題に対応できる「次世

代の学校」を構築し，教員が今まで以上に，一人一人の子供に向き合う時間を確

                                            
17 昭和 37 年度全国中学校学力調査報告書によれば，全国平均と比べ，へき地平均の方が低学力

層の生徒が多くなっている。一方，平成 19 年度全国学力・学習状況調査の結果によれば，中学

校国語Ａの全国平均が 81.6 点であるのに対し，へき地平均は 81.1 点である。 
18 教育課程編成・実施状況調査の結果によれば，専科指導が行われている割合は，平成 15 年度

には理科 20.5％，音楽 34.5％であるのに対し，平成 27 年度には理科 48.9％，音楽 60.2％であ

る。 
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保し，丁寧に関わりながら，質の高い授業や個に応じた学習指導を実現できるよ

うにすることにより，子供たちの学力を保障していくことも必要である。 
○ さらに，障害のある子供，経済的な援助を受けている家庭の子供，日本語指導

が必要な子供，不登校の子供など特別な配慮を必要とする子供たちが増加する中

で，全ての子供たちの自立と社会参加を目指し，真の「共生社会」や「一億総活

躍社会」の実現のため，多様な子供たち一人一人の状況に応じ，それぞれが持つ

能力を最大限に伸ばすきめ細かい教育を提供していくことが重要である。 
○ 元来，学校は地域の中にあるものである。「開かれた学校」から更に一歩踏み

出し，地域住民等と目標やビジョンを共有し，地域と一体となって子供たちを育

む「地域とともにある学校」への進化を図るとともに，学校を核とした協働の取

組を通じて，地域の将来を担う人材を育成し，自立した地域社会の基盤の構築を

図る「学校を核とした地域づくり」を推進していくことが重要である。 
○ こうした考え方については，文部科学省としては，本年１月に策定した「「次

世代の学校・地域」創生プラン」や，５月に発表した大臣メッセージ「教育の強

靭化に向けて」の中でも既に示してきたところである。 
○ また，「経済財政運営と改革の基本方針 2016」，「ニッポン一億総活躍プラン」

（いずれも平成 28 年６月２日閣議決定）においても，学校における指導体制の

充実や確保について言及されている。 

３．次世代の学校を実現するための指導体制強化 

（１）基本的な考え方 

○ 現在の学校が直面している様々な課題に対応し，「次世代の学校」の創生を実

現するためには，それに見合った教職員定数の改善を図っていく必要がある。 
○ 同時に，教員の質の向上を図る必要がある。新たな教育課題に対応できる知

識・ノウハウを備えた教員の育成環境を整えるとともに，大量退職・大量採用を

背景とした年齢・経験年数の不均等による若手教員への知識・技能の伝承の停滞

を克服するべく，養成・採用・研修の一体改革を着実に進めることも必要である。 
○ 「次世代の学校」は，教員の「質」と「数」の充実のみで実現するものではな

い。校長のリーダーシップの下，学校のマネジメント機能を強化し，組織として

教育活動に取り組む体制を創り上げるとともに，必要な指導体制を整備すること

が必要である。その上で，生徒指導や特別支援教育等を充実していくために，学

校や教員が心理や福祉等の専門家（専門スタッフ）や専門機関等と連携・分担す

る「チーム学校」体制を整備し，学校の機能を強化していくことが重要である。 
○ あわせて，学校現場の業務改善に向けた支援も必要である。「次世代の学校指

導体制にふさわしい教職員の在り方と業務改善のためのタスクフォース」での検

討を踏まえ，本年６月には，「学校現場における業務の適正化について（報告）」

を取りまとめた。これに基づき，文部科学省としても，学校現場における業務の
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適正化に向けた支援に一層取り組む必要がある。 
○ 上記の取組を総合的に進めることにより，次世代の学校の実現のための諸課題

に対応した目標を達成することが必要である。 

（２）「エビデンス」を活用した政策形成 

○ 教育政策について質の向上を目指し，学校やその周辺環境に関する数量データ，

事例等を調査・分析し，いわゆる「エビデンス」を活用した政策形成についての

取組を一層推進することが重要である。「経済・財政再生アクション・プログラ

ム」（平成 27 年 12 月 24 日 経済財政諮問会議決定）の中では，「少子化の進展

及び小規模化した学校の規模適正化の動向，学校の課題に関する客観的データ等

の学校・教育環境に関するデータ収集及び教育政策に関する実証研究の進展，地

方自治体の政策ニーズ等を踏まえた予算の裏付けのある教職員定数の中期見通

しを策定，公表，提示するとともに，データや教育政策の成果及び費用，背景に

ある環境要因を総合的に考慮して予算要求を行い，教育におけるＰＤＣＡサイク

ルを確立する」こととされている。 
○ 同時に策定された「経済・財政再生計画改革工程表」では，平成 28 年度から

平成 32 年度までの５年間を通して，「各種の加配措置，少人数教育，習熟度別指

導等多様な教育政策に関する費用効果分析を含め，研究者・有識者からなる実効

性ある研究推進体制の下で，一定数の意欲ある自治体等の協力を得て実施するこ

と」，その際には，①知識・技能，思考力・判断力・表現力，学習意欲等，②コ

ミュニケーション能力，自尊心・社会性等の非認知能力，③児童生徒の行動とい

った「多面的な教育成果・アウトカムの測定」「子供の経時的変化の測定」を行

い，その際には，「学校以外の影響要因の排除等も考慮」することとされている。 
○ 具体的には，以下の基本方針に沿って，国として実証研究を進めることとする。 
   教育の目的の多面性と教育の手段の多様性を踏まえて，（１）政策効果や（２）

現場における政策ニーズを総合的に把握するための（i）量的研究及び（ii）
質的研究を組み合わせて実施。 

   地方自治体の協力を得つつ，国立教育政策研究所や大学等の研究者・有識

者により実証研究を実施。関連施策の費用と効果について把握・分析。 
   学校や児童生徒の状況全体を通じた政策の効果を評価するためには，政策

と目指す教育目的との間をブラックボックス化せず，学校で教育活動が実際

にどのように展開されているのかなど，教育の過程に着目した研究が必要。 
   個々の研究結果が，特定のサンプルに関する特定の条件下でのものである

ことを踏まえ，政策が実施される背景にある環境要因も総合的に考慮しつつ，

多様な研究成果を踏まえて，全体としての傾向を把握することが必要。 
   これらの研究成果を踏まえ，教育政策について質の向上を図りつつ，ＰＤ

ＣＡサイクルを確立。 
○ 一方，実際に公立学校の管理運営や教職員人事等を担うのは各地方自治体であ
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る。これまでも地方自治体は，定量的・定性的な調査等を通じてエビデンスを示

してきているところであり，政策形成においては，こうした蓄積も踏まえる必要

がある。 

（３）「次世代の学校」指導体制強化に向けた中期見通しの策定 

○ 教職員定数については，前述の「経済・財政再生アクション・プログラム」及

び「経済・財政再生計画改革工程表」において，少子化の進展及び小規模化した

学校の規模適正化の動向，学校の課題に関する客観的データ等の収集及び実証研

究の進展，地方自治体の政策ニーズ等を踏まえた予算の裏付けのある教職員定数

の中期見通しを策定，公表，各都道府県・指定都市に提示することが定められて

いる。 
○ 前述のとおり，第７次教職員定数改善計画（平成 13～17 年度）の完成から 10
年以上，新たな定数改善計画は策定されていない。一方，教職員の任命権者であ

る都道府県・指定都市教育委員会にとって，「予算の裏付けのある教職員定数の

中期見通し」が示されることは，中長期的視点に立った教職員人事を実現する観

点からも大変重要であり，地方自治体のワイズ・スペンディングにも寄与するも

のである。 
○ このため，10 年程度を視野に入れた中期見通しとして，「「次世代の学校」指

導体制実現構想（仮称）」を策定するとともに，公立義務教育諸学校の学級編制

及び教職員定数の標準に関する法律を改正し，平成 29 年度から，「基礎定数」と

「加配定数」の性質19を踏まえた計画的かつ効果的な教職員定数の改善を行う必

要がある。 
○ 各都道府県や指定都市にとっての予見性を高める観点からは，基本的には，必

要な加配定数を確保しつつ，客観的条件に応じて算定される基礎定数の拡充を目

指すべきである。 
○ 特に，現在加配定数で措置されている通級による指導や外国人児童生徒等教育

のための教員については，（４）②に掲げるように，対象となる児童生徒数に応

じて算定する基礎定数へと転換することが必要である。 
○ なお、「「次世代の学校」指導体制実現構想（仮称）」に基づく教職員定数の改

善を行う場合においても，厳しい財政事情を勘案して，真に必要性の高い事項に

限定することにより，国民に追加的な財政負担を求めないように最大限努めるべ

きである。  

（４）実現構想（仮称）に盛り込むべき事項 

                                            
19 基礎定数は，学級数や児童生徒数に連動するため，教職員の安定的・計画的な採用・配置を行

いやすくなる一方，機動的な政策対応になじみにくい性質がある。これに対し，加配定数につ

いては，その時代の教育課題に対応した政策目的や地域の事情等に応じたきめ細かな定数措置

が可能となる一方，毎年度の予算編成の中で数が決定するため，安定的・計画的な教職員の確

保につながりにくいという性質がある。 
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① 学習指導要領改訂による「社会に開かれた教育課程」の実現 

○ 急激な社会的変化の中でも，子供たちに未来の創り手となるために必要な資

質・能力を育むため，中央教育審議会において，学習指導要領の改訂による教育

課程の充実について検討を進めている。新しい学習指導要領は，過去の改訂スケ

ジュールを踏まえて実施されれば，小学校では平成 32 年度から，中学校では平

成 33 年度から全面実施される予定である。 
○ 主体的･対話的で深い学びを実現するための授業改善や教材研究，カリキュラ

ム・マネジメントや学習評価の充実，子供一人一人の学びを充実させるための少

人数によるきめ細かな指導の充実など，次期学習指導要領における指導や業務の

在り方に対応するため，教職員定数の充実が求められる。 

【専科指導の充実等】 
○ 教育課程の編成・実施状況調査によると，特に小学校高学年において，理科や

音楽などを中心に専科指導を行う学校の割合は年々増加しているところである。

こうした専科指導の充実は、子供たちの個性に応じた得意分野を伸ばしていくた

めにも重要である。 
○ 特に，小学校における外国語活動については，中学年から「聞く」「話す」を

中心とした外国語活動を，高学年から発達段階に応じて段階的に文字を「読むこ

と」及び「書くこと」を加えた、領域を総合的・系統的に扱う教科学習を行う方

向で検討されている。こうした状況に対応するためには，専科指導を行う教員の

養成・確保や中学校教員の活用など，専門性を一層重視した指導体制を構築する

必要がある。   
○ 加えて，学習内容が高度化する小学校高学年においては，指導の専門性の強化

が課題となっている。観察・実験，実習等の学習活動が多い教科（例えば理科，

音楽科等）を中心に，専科指導を進めるための戦略的な定数の充実が必要である。 
○ 2020 年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契機として，優れた

アスリートと学校教育との関わりを強化することも有意義である。こうした関わ

りにおいては，部活動のみならず，小学校体育専科教員，中学校・高校の体育教

員として活用することも，専門性を重視した指導という観点から有効であると考

えられる。この場合，特別免許状や特別非常勤講師の活用を図るとともに，これ

らの者について，教員等として必要な能力や専門性の担保が十分担保されるよう，

選考や研修等で適切に対応することも必要である。 

【少人数によるきめ細かな指導の充実】 
○ 少人数によるきめ細かな指導については，各地方自治体や学校現場の判断によ

り，地方独自の少人数学級のほか，ティーム・ティーチング，習熟度別少人数指

導など様々な方法で進められている。 
○ こうした少人数による指導は，「アクティブ・ラーニング」の視点に立った学
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びを効果的に進めるためにも，一層重要性を増している。 
○ 特に，小学校においては，発達段階に応じてそれぞれ異なる課題が見受けられ

るとの指摘もある。低学年においては，その２年間に表れた学力差が，その後の

学力差の拡大に大きく影響しているとの課題が指摘されていること，中学年にお

いては，指導事項も次第に抽象的な内容に近づいていく段階であり，そうした内

容を扱う学習に円滑に移行できるような指導上の配慮が課題であること，高学年

においては，子供たちの抽象的な思考力が高まる時期であり，教科等の学習内容

の理解をより深め，育成すべき資質・能力の育成に確実につなげるためには，指

導の専門性の強化が課題とされており，こうした点を踏まえた指導体制の確立が

必要である。 
○ 一方，独自の少人数学級を進めている地方自治体からは，これまでの少人数学

級の成果やニーズに基づく少人数学級推進の要望が多くあることも踏まえる必

要がある。また，諸外国と比して学級規模が大きいという点にも留意する必要が

ある。 
○ こうした状況を踏まえ，今後の少人数教育の推進に伴う教職員定数の在り方に

ついては，学校現場において様々な方法のベストミックスを実現できるようにし

つつ，学年段階や児童生徒の習熟の状況等に応じて推進することが必要である。 

② 多様な子供たち一人一人の状況に応じた教育 

【障害のある児童生徒の指導】 
○ 通級による指導については，障害の状態や教育上必要な支援の内容等が個々に

異なる児童生徒20に対して，通常の学級での学習におおむね参加することを前提

とした上で，より個別的で，より児童生徒一人一人の教育的ニーズに即した，適

切な指導及び必要な支援を提供するものである。 
○ 通級による指導のために必要な教員については，現在，加配により措置されて

おり，毎年度の予算編成過程等を通じて総数及び各自治体への配分数が決定され

ることになっている。換言すれば，教員数に合わせて通級による指導を受けられ

る児童生徒数や指導時数が決まる仕組みとなっている。 
○ 一方，通級による指導に関する専門性を有する教員の養成・確保，通級による

指導を必要とする児童生徒数の動向，客観的根拠に基づく指導の効果等を踏まえ

れば，平成 29 年度から，通級による指導を必要とする児童生徒数に応じて，教

職員定数が措置される仕組みとし（基礎定数化），指導体制の充実を図るべきで

                                            
20 小・中学校等における通級による指導の対象については，学校教育法施行規則第 140 条におい

て，①言語障害者，②自閉症者，③情緒障害者，④弱視者，⑤難聴者，⑥学習障害者（LD），

⑦注意欠陥多動性障害者（ADHD），⑧その他障害のある者で，この条の規定により特別の教育

課程による教育を行うことが適当なもの，と規定されている。さらに，⑧については、平成 14
年の文部科学省初等中等教育局長通知において，肢体不自由，病弱及び身体虚弱が「その他障

害」に該当すると示されている。 
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ある。 
○ また，通級による指導を受ける児童生徒であっても，ほとんどの授業を通常の

学級で受けることから，通常の学級における指導体制の充実についても検討すべ

き課題である。 
○ これまでも進めてきたインクルーシブ教育システム構築に向けた特別支援教

育の推進に加え，障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律が本年４月か

ら施行されたこと等に伴い，学校内の関係者や医療・福祉等の関係機関との連

絡・調整等を担う特別支援教育コーディネーターの重要性が一層高まっている。

特別支援学校のみならず，小学校・中学校等においても，拠点校（大規模校・対

象児童生徒が多数いる学校）を中心に，学級担任等を持たないなど，主たる職務

として特別支援コーディネーターの役割を担う教員を配置できるよう定数措置

を進めることが必要である21。 
○ あわせて，特別支援学校における教員の特別支援学校教諭免許状の保有率が７

割程度である現状を踏まえ、これを 100％に引き上げることを目指すとともに，

特別支援学級を担当する教員の同免許状の保有率向上や通級による指導を担当

する教員の専門的な研修の受講の促進を図るなど、指導体制の質的な強化も必要

である。 

【外国人児童生徒等22教育】 
○ 外国籍の児童生徒に加え，日本国籍であるが，両親のいずれかが外国籍である

等の外国につながる児童生徒など外国につながる子供たちが進学・就職し，日本

の社会に適応して経済・社会的に自立すること，また，我が国と母国の架け橋と

なるグローバル人材として活躍することは，我が国の経済・社会の安定・発展に

とって有意義である。加えて，共に学ぶ日本人児童生徒にとっても異文化理解能

力やコミュニケーション能力の向上といった効果も期待できる。 
○ 平成 26 年には，日本語指導が必要な児童生徒に対して特別の教育課程の編

成・実施を可能とする制度改正を行い，取り出しによる日本語指導と教科指導の

統合的指導を進めている。 
○ 一方，外国人児童生徒等教育に必要な教員についても，加配により措置されて

おり，日本語と教科の統合的指導，生活指導等を含めた総合的な指導を行ってい

る。前述の障害のある児童生徒に対する通級による指導の場合と同様の課題等を

踏まえれば，平成 29 年度から，これらの指導を必要とする児童生徒数に応じて，

                                            
21 特別支援教育コーディネーターは，各学校における特別支援教育の推進のため，主に，校内委

員会・校内研修の企画・運営，関係機関・学校との連絡・調整，保護者からの相談窓口などの

広範な役割を担う。特別支援教育コーディネーターの公立学校における指名率は，小学校

100.0％，中学校 99.9％。一方，専任率は，小学校 13.7％，中学校 14.1％（平成 26 年度）。 
22 外国籍の児童生徒に加え，日本国籍であるが，両親のいずれかが外国籍である等の外国につな

がる児童生徒を指す。 

学生確保（資料）－196



 

 

11 
 
 

教職員定数が措置される仕組みとし（基礎定数化），指導体制の充実を図るべき

である。 
○ さらには，在籍学級における指導体制の充実やこうした教員をバックアップす

る日本語指導支援員や母語支援員の充実を図り，全ての外国人児童生徒等が適切

な支援を受けられる体制を整備する必要がある。 

【貧困等に起因する学力課題の解消に向けた取組の強化】 
○ これまでの研究等により，所得をはじめとした家庭の社会経済的背景と学力と

の間には明らかな相関関係が見られるとの指摘もある23。こうした状況を踏まえ，

習熟度別少人数指導や学校におけるきめ細かい指導（放課後の学習相談や，学習

の補助，授業への入り込み補助，抽出による補充学習など），家庭学習のサポー

トなど，学力保障のための指導体制を充実するための教員定数の拡充を図る必要

がある。 
○ また，スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーの配置等と組み合

わせた集中的な支援により，学力保障のために重点的な支援を必要とする学校に

おける課題の解消を目指すことが必要である24。 

【いじめ・不登校等の未然防止・早期対応の強化】 
○ 現在，生徒指導の観点から設けられている定数措置としては、学級数が一定規

模以上の学校に対して基礎定数として措置しているもの25と，児童生徒支援のた

めの加配定数として措置しているもの26とがある。 
○ いじめ・不登校等の未然防止や早期対応のためには，一人の学級担任等だけが

抱え込むのではなく，組織的な指導体制を構築することが不可欠である。 
○ そのためには，児童生徒数で一定規模以上の学校については，担当する授業時

数が軽減され，学校現場の諸課題の対応において中心的な役割を担う教員（児童

生徒支援専任教員）の配置を可能とするため，基礎定数を拡充すべきである。 
○ 特に，小学校は学級担任制であり，日中，学級担任が生徒指導に十分な時間を

費やすことが困難であることや，近年暴力行為発生件数が増加するなど，生徒指

導上の課題が複雑化，困難化していることに鑑み，小学校を中心に専任教員の配

                                            
23「平成 25 年度全国学力・学習状況調査（きめ細かい調査）の結果を活用した学力に影響を与え

る要因分析に関する調査研究」国立大学法人お茶の水女子大学（平成 26 年３月 28 日） 
24 例えば，児童生徒の就学援助率が２割以上の公立小中学校（児童生徒数 10 人未満の学校を除

く。）のうち，平成 27 年度全国学力・学習状況調査の結果が，①いずれかの科目で，全国下位

25％の児童生徒が半数以上を占めている，②全ての科目の平均正答率が全国平均よりも５ポイ

ント以上低い，のいずれかの条件を満たす学校は，全国で約 1,000 校程度と推計される。 
25 標準法７条１項３号の規定により，小学校 30 学級以上で２校に１人，中学校 18～29 学級で 1
人，30 学級以上で２校に３人が配置し得ることとされている。 

26 標準法 15 条第２号によるもの。同号の加配の中には、いじめ、不登校や問題行動への対応を

目的とするもののほか，教育格差解消や外国人児童生徒等教育，学校統合支援，小規模学校支

援などを目的とするものが含まれる。 
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置の充実が必要である。 
○ また，こうした教員をバックアップするスクールカウンセラーやスクールソー

シャルワーカー等の専門スタッフの配置拡充を図る必要がある。 
○ あわせて，教育支援センターを全国展開・強化するとともに，不登校の子供に

配慮した特別の教育課程を編成する学校（不登校特例校）の設置を促進すること

が重要である。教育再生実行会議第９次提言において，都道府県が不登校特例校

を設置する場合にも，国からの同様の支援が受けられるよう，制度の見直しを検

討することが提言されている。この点も踏まえ，現在，国庫負担の対象外とされ

ている都道府県立小・中学校の教職員の給与27について，不登校特例校等を国庫

負担の対象とするための制度改正を検討すべきである。 
○ こうした取組を通じ，全ての児童生徒が豊かな学校生活を送り，安心して教育

を受けられるようにする体制を確立する必要がある。  

③ 「次世代の学校・地域」創生プランの推進 

【教員研修の充実】 
○ 近年の教員の大量退職を受け，初任者研修の対象者は，この 10 年間で約 1.5
倍となっている28。 

○ 初任者研修は，主として OJT から成る校内研修と，教員研修施設等において

実施される校外研修とで構成されている。このうち，小・中学校の校内研修につ

いては，地域の拠点校に初任者指導教員を配置し，拠点校を含む複数の学校に配

置されている初任者の指導に当たる「拠点校方式」を基本としており，初任者指

導教員を加配により措置している。 
○ 「拠点校方式」については，「通常，１人の初任者に対して週１回程度しか指

導に当たれず，初任者に対し継続的に十分な指導を行うことが困難な場合が見受

けられる」「初任者指導教員に初任者の指導を任せてしまい，学校として責任を

もって初任者の育成に組織的に取り組む体制が十分に構築されていない場合も

見受けられる」との指摘29がなされている。 
○ また，加配措置については，「機械的な配置基準（初任者４人に加配教員１人）

の見直しを行うべき」「異なる免許の加配教員を指導員として配置することを止

め」るべきとの指摘30もされている。一方，初任者研修のための加配教員につい

ては，拠点校方式が導入された平成 15 年度以降，加配教員数は固定されており，

                                            
27 現在，都道府県立の学校では，中高一貫教育（連携型・併設型）を行う中学校についてのみ国

庫負担の対象 
28 小・中・特別支援学校の初任者研修対象者 平成 16 年度：16,106 人，平成 26 年度：23,822
人 

29 中央教育審議会「これからの学校教育を担う教員の資質能力の向上について ～学び合い、高

め合う教員育成コミュニティの構築に向けて～ （答申）（中教審第 184 号）」 
30 財務省「平成 28 年度予算執行調査」 
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実際には，そもそも初任者４人に加配教員１人という配置基準は達成されていな

い状況にある。 
○ 初任者に対しては，各種研修を受講する必要性等から，学校現場において，学

級担任を持たせない等の業務負担上の配慮を講じていることがある。こうした点

について，「①多くの県で行われている初任者への特別な配慮との兼ね合い，②

実際の担任を受け持つ初任者の割合との関係，などを踏まえ，現在の機械的な加

配措置の配置基準（初任者４人に加配教員１人）の見直しを行うべき」との指摘

31もある。一方，業務上の配慮の有無にかかわらず，教員の質の向上のためには，

経験豊かな教員のサポートを伴う OJT が必要であることには変わりはない。 
○ これらの点を踏まえ，初任者研修のための加配については，必要数をしっかり

確保した上で，加配により措置された教員が直接初任者を指導する形態だけに限

らず，初任者指導に当たる校内教員の後補充にも使えるような運用上の改善，現

在でも制度上認められている再任用短時間勤務教員の活用促進等により，これま

で以上に効果的な加配教員の活用を促進するべきである。 
○ また，最近では，若手教員の育成の強化を図るため，２年目・３年目研修を実

施するなど若手教員のための研修を継続して実施する例や，メンター方式により，

校内のベテラン・ミドルリーダークラスの教員が，若手教員のみならず臨時的任

用や非常勤の教員も含めて研修を行い、成果を上げている例も見られる。 
○ こうした取組を支援し，教員全体の質の向上につなげるため，若手教員が多い，

又は，若手教員の割合が高い学校を中心に，他の教員に対して指導・助言できる

指導教諭等を加配できるよう，必要な措置を講じるべきである。 
○ また，多忙を極める教員の研修機会を確保するためには，研修等定数の充実を

図る必要がある。 

【チーム学校の整備】 
○ 学校が抱える課題が複雑化・困難化している状況の中，学習指導要領の改訂及

び実施（平成 32 年度～）に合わせた次世代の学校指導体制の基盤として，教員

に加えて，事務職員や，心理や福祉等の専門家（専門スタッフ）が学校運営や教

育活動に参画し，それぞれの専門性を生かして，子供たちに必要な資質・能力を

身につけさせることができる学校（チーム学校）を整備していくことが必要であ

る。 
○ 特に，事務職員については，学校運営事務に関する総務・財務等の専門性を有

する，ほぼ唯一の職員であり，学校経営職員として位置づけ，情報管理や危機管

理，地域連携等にも積極的に携わっている例も見られる。事務職員には，総務・

財務等の専門性も生かしつつ，より広い視点に立って，学校運営について更に役

割を担うことが期待されており，その役割の拡大に応じた学校事務体制の充実を

                                            
31 同上 
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図ることが必要である。 
○ このため，事務職員の職務規定の見直しや，学校事務の共同実施を行うための

組織の法律上明確化を進めるとともに，複数の事務職員を配置するための配置基

準の引下げや，共同実施体制強化のための定数措置の充実を進めることが必要で

ある。 
○ また，子供が抱える困難の背景には心の問題，家庭環境の問題等が混在するこ

とから，教員をバックアップする体制が必要であり，スクールカウンセラー及び

スクールソーシャルワーカーの職務等を法令上明確化し，配置を充実することが

必要である。  
○ あわせて，全国的な配置の進捗状況を踏まえ，これらを各学校に置くべき職と

して位置づけ，将来的に国庫負担の対象とすることも検討する必要がある。 
○ さらに，部活動の指導を充実するためには，部活動の指導，顧問単独での引率

等を行うことができる部活動指導員（仮称）を省令上位置付けるべきである。 
○ こうした専門スタッフの参画は，学校において単なる業務の切り分けや代替を

進めるものではない。教員と専門スタッフとがそれぞれ異なる専門性を活かし，

また，地域人材も含めて適切な連携・分担することにより，学校の機能を強化す

るために行われる必要がある。 

【提案型「先導的実践加配制度」の創設】 
○ 加配定数については，これまでも，指導方法の工夫改善や児童生徒支援などの

ほか，教育指導の改善等に関する特別な研究を行う場合（例：研究開発学校制度

32）に加配するなど，教育改革の取組を促す政策ツールとして大きく貢献してき

ている。 
○ 一方，加配定数措置の実効性は，教育委員会と現場における加配の活用方法に

かかっており，加配による教育活動の成果を把握・評価し，加配の有効活用の意

識を高めていくことが求められる。 
○ このため，義務教育の機会均等や水準の維持向上といった義務教育費国庫負担

制度の趣旨に則しつつ，各地方自治体からの提案による教育政策と連動した配分

枠を創設し，全国的な教育課題の解決に寄与する先導的な教育政策の実証研究を

促進することが必要である。 
○ その際には，加配定数の配分方針及び配置後の効果の多面的な評価を進め，加

配措置のより効果的な活用やＰＤＣＡサイクルの確立に向けた取組を促進する

ことが考えられる。 
○ あわせて，各都道府県においては，各市町村・学校の状況に応じたメリハリの

ある配置を進めることを徹底すべきである。 
                                            
32教育課程の基準の改善に資する実証的資料を得るため，学習指導要領等現行の教育課程の基準

によらない教育課程の編成・実施を認め，新しい教育課程，指導方法等について研究開発を行

う制度 
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４．「学校現場における業務の適正化について（報告）」等を受けた取組 

○ 本年６月に取りまとめた「学校現場における業務の適正化について（報告）」

では，学校現場の業務改善の推進と次世代の学校指導体制の強化は切り離して進

められるものではなく、両輪として一体的に推進していくべきものとしている。

その上で，改革に向けた基本的な考え方として，①教員の担うべき業務に専念で

きる環境を確保する，②教員の部活動における負担を大胆に軽減する，③長時間

労働という働き方を見直す，④国，教育委員会の支援体制を強化する，の４つを

掲げ，国・教育委員会・学校が有機的に連携し，一体的・総合的に業務改善に取

り組む改革パッケージを提案している。今後，同報告に基づき，学校現場の業務

改善を着実に推進していくとともに，以下の取組を行うことが必要である。 

（１）部活動手当 

○ 具体的な改善方策のうち，部活動指導に従事した教員に支払われる手当の在り

方については，本タスクフォースにおいて検討することとされている。 
○ 公立学校教員の給与体系については，これまでも，真に頑張っている教員を支

援することにより，教員の士気を高め，教育活動の活性化を図る観点から見直し

を行っている。具体的には，教員の部活動手当については，平成 26 年 10 月から，

4 時間程度従事した場合に，日額 3,000 円33としたところである。 
○ 一方，部活動指導に対する教員の負担の実態等を踏まえると，休養日の設定等，

同報告に掲げる部活動運営の適正化に向けた取組を進めつつ，部活動手当を引き

上げることが必要である。 

（２）地域と学校の連携・協働 

○ 「次世代の学校・地域」創生プランにも示されているとおり，次世代の学校像

を実現するためには，地域の人々と一体となった取組を進めるためのマネジメン

ト力を最大限発揮し，「地域とともにある学校」へと転換することが必要である。

このため，全ての公立学校がコミュニティ・スクールとなることを目指し，取組

を一層推進・加速するとともに，「地域学校協働本部」の整備を推進する必要が

ある。 
○ 地域と学校の連携・協働は，未来を創り出す子供たちの成長のため，学校のみ

ならず，地域住民や保護者等も含め，社会総掛かりでの教育を実現する観点から

行われるものである。こうした取組を一層効果的かつ効率的に進めるためには，

学校において地域との連携・協働の推進の中核を担う地域連携担当教職員（仮称）

の法令上の明確化を図るとともに，地域側においても，学校や地域住民等の連

絡・企画調整を担う「地域コーディネーター」の配置等を促進することが必要で

ある。 
                                            
33 義務教育費国庫負担金算定上の水準であり，実際の支給水準については，給与負担者である都

道府県（平成 29 年度以降は政令市を含む。）の給与条例により決定される。 
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2.
5
7

鳥
取

39
11
4

13
9

50
8

4.
4
6

島
根

30
14
7

12
3

29
8

2.
0
3

岡
山

95
34
3

49
9

1,
03
1

3.
0
1

広
島

99
39
5

75
3

1,
88
6

4.
7
7

山
口

50
23
8

11
7

42
3

1.
7
8

徳
島

34
11
5

10
4

38
7

3.
3
7

香
川

42
16
7

11
4

38
9

2.
3
3

愛
媛

51
19
9

24
5

46
8

2.
3
5

高
知

50
15
7

10
3

23
2

1.
4
8

福
岡

17
9

94
1

87
1

2,
41
5

2.
5
7

佐
賀

48
21
9

17
8

38
8

1.
7
7

長
崎

68
31
1

15
9

51
8

1.
67

熊
本

94
41
1

31
1

89
2

2.
1
7

大
分

42
20
3

17
7

45
6

2.
2
5

宮
崎

44
22
6

19
5

57
7

2.
5
5

鹿
児
島

10
9

44
2

43
3

1,
20
8

2.
7
3

沖
縄

90
32
9

38
4

1,
12
5

3.
4
2
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新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
の
概
要

○
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
末
ま
で
の
４
年
間
で
約
1
4
万
人
分
の
保
育
の
受
け
皿
を
整
備
す
る
。

子
育
て
安
心
プ
ラ
ン

（
目
標
：
３
年
間
で
約
3
2
万
人
）

待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン

（
目
標
：
５
年
間
で
約
5
0
万
人
）

平
成
2
5
年
度

平
成
3
0
年
度

令
和
３
年
度

令
和
６
年
度
末

新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン

（
目
標
：
４
年
間
で
約
1
4
万
人
）

・
第
２
期
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
積
み
上
げ
を
踏
ま
え
、
保
育
の
受
け
皿
を
整
備
。

・
で
き
る
だ
け
早
く
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
と
と
も
に
、
女
性
(2
5
～
4
4
歳
)の

就
業
率
の
上
昇
に
対
応
。

（
参
考
）
平
成
3
1
年
：
7
7
.7
％
、
現
行
の
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
は
8
0
％
に
対
応
、
令
和
７
年
の
政
府
目
標
：
8
2
％
(第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
)

①
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

○
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に
お
け
る
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

○
保
育
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
地
域
へ
の
支
援

（
例
）

・
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に
参
加
す
る
自
治
体
へ
の
整
備
費

等
の
補
助
率
の
嵩
上
げ

○
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進
が
必
要
な
地
域
へ
の
支
援

（
例
）

・
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
相
談
支
援
の
拡
充

（
待
機
児
童
数
が
50
人
未
満
で
あ
る
市
区
町
村
で
も
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に

参
画
す
れ
ば
利
用
可
能
と
す
る
）

・
巡
回
バ
ス
等
に
よ
る
送
迎
に
対
す
る
支
援
の
拡
充

（
送
迎
バ
ス
の
台
数
や
保
育
士
の
配
置
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
）

○
人
口
減
少
地
域
の
保
育
の
在
り
方
の
検
討

②
魅
力
向
上
を
通
じ
た
保
育
士
の
確
保

（
例
）

・
保
育
補
助
者
の
活
躍
促
進

（
「
勤
務
時
間
30
時
間
以
下
」
と
の
補
助
要
件
を
撤
廃
）

・
短
時
間
勤
務
の
保
育
士
の
活
躍
促
進

（
待
機
児
童
が
存
在
す
る
市
町
村
に
お
い
て
各
ク
ラ
ス
で
常
勤
保
育
士
１
名
必
須
と
の
規
制
を
な
く
し
、

そ
れ
に
代
え
て
２
名
の
短
時
間
保
育
士
で
可
と
す
る
）

・
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

（
現
職
保
育
士
の
就
業
継
続
に
向
け
た
相
談
を
補
助
対
象
に
追
加
）

1

③
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
子
育
て
資
源
の
活
用

（
例
）

・
幼
稚
園
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た
預
か
り
保
育

（
施
設
改
修
等
の
補
助
を
新
設
）

や
小
規
模
保
育

（
待
機
児
童
が
存
在
す
る
市
区
町
村
に
お
い
て
利
用
定
員
の
上
限
(1
9人
)を

弾
力
化

(３
人
増
し
→
６
人
増
し
ま
で
可
と
す
る
)）
の
推
進

・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利
用
料
助
成
の
非
課
税
化
【
令
和
３
年
度
税
制
改
正
で
対
応
】

・
企
業
主
導
型
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利
用
補
助
の
拡
充

（
１
日
１
枚
→
１
日
２
枚
）

・
育
児
休
業
等
取
得
に
積
極
的
に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
助
成
事
業
の
創
設

【
令
和
３
年
の
通
常
国
会
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
法
案
を
提
出
予
定
】

【資料２１】 
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新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン

○
令
和
３
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
末
ま
で
の
４
年
間
で
約
1
4
万
人
分
の
保
育
の
受
け
皿
を
整
備
す
る
。

2
0
.1
万
人

5
3
.5
万
人

子
育
て
安
心
プ
ラ
ン

（
目
標
：
３
年
間
で
約
3
2
万
人
）

待
機
児
童
解
消
加
速
化
プ
ラ
ン

（
目
標
：
５
年
間
で
約
5
0
万
人
）

平
成
2
5
年
度

平
成
3
0
年
度

令
和
３
年
度

令
和
６
年
度
末

新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン

（
目
標
：
４
年
間
で
約
1
4
万
人
）

＜
プ
ラ
ン
＞

＜
整
備
状
況
＞

（
令
和
元
年
度
末
時
点
）

2

＜
ポ
イ
ン
ト
＞

・
第
２
期
市
町
村
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
積
み
上
げ
を
踏
ま
え
、
保
育
の
受
け
皿
を
整
備
。

・
で
き
る
だ
け
早
く
待
機
児
童
の
解
消
を
目
指
す
と
と
も
に
、
女
性
(2
5
～
4
4
歳
)の
就
業
率
の
上
昇
に
対
応
。

（
参
考
）
平
成
3
1
年
：
7
7
.7
％
、
現
行
の
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
は
8
0
％
に
対
応
、
令
和
７
年
の
政
府
目
標
：
8
2
％
(第
２
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
)

・
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
支
援
を
実
施
。

・
仕
事
・
職
場
の
魅
力
向
上
を
通
じ
た
保
育
士
確
保
を
推
進
。

・
幼
稚
園
・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
を
含
め
た
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
子
育
て
資
源
を
活
用
。
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新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に
お
け
る
支
援
の
ポ
イ
ン
ト

①
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

必
要
な
方
に
適
切
に
保
育
が
提
供
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
の

課
題
を
丁
寧
に
把
握
し
つ
つ
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

を
実
施
。

3

○
保
育
ニ
ー
ズ
が
増
加
し
て
い
る
地
域
へ
の
支
援

子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に
お
け
る
保
育
の
受
け
皿
確
保
の
取
組
を

引
き
続
き
推
進
。

＜
施
策
例
＞

・
新
子
育
て
安
心
プ
ラ
ン
に
参
加
す
る
自
治
体
へ
の
整
備
費
等
の

補
助
率
の
嵩
上
げ

・
待
機
児
童
対
策
協
議
会
に
参
加
す
る
自
治
体
へ
の
改
修
費
等
の

補
助
基
準
額
の
嵩
上
げ
・
先
駆
的
取
組
へ
の
支
援

○
マ
ッ
チ
ン
グ
の
促
進
が
必
要
な
地
域
へ
の
支
援

保
護
者
へ
の
「
寄
り
添
う
支
援
」
を
強
化
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を

促
す
。

＜
施
策
例
＞

・
保
育
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ
る
相
談
支
援
の
拡
充

➣
待
機
児
童
数
が
5
0
人
未
満
で
あ
る
市
区
町
村
で
も
新
子
育
て

安
心
プ
ラ
ン
に
参
画
す
れ
ば
利
用
可
能
と
す
る

・
巡
回
バ
ス
等
に
よ
る
送
迎
に
対
す
る
支
援
の
拡
充

➣
送
迎
バ
ス
の
台
数
や
保
育
士
の
配
置
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
支
援

を
行
う

・
利
用
者
の
利
便
性
向
上
の
た
め
の
改
修
等
の
補
助
対
象
へ
の

追
加

②
魅
力
向
上
を
通
じ
た
保
育
士
の
確
保

保
育
士
が
生
涯
働
け
る
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
職
業
の
魅
力
を
広
く
発
信
す
る
。

＜
施
策
例
＞

・
情
報
発
信
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築

・
保
育
補
助
者
の
活
躍
促
進

➣
「
勤
務
時
間
3
0
時
間
以
下
」
と
の
補
助
要
件
を
撤
廃

・
短
時
間
勤
務
の
保
育
士
の
活
躍
促
進

➣
待
機
児
童
が
存
在
す
る
市
町
村
に
お
い
て
各
ク
ラ
ス
で
常
勤
保
育
士
１
名
必
須

と
の
規
制
を
な
く
し
、
そ
れ
に
代
え
て
２
名
の
短
時
間
保
育
士
で
可
と
す
る

・
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化

➣
現
職
保
育
士
の
就
業
継
続
に
向
け
た
相
談
を
補
助
対
象
に
追
加

・
若
手
保
育
士
や
保
育
事
業
者
等
へ
の
巡
回
支
援
の
拡
充

➣
働
き
方
改
革
支
援
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
巡
回
や
魅
力
あ
る
職
場
づ
く
り
に
向
け
た

啓
発
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
を
補
助
対
象
に
追
加

③
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
子
育
て
資
源
の
活
用

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
き
め
細
か
く
対
応
す
る
た
め
、
幼
稚
園
・

ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
な
ど
、
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
子
育
て
資
源
を
活
用
す
る
。

＜
施
策
例
＞

・
幼
稚
園
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
の
活
用

➣
預
か
り
保
育
等
の
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
た
め
の
施
設
改
修
等
の
補
助
を
新
設

➣
待
機
児
童
が
存
在
す
る
市
区
町
村
に
お
い
て
空
き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
た

小
規
模
保
育
の
利
用
定
員
の
上
限
(1
9
人
)を

弾
力
化
（
３
人
増
し
→
６
人
増
し

ま
で
可
と
す
る
）

・
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
活
用

➣
利
用
料
に
関
す
る
自
治
体
等
の
助
成
を
非
課
税
所
得
と
す
る

（
令
和
３
年
度
税
制
改
正
で
対
応
）

➣
企
業
主
導
型
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
の
利
用
補
助
を
拡
充
（
１
日
１
枚
→
１
日
２
枚
）

・
育
児
休
業
等
の
取
得
促
進

➣
育
児
休
業
等
取
得
に
積
極
的
に
取
り
組
む
中
小
企
業
へ
の
助
成
事
業
の
創
設

(令
和
３
年
の
通
常
国
会
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
の
改
正
法
案
を
提
出
予
定
)

○
人
口
減
少
地
域
の
保
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
別
途
検
討
を
進
め
る
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（
参
考
）
保
育
に
関
す
る
現
状

①
待
機
児
童
の
現
状

市
区
町
村
の
待
機
児
童
の
状
況
は
様
々
。

全
国
の
市
区
町
村
の
う
ち
約
８
割
の
市
区
町
村
は
待
機
児
童
を
解
消
。

待
機
児
童
の
い
る
市
区
町
村
で
は
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
。

③
地
域
に
お
け
る
子
育
て
資
源
の
現
状

地
域
に
お
い
て
は
、
保
育
所
の
他
に
も
、
幼
稚
園
・
ベ
ビ
ー

シ
ッ
タ
ー
な
ど
の
子
育
て
資
源
が
存
在
す
る
。

4

○
待
機
児
童
の
６
割
超
が
都
市
部
で
発
生

○
待
機
児
童
の
い
る
市
区
町
村
の
９
割
超
が
9
9
人
以
下

東
京
圏

3
8
.2
％

大
阪
圏

1
5
.5
％

政
令
・
中
核
市

（
東
京
圏
・
大
阪
圏
以
外
）

1
5
.5
％

そ
の
他

3
6
.5
％

都
市
部

6
3
.5
％

9
9
人
以
下

9
4
.5
％

1
0
0
人
以
上

5
.5
％

＜
待
機
児
童
の
地
域
別
割
合
＞

＜
待
機
児
童
の
い
る
市
区
町
村
の
割
合
＞

②
保
育
士
確
保
の
現
状

保
育
士
の
確
保
を
進
め
る
に
当
た
り
、
保
育
業
務
に
関
す
る

以
下
の
課
題
が
存
在
す
る
。

○
保
育
士
が
退
職
し
た
理
由
（
複
数
回
答
）

仕
事
量
が
多
い
：
2
7
.7
％

○
保
育
士
が
再
就
業
す
る
場
合
の
希
望
条
件
（
複
数
回
答
）

勤
務
時
間
：
7
6
.3
％

雇
用
形
態
(パ
ー
ト
・
非
常
勤
採
用
)：
5
6
.0
％

※
い
ず
れ
も
「
東
京
都
保
育
士
実
態
調
査
報
告
書
」
（
令
和
元
年
５
月
公
表
）
よ
り

＜
幼
稚
園
＞

・
令
和
元
年
度
ま
で
に
幼
稚
園
の
2
4
.9
％
が
認
定
こ
ど
も
園
に
移
行

・
預
か
り
保
育
(３
～
５
歳
児
)の
実
施
率
：
8
7
.8
%
（
令
和
元
年
度
）

・
幼
稚
園
等
の
定
員
充
足
率
：
6
3
.0
％
（
令
和
元
年
５
月
１
日
）

＜
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー
＞

・
主
に
通
常
の
保
育
と
組
み
合
わ
せ
て
利
用

・
企
業
主
導
型
に
つ
い
て
利
用
の
補
助
（
１
日
１
枚
、
月
2
4
枚
が

上
限
）
を
実
施
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令和２年度 

教師の採用等の改善 

に係る取組事例 

 
 

 

 

 

 

 
 

令和２年８月 

 

 

文部科学省 総合教育政策局 

 

教育人材政策課 

 

【資料２２】 
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3 特別の選考 3.1 英語の資格等によ る特別の選考 (2) 中学校 1/2

英検
TOEFL
PBT

TOEFL
CBT

TOEFL
iBT

TOEIC

TOEIC
&

TOEIC
SW

GTEC
CBT

IELTS

01  北海道 ○ 1級 580点 0 0 860点 0 0 0

02  青森県 ○ 準1級 550点 213点 80点 730点 0 0 0

03  岩手県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

04  宮城県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

05  秋田県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

06  山形県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

07  福島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

08  茨城県 ○ 準1級 0 0 80点 0 1028点 1197点 0

09  栃木県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10  群馬県 ○ 1級 0 0 100点 900点 0 0 0

11  埼玉県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12  千葉県 ○ 1級 0 0 95点 860点 0 0 0

13  東京都 ○ 1級 0 0 100点
L&R900点

Speaking160点 0 7.0点

14  神奈川県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

15  新潟県 ○ 1級 0 0 110点 945点 0 0 0

16  富山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17  石川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18  福井県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19  山梨県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20  長野県 ○ 1級 0 0 100点 900点 0 0 0

21  岐阜県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

22  静岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23  愛知県 ○ 1級 0 0 92点 860点 0 0 0

24  三重県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25  滋賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26  京都府 ○ 1級 580点 0 92点 860点 0 0 0

27  大阪府 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28  兵庫県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

29  奈良県 ○ 1級 600点 250点 100点 860点 0 0 0

30  和歌山県 ○ 1級 570点 0 88点 800点 0 0 0

31  鳥取県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32  島根県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33  岡山県 ○
①   1級
②準1級 0 0

①100点
②  80点

①870点
②730点 0 0 0

34  広島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35  山口県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

36  徳島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

37  香川県 ○ 1級 0 0 92点 850点 0 0 7.0点

38  愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39  高知県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40  福岡県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

41  佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

42  長崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

43  熊本県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44  大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

45  宮崎県 ○ 1級 597点 0 98点 860点 0 0 0

46  鹿児島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

47  沖縄県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一部試験免除

中学校
区分

県市名
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【 令和２ 年度（ 令和元年度実施） 公立学校教員採用選考試験】

英検
TOEFL
PBT

TOEFL
CBT

TOEFL
iBT

TOEIC

TOEIC
&

TOEIC
SW

GTEC
CBT

IELTS

一部試験免除

中学校
区分

県市名

48  札幌市 ○ 1級 580点 0 92点 860点 0 0 0

49  仙台市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50  さいたま市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

51  千葉市 ○ 1級 0 0 95点 860点 0 0 0

52  横浜市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

53  川崎市 0 0

54  相模原市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

55  新潟市 ○ 1級 0 0 110点 945点 0 0 0

56  静岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

57  浜松市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

58  名古屋市 ○ 1級 600点 240点 95点 900点 0 0 0

59  京都市 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 1095点 0 0

60  大阪市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

61  堺市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

62  神戸市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

63  岡山市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

64  広島市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

65  北九州市 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

66  福岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

67  熊本市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

68  豊能地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24 24 11 3 23 23 2 1 2

(24) (24) (13) (5) (24) (22) (3) (3) (3)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　（）内の数字は、前年度の数値である。

3  その他の資格等の例　国連英検 A級、GTEC 1350点、ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ英検 180点
       小学校普通免許状を有する又は取得見込みの者。

4  岡山県の①は中学・高校の英語、②は高校の数学及び理科を対象としたものである。

合計
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3 特別の選考 3.1 英語の資格等によ る特別の選考 (2) 中学校 2/2

英検
TOEFL
PBT

TOEFL
CBT

TOEFL
iBT

TOEIC

TOEIC
&

TOEIC
SW

GTEC
CBT

IELTS

01  北海道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

02  青森県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

03  岩手県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

04  宮城県 ○ 2級 0 0 60点 550点 0 0 0

05  秋田県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

06  山形県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

07  福島県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

08  茨城県 ○ 2級 0 0 53点 540点 710点 925点 0

09  栃木県 ○ 1級 600点 0 100点 900点 0 0 0

10  群馬県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11  埼玉県 ○ 準1級 0 0 72点 785点 0 0 0

12  千葉県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13  東京都 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14  神奈川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15  新潟県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16  富山県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

17  石川県 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0

18  福井県 ○ 2級 0 0 42点 550点 0 0 0 ○

19  山梨県 ○ 1級 0 0 100点 870点 0 0 0

20  長野県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21  岐阜県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22  静岡県 ○ 準1級 0 0 80点 800点 0 0 0

23  愛知県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24  三重県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

25  滋賀県 ○ 準1級・1級 550点 0 80点 785点 0 0 0

26  京都府 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

27  大阪府 ○ 準1級 0 0 72点 785点 0 0 5.5点

28  兵庫県 ○ 1級 0 0 95点 945点 1305点 0 7.0点

29  奈良県 ○ 準1級 550点 213点 80点 730点 0 0 0

30  和歌山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31  鳥取県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

32  島根県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33  岡山県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

34  広島県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 6.5点 ○

35  山口県 ○ 1級 590点 243点 97点 860点 0 0 0

36  徳島県 ○ 1級 0 0 110点 945点 0 0 7.0点 ○

37  香川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38  愛媛県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

39  高知県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

40  福岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

41  佐賀県 ○ 2級 470点 150点 52点 500点 0 0 0

42  長崎県 ○ 準1級 550 0 80 730 0 0 0

43  熊本県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44  大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

45  宮崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

46  鹿児島県 ○ 準1級 0 0 79点 1095点 0 0 0

47  沖縄県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

中学校

       加点 特
別
免
許
状

区分

県市名
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【 令和２ 年度（ 令和元年度実施） 公立学校教員採用選考試験】

英検
TOEFL
PBT

TOEFL
CBT

TOEFL
iBT

TOEIC

TOEIC
&

TOEIC
SW

GTEC
CBT

IELTS

中学校

       加点 特
別
免
許
状

区分

県市名

48  札幌市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

49  仙台市 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

50  さいたま市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

51  千葉市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

52  横浜市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

53  川崎市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

54  相模原市 ○ 準1級 0 0 80点 785点 0 0 0

55  新潟市 ○ 準1級 550点 213点 80点 730点 0 0 0

56  静岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

57  浜松市 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

58  名古屋市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

59  京都市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

60  大阪市 ○ 準1級 0 0 72点 785点 0 0 5.5点

61  堺市 ○ 準1級 0 0 80点 785点 0 0 6.0点

62  神戸市 ○ 1級 0 0 95点 860点 1845点 1350点 7.0点

63  岡山市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

64  広島市 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 6.5点 ○

65  北九州市 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

66  福岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

67  熊本市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

68  豊能地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38 37 12 4 36 36 3 2 8 6

(34) (34) (12) (5) (34) (33) (2) (1) (7) (5)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　（）内の数字は、前年度の数値である。

3  その他の資格等の例　国連英検 A級、GTEC 1350点、ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ英検 180点
       小学校普通免許状を有する又は取得見込みの者。

12
51

 千葉県
 千葉市

16  富山県

17  石川県

18  福井県

32  島根県

59  京都市

一般選考の資格要件を満たし、かつ、次に掲げるアからエのいずれにも該当する者について、１次試験の一般・教職教養
筆記試験、専門筆記試験に替えて、論文試験（日本語記述）を実施し、実技試験（リスニング）を免除する。２次試験の論文
試験、指導案作成の英語記述可とする。
ア　英語を第一言語とする者
イ　大学卒業（学士号取得）以上の者
ウ　平成26年4月1日から平成31年3月31日までの間で、国公私立学校での勤務歴が通算3年以上（実勤務月数として36月
以上。休職期間は含まない）ある者、または外国語としての英語指導法に関する課程（TESOL、CELTA）を修了（または令
和2年3月31日までに修了見込みであること）している者
エ　教員の職務を行う上で必要とされる日本語能力を有する者

合計

県市名 その他

第1次選考における専門教科の免除する。

＜資格要件＞
受検科目の教諭普通免許状を所有するか、取得見込みであり、以下の資格のいずれかを出願時に有する者
　TOEIC860点以上、TOEFL iBT100点以上またはPBT600点以上、実用英語技能検定1級
＜選考方法・試験内容＞
１次検査…小論文、専門教科筆答検査、個人面接、集団面接
2次検査…教養、適性検査、個人面接

英語に係る資格を有する英語受験者を対象とした選考を実施している。筆記試験における教科専門を免除。

英語による作文、英語による面接、個人面接による選考を実施している。

実用英語技能検定準１級以上、TOEFL(iBT)80点以上、TOEIC785点以上のいずれかに該当する者は、選考に当たって考
慮する。
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3 特別の選考 3.1 英語の資格等によ る 特別の選考 (3) 高等学校 1/2

英検
TOEFL
PBT

TOEFL
CBT

TOEFL
iBT

TOEIC

TOEIC
&

TOEIC
SW

GTEC
CBT

IELTS

01  北海道 ○ 1級 580点 0 0 860点 0 0 0

02  青森県 ○ 1級 600点 250点 100点 860点 0 0 0

03  岩手県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

04  宮城県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

05  秋田県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

06  山形県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

07  福島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

08  茨城県 ○ 1級 0 0 100点 0 1216点 1338点 0

09  栃木県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

10  群馬県 ○ 1級 0 0 100点 900点 0 0 0

11  埼玉県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12  千葉県 ○ 1級 0 0 95 860点 0 0 0

13  東京都 ○ 1級 0 0 100点
L&R900点

Speaking160点
0 0 7.0点

14  神奈川県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

15  新潟県 ○ 1級 0 0 110 945 0 0 0

16  富山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

17  石川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18  福井県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

19  山梨県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20  長野県 ○ 1級 0 0 100点 900点 0 0 0

21  岐阜県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

22  静岡県 ○ 1級 0 0 100点 950点 0 0 0

23  愛知県 ○ 1級 0 0 92点 860点 0 0 0

24  三重県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

25  滋賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

26  京都府 ○ 1級 580点 0 92点 860点 0 0 0

27  大阪府 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28  兵庫県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

29  奈良県 ○ 1級 600点 250点 100点 860点 0 0 0

30  和歌山県 ○ 1級 570点 0 88点 800点 0 0 0

31  鳥取県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

32  島根県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33  岡山県 ○
①   1級
②準1級 0 0

①100点
②  80点

①870点
②730点 0 0 0

34  広島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

35  山口県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

36  徳島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

37  香川県 ○ 1級 0 0 92点 850点 0 0 7.0点

38  愛媛県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

39  高知県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

40  福岡県 ○ 1級 600点 0 100点 900点 0 0 0

41  佐賀県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

42  長崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

43  熊本県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44  大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

45  宮崎県 ○ 1級 597点 0 98点 860点 0 0 0

46  鹿児島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

47  沖縄県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

一部試験免除

高等学校
区分

県市名
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【 令和２ 年度（ 令和元年度実施） 公立学校教員採用選考試験】

英検
TOEFL
PBT

TOEFL
CBT

TOEFL
iBT

TOEIC

TOEIC
&

TOEIC
SW

GTEC
CBT

IELTS

一部試験免除

高等学校
区分

県市名

48  札幌市 ○ 1級 580点 0 92点 860点 0 0 0

49  仙台市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50  さいたま市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

51  千葉市 ○ 1級 0 0 95点 860点 0 0 0

52  横浜市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

53  川崎市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

54  相模原市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

55  新潟市 ○ 1級 0 0 110点 945点 0 0 0

56  静岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

57  浜松市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

58  名古屋市 ○ 1級 600点 240点 95点 900点 0 0 0

59  京都市 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 1095点 0 0

60  大阪市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

61  堺市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

62  神戸市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

63  岡山市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

64  広島市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

65  北九州市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

66  福岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

67  熊本市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

68  豊能地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 23 10 3 20 21 2 1 2

(23) (23) (13) (6) (23) (20) (4) (3) (3)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　（）内の数字は、前年度の数値である。

3  その他の資格等の例　国連英検 A級、GTEC 1350点、ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ英検 180点

       小学校普通免許状を有する又は取得見込みの者。

4  岡山県の①は中学・高校の英語、②は高校の数学及び理科を対象としたものである。

合計
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3 特別の選考 3.1 英語の資格等によ る 特別の選考 (3) 高等学校 2/2

英検
TOEFL
PBT

TOEFL
CBT

TOEFL
iBT

TOEIC

TOEIC
&

TOEIC
SW

GTEC
CBT

IELTS

01  北海道 0 0 0 0 0 0 0 0 0

02  青森県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

03  岩手県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

04  宮城県 ○ 2級 0 0 60点 550点 0 0 0

05  秋田県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

06  山形県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

07  福島県 ○ 1級 590点 0 96点 880点 0 0 0

08  茨城県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 1028点 1197点 0 ○

09  栃木県 ○ 1級 600点 0 100点 900点 0 0 0

10  群馬県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

11  埼玉県 ○ 準1級 0 0 72点 785点 0 0 0

12  千葉県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13  東京都 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14  神奈川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

15  新潟県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

16  富山県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

17  石川県 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0

18  福井県 ○ 2級 0 0 42点 550点 0 0 0 ○

19  山梨県 ○ 1級 0 0 100点 870点 0 0 0

20  長野県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21  岐阜県 ○ 1級 0 0 100点 0 860点 0 0

22  静岡県 ○ 準1級 0 0 80点 800点 0 0 0

23  愛知県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

24  三重県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

25  滋賀県 ○ 準1級・1級 550 0 80点 785点 0 0 0

26  京都府 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27  大阪府 ○ 準1級 0 0 72点 785点 0 0 5.5点

28  兵庫県 ○ 1級 0 0 95点 945点 1305点 0 7.0点

29  奈良県 ○ 準1級 550点 213点   80点 730点 0 0 0

30  和歌山県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

31  鳥取県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

32  島根県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33  岡山県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

34  広島県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 6.5点 ○

35  山口県 ○ 1級 590点 243点 97点 860点 0 0 0

36  徳島県 ○ 1級 0 0 110点 945点 0 0 7.0点 ○

37  香川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38  愛媛県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

39  高知県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

40  福岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

41  佐賀県 ○ 2級 470点 150点 52点 500点 0 0 0

42  長崎県 ○ 準1級 550点 0 80点 730点 0 0 0

43  熊本県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

44  大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

45  宮崎県 0 0 0 0 0 0 0 0 0

46  鹿児島県 ○ 準1級 0 0 79点 1095点 0 0 0

47  沖縄県 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 0

高等学校

       加点 特
別
免
許
状

区分

県市名
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【 令和２ 年度（ 令和元年度実施） 公立学校教員採用選考試験】

英検
TOEFL
PBT

TOEFL
CBT

TOEFL
iBT

TOEIC

TOEIC
&

TOEIC
SW

GTEC
CBT

IELTS

高等学校

       加点 特
別
免
許
状

区分

県市名

48  札幌市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

49  仙台市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50  さいたま市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

51  千葉市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

52  横浜市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

53  川崎市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

54  相模原市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

55  新潟市 ○ 準1級 550点 213点 80点 730点 0 0 0

56  静岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

57  浜松市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

58  名古屋市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

59  京都市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ○

60  大阪市 ○ 準1級 0 0 72点 785点 0 0 5.5点

61  堺市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

62  神戸市 ○ 1級 0 0 95点 860点 1845点 1350点 7.0点

63  岡山市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

64  広島市 ○ 準1級 0 0 80点 730点 0 0 6.5点 ○

65  北九州市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

66  福岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

67  熊本市 0 0 0 0 0 0 0 0 0

68  豊能地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0

33 32 11 4 32 31 4 2 7 6

(30) (30) (12) (5) (30) (29) (2) (1) (6) (5)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　（）内の数字は、前年度の数値である。

3  その他の資格等の例　国連英検 A級、GTEC 1350点、ｹﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ英検 180点

       小学校普通免許状を有する又は取得見込みの者。

02  青森県

12
51

 千葉県
 千葉市

16  富山県

17  石川県

18  福井県

32  島根県

59  京都市 第1次選考における専門教科の免除

受験資格としては、一般選考の受験資格に加え、
①出願時に民間企業等（私立学校教員や専門学校講師など教育に関連する事業等に従事する者を除く。）に、正職員として
５年以上の勤務経験を有する者
②出願時に実用英語技能検定試験１級、ＴＯＥＩＣ860点以上、ＴＯＥＦＬ　ＰＢＴ600点以上（ＣＢＴ250点以上、ｉＢＴ100点以上）
のいずれかの資格等を有する者
③免許状を有しない場合は、上記①、②に加え、５年間以上英語に関連する業務又は英語を使用する業務の実務経験を有
すること

第1次選考における専門教科の免除する。

＜資格要件＞
受検科目の教諭普通免許状を所有するか、取得見込みであり、以下の資格のいずれかを出願時に有する者
　TOEIC860点以上、TOEFL iBT100点以上またはPBT600点以上、実用英語技能検定1級
＜選考方法・試験内容＞
１次検査…小論文、専門教科筆答検査、個人面接、集団面接
2次検査…教養、適性検査、個人面接

英語に係る資格を有する英語受験者を対象とした選考を実施している。筆記試験における教科専門を免除。

英語による作文、英語による面接、個人面接による選考を実施している。

実用英語技能検定準１級以上、TOEFL(iBT)80点以上、TOEIC785点以上のいずれかに該当する者は、選考に当たって考慮
する。

県市名 その他

合計
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3 特別の選考 3.2 スポーツの技能や実績による特別の選考

2　スポーツの技能や実績による特別の選考

区分

一
部
試
験
免
除

加
点

特
別
免
許
状
を

活
用
し
た
選
考

そ
の
他
の

特
別
の
選
考

一
部
試
験
免
除

加
点

特
別
免
許
状
を

活
用
し
た
選
考

そ
の
他
の

特
別
の
選
考

一
部
試
験
免
除

加
点

特
別
免
許
状
を

活
用
し
た
選
考

そ
の
他
の

特
別
の
選
考

一
部
試
験
免
除

加
点

特
別
免
許
状
を

活
用
し
た
選
考

そ
の
他
の

特
別
の
選
考

01 北海道 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

02 青森県 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

03 岩手県 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ 0 0 0 0

04 宮城県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

05 秋田県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

06 山形県 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○ 0 0 0 0

07 福島県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

08 茨城県 ○ 0 ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0

09 栃木県 0 0 0 0 ○ ○ 0 ○ 0 ○ ○ 0 ○ 0 0 0 0 0

10 群馬県 ○ 0 ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0

11 埼玉県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

12 千葉県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

13 東京都 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

14 神奈川県 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

15 新潟県 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

16 富山県 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ 0 0 0 0

17 石川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

18 福井県 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○

19 山梨県 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

20 長野県 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

21 岐阜県 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

22 静岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

23 愛知県 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○

24 三重県 ○ 0 ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0

25 滋賀県 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

26 京都府 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ 0 0 ○ 0 0 0 0 0

27 大阪府 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

28 兵庫県 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0

29 奈良県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

30 和歌山県 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 ○ ○ ○ 0 0 0 ○

31 鳥取県 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

32 島根県 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○

33 岡山県 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ 0 0 0 0

34 広島県 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ 0 0 ○ 0 0 0 0 0

35 山口県 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ 0 0 0 0

36 徳島県 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

37 香川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

38 愛媛県 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 ○ ○ 0 ○ 0 ○ 0 0 0 0

39 高知県 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0 ○ 0 ○ 0 0

40 福岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

41 佐賀県 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○

42 長崎県 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 ○ 0 0 0 0

43 熊本県 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○ 0 0 0 0

44 大分県 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

45 宮崎県 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

46 鹿児島県 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

47 沖縄県 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0

中学校 高等学校 特別支援学校小学校

県市名
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【 令和２ 年度（ 令和元年度実施） 公立学校教員採用選考試験】

区分

一
部
試
験
免
除

加
点

特
別
免
許
状
を

活
用
し
た
選
考

そ
の
他
の

特
別
の
選
考

一
部
試
験
免
除

加
点

特
別
免
許
状
を

活
用
し
た
選
考

そ
の
他
の

特
別
の
選
考

一
部
試
験
免
除

加
点

特
別
免
許
状
を

活
用
し
た
選
考

そ
の
他
の

特
別
の
選
考

一
部
試
験
免
除

加
点

特
別
免
許
状
を

活
用
し
た
選
考

そ
の
他
の

特
別
の
選
考

中学校 高等学校 特別支援学校小学校

県市名

48 札幌市 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

49 仙台市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

50 さいたま市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

51 千葉市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

52 横浜市 ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○

53 川崎市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

54 相模原市 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

55 新潟市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

56 静岡市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

57 浜松市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

58 名古屋市 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 ○ ○ 0 0 0

59 京都市 0 0 0 0 ○ ○ 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0

60 大阪市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

61 堺市 0 0 0 0 ○ 0 ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

62 神戸市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

63 岡山市 0 0 0 0 ○ ○ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

64 広島市 0 0 0 0 0 0 0 0 ○ 0 0 ○ 0 0 0 0 0

65 北九州市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

66 福岡市 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○ 0 0 0 0 ○ 0 0 0 ○

67 熊本市 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

68 豊能地区 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

21 9 6 0 6 39 24 7 3 12 39 22 6 5 13 22 10 5 0 7

(19) (8) (5) (0) (6) (39) (22) (7) (3) (13) (40) (21) (6) (5) (14) (20) (8) (4) (0) (8)

(注) 1　合計については、実施した県市の実数である。

2　（）内の数字は、前年度の数値である。

03 岩手県

06 山形県

13 東京都

14 神奈川県

16 富山県

18 福井県

23 愛知県

30 和歌山県

32 島根県

33 岡山県
35 山口県

38 愛媛県

41 佐賀県

43 熊本県

48 札幌市

52 横浜市

66 福岡市

一次選考を免除。二次検査における技能・実績の内容に密接に関連する実技検査を免除する。

資格要件：剣道、サッカー、柔道、水泳（競泳種目）、ソフトボール、卓球、テニス（硬式、軟式）、バスケットボール、バドミントン、バ
レーボール、野球、陸上競技において、平成26年4月１日から平成31年3月31日までの間にオリンピック、パラリンピック、世界選手権大会、ア
ジア競技大会、ユニバーシアードに出場し、入賞の実績（８位以内）がある者。
試験内容：第一次試験を指導案とする。

教養試験のうち、一般教養分野を免除し、論文試験を課す。

教職専門、教科専門、実技の試験を行わず、個人面接（口述試験）を行う。

愛媛県教育委員会が指定する競技（レスリング、セーリング、フェンシング、ライフル射撃、アーチェリー、銃剣道）の指導者として、当該競
技の拠点におけるスポーツ振興に貢献できるもので、要件（平成21年４月１日以降に全国的な規模の競技会に出場した者又は選手又は指導者と
しての経験を令和元年６月10日時点で10年以上有する者でその証明が得られるもの）を満たすものは、申請により、第１次選考試験の筆記試験
の一部（一般教養及び教職専門科目）を免除。

書類選考の結果、特別選考の対象となった者は、一般選考とは別日程で小論文、面接等による選考を行う。

書類選考の結果、特別選考の対象となった者は、一次考査を免除。第二次考査は、論述及び個人面接による選考を行う。

実績等に関する提出書類、適性検査、小論文、個人面接による選考を行う。

スポーツ特別選考として実施。第１次試験に加味している。

教科専門、一般教養及び教職専門を免除し、作文を課す。専門分野に該当する教科以外の特別選考は、一般教養及び教職教養を免除し、作文を
課す。

特に優れた実績・資格等については、選考にあたって考慮する事項としている。

対象教科：保健体育　書類選考の結果、特別選考の対象となった者は、第1次試験において筆記試験を免除し、特別面接を実施する。

普通免許状取得の見込みがなくて出願できる。教員検定試験を受験し授与を受ける必要あり。

第一次選考試験は「小論文」及び「面接」とする。

対象教科：保健体育　第１次試験において教科専門試験を免除する。

第一次選考における教職教養を免除する。

対象教科：保健体育
資格要件：受検種目・受検教科（科目）の教諭普通免許状を所有するか、取得見込みであり、以下の①又は②に該当する者
①国際規模の競技会(オリンピック大会、世界選手権、アジア大会等)に日本代表として出場した競技者またはその指導者
②全国規模の競技会(国民体育大会、全日本選手権大会、全日本社会人選手権大会、全日本学生選手権大会、及びこれに準ずる大会)で４位以上
の成績を収めた競技者またはその指導者。ただし、団体種目については正選手として登録された者に限る
選考方法・試験内容：
1次検査…小論文、専門教科筆答検査、個人面接、集団面接
2次検査…教養、適性検査、個人面接

県市名 その他の特別選考等

合計
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大阪成蹊大学
マネジメント学部　国際観光ビジネス学科(仮称）

教育学部 教育学科　英語教育専攻(仮称）・保健体育教育専攻(仮称）

設置構想についての採用意向アンケート調査報告書

平成29年3月

1

【資料２３】 
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採用した
い

予定人数

どちらとも
言えない

採用しな
い

採用した
い

予定人数

どちらとも
言えない

採用しな
い

1 リゾートトラスト㈱ ホテル 10 10

2 藤田観光 ホテル 2 0 ○ 1～2どちらともいえない

3 共立メンテナンス ホテル 1 1

4 帝国ホテル ホテル 10 10

5 ロイヤルホテル ホテル 0 ○ 0 ○ どちらともいえないどちらともいえない

6 京都ホテル ホテル 4 1

7 阪急阪神ホテルズ ホテル 3 3

8 近鉄・都ホテルズ ホテル 5 3

9 ㈱神戸ポートピアホテル ホテル 1 1

10 ホテルユニバーサルポート ホテル 5 0 ○ 採用しない

11 ホテルモントレ（株） ホテル 1 1

12 (株)京阪アーバンシステムズ ホテル 1 1

13 ANAクラウンプラザホテル京都（裕進観光） ホテル 5 0 ○ どちらともいえない

14 ザ・リッツ・カールトン大阪（阪神ホテルシステムズ） ホテル 0 ○ 0 ○ どちらともいえないどちらともいえない

15 (株)プリンスホテル ホテル ― ―

16 ANAクラウンプラザホテル大阪（GHS） ホテル 4 1

17 ㈱ホテルオークラ神戸 ホテル 2 2

18 ニュー・オータニ ホテル 2 2

19 スーパーホテルグループ ホテル 2 2 1～2

20 ㈱三井不動産ホテルマネジメント ホテル 2 2 1～21～2

21 カトープレジャーグループ ホテル 3 3 2~32~3

22 近畿日本ツーリスト（株） 旅行 1 1

23 エイチ・アイ・エス 旅行 0 ○ 0 ○ どちらともいえないどちらともいえない

24 （株）阪急交通社 旅行 5 2 1～51～2

25 （株）ＪＴＢ西日本 旅行 1 1

26 日通旅行（株） 旅行 0 ○ 0 ○ どちらともいえないどちらともいえない

27 近畿日本ツーリスト個人旅行（株） 旅行 2 2

28 （株）南海国際旅行 旅行 1 1

29 ㈱大阪旅行企画 旅行 2 0 ○ 採用しない

30 ㈱ジェイティービーティーエスエヌ 旅行 2 2 1～21～2

31 ㈱ジャッツ関西（日本旅行グループ） 旅行 3 3

32 ㈱新日本旅行 旅行 2 2

33 日本交通㈱ 旅行 2 2

34 ㈱三洋航空サービス 旅行 ― ―

35 名鉄観光サービス(株) 旅行 1 1

36 西日本旅客鉄道(株) 鉄道 ― ―

37 南海電気鉄道（株） 鉄道 1 1

38 山陽電気鉄道(株) 鉄道 0 ○ ― どちらともいえない

39 神戸電鉄㈱ 鉄道 0 ○ ― どちらともいえない

40 阪急電鉄(株) 鉄道 ― ―

41 阪神電気鉄道(株) 鉄道 ― ―

42 近鉄グループホールディングス㈱ 鉄道 0 ○ 0 ○ どちらともいえないどちらともいえない

採用意向アンケート調査の概要と結果 
国際観光

ビジネス学科
中等教育専攻

業界企業名

2
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採用した
い

予定人数

どちらとも
言えない

採用しな
い

採用した
い

予定人数

どちらとも
言えない

採用しな
い

国際観光
ビジネス学科

中等教育専攻

業界企業名

43 京阪電気鉄道(株) 鉄道 ― ―

44 北大阪急行電鉄㈱ 鉄道 0 ○ 0 ○ どちらともいえないどちらともいえない

45 近江鉄道(株) 鉄道 1 0 ○ どちらともいえない

46 高松琴平電気（株） 鉄道 2 2

47 ㈱ジェイアール東海パッセンジャーズ 鉄道 1 1

48 ㈱ジェイアール西日本フードサービスネット 鉄道 5 5

49 全日本空輸(株) 航空 ― ―

50 日本航空(株) 航空 ― ―

51 日本トランスオーシャン航空(株) 航空 2 ― 1～2

52 スカイマーク(株) 航空 ― ―

53 サンヨー航空サービス(株) 航空 3 3

54 ㈱ＪALスカイ大阪 航空 2 2

55 ㈱JALナビア 航空 2 2

56 ANA関西空港(株) 航空 1 1

57 (株)エスクリ ブライダル 2 3 1～22～3

58 (株)ＷＤＩ　ＪＡＰＡＮ ブライダル 5 5

59 Pacific Diner Service ブライダル 1 1

60 ディライト(株) ブライダル 1 0 ○ どちらともいえない

61 (株)レック ブライダル 1 1

62 (株)トリート ブライダル 1 1

63 (株)クラウディアコスチュームサービス ブライダル 2 2 1～21～2

64 (株)ベストブライダル ブライダル 0 ○ 0 ○ どちらともいえないどちらともいえない

65 (株)アルカンシエル ブライダル 1 1

66 (株)ディアーズ・ブレイン ブライダル 2 2 1～21～2

67 テレビ大阪（株） マスコミ 5 5 3～53～5

68 (株)サンテレビジョン マスコミ ― 0 ○ どちらともいえない

69 (株)エフエム大阪 マスコミ ― ―

70 (株)ジュピターテレコム マスコミ 2 2

71 (株)スポーツニッポン新聞社 マスコミ ― ―

72 (株)サンケイリビング新聞社 マスコミ ― ―

73 (株)デサント スポーツ 1 1

74 (株)グンゼスポーツ スポーツ 1 2

75 クリヤマ(株) スポーツ 1 1

76 (株)ジェイエスエス スポーツ ― 1

77 (株)ザナックス スポーツ ― 2

78 ゼット(株) スポーツ 1 1

79 (株)イモト スポーツ 2 2

80 幼児活動研究会（株） 教育 1 2

81 (株)成学社 教育 ― 3

82 (株)ワオ・コーポレーション 教育 ― 0 ○ どちらともいえない

83 (株)京進 教育 ― ―

84 (株)イング 教育 3 3 2~32~3

85 (株)浜学園 教育 ― ―

3
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採用した
い

予定人数

どちらとも
言えない

採用しな
い

採用した
い

予定人数

どちらとも
言えない

採用しな
い

国際観光
ビジネス学科

中等教育専攻

業界企業名

86 (株)学研ホールディングス 教育 1 0 ○ どちらともいえない

87 (株)ウィザス 教育 ― 5

88 (株)三井住友銀行 金融 2 2

89 (株)りそな銀行 金融 3 3

90 (株)関西アーバン銀行 金融 1 1

91 (株)滋賀銀行 金融 2 2

92 北おおさか信用金庫 金融 1 1

93 (株)竹中工務店 建設 2 1

94 (株)阪急建装 建設 1 1

95 (株)前田組 建設 2 2

96 (株)富士通マーケティング 情報通信 1 1

97 (株)トランスコスモス 情報通信 3 3

98 (株)内田洋行 商社 1 1

99 ㈱カプコン ゲーム 2 2

## ㈱タムラ製作所 製造 4 4

## #

１．調査の概要

　　依頼先企業の抽出　：　大阪成蹊大学・大阪成蹊短期大学の就職実績のある企業及び新学科等で

　　　想定される就職先を就職部にて抽出した。

２．アンケート実施方法

　　就職部担当者が企業に訪問し、当該の学科等の説明をしたのち、アンケート用紙をお渡しし、後日

　　郵送により回収(一部就職担当者が回収）

３．アンケート実施機関

　　平成29年1月13日から2月16日

４．アンケート依頼企業数 100社

　　　アンケート回答企業数 86社

　　　未回答企業 14社

５．アンケート結果

　　　①大阪成蹊大学マネジメント学部 国際観光ビジネス学科

　　　　　1. 採用したい 71社 （予定人数：164人）

　　　　　2. どちらとも言えない  9社

　　　　　3. 採用しない  0社

　　　②大阪成蹊大学教育学部 教育学科英語教育専攻・保健体育教育専攻

　　　　　1. 採用したい 67社 （予定人数：147人)

　　　　　2. どちらとも言えない 14社

　　　　　3. 採用しない   2社

71社/164人 67社/147人採用意向表明企業

4
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平成 29 年 1 月吉日 

採用ご担当者様 

大阪成蹊大学 就職部 

 

大阪成蹊大学 マネジメント学部 国際観光ビジネス学科(仮称) 

設置構想に関するアンケート調査のお願い 

  

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

また、平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、大阪成蹊大学マネジメント学部は、平成 15 年 4 月に現代経営情報学部

の名称で開設して以来、高校生の進学ニーズや社会の人材要請に応えるかたち

で改組・発展を続け、現在では、マネジメント学部マネジメント学科、スポー

ツマネジメント学科の 2 学科で、経営課題の解決に貢献できる人材を育成して

おります。 

こうしたなか、教育の更なる充実をめざして、平成 30 年 4 月を開設予定とし

て、新たに「国際観光ビジネス学科」(仮称)を開設することを構想しております。

大阪成蹊学園における観光教育 50 年の伝統と実績を生かしながら、グローバル

化が急速に進む産業や、飛躍的な発展が見込まれている観光関連産業において

中核を担うことのできる、ビジネスの専門性と国際コミュニケーション力など

を身につけられるよう、充実した教育内容・体制を構想しております。 

 こうした設置構想について、文部科学省への申請に際して、企業様の採用意

向等ニーズ調査を行うこととなりました。つきましては、ご多忙中誠に恐縮で

はございますが、別紙アンケート調査へのご協力を、よろしくお願い申し上げ

ます。  

 なお、本アンケートで得られた情報は、文部科学省への申請資料としてのみ

利用し、その他の目的に使用することはございません。 

 何卒、ご協力くださいますよう重ねてお願い申し上げます。 

敬具 
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大阪成蹊大学 マネジメント学部 国際観光ビジネス学科(仮称) 

設置構想に関するアンケート回答 

 

 

貴社名：                        

 

Ｑ１．大阪成蹊大学 マネジメント学部 国際観光ビジネス学科（仮称）の卒業生を採用する

可能性はありますか？ 

（あてはまるもの１つに〇を、１．を選択する場合には予定人数をご記入ください） 

 

１．採用したい （予定人数：＿＿＿＿人） 

２．どちらとも言えない 

３．採用しない 

 

 

Ｑ２．貴社が採用する学生に求めるものは何ですか？ 

（あてはまるもの全てに〇をご記入ください） 

 

１．コミュニケーション能力     ２．語学力 

３．専門的な知識          ４．社会常識 

５．積極的な行動力         ６．仕事への積極性 

７．チームで働く力         ８．主体性  

９．目標達成への意欲        １０．課題解決能力 

１１．忍耐力            １２．ボランティア等での経験 

１３．取得資格           １４．その他（            ） 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力いただき有難うございました。 

回答用 
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平成 29 年 1 月吉日 

採用ご担当者様 

大阪成蹊大学 就職部 

 

大阪成蹊大学 教育学部 教育学科 英語教育専攻(仮称)・保健体育教育専攻(仮称)

設置構想に関するアンケート調査のお願い 

  

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

また、平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、大阪成蹊大学教育学部では、平成 26 年 4 月の開設以来、「初等教育コ

ース」及び「幼児教育コース」を設け、幼稚園教諭・保育士、小学校教諭など

をめざす学びを展開して参りました。そして現在、平成 30 年 4 月に、新たに「英

語教育専攻」(仮称)及び「保健体育教育専攻」(仮称)を開設することを構想して

おります。主に中学校・高等学校の英語教諭、保健体育教諭をめざす課程です

が、教育学の知識や英語又は保健体育に関する専門性のほか、主体性、課題解

決能力、協調性など、広く一般企業においても活躍できる社会人基礎力、人間

力を身につけられるよう、充実した教育内容・体制を構想しております。 

 こうした設置構想について、文部科学省への申請に際して、企業様の採用意

向等ニーズ調査を行うこととなりました。つきましては、ご多忙中誠に恐縮で

はございますが、別紙アンケート調査へのご協力を、よろしくお願い申し上げ

ます。  

 なお、本アンケートで得られた情報は、文部科学省への申請資料としてのみ

利用し、その他の目的に使用することはございません。 

 何卒、ご協力くださいますよう重ねてお願い申し上げます。 

敬具 
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大阪成蹊大学 教育学部 教育学科 

英語教育専攻(仮称)・保健体育教育専攻(仮称) 

設置構想に関するアンケート回答 

 

 

貴社名：                        

 

Ｑ１．大阪成蹊大学 教育学部 教育学科 英語教育専攻(仮称)・保健体育教育専攻(仮称)の卒

業生を採用する可能性はありますか？ 

（あてはまるもの１つに〇を、１．を選択する場合には予定人数をご記入ください） 

 

１．採用したい （予定人数：＿＿＿＿人） 

２．どちらとも言えない 

３．採用しない 

 

 

Ｑ２．貴社が採用する学生に求めるものは何ですか？ 

（あてはまるもの全てに〇をご記入ください） 

 

１．コミュニケーション能力     ２．語学力 

３．専門的な知識          ４．社会常識 

５．積極的な行動力         ６．仕事への積極性 

７．チームで働く力         ８．主体性  

９．目標達成への意欲        １０．課題解決能力 

１１．忍耐力            １２．ボランティア等での経験 

１３．取得資格           １４．その他（            ） 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力いただき有難うございました。 

回答用 
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明日の日本を支える 

観光ビジョン 
 

 
― 世界が訪れたくなる日本へ ― 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成２８年３月３０日 

明日の日本を支える観光ビジョン構想会議  

【資料２４】 
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「観光先進国」に向けて 
 

 

安倍内閣の発足から３年。戦略的なビザ緩和、免税制度の拡充、出入国管理体制

の充実、航空ネットワークの拡大など、大胆な「改革」に取り組み続けてきた。 

この間、訪日外国人旅行者数は２倍以上の約 2000万人に達し、その消費額も３倍

以上となり、自動車部品産業の輸出総額に匹敵する約３.５兆円に達した。 

今年に入っても外国人旅行者数は引き続き増加しており、各月の過去最高記録を

更新し続けている。 

 

我が国は、自然・文化・気候・食という観光振興に必要な４つの条件を兼ね備え

た、世界でも数少ない国の一つであり、これらの豊富な観光資源を真に開花させる

ことにより、裾野の広い観光を一億総活躍の場とすることが可能である。 

観光は、まさに「地方創生」への切り札、GDP600兆円達成への成長戦略の柱。 

国を挙げて、観光を我が国の基幹産業へと成長させ、「観光先進国」という新た

な挑戦に踏み切る覚悟が必要である。 

 

このため、従来の政府目標を大幅に前倒しし、かつ、質の高い観光交流を加速さ

せるべく、以下の新たな目標に向かって進んでいくこととする。 

★訪日外国人旅行者数  2020年：4000万人   2030年：6000万人 

       （従来目標：2020年 2000万人、2030年 3000万人） 

 ★訪日外国人旅行消費額  2020年：８兆円   2030年：15兆円 
       （従来目標：2000万人が訪れる年に４兆円） 

 ★地方部（三大都市圏以外）での外国人延べ宿泊者数 

2020年：7000万人泊  2030年：１億 3000万人泊 

 ★外国人リピーター数  2020年：2400万人   2030年：3600万人 

 ★日本人国内旅行消費額  2020年：21兆円    2030年：22兆円 

 

 めざせ！観光先進国。すなわち、全国津々浦々その土地ごとに、日常的に外国人

旅行者をもてなし、我が国を舞台とした活発な異文化交流が育まれる、真に世界へ

開かれた国。 

 そこでは、次々と新たなサービスの創造やイノベーションが起こり、地域の産

業・経済の足腰が強化されるといった好循環が創出される。 

 

そのためには、まず、我が国の豊富で多様な観光資源を、誇りを持って磨き上

げ、その価値を日本人にも外国人にも分かりやすく伝えていく必要がある。そし

て、観光の力で、地域に雇用を生み出し、人を育て、国際競争力のある生産性の高

い観光産業へと変革していく必要がある。さらに、CIQや宿泊施設、通信・交通・決
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済等といった受入環境整備を早急に進める必要がある。あわせて、高齢者や障がい

者等を含めた、すべての旅行者が「旅の喜び」を実感できるような社会を築いてい

く必要がある。 

 

これらを踏まえ、「観光ビジョン」においては、「観光は、真に我が国の成長戦

略と地方創生の大きな柱である」との認識の下、以下の３つの視点を柱とし、１０

の改革をとりまとめた。 

「観光先進国」の実現に向け、政府一丸、官民を挙げて、常に先手を打って攻め

ていく。 

 

視点１ 観光資源の魅力を極め、地方創生の礎に 

視点２ 観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹産業に 

視点３ すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫できる環境に 
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「観光先進国」 への 「３つの視点」 と 「１０の改革」 
 
 
視点１ 観光資源の魅力を極め、地方創生の礎に  
 
■「魅力ある公的施設」を、ひろく国民、そして世界に開放 

  ― 「技」の粋がつくされた日本ならではの空間を世界に ― 

◯ 赤坂や京都の迎賓館をはじめ、我が国の歴史や文化に溢れる公的施設を、大胆に、一般向けに公開・

開放し、観光の呼び水とします。 

 
■「文化財」を、「保存優先」から観光客目線での「理解促進」、そして「活用」へ 

  ― 「とっておいた文化財」を「とっておきの文化財」に ― 

◯ 2020年までに、文化財を核とする観光拠点を全国で 200整備、わかりやすい多言語解説など 1000事

業を展開し、集中的に支援を強化します。 

 
■「国立公園」を、世界水準の「ナショナルパーク」へ 

  ― 世界中から休日をすごしにくる上質感あふれる空間に ― 

◯ 2020年を目標に、全国５箇所の公園について、保護すべき区域と観光活用する区域を明確化し、充

実した滞在アクティビティなど、民間の力も活かし、体験・活用型の空間へと生まれ変わらせます。 

 

■おもな観光地で「景観計画」をつくり、美しい街並みへ 

― ひと目見れば忘れない、ひと目見ただけで場所がわかる景観に ― 

◯ 2020年を目途に、原則として全都道府県・全国の半数の市区町村で、「景観計画」を策定します。 

◯ 外国人旅行者向け周遊ルートには、専門家チームを国から派遣し、景観を徹底改善します。 

 

 
視点２ 観光産業を革新し、国際競争力を高め、我が国の基幹産業に  
 

■古い規制を見直し、生産性を大切にする観光産業へ 

◯ 60年以上経過した規制・制度の抜本見直し（通訳案内士、ランドオペレーター、旅行業など）のほ

か、トップレベルの経営人材育成、民泊ルールの整備、宿泊業の生産性向上などを、総合パッケージ

で推進・支援します。 

 

■あたらしい市場を開拓し、長期滞在と消費拡大を同時に実現 

◯ 欧州・米国・豪州や富裕層などをターゲットにしたプロモーション、戦略的なビザ緩和、首都圏にお

けるビジネスジェットの受入環境の改善を実施します。 

○ MICE誘致・開催の支援体制を抜本的に改善し、世界で戦える日本の MICEへと成長させます。 
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■疲弊した温泉街や地方都市を、未来発想の経営で再生・活性化 

◯ 2020年までに、世界水準の DMO（Destination Management/Marketing Organization）を、全国で

100形成します。 

◯ 観光地再生・活性化ファンド、規制緩和などを駆使し、民間の力を最大限活用した安定的・継続的な

「観光まちづくり」を実現します。 

 

 

視点３ すべての旅行者が、ストレスなく快適に観光を満喫できる環境に  
 
■ソフトインフラを飛躍的に改善し、世界一快適な滞在を実現 

◯ 世界最高水準の技術活用により、出入国審査の風景を一変させます。 

○ 無料 Wi-Fi環境の整備促進や一回の認証手続で利用できる環境の整備、SIMカードとの相互補完利

用、多言語翻訳システム、個人のニーズに合わせた観光情報の配信など最適なサービス提供基盤の社

会実装化、新幹線や高速バス等における海外からのインターネット予約可能化、JRも含めた東京 23

区内の駅ナンバリングの完成などにより、ストレスフリーな通信や交通の利用環境を実現します。 

○ 主要な商業施設や宿泊施設、観光スポットにおける「100％のクレジットカード決済対応」および

「100％の決済端末の IC対応」、３メガバンクにおける海外発行カード対応 ATMの設置計画の大半の

大幅な前倒し要請（2020年→2018年）などにより、キャッシュレス観光を実現させます。 

◯ 2020年までに、訪日外国人が特に多い地域を中心に、外国人患者受入体制が整備された医療機関

を、現在の５倍にあたる 100箇所で整備します。 

○ 「ユニバーサルデザイン 2020」を策定し、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会を契

機に、観光地や交通機関において、より高い水準のユニバーサルデザイン化と心のバリアフリーを推

進します。 

 

■「地方創生回廊」を完備し、全国どこへでも快適な旅行を実現 

  ― 隅から隅まで日本の旅を楽しめるように ― 

◯ 外国人向け「ジャパン・レールパス」を、訪日前だけでなく日本到着後でも購入可能にします。 

◯ 新幹線開業やコンセッション空港運営等と連動し、観光地へのアクセス交通の充実を図ります。 

 

■「働きかた」と「休みかた」を改革し、躍動感あふれる社会を実現 

  ― 国民一人ひとりが「仕事も」「休日も」楽しめるように ― 

◯ 2020年までに、年次有給休暇の取得率を 70％（2014年：47.6％）へと向上させます。 

◯ 休暇取得の分散化のため産業界に対し奨励を行うとともに、経済的インセンティブ付与の仕組みの導

入を目指します。 
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新たな目標への挑戦  

 

訪日外国人旅行者数 

○ 観光先進国という新たなステージへ進むためには、2020年に 2000万人とい

う目標に満足することなく、さらなる高みを目指す必要がある。 

このため、訪日外国人旅行者数については、2020年には約２倍となる 4000

万人、2030年には約３倍となる 6000万人を目指す。 

 

訪日外国人旅行消費額 

○ 観光立国の推進は我が国経済成長の大きな鍵であり、消費の増大により地域

への経済効果を高め、GDP600兆円への貢献を図ることが重要である。 

訪日外国人旅行消費額については、ビジョン施策の実施で訪日外国人旅行

者の滞在日数を増加させること等により、2020年には１人当たり単価を 20万

円という大台にのせ、消費額全体では 2015年の２倍を超える８兆円とする。

また、2030年には１人当たり単価を次の節目である 25万円に到達させ、消費

額全体でも 2015年の４倍を超える 15兆円を目指す。 

 

地方部での外国人延べ宿泊者数 

○ 観光を地方創生につなげていくためには、地方部への外国人旅行者の訪問を

増大させていくことが必要である。地方部（三大都市圏以外）の外国人延べ宿

泊者数の地方部比率の増加傾向を今後も維持し、2020年には 50％まで高める

とともに、2030年には三大都市圏との比率を逆転させ、地方部を 60％とする

ことを目指す。 

このため、地方部での外国人延べ宿泊者数については、2020年には 2015年

の３倍近い増加となる 7000万人泊、2030年には５倍を超える１億 3000万人

泊を目指す。 

（注）地方部とは、三大都市圏（埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫

県）以外の地域をいう。 

 

外国人リピーター数 

○ 我が国の観光の魅力を高め、質の向上を図ることにより、訪日外国人旅行

者の満足度を高め、リピーターを増加させることが重要である。 

このため、外国人リピーター数について、訪日客数全体の増加に匹敵する伸
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びを達成すべく、2020年は現在の約２倍となる 2400万人、2030年は約３倍

となる 3600万人を目指す。 

 

日本人国内旅行消費額 

○ 我が国の観光消費額は、日本人国内旅行が占める割合が高く、国内旅行を

促進し、地域への経済効果をより一層高めることが重要である。今後人口減少

が予測される中でも国内旅行が縮小しないよう、ビジョン施策によって日本人

が国内旅行に行く回数を増やしていただくこと等で国内旅行消費額の維持に努

めることとし、2020年は最近５年間の平均値（約 20兆円）から約５％増の 21

兆円、2030年は約 10％増の 22兆円を目指す。 

 

これらのほか、民間で調査されている国家ブランド指数を活用し、日本が相対的

に弱い点について改善を図っていく。 
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観光白書
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やマップの作成等を行い、外国人旅行者の積極的な受入れに取り組んだ。
その結果、2014年（平成26年）1～9月における外国人宿泊者数は前年同期比で4倍に増加し、

売上は20％増加した。

事例　団体客から個人客へのシフトによるサービスの品質向上　～時音の宿	湯主一條（宮城県）～
時音の宿  湯主一條（宮城県）では、団体客の減少傾向を受け、サービス品質を向上させて高

級旅館として個人客を取り込むこととした。食材の仕入・在庫管理及び備品管理の徹底により、
経費を削減した。また、時差出退勤、休憩時間の分散による労働力配分の効率化も実施した。

その結果、サービスの質を向上させながらも、食材仕入原価を10％引き下げ、増収増益を
達成し、従業員の賃金は1.5倍に上昇した。

（2）人材育成
宿泊業の変革を進めていくためには、訪日外国人旅行者の受入環境の整備や、マーケティング、

経営高度化等の課題に適切に対応できる経営者、従業員等の人材育成が急務であり、これは、地域
での観光地経営など、観光産業全体についての課題でもある。

トップレベルの観光経営を担う人材を育成する大学院、地域観光の中核を担う人材を育成する大
学観光学部、即戦力となる地域の実践的な観光人材を育成する専修学校等といった3層構造により、
観光産業の担い手を育成していくことが求められる。しかしながら、我が国では、トップレベルの
経営者から地域の実践的な観光人材まで、必要な人材を輩出するプログラムが不十分である。

我が国の大学の観光系学部・学科については、学部数、学科数、定員数は、いずれも頭打ちの傾
向が見られる（図表Ⅱ-24）。また、卒業生の進路で見ると、観光関連産業への就職率は16.7％（2014
年度（平成26年度）観光庁調査）に低迷している。このような傾向は、我が国の大学のカリキュラ
ムが海外の観光系の大学等とは異なり、人文科学、社会科学を中心としたもの等が多く、経営人材
の育成など、観光産業界が求める人材を輩出するという観点で見ると十分ではないこと（図表Ⅱ
-25）が一因と考えられ、観光産業界が求める人材ニーズを把握し、産学連携により、「高等教育機関」
として体系的なカリキュラムを構築していく必要がある（図表Ⅱ-26）。

平
成
27
年
度　
観
光
の
状
況

　　図表Ⅱ-24　　　観光系大学数、学科数、定員数
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資料：文部科学省資料より観光庁作成
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　　図表Ⅱ-25　　　観光系大学における教育内容の現状

日本（n=134） 中国（n=66）

韓国（n=51） 台湾（n=100）

教育分野の国際比較（日本・中国・韓国・台湾）

人文・社会科学系
人文科学・社会科学という既存の学
問領域を土台にし、観光という現象を
学ぶ
（文化人類学、地理学、歴史学等）

地域づくり系
都市等の計画論や政策論のアプロー
チで地域政策や地域づくりについて
学ぶ（都市工学、まちづくり、地域政
策等）

ホスピタリティ系
接遇教育を重視し、資格取得など、
卒業後にすぐに役立つ実務を学ぶ

経営系
観光を実学の面から捉え、その経営
について学ぶ

※ｎは高等教育機関の数

人文・社会

科学系
35％

地域づくり系, 
23％

ホスピタリティ系
23％

経営系
19％

人文・社会科学系
8％

地域づくり系
5％

ホスピタリティ系
12％

経営系
76％

ホスピタリティ系
40％経営系

60％

人文・社会科学系
8％

地域づくり系
1％

ホスピタリティ系
42％

経営系
48％

資料：2010年度（平成22年度）観光庁調査事業「東アジア圏の観光における国際競争力に関する調査」

　　図表Ⅱ-26　　　観光系学部・学科卒業生

観光関連企業が新卒採用時に重視する項目

観光関連産業への就職率は１６．７％
※平成26年度観光庁調査による（58校へアンケート調査を実施）

卒業生の進路（平成25年度）

大手旅行会社が採用時に観光系学部生を
意識しない主な理由
・ 人物本位で採用しているから
・ 幅広い人材確保のため、特定学部を意識しない
・ 観光系学部での学業が即戦力とはいえないため
・ 観光系学部の考え方と販売スタッフの資質は別

（出典：「旅行会社と観光系学部・学科の教育連携に関する

考察」矢嶋 敏朗 2013年）

*

＊資料：玉川大学「平成25年度�観光教育に関する学長・学部長会議�アンケート報告書」
　　　　（委員に対するアンケート）に基づき観光庁作成
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2 グローバル人材の確保状況等に関する企業の意識調査 

（要旨） 

本政策評価では、第2期計画に基づき取り組まれている、グローバル人材育

成に関する施策の効果を把握するため、グローバル人材の主要な需要者であ

る海外進出企業4,932社（「海外進出企業総覧会社別編2015年刊」（株式会社東

洋経済新報社）に掲載された全ての海外進出企業）を対象に、実際のグロー

バル人材の確保状況等に関する意識調査を実施した。 

調査の有効回答数は980社（ＷＥＢによるオンライン調査912社、実地調査

68社）となっており、調査結果の主な概要については、以下のとおりである。 

（グローバル人材の確保状況） 

① 海外事業に必要な人材については、約7割の企業（690社）が不足又はど

ちらかといえば不足していると回答しており、海外事業に必要な人材は依

然として不足している状況となっている。 

② 海外事業に必要な人材の採用状況（複数回答）については、「国内のノウ

ハウのある日本人（中途採用）」が638社（65.1％）と最も多く、次いで、

「国内の日本人の新卒者」が584社（59.6％）、「国内の外国人」が364社

（37.1％）、「海外の外国人」が315社（32.1％）などとなっている。 

（新卒採用者のグローバル人材としての評価） 

③ 「グローバル人材」に当てはまる新卒採用者については、約5割の企業（496

社）がここ10年間で増加又はやや増加していると回答しているが、企業規

模別（大企業677社、中小企業303社）（注）でみると、大企業では、約6割の

企業（406社）が増加又はやや増加していると回答しているのに対し、中小

企業では、約3割の企業（90社）にとどまっている。 

④ 「グローバル人材」の3要素別にみると、ⅰ）語学力・コミュニケーショ

ン能力については、約6割の企業（605社）が向上又はやや向上していると

回答している一方、ⅱ）異文化理解の精神については、約5割の企業（493

社）、ⅲ）主体性・積極性については、約3割の企業（319社）にとどまって

おり、相対的には、異文化理解の精神及び主体性・積極性について、より

一層の向上が必要であることがうかがわれる。 

 なお、語学力・コミュニケーション能力については、大企業では約7割の

企業（485社）が向上又はやや向上していると回答しているのに対し、中小

企業では約4割の企業（120社）にとどまっている。 

（大学に求める取組内容） 

⑤ 企業が「グローバル人材」の育成のために大学に求める取組（複数回答）

については、「海外留学の促進」が487社（49.7％）と最も多く、次いで、

「異文化理解に関する授業の拡充」が471社（48.1％）、「ディベート等の対

話型の授業の拡充」が456社（46.5％）、「英語授業の拡充」が416社（42.4％）、

「外国人留学生・教員の受入れによる学内国際化」が356社（36.3％）など
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となっており、海外留学や語学力に関するものに限らず、異文化理解やデ

ィベートに関するものなど多岐にわたっている。 

⑥ 大学に各取組を求める理由として、ⅰ）海外留学の促進については、異

文化理解力や海外赴任にも耐え得る経験を積むには留学が最も適当であ

る、ⅱ）異文化理解に関する授業については、現地の習慣、文化、価値観

などを理解し、そこで活動できることが重要である、ⅲ）ディベート等の

対話型の授業については、企業が主体性や積極性を持つ人材を育てる上で

重要であるなどの意見がみられた。 

（理想的な留学期間） 

⑦ 企業が大学に求める取組のうち最上位に挙げられている海外留学につい

て、その理想的な留学期間に関する企業側の回答をみると、「1年以上」が

462社（47.1％）と最も多く、次いで、「6か月以上1年未満」が347社（35.4％）

となっており、約8割の企業（809社）が6か月以上の長期間の留学期間が理

想的であると回答している。 

⑧ 1年以上の長期間の留学を求める理由としては、ⅰ）語学力の習得のみな

らず、現地の国民性や異文化の理解、国際的な視野拡大を図るためには、

最低でも1年の留学期間は必要である、ⅱ）これまでの留学経験者の採用面

接では、留学期間が長い者ほど、語学力はもちろんのこと、留学経験が業

務に生かされていると感じる、ⅲ）1年以上の長期留学経験者は数週間の留

学経験者と比べ、多様な価値観を受容するといった経験の幅に違いを感じ

るなどの意見がみられた。 

（注） 本意識調査では、中小企業基本法（昭和38年法律第154号）における中小企業者

の定義等を踏まえ、大企業は連結従業員数301人以上、中小企業は同300人以下の企

業とした。 
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DBJ・JTBF  アジア・欧米豪 訪日外国人旅行者の意向調査
（2020年度 新型コロナ影響度 特別調査）

2020年8月18日
株式会社日本政策投資銀行
公益財団法人日本交通公社

～新型コロナ終息後の海外旅行意向は強く、日本の人気は変わらず高い～
～安全・安心を徹底し、日本の「清潔さ」を更なる強みに～

１．(株)日本政策投資銀行は2012年より継続的に「アジア８地域・訪日外国人旅行者の意向調査」を公表し、
2015年からは（公財）日本交通公社と共同で本調査を実施している。今般、世界的に感染拡大が見ら
れる新型コロナウイルス感染症（以下、「新型コロナ」という。）が外国人旅行者の海外旅行意向に与えた影
響を調査すべく、アジア・欧米豪12地域（注）の海外旅行経験者6,266人を対象としたインターネットによ
る緊急アンケート調査を2020年6月2日～6月12日に実施した。

２．今後6か月間における海外旅行のハードルは長距離移動であるほど高く、2020年6月以降に海外訪問を行
うと回答した割合はアジア、欧米豪ともに20%を切っている。また、海外訪問実施予定者であっても新型コロ
ナへの不安を抱いており、特にアジアは強い不安を抱いている。

３．海外観光旅行の検討を再開するタイミング」としては、 「抗ウイルス薬の開発など、新型コロナの脅威が消滅し
てから」、「渡航希望先の安全宣言後」、「自国の出国制限措置の解除後」という回答が多く、訪日外国人
旅行者数が従前通りに戻るには相応の時間を要するであろう。

４．一方、新型コロナの流行終息後における海外旅行の意向は、アジアで86%、欧米豪で74%と強い。また、
新型コロナ終息後に海外観光旅行をしたい理由としては「海外旅行が好きだから」という回答の他、アジアを
中心に「リラックスや癒やしを得たいから」、「海外で体験したいことがあるから」という回答が多い上、新型コロナ
終息後の海外観光旅行において、予算が増加し、滞在日数が長期化するという回答が相対的に多い。

５．そして、新型コロナ終息後に観光旅行したい国・地域として、日本はアジアではトップ、欧米豪でも2位の人気
であり、新型コロナ感染拡大前から変わらず日本人気は高い。一方で、新型コロナ終息後の訪日旅行全般
に期待したいこととしては「衛生面における配慮、清潔さ、消毒などのウイルス対策全般の継続」がアジア・欧米
豪ともにトップであり、特にアジアからのウイルス対策全般に対する期待は高い。

６．また、新型コロナは旅行者の旅行形態や同行者に関する意向にも変化を与えた。希望する旅行形態として、
所謂3密が想起されやすいフルパッケージツアー（航空券と宿泊施設がセットになったパック旅行に食事・観
光・添乗員や現地ガイドが含まれているもの）は新型コロナ拡大前よりも人気が落ちる一方で、ダイナミック
パッケージ（航空券と宿泊施設のみがセットになったパック旅行）の人気が高まっている。同行者についても、
行動履歴がわかる「配偶者・恋人」や「自分の子供」の選択率がより高くなっている。

７．他の国・地域と比較すると、日本は多言語対応に対する評価は低く、また、台湾等と比較すると新型コロナの
被害が少ない国と評価されているとは言い難い。一方で、「買い物」、「食事」、「治安のよさ」等に加え、「清潔
さ」が高く評価されている。

８．これらの結果を踏まえ、新型コロナ終息後の高い海外旅行意向およびアジアを中心とした日本人気を捉まえる
ためには、ウイルス対策全般の継続などの安全・安心に関する取り組みを徹底し、「清潔さ」という日本の強み
を一層活かすことが重要であろう。その上で、特に新型コロナへの不安度が高いアジアに対して、それぞれの言
語で正確な情報発信を行うとともに、高単価かつ長期滞在を求める訪日外国人旅行者の取り込みに繋げる
べく、リラックスや癒やしおよび体験型観光といった旅行者のニーズを満たすための準備を今の段階から進めるこ
とが重要であろう。

（注）調査対象は、韓国、中国、台湾、香港、タイ、シンガポール、マレーシア、インドネシア、アメリカ、オーストラリア、イギリス、
フランスの12地域

（株）日本政策投資銀行（DBJ） 浅井健之、内藤桂子、内藤貴子、片岡真己
（公財）日本交通公社（JTBF） 柿島あかね、塩谷英生、武智玖海人

【資料２７】 
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（7）新型コロナ終息後に観光旅行したい国・地域（p.45）

 新型コロナ終息後においても、海外観光旅行先としての日本人気は引き続き高く、アジア居住者ではトップ
(56%)、欧米豪居住者でも2位(24%)の人気となっている。

※ 2019年度通常調査（2019年6月25日～7月8日実施。以下、「通常調査」という。）において、日本の選
択率は、アジア居住者55%（１位）、欧米豪居住者39%（６位）であった。

（上位20の国・地域で降順ソート）
56%

30%
23%

19%
17%

16%
15%

14%
12%

11%
11%

10%
9%
9%
9%
9%

8%
8%
8%

7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

日本
韓国
台湾
タイ

シンガポール
オーストラリア

ニュージーランド
中国本土

スイス
香港

マレーシア
イギリス
フランス
アメリカ

ベトナム
ハワイ
ドイツ

イタリア
カナダ

インドネシア

28%
24%

20%
19%

17%
17%

16%
14%
14%

13%
12%
12%
12%
12%
11%

9%
9%
8%
8%
8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

アメリカ
日本
カナダ

イギリス
オーストラリア

フランス
イタリア
ドイツ

ニュージーランド
その他欧州諸国

タイ
スイス

スペイン
シンガポール

ハワイ
香港

ベトナム
オーストリア
マレーシア

メキシコ

アジア居住者（n=3,822）

欧米豪居住者（n=1,840）

新型コロナの流行終息後に、観光旅行したい国・地域※2 （回答はあてはまるもの全て）

（上位20の国・地域で降順ソート）

「旅行したい国・地域」と「回答者の国・地域」または「近隣国」が同じ場合、当該国・地域の回答はサンプル数から除いている。※2

海外観光旅
行希望者※1

新型コロナ終息後の海外観光旅行について「（したいと）思わない」を選択した対象者および次に海外観光旅行の検討を再開するタイミングについて
「現在の状況からは海外旅行の検討再開は考えられない」と回答した対象者を除く全員から回答を得た。

※1
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光
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光
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光
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光
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携
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。

•③
事
業
承
継
や
事
業
統
合
、
宿
泊
事
業
者
間
等
で
の
連
携
・
協
業
を
支
援
し
、
宿
の
収
益
性
を
改
善
、

魅
力
を
向
上
。

•④
公
共
施
設
の
魅
力
と
収
益
力
を
向
上
す
べ
く
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
お
い
て
民
間
活
力
を
導
入
す
る
場

合
の
施
設
改
修
を
支
援
。

•観
光
地
等
に
お
け
る
多
言
語
対
応
、
無
料
W
i-
F
i等
の
整
備
等
の

促
進
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双
方
の
感
染
拡
大
防
止
策
の
着
実
な

実
施
（
業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
新
た
な
旅
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
等
）

•G
o
T
o
ト
ラ
ベ
ル
に
お
け
る
感
染
拡
大
防
止
策
徹
底

別
紙
１

【資料２８】 

学生確保（資料）－245



感
染
拡
大
防
止
と
観
光
需
要
回
復
の
た
め
の

政
策
プ
ラ
ン
（
参
考
資
料
）

別
紙
３

学生確保（資料）－246



感
染

拡
大

防
止

策
の

徹
底

業
種
別
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

宿
泊
・
旅
行
業
者
等
の
観
光
関
連
事
業
者
が
作
成
し
た
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
実
施
の
徹
底
を
お
願
い
。

「
新
し
い
旅
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」
の
更
な
る
利
用
者
へ
の
周
知
を
実
施
。

観
光
地
、
宿
泊
事
業
者
等
へ
の
感
染
拡
大
防
止
策
の
導
入
を
支
援
。

G
o
To
ト
ラ
ベ
ル
事
業
に
お
い
て
、
登
録
宿
泊
施
設
の
感
染
拡
大
防
止
策
の
実
地
調
査
を
実
施
。
引
き
続
き
感
染
拡

大
防
止
策
の
徹
底
を
図
る
。

旅
行
者
向
け
「
新
し
い
旅
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
」

【
宿
泊
関
係
業
界
】

作
成
主
体
：
日
本
ホ
テ
ル
協
会
、
全
国
旅
館
ホ
テ
ル

生
活
衛
生
同
業
組
合
連
合
会
、
日
本
旅
館
協
会
、

全
日
本
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
連
盟

【
旅
行
関
係
業
界
】

作
成
主
体
：
日
本
旅
行
業
協
会
、
全
国
旅
行
業
協
会

【
貸
切
バ
ス
】

作
成
主
体
：
貸
切
バ
ス
旅
行
連
絡
会
（
日
本
バ
ス

協
会
、
日
本
旅
行
業
協
会
、
全
国
旅
行
業
協
会
）

【
タ
ク
シ
ー
】

作
成
主
体
：
全
国
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
等

・
業
界
団
体
が
感
染
症
専
門
家
に
助
言
を
受

け
な
が
ら
作
成
。
(国
は
指
導
・
助
言
)

・
最
新
の
状
況
・
知
見
等
に
対
応
し
て
随

時
見
直
し
て
い
く
。

・
各
エ
リ
ア
・
場
面
ご
と
に
お
け
る
留
意
点
、

対
策
等
を
規
定
。

・
旅
行
者
視
点
で
の
感
染
防
止
の
留
意
点
等
を
ま
と
め
た
「
新
し
い
旅
の
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
（
発
行
元
：
旅
行
連
絡
会
※
、
協
力
：
国
土
交
通
省
・
観
光
庁
）
を
公
表
・
周
知
。

※
旅
行
連
絡
会
・
・
・
交
通
機
関
や
宿
泊
・
観
光
施
設
等
の
旅
行
関
係
業
界
の
業
界
団
体
等
で
構
成

（
例
）

1

感
染
拡
大
防
止
策
の
支
援

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

非
接
触
体
温
計
の
導
入

換
気
設
備
の
導
入
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G
o 

To
 ト

ラ
ベ

ル
事

業
の

延
長

と適
切

な
運

用
事
業
者
と
旅
行
者
の
双
方
に
お
い
て
感
染
拡
大
防
止
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
G
o
To
ト
ラ
ベ
ル
事
業
を
延
長
し
、
感
染
状

況
を
踏
ま
え
つ
つ
適
切
に
運
用
し
な
が
ら
、
国
内
旅
行
需
要
の
本
格
的
回
復
に
結
び
つ
け
る
。

そ
の
際
、
例
え
ば
、
中
小
事
業
者
、
被
災
地
な
ど
観
光
需
要
の
回
復
が
遅
れ
て
い
る
事
業
者
・
地
域
へ
の
配
慮
を
行
う

と
と
も
に
、
平
日
へ
の
旅
行
需
要
の
分
散
化
策
を
講
ず
る
。

65
％

支
払
額

35
％

旅
行
代
金
割
引

15
％

地
域
共
通
クー
ポ
ン

・旅
行
先
の

都
道

府
県

＋
隣

接
都

道
府

県
の
土
産
物
店
、飲
食
店
、観
光
施
設
、

ア
クテ
ィビ
テ
ィ、
交
通
機
関
な
どに
お
い
て
、旅

行
期

間
中
に
限
って
使
用
可
能

・1
枚
1,
00
0円
単
位
で
発
行
す
る
紙
クー
ポ
ン（
商
品
券
）
と電
子
クー
ポ
ン

国
の
支
援
額
（
計
50
%
）

宿
泊
・日
帰
り旅
行
代
金
(1
00
%
)

総 額 の

総 額 の
総 額 の

〇
Go
To
トラ
ベ
ル
事
業
に
お
け
る
利
用
実
績

期
間

：
7月

２
２

日
～

１
１

月
１

５
日

利
用

人
泊

数
：

少
な

くと
も

約
５

，
２

６
０

万
人

泊
※
一
部
推
計
値
含
む

割
引

支
援

額
：

少
な

くと
も

約
２

，
５

０
９

億
円

※
一
部
推
計
値
含
む

地
域

共
通

ク
ー

ポ
ン

付
与

額
：

少
な

くと
も

約
５

７
１

億
円

※
10
月
１
日
～
12
月
１
日
の
実
績

2
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ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
促
進
の
た
め
、
企
業
（
送
り
手
）
に
つ
い
て
は
社
内
規
定
整
備
等
、
地
域
（
受
け
手
）
に
つ
い

て
は
W
i-
F
i環
境
の
整
備
等
、
企
業
（
送
り
手
）
・
地
域
（
受
け
手
）
双
方
の
環
境
整
備
や
休
暇
取
得
促
進
を
進
め
る
。

ま
た
、
送
り
手
と
受
け
手
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
企
業
と
地
域
の
継
続
的
な
関
係
性
を
構
築
す
る
。
ま
ず
は
企

業
に
よ
る
試
行
的
な
取
組
と
し
て
2
0
2
0
年
度
中
に
少
な
く
と
も
1
0
件
の
事
例
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
国
立
公
園
等

に
お
い
て
は
2
0
2
0
年
度
中
に
2
0
0
箇
所
以
上
で
受
入
環
境
整
備
等
を
支
援
す
る
。

ワ
ー

ケ
ー

シ
ョン

等
の

促
進

の
た

め
の

企
業

と地
域

双
方

の
環

境
整

備

地
域

（
受

け
手

）
企
業
（
送
り
手
）

●
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
等
に
対
応
した

環
境
整
備

●
旅
行
者
、企
業
経
営
者
等
に

対
す
る
普
及
啓
発

旅
行

会
社

●
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョン
等
関
係
の
旅
行
商
品
の
造
成
支
援

●
企
業
(送
り手
)と
地
域
(受
け
手
)を
対
象
とし
た
モ
デ
ル
事
業

ワー
ケ
ー
シ
ョン
等
を普
及
させ
る
こと
で
、感
染
リス
クを
軽
減
しつ
つ
、

よ
り多
くの
旅
行
機
会
を
創
出
し、
旅
行
需
要
の
平
準
化
を図
る

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
体
制
整
備
の
た
め
の
改
修
プ
ラ
ン
作
成
支
援

W
i-
F
iの
整
備
や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
環
境
整
備

＜
宿
泊
施
設
に
お
け
る
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
促
進
に
向
け
た
環
境
整
備
＞

取
組
の
全
体
像

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
環
境
整
備

3
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国
の

支
援

に
よ

る
ホ

テ
ル

、旅
館

、観
光

街
等

の
再

生
観
光
施
設
を
再
生
し
、
更
に
地
域
全
体
で
魅
力
と
収
益
力
を
高
め
る
た
め
、
新
た
な
補
助
制
度
を
創
設
、
融
資
制
度
を

大
幅
に
拡
充
し
て
、
観
光
施
設
全
体
が
再
生
で
き
る
よ
う
な
施
設
改
修
や
廃
屋
の
撤
去
等
を
短
期
集
中
で
強
力
に
支
援
。

公
共
施
設
へ
の

カ
フ
ェ
等
の
併
設

宿
泊
施
設
、
飲
食
店
、
土
産
物
店
等
の
地
域
の
観
光
施
設
全
体

が
上
質
な
滞
在
環
境
等
を
実
現
で
き
る
よ
う
、
施
設
改
修
補
助

(負
担
割
合
:1
/
2
)を
創
設
す
る
と
と
も
に
、
宿
泊
施
設
の
経
営

革
新
等
に
つ
い
て
の
専
門
家
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
支
援
制
度
、

融
資
制
度
を
大
幅
に
拡
充
。

観
光
拠
点
の
再
生

観
光
施
設
全
体
の
上
質
な
滞
在
環
境
実
現

廃
屋
の
撤
去
等
に
よ
る
観
光
地
と
し
て
の
景
観
改
善

宿
泊
事
業
者
を
核
と
し
た
複
数
事
業
者
に
よ
る
連
携
・
協
業
等
の
促
進

公
共
施
設
へ
の
民
間
活
力
の
導
入
促
進

（
地
域
等
が
、
以
下
を
含
む
内
容
の
観
光
拠
点
の
再
生
計
画
を
策
定
）

地
域
全
体
の
魅
力
を
高
め
る
た
め
、
地
域
の
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
取

組
と
連
携
し
た
廃
屋
の
撤
去
等
に
つ
い
て
新
た
に
支
援
し
、
一
挙
に

観
光
地
と
し
て
の
景
観
を
改
善
。

宿
の
事
業
承
継
や
統
合
、
複
数
宿
が
一
つ
の
ホ

テ
ル
と
し
て
運
営
す
る
取
組
や
、
飲
食
施
設
の

共
有
と
い
っ
た
複
数
の
宿
等
が
連
携
し
た
取
組
、

他
の
事
業
者
と
連
携
し
た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
創

出
を
支
援
し
、
宿
の
魅
力
と
収
益
力
を
向
上
。

公
共
施
設
（
国
立
公
園
内
の
施
設
、
文

化
施
設
等
）
へ
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
導
入

を
促
進
す
べ
く
、
民
間
活
力
を
導
入
す

る
場
合
の
施
設
改
修
を
支
援
し
、
こ
れ

ら
の
施
設
の
魅
力
と
収
益
力
を
向
上
。

小
規
模
宿
泊
事
業
者
の
協
業

（
分
散
型
ホ
テ
ル
）

4
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地
域
に
残
る
縦
割
り
打
破
と
地
域
に
眠
る
観
光
資
源
の
磨
き
上
げ

観
光
事
業
者
や
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
と
、
交
通
事
業
、
漁
業
、
農
業
、
地
場
産
業
な
ど
の
多
様
な
関
係

者
が
連
携
し
、
地
域
に
眠
る
観
光
資
源
を
磨
き
上
げ
る
取
組
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
観
光
需
要
の
回
復
・
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
地
域
に
残
る
縦
割
り
を
打
破
し
、
観
光
地
の
整
備
を
進
め
る
た
め
の
体
制
を
強

化
す
る
。

5

観
光
客
が
立
ち
入
り
づ
ら
い

漁
業
現
場
の
体
験
ツ
ア
ー
を

造
成

通
常
は
船
が
運
航
し
て
い
な
い
時

間
帯
で
、
無
人
島
の
貸
切
ナ
イ
ト

ツ
ア
ー
や
サ
ン
ラ
イ
ズ
ツ
ア
ー
を

実
施

地
元
野
菜
の
植
え
付
け
・

収
穫
体
験
を
通
じ
て
田
舎
の

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
を
体
験

一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
工
場

見
学
や
家
具
職
人
に
直
接
教
え

て
も
ら
え
る
ス
ク
ー
ル
を
実
施

施
策
イ
メ
ー
ジ

漁
業
×
観
光

交
通
×
観
光

製
造
業
×
観
光

農
業
×
観
光
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ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
等
の
長
期
滞
在
型
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成
等

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

自
然
、
文
化
、
食
な
ど
の
観
光
資
源
を
高
付
加
価
値
・
長
期
滞
在
型
コ
ン
テ
ン
ツ
に
磨
き
上
げ
る
取
組
を
推
進
。

特
に
、
自
然
を
活
用
し
た
コ
ン
テ
ン
ツ
（
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
、
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
や
ナ
イ
ト
タ
イ
ム

関
係
等
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
充
実
を
図
る
。

併
せ
て
、
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
（
D
M
O
）
の
育
成
や
外
国
語
に
も
対
応
可
能
な
ガ
イ
ド
育
成
等
も
実
施
。

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

３
密
を
避
け
つ
つ
、
日
本
の
豊
か
な
自
然
・

文
化
等
を
体
験
で
き
る
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
新
た
な

訪
日
の
き
っ
か
け
を
創
出
し
、
地
方
部
に
お

け
る
消
費
機
会
を
拡
大
。

ナ
イ
ト
タ
イ
ム
等
の
活
用

夜
間
・
早
朝
に
お
い
て
、
地
域
の
観

光
資
源
を
フ
ル
活
用
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
回
遊
性
を
高
め
、
訪
日
外
国
人

旅
行
消
費
額
の
増
加
や
更
な
る
長
期

滞
在
に
繋
げ
る
。

e
B
ik
e
を
活
用
し
た
グ
リ
ー
ン

シ
ー
ズ
ン
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

夜
間
の
星
空
鑑
賞

早
朝
の
山
伏
体
験

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
例

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
例

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
例

上
質
な
ス
キ
ー
場
の
整
備
、

多
言
語
対
応
、
長
期
滞
在
で

き
る
域
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
造

成
を
一
体
的
に
推
進
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

6
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城
や
社
寺
、
古
民
家
、
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
等
の
個
性
あ
る
宿
泊
施
設
整
備

城
泊
・
寺
泊

城
や
社
寺
、
農
山
漁
村
の
古
民
家
等
の
宿
泊
施
設
と
し
て
の
活
用
や
国
立
公
園
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
推
進
し
、

各
地
に
個
性
あ
る
宿
泊
施
設
を
整
備
。

農
泊

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ

○
国
立
公
園

・
自
然
景
観
や
文
化
、
地
域
の
食
材
、
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
等
と
組

み
合
わ
せ
た
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
を
推
進
。

○
古
民
家
等
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設

・
古
民
家
、
農
家
民
宿
な
ど
、
農
泊
ら
し
い
魅
力
的
な
宿
泊
施

設
を
改
修
・
整
備
。

古
民
家

農
家
民
宿

○
城
・
社
寺
を
活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
型
宿
泊
コ
ン
テ
ン
ツ
滞
在
体
験

・
全
国
に
点
在
す
る
城
・
社
寺
は
地
域
の
重
要
な
歴
史
的
資
源
で
あ
り
、
海
外
で
は
城
・
宮
殿
・
修
道
院
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設
が
人
気
。

・
城
・
社
寺
を
日
本
な
ら
で
は
の
文
化
が
体
験
出
来
る
宿
泊
施
設
と
し
て
活
用
す
る
。

7
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上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

戦
略
の
検
討

上
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
観
光
客
誘
致
の
た
め
、
対
応
で
き
る
人
材
を
含
め
て
、
宿
泊
や
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
の

環
境
整
備
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
の
利
用
環
境
改
善
等
を
推
進
す
る
。
有
識
者
委
員
会
を
開
催
し
て
戦
略
を
検
討
し
、

必
要
な
施
策
を
と
り
ま
と
め
る
。

人
材
育
成

〇
｢上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
創
出
に
向
け
た

観
光
戦
略
検
討
委
員
会
」
｢上
質
な
観
光
地
整
備
実
行
チ
ー
ム
」

＜
検
討
内
容
＞

①
上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
旅
行
者
ニ
ー
ズ

の
把
握
と
誘
致
の
方
向
性

②
上
質
な
宿
泊
施
設
の
誘
致
・
整
備
促
進

③
上
質
な
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
造
成

④
上
質
な
旅
行
環
境
を
一
貫
し
て
提
供
す
る
た
め
の

施
策
（
人
材
確
保
・
育
成
、
快
適
な
移
動
環
境
等
）

必
要
な
施
策
の
と
り
ま
と
め

世
界
中
の
旅
行
者
を
惹
き
つ
け
る
上
質
な
観
光
体
験
を
実
現
す
る

た
め
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を
官
民
挙
げ
て
迅
速
か
つ
強
力
に
推

進
す
る
戦
略
を
検
討
。

R
2
.1
0
月
開
催
の
第
1
回
委
員
会
の
様
子

○
上
質
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
た
宿
泊
施
設
等

へ
の
専
門
家
派
遣

○
上
質
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
向
け
た

ガ
イ
ド
の
育
成

育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
モ
デ
ル
の
作
成
、

基
礎
的
な
研
修
、
ガ
イ
ド
が
活
躍
で

き
る
環
境
づ
く
り
の
検
討
を
実
施
。

体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
の
環
境
整
備

ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
利
用
環
境
の
改
善

上
質
な
宿
泊
施
設
等
の
従
事
者
が
備
え
る
べ
き
知
識

・
教
養
等
を
身
に
付
け
る
べ
く
、
専
門
家
を
派
遣
し
、

研
修
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
実
施
。

諸
手
続
の
改
善
、
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ェ
ッ
ト
関
連

施
設
の
整
備
、
柔
軟
な
受
入
体
制
の
確
保
等

を
実
施
。

上
質
な
サ
ー
ビ
ス
を
求
め
る
観
光
客
を
満
足

さ
せ
る
国
内
の
文
化
資
源
や
自
然
資
源
を
活

用
し
た
日
本
な
ら
で
は
の
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ

を
磨
き
上
げ
る
。

8

学生確保（資料）－254



観
光
地
等
に
お
け
る
多
言
語
対
応
、
無
料
W
i-
F
iの
整
備
等
の
促
進

多
言
語
対
応

無
料
W
i-
F
i整
備

■
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
整
備

■
案
内
標
識
の
多
言
語
化

多
言
語
解
説

■
分
か
り
や
す
く
魅
力
的
な

多
言
語
解
説
の
整
備

観
光
地
や
国
立
公
園
、
文
化
財
、
文
化
施
設
、
公
共
交
通
機
関
等
に
お
け
る
多
言
語
対
応
、
無
料
W
i-
F
iの
整
備
等
、

快
適
に
旅
行
で
き
る
受
入
環
境
の
整
備
を
実
施
。

1
0
0
の
主
要
観
光
地
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0
年
度
中
に
、
多
言
語
表
示
の
充
実
・
改
善
、
外
国
人
観
光
案
内
所
の
整
備

等
を
実
現
。
世
界
文
化
遺
産
、
国
立
公
園
を
含
む
約
1
5
0
地
域
に
つ
い
て
は
、
2
0
2
0
年
度
中
に
、
多
言
語
解
説
文
作

成
を
実
現
。

9
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最
先
端
技
術
を
活
用
し
た
ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
旅
行
の
実
現

観
光
地
・
空
港
で
の
顔
認
証
技
術
の
活
用

非
接
触
で
の
旅
行
の
実
現
の
た
め
の
観
光
地
や
空
港
で
の
顔
認
証
技
術
等
の
活
用
や
、
三
密
回
避
の
た
め
の
空
港
で

の
バ
イ
オ
カ
ー
ト
の
活
用
や
自
動
手
荷
物
預
機
の
拡
充
な
ど
の
旅
客
手
続
き
の
自
動
化
（
F
A
S
T
T
R
A
V
E
L
）
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
旅
行
な
ど
の
実
現
の
た
め
の
先
進
的
な
決
済
環
境
の
整
備
等
、
最
先
端
技
術
を
活
用
し
、
よ
り
一
層

ス
ト
レ
ス
フ
リ
ー
な
旅
行
を
実
現
。

バ
イ
オ
カ
ー
ト
を
導
入
し
、
顔
写
真
と
指
紋
を
前
倒

し
で
取
得
す
る
こ
と
で
審
査
待
ち
時
間
を
短
縮
で
き
、

三
密
回
避
を
実
現
。

顔
認
証
ゲ
ー
ト
の
導
入
や
、
顔
認
証
を
利
用
した

観
光
地
で
の
手
ぶ
ら決
済
に
よ
り
、
非
接
触
で
の
旅
行
を
実
現
。

バ
イ
オ
カ
ー
ト
の
活
用

顔
認
証
ゲ
ー
ト

10

自
動
手
荷
物
預
機
の
拡
充 手
続
き
を
旅
客
自
ら
実
施
す

る
こ
と
で
待
ち
時
間
を
短
縮

で
き
、
非
接
触
を
実
現
。
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観
光
地
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

観
光
地
や
公
共
交
通
機
関
等
に
お
い
て
、
段
差
の
解
消
や
ノ
ン
ス
テ
ッ
プ
バ
ス
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
タ
ク
シ
ー
、

新
幹
線
の
車
椅
子
用
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
の
導
入
な
ど
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
推
進
す
る
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
取
り
組
む
観
光
施
設
を
認
定
す
る
制
度
を
創
設
し
、
情
報
発
信
を
強
化
す
る
等
し
て
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
推
進
す
る
。

交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

法
面
を
削
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
（
1
1
人
乗
り
）

及
び
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
敷
設

整
備

前
整

備
後

【
整
備
事
例
】

【
整
備
事
例
】

観
光
地
等
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
促
進

ノン
ス
テ
ップ
バ
ス

ス
ロー
プ

ユニ
バー
サル
デザ
イン
タク
シー

エ
レ
ベ
ー
ター

11

観
光
施
設
を
認
定
す
る
制
度
と
情
報
発
信

モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
の
実
施
に
よ
る

認
定
制
度
の
認
知
度
向
上

宿
泊
施
設

飲
食
店

観
光
案
内
所

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
認
定

バ
リ
ア
フ
リ
ー
認
定
制
度
に
よ
る

情
報
発
信
強
化
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国
内
外
の
感
染
状
況
等
を
見
極
め
た
上
で
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
段
階
的
復
活

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
国
内
外
の
感
染
状
況
等
を
見
極
め
つ
つ
、
段
階
的
回
復
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
必
要

が
あ
る
。
我
が
国
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
組
に
関
す
る
情
報
や
地
域
の
魅
力
の
発
信
を
通
じ
て
今
後
の
訪
日
意
欲
の
喚

起
を
図
り
、
2
0
3
0
年
6
0
0
0
万
人
の
誘
客
に
つ
な
げ
る
。

■
国

内
外

の
感

染
状

況
等

を
見

極
め

つ
つ

、感
染

状
況

が
落

ち
着

い
て

い
る

国
・地

域
か

ら、
主

催
者

が
ビジ

ネ
ス

トラ
ック

に
準

じた
防

疫
措

置
を

徹
底

した
形

で
の

管
理

さ
れ

た
小

規
模

分
散

型
パ

ッケ
ー

ジ
ツ

ア
ー

を
試

行
的

に
実

施
。

○
感
染
状
況
が
落
ち
着
い
て
い
る
国
・地
域
か
らの
受
入

○
ビジ
ネ
ス
トラ
ック
に
準
じた
防
疫
措
置
を
徹
底

（
専
用
車
で
の
移
動
、一
般
客
との
接
触
回
避
、P
CR
検
査
実
施
等
）

○
感
染
症
や
旅
行
業
に
精
通
す
る
専
門
家
の
意
見
も
踏
ま
え
、

ツア
ー
を
選
定

○
密
を
避
け
た
ポ
ス
トコ
ロナ
に
相
応
しい
観
光
メニ
ュー
を
発
掘

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
段
階
的
回
復
に
向
け
た

小
規
模
分
散
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー
の
実
施

コ
ロ
ナ
禍
を
経
た
旅
行
需
要
の
変
化
に
対
応
し
た

訪
日
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
実
施

安
全
・安
心
情
報
の
発
信

地
域
の
観
光
資
源
の
魅
力
の
発
信

実
証

事
業

イ
メ

ー
ジ

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
つ
つ
、
管
理
さ
れ
た
小
規
模
分
散
型
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ツ
ア
ー

・
出
国
前
P
C
R
検
査

・
出
国
前
検
査
証
明
の
取
得

・
接
触
確
認
ア
プ
リ
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
等

密
を
避
け
た
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
相
応
し
い
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
優
先
的
に
選
定

12

■
我

が
国

の
多

様
な

観
光

資
源

の
魅

力
や

安
全

・安
心

へ
の

取
組

に
関

す
る

情
報

の
発

信
等

に
よ

り、
訪

日
旅

行
に

対
す

る
不

安
を

払
しょ

くし
つ

つ
、コ

ロ
ナ

禍
を

経
た

旅
行

需
要

の
変

化
に

対
応

した
訪

日
プ

ロ
モ

ー
シ

ョン
を

実
施

。
○
日
本
政
府
観
光
局
（
JN
TO
）
に
よ
る
デ
ジ
タル
マ
ー
ケ
テ
ィン
グ

活
用

○
地
方
送
客
を
促
す
地
域
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
発
信
強
化

○
JN
TO
の
ウェ
ブ
サ
イト
、ア
プ
リ等
を通
じた
安
全
安
心
情
報
の
発
信

○
オ
リパ
ラを
機
に
訪
問
す
る
海
外
メデ
ィア
に
対
して
の
働
き
か
け

○
在
外
公
館
に
よ
る
S
N
S
を
含
む
オ
ン
ラ
イ
ン
媒
体
で
の

情
報
発
信
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【重
点

取
組

み
】 

大
阪

・関
西

万
博

に
向

け
た

魅
力

づ
くり

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
に

よ
る

影
響

、
こ

れ
ま

で
の

取
組

み
に

よ
り
 

 
明

ら
か

に
な

っ
た

課
題

へ
の

対
応

な
ど
の

観
点

か
ら

、
次

の
項

目
に

つ
い

て
重

点
的

に
取

組
む

 

世
界

第
一

級
の

 

文
化

・
観

光
拠

点
の

進
化

・
発

信
 

・
大

阪
・
関

西
万

博
を

契
機

と
し

た
世

界
に

向
け

た
大

阪
の

魅
力

発
信

 
・
水

都
大

阪
、
百

舌
鳥

・
古

市
古

墳
群

、
万

博
記

念
公

園
等

の
魅

力
強

化
 

・
I
R

誘
致

、
大

阪
中

之
島

美
術

館
開

館
や

市
立

美
術

館
リ

ニ
ュ

ー
ア

ル
の

推
進

 な
ど

 

大
阪

の
強

み
を

生
か

し
た

 
魅

力
創

出
・
発

信
 

・
食

、
歴

史
、
エ

ン
タ

メ
、
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
な

ど
の

魅
力

の
磨

き
上

げ
・発

信
 

・
博

物
館

や
美

術
館

の
文

化
資

源
の

鑑
賞

・体
験

な
ど
文

化
観

光
の

推
進

 
な

ど
 

さ
ら

な
る

観
光

誘
客

に
向

け
た

取
組

み
 

・
国

内
観

光
の

需
要

喚
起

、
マ

イ
ク

ロ
ツ

ー
リ

ズ
ム

の
普

及
促

進
 

・
A

I
、
IC

T
等

を
活

用
し

た
新

た
な

観
光

コ
ン

テ
ン

ツ
開

発
・
発

信
や

受
入

環
境

整
備

 
・
ウ

ェ
ル

ネ
ス

や
特

別
感

・
上

質
感

あ
る

体
験

な
ど
多

様
な

ニ
ー

ズ
へ

の
対

応
 
な

ど
 

戦
略

的
な

Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ

誘
致

の
推

進
 

・
M

IC
E

開
催

支
援

、
W

E
B

等
を

活
用

し
た

新
た

な
展

示
会

等
の

支
援

 
・
ニ

ュ
ー

ノ
ー

マ
ル

に
対

応
し

た
新

た
な

M
I
C

E
戦

略
の

策
定

、
官

民
一

体
の

誘
致

 な
ど
 

文
化

・芸
術

を
通

じ
た

都
市

ブ
ラ

ン
ド

の
形

成
 

・
文

化
芸

術
活

動
の

回
復

や
賑

わ
い

の
創

出
、
担

い
手

や
支

え
る

人
材

の
育

成
 
な

ど
 

ス
ポ

ー
ツ

ツ
ー

リ
ズ

ム
の

推
進

 
・
プ

ロ
チ

ー
ム

・
ト

ッ
プ

ア
ス

リ
ー

ト
等

と
の

連
携

、
大

規
模

ス
ポ

ー
ツ

イ
ベ

ン
ト

開
催

 な
ど
 

大
阪

の
成

長
・
発

展
に

つ
な

が
る

 
国

内
外

の
高

度
人

材
の

活
躍

推
進

 
・
海

外
進

学
支

援
等

に
よ

る
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

育
成

や
活

躍
促

進
 
な

ど
 

 

大
阪

都
市

魅
力

創
造

戦
略

2
0

2
5

（
案

）
 
【
概

要
版

】
 

魅
力

共
創

都
市

・
大

阪
 

 ～
新

た
な

時
代

を
切

り
拓

き
、

さ
ら

に
前

へ
～

 
 

難
局

の
先

に
あ

る
新

た
な

時
代

を
切

り
拓

く
た

め
、
住

民
・
企

業
を

は
じ

め
、
あ

ら
ゆ

る
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と
と
も

に
、
大

阪
が

持
つ

 
豊

か
な

歴
史

・
文

化
や

人
々

の
多

様
な

魅
力

、
都

市
の

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

を
生

か
し

、
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
つ

づ
け

る
こ

と
に

よ
り
、

大
阪

を
  

め
ざ

す
姿

 

【フ
ェ

ー
ズ

に
応

じ
た

取
組

み
の

推
進

】 
感

染
症

の
影

響
に

鑑
み

フ
ェ
ー

ズ
１

・フ
ェ
ー

ズ
２

と
い

う
段

階
に

応
じ

た
取

組
み

を
推

進
 

 

■
感

染
防

止
対

策
を

最
大

限
に

講
じ

つ
つ

、
国

内
の

観
光

 
需

要
喚

起
等

に
向

け
た

取
組

み
を

推
進

 
■

ウ
ィ
ズ

コ
ロ

ナ
に

対
応

し
た

新
た

な
都

市
魅

力
の

創
出

、
反

転
 

攻
勢

に
向

け
た

準
備

、
基

礎
固

め
、
受

入
環

境
等

整
備

等
 

■
ウ

ィ
ズ

コ
ロ

ナ
期

に
お

け
る

取
組

み
を

土
台

に
、
国

内
に

 
加

え
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
も

対
象

と
し

た
誘

客
を

促
進

す
る

な
ど
、
2
0
2
5

年
に

向
け

取
組

み
を

加
速

度
的

に
推

進
 

フ
ェ
ー
ズ
１
（
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
）

 
フ
ェ
ー
ズ
２
（
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
）

 

最
優

先
 

取
組

み
 

〇
 食

、
歴

史
、
文

化
芸

術
、
エ

ン
タ

メ
な

ど
大

阪
の

強
み

を
生

か
し

た
新

し
い

時
代

に
相

応
し

い
価

値
や

魅
力

の
創

出
 

〇
 マ

イ
ク

ロ
ツ

ー
リ

ズ
ム

を
起

点
と

す
る

国
内

か
ら

の
誘

客
強

化
 

〇
 来

阪
外

国
人

の
7
5
%

を
占

め
る

東
ア

ジ
ア

か
ら

の
旅

行
者

を
コ

ロ
ナ

前
の

水
準

に
戻

す
た

め
の

施
策

展
開

 

【策
定

の
背

景
等

】 
 

〇
大

阪
府

・
市

で
は

、
世

界
的

な
創

造
都

市
の

実
現

に
向

け
た

観
光

・
国

際
交

流
・
文

化
・
ス

ポ
ー

ツ
分

野
の

府
市

共
通

の
戦

略
と
し

て
「
大

阪
都

市
魅

力
創

造
戦

略
」
を

策
定

し
、
一

体
と
な

っ
て

各
種

プ
ロ

ジ
ェ
ク

ト
を

着
実

に
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り
、
好

調
な

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

需
要

を
取

り
込

み
、
大

阪
の

賑
わ

い
を

創
出

し
て

き
た

。
 

〇
2

0
2

5
年

の
大

阪
・関

西
万

博
に

向
け

て
高

ま
る

発
信

力
や

イ
ン

パ
ク

ト
を

活
か

し
て

、
都

市
魅

力
の

さ
ら

な
る

向
上

や
世

界
へ

の
発

信
を

オ
ー

ル
大

阪
で

進
め

て
い

く
必

要
が

あ
る

。
 

〇
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
拡

大
と
い

う
難

局
を

乗
り
越

え
る

と
と
も

に
、
新

た
な

生
活

様
式

や
旅

行
者

ニ
ー

ズ
変

容
等

の
新

た
な

潮
流

を
と
ら

え
た

施
策

推
進

な
ど
、
未

来
へ

の
投

資
を

行
い

、
立

ち
止

ま
る

こ
と
な

く
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
続

け
て

い
く
必

要
が

あ
る

。
 

【本
戦

略
の

位
置

づ
け

】 
 

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
影

響
・
状

況
を

踏
ま

え
、
観

光
需

要
の

回
復

を
担

う
国

内
旅

行
の

促
進

や
新

た
な

潮
流

に
 

対
応

し
た

魅
力

の
創

出
・
強

化
、

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

回
復

後
を

見
据

え
た

基
盤

整
備

な
ど
を

着
実

に
推

進
す

る
と
と
も

に
、
大

阪
・ 

関
西

万
博

の
開

催
さ

ら
に

は
開

催
後

に
向

け
て

、
国

際
都

市
大

阪
の

新
た

な
賑

わ
い

を
創

り
出

し
、
活

力
を

高
め

て
い

く
た

め
の

施
策

の
方

向
性

を
示

す
も

の
で

あ
る

。
 

【 
基

本
的

な
考

え
方

 】
 

 

持
続

可
能

な
開

発
目

標
（

S
D

G
ｓ

）
達

成
へ

の
貢

献
 

 

大
阪

・
関

西
万

博
の

イ
ン

パ
ク

ト
を

 
生

か
し

た
都

市
魅

力
の

創
造

・
発

信
 

安
全

・
安

心
で

持
続

可
能

な
 

魅
力

あ
る

都
市

の
実

現
 

多
様

な
主

体
が

連
携

し
 

大
阪

全
体

を
活

性
化

 

１
 安

全
で

安
心

し
て

滞
在

で
き

る
2

4
時

間
お

も
て

な
し

都
市

 

３
 多

様
な

楽
し

み
方

が
で

き
る

周
遊

・
観

光
都

市
 

５
 大

阪
が

誇
る

文
化

力
を

活
用

し
た

魅
力

あ
ふ

れ
る

都
市

 

７
 世

界
に

誇
れ

る
ス

ポ
ー

ツ
推

進
都

市
 

９
 大

阪
の

成
長

を
担

う
グ

ロ
ー

バ
ル

人
材

が
活

躍
す

る
都

市
 

２
 大

阪
な

ら
で

は
の

賑
わ

い
を

創
出

す
る

都
市

 

４
 世

界
水

準
の

Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ

都
市

 

６
 あ

ら
ゆ

る
人

々
が

文
化

を
享

受
で

き
る

都
市

 

８
 健

康
と

生
き

が
い

を
創

出
す

る
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

め
る

都
市

 

1
0

 出
会

い
が

新
し

い
価

値
を

生
む

多
様

性
都

市
 

【
め

ざ
す

べ
き

都
市

像
】
 

1
0

の
め

ざ
す

べ
き

都
市

像
を

設
定

し
、
そ

の
実

現
に

向
け

て
ベ

ク
ト

ル
を

あ
わ

せ
て

施
策

を
実

施
 

 

【計
画

期
間

】 
2

0
2

1
（

R
３

）
～

2
0

2
5

（
R

７
）

年
度

 
  

※
状

況
等

を
踏

ま
え

、
必

要
に

応
じ

て
戦

略
を

柔
軟

に
見

直
す

 

【戦
略
の

進
捗

管
理
】 

 内
外

か
ら

の
誘

客
に

関
す

る
数

値
目

標
  

感
染

症
発

生
前

の
水

準
〈2

0
1
9

年
〉を

上
回

る
こ

と
を

当
面

の
目

標
と
設

定
 

指
標

 
目

標
値

（
2
0
1
9

年
実

績
）

 
達

成
を

め
ざ

す
時

期
 

日
本

人
延

べ
宿

泊
者

数
〔
大

阪
〕
 

2
,9

5
0

万
人

泊
 

2
0
2
2

年
 

来
阪

外
国

人
旅

行
者

数
 

1
1
5
2
.5

万
人

 
入

国
規

制
解

除
か

ら
２

年
後

 

 

〇
本

戦
略

の
進

捗
把

握
の

た
め

、
大

阪
府

市
都

市
魅

力
戦

略
推

進
会

議
に

お
い

て
年

度
ご

と
に

評
価

・検
証

を
実

施
 

〇
参

考
指

標
を

設
定

、
そ

の
内

容
や

個
々

の
施

策
の

達
成

状
況

、
社

会
経

済
情

勢
等

を
総

合
的

に
判

断
し

状
況

を
把

握
 

 
※

 社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

に
応

じ
、
目

標
値

、
達

成
を

め
ざ

す
時

期
等

に
つ

い
て

、
必

要
に

応
じ

て
柔

軟
に

見
直

し
 

 

令
和

３
年

１
月

2
5

日
 

戦
略

会
議

資
料

 

経
済

戦
略

局
 

【資料２９】 
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大阪成蹊大学　国際観光学部（仮称）

設置構想についての採用意向アンケート調査報告書

令和3年3月17日

【資料３０】 
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国際観光学部  企業アンケート回収状況（就職部）

企業名 業種 採用したい 採用しない（未定） 採用予定人数（人）

1 岩井コスモ証券㈱ 金融 〇 0

2 ㈱内田洋行 卸売業，小売業 〇 0

3 ㈱エイジェック 人材サービス業 〇 2

4 ㈱エスエスケイ 商社（スポーツ） 〇 1

5 大阪シティ信用金庫 金融 〇 3

6 ㈱オペレーションファクトリー 飲食 〇 5

7 関西塗研工業㈱ 建設業 〇 2

8 ㈱関西みらい銀行 金融 〇 1

9 ㈱共立メンテナンス 宿泊業 〇 3

10 ㈱グルメ杵屋 飲食業 〇 3

11 KCJ GROUP㈱（キッザニア甲子園） テーマパーク 〇 3

12 ㈱コメリ 小売業 〇 3

13 サンコーインダストリー㈱ 商社 〇 2

14 ジェイエフエフシステムズ㈱ 飲食業 〇 3

15 ㈱シュゼット 洋菓子 〇 0

16 ㈱シンシア メーカー（雑貨） 〇 0

17 ㈱ティ・ジョイ 映画館 〇 3

18
㈱テェルウィンコーポレーション
（ウェスティンホテル大阪）

ホテル 〇 5

19 トヨタカローラ新大阪㈱ 自動車 〇 1

20 西尾レントオール㈱ リース 〇 1

21 日本インシュレーション㈱ メーカー（建築） 〇 2

22 日本パナユーズ㈱ サービス業 〇 2

23 日本物流センター㈱ 倉庫業 〇 2

24 ㈱ＮＥＳＴＡ　ＲＥＳＯＲＴ 観光業 〇 10

25 ㈱ノーリーズ アパレル 〇 0

26 ㈱ぴえろ アニメ 〇 1

27 ㈱ビショップ アパレル 〇 1

28 ホテルモントレ㈱ ホテル 〇 3

29 ㈱マイナビ 人材サービス業 〇 5

30 ㈱マツシマホールディングス 自動車 〇 2

2021/3/17
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企業名 業種 採用したい 採用しない（未定） 採用予定人数（人）

31 村中医療器㈱ 商社 〇 1

32 名鉄観光サービス㈱ 旅行業 〇 2

33 ㈱名門大洋フェリー 運輸業 〇 0

34 ㈱メンバーズ WEB 〇 2

35 淀川食品㈱ 給食 〇 3

36 ライクスタッフィング㈱ 人材サービス業 〇 5

37 ㈱ライセンスアカデミー 教育・学習支援 〇 2

38 ㈱リクルートキャリア サービス業 〇 3

39 リクロー㈱ 洋菓子 〇 2

40 リザンシーパークホテル谷茶ベイ 宿泊業 〇 10

41 類グループ 建築 〇 1

42 ㈱ワイズテーブルコーポレーション 飲食 〇 2

43 ㈱ワコール 小売（下着） 〇 0

36社 7社 102

１．アンケート結果

大阪成蹊大学　国際観光学部国際観光学科の卒業生を採用する可能性はありますか？

　1. 採用したい　　　　　　　　　　36社　（予定人数：102人）

　2. 採用しない（未定）　　　 　 　7社

2. 調査の概要

　　依頼先企業の抽出　：　大阪成蹊大学の就職実績のある企業及び新学科で想定される就職先等を就職部にて抽出

3．アンケート実施方法

　　就職担当者が企業に訪問し、当該の学科等の説明をしたのち、アンケート用紙をお渡しし、後日郵送により回収（一部就職担当者が回収）

4.アンケート実施期間

　　令和3年1月25日から2月26日

5.アンケート依頼企業数

　　アンケート依頼件数　43社

合　計

学生確保（資料）－262



令和 3年 1月吉日 

採用ご担当者様 

大阪成蹊大学 就職部 

 

大阪成蹊大学 国際観光学部国際観光学科(仮称) 

設置構想に関するアンケート調査のお願い 

  

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

 

 さて、本学園は、50 数年にわたる観光教育の実績を持ち、現在経営学部に国

際観光ビジネス学科を設置していますが、より専門的な教育展開をめざし、この

度「国際観光学部国際観光学科」(仮称)の設置を構想いたしました。 

令和 4 年 4 月に開設の予定としており、「国際観光学部国際観光学科」では、

次の様な人材を育成いたします。 

 

 

国際的な視点に立ちながら、これからの新しい観光政策・観光ホスピタリ 

ティの在り方や国際社会におけるグローバルな事業展開を追求し実現するこ

とのできる、世界に通用する観光人材・グローバルビジネスパーソンを育成し

ます。加えて、本学が最も重要としている「人間力」を養う教育により、高い

教養と専門性を併せ持つ人間性豊かな人材の育成に努めます。 

 

 また、本学科では、観光および国際ビジネスの専門教育を展開するとともにグ

ローバルな感覚を養うため、2 度の留学にチャレンジできる「STEP 留学」や、ネ

イティブ教員による正課内外の語学・グローバル教育を充実させます。 

 

本学では当設置構想における文部科学省への申請に際し、企業様の採用等社

会のニーズ調査を行なっております。 

つきましては、ご多忙中誠に恐縮ではございますが、別紙アンケート調査への

ご協力を、よろしくお願い申し上げます。  

 

 なお、本アンケートで得られた情報は、文部科学省への申請資料としてのみ利

用し、その他の目的に使用することはございません。 

 何卒、ご協力くださいますよう重ねてお願い申し上げます。 

敬具 
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大阪成蹊大学 国際観光学部国際観光学科(仮称) 

設置構想に関するアンケート回答 

 

 

貴社名：                        

 

Ｑ１．大阪成蹊大学 国際観光学部、国際観光学科（仮称）の卒業生を採用する可能性は

ありますか？ 

（あてはまるもの１つに〇を、１．を選択する場合には予定人数をご記入ください） 

 

１．採用したい （予定人数：＿＿＿＿人） 

２．どちらとも言えない 

３．採用しない 

 

 

Ｑ２．貴社が採用する学生に求めるものは何ですか？ 

（あてはまるもの全てに〇をご記入ください） 

 

１．コミュニケーション能力     ２．基礎的な学力 

３．専門的な知識          ４．社会常識 

５．積極的な行動力         ６．仕事への積極性 

７．チームで働く力         ８．主体性  

９．目標達成への意欲        １０．課題解決能力 

１１．忍耐力            １２．ボランティア等での経験 

１３．取得資格           １４．その他（            ） 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力いただき有難うございました。 

回答用 
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2
0
2
1
年
5
月
2
1
日

学
校
法
人
大
阪
成
蹊
学
園

理
事
長
・
総
長

石
井

茂

文
部

科
学

大
臣

認
定

職
業

実
践

力
育

成
プ

ログ
ラム

 
京

都
大

学
 私

学
経

営
ア

カデ
ミー

「私
学

経
営

分
析

Ⅰ
」講

義
資

料
 

【資料A】 

学生確保（資料）－265



目
次

１
．

は
じ

め
に

２
．

激
変

す
る

高
等

教
育

機
関

の
経

営
環

境
に

つ
い

て

３
．

大
阪

成
蹊

学
園

の
概

要
と

改
革

後
の

状
況

に
つ

い
て

４
．

大
阪

成
蹊

学
園

の
パ

ラ
ダ

イ
ム

改
革

『
学

校
法

人
発

展
の

た
め

の
1

0
の

改
革

』

［
改
革
１
］

理
事
長
・
学
長
の
役
割
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
明
確
化

［
改
革
２
］

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

［
改
革
３
］

抜
本
的
な
経
営
計
画
の
策
定

［
改
革
４
］

教
職
員
の
役
割
の
明
確
化
と
教
職
協
働
体
制
の
確
立

［
改
革
５
］

学
園
の
特
性
を
追
求
し
た
学
び
の
改
革

［
改
革
６
］

人
間
力
教
育
の
展
開
『
大
阪
成
蹊
学
園
LC
D
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

［
改
革
７
］

学
園
の
組
織
体
制
の
充
実

［
改
革
８
］

教
育
環
境
の
改
善
・
整
備

［
改
革
９
］

心
と
風
土
の
改
革

［
改
革
1
0
］

大
阪
成
蹊
学
園
の
将
来
構
想

５
．

大
阪

成
蹊

学
園

の
学

生
の

能
力

向
上

及
び

満
足

度
の

向
上

に
つ

い
て
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石
井

茂
い
し
い

し
げ
る

自
己

紹
介

2

【
趣
味
】

音
楽
・
読
書
・
囲
碁
・
ゴ
ル
フ

プ
ロ

フ
ィ

ー
ル

1
9
6
9
年
（
昭
和
4
4
年
）
関
西
相
互
銀
行
（
現
関
西
み
ら
い
銀
行
）
に
入
行
。

池
田
旭
丘
支
店
長
を
経
て
人
事
部
長
、
企
画
部
長
を
務
め
、
通
算
2
4
,0
0
0
人

の
採
用
面
接
や
経
営
体
制
の
再
構
築
に
携
わ
る
。
2
0
0
5
年
（
平
成
1
7
年
）
よ
り

副
頭
取
に
就
任
し
、
経
営
企
画
総
本
部
、
営
業
統
括
総
本
部
、
人
事
本
部
、
リ
ス
ク

管
理
本
部
、
監
査
統
括
本
部
等
の
担
当
を
歴
任
。
2
0
0
8
年
（
平
成
2
0
年
）
に
退
任

し
、
株
式
会
社
関
西
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。

2
0
1
0
年
（
平
成
2
2
年
）
よ
り
、
学
校
法
人
大
阪
成
蹊
学
園
理
事
長
に
就
任
し
、

学
園
の
経
営
改
革
に
取
り
組
む
。
そ
の
他
、
日
本
私
立
短
期
大
学
協
会
副
会
長
、

大
阪
私
立
短
期
大
学
協
会
会
長
、
一
般
財
団
法
人
短
期
大
学
基
準
協
会
理
事
、

大
学
実
務
教
育
協
会
理
事
等
を
歴
任
。

は
じ

め
に

①
～

自
己

紹
介

～
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は
じ

め
に

②
～

銀
行

時
代

に
学

ん
だ

こと
～

①
バ

ブ
ル

崩
壊

に
伴

う銀
行

再
生

計
画

の
立

案
実

行
②

銀
行

日
常

業
務

の
統

括
、予

算
立

案
・進

捗
管

理
③

銀
行

グ
ル

ー
プ会

社
の

設
立

、経
営

管
理

、統
合

整
理

④
銀

行
合

併
の

立
案

実
行

⑤
店

舗
政

策
の

立
案

実
行

銀
行

時
代

に
学

ん
だ

こと

①
人

事
諸

制
度

の
構

築
及

び
人

事
政

策
の

立
案

実
行

②
従

業
員

の
採

用
（

24
,0

00
人

面
接

）
、外

部
出

向
人

事
の

立
案

実
施

③
従

業
員

の
育

成
制

度
、人

事
考

課
制

度
、人

事
異

動
の

立
案

④
人

事
リス

ク管
理

人
事

部
時

代
2.

企
画

部
時

代
3.①

銀
行

融
資

戦
略

の
構

築
②

銀
行

融
資

制
度

の
立

案
及

び
支

店
指

導
③

銀
行

融
資

商
品

の
開

発
及

び
マー

ケ
テ

ィン
グ

④
大

蔵
省

担
当

本
店

融
資

部
時

代
１

.

3
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4

①
日
経
平
均
株
価
と
土
地
資
産
額
の
推
移

②
大
阪
で
営
業
す
る
主
な
銀
行
の
変
遷

00.
5

11.
5

22.
5

33.
5

4

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0
1970年
1972年
1973年
1975年
1977年
1979年
1980年
1982年
1984年
1986年
1987年
1989年
1991年
1993年
1994年
1996年
1998年
2000年
2001年
2003年
2005年
2007年
2008年
2010年
2012年
2014年
2015年

土
地
資
産
額

日
経
平
均
株
価

※
日
経
平
均
株
価
は
、
各
月
末
日
の
終
値
、

※
土
地
資
産
額
：
内
閣
府
「
国
民
経
済
計
算
」
、
'7
9
年
以
前
は
H
2
年
基
準
、
'8
0
-'
9
3
年
は
H
1
2
年
基
準
で
の
数
値

（
兆
円
）

（
万
円
）

年
度

銀
行

信
金

信
組

労
金

合
計

都
銀

地
銀

Ⅰ
地

銀
Ⅱ

信
託

銀
長

信
銀

そ
の

他
共

計

1
9
7
1
（
S
4
6
）

1
4

6
1

7
1

1
0

1
5
6

4
8
3

5
2
4

-
1
,1
6
3

1
9
7
5
（
S
5
0
）

1
3

6
3

7
2

1
0

1
5
8

4
6
9

4
8
9

-
1
,1
1
8

1
9
8
0
（
S
5
5
）

1
3

6
3

7
1

1
0

1
5
7

4
5
6

4
7
6

-
1
,0
9
4

1
9
8
5
（
S
6
0
）

1
3

6
4

6
9

1
4

1
6
0

4
5
6

4
4
9

-
1
,0
6
5

1
9
8
9
（
H
1
）

1
3

6
4

6
8

1
9

1
6
4

4
5
4

4
1
5

4
7

1
,0
8
0

1
9
9
3
（
H
5
）

1
1

6
4

6
5

2
4

1
6
4

4
2
8

3
8
4

4
7

1
,0
2
3

1
9
9
8
（
H
1
0
）

9
6
4

6
1

3
7

1
7
3

3
9
6

3
2
3

4
1

9
3
3

2
0
0
3
（
H
1
5
）

7
6
4

5
0

2
9

1
5
5

3
0
6

1
8
1

1
3

6
5
8

2
0
0
8
（
H
2
0
）

6
6
4

4
4

2
2

1
4
9

2
7
9

1
6
2

1
3

6
0
7

2
0
1
3
（
H
2
5
）

5
6
4

4
1

1
6

1
4
1

2
6
7

1
5
5

1
3

5
8
0

2
0

1
9

（
R

元
）

5
6

4
3

8
1

4
1

3
6

2
5

5
1

4
5

1
3

5
5

3

1
9
7
1
年
比

▲
9

3
▲
3
3

4
▲
2
0

▲
2
2
8

▲
3
7
9

-
▲
6
1
0

【
金
融
機
関
数
の
推
移
】

預
金
保
険
対
象
金
融
機
関
数
の
推
移
（
2
0
1
9
年
9
月
時
点
）

③
金
融
機
関
数
の
推
移

わ
が
国
の
金
融
機
関
は
1
9
7
1
年
（
S
4
6
）
に
は
1
,1
6
3
行
あ
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
淘
汰

に
よ
り
2
0
1
8
年
（
H
3
0
）
に
は
5
5
9
行
（
5
1
.9
％
減
）
と
な
っ
た
。

④
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
の
発
展

私
が
1
9
9
8
年
（
H
1
0
）
に
企
画
部
長
と
な
り
、
2
0
0
8
年
（
H
2
0
）
に
副
頭
取
と
し
て
退
任
す

る
ま
で
の
間
の
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
の
業
績
の
進
化
は
次
の
通
り
。

1
9
9
8
年
(H
1
0
)

3
月

2
0
0
8
年
(H
2
0
)

3
月

増
減

伸
び
率

資
金
量

9
,9
1
1

3
0
,9
5
0

+
2
1
,0
3
9

3
1
2
%

融
資
量

9
,1
9
1

2
7
,4
1
9

+
1
8
,2
2
8

2
9
8
%

店
舗
数

7
0

1
0
3

+
3
3

1
4
7
%

従
業
員
(正
社
員
)

1
,3
8
4

1
,8
0
1

+
4
1
7

1
3
0
%

コ
ア
業
務
純
益
※

4
1

3
1
0

+
2
6
9

7
5
6
%

経
常
利
益

▲
7
2

1
8
4

+
2
5
6

-

当
期
純
利
益

▲
2
0
2

1
2
0

+
3
2
2

-

（
金
額
単
位
：
億
円
）

※
「
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
」
「
近
畿
大
阪
銀
行
」
「
み
な
と
銀
行
」
は
、
2
0
1
8
年
４
月
に
経
営
統
合
し
、
「
関
西
み
ら
い
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
資
金
量
は
1
0
.8
兆
円
と
な
り
、
全
国
地
銀
グ
ル
ー
プ
中
第
6
位
と
な
り
ま
し
た
。

関
西

ア
ー
バ
ン
銀

行

近
畿

大
阪

銀
行

関
西

み
ら
い
銀

行

関
西

ア
ー
バ
ン

関
西

さ
わ
や
か

三
菱

東
京

三
和

東
海

太
陽

三
菱

U
FJ

銀
行

埼
玉

大
和

大
阪

近
畿

神
戸

三
井

住
友

平
和

相
互

日
本

興
業

三
井

住
友

銀
行

あ
さ
ひ

埼
玉

りそ
な
銀

行

第
一

勧
業

富
士

東
京

三
菱

U
FJ

太
陽

神
戸

さ
くら

住
友

池
田

泉
州

池
田

泉
州

銀
行

りそ
な
銀

行

み
ず
ほ
銀

行

幸
福

京
都

共
栄

関
西

び
わ
こ

近
畿

大
阪

な
み
は
や

協
和

な
に
わ

福
徳

は
じ

め
に

③
～

銀
行

時
代

の
仕

事
～
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激
変

す
る

高
等

教
育

機
関

の
経

営
環

境

学生確保（資料）－270



0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

05010
0

15
0

20
0

25
0

1960
1962
1964
1966
1968
1970
1972
1974
1976
1978
1980
1982
1984
1986
1988
1990
1992
1994
1996
1998
2000
2002
2004
2006
2008
2010
2012
2014
2016
2018
2020
2022
2024
2026
2028
2030
2032
2034
2036
2038
2040

万
人 出
典

：
文

部
科

学
省

「学
校

基
本

統
計

」、
平

成
43

年
～

52
年

度
に

つ
い

て
は

国
立

社
会

保
障

・人
口

問
題

研
究

所
「日

本
の

将
来

推
計

人
口

（
平

成
29

年
推

計
）

（
出

生
中

位
・死

亡
中

位
）

」を
元

に
作

成

激
変

す
る

高
等

教
育

機
関

の
経

営
環

境
①

～
18

歳
人

口
と大

学
数

等
の

推
移

～

13
00

校
・行

11
70

校
・行

10
40

校
・行

91
0校

・行

78
0校

・行

65
0校

・行

52
0校

・行

39
0校

・行

26
0校

・行

13
0校

・行

0校
・行

大
学
・
短
大
進
学
率

58
.6

%
（

大
学

54
.4

%
短

大
4.

2%
）

大
学
・
短
大
学
校
数

1,
11

3校
（
大
学

79
5校

短
大

32
3校
）

18
歳

人
口

高
校

等
卒

業
者

短
大

入
学

者
大

学
入

学
者大
学
数

79
5校

短
期
大
学
数

32
3校

52
5校

28
0校

24
5校

10
.3
％

【1
96

6年
】

18
歳

人
口

24
9万

人
大

学
入

学
者

29
万

人
短

大
入

学
者

11
万

人

【1
99

2年
】

18
歳

人
口

20
5万

人
大

学
入

学
者

54
万

人
短

大
入

学
者

25
万

人

【2
02

0年
】

18
歳

人
口

11
6万

人
大

学
入

学
者

63
.5

万
人

短
大

入
学

者
4.

9万
人

【2
04

0年
】

18
歳

人
口

88
万

人
22

年
間

で
30

万
人

減

専
門

学
校

入
学

者

金
融
機
関
数

1,
16

3行
（

19
71
年
）

55
3行

金
融
機
関
数
（

20
20
年
）

6

59
6

1,
22

8 

学生確保（資料）－271



7

入
学

定
員

充
足

率
（

20
20

年
度

）
入

学
定

員
充

足
入

学
定

員
未

充
足

14
0%

13
0%

12
0%

11
0%

10
0%

90
%

80
%

70
%

60
%

50
%

40
%

30
%

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

以
上

14
0%

13
0%

12
0%

11
0%

10
0%

90
%

80
%

70
%

60
%

50
%

40
%

未
満

未
満

未
満

未
満

未
満

未
満

未
満

未
満

未
満

未
満

未
満

大
学

58
7校

0
2

51
14

3
21

0
10

0
42

19
4

5
5

3

40
6校

69
.5

％
17

8校
30

.5
％

短
期

大
学

29
7校

0
0

9
20

47
50

63
46

25
17

8
6

76
校

26
.1

％
21

5 校
73

.9
％

■
私

立
大

学
の

入
学

定
員

充
足

と財
務

の
状

況
１

．
私

立
大

学
の

入
学

定
員

充
足

の
状

況
（

20
20

年
度

入
学

者
）

激
変

す
る

教
育

機
関

の
経

営
環

境
②

～
私

立
大

学
の

入
学

定
員

充
足

の
状

況
～

出
典

：
日

本
私

立
学

校
振

興
・共

済
事

業
団

「2
02

0年
度

私
立

大
学

・短
期

大
学

等
入

学
志

願
動

向
」「

平
成

24
年

度
・令

和
2年

度
版

今
日

の
私

学
財

政
」よ

り作
成

（
単

位
：

校
・％

）

２
．

大
学

・短
期

大
学

を
運

営
す

る
学

校
法

人
の

赤
字

割
合

（
経

常
収

支
差

額
が

マ
イ

ナ
ス

）
20

10
年

度
20

16
年

度
20

17
年

度
20

18
年

度
20

19
年

度

大
学

・短
期

大
学

を運
営

す
る

学
校

法
人

65
1校

65
7校

65
6校

65
3校

65
5校

経
常

収
支

差
額

が
0未

満
（

▲
）

の
学

校
法

人
数

※
20

10
年

は
旧

会
計

基
準

の
た

め
帰

属
収

支
差

額
が

▲
を

集
計

26
1校

27
8校

28
7校

28
4校

30
9校

40
.1

%
42

.3
%

43
.8

%
43

.5
%

47
.1

%
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8

旧
経

営
体

制
時

代
の

本
学

園
の

根
本

的
な

問
題

点
１

．
環

境
認

識
の

甘
さ

と対
応

力
の

弱
さ

～
20

10
年

理
事

長
就

任
時

、
学

園
内

外
の

教
育

関
係

者
25

0人
へ

の
イ

ン
タ

ビュ
ー

で
判

明
～

①
18

歳
人

口
の

減
少

は
18

年
前

に
は

わ
か

って
い

た
が

、危
機

感
に

乏
しく

、少
子

化
時

代
を

見
据

え
た

経
営

戦
略

が
無

い
②

具
体

的
な

教
育

改
革

・財
務

改
革

の
先

送
りが

常
態

化

２
．

リー
ダ

ー
シ

ップ
の

欠
如

・ガ
バ

ナ
ン

ス
の

欠
如

①
理

事
長

・学
長

の
リー

ダー
シ

ップ
の

不
足

②
理

事
会

・教
授

会
、教

員
・職

員
間

の
相

互
不

信
や

連
携

不
足

が
見

られ
、学

園
の

発
展

を
阻

害

３
．

問
題

解
決

力
の

弱
さ

①
問

題
点

の
把

握
・問

題
解

決
の

具
体

策
が

乏
しく

無
為

に
時

が
経

過
②

「誰
が

、い
つ

ま
で

に
、何

を
行

な
うか

」が
不

明

４
．

教
育

内
容

改
善

努
力

の
不

足
①

大
学

全
体

とし
て

の
教

育
改

革
の

具
体

策
が

な
く個

々
の

教
員

の
努

力
に

任
され

て
い

る
②

教
育

改
革

の
努

力
不

足

５
．

財
務

管
理

の
弱

さ
①

財
務

計
画

が
教

育
改

革
や

大
学

運
営

とは
リン

クし
て

お
らず

、大
学

の
将

来
像

を
数

値
化

して
い

な
い

②
日

常
の

全
て

の
業

務
が

財
務

と密
接

に
関

係
して

い
る

こと
が

理
解

で
き

て
い

な
い

６
．

組
織

運
営

力
の

欠
如

①
運

営
力

が
弱

くグ
リッ

プ
力

が
甘

い
②

組
織

が
機

能
せ

ず
、ス

ピー
ド感

も
乏

しい

７
．

勤
勉

さ
の

欠
如

①
「大

学
人

は
特

権
階

級
」と

い
う錯

覚
を持

つ
者

も
い

る
②

「社
会

や
学

生
に

役
に

立
つ

」と
い

う基
本

的
な

考
え

が
全

体
的

に
希

薄
③

仕
事

の
処

理
能

力
が

質
・量

とも
に

乏
しく

、自
分

だ
け

が
「非

常
に

忙
しい

」と
い

う感
覚

を
持

って
い

る
8

激
変

す
る

教
育

機
関

の
経

営
環

境
③

～
旧

経
営

体
制

時
代

の
本

学
園

の
問

題
点

～
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9

■
学
園
在
籍
者
数
及
び
日
本
の
1
8
歳
人
口
の
推
移
（
2
0
1
1
年
ま
で
）

注
）

各
年

5月
1日

現
在

日
本

の
18

歳
人

口
の

推
移

（
万

人
）

大
阪

成
蹊

学
園

の
学

生
・生

徒
数

の
推

移
（

人
）

８

日
本

の
18

歳
人

口
の

推
移

（
万

人
）

20
10

年
の

状
況

入
学

定
員

入
学

定
員

充
足

率
在

籍
者

数
収

容
定

員
充

足
率

大
阪

成
蹊

大
学

42
0

53
.8

%
1,

15
3

68
.6

%

び
わ

こ成
蹊

ｽﾎ
ﾟｰ

ﾂ大
学

27
0

11
9.

3%
1,

33
3

12
3.

4%

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

69
0

87
.8

%
1,

24
0

89
.9

%

激
変

す
る

教
育

機
関

の
経

営
環

境
④

～
理

事
長

着
任

時
の

入
学

者
・在

籍
者

の
状

況
～
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大
阪

成
蹊

学
園

の

概
要

と
改

革
後

の
状

況
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大
阪

成
蹊

学
園

の
概

要
①

～
建

学
の

精
神

と行
動

指
針

～

1
9
3
3
年
（
昭
和
8
年
）
4
月

高
等
成
蹊
女
学
校

創
設

［
創
設
後
8
8
年
］

1
9
3
7
年
（
昭
和
1
2
年
）
4
月

大
阪
高
等
成
蹊
女
学
校
に
校
名
変
更

1
9
4
8
年
（
昭
和
2
3
年
）
4
月

学
制
改
革
に
よ
り
大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
と
な
る

1
9
5
1
年
（
昭
和
2
6
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
女
子
短
期
大
学
（
国
文
科
・
家
政
科
）

開
設

［
開
設
後
7
0
年
］

1
9
5
2
年
（
昭
和
2
7
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
学
園
こ
み
ち
幼
稚
園

開
設

［
開
設
後
6
9
年
］

1
9
5
3
年
（
昭
和
2
8
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
女
子
短
期
大
学
保
育
科

開
設

［
開
設
後
6
8
年
］

1
9
5
6
年
（
昭
和
3
1
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
女
子
短
期
大
学
初
等
教
育
科

開
設

［
開
設
後
6
5
年
］

1
9
6
7
年
（
昭
和
4
2
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
女
子
短
期
大
学
観
光
科

開
設

［
開
設
後
5
4
年
］

2
0
0
3
年
（
平
成
1
5
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
大
学
現
代
経
営
情
報
学
部
（
大
阪
市
東
淀
川
区
）

及
び
芸
術
学
部
（
京
都
府
長
岡
京
市
）

開
設

［
開
設
後
1
8
年
］

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
ス
ポ
ー
ツ
学
部
（
滋
賀
県
大
津
市
北
比
良
）
開
設

［
開
設
後
1
8
年
］

大
阪
成
蹊
女
子
短
期
大
学
を
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
（
共
学
）
に
改
称

幼
稚
園
名
を
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
附
属
こ
み
ち
幼
稚
園
に
改
称

2
0
1
1
年
（
平
成
2
3
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
大
学
現
代
経
営
情
報
学
部
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
に
名
称
変
更

2
0
1
2
年
（
平
成
2
4
年
）
4
月

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
大
学
院

開
設

［
開
設
後
9
年
］

大
阪
成
蹊
大
学
芸
術
学
部
の
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
・
統
合

2
0
1
4
年
（
平
成
2
6
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
大
学
教
育
学
部

開
設

［
開
設
後
7
年
］

2
0
1
6
年
（
平
成
2
8
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

改
組
設
置

［
開
設
後
5
年
］

大
阪
成
蹊
短
期
大
学
生
活
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
学
科
、
調
理
・
製
菓
学
科
、
栄
養
学
科

改
組
設
置

［
開
設
後
5
年
］

2
0
1
8
年
（
平
成
3
0
年
）
4
月

大
阪
成
蹊
大
学
大
学
院

開
設
［
開
設
後
3
年
］

大
阪
成
蹊
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

改
組
設
置
、

教
育
学
部
教
育
学
科
中
等
教
育
専
攻

設
置
［
開
設
後
3
年
］

2
0
2
0
年
（
令
和
2
年
）
４
月

大
阪
成
蹊
大
学
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ学
部
ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ学
科
を
、
経
営
学
部
経
営
学
科
に
改
称

大
阪
成
蹊
大
学

入
学
定
員
増
（
6
1
0
人
→
6
9
0
人
）

（
経
営
学
科
7
0
人
→
1
1
0
人
、
国
際
観
光
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
学
科
6
0
人
→
8
0
人
、
教
育
学
科
1
2
0
人
→
1
4
0
人
）

大
阪
成
蹊
大
学
経
営
学
部
経
営
学
科
に
「
公
共
政
策
コ
ー
ス
」
を
開
設

大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
に
「
音
楽
コ
ー
ス
」
を
開
設

2
0
2
1
年
（
令
和
3
年
）
４
月

大
阪
成
蹊
大
学

芸
術
学
部

造
形
芸
術
学
科
に
「
ｲﾗ
ｽﾄ
ﾚｰ
ｼｮ
ﾝ・
美
術
ｺｰ
ｽ」

「
ﾌｧ
ｯｼ
ｮﾝ
･ｺ
ｽﾁ
ｭｰ
ﾑﾃ
ﾞｻ
ﾞｲ
ﾝｺ
ｰｽ
」
「
ﾊﾞ
ｰﾁ
ｬﾙ
ﾒﾃ
ﾞｨ
ｱ･
ﾎﾞ
ｲｽ
ｸﾘ
ｴｲ
ﾀｰ
ｺｰ
ｽ」
を
新
設

大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
に
「
看
護
医
療
進
学
コ
ー
ス
」
を
開
設

■
沿

革
（
2
0
2
1
年
度
時
点
）

「
桃
や
李
は
何
も
言
わ
な
い
が
、
そ
の
美
し
い
花
や
実
に
ひ
か
れ
て
人
が
集
ま
っ
て
く
る
の
で
木

の
下
に
は
自
然
と
小
道
（
蹊
）
が
で
き
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。
徳
が
高
く
、
尊
敬
さ
れ
る
人
物

の
も
と
に
は
徳
を
慕
っ
て
人
々
が
集
ま
っ
て
く
る
と
い
う
譬
え
で
す
。

本
学
で
は
、
司
馬
遷
の
『
史
記
』
の
一
節
で
あ
る
こ
の
言
葉
を
「
建
学
の
精
神
」
と
し
て
、
徳

が
あ
り
、
人
に
慕
わ
れ
、
信
頼
さ
れ
る
人
を
育
て
る
こ
と
を
教
育
の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

■
設

立

桃
李
不
言
下
自
成
蹊

～
桃
李
も
の
言
わ
ざ
れ
ど
も
下
お
の
ず
か
ら
蹊
を
成
す
～

「
忠
」
は
誠
実
、
「
恕
」
は
思
い
や
り
を
表
わ
し
、
誠

を
尽
く
し
人
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
行
動
す
る
と
い
う

意
味
で
す
。

本
学
で
は
、
建
学
の
精
神
を
実
践
す
る
に
あ
た
り
、

「
忠
恕
」
を
行
動
の
指
針
と
し
て
い
ま
す
。

～
夫
子
の
道
は
忠
恕
の
み
～

忠
恕

ち
ゅ
う
じ
ょ

①
強
い
身
体
・
柔
軟
な
心
を
持
ち
、
生
命
力
豊
か
な
人
。

②
「
読
む
」
「
書
く
」
「
聞
く
」
「
話
す
」
な
ど
の
基
礎
能
力
を
十
分
保
有
し
て
い
る
人
。

③
人
と
円
満
に
接
し
つ
つ
、
か
つ
迎
合
し
な
い
主
体
性
・
独
自
性
を
持
っ
て
い
る
人
。

④
世
界
を
鳥
瞰
し
、
広
く
大
き
く
物
事
を
捉
え
た
適
切
な
価
値
判
断
や
問
題
解
決
が
で
き
る
人
。

⑤
強
い
好
奇
心
や
向
上
心
を
持
ち
、
劣
悪
な
環
境
を
も
克
服
す
る
強
い
心
を
持
つ
人
。

⑥
人
に
対
す
る
深
い
理
解
と
忠
恕
の
心
を
持
ち
、
人
と
の
絆
を
大
切
に
す
る
人
。

■
建

学
の

精
神

■
大

阪
成

蹊
学

園
が

育
成

す
る

人
間

像

大
阪
成
蹊
学
園
は
「
人
々
か
ら
信
頼
さ
れ
、
頼
り
に
さ
れ
る
人
」
「
広
い
知
識
と
卓
越
し
た
問
題
解

決
力
を
持
ち
、
地
域
社
会
や
組
織
の
た
め
に
尽
く
す
人
」
す
な
わ
ち
「
人
間
力
」
の
あ
る
人
材
の
育

成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

■
「

人
間

力
」

の
定

義

■
行

動
指

針

高
等
成
蹊
女
学
校

創
設

1
9
3
3
年
（
昭
和
8
年
）
4
月

11

■
卒

業
者

数
1
2
8
,4
1
6
人
（
2
0
2
1
年
4
月
時
点
）
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■
大

阪
成

蹊
学

園
の

特
色

大
阪

成
蹊

学
園

の
概

要
②

～
学

園
の

特
色

～

１
．

「教
育

の
成

蹊
」の

伝
統

に
裏

打
ち

さ
れ

た
教

員
・保

育
士

養
成

の
実

績
◆

67
年

に
及

ぶ
教

員
・保

育
士

養
成

の
伝

統
と実

績
（

卒
業

生
約

1万
8千

人
）

◆
北

摂
エ

リア
の

幼
稚

園
・保

育
所

の
約

70
%

に
卒

業
生

が
在

籍
◆

教
育

学
部

の
1期

生
輩

出
か

ら4
年

で
計

14
4人

が
小

学
校

教
員

とし
て

活
躍

◆
16

の
教

育
委

員
会

や
近

隣
幼

稚
園

・保
育

所
との

連
携

に
よ

る
充

実
の

実
習

プ
ログ

ラム
◆

11
5台

の
ピア

ノと
88

の
個

人
練

習
室

な
ど初

心
者

で
も

安
心

の
音

楽
教

育
シ

ス
テ

ム

２
．

最
大

級
の

規
模

と実
績

を
誇

る
総

合
短

期
大

学
◆

衣
服

、食
、栄

養
な

どの
家

政
系

の
学

び
に

お
け

る
教

育
力

の
高

さ
◆

資
格

・免
許

を
生

か
した

専
門

職
とし

て
の

活
躍

（
全

学
平

均
就

職
率

99
.1

%
見

込
み

）
◆

卒
業

生
の

満
足

度
・成

長
実

感
度

は
95

%
超

と全
国

屈
指

の
教

育
水

準
◆

大
学

へ
の

編
入

を
視

野
に

入
れ

た
学

び
に

も
注

力

３
．

観
光

教
育

の
草

分
け

とし
て

の
観

光
人

材
養

成
の

実
績

◆
我

が
国

初
の

観
光

学
科

とし
て

54
年

に
亘

り観
光

人
材

を
育

成
◆

20
22

年
に

は
大

阪
成

蹊
大

学
に

国
際

観
光

学
部

を新
た

に
開

設
◆

観
光

産
業

や
地

域
との

連
携

に
よ

る
実

践
的

な
観

光
教

育
を

実
現

◆
国

際
化

に
対

応
す

る
語

学
・グ

ロー
バ

ル
教

育
に

も
注

力

４
．

我
が

国
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

の
核

とな
る

ス
ポ

ー
ツ

教
育

の
実

績
◆

琵
琶

湖
畔

の
雄

大
な

自
然

の
中

で
五

感
を研

ぎ
澄

まし
て

学
ぶ

我
が

国
初

の
「ス

ポ
ー

ツ大
学

」を
開

設
◆

第
一

期
生

か
ら1

6年
で

教
員

95
8人

、公
務

員
38

6人
を

関
西

2府
4県

を
中

心
に

輩
出

◆
20

16
年

に
は

大
阪

成
蹊

大
学

に
関

西
で

唯
一

の
ス

ポ
ー

ツ経
営

の
学

科
を開

設
◆

20
20

年
に

は
ス

ポ
ー

ツイ
ノベ

ー
シ

ョン
研

究
所

を
開

設
し、

様
々

な
教

育
研

究
活

動
を推

進
◆

第
一

線
で

活
躍

した
指

導
者

に
よ

る
ア

ス
リー

ト養
成

の
実

績
多

数

５
．

大
阪

市
内

で
唯

一
の

芸
術

学
部

◆
時

代
の

変
化

を
機

敏
に

捉
え

て
多

様
な

コー
ス

を
設

立
ゲ

ー
ム

・ア
プ

リケ
ー

シ
ョン

コー
ス

（
20

20
年

4月
）

バ
ー

チ
ャル

メデ
ィア

・ボ
イス

クリ
エ

イタ
ー

コー
ス

（
20

20
年

4月
）

ファ
ッシ

ョン
・コ

ス
チ

ュー
ム

デ
ザ

イン
コー

ス
（

20
20

年
4月

）
イラ

ス
トレ

ー
シ

ョン
・美

術
コー

ス
（

20
20

年
4月

）
◆

総
合

大
学

だ
か

らこ
そ

で
き

る
業

界
最

先
端

の
デ

ザ
イン

教
育

を
実

現
◆

社
会

との
関

わ
りの

中
で

デ
ザ

イン
の

在
り方

を考
え

る
PB

L型
の

デ
ザ

イン
教

育
の

充
実

◆
各

業
界

の
最

前
線

で
活

躍
す

る
現

役
クリ

エ
イタ

ー
を

招
聘

６
．

次
世

代
を

担
う新

た
な

経
営

人
材

の
養

成
◆

20
20

年
よ

り「
経

営
学

部
」に

名
称

を
変

更
し、

カリ
キ

ュラ
ム

を充
実

◆
企

業
経

営
、国

際
ビジ

ネ
ス

、公
共

政
策

、ス
ポ

ー
ツ、

観
光

、食
な

ど
多

様
な

分
野

の
経

営
人

材
を養

成
◆

様
々

な
企

業
・自

治
体

等
と連

携
し、

少
人

数
で

の
経

営
実

践
教

育
を

徹
底

◆
我

が
国

を
代

表
す

る
著

名
人

に
よ

る
リレ

ー
講

座
「未

来
展

望
セ

ミナ
ー

」を
在

学
生

・社
会

人
向

け
に

開
催

７
．

世
界

が
学

び
の

フィ
ー

ル
ドに

な
る

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
の

充
実

◆
短

期
海

外
研

修
や

長
期

留
学

な
どの

留
学

制
度

・奨
学

金
制

度
を

充
実

◆
各

学
部

等
で

学
び

の
専

門
性

に
応

じた
海

外
研

修
プ

ログ
ラム

「グ
ロー

バ
ル

・ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
」を

用
意

（
プ

ログ
ラム

開
始

か
ら４

年
で

累
計

60
0人

超
が

参
加

）
※

20
20

年
度

は
新

型
コロ

ナ
ウイ

ル
ス

感
染

症
の

た
め

中
止

◆
各

種
セ

ン
ター

が
語

学
学

修
や

留
学

・海
外

研
修

を
徹

底
して

サ
ポ

ー
ト

◆
新

校
舎

グ
ロー

バ
ル

館
に

常
駐

の
ネ

イテ
ィブ

教
員

や
ベ

ル
リッ

ツに
よ

る
課

外
レ

ッス
ン

の
充

実
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■
学
園
在
籍
者
数
及
び
日
本
の
1
8
歳
人
口
の
推
移

注
）

各
年

5月
1日

現
在

（
文

部
科

学
省

報
告

数
値

）

日
本

の
18

歳
人

口
の

推
移

（
万

人
）

大
阪

成
蹊

学
園

の
学

生
・生

徒
数

の
推

移
（

人
）

昭
和 35

昭
和 37

昭
和 39

昭
和 41

昭
和 43

昭
和 45

昭
和 47

昭
和 49

昭
和 51

昭
和 53

昭
和 55

昭
和 57

昭
和 59

昭
和 61

昭
和 63

平
成 2

平
成 4

平
成 6

平
成 8

平
成 10

平
成 12

平
成 14

平
成 16

大
阪

成
蹊

学
園

の
改

革
12

年
間

の
成

果
①

～
18

歳
人

口
と在

籍
者

数
の

推
移

～

平
成 18

平
成 20

平
成 22

平
成 24

平
成 26

平
成 28

平
成 30

令
和 2

令
和 3 13

7,
30

3
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14

1,
71

0 1
,7

10
 1,

64
0 1,

66
0 1,

70
0 1,

77
7 1,

79
7 2,

03
7 2

,0
37

 2,
18

2 2,
19

5 2,
23

5 
2,

23
5 

1,
49

01,
54

21,
65

11,
93

1
1,

96
3

2,
26

3 2,
07

5

2,
39

1 2,
32

62,
42

2 2,
36

3 2,
40

3 
2,

36
9

1,
20

0

1,
40

0

1,
60

0

1,
80

0

2,
00

0

2,
20

0

2,
40

0

2,
60

0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

(単
位
：
人
)

入
学

者
数

・入
学

定
員

数
（

大
阪

成
蹊

学
園

全
体

）

4,
64

5 4,
63

6
4,

63
85,

01
85,

34
85,

80
76,

01
66,

50
26,

80
57,

08
4

7,
02

07,
13

57,
30

3

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

7,
00

0

8,
00

0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

(単
位
：
人
)

在
籍

者
数

（
大

阪
成

蹊
学

園
全

体
）

大
阪

成
蹊

学
園

の
改

革
12

年
間

の
成

果
②

～
入

学
者

数
・在

籍
者

数
の

推
移

【学
園

全
体

】～

入
学

定
員

入
学

者
数

在
籍

者
数

注
）

各
年

5月
1日

現
在
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15
注

）
各

年
5月

1日
現

在

42
0

42
0

35
0

35
0

35
0

45
7

47
7

47
7

47
7

60
2

61
5

69
5

69
5

22
9

22
6

19
6

32
7

33
8

53
3

49
7

51
1

51
7

66
4

67
6

75
9

77
5

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

90
0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

27
0

27
0

27
0

29
0

29
0

29
0

29
0

37
0

37
0

37
0

37
0

37
0

37
0

33
6

32
2

33
0

32
1

36
9

36
2

35
8

37
2

38
2

42
3

40
7

40
9

39
2

10
0

15
0

20
0

25
0

30
0

35
0

40
0

45
0

50
0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

69
0

69
0

69
0

69
0

69
0

66
0

66
0

76
0

76
0

76
0

76
0

68
0

68
0

62
8

60
6

60
2

69
1

72
0

74
3

69
6

74
4

80
3

76
2

73
9

68
1

59
9

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

80
0

90
0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

(単
位
：
人
)

(単
位
：
人
)

大
阪

成
蹊

大
学

・大
学

院
び

わ
こ成

蹊
ス

ポ
ー

ツ大
学

・大
学

院

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

(単
位
：
人
)

24
0

24
0

24
0

24
0

28
0

28
0

28
0

34
0

36
0

36
0

36
0

40
0

40
0

21
8

29
5

44
3

51
2

43
052

8

44
5

68
8

54
9

50
5

45
6

47
1

51
0

10
0

20
0

30
0

40
0

50
0

60
0

70
0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

大
阪

成
蹊

女
子

高
等

学
校

(単
位
：
人
)

大
阪

成
蹊

学
園

の
改

革
12

年
間

の
成

果
③

～
入

学
者

数
の

推
移

【各
学

校
】～

入
学

定
員

入
学

定
員

入
学

定
員

入
学

定
員

入
学

者
数

入
学

者
数

入
学

者
数

入
学

者
数
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1,
30

3
1,

15
3

92
8

95
6

1,
05

1

1,
32

8

1,
60

9
1,

79
7

1,
98

3
2,

14
1

2,
31

5
25

58

2,
81

2

30
0

80
0

1,
30

0

1,
80

0

2,
30

0

2,
80

0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

16

1,
23

9
1,

33
3

1,
32

0
1,

28
6

1,
29

0
1,

32
2

1,
34

2
1,

40
8

1,
41

7
1,

47
9

1,
53

4
15

58
1,

56
8

30
0

50
0

70
0

90
0

1,
10

0

1,
30

0

1,
50

0

1,
70

0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

1,
34

0
1,

24
0

1,
21

6
1,

29
6

1,
38

5
1,

44
6

1,
42

1
1,

42
0

1,
53

5
1,

55
7

1,
49

2
14

14

1,
27

2

40
0

60
0

80
0

1,
00

0

1,
20

0

1,
40

0

1,
60

0

1,
80

0

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

(単
位
：
人
)

(単
位
：
人
)

大
阪

成
蹊

大
学

・大
学

院
び

わ
こ成

蹊
ス

ポ
ー

ツ大
学

・大
学

院

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

(単
位
：
人
)

57
8

69
0

93
8

1,
24

1
1,

36
7

1,
44

1
1,

37
5

1,
63

1
1,

65
0

1,
69

7

1,
45

7
13

83
1,

40
1

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

16
00

18
00

20
00

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

(単
位
：
人
)

大
阪

成
蹊

女
子

高
等

学
校

大
阪

成
蹊

学
園

の
改

革
12

年
間

の
成

果
④

～
在

籍
者

数
の

推
移

【各
学

校
】～

在
籍

者
数

在
籍

者
数

在
籍

者
数

在
籍

者
数

注
）

各
年

5月
1日

現
在
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大
阪

成
蹊

学
園

の
パ

ラ
ダ

イ
ム

改
革

“小
さ

な
変

化
を

目
指

す
な

ら
、

行
動

を
変

え
れ

ば
良

い
。

し
か

し
、

飛
躍

的
な

変
化

を
目

指
す

な
ら

パ
ラ

ダ
イ

ム
を

変
え

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

”

ス
テ

ィ
ー

ブ
ン

･R
･コ

ヴ
ィ

ー

学生確保（資料）－282



18

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
1

理
事

長
・学

長
の

役
割

とリ
ー

ダー
シ

ップ
の

明
確

化
】

改
革
１

理
事
長
・
学
長
の
役
割
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
明
確
化

１
．

学
校

法
人

の
盛

衰
は

理
事

長
・学

長
の

能
力

とリ
ー

ダー
シ

ップ
に

懸
か

って
い

る。
従

って
、理

事
長

・学
長

の
人

選
は

極
め

て
重

要
で

あ
る。

２
．

特
に

、教
職

員
に

よる
選

挙
や

一
般

経
済

界
、教

育
界

、宗
教

界
、官

公
庁

、創
業

家
一

族
か

ら理
事

長
を選

出
す

る
場

合
、真

に
リー

ダー
とし

て
の

見
識

・経
験

・手
腕

を有
して

い
る

か
、検

証
す

る
必

要
が

あ
る

。

３
．

学
内

に
お

け
る

権
力

闘
争

は
厳

に
慎

む
。

理 事 長 ・ 学 長 に 必 要 な リ ー ダ ー シ ッ プ

(1
)

教
学

改
革

・法
人

組
織

運
営

全
般

に
つ

い
て

の
知

識
・手

腕
・情

熱
を

持
って

い
る

か
。

(2
)

わ
が

国
の

教
育

界
や

行
政

機
関

・産
業

界
・地

域
社

会
、海

外
の

教
育

機
関

等
と幅

広
い

交
流

を
持

ち
、情

報
の

収
集

・人
材

確
保

に
努

め
て

い
る

か
。

(3
)

少
子

高
齢

化
が

進
展

す
る

中
に

あ
って

、学
校

法
人

経
営

の
厳

しさ
を

正
しく

理
解

し具
体

的
な

対
応

策
を

持
って

い
る

か
。

(4
)

理
事

会
・評

議
員

会
・教

授
会

との
深

い
信

頼
関

係
を

醸
成

し、
それ

ぞ
れ

の
役

割
を

明
確

に
し、

健
全

な
協

力
体

制
を

築
い

て
い

る
か

。

(5
)

学
園

の
将

来
に

関
し明

確
な

ビジ
ョン

を
も

ち
、そ

れ
を

財
務

計
画

を
含

め
た

長
期

経
営

計
画

に
纏

め
、理

事
会

の
承

認
を

得
た

上
で

全
教

職
員

に
徹

底
して

い
る

か
。

(6
)

教
職

協
働

・学
園

内
連

携
体

制
を

確
立

し、
相

互
協

力
に

よ
る

相
乗

効
果

を
高

め
て

い
る

か
。

(7
)

教
員

組
織

・事
務

職
員

組
織

を
機

能
的

に
充

実
させ

、教
学

改
革

と業
務

の
質

的
向

上
を

図
って

い
る

か
。

(8
)

学
園

内
の

会
議

の
充

実
を

図
り、

教
職

員
の

意
識

改
革

を
行

うと
同

時
に

、迅
速

な
意

思
決

定
を

して
い

る
か

。

(9
)

学
部

学
科

の
新

設
・改

編
を

実
施

し、
入

学
者

の
確

保
を

図
って

い
る

か
。

(1
0)

教
職

員
の

採
用

に
直

接
関

与
し、

優
秀

な
人

材
確

保
に

努
め

て
い

る
か

。

(1
1)

入
試

の
合

否
判

定
に

関
し、

学
生

・生
徒

に
対

す
る

公
平

性
や

人
権

、そ
の

他
コン

プ
ライ

ア
ンス

に
十

分
配

慮
した

ル
ー

ル
を

作
成

し運
用

して
い

る
か

。

(1
2)

万
全

の
リス

ク管
理

体
制

を
確

立
し、

悪
い

事
案

ほ
ど早

く報
告

す
る

ル
ー

ル
を

徹
底

して
い

る
か

。

(1
3)

理
事

長
・学

長
は

一
般

企
業

の
社

長
同

様
毎

日
率

先
して

出
勤

し、
き

め
細

か
い

日
常

の
教

育
や

業
務

の
管

理
を

して
い

る
か

。
社

長
の

目
の

届
か

な
い

ブ
ライ

ンド
業

務
は

な
い

か
。
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学
内

の
活

性
化

・意
識

改
革

に
は

、組
織

・会
議

の
抜

本
改

革
に

よ
る

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

改
革

が
極

め
て

重
要

で
あ

る
。組

織
・会

議
の

充
実

を
図

り、
20

09
年

よ
りガ

バ
ナ

ン
ス

の
強

化
を推

進
した

。

（
１

）
理

事
会

の
刷

新
・機

能
強

化
20

10
年

3月
に

理
事

会
の

メン
バ

ー
を

全
員

入
れ

替
え

、学
園

業
務

・財
務

・教
育

な
ど全

て
の

経
営

の
最

高
決

議
執

行
機

関
とし

て
の

実
質

化
を

図
った

。教
授

会
・委

員
会

は
教

学
に

関
す

る
事

前
検

討
機

関
で

あ
り、

執
行

機
関

とし
て

の
位

置
づ

け
とし

た
。

（
２

）
常

任
理

事
会

・経
営

会
議

の
創

設
20

10
年

4月
常

任
理

事
会

創
設

20
15

年
4月

経
営

会
議

創
設

◆
理

事
会

付
議

案
件

の
事

前
審

議
、教

育
改

革
・募

集
広

報
・就

職
支

援
・

学
生

支
援

・経
営

計
画

・財
務

管
理

な
どの

、経
営

的
な

重
要

項
目

・

課
題

を
集

中
的

に
審

議
す

る
会

議
。

◆
現

在
、約

90
人

の
幹

部
教

職
員

が
集

う、
学

園
最

大
の

重
要

会
議

とし
て

原
則

毎
月

開
催

。

◆
理

事
長

が
議

長
を

務
め

、学
園

の
意

思
決

定
、教

員
の

意
思

統
一

、
IR

、F
D

、S
D

研
修

の
重

要
な

場
とな

って
い

る
。

19

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
２

ガ
バ

ナ
ンス

改
革

】

改
革
２

ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

①
会

議
は

人
が

集
い

気
を

合
わ

せ
る

所
で

あ
り極

め
て

重
要

との
認

識
を

共
有

《気
合

》

②
会

議
時

間
は

最
長

1時
間

半
、集

合
は

5分
前

③
議

案
は

担
当

部
門

で
十

分
調

査
検

討
し、

煮
詰

ま
った

形
で

提
出

④
資

料
は

A4
横

2枚
が

基
本

、具
体

的
な

施
策

を
箇

条
書

き
し、

冗
漫

な
文

章
は

不
可

⑤
必

ず
結

論
・方

向
性

・更
な

る
検

討
課

題
を

明
確

に
す

る

⑥
意

味
の

な
い

質
問

の
た

め
の

質
問

は
しな

い

⑦
次

回
会

議
の

予
告

、各
人

の
や

る
べ

き
こと

を
明

確
に

す
る

会
議

充
実

の
要

件
～

連
絡

・調
整

の
た

め
の

会
議

か
ら、

問
題

解
決

の
た

め
の

会
議

へ
～
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大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
３

抜
本

的
な

経
営

計
画

の
策

定
】

改
革
３

抜
本
的
な
経
営
計
画
の
策
定

抜
本

的
な

経
営

計
画

の
策

定学
園

発
展

の
た

め
の

全
教

職
員

の
『想

い
』を

具
体

化
す

る
施

策
を

明
確

に
し、

数
値

化
す

る
も

の
。

学
校

法
人

経
営

の
基

本
で

あ
り、

激
変

す
る

経
営

環
境

下
に

こそ
必

要
。

【経
営

計
画

の
位

置
づ

け
】

20

①
経

営
理

念
を

明
らか

に
す

る
建

学
の

精
神

に
基

づ
き、

育
成

す
る

学
生

像
や

教
育

目
標

な
どの

明
確

化

②
取

り巻
く環

境
に

つ
い

て
理

解
す

る
人

口
動

態
や

社
会

か
らの

ニー
ズ

な
どの

科
学

的
な

根
拠

に
よる

学
校

経
営

環
境

の
把

握

③
経

営
戦

略
の

立
案

教
学

面
の

戦
略

と財
務

計
画

が
リン

クし
た

10
か

年
の

中
長

期
計

画
の

策
定

→
   

経
営

企
画

本
部

を中
心

に
各

部
署

全
員

が
参

画
し、

毎
年

４
月

に
中

期
経

営
計

画
を策

定

計
画

は
毎

年
更

新
し、

ス
ター

トラ
イン

（
発

射
台

）
を明

確
化

［
陳

腐
化

防
止

］

④
行

動
計

画
と数

値
目

標
の

策
定

教
職

協
働

に
よる

目
標

達
成

の
た

め
の

行
動

計
画

・数
値

目
標

の
策

定
と全

教
職

員
へ

の
周

知

→
   

経
営

会
議

や
各

校
の

FD
・S

D研
修

等
で

理
事

長
が

詳
細

に
説

明
［

教
職

員
の

気
持

ち
を一

本
化

］

⑤
進

捗
状

況
の

管
理

教
職

協
働

に
よる

推
進

とセ
クシ

ョン
ご

との
責

任
の

明
確

化
、会

議
で

の
進

捗
状

況
の

共
有

・管
理

→
   

計
画

に
大

きな
変

更
が

生
じた

場
合

は
年

度
中

で
も

見
直

し、
理

事
会

に
付

議
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（
１

）
教

職
協

働
の

業
務

運
営

体
制

の
確

立
20

11
年

事
務

職
に

本
部

長
制

度
を

設
置

⇒
 

教
員

・職
員

が
対

等
の

責
任

を
持

って
職

務
を

遂
行

で
き

る
体

制
を

構
築

。

20
12

年
よ

り
本

部
長

会
議

、募
集

強
化

対
策

会
議

、就
職

強
化

対
策

会
議

、学
生

支
援

強
化

対
策

会
議

、
教

務
強

化
推

進
会

議
（

20
14

年
に

教
学

強
化

推
進

会
議

、現
在

の
教

学
改

革
会

議
に

発
展

）
を

それ
ぞ

れ
開

催
。

⇒
 

21

教
職

員
そ

れ
ぞ

れ
の

役
割

を
明

確
に

し
、

教
職

協
働

体
制

を
強

化

改
革
４

教
職
員
の
役
割
の
明
確
化
と
教
職
協
働
体
制
の
確
立

教 職 員 の 日 常 業 務 に お け る 基 本 姿 勢

(1
) 

教
育

に
携

わ
る

教
職

員
とし

て
の

社
会

的
な

使
命

を
理

解
して

い
る

か
。

(2
) 

少
子

高
齢

化
の

環
境

認
識

が
甘

く、
対

策
も

な
く無

為
に

日
常

を
過

ご
して

い
な

い
か

。

(3
) 

経
営

内
容

や
業

績
の

悪
化

を
外

部
環

境
や

他
者

・他
部

門
の

せ
い

に
し、

自
己

の
努

力
や

改
革

を
疎

か
に

して
い

な
い

か
。

(4
) 

教
育

活
動

や
組

織
運

営
に

積
極

的
に

参
画

し、
社

会
と学

園
に

貢
献

して
い

る
か

。

(5
) 

教
員

は
授

業
改

善
に

努
め

、質
が

高
くわ

か
りや

す
い

授
業

を
展

開
して

い
る

か
。

(6
) 

学
生

の
授

業
ア

ンケ
ー

トの
結

果
を

謙
虚

に
受

け
止

め
、授

業
改

善
に

努
め

て
い

る
か

。

(7
) 

自
分

や
学

園
の

可
能

性
を

信
じ、

大
き

な
目

標
に

挑
戦

して
い

る
か

。

(8
) 

情
報

収
集

に
努

め
、訪

れ
た

チ
ャン

ス
を

的
確

に
掴

ん
で

い
る

か
。

(9
) 

情
報

の
信

憑
性

を
確

認
して

い
る

か
。不

確
実

な
情

報
に

振
り回

され
て

い
な

い
か

。

(1
0)

ス
ピー

デ
ィー

な
意

思
決

定
と計

画
完

遂
に

努
め

て
い

る
か

。先
延

ば
し癖

は
な

い
か

。

(1
1)

教
職

協
働

の
意

味
を

理
解

せ
ず

、助
手

や
職

員
を

下
僕

の
よ

うに
扱

って
い

る
教

員
は

い
な

い
か

。

(1
2)

会
議

等
で

単
に

自
分

の
存

在
感

を
高

め
る

た
め

に
、魑

魅
魍

魎
の

意
見

を
述

べ
会

議
を

陳
腐

化
させ

る
者

は
い

な
い

か
。

(1
3)

何
よ

りも
学

生
の

成
長

と満
足

度
の

向
上

を
一

番
大

切
に

して
い

る
か

。

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
４

教
職

員
の

役
割

の
明

確
化

と教
職

協
働

体
制

の
確

立
】
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１
．

学
園

創
設

以
来

88
年

に
亘

る
女

子
教

育
女

子
の

ニ
ー

ズ
と教

育
内

容
に

合
わ

せ
た

、柔
軟

な
学

部
・学

科
・コ

ー
ス

の
開

設
［

内
部

進
学

の
促

進
］

２
．

68
年

に
及

ぶ
教

員
・保

育
士

養
成

の
伝

統
と実

績
20

14
年

教
育

学
部

教
育

学
科

（
初

等
教

育
・幼

児
教

育
）

の
開

設
20

18
年

大
学

院
教

育
学

研
究

科
の

開
設

、
教

育
学

科
中

等
教

育
専

攻
（

英
語

教
育

・保
健

体
育

教
育

）
の

開
設

３
．

54
年

に
及

ぶ
観

光
教

育
の

伝
統

と実
績

20
18

年
経

営
学

部
国

際
観

光
ビジ

ネ
ス

学
科

の
開

設

４
．

大
阪

市
内

唯
一

の
「芸

術
学

部
」

時
代

の
ニ

ー
ズ

に
合

わ
せ

た
コー

ス
の

改
編

・設
置

（
20

21
年

バ
ー

チ
ャル

メデ
ィア

・ボ
イス

クリ
エイ

ター
コー

ス
ファ

ッシ
ョン

・コ
ス

チ
ュー

ム
デ

ザ
イン

コー
ス

）
20

16
年

大
阪

成
蹊

女
子

高
等

学
校

美
術

学
科

の
開

設
［

内
部

進
学

の
促

進
］

５
．

伝
統

の
音

楽
教

育
20

14
年

音
楽

教
育

セ
ン

ター
の

設
置

（
グ

レ
ー

ド制
に

よ
る

音
楽

教
育

の
強

化
）

20
20

年
大

阪
成

蹊
女

子
高

等
学

校
普

通
科

音
楽

コー
ス

の
開

設

６
．

ス
ポ

ー
ツ

教
育

の
強

化
20

11
年

ス
ポ

ー
ツ＆

カル
チ

ャー
セ

ン
ター

の
開

設
（

強
化

指
定

クラ
ブ（

現
在

10
団

体
）

の
立

ち
上

げ
と、

第
一

線
で

活
躍

す
る

指
導

者
の

招
聘

）
20

16
年

経
営

学
部

ス
ポ

ー
ツマ

ネ
ジ

メン
ト学

科
の

設
置

20
18

年
教

育
学

部
教

育
学

科
に

保
健

体
育

教
育

コー
ス

の
開

設

７
．

グ
ロ

ー
バ

ル
教

育
の

推
進

20
18

年
経

営
学

部
国

際
観

光
ビジ

ネ
ス

学
科

の
開

設
英

語
教

育
セ

ン
ター

の
設

置
（

学
び

の
専

門
性

に
応

じた
海

外
研

修
「グ

ロー
バ

ル
・ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ング
プ

ログ
ラム

」）
20

22
年

国
際

観
光

学
部

国
際

観
光

学
科

の
設

置
（

予
定

）

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
５

学
園

の
特

性
を

追
求

した
学

び
の

改
革

】

改
革
５

学
園
の
特
性
を
追
求
し
た
学
び
の
改
革
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20
09

年
度

（
当

時
）

学
部

・学
科

等
に

お
け

る
主

な
設

置
・改

組
等

20
21

年
度

学
部

・学
科

入
学

定
員

学
部

・学
科

入
学

定
員

大 阪 成 蹊 大 学

■
現

代
経

営
情

報
学

部
現

代
経

営
情

報
学

科
20

0
■

経
営

学
部

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト学

科
設

置
（

20
16

年
・入

学
定

員
90

人
）

国
際

観
光

ビジ
ネ

ス
学

科
設

置
（

20
18

年
・入

学
定

員
60

人
）

公
共

政
策

コー
ス

設
置

(2
02

0年
)

■
芸

術
学

部
長

岡
京

市
の

キ
ャン

パ
ス

を、
現

在
の

相
川

キ
ャン

パ
ス

に
移

転
・統

合
（

20
12

年
）

ﾏﾝ
ｶﾞ

･ﾃ
ﾞｼ

ﾞﾀ
ﾙｱ

ｰﾄ
ｺｰ

ｽ
設

置
（

20
14

年
）

ｹﾞ
ｰﾑ

・ｱ
ﾌﾟ

ﾘｹ
ｰｼ

ｮﾝ
ｺｰ

ｽ
設

置
（

20
19

年
）

ﾊﾞ
ｰﾁ

ｬﾙ
ﾒﾃ

ﾞｨ
ｱ・

ﾎﾞ
ｲｽ

ｸﾘ
ｴｲ

ﾀｰ
ｺｰ

ｽ
／

ﾌｧ
ｯｼ

ｮﾝ
･ｺ

ｽﾁ
ｭｰ

ﾑﾃ
ﾞｻ

ﾞｲ
ﾝｺ

ｰｽ
設

置
（

20
21

年
）

■
教

育
学

部
教

育
学

部
教

育
学

科
新

設
（

20
14

年
・入

学
定

員
10

0人
）

初
等

教
育

専
攻

・中
等

教
育

専
攻

設
置

（
20

18
年

）
■

大
学

院
大

阪
成

蹊
大

学
大

学
院

教
育

学
研

究
科

新
設

（
20

18
年

・入
学

定
員

5人
）

■
経

営
学

部
経

営
学

科
（

3コ
ー

ス
）

ス
ポ

ー
ツマ

ネ
ジ

メン
ト学

科
国

際
観

光
ビジ

ネ
ス

学
科

（
2コ

ー
ス

）

30
0

■
芸

術
学

部
情

報
ﾃﾞ

ｻﾞ
ｲﾝ

学
科

環
境

ﾃﾞ
ｻﾞ

ｲﾝ
学

科
美

術
学

科
22

0

■
芸

術
学

部
造

形
芸

術
学

科
（

8コ
ー

ス
）

19
0

■
教

育
学

部
教

育
学

科
初

等
教

育
専

攻
（

2コ
ー

ス
）

中
等

教
育

専
攻

（
2コ

ー
ス

）
20

0

■
大

学
院

教
育

学
研

究
科

（
修

士
）

5

入
学

定
員

合
計

42
0

入
学

定
員

（
大

学
・大

学
院

合
計

）
69

5

学
園

合
計

【2
00

9年
】

入
学

・募
集

定
員

1,
71

0人
収

容
定

員
5,

13
0人

【2
02

1年
】

入
学

・募
集

定
員

2,
23

5人
（

＋
52

5人
）

収
容

定
員

7,
08

0人
（

+
1,

95
0人

）

び わ こ 成 蹊

ス ポ ー ツ 大 学

■
ス

ポ
ー

ツ
学

部
生

涯
ス

ポ
ー

ツ学
科

競
技

ス
ポ

ー
ツ学

科
27

0

■
ス

ポ
ー

ツ
学

部
２

学
科

を
統

合
しス

ポ
ー

ツ
学

科
（

7コ
ー

ス
）

を
設

置
（

20
15

年
）

7コ
ー

ス
を

6コ
ー

ス
に

再
編

（
20

20
年

）

■
大

学
院

び
わ

こ成
蹊

ｽﾎ
ﾟｰ

ﾂ大
学

大
学

院
ｽﾎ

ﾟｰ
ﾂ学

研
究

科
新

設
（

入
学

定
員

10
人

）

■
ス

ポ
ー

ツ
学

部
ス

ポ
ー

ツ学
科

（
6コ

ー
ス

）
36

0

■
大

学
院

ス
ポ

ー
ツ学

研
究

科
（

修
士

）
10

入
学

定
員

合
計

27
0

入
学

定
員

（
大

学
・大

学
院

合
計

）
37

0

大 阪 成 蹊

短 期 大 学

■
総

合
生

活
学

科
■

観
光

学
科

■
表

現
文

化
学

科
■

経
営

会
計

学
科

■
児

童
教

育
学

科
（

初
等

教
育

・幼
児

教
育

）

■
児

童
教

育
学

科
初

等
教

育
コー

ス
を

教
育

学
部

（
4年

制
）

に
改

組
（

20
14

年
）

幼
児

教
育

学
科

とし
て

入
学

定
員

を強
化

■
総

合
生

活
学

科
を改

組
し、

3学
科

を設
置

（
20

16
年

）
生

活
デ

ザ
イ

ン
学

科
調

理
・製

菓
学

科
栄

養
学

科
設

置

→
 

「7
学

科
」体

制
の

確
立

に
よ

る
総

合
短

期
大

学
へ

の
改

革

■
生

活
デ

ザ
イン

学
科

■
調

理
・製

菓
学

科
■

栄
養

学
科

■
幼

児
教

育
学

科
■

観
光

学
科

■
経

営
会

計
学

科
■

グ
ロー

バ
ル

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

学
科

入
学

定
員

合
計

69
0

入
学

定
員

合
計

68
0

大 阪 成 蹊

女 子 高 校

■
普

通
科

■
キ

ャリ
ア

特
進

コー
ス

開
設

（
20

13
年

）
■

美
術

科
設

置
（

20
16

年
・募

集
定

員
60

人
）

■
音

楽
コー

ス
開

設
（

20
20

年
・募

集
定

員
30

人
）

■
看

護
医

療
進

学
コー

ス
開

設
（

20
21

年
・募

集
定

員
30

人
）

■
普

通
科

（
6コ

ー
ス

）
■

美
術

科
（

1コ
ー

ス
）

募
集

定
員

合
計

24
0

募
集

定
員

合
計

40
0

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
５

学
園

の
特

性
を

追
求

した
学

び
の

改
革

】
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在
学

中
の

学
び

を
支

え
、卒

業
後

も
さら

に
学

び
続

け
、自

らの
確

か
な

キ
ャリ

ア
を

形
成

す
る

た
め

に
必

要
な

基
盤

的
能

力
を

育
む

「大
阪

成
蹊

学
園

LC
D教

育
プ

ログ
ラム

」を
全

学
で

展
開

。
社

会
に

通
用

す
る

高
い

専
門

性
だ

け
で

な
く、

様
々

な
科

目
区

分
で

「①
リテ

ラシ
ー

②
コン

ピテ
ンシ

ー
③

品
格

」を
養

い
な

が
ら、

「人
間

力
」の

基
盤

を
形

成
しま

す
。

１
．

リテ
ラ

シ
ー

（
Li

te
ra

cy
）

課
題

解
決

の
プ

ロ
セ

ス
に

必
要

な
、「

読
む

力
」「

書
く力

」「
話

す
力

」や
数

的
処

理
な

どの
基

礎
能

力
２

．
コン

ピ
テ

ン
シ

ー
（

Co
m

pe
te

nc
y）

社
会

に
お

い
て

多
様

な
人

々
と協

働
しな

が
ら、

課
題

を
解

決
し、

高
い

成
果

を
出

す
た

め
に

必
要

な
能

力
３

．
デ

ィグ
ニ

テ
ィ

（
D

ig
ni

ty
）

知
性

と教
養

を
兼

ね
備

え
、人

や
物

事
に

対
して

常
に

謙
虚

・誠
実

で
、心

豊
か

な
人

生
を

送
る

上
で

必
要

とさ
れ

る
品

格

Ｌ Ｃ
Ｄ

ｉｔ
ｅ
ｒａ
ｃ
ｙ

om
p
et
en
cy

ｉｇ
ｎ
ｉｔ
ｙ

Fi
rs

tY
ea

r
Ex

pe
ri

en
ce

初
年

次
教

育
在
学
中
の
学
び
の
基
盤
と
な
る

様
々
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
る

4年
間

の
学

び
の

基
礎

とな
る

ア
カ

デ
ミッ

ク
ス

キ
ル

の
修

得

◆
SD

Gs
を

テ
ー

マ
に

した
課

題
解

決
・提

言
型

の
学

び
◆

レ
ポ

ー
ト作

成
技

法
、プ

レ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

技
法

の
獲

得
に

も
重

点
◆

グ
ル

ー
プ

ご
との

協
働

・探
究

型
の

学
び

◆
IC

T・
デ

ー
タ活

用
の

基
礎

の
獲

得

少
人

数
ゼ

ミを
核

に
実

務
・研

究
の

最
前

線
へ

専
門

教
育

M
aj

or
Pr

og
ra

m

理
論
と
実
践
を
往
還
し
、

実
社
会
の
多
様
な
人
々
と
の

関
わ
り
の
な
か
で
、
確
か
な

専
門
性
を
身
に
つ
け
る

◆
専

門
に

関
す

る
様

々
な

フィ
ー

ル
ド調

査
・演

習
・実

習
◆

学
外

機
関

との
連

携
に

よ
る

プ
ロジ

ェク
ト型

授
業

◆
多

くの
ゲ

ス
トス

ピー
カー

を
招

聘
◆

全
学

生
が

卒
業

論
文

・卒
業

制
作

に
臨

む

産
官

学
との

連
携

に
よ

る
社

会
人

基
礎

力
の

修
得

キ
ャリ

ア
教

育
Ca

re
er

Ed
uc

at
io

n

自
分
の
生
き
方
を
描
き
、

卒
業
後
も
真
に
役
立
つ
思
考
力
、

判
断
力
等
を
身
に
つ
け
る

◆
ソ

ー
シ

ャル
タッ

チ
ポ

イン
トを

重
視

す
る

キ
ャリ

ア
教

育
プ

ログ
ラム

◆
様

々
な

企
業

や
地

域
と連

携
した

プ
ロジ

ェク
ト型

の
授

業
を

展
開

◆
成

長
型

の
イン

ター
ン

シ
ップ

制
度

を
充

実
◆

独
自

の
キ

ャリ
ア

形
成

プ
ログ

ラム

多
彩

な
科

目
区

分
に

よ
る

教
養

知
の

涵
養

Li
be

ra
l

Ar
ts

教
養

教
育

人
文
科
学
、
社
会
科
学
、
自
然
科
学
に

関
す
る
教
養
か
ら
、

人
や
社
会
を
見
つ
め
、
感
性

と
知
的
好
奇
心
を
育
む

◆
人

間
と哲

学
、人

間
と文

学
、心

理
学

概
論

、国
際

関
係

論
、現

代
社

会
と経

済
、生

命
と科

学
、地

球
環

境
問

題
な

ど多
様

な
教

養
科

目
の

開
講

◆
社

会
の

変
化

に
対

応
した

新
しい

教
養

科
目

の
開

設

デ
ー

タサ
イエ

ンス
教

育

D
at

a 
Sc

ie
nc

e

急
速
に
進
展
す
る
情
報
社
会

を
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要

な
、
A
Iと
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
の
基
礎
的
な
素
養
を
身
に

つ
け
る

◆
倫

理
・法

・社
会

課
題

の
観

点
か

ら、
AI

社
会

を
生

き
る

た
め

に
必

要
な

素
養

を
身

に
つ

け
る

「A
I入

門
」の

開
講

◆
情

報
化

の
進

む
様

々
な

領
域

で
必

要
とさ

れ
る

デ
ー

タサ
イエ

ンス
の

基
礎

を
養

うプ
ログ

ラム
の

全
学

展
開

を
構

想
中

グ
ロー

バ
ル

教
育

G
lo

ba
l 

Ed
uc

at
io

n

語
学
力
を
磨
き
、
世
界
の
最

先
端
や
様
々
な
文
化
に
触
れ

な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

に
必
要
な
素
養
を
身
に
つ
け

る

◆
世

界
の

最
先

端
に

触
れ

、専
門

性
を

高
め

る
グ

ロー
バ

ル
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ング
プ

ログ
ラム

を
全

学
部

で
展

開
◆

交
換

留
学

、短
期

・長
期

の
留

学
制

度
の

充
実

◆
ネ

イテ
ィブ

教
員

に
よ

る
直

接
指

導
で

磨
く語

学
力

AI
社

会
を

生
き

抜
く教

養
と

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

の
基

礎
ス

キ
ル

の
獲

得
世

界
を

フィ
ー

ル
ド

に
培

う
グ

ロ
ー

バ
ル

教
養

と国
際

的
な

専
門

性

（
１

）
学

び
た

くな
る

環
境

を
作

る
（

２
）

学
び

合
う仲

間
を

作
る

（
３

）
学

び
を

深
め

る
活

動
を

作
る

（
４

）
思

考
の

ア
ウト

プ
ット

①
（

表
現

：
書

く）
（

５
）

思
考

の
ア

ウ
トプ

ット
②

（
表

現
：

話
す

）
（

６
）

成
果

物
を

生
み

出
す

（
７

）
振

り返
りに

よ
り成

長
と課

題
を

実
感

す
る

（
８

）
予

習
・復

習
に

よ
り学

習
習

慣
を

身
に

つ
け

る
（

９
）

適
切

な
評

価
・フ

ィー
ドバ

ック
を

得
る

（
10

）
高

い
目

標
を

設
定

し、
挑

戦
す

る

全
授

業
で

ア
ク

テ
ィブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
を

展
開

以
下

の
10

の
ポ

イ
ン

トを
要

件
化

●
大

阪
成

蹊
カッ

プ
プ

レ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

大
会

●
En

gl
is

h 
Pr

es
en

ta
tio

n 
& 

Re
ci

ta
tio

n 
Co

nt
es

t
●

め
ざ

せ
M

ae
st

ro
! 

大
阪

成
蹊

学
園

ピア
ノコ

ンペ
テ

ィシ
ョン

●
人

間
力

を
育

む
読

書
コン

クー
ル

●
ビブ

リオ
バ

トル
●

卒
業

論
文

発
表

会
●

卒
業

制
作

展
な

ど

様
々

な
学

修
成

果
を

発
揮

す
る

機
会

ア
セ

ス
メ

ン
トテ

ス
トと

して
、

リア
セ

ック
社

の
PR

O
G

テ
ス

トを
実

施
。1

人
ひ

とり
の

リテ
ラ

シ
ー

、コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
の

成
長

を
可

視
化

。

24

改
革
６

人
間
力
教
育
の
展
開

『
大
阪
成
蹊
学
園
L
C
D
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
６

人
間

力
教

育
の

展
開

】
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25
【出

典
】日

本
経

済
団

体
連

合
会

「高
等

教
育

に
関

す
る

ア
ンケ

ー
ト結

果
」

（
20

18
年

4月
17

日
）

■
産

業
界

が
大

学
等

卒
業

時
に

学
生

が
身

に
付

け
て

い
る

こと
を

特
に

期
待

す
る

資
質

、能
力

、知
識

（
文

系
）

【参
考

】
産

業
界

が
学

生
に

求
め

る
人

材
像

（
日

本
経

済
団

体
連

合
会

）

13
52

92
4

65
4

60
7

45
9

44
5

41
3

40
1

27
1

18
2

18
0

18
0

15
3

11
8

10
0

99
90

28
27

16
0

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

主 体 性

実 行 力

課 題 設 定 ・ 解 決 能 力

チ ー ム ワ ー ク ・ 協 調 性

社 会 性

論 理 的 思 考 力

創 造 力

倫 理 観

職 業 観

自 分 の 意 見 を 発 信 す る 力

異 文 化 理 解 力

他 人 の 意 見 を 聴 く 力

外 国 語 能 力

課 題 解 決 の た め の 情 報 活 用 能 力

一 般 教 養

専 攻 分 野 の 基 礎 的 知 識

専 攻 分 野 の 専 門 的 知 識

AI やIoT 等 の 革 新 技 術 に 関 す る 知 識

産 業 技 術 へ の 理 解

専 門 資 格

経
団

連
が

会
員

・非
会

員
企

業
44

0社
より

、「
学

生
が

身
に

付
け

て
い

る
こと

を特
に

期
待

す
る

資
質

、能
力

、知
識

」
に

つ
い

て
、上

位
5項

目
を集

計
し、

上
位

順
に

5～
1ポ

イン
ト

とし
て

点
数

化
した

ラン
キ

ング
。

（
ポ

イン
ト）
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26

（
１

）
行

動
的

側
面

対
人

面
で

積
極

的
交

際
が

広
く、

浅
い

対
人

面
で

控
え

め
交

流
が

狭
く、

深
い

考
え

る
よ

り行
動

す
る

あ
ま

り深
く考

え
な

い
掘

り下
げ

て
考

え
る

難
しく

考
え

す
ぎ

る

じっ
とし

て
い

る
こと

を好
む

腰
が

重
い

フッ
トワ

ー
クが

良
い

落
ち

着
き

が
な

い

あ
っさ

りし
て

い
る

あ
き

らめ
が

早
い

粘
り強

い
諦

め
が

悪
い

思
い

切
りが

より
軽

率
に

な
りや

す
い

見
通

しを
つ

け
る

優
柔

不
断

に
な

りや
す

い

（
２

）
意

欲
的

側
面

現
実

を
受

け
入

れ
る

欲
が

な
い

大
き

な
目

標
を

も
つ

競
争

心
が

強
い

じっ
くり

取
組

む
の

ん
び

りし
て

い
る

決
断

が
早

く行
動

が
機

敏
せ

っか
ち

（
３

）
情

緒
的

側
面

細
か

な
こと

は
気

に
しな

い
物

事
に

動
じな

い
繊

細
、感

情
が

細
や

か
心

配
性

、神
経

質

くよ
くよ

しな
い

楽
観

的
や

さし
く受

容
的

落
ち

込
み

や
す

い

気
分

に
波

が
な

い
感

情
的

に
な

らな
い

感
情

に
素

直
周

囲
に

影
響

され
や

す
い

周
囲

の
意

向
を

気
に

す
る

常
識

的
な

考
え

方
を

す
る

個
性

的
、マ

イペ
ー

ス
周

囲
へ

の
関

心
が

薄
い

穏
や

か
、親

和
的

弱
気

に
な

りや
す

い
覇

気
が

あ
る

、自
信

過
剰

自
尊

心
が

強
い

浮
つ

い
た

とこ
ろ

が
な

い
感

情
を

気
軽

に
表

さな
い

明
る

い
、自

由
奔

放
散

漫
、調

子
が

よ
い

（
１

）
行

動
的

側
面

対
人

面
で

積
極

的
交

際
が

広
く、

浅
い

対
人

面
で

控
え

め
交

流
が

狭
く、

深
い

考
え

る
よ

り行
動

す
る

あ
ま

り深
く考

え
な

い
掘

り下
げ

て
考

え
る

難
しく

考
え

す
ぎ

る

じっ
とし

て
い

る
こと

を好
む

腰
が

重
い

フッ
トワ

ー
クが

良
い

落
ち

着
き

が
な

い

あ
っさ

りし
て

い
る

あ
き

らめ
が

早
い

粘
り強

い
諦

め
が

悪
い

思
い

切
りが

より
軽

率
に

な
りや

す
い

見
通

しを
つ

け
る

優
柔

不
断

に
な

りや
す

い

（
２

）
意

欲
的

側
面

現
実

を
受

け
入

れ
る

欲
が

な
い

大
き

な
目

標
を

も
つ

競
争

心
が

強
い

じっ
くり

取
組

む
の

ん
び

りし
て

い
る

決
断

が
早

く行
動

が
機

敏
せ

っか
ち

（
３

）
情

緒
的

側
面

細
か

な
こと

は
気

に
しな

い
物

事
に

動
じな

い
繊

細
、感

情
が

細
や

か
心

配
性

、神
経

質

くよ
くよ

しな
い

楽
観

的
や

さし
く受

容
的

落
ち

込
み

や
す

い

気
分

に
波

が
な

い
感

情
的

に
な

らな
い

感
情

に
素

直
周

囲
に

影
響

され
や

す
い

周
囲

の
意

向
を

気
に

す
る

常
識

的
な

考
え

方
を

す
る

個
性

的
、マ

イペ
ー

ス
周

囲
へ

の
関

心
が

薄
い

穏
や

か
、親

和
的

弱
気

に
な

りや
す

い
覇

気
が

あ
る

、自
信

過
剰

自
尊

心
が

強
い

浮
つ

い
た

とこ
ろ

が
な

い
感

情
を

気
軽

に
表

さな
い

明
る

い
、自

由
奔

放
散

漫
、調

子
が

よ
い

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

【参
考

】S
PI

に
基

づ
く性

格
特

徴
『専

門
職

型
』

【参
考

】S
PI

に
基

づ
く性

格
特

徴
『企

業
・組

織
の

リー
ダ

ー
型

』

①
社

会
的

内
向

性

②
内

省
性

③
身

体
活

動
性

④
持

続
性

⑤
慎

重
性

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

7
0

8
0

①
達

成
意

欲

②
活

動
意

欲

①
敏

感
性

②
自

責
性

③
気

分
性

④
独

自
性

⑤
自

信
性

⑥
高

揚
性

■
大

阪
成

蹊
学

園
教

育
の

目
標

［
具

体
例

］

【参
考

】
SP

Iテ
ス

トに
基

づ
く性

格
特

徴
の

例
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3つ
の

力
9つ

の
要

素
33

の
詳

細
要

素

人
間

関
係

構
築

力

親
和

力
親

しみ
や

す
さ、

気
配

り、
対

人
興

味
・共

感
・受

容
、多

様
性

理
解

、人
脈

形
成

、信
頼

構
築

協
働

力
役

割
理

解
・連

携
行

動
、情

報
共

有
、相

互
支

援
、相

談
・指

導
・他

者
の

動
機

づ
け

統
率

力
話

し合
う、

意
見

を
主

張
す

る
、建

設
的

・創
造

的
な

討
議

、意
見

の
調

整
、交

渉
、説

得

自
己

管
理

力
感

情
制

御
力

セ
ル

フア
ウェ

ア
ネ

ス
、ス

トレ
ス

コー
ピン

グ
、ス

トレ
ス

マ
ネ

ジ
メン

ト

自
信

創
出

力
独

自
性

理
解

、自
己

効
力

感
／

楽
観

性
、学

習
視

点
・機

会
に

よ
る

自
己

変
革

行
動

持
続

力
主

体
的

行
動

、完
遂

、良
い

行
動

の
習

慣
化

課
題

解
決

力
課

題
発

見
力

情
報

収
集

、本
質

理
解

、原
因

追
究

計
画

立
案

力
目

標
設

定
、シ

ナ
リオ

構
築

、計
画

評
価

、リ
ス

ク分
析

実
践

力
実

践
行

動
、修

正
／

調
整

、検
証

／
改

善

能
力

要
素

問
題

解
決

力

言
語

処
理

能
力

「読
み

」「
書

き
」「

話
す

」た
め

の
語

彙
力

文
章

を
読

み
取

る
力

思
考

す
る

力
計

数
を

把
握

す
る

力

数
的

処
理

す
る

力
推

論
す

る
力

情
報

収
集

力
情

報
分

析
力

課
題

発
見

力
構

想
力

非
言

語
処

理
能

力

２
．

コン
ピ

テ
ン

シ
ー

（
自

分
を

取
り巻

く環
境

に
実

践
的

に
対

処
す

る
力

）
を

構
成

す
る

要
素

１
．

リテ
ラ

シ
ー

（
知

識
を

活
用

して
課

題
を

解
決

す
る

力
）

を
構

成
す

る
要

素

3．
デ

ィグ
ニ

テ
ィ（

徳
、品

格
、品

性
）

を
構

成
す

る
要

素 11
の

要
素

①
誠

実
性

②
謙

虚
さ

③
節

度
④

共
感

⑤
敬

意
⑥

関
心

⑦
責

任
感

⑧
マ

ナ
ー

⑨
倫

理
観

⑩
道

徳
性

⑪
コン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

27

■
大

阪
成

蹊
学

園
LC

D
教

育
プ

ロ
グ

ラ
ム

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
６

人
間

力
教

育
の

展
開

】
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２
．

全
学

的
な

初
年

次
教

育
・キ

ャリ
ア

教
育

の
展

開
①

レ
ポ

ー
トや

対
話

、プ
レ

ゼ
ンテ

ー
シ

ョン
を

徹
底

的
に

繰
り返

し、
思

考
力

や
表

現
力

、
ア

カデ
ミッ

クス
キ

ル
を

向
上

②
ケ

ー
ス

ス
タデ

ィや
様

々
な

演
習

を通
じて

、社
会

に
お

け
る

課
題

解
決

力
を

向
上

③
将

来
の

希
望

す
る

進
路

に
応

じた
キ

ャリ
ア形

成
を

実
現

す
る

正
課

内
外

で
の

キ
ャリ

ア
指

導
の

充
実

④
コア

科
目

とし
て

位
置

づ
け

、原
則

とし
て

全
て

専
任

教
員

が
担

当

3．
知

的
探

求
の

世
界

を
広

げ
る

教
養

教
育

の
展

開
①

人
文

科
学

、社
会

科
学

、自
然

科
学

に
関

す
る

様
々

な
教

養
を

身
に

つ
け

る
こと

が
で

き
る

よ
う、

教
養

教
育

課
程

を大
幅

に
改

訂
②

「人
間

と智
」「

国
際

社
会

と日
本

」「
科

学
と環

境
」な

どの
各

科
目

区
分

で
、

感
性

を
磨

き
、知

的
好

奇
心

を
刺

激
す

る
授

業
を

展
開

③
公

開
講

座
「未

来
展

望
セ

ミナ
ー

」や
リレ

ー
科

目
「A

I入
門

」を
20

20
年

よ
り開

講

１
．

全
授

業
で

の
ア

ク
テ

ィブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

型
授

業
の

展
開

①
全

て
の

授
業

で
調

査
研

究
、レ

ポ
ー

ト、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョン
、P

BL
な

ど、
能

動
的

な
学

び
を

実
現

す
る

工
夫

②
全

授
業

で
ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

の
実

施
計

画
を

作
成

・公
表

③
大

阪
成

蹊
独

自
の

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ン

グ
ハ

ン
ドブ

ック
を

刊
行

28

５
．

学
外

の
様

々
な

企
業

、自
治

体
等

との
連

携
授

業
の

強
化

①
全

学
生

が
実

際
課

題
の

解
決

に
挑

む
「学

外
連

携
PB

L」
「地

域
連

携
PB

L」
科

目
を

開
設

②
専

門
教

育
課

程
に

お
け

る
企

業
・自

治
体

等
との

連
携

授
業

を毎
年

拡
大

6．
先

端
的

な
語

学
・グ

ロ
ー

バ
ル

教
育

の
推

進

7．
学

修
成

果
を

発
揮

す
る

機
会

の
充

実

8．
優

れ
た

教
員

の
採

用
・育

成
と教

育
力

の
向

上
①

実
務

や
研

究
の

第
一

線
で

活
躍

して
い

る
多

様
な

教
員

を採
用

②
年

間
約

30
時

間
の

FD
研

修
プロ

グ
ラム

を
実

施
③

学
生

の
授

業
評

価
ア

ン
ケ

ー
トに

基
づ

く幅
広

い
教

員
表

彰
制

度
を

導
入

④
テ

ィー
チ

ン
グ

・ポ
ー

トフ
ォリ

オ
に

基
づ

く教
育

業
績

管
理

を
実

施

４
．

卒
業

研
究

・卒
業

制
作

指
導

の
充

実
①

全
学

生
が

学
修

の
集

大
成

とし
て

、卒
業

研
究

・卒
業

制
作

に
取

組
む

②
体

系
的

・統
合

的
な

学
び

を構
築

し、
少

人
数

指
導

を徹
底

③
卒

業
研

究
ガ

イド
ライ

ン
を全

教
員

・学
生

に
配

布
④

成
果

物
は

論
文

集
・作

品
集

等
の

形
で

必
ず

可
視

化

①
各

学
科

等
の

専
門

に
応

じた
グ

ロー
バ

ル
・ア

クテ
ィブ

ラー
ニ

ン
グ

プ
ログ

ラム
を展

開
②

国
際

・英
語

系
学

科
で

、全
員

参
加

型
の

短
期

留
学

プ
ログ

ラム
、選

べ
る

長
期

留
学

プ
ログ

ラム
を

充
実

③
正

課
の

英
語

授
業

とも
連

動
した

、専
任

の
ネ

イテ
ィブ

教
員

に
よ

る
個

別
指

導
プロ

グ
ラム

を
充

実

①
毎

年
学

生
が

学
び

の
成

果
を発

揮
す

る
機

会
を

充
実

。
20

の
コン

ペ
テ

ィシ
ョン

を
開

催
し、

毎
年

多
数

の
学

生
が

参
加

。
②

多
様

な
表

彰
部

門
を

設
定

し、
多

くの
優

秀
な

学
生

を
表

彰

①
１

９
の

『教
学

改
革

プ
ロ

ジ
ェク

ト
』に

よ
る

、
エ

ビ
デ

ン
ス

ベ
ー

ス
の

改
革

実
践

②
10

0人
超

の
幹

部
教

職
員

等
が

参
集

し議
論

す
る

、教
学

改
革

会
議

の
月

例
開

催
③

様
々

な
知

見
を

活
用

す
る

、外
部

有
識

者
に

よ
る

運
営

諮
問

会
議

の
定

期
開

催

全
学

的
な

教
学

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

体
制

の
構

築

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
６

人
間

力
教

育
の

展
開

】
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大
阪

成
蹊

大
学

・
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
に

お
け

る
ア

ク
テ

ィ
ブ

ラ
ー

ニ
ン

グ

大
阪

成
蹊

大
学

・大
阪

成
蹊

短
期

大
学

で
は

、全
て

の
授

業
で

次
の

『1
0の

要
件

』を
含

む
アク

テ
ィブ

ラー
ニン

グ
型

授
業

を展
開

して
い

ます
。

より
具

体
的

な
授

業
手

法
・授

業
設

計
の

工
夫

を共
有

す
る

も
の

とし
て

、「
大

阪
成

蹊
大

学
・大

阪
成

蹊
短

期
大

学
ア

ク
テ

ィブ
ラ

ー
ニ

ン
グ

ハ
ン

ドブ
ック

」を
刊

行
、さ

らに
全

教
員

に
対

す
る

FD
研

修
を

毎
年

実
施

して
い

ます
。

大
阪

成
蹊

大
学

・大
阪

成
蹊

短
期

大
学

ア
ク

テ
ィブ

ラ
ー

ニ
ン

グ
の

『1
0の

要
件

』
１

．
学

び
た

くな
る

環
境

を
作

る
板

書
や

ス
ライ

ドの
工

夫
、座

席
の

工
夫

な
どに

よっ
て

、快
適

な
学

習
環

境
を

整
え

る

２
．

学
び

合
う仲

間
を

作
る

ア
イス

ブ
レ

イク
で

緊
張

を
ほ

ぐし
、グ

ル
ー

プ構
成

の
工

夫
な

どに
よ

って
、学

び
合

う
仲

間
・関

係
性

を
作

る

３
．

学
び

を
深

め
る

活
動

を
作

る
個

人
の

ワ
ー

ク、
グ

ル
ー

プ
で

の
ワ

ー
クな

ど、
様

々
な

活
動

を往
還

しな
が

ら、
自

ら
学

び
を

深
め

て
い

く活
動

を
作

る

4．
適

切
な

課
題

を
与

え
る

思
考

を
刺

激
し、

学
修

意
欲

を
生

み
出

す
よう

授
業

課
題

を工
夫

す
る

とと
も

に
、

毎
回

の
授

業
に

必
要

とな
る

様
々

な
予

習
・復

習
の

課
題

を提
示

す
る

5．
思

考
を

ア
ウ

トプ
ット

す
る

書
く、

話
す

、聴
く、

発
表

す
る

な
どの

活
動

を
通

じて
、深

め
た

思
考

を
必

ず
ア

ウト
プ

ット
す

る

6．
成

果
物

を
生

み
出

す
学

び
の

プ
ロセ

ス
や

成
果

を
可

視
化

す
る

も
の

とし
て

、様
々

な
成

果
物

を
作

る

7．
振

り返
りを

行
い

、更
に

学
び

た
くな

る
意

欲
を

生
み

出
す

自
らの

成
長

や
変

化
、今

後
の

学
修

に
お

け
る

課
題

な
どに

気
づ

くこ
とが

で
き

る
よ

う、
振

り返
りの

機
会

を
設

定
す

る

8．
適

切
な

コミ
ュニ

ケ
ー

シ
ョン

、フ
ィー

ドバ
ック

を
行

う
1人

ひ
とり

に
対

す
る

丁
寧

な
学

生
理

解
の

も
と、

名
前

を
呼

び
、視

線
を

向
け

て
コミ

ュニ
ケ

ー
シ

ョン
を

行
うと

とも
に

、学
び

を
広

げ
る

発
話

、活
動

へ
の

丁
寧

な
フィ

ー
ドバ

ック
を

心
掛

け
る

９
．

適
切

に
評

価
す

る
多

様
な

評
価

方
法

と観
点

を
組

み
合

わ
せ

、ル
ー

ブ
リッ

クを
共

有
して

、適
切

に
評

価
す

る

10
．

認
め

て
、褒

め
る

学
修

活
動

に
お

け
る

学
生

の
努

力
を

必
ず

認
め

て
、大

き
く褒

め
る

29

【参
考

】
大

阪
成

蹊
大

学
・大

阪
成

蹊
短

期
大

学
ア

クテ
ィブ

ラー
ニン

グ
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20
15

年
9月

国
連

サ
ミッ

トに
お

い
て

「誰
一

人
取

り残
さな

い
」持

続
可

能
で

多
様

性
と包

摂
性

の
あ

る
社

会
の

実
現

の
た

め
、2

03
0年

を
年

限
とす

る
17

の
国

際
目

標
（

そ
の

下
に

16
9の

タ
ー

ゲ
ット

、2
32

の
指

標
）

を
設

定
。

30

S
D

G
s

新
・初

年
次

教
育

プ
ロ

グ
ラ

ム
“学

修
サ

イ
ク

ル
”

Su
st

ai
na

bl
e

De
ve

lo
pm

en
t

Go
al

s
～

持
続

可
能

な
開

発
目

標
～

S
D

G
s

を
テ

ー
マ

に
グ

ロ
ー

バ
ル

な
観

点
か

ら
、

世
界

の
重

要
課

題
に

取
り

組
む

普
遍

性
先

進
国

を
含

め
、全

て
の

国
が

行
動

包
摂

性
人

間
の

安
全

保
障

の
理

念
を

反
映

し「
誰

一
人

取
り残

さな
い

」
参

画
型

全
て

の
ス

テ
ー

クホ
ル

ダー
が

役
割

を

統
合

性
社

会
・経

済
・環

境
に

統
合

的
に

取
り組

む

透
明

性
定

期
的

に
フォ

ロー
ア

ップ

持
続

可
能

な
開

発
目

標

エ
ス

デ
ィー

ジ
ー

ズ

【参
考

】
大

阪
成

蹊
大

学
初

年
次

教
育

の
展

開

目
的

に
対

して
必

要
な

情
報

を
収

集
し、

情
報

の
質

を
精

査
す

る

問
題

の
背

景
や

論
点

、課
題

点
を

整
理

し、
他

者
に

対
して

わ
か

りや
す

く説
明

す
る

他
者

との
議

論
を

重
ね

な
が

ら、
問

題
の

本
質

に
つ

い
て

自
らの

考
え

を
深

め
て

い
く

複 数 の テ ー マ を 取 扱 い

学 修 サ イ ク ル を 繰 り 返 す

社
会

に
対

す
る

広
い

視
野

と問
題

意
識

を
常

に
持

ち
、物

事
の

本
質

を
掴

み
、新

た
な

問
い

を
立

て
、課

題
を

解
決

して
い

く
とい

った
基

本
的

な
姿

勢
と技

術
を

初
年

次
に

確
立

S
D

G
ｓ

目
標

ご
と

の
学

修
テ

ー
マ

例
（

抜
粋

）
Ｓ

Ｄ
Ｇ

ｓ
目

標
参

考
資

料
例

テ
ー

マ
例

２
.『

飢
餓

を
ゼ

ロに
』

飽
食

ニッ
ポ

ンに
も

飢
餓

は
存

在
す

る
莫

大
な

フー
ドロ

ス
の

あ
る

日
本

に
起

き
て

い
る

飢
餓

の
問

題
、世

界
に

お
け

る
飢

餓
の

現
状

とそ
の

要
因

、お
よ

び
将

来
の

食
糧

問
題

の
リス

ク

7.
『エ

ネ
ル

ギ
ー

を
み

ん
な

に
そし

て
クリ

ー
ンに

』
日

本
企

業
の

「R
E1

00
」

加
盟

、な
ぜ

急
増

？
限

りあ
る

化
石

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

代
わ

り、
持

続
的

発
展

を
可

能
に

す
る

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

更
な

る
普

及

9.
『産

業
と技

術
革

新
の

基
盤

を
つ

くろ
う』

「機
械

に
大

半
の

仕
事

を
奪

わ
れ

る
説

」の
大

き
な

誤
解

労
働

人
口

の
減

少
と、

AI
や

情
報

技
術

の
革

新
に

よ
る

社
会

制
度

や
労

働
環

境
、働

き
方

、生
活

に
お

い
て

想
定

され
る

変
化

13
.『

気
候

変
動

に
具

体
的

な
対

策
を

』

海
運

業
界

、C
O

2半
減

に
向

け
苦

闘
高

ま
る

社
会

的
責

任

「農
林

水
産

業
」「

自
然

生
態

系
」「

自
然

災
害

」
「経

済
活

動
、国

民
生

活
」な

どに
お

け
る

気
候

変
動

に
よ

る
影

響
とそ

の
対

策

17
.『

パ
ー

トナ
ー

シ
ップ

で
目

標
を

達
成

しよ
う』

米
国

の
凋

落
と「

新
冷

戦
」

米
国

の
単

独
主

義
的

外
交

や
米

中
貿

易
摩

擦
の

現
状

、国
際

協
調

路
線

実
現

の
た

め
の

政
府

や
企

業
、国

民
の

役
割

現
実

の
問

題
や

、自
身

の
将

来
と結

び
つ

け
た

説
得

力
の

あ
る

提
言

を
行

うと
とも

に
、新

た
な

問
い

を
立

て
る
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【
コ

ン
ペ

テ
ィ

シ
ョ

ン
一

覧
】

（
大

阪
成

蹊
大

学
・

び
わ

こ
成

蹊
ス

ポ
ー

ツ
大

学
・

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

）

31

【参
考

】
大

阪
成

蹊
学

園
学

修
成

果
を

発
揮

す
る

コン
ペ

テ
ィシ

ョン

調
理

・
製

菓
学

科
調

理
コ

ー
ス

卒
業

作
品

No
コン

ペ
テ

ィシ
ョン

大 阪 成 蹊 大 学

1
大

阪
成

蹊
大

学
『大

阪
成

蹊
カッ

プ』
（

プレ
ゼ

ンテ
ー

シ
ョン

大
会

）
2

大
阪

成
蹊

大
学

卒
業

論
文

発
表

会
3

大
阪

成
蹊

大
学

卒
業

制
作

展
4

大
阪

成
蹊

大
学

ビブ
リオ

バ
トル

～
知

的
書

評
合

戦
～

5
大

阪
成

蹊
大

学
読

書
コン

クー
ル

6
大

阪
成

蹊
大

学
英

語
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョン
/暗

誦
コン

テ
ス

ト

7
大

阪
成

蹊
大

学
『め

ざ
せ

M
ae

st
ro

！
～

ピア
ノコ

ン
ペ

テ
ィシ

ョン
～

』

び わ こ 成 蹊

ス ポ ー ツ 大 学

8
び

わ
こ成

蹊
ｽﾎ

ﾟｰ
ﾂ大

学
自

己
表

現
発

表
大

会
(プ

レ
ゼ

ン大
会

)
9

び
わ

こ成
蹊

ス
ポ

ー
ツ大

学
イン

ター
ンシ

ップ
実

習
プレ

ゼ
ン大

会

10
び

わ
こ成

蹊
ス

ポ
ー

ツ大
学

卒
業

研
究

発
表

11
キ

ャリ
メイ

トプ
ロジ

ェク
ト

(就
職

力
向

上
の

為
の

ア
クテ

ィブ
ラー

ニ
ング

)

12
ア

イデ
ィア

プ
ラン

コン
テ

ス
ト（

地
域

課
題

解
決

プラ
ンコ

ンテ
ス

ト）

大 阪 成 蹊 短 期 大 学

13
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
『大

阪
成

蹊
カッ

プ
』（

プ
レゼ

ン
テ

ー
シ

ョン
大

会
)

14
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
卒

業
論

文
発

表
会

15
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
卒

業
作

品
展

・卒
業

発
表

会
16

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

ファ
ッシ

ョン
シ

ョー
17

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

読
書

コン
クー

ル
18

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

英
語

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョン

/暗
誦

コン
テ

ス
ト

19
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
ビブ

リオ
バ

トル
～

知
的

書
評

合
戦

～
20

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

『め
ざ

せ
M

ae
st

ro
！

～
ピア

ノコ
ンペ

テ
ィシ

ョン
～

』

英
語

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
/
暗

誦
コ

ン
テ

ス
ト

生
活

ﾃﾞ
ｻﾞ

ｲﾝ
学

科
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
シ

ョ
ー

※
2

0
1

9
年

度
は

総
計

6
,6

2
4

人
が

参
加

（
大
阪
成
蹊
大
学
2
,2
2
0
人
、
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
1
,0
8
2
人
、
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
3
,3
2
2
人
）

※
2
0
2
0
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
実
施

大
阪

成
蹊

大
学

『
大

阪
成

蹊
カ

ッ
プ

』

め
ざ

せ
M

a
e
st

ro
！

～
ピ

ア
ノ

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

～

各
学

科
で

の
卒

業
論

文
・

作
品

集
作

成
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～
学
園
に
お
け
る
組
織
設
置
の
主
な
状
況
（
2
0
2
1
年
4
月
現
在
）
～

32

組
織

名
設

置
時

期
目

的

経
営

企
画

本
部

20
11

年
（

H2
3）

4月
経

営
方

針
や

経
営

計
画

の
策

定
と管

理
、教

育
内

容
充

実
の

た
め

の
企

画
立

案
等

に
関

す
る

業
務

を
目

的
とす

る
。

ス
ポ

ー
ツ＆

カル
チ

ャー
セ

ンタ
ー

20
11

年
（

H2
3）

4月
学

生
の

課
外

の
ス

ポ
ー

ツ及
び

文
化

活
動

の
支

援
、地

域
ス

ポ
ー

ツ活
動

の
振

興
等

に
関

す
る

業
務

等
を

目
的

とす
る

。

学
生

支
援

セ
ンタ

ー
20

11
年

（
H2

3）
4月

学
生

生
活

の
相

談
・支

援
、修

学
奨

励
指

導
、メ

ンタ
ル

ヘ
ル

ス
な

どの
諸

問
題

に
関

す
る

相
談

業
務

等
を

目
的

とす
る

。

留
学

生
支

援
セ

ンタ
ー

20
11

年
（

H2
3）

4月
在

籍
す

る
外

国
人

留
学

生
に

係
る

学
生

生
活

の
相

談
・支

援
等

に
関

す
る

業
務

等
を

目
的

とす
る

。

教
育

研
究

支
援

セ
ンタ

ー
20

12
年

（
H2

4）
4月

エ
クス

テ
ンシ

ョン
事

業
や

教
育

活
動

に
関

連
す

る
事

業
、海

外
大

学
等

との
交

流
促

進
に

関
す

る
業

務
等

を
目

的
とす

る
。

リス
ク管

理
統

括
本

部
20

14
年

（
H2

6）
4月

学
園

に
お

け
る

あ
らゆ

る
リス

クに
つ

い
て

の
発

生
防

止
、リ

ス
ク対

応
及

び
再

発
防

止
等

に
関

す
る

業
務

を
目

的
とす

る
。

高
等

教
育

研
究

所
20

14
年

（
H2

6）
4月

「人
間

力
の

育
成

」の
た

め
の

教
育

内
容

や
授

業
力

の
向

上
等

に
関

す
る

、
調

査
・研

究
・指

導
等

に
関

す
る

業
務

を
目

的
とす

る
。

こど
も

教
育

研
究

所
※

1
20

14
年

（
H2

6）
4月

教
育

現
場

・地
域

との
連

携
に

よ
る

教
育

内
容

の
充

実
、教

員
の

研
究

活
動

支
援

等
に

関
す

る
業

務
を

目
的

とす
る

。

音
楽

教
育

セ
ンタ

ー
20

14
年

（
H2

6）
4月

ピア
ノ教

育
の

企
画

・運
営

・指
導

に
関

す
る

業
務

等
を

目
的

とす
る

。

こど
も

教
育

支
援

セ
ンタ

ー
※

1
20

14
年

（
H2

6）
4月

教
育

委
員

会
との

連
携

及
び

関
係

強
化

、教
育

実
習

な
どの

体
験

実
習

等
の

開
拓

、管
理

に
関

す
る

業
務

等
を

目
的

とす
る

。

教
育

人
材

育
成

セ
ンタ

ー
※

1
20

15
年

（
H2

7）
4月

各
行

政
別

教
員

採
用

試
験

に
関

す
る

支
援

、指
導

等
の

業
務

を
目

的
とす

る
。

学
事

部
20

15
年

（
H2

7）
6月

教
員

人
事

に
係

る
採

用
計

画
や

教
員

審
査

等
に

係
る

手
続

き
、学

事
に

関
す

る
調

査
・統

計
な

どに
関

す
る

業
務

を
目

的
とす

る
。

IR
推

進
室

20
15

年
（

H2
7）

7月
学

園
内

外
の

経
営

・教
学

情
報

の
収

集
、分

析
及

び
それ

に
基

づ
く計

画
案

、企
画

案
、実

施
案

等
の

策
定

を
目

的
とす

る
。

広
報

企
画

本
部

20
16

年
（

H2
8）

4月
広

報
計

画
及

び
広

報
企

画
の

立
案

及
び

実
施

、そ
の

他
学

園
の

広
報

等
に

関
す

る
重

要
事

項
に

関
す

る
業

務
を

目
的

とす
る

。

ラー
ニン

グ
コモ

ンズ
セ

ンタ
ー

20
16

年
（

H2
8）

4月
授

業
時

間
外

で
の

学
修

支
援

に
係

る
企

画
・運

営
に

関
す

る
業

務
等

を
目

的
とす

る
。

運
営

諮
問

会
議

20
16

年
（

H2
8）

7月
本

学
の

教
育

研
究

上
の

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

審
識

、助
言

等
を

行
うこ

とを
目

的
とす

る
。

教
職

管
理

部
20

17
年

（
H2

9）
1月

教
職

、保
育

課
程

に
係

る
運

営
、認

定
申

請
、カ

リキ
ュラ

ム
に

関
す

る
業

務
等

を
目

的
とす

る
。

英
語

教
育

セ
ンタ

ー
20

18
年

（
H3

0）
4月

英
語

教
育

に
係

る
企

画
・運

営
・指

導
や

学
生

の
英

語
学

習
・留

学
に

係
る

支
援

等
を

目
的

とす
る

。

入
試

統
括

本
部

20
19

年
（

H3
1）

4月
相

川
キ

ャン
パ

ス
に

お
け

る
学

び
の

多
様

化
に

伴
う、

志
願

者
の

増
加

等
へ

の
組

織
的

な
管

理
運

営
体

制
の

強
化

を
目

的
とす

る
。

国
際

交
流

セ
ンタ

ー
20

19
年

（
H3

1）
6月

相
川

キ
ャン

パ
ス

に
お

け
る

海
外

の
高

等
教

育
機

関
等

との
交

流
や

留
学

等
の

充
実

、グ
ロー

バ
ル

教
育

の
推

進
を

目
的

とす
る

。

産
官

学
連

携
セ

ンタ
ー

20
19

年
（

R1
）

11
月

産
官

学
連

携
事

業
を

活
性

化
し、

大
学

の
使

命
で

あ
る

社
会

貢
献

を
積

極
的

に
果

た
して

い
くこ

とを
目

的
とす

る
。

ス
ポ

ー
ツイ

ノベ
ー

シ
ョン

研
究

所
20

20
年

（
R2

）
7月

ス
ポ

ー
ツと

関
連

す
る

学
術

的
知

見
の

深
化

と課
題

解
決

に
資

す
る

研
究

・調
査

・提
言

等
を

行
うこ

とを
目

的
とす

る
。

教
育

研
究

支
援

統
括

本
部

20
21

年
（

R3
）

4月
大

阪
成

蹊
大

学
・大

阪
成

蹊
短

期
大

学
の

教
育

・研
究

活
動

の
推

進
・支

援
体

制
の

強
化

を
目

的
とす

る
。

改
革
７

学
園
の
組
織
体
制
の
充
実

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
７

学
園

の
組

織
体

制
の

充
実

】

※
1
令
和
3
年
4
月
よ
り
、
こ
ど
も
教
育
研
究
所
、
教
育
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
、
こ
ど
も
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
を
そ
れ
ぞ
れ
、
教
師
教
育
研
究
所
、
教
職
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
、
教
育
保
育
実
習
支
援
セ
ン
タ
ー
に
変
更
。
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33

2
0

1
0

年
（

平
成

2
2

年
）

学
生

の
憩

い
の

空
間

と
な

る
食

堂
の

整
備

2
0

1
0

年
（

平
成

2
2

年
）

品
格

あ
る

学
園

正
門

の
整

備
改

修
前

の
正

門

改
修

前
の

図
書

館
棟

1
階

改
革
８

教
育
環
境
の
改
善
・
整
備

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
８

教
育

環
境

の
改

善
・整

備
】
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【
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
】
中
央
棟
竣
工

34

【
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
】

グ
ロ
ー
バ
ル
館

竣
工

※
上
記
投
資
額
は
償
却
資
産
（
土
地
、
建
物
、
構
築
物
、
備
品
）
及
び
修
繕
費
(教
育
研
究
経
費
)の
学
園
合
計
額
を
計
上
し
て
い
る
。

■
教

育
環

境
充

実
の

た
め

の
施

設
・設

備
投

資
1
2
年
間
で

約
1

0
0

億
円

超
の
設
備
投
資
を
行
い
学
園
全
体
の
教
育
環
境
を
整
備

【
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
】
正
門
・
中
庭
改
装

【
大
阪
成
蹊
女
子
高
校
】

食
堂
・
美
術
棟

竣
工

20
12

年

20
19

年

20
10

年

20
16

年
20

17
年

【
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
】
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
新
設

【
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
】
美
術
ア
ト
リ
エ
棟

建
設
、
南
館
・
東
館

改
修

20
18

年
20

22
年

遮
音
完
備
し
た
個
人
練
習
室
1
3
室
・
教
室
1
室
を
完
備

大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校

『
音
楽
棟
』
建
設
計
画

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
８

教
育

環
境

の
改

善
・整

備
】
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■
人

の
幸

せ
と

は
何

か

私
は

学
生

の
ころ

か
ら「

人
の

究
極

の
幸

せ
とは

何
か

」と
い

うこ
と

を考
え

る
こと

が
好

きで
あ

った
。そ

して
これ

まで
様

々
な

経
験

を積
み

重
ね

た
結

果
、現

在
最

も
幸

せ
な

こと
は

《人
や

社
会

の
役

に
立

ち
、人

々
に

信
頼

され
慕

わ
れ

て
、「

志
」や

「想
い

」を
共

有
で

きる
人

々
とと

も
に

過
ご

す
こと

》で
あ

る
と考

え
る

よう
に

な
った

。こ
の

こと
は

、正
に

本
学

園
の

「建
学

の
精

神
」の

教
え

その
も

の
で

あ
り、

「人
や

社
会

の
役

に
立

ち
、人

々
か

ら信
頼

され
慕

わ
れ

る
人

」を
育

て
る

こと
が

、本
学

園
の

究
極

の
教

育
目

的
で

あ
り学

生
・生

徒
や

教
職

員
の

皆
さん

の
幸

せ
に

繋
が

る
こと

だ
と考

え
て

い
る

。

①
世
界
・
国
家
・
社
会
の
た
め

②
学
生
・
生
徒
・
園
児
・
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
た
め

③
学
園
の
た
め

④
教
職
員
の
た
め

⑤
家
族
の
た
め

⑥
自
分
の
た
め

■
誰

の
た

め
に

、
働

く
か

私
た

ち
が

働
くに

あ
た

り、
最

も
気

を
つ

け
な

け
れ

ば
な

らな
い

重
要

な
こと

は
、

「誰
の

た
め

に
働

くか
」と

い
うこ

とと
「何

の
た

め
に

働
くか

」と
い

うこ
と。

建
学
の
精
神

「桃
李

不
言

下
自

成
蹊

」
この

大
阪

成
蹊

学
園

の
建

学
の

精
神

は
、中

国
の

前
漢

時
代

に
活

躍
し

た
司

馬
遷

《紀
元

前
14

5年
生

ま
れ

》が
編

纂
した

歴
史

書
「史

記
」の

第
10

9巻
「李

将
軍

列
伝

」に
由

来
して

い
る

。
「桃

や
李

は
何

も
言

わ
な

い
が

、そ
の

美
しい

花
や

実
に

ひ
か

れ
人

が
集

ま
って

くる
。そ

して
そ

こに
は

自
然

に
小

道
（

蹊
）

が
で

き
る

。人
も

同
様

で
、徳

が
高

く信
頼

され
る

人
物

の
も

とに
人

々
が

集
ま

り繁
栄

す
る

」と
い

う意
味

で
あ

る
。人

を
桃

や
李

に
譬

え
た

この
一

節
は

20
00

年
以

上
の

年
月

を経
た

今
日

の
時

代
に

あ
って

も
普

遍
的

な
価

値
を

持
ち

、多
くの

人
々

に
深

い
感

銘
と示

唆
を

与
え

る
言

葉
とし

て
生

き
て

い
る

。

教
訓
①

人
の
役
に
立
つ
人
に
な
ろ
う

社
会

や
人

の
役

に
立

つ
人

物
に

な
る

た
め

に
は

どの
よ

うな
力

が
必

要
だ

ろ
うか

。一
般

的
に

は
社

会
人

基
礎

力
・問

題
解

決
力

・コ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

能
力

な
どと

言
わ

れ
て

い
る

が
、私

は
具

体
的

に
は

次
の

５
つ

の
要

件
が

重
要

で
あ

る
と考

え
る

。

（
１

）
「読

む
」・

「書
く」

・「
聞

く」
・「

話
す

」な
ど、

学
習

や
実

践
を通

じて
身

に
つ

け
た

「思
考

力
」・

「表
現

力
」・

「行
動

力
」

（
２

）
豊

富
な

「知
識

」や
「経

験
」に

よ
り養

わ
れ

る
、価

値
判

断
や

問
題

解
決

の
た

め
の

「知
恵

」
（

３
）

困
難

な
環

境
や

局
面

を
も

克
服

す
る

「強
く柔

軟
な

心
」

（
４

）
他

人
に

対
す

る
深

い
理

解
と「

思
い

や
りの

心
」

（
５

）
人

か
ら信

頼
され

る
人

格
・品

性

これ
らの

要
件

は
人

間
とし

て
の

総
合

力
で

あ
り、

本
学

園
で

は
「人

間
力

」と
呼

ん
で

い
る

。

■
人

の
役

に
立

つ
人

に
な

る
た

め
の

要
件

［
世

の
た

め
人

の
た

め
に

使
命

感
を

持
て

る
人

が
幸

せ
な

人
］

改
革
９

心
と
風
土
の
改
革
～
建
学
の
精
神
と
人
間
力
を
育
む
2
0
の
教
訓
～

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
９

心
と風

土
の

改
革

】

35
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36

教
訓
②

品
格
を
磨
こ
う

［
人

間
力

育
成

の
ス

タ
ー

ト
は

ま
ず

品
格

を
磨

く
こ

と
］

（
教

育
学

者
の

森
信

三
氏

に
よ

る
「職

場
再

建
の

3原
則

」よ
り）

１
.「

時
を

守
り」

時
間

を守
る

こと
は

、相
手

を尊
重

す
る

こと
。

それ
に

より
、自

分
自

身
の

信
用

を築
くこ

とに
つ

な
が

る
。

２
.「

場
を

清
め

」
身

の
回

りを
整

理
整

頓
し、

掃
除

をす
る

こと
。

これ
に

より
次

の
５

つ
の

こと
が

示
され

て
い

る
。

３
.「

礼
を

正
す

」
挨

拶
や

返
事

をす
る

こと
は

、心
を開

い
て

相
手

に
迫

る
とい

うこ
と。

それ
が

、良
好

な
人

間
関

係
に

繋
が

る
。

・気
づ

く人
に

な
る

・感
動

の
心

を
は

ぐく
む

・素
直

な
心

、心
を

磨
く

・感
謝

の
心

を
も

つ
・謙

虚
に

な
る

３
つ

の
行

動
の

基
本

原
則

教
訓
③

夢
を
描
き
チ
ャ
ン
ス
を
呼
び
寄
せ
る

自
分

の
将

来
や

、自
分

が
所

属
す

る
会

社
や

組
織

や
チ

ー
ム

の
輝

か
しい

将
来

を空
想

しよ
う。

良
くし

た
い

とい
う気

持
ち

が
強

け
れ

ば
、夢

を実
現

す
る

チ
ャン

ス
は

必
ず

や
って

くる
。そ

して
夢

に
向

か
って

一
歩

前
に

踏
み

出
す

とチ
ャン

ス
は

容
易

に
捕

獲
で

きる
。ま

た
見

逃
す

こと
も

な
い

。対
応

が
遅

れ
る

とチ
ャン

ス
は

す
ぐに

通
り過

ぎ
て

しま
う。

「
目
標
」
の
大
き
さ
は
、
「
志
」
の
大
き
さ

「
志
」
の
大
き
さ
は
、
「
努
力
」
の
大
き
さ

「
努
力
」
の
大
き
さ
は
、
「
成
果
」
の
大
き
さ

教
訓
④

目
標
は
大
き
く
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い

少
子

化
で

競
争

の
激

しい
時

代
は

優
劣

の
格

差
が

出
る

時
代

。努
力

す
る

人
に

とっ
て

は
成

長
・発

展
の

絶
好

の
チ

ャン
ス

。大
き

な
目

標
に

挑
戦

し、
他

の
追

随
を

許
さな

い
成

長
を遂

げ
よ

う。
出

過
ぎ

た
杭

は
打

た
れ

な
い

。

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
９

心
と風

土
の

改
革

】
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教
訓
⑥

経
営

環
境

が
最

悪
の

時
こ

そ
断

絶
的

な
発

展
の

チ
ャ

ン
ス

教
訓
⑦

日
々
結
論
を
出
し
前
に
進
む

難
しい

課
題

に
直

面
した

とき
、何

度
も

何
時

間
も

同
じ議

論
を

して
、徒

に
時

を
費

や
して

い
る

こと
が

あ
る

。総
論

や
あ

る
べ

き論
に

の
み

終
始

し、
具

体
的

な
解

決
策

が
一

向
に

出
て

こな
い

か
らだ

。
この

様
な

とき
は

日
々

結
論

を出
し、

良
い

と思
った

こと
は

小
さい

こと
で

も
まず

実
行

す
る

こと
が

肝
要

で
あ

る
。実

行
の

中
か

ら次
の

手
が

浮
か

び
、小

さい
成

功
の

蓄
積

が
大

き
な

成
果

へ
と発

展
す

る
。

勝
組
・
負
組
の
格
差
拡
大

教
訓
⑧

ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
、
早
い
こ
と
が
誠
意

①
初

期
段

階
で

依
頼

や
指

示
の

趣
旨

・方
向

性
を

確
認

す
る

。勝
手

解
釈

は
厳

禁
。

②
必

ず
期

限
を

確
認

す
る

。期
限

の
無

い
も

の
は

原
則

翌
朝

報
告

。
③

完
璧

さよ
りス

ピー
ドを

優
先

す
る

。
④

時
間

の
か

か
る

事
項

は
必

ず
中

間
報

告
を

行
い

、完
結

の
目

途
を

示
す

。
⑤

何
事

も
今

や
れ

る
こと

は
後

回
しに

しな
い

。放
置

・遅
延

・引
き

伸
ば

し癖
が

信
用

を
損

な
い

人
を

ダメ
に

す
る

。

人
か

ら物
事

を
頼

ま
れ

た
り上

司
か

ら仕
事

の
指

示
を受

け
た

りし
た

とき
の

留
意

点

教
訓
⑩

跳
ば
な
い
蚤
に
な
る
な
～
悪
し
き
パ
ラ
ダ
イ
ム
～

悪
い

条
件

に
とら

わ
れ

過
ぎ

自
分

は
何

も
出

来
な

い
人

な
の

だ
、と

い
う悪

い
パ

ラダ
イム

を
持

って
しま

うと
、そ

の
人

の
成

長
は

止
ま

って
しま

う。
自

分
の

潜
在

能
力

の
大

き
さに

気
づ

き
、

可
能

性
を

追
求

しよ
う。

教
訓
⑪

自
分
の
能
力
を
信
じ
よ
う

教
訓
⑤

得
意
な
分
野
を
切
り
拓
く

人
間

の
生

物
とし

て
の

最
盛

期
は

18
歳

か
ら2

5歳
と言

わ
れ

て
い

る
。4

0歳
を

過
ぎ

る
と医

学
的

に
は

前
頭

葉
が

萎
縮

し始
め

毛
細

血
管

も
減

少
す

る
か

らだ
。

しか
し人

類
は

身
体

的
な

最
盛

期
を

過
ぎ

て
か

らの
人

生
が

極
め

て
永

く、
人

生
の

充
実

や
味

わ
い

とい
う点

か
らみ

て
中

年
以

降
の

人
生

が
極

め
て

貴
重

で
あ

る
。中

年
以

降
充

実
した

人
生

を過
ご

す
に

は
大

好
き

で
得

意
な

分
野

を持
つ

とい
うこ

とで
あ

る
。

人
生

は
自

分
の

可
能

性
を

試
して

こそ
価

値
が

あ
る

。学
生

時
代

に
時

を忘
れ

て
没

頭
す

る
も

の
を

見
つ

け
た

人
は

幸
せ

に
な

れ
る

。

人
間

は
14

0億
個

の
脳

細
胞

を持
って

い
る

が
、

普
段

は
そ

の
保

有
能

力
の

3％
しか

使
って

い
な

い
とい

わ
れ

て
い

る
。

人
間

の
能

力
は

無
限

大
。自

分
の

能
力

を
信

じ、
多

くの
こと

に
チ

ャレ
ン

ジ
しよ

う。

教
訓
⑨

ま
ず
行
動
を
し
、
考
え
よ
う

「条
件

が
揃

わ
な

い
か

ら動
け

な
い

」と
い

う人
は

、条
件

が
見

え
な

い
か

ら動
け

な
い

の
で

は
な

い
。動

か
な

い
か

ら見
え

な
い

の
で

あ
る

。引
き延

ば
し癖

が
人

を
ダメ

に
す

る
。

37

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
９

心
と風

土
の

改
革

】
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38

教
訓
⑬

自
分

の
生

き
方

は
、自

分
で

責
任

を
も

つ

主
体

性
が

あ
り頼

りが
い

の
あ

る
人

は
、自

分
の

生
き方

や
言

行
に

責
任

を
持

ち
、自

ら歩
む

べ
き道

を自
分

で
決

定
す

る
。

その
よう

な
人

は
、環

境
を変

え
、流

れ
を変

え
、悪

い
行

動
パ

ター
ンを

断
ち

切
って

好
循

環
を実

現
す

る
。

一
方

、主
体

性
の

無
い

人
は

、す
べ

て
外

界
の

せ
い

に
す

る
。

社
会

が
悪

い
、政

治
が

悪
い

、会
社

が
悪

い
、環

境
が

悪
い

、他
人

が
悪

い
。外

か
らの

影
響

に
反

応
だ

け
して

い
る

人
生

は
つ

まら
な

い
。

教
訓
⑭

科
学

的
な

ア
プ

ロ
ー

チ
と対

策
～

マ
ー

ケ
ット

動
向

の
正

しい
理

解
～

教
育

、経
済

、社
会

等
の

環
境

や
動

向
な

ど、
日

常
業

務
の

あ
らゆ

る
問

題
に

つ
い

て
分

析
す

る
際

は
、抽

象
的

な
風

評
や

偏
った

情
報

に
捉

わ
れ

ず
、必

ず
客

観
的

な
数

値
情

報
に

基
づ

い
た

科
学

的
な

検
証

を行
な

う。
数

値
情

報
は

原
典

主
義

に
則

り、
必

ず
エビ

デ
ン

ス
を入

手
す

る
。

教
訓
⑫

努
力

す
る

人
に

失
敗

とい
う言

葉
は

な
い

努
力

す
る

人
は

成
功

す
る

ま
で

努
力

す
る

か
ら

出
す
ぎ
た
杭
は
打
た
れ
な
い

少
子

化
で

競
争

の
激

しい
時

代
は

優
劣

の
格

差
が

出
る

時
代

。
努

力
す

る
人

に
とっ

て
は

成
長

・発
展

の
絶

好
の

チ
ャン

ス
。

教
訓
⑮

「
真
実
」
「
本
質
」
を
追
求
す
る
姿
勢
を
も
つ

情
報

が
あ

ふ
れ

る
今

日
、価

値
が

な
く根

拠
の

な
い

情
報

が
あ

ま
りに

も
多

い
。

科
学

的
な

視
点

に
立

って
情

報
を

選
別

す
る

こと
が

大
切

。

「本
当

に
そ

うだ
ろ

うか
？

」の
一

言
が

大
切

。

教
訓
⑯

ゼ
ロ
・
ベ
ー
ス
の
発
想
を
持
と
う

企
業

が
抜

本
的

な
改

革
を

迫
られ

た
時

は
、

「も
し、

わ
が

社
が

存
在

せ
ず

、こ
の

会
社

を
新

規
に

立
上

げ
る

の
な

ら。
」

とい
うゼ

ロ・
ベ

ー
ス

の
発

想
を

持
つ

こと
が

必
要

で
あ

る
。

既
存

の
環

境
や

現
状

に
捉

わ
れ

な
い

、柔
軟

な
発

想
が

必
要

。

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
９

心
と風

土
の

改
革

】

学生確保（資料）－303



39

教
訓
⑱

人
を
好
き
に
な
る

人
に

好
か

れ
る

秘
訣

、そ
れ

は
人

を好
きに

な
る

こと
。

教
訓
⑳

夫
子
の
道
は
忠
恕
の
み
～
孔
子
～

誠
意

をつ
くし

て
人

の
立

場
に

な
って

考
え

行
動

す
る

とい
う意

味
。

理
も

、知
も

、こ
の

裏
付

け
が

あ
れ

ば
他

人
の

心
に

素
直

に
入

る
。

教
訓
⑲

業
績

不
振

に
陥

った
ら『

五
月

山
』へ

登
ろ

う

物
事

に
行

き
詰

った
とき

こそ
、足

元
の

狭
い

視
野

で
の

み
思

考
せ

ず
、広

い
視

野
を

持
ち

、大
局

的
に

市
場

を
俯

瞰
す

る
意

識
が

重
要

。

【
参
考
】
五
月
山
か
ら
の
眺
め
（
大
阪
府
池
田
市
）

教
訓
⑰

リス
ク

を
恐

れ
る

な

①
困

難
な

こと
、心

配
な

こと
が

あ
れ

ば
逃

げ
ず

に
即

対
応

。
②

初
期

段
階

で
事

態
を正

しく
理

解
す

る
。

③
悪

い
こと

ほ
ど上

司
・関

係
先

に
す

ぐ報
告

。
④

人
の

せ
い

に
しな

い
。た

らい
回

しに
しな

い
。

⑤
相

手
の

申
し出

が
正

しい
とき

は
、言

い
訳

せ
ず

誠
意

をも
って

謝
る

。
⑥

当
方

の
立

場
が

正
しけ

れ
ば

、十
分

説
明

しご
理

解
い

た
だ

く。
⑦

不
当

な
要

求
、相

応
性

の
無

い
要

求
に

対
して

は
、明

確
に

断
る

。
⑧

問
題

が
解

決
す

れ
ば

再
発

防
止

策
を徹

底
的

に
検

討
し、

ル
ー

ル
化

して
周

知
徹

底
す

る
。

大
きな

問
題

や
トラ

ブル
が

発
生

した
とき

は
、次

の
基

本
方

針
で

対
応

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
９

心
と風

土
の

改
革

】

学生確保（資料）－304



新
校

舎
外

観
（

相
川

駅
南

東
方

向
か

らの
眺

め
）

蹊
友

会
こみ

ち
ホ

ー
ル

8階
食

堂

20
23

年
4月

相
川

駅
よ

り徒
歩

3分
の

『新
キ

ャン
パ

ス
』を

開
設

最
新

の
教

育
施

設
・設

備
や

、最
上

階
に

食
堂

フロ
ア備

え
た

8階
建

て
新

棟
が

20
23

年
4月

に
誕

生
しま

す
。

ま
た

、約
50

0名
を収

容
で

き
る

多
目

的
ホ

ー
ル

「蹊
友

会
こみ

ち
ホ

ー
ル

」が
併

設
され

、オ
ー

ケ
ス

トラ
や

シ
ンポ

ジ
ウム

、学
生

の
学

修
成

果
を

発
揮

す
る

ス
テ

ー
ジ

とし
て

幅
広

く活
用

しま
す

。

新
校

舎
外

観
（

中
庭

か
らの

眺
め

）

40

大
阪

成
蹊

学
園

10
の

パ
ラダ

イム
改

革
【改

革
10

大
阪

成
蹊

学
園

の
将

来
構

想
】

学生確保（資料）－305



学
生

の
能

力
向

上
及

び
満

足
度

の
向

上

学生確保（資料）－306



大
阪

成
蹊

学
園

教
学

改
革

の
成

果
①

～
PR

O
G（

ジ
ェネ

リッ
クス

キ
ル

測
定

プロ
グ

ラム
）

に
よ

る
成

長
の

可
視

化
～

3.
50

2.
63

2.
86

2.
59

3.
31

3.
02

3.
42

3.
23

3.
14

4.
12 3.
14

3.
21

3.
21

3.
37

3.
12

3.
46

3.
46

3.
14

1.
50

2.
00

2.
50

3.
00

3.
50

4.
00

リ テ ラ シ ー 総 合

情 報 収 集 力

情 報 分 析 力

課 題 発 見 力

構 想 力

コ ン ピ テ ン シ ー 総 合

対 人 基 礎 力

対 自 己 基 礎 力

対 課 題 基 礎 力

［
左
側
］

1年
次
（

20
18
年
度
入
学
生
）

［
右
側
］

3年
次
（

20
18
年
度
入
学
生
）

大
阪

成
蹊

大
学

PR
O

G
テ

ス
ト

入
学

時
か

らの
伸

長
（

リテ
ラ

シ
ー

・コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
）

※
P
R
O
G
テ
ス
ト
の
１
年
次
・
３
年
次
の
両
方
を
受
験
し
た
5
7
3
人
の
み
集
計

※
リ
テ
ラ
シ
ー
総
合
点
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
全
般
の
項
目
は
7
段
階
評
価
、
リ
テ
ラ
シ
ー
の
総
合
点
以
外
の
項
目
は
5
段
階
評
価

リ
テ

ラ
シ

ー
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

3
つ

の
力

４
つ

の
力

42

リ
テ
ラ
シ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
総
合
点
・
各
力

9
項

目
全

て
が

、
入

学
時

点
以

上
に

伸
長

3.
38

2.
80

2.
36

3.
00

2.
97

2.
71

3.
19

2.
98

2.
88

3.
40

2.
80

2.
97

3.
10

3.
04

2.
92

3.
33

3.
26

3.
01

1.
50

2.
00

2.
50

3.
00

3.
50

4.
00

リ テ ラ シ ー 総 合

情 報 収 集 力

情 報 分 析 力

課 題 発 見 力

構 想 力

コ ン ピ テ ン シ ー 総 合

対 人 基 礎 力

対 自 己 基 礎 力

対 課 題 基 礎 力

［
左
側
］

1年
次
（

20
19
年
度
入
学
生
）

［
右
側
］

2年
次
（

20
19
年
度
入
学
生
）

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

PR
O

G
テ

ス
ト

入
学

時
か

らの
伸

長
（

リテ
ラ

シ
ー

・コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
）

※
PR

O
Gテ

ス
トの

１
年

次
・２

年
次

の
両

方
を

受
験

した
67

5人
の

み
集

計
※

リテ
ラシ

ー
総

合
点

・コ
ンピ

テ
ンシ

ー
全

般
の

項
目

は
7段

階
評

価
、リ

テ
ラシ

ー
の

総
合

点
以

外
の

項
目

は
5段

階
評

価

リ
テ

ラ
シ

ー
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

3
つ

の
力

４
つ

の
力

リ
テ
ラ
シ
ー
・
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
の
総
合
点
・
各
力

9
項

目
全

て
が

、
入

学
時

点
以

上
に

伸
長

学生確保（資料）－307



前
期
・
後
期
授
業
の
終
了
時
、
学
生
へ
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
無
記
名
で
実
施
し
、
授
業
改
善
の
P
D
C
A
を
展
開

43

大
阪

成
蹊

大
学

・
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
授

業
満

足
度

の
向

上
（

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
）

［
ア

ン
ケ

ー
ト

の
構

成
］

全
28

問
／

5点
満

点
1.
授
業
へ
の
学
生
の
取
り
組
み

6問
2.

 授
業
内
容
と
授
業
の
進
め
方

14
問

3.
 授
業
を
通
し
て
得
ら
れ
た
こ
と

8問

授
業

満
足

度
の

平
均

は
5

点
満

点
中

4
点

以
上

と
非

常
に

高
く

、
ま

た
授

業
内

容
や

教
育

方
法

、
学

生
自

身
の

成
長

の
実

感
に

つ
い

て
の

評
価

も
高

か
っ

た

2
0

2
0

年
度

前
期

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
結

果

特
に

評
価

の
高

か
った

設
問

項
目

（
抜

粋
）

学
生

か
らの

評
価

（
平

均
点

／
5点

満
点

）
※

1

相
川

キ
ャン

パ
ス

び
わ

こキ
ャン

パ
ス

大
阪

成
蹊

大
学

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

び
わ

こ成
蹊

ス
ポ

ー
ツ

大
学

【総
合

評
価

】
全

体
とし

て
、こ

の
授

業
を

受
け

て
満

足
した

4.
13

点
4.

30
点

4.
13

点

・
教

員
の

授
業

に
対

す
る

熱
意

を
感

じた
4.

17
点

4.
32

点
4.

12
点

・
教

員
は

質
問

・意
見

交
換

な
ど、

学
生

の
授

業
参

加
を

促
して

い
た

3.
90

点
4.

08
点

3.
75

点
・

教
員

は
各

回
の

授
業

テ
ー

マ
や

目
標

、科
目

全
体

の
中

で
の

位
置

づ
け

を
明

確
に

説
明

し、
計

画
的

に
授

業
を

進
め

て
い

た
4.

12
点

4.
25

点
4.

06
点

・
教

員
は

授
業

の
準

備
を

十
分

に
行

って
い

た
4.

25
点

4.
39

点
4.

20
点

・
教

員
は

学
生

の
反

応
や

理
解

に
合

わ
せ

て
授

業
を

進
め

て
い

た
3.

85
点

4.
12

点
3.

88
点

・
教

員
は

学
生

が
関

心
を

持
て

る
よ

うに
工

夫
して

授
業

を
進

め
て

い
た

3.
93

点
4.

17
点

3.
98

点

・
教

員
は

取
り組

ん
だ

課
題

に
対

して
適

切
な

ﾌｨ
ｰﾄ

ﾞﾊ
ﾞｯ

ｸを
して

くれ
た

3.
97

点
4.

17
点

3.
92

点

・
遠

隔
授

業
で

は
教

員
は

授
業

ツー
ル

を
適

切
に

活
用

して
い

た
。

4.
07

点
4.

32
点

4.
14

点

・
(授

業
を

受
け

) 
この

分
野

の
専

門
的

知
識

や
技

術
が

身
に

つ
い

た
4.

07
点

4.
22

点
4.

07
点

・
(授

業
内

容
が

) 
これ

か
ら生

き
て

い
くう

え
で

役
立

つ
と思

う
4.

21
点

4.
34

点
4.

17
点

※
1
「
学
生
か
ら
の
評
価
点
」
は
、
設
問
ご
と
に
全
回
答
者
の
平
均
点
を
表
示

大
阪

成
蹊

学
園

教
学

改
革

の
成

果
②

～
授

業
評

価
ア

ンケ
ー

トに
よ

る
満

足
度

調
査

～

学生確保（資料）－308



87
.3

%

92
.3

%

76
.0

%

82
.9

%

94
.4

%
92

.6
%

93
.4

%

91
.5

%
91

.7
%

94
.9

%

70
%

75
%

80
%

85
%

90
%

95
%

10
0%

20
13

年
度

<
前

期
>

20
19

年
度

<
前

期
>

44

授
業

出
席

率
の

状
況

大
阪

成
蹊

大
学

9
2

.6
 %

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

9
3

.4
 %

【
参
考
】
授
業
出
席
率
の
推
移
（
1
年
生
・
前
期
）

学
生

の
高

い
授

業
出

席
率

【
2
0
1
9
年
度
（
１
年
生
・
前
期
）
授
業
出
席
率
】

大 阪 成 蹊 短 期 大 学( 全 体 ）

大 阪 成 蹊 大 学( 全 体 ）

（ 経 営 学 部 ）

（ 芸 術 学 部 ）

（ 教 育 学 部 ）

※
教

育
学

部
は

開
設

年
度

の
20

14
年

度
前

期
との

比
較

（
１

）
教

学
改

革
に

よ
る

教
育

内
容

と
質

の
向

上

（
２

）
学

生
の

授
業

評
価

ア
ン

ケ
ー

ト
に

も
と

づ
く

授
業

内
容

の

検
証

と
恒

常
的

な
改

善

（
３

）
優

れ
た

授
業

を
行

う
教

員
の

表
彰

と
授

業
内

容
の

学
内

共
有

（
４

）
担

当
教

員
・

学
生

部
に

よ
る

学
生

の
学

修
支

援
体

制
の

確
立

【
学
生
の
学
修
意
欲
を
高
め
る
取
り
組
み
】

※
2
0
2
0
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
た
め
前
期
授
業
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実
施
（
出
席
率
は
未
カ
ウ
ン
ト
）

大
阪

成
蹊

学
園

教
学

改
革

の
成

果
③

～
学

生
の

授
業

出
席

の
状

況
～

学生確保（資料）－309



■
教

員
志

望
者

の
就

職
率

10
0%

教
員

6名
、講

師
36

名
合

計
42

名
（

開
学

以
来

、累
計

合
格

者
95

8名
）

■
公

務
員

志
望

者
の

就
職

率
10

0%
警

察
11

名
、消

防
14

名
、自

衛
隊

6名
合

計
31

名

45

就
職

支
援

の
状

況
［

文
部

科
学

省
報

告
数

値
］

①
2

0
2

1
年

3
月

卒
業

生
の

就
職

率
・

希
望

率

9
1
.9
%

9
3
.0
%

9
3
.6
%

大
阪
成
蹊
大
学

び
わ
こ
成
蹊
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ大
学

大
阪
成
蹊
短
期
大
学

■
大
阪
成
蹊
大
学

9
8
.8
％

■
び
わ
こ
成
蹊
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ大
学

1
0
0
％

■
大
阪
成
蹊
短
期
大
学

9
9
.2
％

③
大

阪
成

蹊
大

学
教

育
学

部
第

4
期

生
の

活
躍

■
小

学
校

教
諭

の
就

職
率

小
学

校
教

員
採

用
試

験
合

格
者

18
名

常
勤

講
師

内
定

者
13

名
■

幼
稚

園
教

諭
・保

育
士

の
就

職
率

■
民

間
企

業
の

就
職

率

10
0%

10
0%

10
0%

［
全

国
平

均
値

と
比

べ
高

い
実

績
］

②
び

わ
こ

成
蹊

ス
ポ

ー
ツ

大
学

公
務

員
・

教
員

採
用

試
験

の
実

績

注
）

5月
1日

現
在

（
文

部
科

学
省

報
告

数
値

）

【学
園

平
均

就
職

希
望

率
】

9 
2 

. 9
 %

87
.2

%

75
.6

%

90
.0

%95
.3

%

98
.1

%
98

.5
%

99
.1

%
99

.0
%

99
.4

%
99

.4
%99

.6
%

99
.6

%

95
.7

%

91
.8

%

91
.1

%
93

.6
%

93
.9

%
94

.4
%

96
.7

%
97

.3
%

97
.6

%
97

.6
%

98
.0

%

79
.4

%

78
.6

%

76
.4

%

74
.1

%

81
.5

%84
.9

%

90
.5

%
90

.4
%

90
.9

%
92

.7
%

93
.3

%
93

.9
%

70
.4

%

66
.8

%
66

.5
%

68
.9

%
70

.3
%

71
.5

%
72

.7
%

74
.0

%
74

.7
%

76
.0

%
77

.0
%

60
.0

%

65
.0

%

70
.0

%

75
.0

%

80
.0

%

85
.0

%

90
.0

%

95
.0

%

10
0.

0%

就
職

率
(大

阪
成

蹊
学

園
の

平
均

)
就

職
率

(全
国

の
大

学
平

均
)

就
職

希
望

率
(大

阪
成

蹊
学

園
の

平
均

)
就

職
希

望
率

(全
国

の
大

学
平

均
)

大
阪

成
蹊

学
園

の
就

職
率

の
推

移
と全

国
平

均
の

比
較

98
.0

%

75
.3

%

【学
園

平
均

就
職

率
】

9 
9 

. 3
%

④
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
の

『
資

格
・

学
び

』
を

活
か

し
た

就
職

実
績

■
幼

児
教

育
学

科
（

幼
稚

園
教

諭
・保

育
士

）
96

.1
％

■
調

理
・製

菓
学

科
調

理
コー

ス
（

調
理

師
）

92
.6

％
■

栄
養

学
科

（
栄

養
士

）
84

.9
％

■
コロ

ナ
禍

に
お

い
て

も
一

般
企

業
へ

の
高

い
就

職
率

→
専

門
学

校
との

違
い

大
阪
成
蹊
大
学

教
育
学
部

／
び
わ
こ
成
蹊
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ大
学
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ学
部

短
期
大
学

幼
児
教
育
学
科
・
生
活
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
学
科
・
ｸﾞ
ﾛｰ
ﾊﾞ
ﾙｺ
ﾐｭ
ﾆｹ
ｰｼ
ｮﾝ
学
科

［
就

職
率

1
0

0
％

の
学

科
］大

阪
成

蹊
学

園
教

学
改

革
の

成
果

④
～

学
生

の
就

職
の

状
況

～

学生確保（資料）－310



卒
業

時
『成

長
実

感
・満

足
度

』ア
ン

ケ
ー

ト（
回

答
率

大
阪

成
蹊

大
学

92
.0

％
び

わ
こ成

蹊
ス

ポ
ー

ツ大
学

89
.5

％
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
96

.3
％

）

本
学

の
教

育
方

針
や

教
育

内
容

は
、満

足
で

き
る

も
の

で
した

か
？

本
学

に
入

学
して

良
か

った
と思

い
ま

す
か

？

95
.2

％
97

.2
％

97
.9

％

91
.1

%
92

.0
%

97
.5

%

98
.1

%

大
阪

成
蹊

大
学

び
わ

こ成
蹊

ス
ポ

ー
ツ

大
学

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

大
阪

成
蹊

大
学

び
わ

こ成
蹊

ス
ポ

ー
ツ

大
学

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

成
長

実
感

度

教
育

満
足

度

入
学

満
足

度

本
学

の
学

び
を

通
して

、あ
な

た
自

身
の

成
長

を
実

感
で

き
ま

した
か

？

大
阪

成
蹊

大
学

び
わ

こ成
蹊

ス
ポ

ー
ツ

大
学

大
阪

成
蹊

短
期

大
学

88
.9

％

46

93
.2

％

大
阪

成
蹊

学
園

教
学

改
革

の
成

果
⑤

～
20

21
年

3月
卒

業
生

ア
ンケ

ー
ト～
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ご
清

聴
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

学生確保（資料）－312



平
成
30
年
9月
20
日

学
校
法
人
大
阪
成
蹊
学
園

「
経
営
困
難
な
私
学
へ
の
経
営
指
導
の
在
り
方
に
関
す
る
事
例
報
告
」
配
布
資
料

 
　
於
：
文
部
科
学
省
高
等
教
育
局
私
学
部

 

【資料B】 
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■
自
己
紹
介

■
は
じ
め
に

～
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
で
の
仕
事
～

■
大
阪
成
蹊
学
園
在
籍
者
と
18
歳
人
口
の
推
移

■
大
阪
成
蹊
学
園

収
支
の
実
績

（
平
成
4年
度
～
平
成
29
年
度
）

■
平
成
30
年
度
入
学
者
等
の
状
況

■
大
阪
成
蹊
学
園

平
成
22
年
度
の
概
況
と
問
題
点

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

１
．
大
阪
成
蹊
学
園
の
特
色
を
活
か
し
た
抜
本
的
な
学
び
の
改
革

［
大
阪
成
蹊
学
園
の
特
色
］
［
学
園
設
置
校
］

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

１
．
大
阪
成
蹊
学
園
の
特
色
を
活
か
し
た
抜
本
的
な
学
び
の
改
革

［
学
び
の
改
革
の
変
遷
］

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

２
．
学
園
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
運
動
の
展
開

３
．
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
改
革

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

４
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

４
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

［
大
阪
成
蹊
学
園
組
織
体
制
（
平
成
21
年
・
平
成
30
年
）
］

目
次 ■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

５
．
教
学
の
抜
本
改
革
［
教
学
の
基
本
方
針
］

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

５
．
教
学
の
抜
本
改
革

［
教
育
の
質
の
保
証
・
特
色
化
に
関
す
る
10
の
特
長
］

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

５
．
教
学
の
抜
本
改
革
［
教
学
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
］

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

６
．
学
内
連
携
の
改
革

７
．
海
外
連
携
の
改
革

８
．
学
生
支
援
の
抜
本
改
革

■
学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

９
．
教
員
の
働
き
方
改
革

１
０
．
日
常
業
務
の
抜
本
改
革

■
大
阪
成
蹊
学
園

施
設
・
設
備
の
充
実

■
大
阪
成
蹊
大
学
・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学

学
生
の
成
長

■
大
阪
成
蹊
学
園

就
職
状
況

■
大
阪
成
蹊
大
学
・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学

課
外
活
動
の
充
実

■
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学

課
外
活
動
の
充
実

■
大
阪
成
蹊
大
学
芸
術
学
部

学
生
の
活
躍

Ｐ
１

Ｐ
２
～
３

Ｐ
４

Ｐ
５
～
６

Ｐ
７
～
８

Ｐ
９

Ｐ
１
０

Ｐ
１
１

Ｐ
１
２

Ｐ
１
３

Ｐ
１
４
～
１
５

Ｐ
１
６
～
１
７

Ｐ
１
８
～
２
３

Ｐ
２
４
～
２
５

Ｐ
２
６

Ｐ
２
７

Ｐ
２
８

Ｐ
２
９

Ｐ
３
０

Ｐ
３
１

Ｐ
３
２

Ｐ
３
３
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石
井

茂

1

い
し
い

し
げ
る

年
月

略
歴

高 度 成 長 期

昭
和
44
年
4月

関
西
相
互
銀
行
（
後
に
関
西
銀
行
、
現
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
）
入
行

昭
和
56
年
10
月

融
資
第
一
部
部
長
代
理
、
そ
の
後
次
長

融
資
企
画
担
当
・
大
蔵
省
担
当
、
〈
関
西
〉
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
を
開
発

昭
和
62
年
8月

池
田
旭
丘
支
店
長

連
続
業
績
表
彰
受
賞

バ ブ ル 崩 壊

銀 行 再 生 期

平
成
2年
5月

人
事
部
長

通
算
24
,0
00
人
の
採
用
面
接

平
成
10
年
5月

企
画
部
長

人
事
リ
ス
ト
ラ
の
実
施
、
不
良
債
権
処
理
、
財
務
内
容
の
改
善

平
成
11
年
6月

取
締
役
企
画
総
括
部
長

経
営
体
制
の
再
構
築
、
店
舗
体
制
の
再
構
築

平
成
13
年
6月

常
務
取
締
役
経
営
企
画
総
本
部
長

関
西
銀
行
と
関
西
さ
わ
や
か
銀
行
の
合
併
推
進

平
成
14
年
6月

専
務
取
締
役
（
代
表
取
締
役
）
経
営
企
画
総
本
部
長

関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
誕
生
、
本
店
移
転
、
東
証
1部
上
場

発 展 期

平
成
17
年
6月

副
頭
取

経
営
企
画
総
本
部
、
営
業
統
括
総
本
部
、
管
理
統
括
本
部
、

監
査
統
括
本
部
、
リ
ス
ク
管
理
本
部
、
人
事
本
部
担
当
を
歴
任

コ
ア
業
務
純
益
を
41
億
円
か
ら
31
0億
円
に
増
加

当
期
純
利
益
を
▲
20
2億
円
か
ら
12
0億
円
に
増
加

平
成
20
年
5月

退
任

平
成
20
年
6月

株
式
会
社
関
西
ク
レ
ジ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任

VI
SA
カ
ー
ド
で
マ
ン
シ
ョ
ン
入
居
審
査
家
賃
収
納
シ
ス
テ
ム
の
開
発

自
己
紹
介
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2

【
日
経
平
均
株
価
と
土
地
資
産
額
の
推
移
】

１
．
バ
ブ
ル
時
代
の
回
想

（
１
）
バ
ブ
ル
発
生
の
要
因

・
19
85
年
ア
メ
リ
カ
の
貿
易
赤
字
解
消
に
向
け
先
進
5カ
国
が
為
替
協
調
介
入
（
プ
ラ
ザ

合
意
）
。
急
激
な
円
高
が
進
行
。
円
高
不
況
対
策
の
た
め
、
日
銀
は
公
定
歩
合
引
き
下
げ
等

の
金
融
緩
和
を
実
施
。

・
土
地
神
話
を
背
景
に
、
企
業
は
土
地
や
株
へ
の
財
テ
ク
に
傾
注
。
金
余
り
の
中
、
金
融
機
関

も
投
機
資
金
向
け
融
資
を
積
極
的
に
拡
大
（
将
来
的
な
地
価
上
昇
を
見
越
し
た
過
剰
融
資
）
。

（
２
）
バ
ブ
ル
の
状
況

・
19
86
年
2月
に
NT
Tが
上
場
し
2ヶ
月
で
3倍
の
価
格
上
昇
。
日
経
平
均
は
急
上
昇
し
、

19
89
年
大
納
会
で
38
,9
57
円
の
最
高
値
を
記
録
。

・
地
価
が
高
騰
す
る
な
か
、
地
上
げ
が
横
行
。
都
市
部
の
み
な
ら
ず
、
地
方
部
も
リ
ゾ
ー
ト

開
発
、
ゴ
ル
フ
場
開
発
で
高
騰
。

・
潤
沢
な
資
金
を
得
た
企
業
が
、
日
本
国
外
の
不
動
産
や
企
業
を
買
収
（
三
菱
地
所
に
よ
る

ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
・
セ
ン
タ
ー
買
収
、
ソ
ニ
ー
に
よ
る
コ
ロ
ム
ビ
ア
映
画
買
収
等
）

２
．
バ
ブ
ル
崩
壊
と
金
融
危
機

（
１
）
バ
ブ
ル
崩
壊

・
バ
ブ
ル
抑
制
の
た
め
19
89
年
5月
か
ら
1年
3カ
月
の
間
に
5回
の
公
定
歩
合
を
引
き
上
げ
。

・
19
90
年
3月
、
大
蔵
省
が
金
融
機
関
へ
「
不
動
産
融
資
総
量
規
制
」
を
通
達
。

・
投
機
的
な
不
動
産
、
株
の
買
手
不
在
で
、
急
激
な
信
用
収
縮
が
起
こ
り
、
景
気
後
退
が
加
速
。

（
２
）
金
融
危
機
の
発
生

・
全
般
的
・
継
続
的
な
地
価
下
落
と
長
期
的
な
景
気
停
滞
に
よ
り
、
金
融
機
関
に
大
量
の
不
良

債
権
が
発
生
。

・
住
専
処
理
を
端
緒
に
、
中
小
の
み
な
ら
ず
大
手
金
融
機
関
も
破
綻
（
拓
銀
、
山
一
、
長
銀
、

日
債
銀
等
）
。
BI
S規
制
、
金
融
再
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
で
、
公
的
資
本
注
入
。

更
な
る
金
融
機
関
統
合
へ
進
展
。

【
大
阪
で
営
業
す
る
主
な
銀
行
の
変
遷
】

な
に
わ

埼
玉
りそ
な
銀
行

第
一
勧
業

富
士

福
徳

三
菱
東
京
三
和
東
海

太
陽

三
菱
U
FJ
銀
行

埼
玉

大
和

大
阪
近
畿

神
戸
三
井
住
友

平
和
相
互

日
本
興
業

三
井
住
友
銀
行

あ
さ
ひ

東
京
三
菱

U
FJ

太
陽
神
戸

さ
くら

住
友

池
田
泉
州

池
田
泉
州
銀
行

りそ
な
銀
行

み
ず
ほ
銀
行

関
西
さ
わ
や
か

関
西
ア
ー
バ
ン

関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行

近
畿
大
阪
銀
行

幸
福

京
都
共
栄

関
西
び
わ
こ

近
畿
大
阪

な
み
は
や

協
和

00.
5

11.
5

22.
5

33.
5

4

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

1970年
1972年
1973年
1975年
1977年
1979年
1980年
1982年
1984年
1986年
1987年
1989年
1991年
1993年
1994年
1996年
1998年
2000年
2001年
2003年
2005年
2007年
2008年
2010年
2012年
2014年
2015年

土
地
資
産
額

日
経
平
均
株
価

は
じ
め
に

～
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
で
の
仕
事
～

※
日
経
平
均
株
価
は
、
各
月
末
日
の
終
値
、

※
土
地
資
産
額
：
内
閣
府
「
国
民
経
済
計
算
」
、
'7
9年
以
前
は
H
2年
基
準
、
'8
0-
'9
3年
は
H
12
年
基
準
で
の
数
値

（
兆
円
）

（
万
円
）
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3

年
度

銀
行

信
金

信
組

労
金

合
計

都
銀

地
銀
Ⅰ

地
銀
Ⅱ

信
託
銀

長
信
銀

そ
の
他

共
計

昭
和
46

14
61

71
10

15
6

48
3

52
4

-
1,
16
3

50
13

63
72

10
15
8

46
9

48
9

-
1,
11
8

55
13

63
71

10
15
7

45
6

47
6

-
1,
09
4

60
13

64
69

14
16
0

45
6

44
9

-
1,
06
5

平
成
元

13
64

68
19

16
4

45
4

41
5

47
1,
08
0

5
11

64
65

24
16
4

42
8

38
4

47
1,
02
3

10
9

64
61

37
17
3

39
6

32
3

41
93
3

15
7

64
50

29
15
5

30
6

18
1

13
65
8

20
6

64
44

22
14
9

27
9

16
2

13
60
7

25
5

64
41

16
14
1

26
7

15
5

13
58
0

29
5

64
41

15
13
9

26
1

14
8

13
56
5

昭
和
46
対
比

-9
3

-3
0

5
-1
7

-2
22

-3
76

-
-5
98

【
金
融
機
関
数
の
推
移
】

預
金
保
険
対
象
金
融
機
関
数
の
推
移
（
平
成
30
年
9月
時
点
）

３
．
金
融
機
関
の
淘
汰

わ
が
国
の
金
融
機
関
は
昭
和
46
年
に
は
1,
16
3行
あ
っ
た
が
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

淘
汰
に
よ
り
平
成
29
年
に
は
56
5行
（
51
.4
％
減
）
と
な
っ
た
。

４
．
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
の
発
展

私
が
平
成
10
年
に
企
画
部
長
と
な
り
、
平
成
20
年
に
副
頭
取
と
し
て
退
任
す
る
ま

で
の
間
の
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
の
業
績
の
進
化
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

平
成
10
年
3月

平
成
20
年
3月

増
減

伸
び
率

資
金
量

9,
91
1

30
,9
50

+
21
,0
39

31
2%

融
資
量

9,
19
1

27
,4
19

+
18
,2
28

29
8%

店
舗
数

70
10
3

+
33

14
7%

従
業
員
(正
社
員
)

1,
38
4

1,
80
1

+
41
7

13
0%

コ
ア
業
務
純
益
※

41
31
0

+
26
9

75
6%

経
常
利
益

▲
72

18
4

+
25
6

-
当
期
純
利
益

▲
20
2

12
0

+
32
2

-

（
金
額
単
位
：
億
円
）

※
「
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
」
「
近
畿
大
阪
銀
行
」
「
み
な
と
銀
行
」
は
、
平
成
30
年
４
月
に
経
営
統
合
し
、
「
関
西
未
来
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

グ
ル
ー
プ
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
資
金
量
は
10
.8
兆
円
と
な
り
、
全
国
地
銀
グ
ル
ー
プ
中
第
6位
と
な
り
ま
し
た
。

５
．
銀
行
経
営
か
ら
学
ん
だ
６
つ
の
こ
と

１
．
乱
世
こ
そ
断
絶
的
な
発
展
の
チ
ャ
ン
ス

勝
組
・
負
組
の
格
差
拡
大

３
．
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
の
発
想
が
会
社
を
救
う

も
し
、
わ
が
社
が
こ
の
世
に
な
か
っ
た
と
し
た
ら
、

新
し
く
ど
の
よ
う
な
会
社
を
作
る
か

４
．
マ
ー
ケ
ッ
ト
動
向
の
正
し
い
理
解

【
C

en
te

r o
fE

xc
el

le
nc

e
】

専
門
性
を
持
っ
た
優
秀
な
人
材
を
集
結
し
、

短
期
間
で
集
中
し
て
高
品
質
の
成
果
を
出
す

５
．
「
1+
1＝
5」
の
発
想
を
目
指
す

「
国
家
」
「
地
域
」
「
顧
客
」
「
会
社
」
「
従
業
員
」

『
５
方
』
す
べ
て
、
良
し
。

６
．
本
店
・
支
店
の
美
化
の
効
果
大

顧
客
に
と
っ
て
快
適
な
空
間
の
創
造

セ
ン
タ
ー
オ
ブ
エ
ク
セ
レ
ン
ス

２
．
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
大
き
な
目
標
に
挑
戦

「
目
標
」
の
大
き
さ
は
、
「
志
」
の
大
き
さ

「
志
」
の
大
き
さ
は
、
「
努
力
」
の
大
き
さ

「
努
力
」
の
大
き
さ
は
、
「
成
果
」
の
大
き
さ

は
じ
め
に

～
関
西
ア
ー
バ
ン
銀
行
で
の
仕
事
～
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大
阪
成
蹊
学
園
在
籍
者
と
18
歳
人
口
の
推
移

4

■
学
園
在
籍
者
数
及
び
日
本
の
18
歳
人
口
の
推
移

2,
27

0 
2,

32
2 

2,
67

1 

4,
19

3 4,
33

6 5,
43

3 6,
49

6 
6,

64
2 6,

11
2 

5,
73

9 5,
69

5 5,
78

2 5,
85

6 5,
71

0 
5,

47
2 5,
74

8 5,
62

7 5,
57

9 5,
44

0 5,
48

7 5,
63

6 5,
69

0 5,
58

6 5,
53

2 5,
53

5 

5,
56

9 
5,

90
6 

6,
34

5 6,
31

7 6,
19

5 6,
18

0 6,
11

4 6,
01

5 5,
93

0 

5,
80

8 
5,

56
0 5,

14
2 4,

91
1 

4,
70

5 4,
50

9 4,
27

4 3,
80

8 3,
39

5 

3,
91

6 

4,
32

0 4,
82

1 5,
20

7 5,
06

0 

4,
89

3 
4,

64
5 4,

63
6 4,

63
8 

5,
01

8 5,
34

8 5,
80

7 

6,
01

6 6,
50

2

6,
80

57,
08

4

1,
00

0

2,
00

0

3,
00

0

4,
00

0

5,
00

0

6,
00

0

7,
00

0

20
0 19

019
7 17

7

14
0

19
5

24
9

24
3

23
6 21

3 19
5 18

5
17

4

16
7

16
2

15
6

15
4

16
2 15

8

15
6 15

816
1 16

417
2

16
8

15
618

5

18
818

8

19
320
1

20
4

20
5 19

8 18
6

17
7

17
3 16

8 16
2 15

5
15

1

15
1 15

0
14

6 14
113

7 13
3

13
0 12

4

12
1 12

212
0 11

912
3 11

812
0 11

912
0 11

8
10

0

15
0

20
0

25
0

30
0

日
本
の
18
歳
人
口
の
推
移
（
万
人
）

大
阪
成
蹊
学
園
の
学
生
・生
徒
数
の
推
移
（
人
）

注
）
各
年
5月
1日
現
在

61
63

2
4

6
8

10
12

14
16

18
20

22
24

26
28

30
35

37
39

41
43

45
47

49
51

53
55

57
59

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和
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大
阪
成
蹊
学
園

収
支
の
実
績

（
平
成
4年
度
～
平
成
17
年
度
）

（
金
額
単
位
：
百
万
円
）

5

費
目
／
年
度

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

4年
度

5年
度

6年
度

7年
度

8年
度

9年
度

10
年
度

11
年
度

12
年
度

13
年
度

14
年
度

15
年
度

16
年
度

17
年
度

決
算

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

教 育 活 動 収 支

学
生
生
徒
等
納
付
金

4,
18
3

4,
45
7

27
4
4,
63
3

17
6
4,
71
2

79
4,
42
8
▲
28
4
4,
24
9
▲
17
9
4,
15
4

▲
95

4,
01
4
▲
14
0
3,
74
9
▲
26
5
3,
22
8
▲
52
1
3,
88
3

65
5
4,
20
1

31
8
4,
52
5

32
4
5,
14
9

62
4

補
助
金

79
3

89
0

97
1,
00
4

11
4
1,
03
5

31
91
6
▲
11
9

92
6

10
77
4
▲
15
2

71
4

▲
60

79
8

84
68
7
▲
11
1

85
3

16
6

95
7

10
4

88
8

▲
69

94
4

56

その
他

35
0

35
6

6
28
6

▲
70

33
4

48
42
0

86
31
7
▲
10
3

28
0

▲
37

23
9

▲
41

29
7

58
18
6
▲
11
1

49
6

31
0

50
5

9
62
8

12
3

43
0
▲
19
8

収
入
合
計

5,
32
6

5,
70
3

37
7
5,
92
3

22
0
6,
08
1

15
8
5,
76
4
▲
31
7
5,
49
2
▲
27
2
5,
20
8
▲
28
4
4,
96
7
▲
24
1
4,
84
4
▲
12
3
4,
10
1
▲
74
3
5,
23
2

1,
13
1
5,
66
3

43
1
6,
04
1

37
8
6,
52
3

48
2

人
件
費

3,
00
6

3,
04
5

39
3,
21
6

17
1
3,
43
4

21
8
3,
54
1

10
7
3,
53
6

▲
5
3,
65
7

12
1
3,
65
1

▲
6
3,
69
9

48
3,
62
7

▲
72

4,
39
8

77
1
4,
51
0

11
2
4,
41
3

▲
97

4,
39
9

▲
14

退
職
金

31
8

32
2

4
19
3
▲
12
9

28
6

93
46
6

18
0

73
▲
39
3

0
▲
73

0
0

0
0

0
0

18
4

18
4

44
9

26
5

75
4

30
5

44
2
▲
31
2

教
育
研
究
経
費

90
9

88
8

▲
21

1,
23
0

34
2
1,
24
7

17
1,
39
5

14
8
1,
19
6
▲
19
9
1,
12
9

▲
67

1,
20
0

71
1,
20
6

6
1,
30
4

98
1,
92
8

62
4
2,
00
9

81
2,
06
2

53
2,
12
4

62

（
うち
、減
価
償
却
費
）

▲
29
2
▲
29
1

1
▲
40
3
▲
11
2
▲
41
0

▲
7
▲
51
2
▲
10
2
▲
46
7

45
▲
45
7

10
▲
44
3

14
▲
44
1

2
▲
44
5

▲
4
▲
53
4

▲
89

▲
80
1
▲
26
7
▲
78
4

17
▲
75
3

31

管
理
経
費

23
4

25
7

23
34
7

90
31
9

▲
28

50
3

18
4

40
3
▲
10
0

42
1

18
41
2

▲
9

55
5

14
3

56
1

6
1,
02
7

46
6

58
1
▲
44
6

52
7

▲
54

59
3

66

（
うち
、減
価
償
却
費
）

▲
42

▲
45

▲
3

▲
42

3
▲
43

▲
1

▲
64

▲
21

▲
53

11
▲
48

5
▲
50

▲
2

▲
58

▲
8

▲
52

6
▲
56

▲
4

▲
59

▲
3

▲
59

0
▲
58

1

その
他

0
0

0
▲
2

▲
2

▲
1

1
0

1
0

0
0

0
▲
1

▲
1

0
1

1
1

3
2

▲
1

▲
4

8
9

3
▲
5

支
出
合
計

4,
46
7

4,
51
2

45
4,
98
4

47
2
5,
28
5

30
1
5,
90
5

62
0
5,
20
8
▲
69
7
5,
20
7

▲
1
5,
26
2

55
5,
46
0

19
8
5,
49
3

33
7,
54
0

2,
04
7
7,
54
8

8
7,
76
4

21
6
7,
56
1
▲
20
3

教
育
活
動
収
支
差
額

85
9

1,
19
1

33
2

93
9
▲
25
2

79
6
▲
14
3
▲
14
1
▲
93
7

28
4

42
5

1
▲
28
3
▲
29
5
▲
29
6
▲
61
6
▲
32
1
▲
1,
39
2
▲
77
6
▲
2,
30
8
▲
91
6
▲
1,
88
5

42
3
▲
1,
72
3

16
2
▲
1,
03
8

68
5

教 育 活 動 外 収 支

受
取
利
息
・配
当
金

87
3

69
5
▲
17
8

38
6
▲
30
9

31
2

▲
74

22
7

▲
85

10
9
▲
11
8

11
6

7
97

▲
19

67
▲
30

70
3

40
▲
30

6
▲
34

3
▲
3

3
0

借
入
金
等
利
息

32
27

▲
5

23
▲
4

32
9

28
▲
4

25
▲
3

20
▲
5

17
▲
3

21
4

35
14

25
4

21
9

26
5

11
29
3

28
29
0

▲
3

教
育
活
動
外
収
支
差
額

84
1

66
8
▲
17
3

36
3
▲
30
5

28
0

▲
83

19
9

▲
81

84
▲
11
5

96
12

80
▲
16

46
▲
34

35
▲
11

▲
21
4
▲
24
9
▲
25
9

▲
45

▲
29
0

▲
31

▲
28
7

3

経
常
収
支
差
額

1,
70
0

1,
85
9

15
9
1,
30
2
▲
55
7
1,
07
6
▲
22
6

58
▲
1,
01
8

36
8

31
0

97
▲
27
1
▲
21
5
▲
31
2
▲
57
0
▲
35
5
▲
1,
35
7
▲
78
7
▲
2,
52
2
▲
1,
16
5
▲
2,
14
4

37
8
▲
2,
01
3

13
1
▲
1,
32
5

68
8

特 別 収 支

特
別
収
入

(売
却
益
、設
備
補
助
金
等
)

0
0

0
0

0
0

0
1

1
0

▲
1

0
0

0
0

6
6

4
▲
2
4,
58
1

4,
57
7

58
8
▲
3,
99
3

0
▲
58
8

0
0

特
別
支
出
（
処
分
損
）

57
16

▲
41

9
▲
7

10
1

12
2

0
▲
12

1
1

70
69

13
▲
57

29
4

28
1

10
▲
28
4

4
▲
6

3
▲
1

64
61

特
別
活
動
収
支
差
額

▲
57

▲
16

41
▲
9

7
▲
10

▲
1

▲
11

▲
1

0
11

▲
1

▲
1

▲
70

▲
69

▲
7

63
▲
29
0
▲
28
3
4,
57
1

4,
86
1

58
4
▲
3,
98
7

▲
3
▲
58
7

▲
64

▲
61

基
本
金
組
入
前

当
年
度
収
支
差
額

1,
64
3

1,
84
3

20
0
1,
29
3
▲
55
0
1,
06
6
▲
22
7

47
▲
1,
01
9

36
8

32
1

96
▲
27
2
▲
28
5
▲
38
1
▲
57
7
▲
29
2
▲
1,
64
7
▲
1,
07
0
2,
04
9

3,
69
6
▲
1,
56
0
▲
3,
60
9
▲
2,
01
6
▲
45
6
▲
1,
38
9

62
7

資
金
収
支
差
額

+
1,
02
4
▲
69
8

▲
5,
79
4

▲
88

▲
59
9

+
70
0

▲
10
7

▲
30
7

+
49
8

▲
91
3

+
30

+
2,
61
8

▲
1,
05
9

▲
1,
41
1

現
預
金
+
特
定
資
産
残
高

16
,7
71

16
,3
51

▲
42
0
16
,8
32

48
1
16
,2
26

▲
60
6
15
,5
80

▲
64
6
16
,2
79

69
9
16
,0
12

▲
26
7
15
,3
29

▲
68
3
15
,7
52

42
3
12
,3
50
▲
3,
40
2
8,
25
6
▲
4,
09
4
7,
88
7
▲
36
9
5,
84
7
▲
2,
04
0
4,
45
1
▲
1,
39
6

借
入
金
残
高

45
2

37
9

▲
73

51
6

13
7

64
8

13
2

58
7

▲
61

75
5

16
8

44
9
▲
30
6

42
2

▲
27

1,
92
4

1,
50
2
2,
16
2

23
8
9,
95
8

7,
79
6
12
,1
66

2,
20
8
11
,2
27

▲
93
9
10
,6
96

▲
53
1

借
入
金
利
率

6.
31
%

6.
19
%

-
5.
53
%

-
4.
95
%

-
4.
95
%

-
4.
95
%

-
4.
00
%

-
4.
00
%

-
2.
36
%

-
2.
16
%

-
2.
16
%

-
2.
23
%

-
2.
28
%

-
2.
34
%

-

定
期
金
利
率

3.
42
0%

1.
81
0%

-
1.
73
0%

-
0.
50
0%

-
0.
32
0%

-
0.
31
0%

-
0.
16
0%

-
0.
13
0%

-
0.
08
0%

-
0.
03
7%

-
0.
03
2%

-
0.
03
1%

-
0.
03
0%

-
0.
05
5%

-

中
前
理
事
長
就
任
期
間
：
平
成
6年
4月
～
平
成
22
年
3月
（
平
成
3年
か
ら
平
成
6年
ま
で
は
監
事
に
就
任
）

学生確保（資料）－319



大
阪
成
蹊
学
園

収
支
の
実
績

（
平
成
18
年
度
～
平
成
29
年
度
）

（
金
額
単
位
：
百
万
円
）

6

費
目
／
年
度

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

平
成

18
年
度

19
年
度

20
年
度

21
年
度

22
年
度

23
年
度

24
年
度

25
年
度

26
年
度

27
年
度

28
年
度

29
年
度

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

決
算

前
年
比

教 育 活 動 収 支

学
生
生
徒
等
納
付
金

5,
55
5

40
6

5,
44
7

▲
10
8

5,
29
9

▲
14
8

4,
94
7

▲
35
2

4,
69
2

▲
25
5

4,
53
7

▲
15
5

4,
69
2

15
5

4,
94
0

24
8

5,
47
9

53
9

5,
75
2

27
3

6,
24
6

49
4

6,
62
6

38
0

補
助
金

91
4

▲
30

93
4

20
90
9

▲
25

88
1

▲
28

90
1

20
93
0

29
1,
21
8

28
8

1,
28
0

62
1,
40
0

12
0

1,
42
4

24
1,
57
1

14
7

1,
62
6

55

その
他

43
0

0
36
4

▲
66

40
8

44
31
4

▲
94

27
6

▲
38

46
9

19
3

31
3

▲
15
6

53
0

21
7

39
2

▲
13
8

37
0

▲
22

40
7

37
48
6

79

収
入
合
計

6,
89
9

37
6

6,
74
5

▲
15
4

6,
61
6

▲
12
9

6,
14
2

▲
47
4

5,
86
9

▲
27
3

5,
93
6

67
6,
22
3

28
7

6,
75
0

52
7

7,
27
1

52
1

7,
54
6

27
5

8,
22
4

67
8

8,
73
8

51
4

人
件
費

3,
94
7

▲
45
2

3,
93
7

▲
10

3,
86
8

▲
69

3,
49
6

▲
37
2

3,
26
8

▲
22
8

3,
27
5

7
3,
41
2

13
7

3,
58
0

16
8

3,
83
2

25
2

4,
15
2

32
0

4,
58
8

43
6

4,
76
5

17
7

退
職
金

30
9

▲
13
3

23
4

▲
75

39
9

16
5

24
9

▲
15
0

17
0

▲
79

1,
25
3

1,
08
3

15
3
▲
1,
10
0

31
4

16
1

22
9

▲
85

15
1

▲
78

15
7

6
84

▲
73

教
育
研
究
経
費

1,
95
2

▲
17
2

1,
90
7

▲
45

1,
99
1

84
1,
98
7

▲
4

1,
93
7

▲
50

2,
01
0

73
1,
86
7

▲
14
3

1,
88
3

16
1,
93
6

53
2,
00
1

65
2,
24
0

23
9

2,
47
8

23
8

（
うち
、減
価
償
却
費
）

▲
74
1

12
▲
73
4

7
▲
73
3

1
▲
67
0

63
▲
66
8

2
▲
69
2

▲
24

▲
63
7

55
▲
52
5

11
2

▲
54
5

▲
20

▲
57
0

▲
25

▲
58
0

▲
10

▲
62
5
▲
45

管
理
経
費

43
3

▲
16
0

38
2

▲
51

38
8

6
46
4

76
42
4

▲
40

49
1

67
51
9

28
56
9

50
60
2

33
64
2

40
63
3

▲
9

73
4

10
1

（
うち
、減
価
償
却
費
）

▲
57

1
▲
56

1
▲
56

0
▲
51

5
▲
53

▲
2

▲
61

▲
8

▲
59

2
▲
56

3
▲
50

6
▲
48

2
▲
48

0
▲
51

▲
3

その
他

12
9

1
▲
11

5
4

6
1

6
0

10
4

2
▲
8

2
0

2
0

0
▲
2

1
1

1
0

支
出
合
計

6,
65
3

▲
90
8

6,
46
1

▲
19
2

6,
65
1

19
0

6,
20
2

▲
44
9

5,
80
5

▲
39
7

7,
03
9

1,
23
4

5,
95
3
▲
1,
08
6

6,
34
8

39
5

6,
60
1

25
3

6,
94
6

34
5

7,
61
9

67
3

8,
06
1

44
3

教
育
活
動
収
支
差
額

24
6

1,
28
4

28
4

38
▲
35

▲
31
9

▲
60

▲
25

64
12
4
▲
1,
10
3
▲
1,
16
7

27
0

1,
37
3

40
2

13
2

67
1

26
8

60
0

▲
70

60
5

5
67
7

71

教 育 活 動 外 収 支

受
取
利
息
・配
当
金

4
1

12
8

10
▲
2

6
▲
4

2
▲
4

1
▲
1

1
0

1
0

1
0

1
0

1
0

0
▲
1

借
入
金
等
利
息

27
7

▲
13

27
8

1
23
4

▲
44

19
8

▲
36

17
1

▲
27

15
6

▲
15

12
0

▲
36

10
3

▲
17

86
▲
17

61
▲
25

54
▲
7

54
0

教
育
活
動
外
収
支
差
額

▲
27
3

14
▲
26
6

7
▲
22
4

42
▲
19
2

32
▲
16
9

23
▲
15
5

14
▲
11
9

36
▲
10
2

17
▲
85

17
▲
60

25
▲
53

7
▲
54

▲
1

経
常
収
支
差
額

▲
27

1,
29
8

18
45

▲
25
9

▲
27
7

▲
25
2

7
▲
10
5

14
7
▲
1,
25
8
▲
1,
15
3

15
1

1,
40
9

30
0

14
9

58
6

28
5

54
0

▲
45

55
2

12
62
3

70

特 別 収 支

特
別
収
入

(売
却
益
、設
備
補
助
金
等
)

33
6

33
6

0
▲
33
6

10
2

10
2

28
▲
74

3
▲
25

6
3

19
13

69
50

76
7

28
4

20
8

24
▲
26
0

13
▲
11

特
別
支
出
（
処
分
損
）

7
▲
57

0
▲
7

60
5

60
5

97
▲
50
8

18
▲
79

4,
11
0

4,
09
2

5
▲
4,
10
5

10
5

1
▲
9

2
1

27
25

75
48

特
別
活
動
収
支
差
額

32
9

39
3

0
▲
32
9

▲
50
3

▲
50
3

▲
69

43
4

▲
15

54
▲
4,
10
4
▲
4,
08
9

14
4,
11
8

59
45

75
16

28
2

20
7

▲
3

▲
28
5

▲
62

▲
59

基
本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差
額

30
2

1,
69
1

18
▲
28
4

▲
76
2

▲
78
0

▲
32
1

44
1

▲
12
0

20
1
▲
5,
36
2
▲
5,
24
2

16
5

5,
52
7

35
9

19
4

66
1

30
1

82
2

16
2

54
9

▲
27
3

56
1

11

資
金
収
支
差
額

+
60
9

▲
1,
19
4

▲
94
0

▲
15
5

+
69
7

+
2,
50
8

▲
44
5

▲
21
7

+
23
3

▲
17
9

+
1,
11
8

+
33
6

現
預
金
+
特
定
資
産
残
高

5,
06
4

61
3

3,
66
2
▲
1,
40
2

2,
73
4

▲
92
8

2,
58
3

▲
15
1

1,
83
4

▲
74
9

4,
34
2

2,
50
8

3,
89
7

▲
44
5

3,
83
0

▲
67

4,
21
3

38
3

4,
13
4

▲
79

4,
80
2

66
8

5,
28
8

48
6

借
入
金
残
高

9,
51
5
▲
1,
18
1

8,
80
1

▲
71
4

7,
59
1
▲
1,
21
0

7,
06
1

▲
53
0

6,
55
3

▲
50
8

5,
07
0
▲
1,
48
3

4,
30
9

▲
76
1

3,
79
3

▲
51
6

3,
46
4

▲
32
9

3,
19
7

▲
26
7

3,
49
2

29
5

4,
68
5
1,
19
3

借
入
金
利
率

2.
62
%

-
2.
72
%

-
2.
60
%

-
2.
54
%

-
2.
60
%

-
2.
60
%

-
2.
57
%

-
2.
53
%

-
2.
02
%

-
1.
65
%

-
1.
50
%

-
1.
31
%

-

定
期
金
利
率

0.
34
70
%

-
0.
35
0%

-
0.
23
5%

-
0.
07
7%

-
0.
03
5%

-
0.
02
7%

-
0.
02
6%

-
0.
02
6%

-
0.
02
6%

-
0.
02
1%

-
0.
01
4%

-
0.
01
1%

-

石
井
理
事
長
就
任
：
平
成
22
年
4月
～

学生確保（資料）－320



平
成
30
年
度
入
学
者
等
の
状
況

7

7

42
0
42
0
35
0
35
0
35
0
45
7
47
7
47
7
47
7

60
2

22
9
22
6
19
6

32
7
33
8

53
3
49
7
51
1
51
7

66
4

36
8
35
8
28
3

45
7
43
0

90
4

89
3

1,
34
3

1,
68
62,
09
1

1,
30
3

1,
15
3

92
8

95
6

1,
05
11,
32
8

1,
60
91,
79
7

1,
98
32,
14
1

0

50
0

10
00

15
00

20
00

H2
1
H2
2
H2
3
H2
4
H2
5
H2
6
H2
7
H2
8
H2
9
H3
0

大
阪
成
蹊
大
学

入
学
定
員

入
学
者

志
願
者

在
籍
者

［
平
成

21
年
度
比
］

志
願
者
約

5.
7 倍
（

36
8 人

→
2,

09
1 人

1,
72

3 人
増
）

在
籍
者
約

1.
6 倍
（

1,
30

3 人
→

2,
14

1 人
83

8 人
増
）

27
0
27
0
27
0
29
0
29
0
29
0
29
0

37
0
37
0
37
0

33
6
32
2
33
0
32
1

36
9
36
2
35
8
37
2
38
2

42
3

70
3

78
0
77
7

67
7

73
790
0
93
0

74
3

66
5

77
1

1,
23
9

1,
33
3 1
,3
20
1,
28
61
,2
90
1,
32
2
1,
34
2

1,
40
8
1,
41
71,
47
9

20
0

40
0

60
0

80
0

10
00

12
00

14
00

H
21

H2
2
H2
3
H
24

H2
5
H
26

H2
7
H
28

H2
9
H
30

び
わ
こ成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学 入
学
定
員

入
学
者

志
願
者

在
籍
者

平
成

15
年
の
開
学
以
来
、

16
年
連
続
で
入
学
定
員
を
充
足

H2
1 比
在
籍
者
約

1.
2 倍
（

1,
23

9 人
→

1,
47

9 人
24

0 人
増
）

(単
位
：
人
)

注
）
各
年
5月
1日
現
在

1,
71
0
1,
71
0 1,
64
0
1,
66
0
1,
70
0
1,
77
7
1,
79
7

2,
03
7
2,
03
7

2,
18
2

1,
48
1
1,
54
01,
64
8

1,
92
4
1,
95
3

2,
26
1
2,
07
3

2,
38
6
2,
32
4
2,
42
2

2,
45
6

2,
77
6
2,
82
1

3,
01
3
3,
09
3

4,
03
0
3,
87
0

4,
55
2

4,
82
0

5,
13
0

4,
64
5
4,
63
6

4,
63
8

5,
01
8

5,
34
85,
80
7

6,
01
66,
50
2

6,
80
5

7,
08
4

10
00

20
00

30
00

40
00

50
00

60
00

70
00

H2
1
H2
2
H2
3
H2
4
H2
5
H2
6
H2
7
H2
8
H2
9
H3
0

学
園
全
体

入
学
定
員

入
学
者

志
願
者

在
籍
者

［
平
成

21
年
度
比
］

志
願
者
約

2.
1 倍
（

2,
45

6 人
→

5,
13

0 人
2,

67
4 人
増
）

入
学
・
入
園
者
約

1.
6倍
（

1,
48

1人
→

2,
42

2人
94

1人
増
）

在
籍
者
約

1.
5 倍
（

4,
64

5 人
→

7,
08

4 人
2,

43
9 人
増
）

(単
位
：
人
)

(単
位
：
人
)
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平
成
30
年
度
入
学
者
等
の
状
況

8

69
0

69
0

69
0

69
0

69
0

66
0

66
0

76
0

76
0

76
0

62
8

60
6

60
2

69
1

72
0

74
3

69
6

74
4

80
3

76
2

76
9

73
6

74
883
8

86
1

1,
00
3
98
9

90
4

1,
17
8

1,
02
1

1,
34
0

1,
24
0

1,
21
6

1,
29
6

1,
38
5

1,
44
6
1,
42
1
1,
42
0

1,
53
5
1,
55
7

50
0

70
0

90
0

11
00

13
00

15
00

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H2
5

H2
6

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

大
阪
成
蹊
短
期
大
学

入
学
定
員

入
学
者

志
願
者

在
籍
者

24
0

24
0

24
0

24
0

28
0

28
0

28
0

34
0

36
0

36
0

21
8

29
5

44
3

51
2

43
0

52
8

44
5

68
8

54
9

50
5

54
580
8

93
5

96
6

96
6

1,
11
7

97
4

1,
48
4

1,
21
5
1,
17
9

57
8

69
0

93
8

1,
24
1

1,
36
7

1,
44
1 1,
37
5

1,
63
1

1,
65
0

1,
69
7

15
0

35
0

55
0

75
0

95
0

11
50

13
50

15
50

17
50

H2
1

H2
2

H2
3

H2
4

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校

入
学
定
員

入
学
者

志
願
者

在
籍
者

全
国
の
私
立
女
子
高
等
学
校
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
入
学
者
数

［
平
成

21
年
度
比
］
志
願
者
約

2.
1倍
（

54
5人

→
1,

17
9人

63
4人
増
）

在
籍
者
約

2.
9倍
（

57
8人

→
1,

69
7人

1,
11

9人
増
）

全
国
の
短
期
大
学
の
中
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
入
学
者
数
と
７
つ
の
多
様
な
学
び

［
平
成

21
年
度
比
］
志
願
者
約

1.
3倍
（

76
9人

→
1,

02
1人

25
2人
増
）

入
学
者
約

1.
2 倍
（

62
8 人

→
76

2 人
13

4 人
増
）

(単
位
：
人
)

(単
位
：
人
)

注
）
各
年
5月
1日
現
在
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１
．
非
効
率
・
過
大
な
投
資
に
よ
る
脆
弱
な
財
務
体
質

平
成
15
年
2大
学
3学
部
同
時
立
上
げ
に
よ
る
過
大
投
資
（
約
10
0億
円
）

無
計
画
な
不
動
産
購
入
に
よ
る
非
効
率
投
資
（
約
60
億
円
）

平
成
8年
和
歌
山
県
白
浜
町

約
16
.5
億
円

平
成
16
年
大
阪
府
茨
木
市
彩
都

約
43
.5
億
円

２
．
学
生
募
集
活
動
の
不
振

低
い
入
学
定
員
充
足
率

大
阪
成
蹊
大
学
53
.8
%
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
87
.8
%
（
平
成
22
年
度
）

大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
90
.8
%
（
平
成
21
年
度
）

３
．
女
子
の
ニ
ー
ズ
と
教
育
内
容
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

女
子
高
校
が
母
体
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
強
み
や
特
色
が
活
か

さ
れ
て
い
な
い
教
育

平
成
15
年
大
阪
成
蹊
大
学
現
代
経
営
情
報
学
部
の
設
置

４
．
学
園
連
携
体
制
の
未
整
備

学
園
内
の
女
子
高
校
か
ら
の
低
い
内
部
進
学
率
34
.3
％

５
．
学
生
支
援
に
対
す
る
取
組
み
の
欠
如

低
い
就
職
率
75
.6
％

就
職
希
望
率
78
.6
%

9

６
．
少
子
化
進
行
な
ど
の
マ
ク
ロ
環
境
へ
の
認
識
欠
如

少
子
化
な
ど
の
将
来
の
明
白
な
問
題
に
対
応
し
な
い
経
営
体
制

７
．
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如

経
営
管
理
能
力
や
計
画
の
実
効
性
に
欠
く
経
営
体
制

８
．
責
任
感
に
乏
し
く
リ
ス
ク
に
弱
い
教
職
員

困
難
な
問
題
を
忌
避
す
る
傾
向
が
強
く
責
任
感
に
乏
し
い
教
職
員

の
体
質

９
．
教
育
内
容
の
改
善
努
力
の
不
足

社
会
や
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
ず
、
個
々
の
教
員
任
せ
と
な
っ
た

教
育
内
容

10
．
活
気
の
な
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
不
十
分
な
教
育
環
境

学
生
に
と
っ
て
魅
力
な
く
放
置
さ
れ
た
施
設
・
設
備

理
事
長
就
任
当
時
、
学
園
が
抱
え
て
い
た
10
の
問
題
点

大
阪
成
蹊
学
園
平
成
22
年
度
の
概
況
と
問
題
点

学生確保（資料）－323



学
校
・
学
部
・
学
科
・
コ
ー
ス

入
学
定
員

大
阪
成
蹊
大
学

59
7

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

24
0

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

経
営
コ
ー
ス

70
食
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
(H
30
年
度
よ
り
国
際
観
光
ﾋﾞ
ｼﾞ
ﾈｽ
学
科
に
変
更
)

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

11
0

国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

国
際
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス

60
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

芸
術
学
部

17
7

造
形
芸
術
学
科

マ
ン
ガ
・
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
コ
ー
ス

17
7

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

イ
ン
テ
リ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス

美
術
コ
ー
ス

表
現
教
育
コ
ー
ス

教
育
学
部

18
0

教
育
学
科

初
等
教
育
専
攻
（
初
等
教
育
コ
ー
ス
・
幼
児
教
育
コ
ー
ス
）

12
0

中
等
教
育
専
攻
（
英
語
教
育
コ
ー
ス
・
保
健
体
育
教
育
コ
ー
ス
）

60
大
阪
成
蹊
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科

教
育
学
専
攻

［
修
士
課
程
］

5
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学

36
0

ス
ポ
ー
ツ
学
部

36
0

ス
ポ
ー
ツ
学
科

野
外
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

36
0

地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

学
校
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
健
康
コ
ー
ス

コ
ー
チ
ン
グ
コ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

ス
ポ
ー
ツ
情
報
戦
略
コ
ー
ス

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
大
学
院

ス
ポ
ー
ツ
学
研
究
科

10
大
阪
成
蹊
短
期
大
学

76
0

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

ア
パ
レ
ル
・
ス
タ
イ
リ
ス
ト
コ
ー
ス

50
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
コ
ー
ス

調
理
・
製
菓
学
科

調
理
コ
ー
ス

12
0

製
菓
コ
ー
ス

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
コ
ー
ス

栄
養
学
科

12
0

幼
児
教
育
学
科

30
0

観
光
学
科

90
ｸﾞ
ﾛｰ
ﾊﾞ
ﾙｺ
ﾐｭ
ﾆｹ
ｰｼ
ｮﾝ
学
科

30
経
営
会
計
学
科

50
大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校

36
0

普
通
科

キ
ャ
リ
ア
特
進
コ
ー
ス
、
キ
ャ
リ
ア
進
学
コ
ー
ス
、

幼
児
教
育
コ
ー
ス
、
ス
ポ
ー
ツ
コ
ー
ス

30
0

美
術
科

ア
ー
ト
・
イ
ラ
ス
ト
・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

60
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
附
属
こ
み
ち
幼
稚
園

90
合

計
2,
18
2

■
学
園
設
置
校
（
平
成
30
年
度
）

［
単
位
：
人
］

（
２
）

女
子
教
育
の
伝
統

・
19
33
年
（
昭
和
8年
4月
）
高
等
成
蹊
女
学
校
と
し
て
創
設
し
、
85
年
に
亘
る
女
子
教
育
の
実
績
と
伝
統

・
少
子
化
の
な
か
で
も
急
増
す
る
志
願
者
（
大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
）

・
女
子
学
生
比
率
大
阪
成
蹊
大
学
60
％

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
21
％

大
阪
成
蹊
短
期
大
学
97
％
大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
10
0％

（
１
）

豊
富
で
多
彩
な
学
び

・
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
彩
な
学
び
（
大
学
・
短
大
計
2大
学
院
、
4学
部
、
13
学
科
、
28
コ
ー
ス
）

・
学
園
全
体
で
、
42
種
類
の
学
び

教
育
、
保
育
、
経
営
、
造
形
芸
術
、
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ、
観
光
、
食
、
栄
養
、
ｱﾊ
ﾟﾚ
ﾙ、
ﾌｧ
ｯｼ
ｮﾝ
、
ｺﾐ
ｭﾆ
ｹｰ
ｼｮ
ﾝ等

（
３
）

発
展
す
る
高
校
、
短
期
大
学

・
大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
：
入
学
者
数
全
国
女
子
高
等
学
校
中
1位

・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学

：
入
学
者
数
全
国
私
立
短
期
大
学
中
3位
（
短
期
大
学
部
を
含
む
）

（
４
）

教
員
・
保
育
者
養
成
の
伝
統

・
19
53
年
（
昭
和
28
年
）
か
ら
65
年
に
お
よ
ぶ
教
育
の
実
績
と
伝
統

・
約
16
,9
00
人
の
卒
業
生
を
輩
出
（
大
阪
成
蹊
大
学
教
育
学
部
、
現
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
幼
児
教
育
学
科
）

・
北
摂
エ
リ
ア
の
幼
稚
園
、
保
育
園
に
お
け
る
卒
業
生
の
在
籍
率
約
70
％

（
９
）

充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境

・
琵
琶
湖
の
雄
大
な
自
然
を
活
か
し
た
充
実
し
た
ス
ポ
ー
ツ
環
境
（
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
）

・
ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
と
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
を
専
門
に
行
な
う
専
属
の
セ
ン
タ
ー

・
世
界
や
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
活
躍
す
る
ク
ラ
ブ
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
と
実
績

（
５
）

大
阪
市
内
唯
一
の
芸
術
学
部

・
8つ
の
専
門
的
な
学
び
の
コ
ー
ス
と
充
実
し
た
施
設
、
設
備
に
よ
る
創
造
環
境

（
６
）

観
光
教
育
の
伝
統
と
新
し
い
挑
戦

・
全
国
の
総
合
短
期
大
学
で
唯
一
の
観
光
学
科
に
お
け
る
5１
年
に
お
よ
ぶ
観
光
教
育
の
実
績
と
伝
統

・
平
成
30
年
4月
よ
り
大
阪
成
蹊
大
学
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
に
「
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
」
を
設
置

（
１
０
）

好
立
地
の
都
市
型
キ
ャ
ン
パ
ス

・
大
阪
市
中
心
部
（
梅
田
）
か
ら
電
車
で
17
分
の
高
い
利
便
性
（
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
）

（
８
）

充
実
し
た
学
生
支
援
体
制

・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
に
よ
る
学
修
・
学
生
生
活
サ
ポ
ー
ト
、
少
人
数
制
授
業
と
高
い
授
業
出
席
率

※
赤
字
の
学
校
・
学
科
等
は
平
成
30
年
４
月
に
開
設

（
７
）

充
実
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育

・
学
び
の
特
性
に
沿
っ
た
海
外
で
の
研
修
・
授
業
の
実
施

・
eラ
ー
ニ
ン
グ
教
材
に
よ
る
学
び
の
専
門
性
に
応
じ
た
英
語
力
の
強
化
（
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
）

・
ベ
ル
リ
ッ
ツ
と
の
連
携
に
よ
る
正
課
外
で
の
英
会
話
学
習
サ
ポ
ー
ト

10

大
阪
成
蹊
学
園
の
特
色

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
学
園
の
「
風
土
と
心
」
の
改
革
～

１
．
大
阪
成
蹊
学
園
の
特
色
を
活
か
し
た
抜
本
的
な
学
び
の
改
革
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11

平
成
21
年
度

学
部
学
科
等
の
設
置
及
び
入
学
定
員
の
変
更
等

平
成
30
年
度

大 阪 成 蹊 大 学

現
代
経
営
情
報
学
部

現
代
経
営
情
報
学
科

平
成
23
年
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
に
名
称
変
更

平
成
28
年
ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
設
置
（
入
学
定
員
90
人
）

平
成
30
年
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
設
置
（
入
学
定
員
60
人
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

ス
ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科

入
学
定
員
20
0人

入
学
定
員
24
0人

芸
術
学
部

情
報
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
学
科

環
境
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
学
科
・
美
術
学
科

平
成
24
年
長
岡
京
市
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
、
現
在
の
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
・
統
合

平
成
26
年
入
学
定
員
増
（
15
0人
→
15
7人
）

平
成
27
年
３
学
科
を
１
学
科
８
コ
ー
ス
に
改
編
、
入
学
定
員
増
（
15
7人
→
17
7人
）

芸
術
学
部

造
形
芸
術
学
科

入
学
定
員
22
0人

入
学
定
員
17
7人

平
成
26
年
教
育
学
部
教
育
学
科
新
設
（
入
学
定
員
10
0人
）

平
成
27
年
入
学
定
員
増
（
10
0人
→
12
0人
）

平
成
30
年
初
等
教
育
専
攻
・
中
等
教
育
専
攻
設
置
、
入
学
定
員
増
（
12
0人
→
18
0人
）

教
育
学
部

教
育
学
科
初
等
教
育
専
攻
・
中
等
教
育
専
攻

入
学
定
員
18
0人

平
成
30
年
大
阪
成
蹊
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
新
設
（
入
学
定
員
5人
）

大
阪
成
蹊
大
学
大
学
院

教
育
学
研
究
科
入
学
定
員
5人

び わ こ 成 蹊

ス ポ ー ツ 大 学

ス
ポ
ー
ツ
学
部

生
涯
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ学
科

競
技
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ学
科

平
成
24
年
入
学
定
員
増
（
27
0人
→
28
0人
）

平
成
27
年
２
学
科
を
統
合
し
、
ス
ポ
ー
ツ
学
科
設
置
（
入
学
定
員
28
0人
）

平
成
28
年
入
学
定
員
増
（
28
0人
→
36
0人
）

ス
ポ
ー
ツ
学
部

ス
ポ
ー
ツ
学
科

入
学
定
員
27
0人

入
学
定
員
36
0人

平
成
24
年
び
わ
こ
成
蹊
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ大
学
大
学
院
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ学
研
究
科
新
設
（
入
学
定
員
10
人
）

び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
大
学
院

ス
ポ
ー
ツ
学
研
究
科

入
学
定
員
10
人

大 阪 成 蹊 短 期 大 学

総
合
生
活
学
科

生
活
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
ｺｰ
ｽ、

食
物
ｺｰ
ｽ、
栄
養
ｺｰ
ｽ

平
成
23
年
表
現
文
化
学
科
を
創
造
文
化
学
科
に
名
称
変
更

平
成
24
年
児
童
教
育
学
科
幼
児
教
育
学
専
攻
入
学
定
員
増
（
15
0人
→
20
0人
）

平
成
25
年
児
童
教
育
学
科
幼
児
教
育
学
専
攻
入
学
定
員
増
（
20
0人
→
24
0人
）

平
成
26
年
創
造
文
化
学
科
を
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
に
名
称
変
更

児
童
教
育
学
科
を
幼
児
教
育
学
科
に
名
称
変
更

平
成
28
年
生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科
設
置
（
入
学
定
員
50
人
）

調
理
・
製
菓
学
科
設
置
（
入
学
定
員
12
0人
）

栄
養
学
科
設
置
（
入
学
定
員
12
0人
）

幼
児
教
育
学
科
入
学
定
員
増
（
24
0人
→
30
0人
）

生
活
デ
ザ
イ
ン
学
科

調
理
・
製
菓
学
科

栄
養
学
科

児
童
教
育
学
科

初
等
教
育
学
専
攻
・
幼
児
教
育
学
専
攻

幼
児
教
育
学
科

観
光
学
科

観
光
学
科

表
現
文
化
学
科

グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科

経
営
会
計
学
科

経
営
会
計
学
科

入
学
定
員
（
短
大
計
）
69
0人

入
学
定
員
（
短
大
計
）
76
0人

大 阪 成 蹊

女 子

高 等 学 校

普
通
科

ｷｬ
ﾘｱ
進
学
ｺｰ
ｽ、
幼
児
教
育
ｺｰ
ｽ、

美
術
・
ｲﾗ
ｽﾄ
・
ｱﾆ
ﾒｰ
ｼｮ
ﾝｺ
ｰｽ
、

ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂｺ
ｰｽ

平
成
25
年
キ
ャ
リ
ア
特
進
コ
ー
ス
開
設
（
募
集
定
員
30
人
）

募
集
定
員
増
（
24
0人
→
28
0人
）

平
成
28
年
美
術
科
設
置
（
募
集
定
員
60
人
）

平
成
25
年
募
集
定
員
増
（
34
0人
→
36
0人
）

普
通
科

美
術
科

募
集
定
員
24
0人

募
集
定
員
36
0人

こ
み
ち
幼
稚
園
募
集
定
員
90
人

こ
み
ち
幼
稚
園
募
集
定
員
90
人

学
園
合
計

入
学
・
募
集
定
員
計
1,
71
0人

入
学
・
募
集
定
員
計
2,
18
2人

収
容
定
員
5,
13
0人

収
容
定
員
6,
72
8人

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
学
園
の
「
風
土
と
心
」
の
改
革
～

■
学
び
の
改
革
の
変
遷
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学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
学
園
の
「
風
土
と
心
」
の
改
革
～

２
．
学
園
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
運
動
の
展
開

~
 明
る
く
、
活
気
の
あ
る
学
園
風
土
の
醸
成
~

（
１
）
挨
拶
の
励
行

「
桃
李
成
蹊
」
～
学
校
を
訪
れ
る
す
べ
て
の
人
に

笑
顔
の
挨
拶
と
心
の
こ
も
っ
た
お
も
て
な
し
～

授
業
は
、
ま
ず
挨
拶
か
ら
始
ま
る

（
２
）
身
だ
し
な
み
を
整
え
る

品
格
あ
る
一
流
人
へ
の
第
1歩

（
３
）
学
園
内
全
面
禁
煙

地
域
自
治
会
・
大
阪
市
と
協
働
で
相
川
町
内
全
域
禁
煙

（
４
）
キ
ャ
ン
パ
ス
の
美
化
促
進

大
改
装
に
よ
り
明
る
く
清
潔
な
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
現

食
堂
・
カ
フ
ェ
ラ
ウ
ン
ジ
な
ど
憩
い
の
ス
ペ
ー
ス
作
り

（
５
）
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
・
負
け
癖
文
化
か
ら
の
脱
却

３
．
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
改
革

企
業
・
学
校
法
人
・
地
域
団
体
等
の
繁
栄
・
衰
退
は
95
％
ト
ッ
プ
の
責
任

ト
ッ
プ
の
人
格
・
見
識
・
能
力
の
全
て
が
組
織
に
反
映
す
る

《
ト
ッ
プ
の
要
件
》

①
夢
と
希
望
を
も
っ
て
、
人
生
の
情
熱
の
大
半
を
事
業
に
注
ぐ
こ
と

②
政
治
・
経
済
・
社
会
・
業
界
の
動
向
を
見
極
め
経
営
の
方
向
性
を
誤
ら
な

い
こ
と

③
豊
富
な
経
験
に
基
づ
い
た
適
切
な
判
断
力
を
有
し
、
仕
事
の
細
部
に
亘
っ

て
正
し
く
き
め
細
か
い
指
示
が
で
き
る
こ
と

④
教
職
員
の
仕
事
を
高
い
立
場
か
ら
理
解
し
、
厳
し
さ
と
温
か
さ
を
持
っ
て

接
し
、
良
い
人
間
関
係
を
築
く
こ
と

⑤
自
分
自
身
の
利
害
得
失
よ
り
も
、
組
織
の
発
展
や
学
生
・
教
職
員
の
幸
せ

を
願
う
こ
と
が
出
来
る
こ
と

⑥
困
難
に
直
面
し
た
時
も
、
逃
げ
ず
、
正
し
く
、
し
な
や
か
に
対
応
し
、
部

下
を
勇
気
付
け
る
こ
と
が
出
来
る
こ
と

⑦
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
し
、
反
社
会
的
勢
力
や
特
定
団
体
の
影
響
を

受
け
な
い
こ
と

12

「
時
を
守
り
」
周
囲
か
ら
信
頼
さ
れ
る
人
に
な
る

「
場
を
清
め
」
周
囲
を
美
し
く
す
る
こ
と
で
気
づ
く
人
に
な
る

「
礼
を
正
す
」
礼
儀
を
つ
く
す
こ
と
で
心
が
通
じ
合
え
る
人
に
な
る

教
育
の
環
境
を
整
え
、
明
る
く
活
力
あ
る
組
織
を
実
現
す
る

従
来
の
マ
ナ
ー
運
動
を
進
化
さ
せ
、
平
成
29
年
4月
よ
り
品
格
と
人
間
力
の
育

成
を
重
視
し
た
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
運
動
」
を
展
開
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学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
学
園
の
「
風
土
と
心
」
の
改
革
～

４
．
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革

（
３
）
教
職
協
働
の
業
務
運
営
体
制
の
確
立

教
員
・
職
員
が
対
等
の
立
場
に
立
て
る
よ
う
、
事
務
職
に
本
部
長

制
度
を
設
け
、
募
集
強
化
対
策
会
議
、
就
職
強
化
対
策
会
議
、
学

生
支
援
強
化
対
策
会
議
、
教
務
強
化
対
策
会
議
（
現
在
の
教
学
改

革
FS
D会
議
）
を
教
職
協
働
で
開
催
し
、
役
割
を
明
確
に
し
活
動

を
強
化
し
て
い
る
。

（
４
）
組
織
の
改
革

経
営
の
重
要
ア
イ
テ
ム
を
明
確
化
し
、
責
任
体
制
と
人
材
の
専
門

性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
経
営
企
画
本
部
、
高
等
教
育
研
究
所
、

リ
ス
ク
管
理
本
部
な
ど
１
８
の
部
署
を
新
設
。

（
５
）
会
議
の
充
実

連
絡
・
調
整
の
た
め
の
会
議
か
ら
、
問
題
解
決
の
た
め
の
会
議
へ

《
会
議
充
実
の
要
件
》

①
会
議
は
人
が
集
い
気
を
合
わ
せ
る
所
で
あ
り
極
め
て
重
要
と
の

認
識
を
共
有
《
気
合
》

②
会
議
時
間
は
最
長
1時
間
半
、
集
合
は
5分
前

③
議
案
は
担
当
部
で
十
分
調
査
検
討
し
、
煮
詰
ま
っ
た
形
で
提
出

④
資
料
は
A4
横
2枚
が
基
本
、
具
体
的
な
施
策
を
箇
条
書
き
し
、

冗
漫
な
文
章
は
不
可

⑤
必
ず
結
論
・
方
向
性
・
更
な
る
検
討
課
題
を
明
確
に
す
る

⑥
意
味
の
な
い
質
問
の
た
め
の
質
問
は
し
な
い

⑦
次
回
会
議
の
予
告
、
各
人
の
や
る
べ
き
こ
と
を
明
確
に
す
る

平
成
15
年
の
2大
学
設
置
後
、
一
時
は
本
学
園
の
経
営
は
停
滞
し
組

織
は
活
力
を
失
っ
た
。
学
内
の
活
性
化
・
意
識
改
革
に
は
組
織
・
会

議
の
抜
本
改
革
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
改
革
が
極
め
て
重
要

で
あ
り
、
充
実
し
た
組
織
・
会
議
の
実
現
に
よ
り
、
平
成
21
年
に
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
っ
た
。

（
１
）
理
事
会
の
刷
新
・
機
能
強
化
《
平
成
22
年
4月
》

理
事
会
の
メ
ン
バ
ー
を
全
員
入
れ
替
え
、
学
園
業
務
・
財
務
・
教

育
な
ど
全
て
の
経
営
の
最
高
決
議
執
行
機
関
と
し
て
の
実
質
化
を

図
っ
た
。
教
授
会
・
委
員
会
は
、
教
学
に
関
す
る
事
前
検
討
機
関

で
あ
り
、
執
行
機
関
と
し
て
の
位
置
づ
け
と
し
た
。

（
２
）
常
任
理
事
会
・
経
営
会
議
の
創
設

理
事
会
付
議
案
件
の
事
前
審
議
、
教
育
改
革
・
募
集
広
報
・
就
職

支
援
・
学
生
支
援
・
経
営
計
画
・
財
務
管
理
な
ど
の
経
営
課
題
を

集
中
審
議
す
る
会
議
と
し
て
創
設

経
営
会
議
は
平
成
24
年
9月
か
ら
本
部
長
会
議
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
平
成
27
年
4月
か
ら
は
経
営
会
議
と
し
て
約
80
人
の
幹
部
教
職

員
が
集
う
最
大
の
重
要
会
議
と
な
っ
た
。

理
事
長
が
議
長
を
務
め
、
学
園
の
意
思
決
定
、
教
員
の
意
思
統
一
、

IR
、
FD
、
SD
研
修
の
重
要
な
場
と
な
っ
て
い
る
。

13
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学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
学
園
の
「
風
土
と
心
」
の
改
革
～

【
大
阪
成
蹊
学
園
旧
組
織
体
制
】
（
平
成
21
年
4月
時
点
）

14

学
園
組
織
図

（
平
成
2
1
年
4
月
1
日
現
在
）

理
事
会

図 書 館

図 書 館

保 健 セ ン タ ー

ス ポ ー ツ 開 発 ・ 支 援 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

図 書 課

保 健 課

事 務 課

学 生 課

教 務 課

事 務 課

人 事 課

総 務 課

入 試 課

就 職 課

総 務 課

図 書 課

総 務 課

教 務 シ ス テ ム 課

事 務 シ ス テ ム 課

保 健 課

就 職 第 二 課

入 試 第 二 課

入 試 第 一 課

募 集 業 務 課

経
営
計
画
策
定
推
進
本
部

監
査
室

募
集
本
部

就
職
本
部

事 務 課

経 理 総 括 課

人 事 課

事 務 部

保 健 セ ン タ ー

法 人 事 務 局

総 合 教 育 研 究 支 援 セ ン タ ー

教 育 研 究 所 事 務 部

保 健 課

教 務 第 二 課

教 育 支 援 セ ン タ ー

就 職 第 一 課

学 生 支 援 課

学 生 第 二 課

学 生 第 一 課

学 生 部

芸 術 学 部 事 務 総 括 部

教 務 第 一 課

入 試 部

総 務 課

評
議
員
会

理
事
長

教
学
部
門

大 阪 成 蹊 女 子 高 等 学 校

大 阪 成 蹊 短 期 大 学

び わ こ 成 蹊 ス ポ ー ツ 大 学

大 阪 成 蹊 大 学 評
議
会

各 学 部 ／ 学 科

各 学 科

学 部 ／ 学 科

各 委 員 会

各 委 員 会

各 委 員 会

附 属 こ み ち 幼 稚 園

普 通 科

事 務 局

高 校 事 務 部 事 務 課

比
良
キ
ャ
ン
パ
ス

相
川
キ
ャ
ン
パ
ス

教 授 会

教 授 会

教 授 会

法 人

高 校

大 阪 成 蹊 大 学 ・ 大 阪 成 蹊 短 期 大 学

び わ こ 成 蹊 ス ポ ー ツ 大 学

事 務 部

評
議
会

情 報 シ ス テ ム 局 情 報 シ ス テ ム 部

事 務 課

就 職 部

教 務 部

総 務 部

大 阪 成 蹊 大 学 ・

大 阪 成 蹊 短 期 大 学 事 務 局
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学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
学
園
の
「
風
土
と
心
」
の
改
革
～

【
大
阪
成
蹊
学
園
現
組
織
体
制
】
（
平
成
30
年
9月
現
在
）

15

学
園
組
織
図

教 職 セ ン タ ー 教 職 支 援 課

大 阪 成 蹊 大 学 ・ 大 阪 成 蹊 短 期 大 学 保 健 セ ン タ ー

こ ど も 教 育 支 援 セ ン タ ー

教 育 人 材 育 成 セ ン タ ー

図 書 課

ス ポ ー ツ 開 発 ・ 支 援 セ ン タ ー

保 健 セ ン タ ー

こ ど も 教 育 研 究 所

音 楽 教 育 セ ン タ ー

教 育 研 究 支 援 セ ン タ ー

評
議
員
会

監
事

監
査
部

経 営 企 画 部

リ ス ク 管 理 部

情 報 シ ス テ ム 部

法 人 事 務 部

人 事 部

管 財 部

就 職 部

総 務 部

障 が い 学 生 支 援 室

教 職 管 理 部

総 務 本 部

リ ス ク 管 理 統 括 本 部

法 人 事 務 本 部

人 事 本 部

経 営 企 画 本 部

保 健 課

学 生 課

教 務 課

経 理 総 括 課

人 事 課

秘 書 課

入 試 課

就 職 課

入 試 広 報 課

就 職 課

総 務 課

タ ー

事 務

総 務 課

企 画 広 報 課

法 人 総 務 課

情 報 シ ス テ ム 課

入 試 事 務 第 2 課

入 試 事 務 第 1 課

経 営 企 画 課

教 務 第 2 課

教 務 第 1 課

学 生 支 援 課

学 生 課

入 試 広 報 企 画 課

理
事
長
・
総
長

常
任
理
事
会

経
営
会
議

(理
事
長
、
総
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理
事
、
学
長
、
校
長
、
園
長
）

学 生 相 談 室

学 生 支 援 セ ン タ ー

留 学 生 支 援 セ ン タ ー

教 務 部

就 職 本 部

教 務 本 部

図 書 館

入 試 広 報 部入 試 広 報 本 部

学 事 部

大 学 院 ( 教 育 学 研 究 科 )

ス ポ ー ツ 開 発 ･ 支 援 セ ン タ ー

事 務 部

図 書 課

教 育 研 究 支 援 部 教 育 研 究 支 援 課

図 書 館

英 語 教 育 セ ン タ ー

ラ ー ニ ン グ コ モ ン ズ セ ン タ ー

ス ポ ー ツ ＆ カ ル チ ャ ー セ ン タ ー

学 務 部

総 務 部

学 生 本 部 学 生 部

理
事
会

教
学
部
門

大 阪 成 蹊 女 子 高 等 学 校

大 阪 成 蹊 短 期 大 学

び わ こ 成 蹊 ス ポ ー ツ 大 学

大 阪 成 蹊 大 学 各 学 部 ／ 学 科

各 学 科

学 部 ／ 学 科

各 委 員 会

各 委 員 会

各 委 員 会

附 属 こ み ち 幼 稚 園

普 通 科 ／ 美 術 科

事 務 局

募 集 広 報 企 画 室

事 務 部 事 務 課

大 学 院( ス ポ ー ツ 学 研 究 科 ）

教 授 会

教 授 会

教 授 会

Ｉ Ｒ 推 進 室

入 試 部

総 合 企 画 部

広 報 企 画 本 部 広 報 企 画 部

法 人

大 阪 成 蹊 女 子 高 等 学 校

大 阪 成 蹊 大 学 ・ 大 阪 成 蹊 短 期 大 学

び わ こ 成 蹊 ス ポ ー ツ 大 学

募 集 強 化 対 策 F S D 会 議

教 職 教 育 推 進 本 部

事 務 課

学 生 支 援 強 化 対 策 F S D 会 議

教
学
改
革
FS
D
会
議

運
営
幹
部
会
議
（
比
良
キ
ャ
ン
パ
ス
）

運 営 諮 問 会 議

運 営 諮 問 会 議

高
等
教
育
研
究
所

評 議 員 会

大
学

評
議
会

学生確保（資料）－329
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■
大
阪
成
蹊
学
園
の
教
育
の
質
保
証
に
向
け
た
取
組
み

１
．
我
が
国
の
社
会
に
生
じて
い
る
変
化

（
１
）
日
本
経
済
の
停
滞
、科
学
技
術
の
発
達
、各
種
産
業
の
台
頭
や
情
報
化
、グ
ロー
バ
ル
化
の
進
展

（
２
）
一
方
で
、都
市
化
、核
家
族
化
、地
域
の
つ
な
が
りの
希
薄
化
が
進
み
、社
会
的
な
教
育
機
能
が
低
下

（
３
）
様
々
な
分
野
で
の
国
際
競
争
力
の
低
下
、グ
ロー
バ
ル
人
材
育
成
の
遅
れ

（
４
）
少
子
高
齢
化
に
伴
う社
会
保
障
費
の
増
大
が
国
家
予
算
を
逼
迫

２
．
今
後
の
社
会
環
境
の
変
化
ー
予
測
困
難
な
時
代
の
到
来

（
１
）
第
4次
産
業
革
命
、超
ス
マ
ー
ト社
会
（
So
ci
et
y5
.0
）
の
到
来
、A
Iの
更
な
る
台
頭
、既
存
の
職
業

の
淘
汰
を端
緒
とし
て
、人
間
の
働
き方
や
生
活
習
慣
、考
え
方
や
生
き
方
の
未
曾
有
の
転
換
に
直
面

（
２
）
日
本
の
総
人
口
、生
産
年
齢
人
口
の
減
少
、経
済
成
長
が
鈍
化
す
る
こと
に
伴
う様
々
な
問
題
が
発
生

建
学
の
精
神
「桃
李
不
言
下
自
成
蹊
」、
行
動
指
針
「忠
恕
」に
基
づ
く、
真
に
「人
間
力
」の
あ
る
人
材
の
育
成

【教
育
の
基
本
理
念
】

桃
李
不
言
下
自
成
蹊

～
桃
李
も
の
言
わ
ざ
れ
ど
も
下
お
の
ず
か
ら
蹊
を
成
す
～

建
学
の
精
神

～
夫
子
の
道
は
忠
恕
の
み
～

忠
恕

ち
ゅ
う
じ
ょ

行
動
指
針

①
強
い
身
体
・
柔
軟
な
心
を
持
ち
、
生
命
力
豊
か
な
人

②
「
読
む
」
「
書
く
」
「
聞
く
」
「
話
す
」
な
ど
の

基
礎
能
力
を
十
分
保
有
し
て
い
る
人

③
人
と
円
満
に
接
し
つ
つ
、
か
つ
迎
合
し
な
い
主
体
性
・

独
自
性
を
持
っ
て
い
る
人

④
世
界
を
鳥
瞰
し
、
広
く
大
き
く
物
事
を
捉
え
た
適
切

な
価
値
判
断
や
問
題
解
決
が
で
き
る
人

⑤
強
い
好
奇
心
や
向
上
心
を
持
ち
、
劣
悪
な
環
境
を
も

克
服
す
る
強
い
心
を
持
つ
人

⑥
人
に
対
す
る
深
い
理
解
と
忠
恕
の
心
を
持
ち
、
人
と

の
絆
を
大
切
に
す
る
人

「
人
間
力
」
の
定
義

【
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
平
成
26
年
12
月
22
日
）
よ
り
】
※

（
1）
豊
か
な
人
間
性
：
高
等
学
校
教
育
を
通
じ
て
、
国
家
及
び
社
会
の
責
任
あ
る
形
成
者
と
し
て
必
要
な
教
養
と
行
動
規
範
を
身
に

付
け
る
こ
と
。
大
学
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
更
に
発
展
・
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
、
地
域
社
会
、
国
際
社
会
等
に
お
い
て

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
主
体
的
に
活
動
す
る
力
を
鍛
錬
す
る
こ
と
。

（
2）
健
康
・
体
力
：
高
等
学
校
教
育
を
通
じ
て
、
社
会
で
自
立
し
て
活
動
す
る
た
め
に
必
要
な
健
康
･体
力
を
養
う
と
と
も
に
、
自
己

管
理
等
の
方
法
を
身
に
付
け
る
こ
と
。
大
学
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
更
に
発
展
・
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
社
会
的
役
割
を
果

た
す
た
め
に
必
要
な
肉
体
的
、
精
神
的
能
力
を
鍛
錬
す
る
こ
と
。

（
3）
確
か
な
学
力
：
学
力
の
三
要
素
を
、
社
会
で
自
立
し
て
活
動
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
し
、
高
等

学
校
教
育
を
通
じ
て
(ⅰ
)こ
れ
か
ら
の
時
代
に
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
、
「
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協

働
し
て
学
ぶ
態
度
（
主
体
性
･多
様
性
･協
働
性
）
」
を
養
う
こ
と
、
(ⅱ
)そ
の
基
盤
と
な
る
「
知
識
･技
能
を
活
用
し
て
、
自
ら

課
題
を
発
見
し
そ
の
解
決
に
向
け
て
探
究
し
、
成
果
等
を
表
現
す
る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
･判
断
力
･表
現
力
等
の
能
力
」
を

育
む
こ
と
、
(ⅲ
)さ
ら
に
そ
の
基
礎
と
な
る
「
知
識
･技
能
」
を
習
得
さ
せ
る
こ
と
。
大
学
に
お
い
て
は
、
そ
れ
を
更
に
発
展
･

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
を
総
合
し
た
学
力
を
鍛
錬
す
る
こ
と
。

高
等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
を
通
じ
て
育
む
べ
き
「
生
き
る
力
」

世
界
に
お
け
る

日
本
の

地
位
や
存
在
感
が

著
しく
低
下

※
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会
「
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向
け
た
高
等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選
抜
の

一
体
的
改
革
に
つ
い
て
～
す
べ
て
の
若
者
が
夢
や
目
標
を
芽
吹
か
せ
、
未
来
に
花
開
か
せ
る
た
め
に
～
（
答
申
）
」
（
平
成
26
年
12
月
22
日
）
よ
り

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
教
学
の
基
本
方
針

～
５
．
教
学
の
抜
本
改
革

学生確保（資料）－330
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１
．
豊
か
な
教
養
と品
格
を
備
え
た
人
材
の
育
成

２
．
社
会
の
人
材
要
請
に
応
え
る
、即
戦
力
とし
て
活
躍
で
き
る
優
れ
た
専
門
性
の
育
成

３
．
何
事
に
も
主
体
性
を持
って
取
組
み
、生
涯
に
わ
た
って
学
び
続
け
る
こと
の
で
き
る
力
の
育
成

４
．
他
者
との
協
働
の
も
とに
、社
会
生
活
に
お
い
て
様
々
に
複
雑
化
す
る
課
題
を
解
決
す
る
こと
の
で
きる
力
の
育
成

５
．
誰
一
人
とし
て
置
き去
りに
せ
ず
、人
の
可
能
性
を
最
大
化
す
る
教
育
の
実
現

多
くの
子
ども
、若
者
の
人
生
を
豊
か
に
し、
社
会
の
発
展
に
寄
与
で
きる
よ
うに
、教
育
改
革
・教
育
実
践
をい
っそ
う進
め
て
い
く

教
学
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制

（
１
）
教
学
改
革
会
議
（
現
在
で
は
約
10
0人
の
教
職
員
が
参
加
）
、高
等
教
育
研
究
所
の
設
置

①
平
成
27
年
度
より
全
学
的
な
教
学
改
革
を
推
進
す
る
組
織
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、教
学
改
革
会
議
及
び
高
等
教
育
研
究
所
を
設
置
す
る
とと
も
に
、才
気
溢
れ
る
若
手

教
員
と豊
富
な
教
育
研
究
実
績
を持
つ
中
堅
・ベ
テ
ラン
教
員
に
よ
る
20
以
上
の
教
学
改
革
プ
ロジ
ェク
トチ
ー
ム
を
編
成
（
巻
末
資
料
を
参
考
）

②
い
ず
れ
の
プロ
ジ
ェク
トも
、学
生
が
能
動
的
に
、主
体
性
を持
って
、他
者
と協
働
しな
が
ら学
び
を深
め
て
い
き、
「人
間
力
」を
身
に
つ
け
る
た
め
に
必
要
な
教
学
改
革
を
志
向

平
成
29
年
度
に
受
審
した
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
の
認
証
評
価
に
お
い
て
、
「『
教
学
改
革
会
議
』の
も
とに

20
 の
プ
ロ
ジ
ェク
トチ
ー
ム
を
組
織
して
教
育
改
革
へ
の
取
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こと
」が
「優
れ
た
点
」の
1つ
とし
て
評
価

（
２
）
IR
推
進
室
の
設
置

学
生
の
成
長
や
変
化
、教
職
員
の
意
識
の
変
化
、各
施
策
の
取
組
み
状
況
や
成
果
な
ど、
教
学
の
質
の
保
証
に
関
す
る
客
観
的
な
指
標
の
検
証
と改
善
計
画
の
立
案
を
徹
底

（
３
）
FD
・S
D
研
修
（
教
職
員
へ
の
研
修
）
の
充
実

教
育
の
質
の
保
証
に
関
す
る
取
組
み
を
フロ
アレ
ベ
ル
で
徹
底
（
一
部
の
教
職
員
の
取
組
で
は
な
く、
全
教
職
員
が
改
革
の
目
的
や
趣
旨
を
理
解
して
、実
行
す
る
風
土
を
形
成
）

大
阪
成
蹊
大
学
、大
阪
成
蹊
短
期
大
学
に
お
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
の
基
本
方
針

教
職
員
の
行
動
原
理

「学
生
の
『人
間
力
』を
高
め
る
た
め
に
は
何
が
最
良
か
」と
い
う問
い
に
常
に
立
ち
返
りな
が
ら
、組
織
的
な
教
学
改
革
を
推
し進
め
る
体
制
を
構
築

①
社
会
に
対
す
る
学
校
の
使
命
を
自
らの
職
務
遂
行
に
お
け
る
使
命
と捉
え
る
こと
。

②
最
良
の
教
育
を
して
い
る
か
を
自
らに
常
に
問
い
か
け
る
こと
。

③
妥
協
や
現
状
の
追
随
を
排
して
、理
想
の
実
現
をめ
ざ
す
こと
。

入
口
は
広
く、
出
口
は
高
く
リテ
ラシ
ー
とコ
ン
ピテ
ンシ
ー
を
総
合
的
に
伸
ば
す
出
る
杭
は
伸
ば
す
、出
す
ぎ
た
杭
は
打
た
れ
な
い

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
教
学
の
基
本
方
針

～

学生確保（資料）－331
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（
１
）
入
学
式
、新
入
生
オ
リエ
ン
テ
ー
シ
ョン
、初
年
次
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
説
明
の
充
実

建
学
の
精
神
「桃
李
不
言
下
自
成
蹊
」と
、行
動
指
針
「忠
恕
」を
、言
葉
の
意
味
だ
け
で
は
な
く、
由
来
とな
った
故
事
に
見
え
る
人
物
像
や
漢
字
の
成
り立
ち

か
ら説
明
す
る
こと
で
、よ
り深
く理
解

（
２
）
教
育
目
的
や
デ
ィプ
ロ
マ
ポ
リシ
ー
、各
種
配
布
資
料
へ
の
反
映

教
育
目
的
や
デ
ィプ
ロマ
ポ
リシ
ー
等
に
反
映
す
る
ほ
か
、授
業
や
学
生
へ
の
指
導
に
用
い
る
様
々
な
資
料
に
掲
載
す
る
こと
で
全
学
生
に
浸
透

平
成
29
年
度
に
受
審
した
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
の
認
証
評
価
に
お
い
て
、

「建
学
の
精
神
や
大
学
の
使
命
・目
的
、教
育
目
的
に
つ
い
て
学
生
の
理
解
を
深
め
て
い
る
こと
」が
「優
れ
た
点
」の
1つ
とし
て
評
価

1
建
学
の
精
神
の
浸
透
「人
間
力
」教
育
の
全
学
的
展
開

（
１
）
品
格
とマ
ナ
ー
を
磨
く「
学
園
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
運
動
」の
展
開

過
去
5年
に
わ
た
り「
学
園
ブ
ラン
ド力
向
上
運
動
」と
して
、「
挨
拶
」「
身
だ
しな
み
」「
禁
煙
」「
清
掃
」「
遅
刻
・私
語
の
厳
禁
」等
の
マ
ナ
ー
運
動
を
展
開

した
結
果
、学
生
の
振
る
舞
い
や
キ
ャン
パ
ス
内
の
雰
囲
気
が
大
き
く変
わ
った

（
２
）
「パ
ー
ソ
ナ
ル
・ブ
ラ
ン
ド
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト」
プ
ロ
ジ
ェク
ト
へ
の
発
展

①
行
動
の
3つ
の
基
本
原
則
の
追
加

学
生
が
自
己
の
ブ
ラン
ドを
、自
己
の
行
動
に
よ
り形
成
して
い
くこ
とを
目
的
とし
て
お
り、
従
来
の
取
組
み
の
ほ
か
、行
動
の
基
本
原
則
とし
て
、

「１
．
時
を
守
り、
２
．
場
を
清
め
、３
．
礼
を正
す
（
教
育
学
者
の
森
信
三
に
よる
「職
場
再
建
の
3原
則
」よ
り）
」こ
とを
追
加

②
学
園
独
自
の
テ
キ
ス
ト等
の
作
成
と、
初
年
次
教
育
へ
の
導
入

品
格
と人
間
力
、倫
理
観
等
を育
む
こと
を
目
的
とし
た
テ
キ
ス
トや
ビデ
オ
教
材
を新
た
に
作
成
し、
全
学
生
に
配
布
して
指
導

平
成
29
年
度
に
受
審
した
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
の
認
証
評
価
で
は
、「
学
園
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
運
動
とデ
ィプ
ロ
マ
・ポ
リシ
ー
の
連
携
、

融
合
に
よ
り、
学
生
の
道
徳
性
や
倫
理
観
の
向
上
を
目
指
し努
力
して
い
る
こと
」を
「優
れ
た
点
」と
して
評
価

2
学
生
の
パ
ー
ソ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ドマ
ネ
ジ
メ
ン
ト
5つ
の
方
針
と倫
理
観
、品
格
、品
性
の
醸
成

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革
～
教
育
の
質
の
保
証
・
特
色
化
に
関
す
る
10
の
特
長
～

学生確保（資料）－332
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4年
間
の
基
盤
とな
る
共
通
教
育
を
抜
本
的
に
見
直
し（
平
成
31
年
度
カリ
キ
ュラ
ム
より
全
面
改
訂
予
定
）

（
１
）
共
通
教
育
の
目
的
の
見
直
し

新
た
に
、「
建
学
の
精
神
「桃
李
不
言
下
自
成
蹊
」と
行
動
指
針
「忠
恕
」を
教
育
の
基
本
方
針
に
据
え
て
、普
遍
的
な
倫
理
的
価
値
観
、深
い
教
養
に
裏
打
ち
され
た
広
い

視
野
、基
礎
的
な
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
、生
涯
学
び
続
け
る
態
度
・技
能
等
を培
い
、変
化
・変
革
の
著
しい
社
会
に
あ
って
も
活
躍
し、
ま
た
教
養
あ
る
社
会
人
とし
て
生

きる
上
で
必
要
とな
る
、人
間
力
の
基
盤
を形
成
す
る
」も
の
とし
た
。

（
２
）
共
通
教
育
に
お
い
て
養
う基
盤
的
能
力
の
再
定
義

「学
力
の
3要
素
」や
「学
士
課
程
共
通
の
学
習
成
果
に
関
す
る
参
考
指
針
」等
を参
照
の
上
、共
通
教
育
に
お
い
て
養
う「
基
盤
的
能
力
」を
再
定
義
した
。

①
建
学
の
精
神
「桃
李
不
言
下
自
成
蹊
」、
行
動
指
針
「忠
恕
」の
深
い
理
解
と品
格
あ
る
態
度
・志
向
性
、倫
理
観
、市
民
性

②
アカ
デ
ミッ
ク・
ア
クテ
ィブ
な
学
び
と卒
業
後
の
生
涯
を通
じた
学
び
に
必
要
な
、基
礎
的
な
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
能
力
（
読
む
、書
く、
聴
く、
話
す
）
、基
礎
的
な
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
、

主
体
性
を
持
って
多
様
な
人
々
と協
働
して
学
ぶ
態
度
（
自
立
的
・主
体
的
な
学
習
態
度
、他
者
との
協
働
的
な
学
習
態
度
）
、情
報
リテ
ラシ
ー

③
人
文
科
学
、社
会
科
学
、自
然
科
学
に
関
す
る
知
的
教
養
、基
礎
的
な
語
学
力

④
チ
ャレ
ンジ
とア
イデ
ア
実
践
的
な
課
題
解
決
力

⑤
自
己
の
理
解
と卒
業
後
の
キ
ャリ
ア形
成
に
関
す
る
力

（
３
）
充
実
した
初
年
次
教
育
の
構
築

①
初
年
次
教
育
の
目
的

新
た
に
、
「4
年
間
の
学
び
に
必
要
とな
る
アカ
デ
ミッ
クス
キ
ル
や
、卒
業
後
の
職
業
現
場
、生
涯
学
び
続
け
る
市
民
とし
て
の
実
生
活
に
必
要
とな
る
、基
礎
的
な
コミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョン
能
力
（
読
む
、書
く、
聴
く、
話
す
）
、基
礎
的
な
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力
、主
体
性
を持
って
多
様
な
人
々
と協
働
して
学
ぶ
態
度
（
自
立
的
・主
体
的
な
学
習

態
度
、他
者
との
協
働
的
な
学
習
態
度
）
、情
報
リテ
ラシ
ー
を身
に
つ
け
る
」も
の
とす
る
。

【初
年
次
教
育
で
養
う力
】

①
建
学
の
精
神
、行
動
指
針
の
理
解

②
アカ
デ
ミッ
クス
キ
ル
の
修
得

③
思
考
と表
現
（
文
章
、プ
レゼ
ンテ
ー
シ
ョン
）
、調
査
と表
現
（
文
章
、プ
レゼ
ンテ
ー
シ
ョン
）
、主
張
と対
話
（
プレ
ゼ
ンテ
ー
シ
ョン
、ダ
イア
ログ
）
の
基
盤
形
成

④
機
器
操
作
と情
報
倫
理
、ネ
ット
リテ
ラシ
ー

⑤
デ
ー
タ収
集
と分
析
、加
工
能
力
の
修
得
等

②
初
年
次
教
育
科
目
の
科
目
構
成
、授
業
内
容
の
改
革

既
存
の
初
年
次
教
育
科
目
の
授
業
内
容
、授
業
方
法
を更
に
見
直
して

「成
蹊
基
礎
演
習
１
」「
成
蹊
基
礎
演
習
２
」「
ス
タデ
ィス
キ
ル
ズ
１
」「
ス
タデ
ィス
キ
ル
ズ
２
」「
情
報
リテ
ラシ
ー
１
」

「情
報
リテ
ラシ
ー
２
」「
情
報
リテ
ラシ
ー
３
」の
7科
目
を全
学
共
通
の
初
年
次
教
育
科
目
とし
て
必
修
化

（
４
）
新
しい
時
代
の
教
養
教
育
の
構
築

①
人
の
理
解
と、
論
理
的
な
思
考
方
法
の
会
得

【教
養
教
育
で
養
う力
】

②
社
会
の
在
り様
に
つ
い
て
の
理
解

③
感
銘
・感
動
す
る
感
性
の
醸
成
と知
的
好
奇
心
の
喚
起

3
基
盤
とな
る
初
年
次
教
育
、教
養
教
育
の
充
実

［
構
成
す
る
5つ
の
科
目
区
分
］
「人
間
と智
」
「国
際
社
会
と日
本
」
「科
学
と環
境
」

「地
域
と文
化
」
「健
康
とス
ポ
ー
ツ」

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革
～
教
育
の
質
の
保
証
・
特
色
化
に
関
す
る
10
の
特
長
～

学生確保（資料）－333
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（
１
）
充
実
した
キ
ャリ
ア
教
育
の
構
築

全
国
で
も
非
常
に
高
い
水
準
の
就
職
希
望
率
、就
職
率
を誇
る
本
学
で
、卒
業
後
の
人
生
に
お
け
る
キ
ャリ
ア形
成
の
あ
り方
や
、職
業
人
とし
て
の
資
質
を

一
層
高
め
る
キ
ャリ
ア
教
育
を
め
ざ
して
キ
ャリ
ア教
育
プ
ログ
ラム
を
見
直
し

【キ
ャリ
ア
教
育
に
お
い
て
養
う力
】

①
自
己
分
析
を経
て
、将
来
の
夢
や
目
標
を立
て
、自
分
の
生
き方
を描
く力

②
社
会
人
とな
り、
働
く上
で
真
に
役
立
つ
思
考
力
、判
断
力
、表
現
力

③
企
業
や
自
治
体
等
の
抱
え
る
課
題
に
対
して
、社
会
の
人
々
や
同
じ大
学
で
異
な
る
専
門
を学
ぶ
学
生
が
協
働
し、
その
解
決
を
図
る
こと
で
、他
者
と協
働
して

課
題
を
解
決
す
る
力

（
2）
学
部
横
断
型
プ
ロ
ジ
ェク
ト科
目
（
PB
L科
目
）
の
開
設

自
治
体
、産
業
界
との
連
携
に
よ
り取
り組
ん
で
き
た
既
存
の
課
題
解
決
型
授
業
を発
展
させ
て
、新
た
に
学
部
横
断
型
の
プ
ロジ
ェク
ト科
目
とし
て
「企
業

連
携
PB
L」
「地
域
連
携
PB
L」
を開
設

（
3）
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ップ
の
質
的
充
実
と量
的
拡
大

イン
ター
ンシ
ップ
の
実
効
をよ
り高
め
る
た
め
、事
前
・事
後
、参
加
中
の
指
導
体
制
や
支
援
体
制
を
就
職
本
部
とも
連
携
して
大
幅
に
見
直
し

この
ほ
か
、社
会
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
キ
ャリ
ア
教
育
とな
って
い
る
か
を
検
証
す
る
た
め
、採
用
企
業
へ
の
ア
ンケ
ー
トを
実
施
、分
析

4
キ
ャリ
ア
教
育
の
充
実

（
１
）
ア
ク
テ
ィブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
全
学
的
展
開

①
全
授
業
ア
ク
テ
ィブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
徹
底

従
来
の
一
方
的
に
教
員
が
講
義
す
る
だ
け
の
授
業
を
排
し、
教
員
と学
生
、学
生
同
士
の
コミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン

を重
視
して
、学
生
の
主
体
的
、能
動
的
な
学
び
を促
す
ア
クテ
ィブ
ラー
ニ
ング
型
の
授
業
を全
教
員
が
徹
底

②
ア
ク
テ
ィブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ン
ド
ブ
ック
の
刊
行
、改
訂

本
学
園
に
お
け
る
ア
クテ
ィブ
ラー
ニ
ング
の
理
論
及
び
実
践
の
学
術
的
研
究
か
ら、
ア
クテ
ィブ
ラー
ニン
グ
ハ
ンド

ブッ
クを
刊
行
し、
全
教
員
に
配
布
、研
修
を実
施

③
全
授
業
で
ア
ク
テ
ィブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
実
施
計
画
書
の
作
成

シ
ラバ
ス
の
作
成
時
に
は
、全
教
員
が
それ
ぞ
れ
の
授
業
で
どの
よ
うな
ア
クテ
ィブ
ラー
ニ
ン
グ
型
授
業
を実
施

す
る
た
め
の
計
画
書
を作
成

5
教
育
の
最
小
基
礎
単
位
で
あ
る
授
業
の
質
の
向
上

平
成
29
年
度
に
受
審
した
日
本
高
等

教
育
評
価
機
構
の
認
証
評
価
に
お
い
て
、

「全
授
業
で
ア
ク
テ
ィブ
・ラ
ー
ニ
ン
グ
を

展
開
して
お
り、
成
果
を
上
げ
て
い
る
こと
」

が
「優
れ
た
点
」の
1つ
とし
て
評
価

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革
～
教
育
の
質
の
保
証
・
特
色
化
に
関
す
る
10
の
特
長
～

学生確保（資料）－334
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（
２
）
学
修
者
に
とっ
て
最
良
の
シ
ラ
バ
ス
の
作
成

①
シ
ラ
バ
ス
記
載
項
目
の
充
実

学
修
者
が
事
前
に
当
該
授
業
の
イメ
ー
ジ
を持
ち
、学
修
計
画
を立
て
る
こと
が
で
きる
シ
ラバ
ス
を作
成
。以
下
を
中
心
に
シ
ラバ
ス
の
記
載
項
目
を
充
実

・授
業
の
養
う力
と到
達
目
標
、デ
ィプ
ロマ
・ポ
リシ
ー
との
関
連
性
を明
示

・授
業
外
の
学
修
課
題
と必
要
な
時
間
を明
示

・授
業
方
法
の
特
色
とし
て
、ア
クテ
ィブ
ラー
ニン
グ
を促
す
方
法
や
、学
外
の
企
業
、自
治
体
等
との
連
携
先
を明
示

・授
業
の
課
題
や
取
組
み
に
対
して
フィ
ー
ドバ
ック
の
方
法
を
明

・成
績
評
価
の
方
法
と、
評
価
の
割
合
、評
価
の
基
準
等
の
明
示

・各
回
の
授
業
の
テ
ー
マ及
び
授
業
内
容
の
詳
細
の
明
示

・シ
ラバ
ス
作
成
者
以
外
の
視
点
で
の
、組
織
的
で
客
観
的
な
チ
ェッ
クを
徹
底

②
シ
ラ
バ
ス
作
成
の
た
め
の
研
修
の
充
実

毎
年
「シ
ラバ
ス
作
成
の
手
引
き」
を改
訂
・作
成
して
、全
教
員
に
配
布
、研
修
を実
施

（
３
）
公
正
で
客
観
的
な
成
績
評
価
の
実
施

①
成
績
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
導
入

新
た
に
成
績
評
価
ガ
イド
ライ
ンを
作
成
し、
成
績
評
価
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
を改
め
て
統
一

②
モ
デ
ル
ル
ー
ブ
リッ
ク
の
開
発

評
価
す
る
パ
フォ
ー
マン
ス
（
レ
ポ
ー
ト、
プ
レゼ
ンテ
ー
シ
ョン
等
）
別
に
、モ
デ
ル
とな
る
ル
ー
ブリ
ック
（
成
績
評
価
の
観
点
と尺
度
）
を
作
成
。評
価
の
客
観
性

を担
保
す
る
とと
も
に
、め
ざ
す
べ
き
到
達
基
準
を明
確
に
して
、学
修
を促
進
。

③
独
自
グ
レ
ー
ドの
開
発

英
語
教
育
、音
楽
教
育
で
大
阪
成
蹊
独
自
の
グ
レー
ドを
作
成
して
、到
達
目
標
や
成
果
の
見
え
る
化
を促
進

④
G
PA
の
活
用

全
学
で
GP
A制
度
を
導
入
。単
位
取
得
の
有
無
で
は
な
く、
学
修
の
質
を重
視
した
学
修
指
導
を徹
底

（
４
）
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
とに
した
授
業
改
善
サ
イ
ク
ル
の
確
立

①
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
充
実

半
期
ご
とに
全
授
業
で
授
業
評
価
ア
ンケ
ー
トを
実
施
。「
授
業
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
」「
授
業
内
容
と授
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
」「
授
業
を
通
して
得
られ
た
こと
」

に
つ
い
て
25
問
以
上
の
設
問
及
び
「自
由
記
述
」に
よる
、学
生
目
線
で
の
授
業
評
価
を徹
底
。

②
授
業
改
善
PD
CA
サ
イ
ク
ル
の
確
立

アン
ケ
ー
トの
結
果
に
基
づ
き、
全
教
員
が
各
授
業
に
お
け
る
「授
業
報
告
書
」又
は
「授
業
改
善
計
画
書
」を
作
成
し、
不
断
の
授
業
改
善
を
実
施
。

（
５
）
授
業
の
予
習
・復
習
に
要
す
る
学
修
課
題
の
充
実

①
予
習
や
復
習
課
題
の
明
示

授
業
外
で
の
学
修
を
充
実
す
る
よ
う、
シ
ラバ
ス
及
び
授
業
に
お
い
て
は
、予
習
や
復
習
に
要
す
る
学
修
課
題
を提
示
す
る
よ
う徹
底
。

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革
～
教
育
の
質
の
保
証
・
特
色
化
に
関
す
る
10
の
特
長
～

学生確保（資料）－335
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（
１
）
大
阪
成
蹊
10
大
大
会
の
開
催

学
び
の
専
門
性
に
応
じて
、学
生
が
日
々
の
学
修
の
成
果
を十
分
に
発
揮
す
る
機
会
とな
る
よう
な
多
様
な
コン
ペ
テ
ィシ
ョン
、大
会
等
を
企
画
、開
催

①
一
部
の
学
生
だ
け
で
は
な
く、
多
くの
学
生
の
参
加
意
欲
を生
み
出
す
工
夫

②
参
加
・出
場
に
向
け
、正
課
の
授
業
等
と連
携
した
指
導
の
徹
底

③
多
様
な
表
彰
部
門
の
設
定
と、
入
賞
者
へ
の
奨
学
金
の
充
実

6
学
修
の
成
果
を
発
揮
す
る
多
様
な
コン
ペ
テ
ィシ
ョン
、大
会
等
の
開
催

（
１
）
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
テ
ィブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

①
学
部
・学
科
の
学
び
の
専
門
性
に
応
じ
て
、世
界
で
学
ぶ
、世
界
か
ら学
ぶ
「グ
ロ
ー
バ
ル
ア
ク
テ
ィブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
展
開

（
２
）
グ
ロ
ー
バ
ル
奨
学
金
制
度
の
充
実
（
平
成
30
年
度
大
阪
成
蹊
大
学
・び
わ
こ成
蹊
ス
ポ
ー
ツ大
学
・大
阪
成
蹊
短
期
大
学
奨
学
金
総
額
予
算
約
4,
10
0万
円
）

グ
ロー
バ
ル
な
学
び
へ
の
挑
戦
機
会
を拡
大
す
ると
同
時
に
、学
生
の
挑
戦
を支
え
る
奨
学
金
制
度
を充
実

（
３
）
英
語
教
育
セ
ン
タ
ー
の
開
設

ネ
イテ
ィブ
教
員
、英
語
が
堪
能
な
専
門
ス
タッ
フが
常
駐
し、
い
つ
で
も
気
軽
に
、英
語
学
修
や
留
学
等
に
関
す
る
相
談
や
学
修
を
可
能
に

（
４
）
TO
EI
C7
30
点
以
上
を
目
標
とす
る
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
、教
育
学
科
中
等
教
育
専
攻
英
語
教
育
コー
ス
の
英
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

①
正
課
の
授
業
と正
課
外
の
個
別
・グ
ル
ー
プ
指
導
に
よ
り英
語
を
毎
日
学
習
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

②
必
修
の
短
期
海
外
研
修
、希
望
者
全
員
参
加
の
長
期
海
外
留
学
制
度
、並
び
に
奨
学
金
制
度
の
充
実

短
期
海
外
研
修
：
国
際
観
光
ビジ
ネ
ス
学
科
で
は
カナ
ダ、
中
等
教
育
専
攻
英
語
教
育
コー
ス
で
は
シ
ンガ
ポ
ー
ル
へ
（
現
地
で
の
授
業
料
、滞
在
費
、渡
航
費
の
全
額
を奨
学
金
とし
て
支
給
）

長
期
留
学
：
め
ざ
す
将
来
の
姿
、学
び
の
目
的
な
どに
より
、渡
航
先
の
国
や
大
学
、プ
ログ
ラム
、期
間
等
を柔
軟
に
選
択
可
能
（
本
学
前
期
授
業
料
相
当
額
を留
学
者
全
員
に
支
給
）

③
定
期
的
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
テ
ス
ト(
G
TE
C、
TO
EI
C)
、一
人
ひ
とり
の
学
修
状
況
を
記
録
す
る
学
修
カ
ル
テ
の
導
入

（
５
）
ベ
ツ
リッ
ツ
に
よ
る
無
料
の
英
語
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

その
他
の
学
部
・学
科
に
お
い
て
、英
語
学
修
へ
の
高
い
意
欲
を有
す
る
学
生
は
、ベ
ル
リッ
ツの
英
語
学
修
プ
ログ
ラム
を
学
内
で
、無
料
で
受
講
可
能
に

7
世
界
で
学
ぶ
、世
界
か
ら学
ぶ
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
充
実

”大
阪
成
蹊
カ
ップ
”プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
大
会

卒
業
論
文
発
表
会
(大
学
）

卒
業
制
作
展
（
大
学
）

卒
業
論
文
発
表
会
(短
期
大
学
)

卒
業
作
品
展
（
短
期
大
学
）

ファ
ッシ
ョン
シ
ョー
（
短
期
大
学
）

英
語
ス
ピ
ー
チ
コン
テ
ス
ト（
大
学
）

英
語
ス
ピ
ー
チ
コン
テ
ス
ト（
短
期
大
学
）

読
書
コン
ク
ー
ル
/ビ
ブ
リオ
バ
トル

め
ざ
せ
M
ae
st
ro
！
～
ピ
ア
ノコ
ン
ペ
テ
ィシ
ョン
～

【大
阪
成
蹊
学
園
10
大
大
会
】

学
び
へ
の
モチ
ベ
ー
シ
ョン
向
上
や
努
力
経
験
の
創
出
、学
修
の
深
化
、

学
修
成
果
や
努
力
した
こと
に
対
す
る
公
的
な
認
知
に
よ
り、
自
己
肯

定
感
を育
む
こと
の
で
きる
重
要
な
イベ
ン
トと
な
って
い
る

平
成
30
年
度
優
秀
学
生
へ
の
奨
学
金
総
額
予
算
約
30
0万
円

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革
～
教
育
の
質
の
保
証
・
特
色
化
に
関
す
る
10
の
特
長
～

学生確保（資料）－336
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（
１
）
学
外
連
携
学
修
の
目
的
を
よ
り明
確
に
す
る
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
作
成

よ
り質
の
高
い
学
外
連
携
授
業
を実
施
す
る
た
め
の
基
本
方
針
とな
る
ポ
リシ
ー
とガ
イド
ライ
ン
及
び
事
例
集
を作
成
し、
授
業
を
ブ
ラッ
シ
ュア
ップ

（
２
）
自
治
体
、産
業
界
等
様
々
な
学
外
機
関
との
連
携
の
推
進

自
治
体
、企
業
、公
益
法
人
・社
団
法
人
、N
PO
・N
GO
、地
域
住
民
（
商
店
街
・少
年
団
・コ
ミュ
ニテ
ィー
）
な
ど、
中
長
期
の
展
望
を持
った
取
り組
み
が
可
能
な
組
織
との
連
携
を
推
進

（
３
）
多
様
な
連
携
手
法
の
導
入

連
携
先
の
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
や
指
導
、実
践
的
な
経
験
に
加
え
、プ
ロジ
ェク
トベ
ー
ス
で
の
調
査
、分
析
、討
議
、企
画
提
案
、プ
レゼ
ンな
ど、
学
修
目
的
に
合
った
手
法
に
よ
って
授
業
を
展
開

（
４
）
や
りっ
ぱ
な
しで
は
終
わ
ら
な
い
、事
前
の
準
備
、事
後
の
振
返
りの
徹
底

事
前
の
学
修
や
事
後
の
報
告
会
の
開
催
等
を徹
底
。ま
た
教
員
も
連
携
先
か
らの
フィ
ー
ドバ
ック
に
基
づ
く授
業
改
善
を徹
底

8
理
論
と実
践
か
ら学
ぶ
学
外
連
携
授
業
の
充
実

平
成
28
年
度
よ
り、
正
課
外
で
の
学
修
環
境
を
充
実
す
る
目
的
で
ラ
ー
ニ
ン
グ
コモ
ン
ズ
を
開
設

（
１
）
専
門
ス
タ
ッフ
が
常
駐
し、
学
修
相
談
機
能
の
ワ
ン
ス
トッ
プ
化

（
２
）
”宿
題
カ
フェ
”ス
ペ
ー
ス
の
提
供
や
正
課
外
学
修
講
座
の
開
設
、タ
ブ
レ
ット
等
貸
出
機
能
の
充
実

9
正
課
外
に
お
け
る
学
び
の
機
会
及
び
学
修
環
境
の
充
実

（
１
）
卒
業
研
究
ガ
イ
ドラ
イ
ン
に
よ
る
学
生
の
卒
業
研
究
活
動
、教
員
の
卒
業
研
究
指
導
の
充
実

教
員
用
の
卒
業
研
究
ガ
イド
ライ
ンを
新
た
に
作
成
して
、組
織
的
で
一
体
的
な
研
究
指
導
を展
開
す
る
とと
も
に
、学
生
用
の
卒
業
研
究
ガ
イド
ライ
ンを
新
た
に
作
成
して
、

計
画
的
で
より
学
術
的
な
卒
業
研
究
活
動
を展
開

①
大
学
で
の
学
び
や
卒
業
後
の
人
生
を見
据
え
て
、卒
業
研
究
に
は
どの
よ
うな
意
義
と目
的
が
あ
り、
学
生
は
どの
よう
に
取
り組
む
べ
きか
に
つ
い
て
を
明
示

②
卒
業
研
究
に
お
い
て
養
う力
と、
デ
ィプ
ロマ
・ポ
リシ
ー
との
関
係
を明
示

③
卒
業
研
究
に
お
け
る
指
導
体
制
や
、卒
業
研
究
の
ス
ケ
ジ
ュー
ル
、研
究
計
画
書
や
題
目
の
作
成
方
法
を明
示

④
質
の
高
い
論
文
を
作
成
す
る
た
め
の
ポ
イン
トを
明
示

⑤
卒
業
研
究
論
文
、研
究
過
程
、研
究
発
表
の
それ
ぞ
れ
に
対
す
る
評
価
の
観
点
と評
価
の
基
準
、評
価
尺
度
（
ル
ー
ブリ
ック
）
を
明
示

（
２
）
卒
業
研
究
発
表
会
、卒
業
制
作
展
の
充
実

4年
間
の
学
び
の
成
果
とし
て
、全
学
生
が
卒
業
研
究
や
卒
業
制
作
の
内
容
を発
表

卒
業
研
究
・卒
業
制
作
指
導
の
充
実

10

【平
成
29
年
度
実
績
】

ラー
ニン
グ
コモ
ンズ
利
用
者
数
7,
95
1人

個
別
相
談
・タ
ブ
レ
ット
貸
出
・宿
題
カフ
ェ利
用
数
8,
30
8件

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革
～
教
育
の
質
の
保
証
・
特
色
化
に
関
す
る
10
の
特
長
～

学生確保（資料）－337
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テ
ー
マ

目
的

1
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー

と
入
試
方
法
の
整
合

受
験
者
の
資
質
・
能
力
を
多
面
的
に
評
価
す
る
こ
と
の
で
き
る
新
た
な
面
接
試
験
方
法
（
面
接
票
、
質
問
表
、
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
）

を
開
発
し
、
よ
り
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
沿
っ
た
入
学
者
の
選
抜
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

2
初
年
次
教
育
の
確
立

４
年
間
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
学
び
と
、
卒
業
後
の
生
涯
を
通
じ
た
学
び
に
必
要
な
、
基
礎
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
（
読
む
、
書
く
、
聴
く
、
話
す
）
、
基
礎
的
な
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
、
主
体
性
を
持
っ
て
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
学
ぶ

態
度
（
自
立
的
・
主
体
的
な
学
習
態
度
、
他
者
と
の
協
働
的
な
学
習
態
度
）
、
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
等
を
養
う
初
年
次
教
育
体
系
を
構
築

し
て
い
ま
す
。
（
平
成
31
年
度
教
育
課
程
よ
り
本
格
施
行
）

3
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
確
立

企
業
や
自
治
体
等
の
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
、
社
会
の
人
々
や
同
じ
大
学
で
異
な
る
専
門
を
学
ぶ
学
生
同
士
が
協
働
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
動
か
し
な
が
ら
解
決
を
図
る
こ
と
で
、
他
者
と
協
働
し
て
課
題
を
解
決
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
学
部
横
断
型
PB
L 授
業
の
開
発
と
、

自
己
分
析
を
経
て
、
将
来
の
夢
や
目
標
を
立
て
、
自
分
の
生
き
方
を
描
く
力
や
、
働
く
上
で
真
に
役
立
つ
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

等
の
力
を
養
う
キ
ャ
リ
ア
教
育
体
系
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
（
平
成
31
年
度
教
育
課
程
よ
り
本
格
施
行
）

4
学
外
連
携
授
業
の
推
進

産
業
界
や
自
治
体
等
、
実
社
会
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
専
門
性
を
深
め
る
学
外
連
携
授
業
の
量
的
・
質
的
拡
大
を
図
る
学
外
連
携
学
修

ポ
リ
シ
ー
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
事
例
集
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

5
専
門
演
習
・
卒
業
研
究
指
導

の
充
実

卒
業
研
究
・
卒
業
制
作
に
向
け
た
学
生
の
学
び
の
質
を
一
層
高
め
る
た
め
、
指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
統
一
の
評
価
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
、
専

門
演
習
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
導
入
や
卒
業
研
究
発
表
会
の
開
催
に
よ
り
、
組
織
的
体
系
的
な
ゼ
ミ
指
導
体
制
の
構
築
を
図
っ
て
い
ま
す
。

6
教
育
課
程
の
抜
本
的
な
見
直
し

教
育
課
程
の
体
系
性
や
各
科
目
区
分
の
教
育
目
的
を
検
証
し
、
よ
り
体
系
的
で
教
育
効
果
の
高
い
共
通
教
育
及
び
各
学
部
・
学
科
の
専

門
教
育
体
系
を
構
築
し
て
い
ま
す
。
（
平
成
31
年
度
教
育
課
程
よ
り
本
格
施
行
）

7
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
推
進

各
教
員
が
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
念
頭
に
お
い
た
授
業
づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
本
学
独
自
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
や
、
シ
ラ
バ
ス
作
成
時
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
実
施
計
画
書
の
作
成
、
FD
研
修
会
の
開
催
等
し
て
、
組
織
的
な
ア

ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
推
進
に
よ
る
学
生
の
学
び
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

8
シ
ラ
バ
ス
の
一
層
の
充
実

シ
ラ
バ
ス
記
載
項
目
の
充
実
と
入
力
フ
ォ
ー
ム
の
改
訂
、
シ
ラ
バ
ス
作
成
の
手
引
き
の
作
成
、
シ
ラ
バ
ス
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
確
立
等
に

よ
り
、
学
習
者
で
あ
る
学
生
に
と
っ
て
一
層
分
か
り
や
す
い
シ
ラ
バ
ス
の
作
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

9
適
切
な
成
績
評
価
の
実
施

成
績
評
価
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
レ
ポ
ー
ト
の
評
価
に
お
け
る
モ
デ
ル
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
開
発
等
に
よ
り
、

成
績
評
価
の
著
し
い
偏
り
の
解
消
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
GP
Aに
関
す
る
規
程
整
備
と
活
用
方
針
の
策
定
、
学
生
へ
GP
A制
度
の
趣
旨

を
周
知
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
等
に
よ
り
、
GP
A制
度
の
実
質
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
教
学
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

本
学
園
で
は
平
成
26
年
度
か
ら
抜
本
的
な
教
学
改
革
の
検
討
に
着
手
し
、
平
成
30
年
度
は
IR
 ・
FD
・
SD
を
含
め
20
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
改
革

に
着
手
し
て
い
る
。
そ
の
主
要
な
項
目
は
次
の
通
り
。

学生確保（資料）－338
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テ
ー
マ

目
的

10
学
修
成
果
を
発
揮
す
る
機
会

の
充
実

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
、
ピ
ア
ノ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
、
読
書
コ
ン
ク
ー
ル
・
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
、
卒
業
研
究
・
卒
業
制
作

発
表
会
、
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
等
を
開
催
し
、
学
生
が
学
修
の
成
果
を
発
揮
す
る
機
会
を
拡
大
し
て
い
ま
す

11
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

学
生
に
よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
と
も
に
、
授
業
実
施
報
告
書
又
は
授
業
改
善
計
画
書
の
作
成
に
よ
っ
て
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
た
授
業
実
践
の
振
返
り
を
す
る
こ
と
と
し
て
、
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
活
用
し
た
授
業
改
善
に
向
け
て

の
プ
ロ
セ
ス
を
明
確
に
し
て
い
ま
す
。

12
教
員
表
彰
の
実
施

優
れ
た
授
業
実
践
を
行
っ
て
い
る
教
員
を
表
彰
し
、
授
業
公
開
等
を
通
し
て
、
優
れ
た
授
業
実
践
に
お
け
る
工
夫
の
共
有
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
研
究
や
学
部
運
営
等
、
教
育
以
外
に
も
表
彰
分
野
を
拡
大
す
る
等
し
て
い
ま
す
。

13
非
常
勤
講
師
と
の
連
携
強
化

非
常
勤
の
先
生
方
と
の
連
絡
体
制
の
構
築
や
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
改
訂
等
に
よ
り
、
連
絡
体
制
や
共
有
す
べ
き
事

項
の
一
層
の
明
確
化
を
は
か
り
、
本
学
の
教
育
体
制
の
更
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

14
正
課
外
で
の
学
習
環
境
の
整
備

ラ
ー
ニ
ン
グ
コ
モ
ン
ズ
を
中
心
と
し
て
、
授
業
時
間
外
で
の
学
習
ス
ペ
ー
ス
や
学
習
相
談
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
や
、
講
座
の
開
講
を

行
い
、
正
課
外
で
の
学
習
環
境
の
充
実
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

15
学
園
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
運
動
の
深
化

テ
キ
ス
ト
「
品
格
と
人
間
力
」
や
マ
ナ
ー
D
VD
を
作
成
し
、
教
育
課
程
内
外
で
の
指
導
を
通
し
て
個
々
の
学
生
の
品
格
と
人
間
力

を
高
め
る
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
新
た
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

16
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
充
実

組
織
的
に
展
開
し
、
よ
り
効
果
の
高
い
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
の
確
立
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

17
英
語
教
育
の
改
革

大
学
で
は
平
成
30
年
度
よ
り
新
た
に
開
設
さ
れ
る
国
際
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
や
中
等
教
育
専
攻
英
語
教
育
コ
ー
ス
に
お
け
る
英
語

教
育
の
充
実
を
中
心
と
し
て
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
共
通
教
育
と
し
て
の
英
語
教
育
の

再
構
築
に
向
け
て
、
英
語
教
育
の
体
系
性
を
整
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
短
期
大
学
で
は
独
自
開
発
の
Li
nc
 E
ng
lis
h を
活
用
し
、
専
門
に
特
化
し
た
英
語
教
育
体
系
を
よ
り
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

18
体
系
的
な
FD
の
構
築

全
学
FD
委
員
会
を
中
心
と
し
て
、
教
学
改
革
の
方
向
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
学
部
FD
の
み
な
ら
ず
、
体
系
性
の
あ
る
全
学
的
な
FD

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

19
体
系
的
な
SD
の
構
築

全
学
FS
D
（
FD
・
SD
）
研
修
会
や
各
種
会
議
・
ト
ッ
プ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
じ
た
O
n 
th
e 
Jo
b 
De
ve
lo
pm
en
t、
各
部
門
別

企
画
立
案
型
SD
等
に
よ
り
、
教
職
員
の
職
能
を
高
め
て
い
ま
す
。

20
教
学
IR
体
制
の
構
築

教
学
情
報
の
恒
常
的
な
情
報
収
集
及
び
分
析
を
通
し
て
、
大
学
の
内
部
質
保
証
に
必
要
な
改
革
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
教
学
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
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学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
学
園
の
「
風
土
と
心
」
の
改
革
～

６
．
学
内
連
携
の
改
革

（
１
）
併
設
高
校
と
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
・
大
阪
成
蹊
大
学
・
び
わ
こ

成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
の
、
5年
～
7年
一
環
教
育
の
実
現

（
２
）
大
学
・
短
期
大
学
教
員
に
よ
る
高
校
へ
の
出
前
授
業

（
３
）
内
部
進
学
率
の
向
上

平
成
21
年
度
86
人
(3
4.
3％
) 
→
 平
成
30
年
度
21
6人
(5
3.
7％
)

※
内
部
進
学
率
は
キ
ャ
リ
ア
特
進
コ
ー
ス
卒
業
生
除
く

７
．
海
外
連
携
の
改
革

（
１
）
本
学
の
多
彩
な
教
育
・
研
究
の
分
野
に
合
わ
せ
、
海
外
の
大
学

と
の
連
携
を
強
化
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
対
応

各
大
学
・
短
大
で
12
大
学
と
協
定
締
結

（
平
成
25
年
度
よ
り
交
換
留
学
生
の
派
遣
33
人
・
受
入
29
人
の
実
施
）

（
２
）
学
び
の
特
性
に
沿
っ
た
海
外
で
の
研
修
・
授
業
の
実
施

語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
展
開

平
成
28
年
度

各
大
学
・
短
大
に
て
20
プ
ロ
グ
ラ
ム
19
1人
の
参
加

平
成
29
年
度

各
大
学
・
短
大
に
て
16
プ
ロ
グ
ラ
ム
16
6人
の
参
加

（
３
）
海
外
の
協
定
締
結
校
か
ら
の
研
究
員
の
受
入
れ

8．
学
生
支
援
の
抜
本
改
革

（
１
）
平
成
22
年
度
よ
り
「
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
運
動
」
を
展
開

平
成
29
年
度
よ
り
自
己
の
人
間
力
を
飛
躍
的
に
高
め
る
た
め

に
学
生
・
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
意
識
改
革
を
実
践
す
る

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
発
展

（
２
）
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
制
度
（
担
任
制
）
に
よ
る
、
き
め
細
か

な
学
生
対
応
の
充
実

（
３
）
授
業
の
運
営
状
況
と
出
席
状
況
の
把
握

保
護
者
と
の
連
携
に
よ
る
授
業
出
席
率
の
改
善
及
び
授
業
態

度
の
向
上
。
学
生
の
修
学
意
識
の
向
上
へ
の
取
組
み
の
徹
底

（
４
）
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
と
し
た
き
め
細
か
な
学
生
支
援

に
よ
る
退
学
者
の
低
減

（
５
）
留
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
に
よ
る
、
留
学
生
へ
の
き
め

細
か
な
支
援

日
本
留
学
AW
AR
DS
に
て
「
留
学
生
に
勧
め
た
い
進
学
先
」
と
し
て

3度
の
表
彰
（
20
14
年
度
・
20
15
年
度
・
20
17
年
度
）

（
６
）
キ
ャ
リ
ア
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
全
学
生
と
の
面
談
及
び
就
職
活

動
状
況
の
把
握
、
学
内
就
職
関
連
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
教
員
と
就
職
部
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
教
職
協
働

の
就
職
支
援

手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
高
い
就
職
希
望
率
・
就
職
率

（
４
）
海
外
協
定
校
の
短
期
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
受
入
れ

相
川
キ
ャ
ン
パ
ス

韓
世
大
學
校
(韓
国
)か
ら
52
人
受
入
れ
（
平
成
27
年
度
）

び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
ビ
ク
ト
リ
ア
大
学
(ｶ
ﾅﾀ
ﾞ)
・
台
東
大
学
(台
湾
)か
ら

38
人
受
入
れ
（
平
成
29
年
度
）

26
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学
園
発
展
の
た
め
の
《
１
０
》
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

～
学
園
の
「
風
土
と
心
」
の
改
革
～

９
．
教
員
の
働
き
方
改
革

《
教
員
の
働
き
方
10
か
条
》

①
教
員
と
し
て
高
い
志
を
持
ち
、
社
会
や
学
生
・
生
徒
・
園
児
の
た
め
、

ま
た
学
園
や
他
の
教
職
員
の
た
め
「
忠
恕
」
の
精
神
を
も
っ
て
働
こ
う

②
就
業
規
則
に
則
っ
た
勤
務
を
お
こ
な
い
、
1年
の
出
勤
日
18
7日
×
1日

7時
間
半
は
学
生
・
生
徒
の
た
め
に
働
こ
う
（
タ
イ
ム
カ
ー
ド
導
入
）

③
自
ら
の
人
間
力
向
上
の
た
め
の
自
己
研
鑽
お
よ
び
研
究
活
動
を
積
極

的
に
行
い
、
新
鮮
で
質
の
高
い
授
業
を
展
開
し
よ
う

④
学
園
内
連
携
、
学
外
連
携
に
積
極
的
に
参
画
し
よ
う

⑤
学
生
募
集
・
就
職
支
援
・
教
育
改
革
・
各
委
員
会
等
に
積
極
的
に

貢
献
し
よ
う

⑥
実
習
指
導
、
教
職
指
導
、
課
外
授
業
な
ど
学
生
支
援
を
行
お
う

⑦
休
学
、
多
欠
席
、
生
活
困
窮
学
生
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
強
化
し
よ
う

⑧
週
当
た
り
の
授
業
数
は
６
コ
マ
以
上
、
他
校
出
講
は
研
究
日
に
限
り

2コ
マ
ま
で

⑨
優
れ
た
学
会
・
研
究
会
に
積
極
的
に
参
画
し
、
見
聞
見
識
を
深
め

人
脈
を
創
ろ
う

⑩
日
本
一
学
生
・
生
徒
を
大
切
に
す
る
教
員
に
な
ろ
う

１
０
．
日
常
業
務
の
抜
本
改
革

（
１
）
パ
ラ
ダ
イ
ム
改
革

学
校
法
人
が
少
子
化
の
進
展
と
い
う
未
曾
有
の
環
境
変
化
に
見
舞
わ
れ
た

時
、
過
去
の
習
慣
や
仕
事
の
や
り
方
を
頑
な
に
踏
襲
し
て
い
た
の
で
は
、

到
底
そ
の
困
難
を
克
服
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
こ
で
、
「
組
織
の
風
土
と
そ
こ
で
働
く
人
の
心
」
の
抜
本
改
革
が
必
要
。

（
２
）
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
、
大
き
な
目
標
に
挑
戦

「
目
標
」
の
大
き
さ
は
、
「
志
」
の
大
き
さ

「
志
」
の
大
き
さ
は
、
「
努
力
」
の
大
き
さ

「
努
力
」
の
大
き
さ
は
、
「
成
果
」
の
大
き
さ

《
跳
ば
な
い
蚤
に
な
る
な

》

《
小
さ
な
変
化
を
目
指
す
な
ら
、
行
動
を
変
え
れ
ば
良
い
。

し
か
し
、
飛
躍
的
な
変
化
を
目
指
す
な
ら
パ
ラ
ダ
イ
ム

を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
》

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
･R
･コ
ヴ
ィ
ー 27

努
力
す
る
人
に
、
失
敗
と
い
う
言
葉
は
な
い
。

努
力
す
る
人
は
、
成
功
す
る
ま
で
努
力
す
る
か
ら
だ
。
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大
阪
成
蹊
学
園

施
設
・
設
備
の
充
実

学
び
の
拠
点
整
備
計
画

学
生
・
生
徒
の
学
び
の
拠
点
整
備
の
た
め
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
特
色
あ
る
新
棟
の
建
設
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
改
善
を
行
な
い
ま
す
。

【
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
】
中
央
棟

平
成
29
年
7月
竣
工

【
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
】
グ
ロ
ー
バ
ル
館

平
成
31
年
3月
竣
工
予
定

【
大
阪
成
蹊
女
子
高
等
学
校
】
新
校
舎

平
成
30
年
3月
竣
工

28

【
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
】

陸
上
フ
ィ
ー
ル
ド
の
改
修

※
上
記
投
資
額
は
償
却
資
産
（
土
地
、
建
物
、
構
築
物
、
備
品
）
及
び
修
繕
費
(教
育
研
究
経
費
)の
学
園
合
計
額
を
計
上
し
て
い
る
。

平
成
21

年
度

野
球
場
建
設
（
平
成
22
年
竣
工
）
[び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
]

【
年
間
投
資
額
59
5百
万
円
】

平
成
22

年
度

・
キ
ャ
ン
パ
ス
改
修

（
本
館
、
中
央
館
、
西
館
、
正
門
、
中
庭
）
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
建
設
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
]

【
年
間
投
資
額
1,
00
9百
万
円
】

平
成
23

年
度

・
美
術
ア
ト
リ
エ
棟
、
大
学
ク
ラ
ブ
棟
建
設
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
キ
ャ
ン
パ
ス
改
修
（
東
館
、
南
館
）
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
野
球
場
人
工
芝
整
備
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
］ 【
年
間
投
資
額
76
0百
万
円
】

平
成
24

年
度

・
食
堂
増
設
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
野
球
場
外
構
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
野
生
の
森
整
備
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
］

【
年
間
投
資
額
44
4百
万
円
】

平
成
25

年
度

・
教
育
学
部
の
新
設
関
連
機
器
整
備
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
7階
ホ
ー
ル
改
修
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
図
書
館
改
修
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
］

【
年
間
投
資
額
44
4百
万
円
】

平
成
26

年
度

・
キ
ャ
ン
パ
ス
増
改
修
（
本
館
、
西
館
）
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
キ
ャ
ン
パ
ス
改
修
（
本
部
棟
、
ア
ク
ア
セ
ン
タ
ー
）
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
]

【
年
間
投
資
額
49
5百
万
円
】

平
成
27

年
度

・
第
2グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
製
菓
実
習
室
改
修
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
キ
ャ
ン
パ
ス
用
地
購
入
［
相
川
・
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
耐
震
補
強
工
事
［
女
子
高
校
］

【
年
間
投
資
額
1,
06
7百
万
円
】

平
成
28

年
度

・
体
育
館
改
修
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
、
男
子
寮
新
設
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
改
修
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
美
術
デ
ザ
イ
ン
棟
新
築
［
女
子
高
校
］
【
年
間
投
資
額
1,
57
2百
万
円
】

平
成
29

年
度

・
大
学
院
研
究
室
設
置
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
室
、
非
常
勤
講
師
室
改
修
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
中
央
棟
新
築
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
ﾄﾚ
ｰﾆ
ﾝｸ
ﾞﾙ
ｰﾑ
、
学
生
ﾗｳ
ﾝｼ
ﾞ、
陸
上
ｸﾞ
ﾗｳ
ﾝﾄ
ﾞ改
修
［
び
わ
こ
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
美
術
棟
新
築
［
女
子
高
校
］

【
年
間
投
資
額
2,
26
2百
万
円
】

平
成
30

年
度

・
グ
ロ
ー
バ
ル
館
建
設
（
平
成
31
年
竣
工
）
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

・
研
究
室
増
設
［
相
川
キ
ャ
ン
パ
ス
］

【
年
間
投
資
額
(当
初
予
算
)
1,
60
3百
万
円
】

■
教
育
環
境
充
実
の
た
め
の
施
設
・
設
備
投
資

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
（
当
初
予
算
）
に
か
け
て
、
学
園
全
体
で
約
10
2億
円
の
設
備
投
資
を
行
い
教
育
環
境
を
整
備
。
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大
阪
成
蹊
大
学
・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
学
生
の
成
長

29

１
．
大
阪
成
蹊
大
学
・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学

授
業
満
足
度

２
．
大
阪
成
蹊
大
学
・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
授
業
出
席
率

３
．
大
阪
成
蹊
大
学
・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
退
学
者
の
縮
減

前
期
・
後
期
授
業
の
終
了
時
、
学
生
へ
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
を
無
記
名
で
実
施
し
、
授
業
改
善
の
PD
CA
を
展
開

授
業
満
足
度
の
平
均
は
5点
満
点
中
4点
以
上
と
非
常
に
高
く
、
ま
た
授
業
内
容
や
教
育
方
法
、
学
生
自
身
の
成
長
の
実
感
に
つ
い
て
の
評
価
も
高
い

20
17
年
度
後
期

授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
評
価

（
い
ず
れ
も
5点
満
点
Ⅰ
授
業
へ
の
学
生
の
取
り
組
み
（
5問
）
、
Ⅱ
授
業
内
容
と
授
業
の
進
め
方
（
14
問
）
、
Ⅲ
授
業
を
通
し
て
得
ら
れ
た
こ
と
（
8問
）
）

【
大
阪
成
蹊
大
学

授
業
満
足
度
】

【
大
阪
成
蹊
短
期
大
学

授
業
満
足
度
】

［
特
に
評
価
の
高
か
っ
た
設
問
項
目
］

・
教
員
は
各
回
の
授
業
テ
ー
マ
や
目
標
、
科
目
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
説
明
し
、
計
画
的
に
授
業
を
進
め
て
く
れ
た
（
4.
04
点
）

・
教
員
の
授
業
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
た
（
4.
12
点
）

・
教
員
は
授
業
の
準
備
を
十
分
に
し
て
い
た
（
4.
15
点
）

・
こ
の
授
業
で
は
、
話
を
熱
心
に
聴
き
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
（
4.
05
点
）

・
こ
の
分
野
の
専
門
的
知
識
や
技
術
が
身
に
つ
い
た
（
4.
07
点
）

・
学
習
力
や
思
考
力
が
高
ま
っ
た
（
4.
01
点
）

・
考
え
方
や
社
会
的
視
野
が
広
が
っ
た
（
4.
00
点
）

［
特
に
評
価
の
高
か
っ
た
設
問
項
目
］

・
教
員
は
各
回
の
授
業
テ
ー
マ
や
目
標
、
科
目
全
体
の
中
で
の
位
置
づ
け
を
明
確

に
説
明
し
、
計
画
的
に
授
業
を
進
め
て
く
れ
た
（
4.
01
点
）

・
教
員
の
授
業
に
対
す
る
熱
意
を
感
じ
た
（
4.
06
点
）

・
教
員
は
授
業
の
準
備
を
十
分
に
し
て
い
た
（
4.
10
点
）

・
こ
の
分
野
の
専
門
的
知
識
や
技
術
が
身
に
つ
い
た
（
4.
03
点
）

・
今
後
の
学
校
生
活
、
社
会
生
活
、
及
び
人
生
全
般
に
お
い
て
役
立
つ
と
思
う

（
4.
04
点
）

（
１
）
教
学
改
革
に
よ
る
教
育
内
容
と
質
の
向
上

（
２
）
学
生
の
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も
と
づ
く
授
業
内
容
の
検
証
と
優
れ
た

授
業
内
容
の
学
内
共
有

（
３
）
担
当
教
員
・
学
生
部
に
よ
る
学
生
の
学
修
支
援
体
制
の
確
立

→
非
常
に
高
い
授
業
出
席
率

［
参
考
］
平
成
30
年
度
前
期
１
年
生

授
業
出
席
率

大
阪
成
蹊
大
学
93
.3
%

大
阪
成
蹊
短
期
大
学
95
.１
%

【
入
学
１
年
以
内
退
学
率
の
縮
減
】

平
成
29
年
度
大
阪
成
蹊
大
学

2.
1％

(5
年
間
で
退
学
者
数
半
減
）

※
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
の
退
学
者
数
は
わ
ず
か
1名

平
成
29
年
度
大
阪
成
蹊
短
期
大
学
2.
7％

(5
年
間
で
退
学
者
数
4割
減
)

全
体
と
し
て
、
こ
の
授
業
を
受
け
て
満
足
し
た
4.
05
点

全
体
と
し
て
、
こ
の
授
業
を
受
け
て
満
足
し
た
4.
02
点

83
.4
%

82
.3
%

88
.5
%

86
.7
%

90
.8
%

92
.4
%

89
.9
%

93
.0
%
92
.5
%

90
.2
%

93
.3
%

92
.9
%

94
.4
%

96
.9
%

95
.7
%

96
.5
%

94
.8
%

92
.3
%

93
.2
%

93
.4
%

93
.6
%

96
.2
%

95
.1
%

80
.0
%

82
.0
%

84
.0
%

86
.0
%

88
.0
%

90
.0
%

92
.0
%

94
.0
%

96
.0
%

98
.0
%

H
25

H
26

H
27

H
28

H
29

H
30

ﾏﾈ
ｼﾞ
ﾒﾝ
ﾄ

学
部

芸
術
学

部 教
育
学

部 大
阪
成
蹊

短
期
大
学

合
計

【
参
考
】
授
業
出
席
率
の
推
移
（
1年
生
・
前
期
）
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【
教
員
志
望
者
の
就
職
率
】
10
0%

【公
務
員
志
望
者
の
就
職
率
】
10
0%

教
員
5名
、講
師
49
名

合
計
54
名

開
学
以
来
、教
員
採
用
試
験
合
格
者
累
計
37
8名

警
察
19
名
、消
防
4名
、市
役
所
・役
場
2名

合
計
25
名

【
学
園
平
均
就
職
率
】

99
.4
%

（
全
国
平
均
＋
1.
4%
）

【
学
園
平
均
就
職
希
望
率
】

92
.7
%

（
全
国
平
均
+
17
.4
%
）

30

大
阪
成
蹊
学
園

就
職
状
況

■
就
職
支
援
の
強
化

①
平
成
30
年
3月
卒
業
生
の
実
績
（
学
園
平
均
）

92
.0
%

92
.2
%

93
.4
%

大
阪
成
蹊
大
学

び
わ
こ
成
蹊
ｽﾎ
ﾟｰ
ﾂ大
学

大
阪
成
蹊
短
期
大
学

［
就
職
率
10
0%
達
成
］

大
阪
成
蹊
大
学

教
育
学
部

大
阪
成
蹊
短
期
大
学

生
活
ﾃﾞ
ｻﾞ
ｲﾝ
学
科
・
観
光
学
科

幼
児
教
育
学
科
・
経
営
会
計
学
科

③
大
阪
成
蹊
大
学
教
育
学
部

第
１
期
生
の
活
躍

【
小
学
校
教
諭
の
就
職
率
】

【
幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士
の
就
職
率
】

【
民
間
企
業
の
就
職
率
】

10
0%

10
0%

10
0%

小
学
校
教
員
志
望
者
４
６
名
全
員
が
、教
壇
に
立
つ
夢
を
叶
え
ま
した
。

小
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
18
名

常
勤
講
師
内
定
者
28
名

［
全
国
平
均
値
と
比
べ
高
い
実
績
］

②
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学

公
務
員
・
教
員
採
用
試
験
の
実
績

87
.2
%

75
.6
%

90
.0
%95
.3
%

98
.1
%

98
.5
%

99
.1
%

99
.0
%

99
.4
%

99
.4
%

95
.7
%

91
.8
%

91
.1
%

93
.6
%

93
.9
%

94
.4
%

96
.7
%

97
.3
%

97
.6
%

98
.0
%

79
.4
%

78
.6
%

76
.4
%

74
.1
%

81
.5
%

84
.9
%

90
.5
%

90
.4
%

90
.9
%

92
.7
%

70
.4
%

66
.8
%

66
.5
%

68
.9
%

70
.3
%

71
.5
%

72
.7
%

74
.0
%

74
.7
%

75
.3
%

60
.0
%

65
.0
%

70
.0
%

75
.0
%

80
.0
%

85
.0
%

90
.0
%

95
.0
%

10
0.
0%

就
職
率
(大
阪
成
蹊
学
園
の
平
均
)

就
職
率
(全
国
の
大
学
平
均
)

就
職
希
望
率
(大
阪
成
蹊
学
園
の
平
均
)

就
職
希
望
率
(全
国
の
大
学
平
均
)

大
阪
成
蹊
学
園
の
就
職
率
・
就
職
希
望
率
の

推
移
と
全
国
平
均
の
比
較

学生確保（資料）－344



大
阪
成
蹊
大
学
・
大
阪
成
蹊
短
期
大
学

課
外
活
動
の
充
実

女
子
陸
上
部

31

東
京
五
輪
ナ
シ
ョナ
ル
チ
ー
ム
の
女
子
リレ
ー
強
化
コー
チ
を
務
め
る
瀧
谷
賢
司
監
督
の
も
と、
平
成

28
年
(創
部
5年
)に
は
日
本
イン
カレ
女
子
総
合
優
勝
、平
成
29
年
に
は
台
北
ユ
ニバ
ー
シ
アー
ド

競
技
大
会
に
代
表
選
手
を
送
り銅
メダ
ル
獲
得
な
ど、
多
数
の
実
績
を誇
る
。

【
創
部
】
平
成
24
年
（
創
部
7年
目
）

【
部
員
数
】
37
人

平
成
27
年
に
日
本
陸
上
競
技
連
盟
女
子
統
括
部
長
に
就
任
し、
リオ
デ
ジ
ャネ

イロ
オ
リン
ピッ
クに
向
け
て
日
本
女
子
短
距
離
チ
ー
ム
を
指
導
。現
在
は
、2
02
0年

東
京
オ
リン
ピッ
クに
向
け
、日
本
女
子
リレ
ー
ナ
シ
ョナ
ル
強
化
コー
チ
とし
て
活
躍
。

【
指
導
者
】
瀧
谷
賢
司

監
督
（
ス
ポ
ー
ツ
&カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長
）

戦 績

20
18
日
本
学
生
陸
上
競
技
個
人
選
手
権
大
会
（
女
子
40
0ｍ
優
勝
）

第
86
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
(多
種
目
優
勝
、
学
校
対
校
3位
)

第
29
回
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
日
本
代
表
に
中
村
水
月
が
選
抜
( 4
×
10
0m
リ
レ
ー
3位
)

第
10
0回
日
本
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
(青
山
聖
佳
女
子
40
0m
 優
勝
)

第
85
回
日
本
学
生
陸
上
競
技
対
校
選
手
権
大
会
(総
合
優
勝
多
種
目
優
勝
)

第
10
0回
日
本
選
手
権
リ
レ
ー
競
技
大
会
( 4
×
10
0m
R
優
勝
【
関
西
学
生
新
記
録
】
)

第
32
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
(三
段
跳
優
勝
【
大
会
記
録
タ
イ
】
)

バ
トン
トワ
ー
リン
グ
部

バ
トン
トワ
ー
リン
グ
は
、芸
術
性
の
高
い
ス
ポ
ー
ツ競
技
とし
て
近
年
急
速
に
発
展
し競
技
人
口
が

急
増
して
い
る。
本
学
バ
トン
トワ
ー
リン
グ
部
は
数
々
の
全
国
大
会
で
上
位
入
賞
し、
平
成
29
年

に
は
髙
橋
一
生
が
世
界
大
会
で
準
優
勝
を
収
め
た
。

【
創
部
】
平
成
24
年
（
創
部
7年
目
）

【
部
員
数
】
11
人

戦 績

フッ
ト
サ
ル
部

【
創
部
】
平
成
15
年
（
創
部
16
年
目
）

【
部
員
数
】
38
人

戦 績

世
界
バ
トン
トワ
ー
リン
グ
選
手
権
大
会
審
査
員
を1
6年
、日
本
選
手
団
団
長
を8

年
務
め
る
。一
般
社
団
法
人
日
本
バ
トン
協
会
理
事
、日
本
バ
トン
協
会
関
西
支

部
長
、関
西
学
生
バ
トン
連
盟
理
事
長
等
の
役
職
を務
め
る
。

【
指
導
者
】

水
野
啓
子
監
督

第
14
回
全
日
本
大
学
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
（
第
3位
）

KO
BE
 C
UP
20
17
（
男
子
優
勝
）

第
13
回
全
日
本
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
（
準
優
勝
）

関
西
学
生
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
20
17
（
優
勝
）

20
17
年
IB
TF
グ
ラ
ン
プ
リ
大
会

（
髙
橋
一
生
ソ
ロ
ト
ワ
ー
ル
（
男
子
シ
ニ
ア
の
部
）
準
優
勝
）

第
45
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
（
3年
連
続
金
賞
）

第
44
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
（
金
賞
）

第
43
回
バ
ト
ン
ト
ワ
ー
リ
ン
グ
全
国
大
会
（
金
賞
）

【
創
部
】
平
成
27
年
（
創
部
4年
目
）

【
部
員
数
】
38
人

バ
ドミ
ン
トン
部

バ
ドミ
ント
ン元
中
国
ナ
シ
ョナ
ル
チ
ー
ム
代
表
。中
国
総
合
選
手
権
で
準
優
勝

の
ほ
か
、ヨ
ー
ロッ
パ
各
国
の
オ
ー
プ
ンで
上
位
入
賞
の
戦
績
。監
督
に
就
任
後
、

バ
ドミ
ント
ン部
は
創
部
4年
目
で
5部
リー
グ
か
ら1
部
リー
グ
へ
の
昇
格
を果
た

し、
日
本
イン
カレ
へ
の
出
場
権
を獲
得
。

【
指
導
者
】

胡
山
喬

監
督

平
成
20
年
北
京
オ
リン
ピッ
ク終
了
後
より
日
本

代
表
監
督
を
務
め
、平
成
24
年
ロン
ドン
オリ
ン

ピッ
ク女
子
団
体
で
は
、男
女
を
通
じて
日
本
卓

球
初
の
オ
リン
ピッ
ク銀
メダ
ル
を
獲
得
・ま
た
、平

成
28
年
リオ
デ
ジ
ャネ
イロ
オ
リン
ピッ
ク女
子
団

体
で
は
銅
メダ
ル
を
獲
得
。平
成
29
年
より
、大

阪
成
蹊
学
園
の
卓
球
部
ア
ドバ
イザ
ー
に
就
任
。

【
指
導
者
】
村
上
恭
和

ア
ド
バ
イ
ザ
ー

卓
球
部
(男
子
・女
子
)
［
平
成
30
年
度
創
部
］

戦 績

関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
リ
ー
グ
20
18

１
部
昇
格

（
創
部
4年
目
で
5部
か
ら
1部
へ
の
昇
格
）

大
阪
学
生
新
人
戦
大
会
20
17

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝

関
西
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
新
人
戦
大
会
20
16

シ
ン
グ
ル
ス
3位

川
嶋
崇
弘

男
子
卓
球
部
監
督

(元
プ
ロ
卓
球
選
手
)

皆
川
顕
一

女
子
卓
球
部
監
督

(日
本
卓
球
協
会
女
子
ｼﾞ
ｭﾆ
ｱ

ﾅｼ
ｮﾅ
ﾙﾁ
ｰﾑ
強
化
ｽﾀ
ｯﾌ
)
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び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学

課
外
活
動
の
充
実

サ
ッカ
ー
部
（
男
子
）

32

関
西
学
生
サ
ッカ
ー
連
盟
登
録
の
8チ
ー
ム
と、
社
会
人
連
盟
登
録
の
1チ
ー
ム
の
計
9チ
ー
ム
を構
成
し

活
動
中
。ま
た
、キ
ッズ
リー
ダー
ライ
セ
ンス
を取
得
し、
子
ども
た
ち
へ
の
ス
ポ
ー
ツ振
興
活
動
も
実
施
。

【
創
部
】
平
成
15
年
（
創
部
16
年
目
）

【
部
員
数
】
28
4人

Jリ
ー
ガ
ー
を
経
て
サ
ッカ
ー
日
本
代
表
（
な
で
しこ
ジ
ャパ
ン
）
コー
チ
に
就
任
。平
成

23
年
FI
FA
女
子
ワ
ー
ル
ドカ
ップ
ドイ
ツ大
会
で
優
勝
し国
民
栄
誉
賞
受
賞
、平
成

24
年
ロン
ドン
オ
リン
ピッ
ク準
優
勝
、平
成
29
年
ユ
ニバ
ー
シ
ア
ー
ドサ
ッカ
ー
女
子

日
本
代
表
監
督
とし
て
準
優
勝
な
ど多
数
の
実
績
。

【
指
導
者
】

望
月
聡

監
督

戦 績
第
95
回
関
西
学
生
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
１
部
（
優
勝
）

第
66
回
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
（
全
国
ベ
ス
ト
8）

第
40
回
総
理
大
臣
杯
全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
（
男
子
ベ
ス
ト
8）

平
成
20
年
北
京
オ
リン
ピッ
ク終
了
後
より
日
本
代
表
監
督
を
務
め
、平
成
24
年
ロ

ンド
ンオ
リン
ピッ
ク女
子
団
体
で
は
、男
女
を
通
じて
日
本
卓
球
初
の
オ
リン
ピッ
ク銀

メダ
ル
を
獲
得
・ま
た
、平
成
28
年
リオ
デ
ジ
ャネ
イロ
オ
リン
ピッ
ク女
子
団
体
で
は
銅
メ

ダル
を
獲
得
。平
成
29
年
より
、大
阪
成
蹊
学
園
の
卓
球
部
ア
ドバ
イザ
ー
に
就
任
。

【
指
導
者
】
村
上
恭
和
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

卓
球
部
(男
子
・女
子
)
［
平
成
30
年
度
創
部
］

卓
球
選
手
とし
て
、昭
和
61
年
東
京
で
行
わ
れ
た
全
日
本
卓
球
選
手
権
大
会

男
子
ダブ
ル
ス
で
優
勝
。引
退
後
は
び
わ
こ銀
行
男
子
卓
球
部
監
督
に
就
任
、

平
成
29
年
か
らび
わ
こ成
蹊
ス
ポ
ー
ツ大
学
卓
球
部
監
督
に
就
任
。

【
指
導
者
】
金
島
博
之
（
卓
球
部
監
督
）

国
民
栄
誉
賞
を
受
賞
した
サ
ッカ
ー
女
子
日
本
代
表
チ
ー
ム
の
前
監
督
とし
て
活
躍

した
佐
々
木
則
夫
氏
が
、特
別
招
聘
教
授
に
就
任
。世
界
水
準
で
の
経
験
を活
か

し、
男
女
を
問
わ
ず
サ
ッカ
ー
に
関
す
る特
別
授
業
や
課
外
活
動
に
お
け
る
指
導
支

援
な
どを
実
施
。

【
指
導
者
】

佐
々
木
則
夫
特
別
招
聘
教
授

サ
ッ
カ
ー
部
の
宮
大
樹
選
手
が
Ｊ
リ
ー
グ
（
Ｊ
１
）
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸

へ
入
団
。
そ
の
他
に
も
、
セ
レ
ッ
ソ
大
阪
、
FC
東
京
、
名
古
屋
グ
ラ
ン

パ
ス
、
京
都
サ
ン
ガ
F.
C.
な
ど
、
多
く
の
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
を
輩
出
。

宮
大
樹
選
手

ウ
エ
イ
ト
リフ
テ
ィン
グ
部

【
創
部
】
平
成
27
年
（
創
部
4年
目
）

【
部
員
数
】
10
人

第
63
回
全
日
本
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
個
人
選
手
権
大
会
（
男
子
準
優
勝
）

第
29
回
全
日
本
女
子
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
（
女
子
3位
）

第
61
回
全
日
本
学
生
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
新
人
選
手
権
大
会
（
男
子
優
勝
）

ア
ル
テ
ィメ
ット
部

【
創
部
】
平
成
15
年
（
創
部
16
年
目
）

【
部
員
数
】
66
人

戦 績

第
28
回
全
日
本
大
学
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会
（
男
子
3位
・
女
子
6位
）

第
27
回
全
日
本
大
学
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会
（
男
子
優
勝
）

W
FD
F2
01
3世
界
U-
23
ア
ル
テ
ィ
メ
ッ
ト
選
手
権
大
会
（
ウ
ィ
メ
ン
日
本
代
表
準
優
勝
）

戦 績

第
21
回
全
日
本
大
学
軟
式
野
球
国
際
親
善
大
会
（
日
本
代
表
1名
選
出
）

京
滋
大
学
野
球
連
盟
20
17
春
季
リ
ー
グ
戦
Ⅰ
部
（
4位
）

京
滋
大
学
野
球
連
盟
20
17
秋
季
リ
ー
グ
戦
Ⅰ
部
(3
位
、
ﾍﾞ
ｽﾄ
ﾅｲ
ﾝ・
新
人
賞
選
出
）

プ
ロ
選
手
も
多
数
輩
出

【
創
部
】
平
成
15
年
(創
部
16
年
目
) 
【
部
員
数
】
15
7人

大
阪
ガ
ス
株
式
会
社
へ
入
社
後
、所
属
す
る陸
上
男
子
北
京
五
輪
銅
メダ
リス
トの
マ
ネ

ジ
メン
トを
担
当
。ス
ポ
ー
ツ資
源
を活
用
した
ま
ち
づ
くり
活
動
を多
数
実
践
。同
志
社
大

学
硬
式
野
球
部
監
督
、日
本
野
球
連
盟
アシ
ス
タン
トコ
ー
チ
等
を
歴
任
。

硬
式
野
球
部

石
井
智
教
授
(硬
式
野
球
部
監
督

ス
ポ
ー
ツ
開
発
・
支
援
セ
ン
タ
ー
長
)

陸
上
競
技
部

【
創
部
】
平
成
15
年
（
創
部
16
年
目
）

【
部
員
数
】
15
5人

戦 績

戦 績

全
日
本
イ
ン
カ
レ
男
子
10
,0
00
ｍ
競
歩
（
8位
入
賞
）

西
日
本
イ
ン
カ
レ
20
17
（
男
子
三
段
跳
優
勝
・
3位
）

関
西
イ
ン
カ
レ
20
17
（
総
合
準
優
勝
2部
か
ら
１
部
へ
の
昇
格
）

【
指
導
者
】
渋
谷
俊
浩
（
陸
上
競
技
部
部
長
）

日
本
IC
10
,0
00
m
優
勝
、箱
根
駅
伝
区
間
賞
、福
岡
国
際
マラ
ソ
ン
優
勝
な
ど

の
実
績
。現
在
は
日
本
陸
上
競
技
連
盟
委
員
（
強
化
・普
及
）
を
務
め
る
。
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講
談
社
ア
フタ
ヌ
ー
ン

四
季
賞
準
大
賞

「
青
々
」

月
刊
少
年
サ
ン
デ
ー

佳
作
受
賞
作
品

「洋
魔
館
」

ゆ
め
み
つ
きさ
ん
（
ペ
ンネ
ー
ム
）
（
マン
ガ
・デ
ジ
タル
アー
トコ
ー
ス
4年
生
）

「c
om
ic
oマ
ン
ガ
全
国
学
生
選
手
権
20
17
」優
勝

尾
崎
友
梨
（
ビジ
ュア
ル
デ
ザ
イン
コー
ス
3年
生
）

日
本
・ア
ジ
ア
学
生
パ
ッケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
コン
ペ
テ
ィシ
ョン

大
阪
成
蹊
大
学
芸
術
学
部
学
生
の
活
躍

33

桃
井
優
月

（
マン
ガ
・デ
ジ
タル
アー
トコ
ー
ス
在
籍
時
に
受
賞

平
成
29
年
度
卒
業
生
）

現
大
阪
成
蹊
大
学
芸
術
学
部
助
教
（
専
任
教
員
）

品
川
千
陽

（
マン
ガ
・デ
ジ
タル
アー
トコ
ー
ス
在
籍
時
に
受
賞

平
成
29
年
度
卒
業
生
）

現
大
阪
成
蹊
大
学
芸
術
学
部
助
教
（
専
任
教
員
）

内
閣
官
房
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
推
進
本
部
「
be
yo
nd
20
20
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

認
証
ロ
ゴ
マ
ー
ク
公
募
に
お
い
て
「
優
秀
賞
」
を
受
賞

坂
口
茜
(ビ
ジ
ュア
ル
デ
ザ
イン
コー
ス
在
籍
時
に
受
賞
）

【日
本
人
最
高
賞
「銀
賞
」受
賞
】
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2
0
2
0
年
度
学
外
連
携
学
修
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

2
0
2
0

学
外
連
携
学
修
報
告
書

【資料C】 
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■
大

阪
成

蹊
学

園
　

産
官

学
連

携
の

考
え

方

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

■
報

告
書

の
ア

イ
コ

ン
に

つ
い

て

地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

＜
地

域
連

携
＞

地
域

住
民

（
商

店
街

・
少

年
団

・
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
ー

）
と

の
連

携
に

よ
る

学
修

。
地

域
の

課
題

解
決

、
社

会
貢

献
活

動
、

教
育

研
究

活
動

な
ど

＜
産

官
学

連
携

＞
自

治
体

、
企

業
、

公
益

法
人

・
社

団
法

人
、

N
P
O
・
N
G
O
な

ど
と

の
連

携
に

よ
る

学
修

＜
国

際
連

携
＞

海
外

の
地

域
や

企
業

、
現

地
の

住
民

と
の

活
動

（
海

外
研

修
を

除
く
）

＜
P
B
L
＞

課
題

解
決

型
学

修
（
P
ro

je
ct

-
B
as

e
d
 L

e
ar

ni
ng

）

＜
学

外
授

業
＞

学
外

で
実

施
し

た
連

携
学

修

＜
プ

レ
ゼ

ン
＞

学
生

に
よ

る
連

携
先

へ
の

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

を
行

っ
た

学
修

＜
成

果
物

あ
り
＞

学
生

に
よ

る
成

果
物

が
あ

っ
た

学
修

＜
成

果
物

提
供

＞
学

生
に

よ
る

成
果

物
を

、
連

携
先

へ
提

供
し

た
学

修

＜
ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
＞

学
生

に
よ

る
成

果
物

に
対

し
て

、
連

携
先

か
ら

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

が
あ

っ
た

学
修

＜
成

果
の

利
用

＞
学

生
に

よ
る

成
果

物
を

、
連

携
先

が
利

用
し

た
学

修

-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-
-

■
学

外
連

携
学

修
の

定
義

に
つ

い
て

「
条

件
１
」
か

つ
「
条

件
２
」
に

該
当

の
場

合
、

学
外

連
携

学
修

と
す

る
。

【
条

件
1
】
・
・
・
ア

イ
コ

ン
Ａ

群
（
地

域
連

携
、

産
官

学
連

携
、

国
際

連
携

）
の

中
で

１
項

目
以

上
に

該
当

【
条

件
2
】
・
・
・
ア

イ
コ

ン
Ｂ

群
（
Ｐ

Ｂ
Ｌ
、
学

外
授

業
、

プ
レ

ゼ
ン

、
成

果
物

あ
り
、

成
果

物
提

供
、

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
、

成
果

の
利

用
）
の

中
で

３
項

目
以

上
に

該
当

　
大

阪
成

蹊
大

学
・
大

阪
成

蹊
短

期
大

学
は

、
建

学
の

精
神

「
桃

李
不

言
下

自
成

蹊
」
、

ま
た

、
建

学
の

精
神

を
実

践
す

る
に

あ
た

っ
て

、
「
忠

恕
」
（
孔

子
『
論

語
』
よ

り
）
の

心
の

行
動

指
針

を
掲

げ
、

学
部

・
学

科
に

お
い

て
そ

れ
ぞ

れ
に

専
門

的
な

学
び

を
展

開
し

、
広

く
社

会
で

活
躍

で
き

る
「
人

間
力

」
を

備
え

た
人

材
を

育
成

す
る

こ
と

を
教

育
目

的
と

し
て

い
ま

す
。

　
そ

の
行

動
指

針
の

も
と

、
本

学
に

お
け

る
産

官
学

連
携

は
、

学
部

・
学

科
ご

と
の

専
門

に
応

じ
た

実
社

会
の

問
題

を
テ

ー
マ

と
し

た
課

題
解

決
型

学
修

や
地

域
社

会
と

の
協

働
を

通
じ

て
、

学
生

が
能

動
的

に
学

修
に

参
加

し
、

「
課

題
発

見
力

」
「
企

画
・
立

案
力

」
「
行

動
・
実

践
力

」
「
完

遂
力

」
「
情

報
伝

達
力

」
「
集

団
連

携
力

」
な

ど
、

学
修

し
た

専
門

性
を

社
会

の
中

で
実

践
す

る
た

め
の

能
力

を
身

に
つ

け
る

こ
と

を
目

的
と

し
ま

す
。

 
　

産
官

学
連

携
に

よ
る

学
外

連
携

学
修

は
、

単
に

知
識

や
経

験
の

享
受

に
と

ど
ま

ら
ず

相
互

協
力

に
よ

り
進

め
る

も
の

と
し

、
学

生
の

能
力

の
向

上
に

加
え

、
地

域
・
社

会
貢

献
、

学
外

と
の

関
係

強
化

へ
と

展
開

し
、

地
域

社
会

の
持

続
的

な
発

展
に

資
す

る
こ

と
を

め
ざ

し
ま

す
。

　
本

学
は

、
地

域
社

会
に

開
か

れ
た

大
学

、
社

会
に

貢
献

で
き

る
大

学
づ

く
り
を

め
ざ

し
て

、
産

官
学

連
携

の
窓

口
と

し
て

教
育

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

を
設

置
し

、
地

域
、

産
業

界
、

行
政

機
関

と
連

携
し

た
産

官
学

連
携

を
推

進
し

ま
す

。

Ａ 群 Ｂ 群

学生確保（資料）－349



2
0
2
0
（令

和
２
）年

度
　
学

外
連

携
学

修
一

覧
　
　
―

目
次

―

学
部

学
科

・
コ

ー
ス

ペ ー ジ
タ

イ
トル

科
目

名
期

教
員

名
連

携
先

地 域 連 携

産 官 学 連 携

国 際 連 携

P B L

学 外 授 業

プ レ ゼ ン

成 果 物 あ り

成 果 物 提 供

フ ィ ー ド

バ ッ ク

成 果 の 利 用

学
部

共
通

1
組

織
課

題
解

決
に

向
け

た
取

り
組

み
企

画
の

考
案

学
外

連
携

P
B
L

前
期

山
崎

・田
村

・菅
・大

崎
・島

・
亀

田
・神

瀬
・荒

川

株
式

会
社

ナ
オ

ミ
、
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ゲ

ー
ム

ズ
2
0
2
1
関

西
堺

市
実

行
委

員
会

、
合

同
会

社
ビ

バ
＆

サ
ン

ガ
、
株

式
会

社
オ

リ
ッ

ク
ス

・バ
フ

ァ
ロ

ー
ズ

、
株

式
会

社
コ

ン
グ

レ
●

●
●

●
●

●
●

●
●

学
部

共
通

2
摂

津
市

鳥
飼

銘
木

団
地

の
活

性
化

地
域

連
携

P
B
L
/
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

3
後

期
大

塚
　
康

央
・和

足
　

憲
明

・
大

島
　
正

文
摂

津
市

市
長

公
室

広
報

課
、
生

活
環

境
部

産
業

振
興

課
、
大

阪
銘

木
青

年
会

●
●

●
●

●
●

●
●

●

学
部

共
通

3
豊

能
町

で
の

農
業

を
中

心
と

す
る

地
域

の
活

性
化

地
域

連
携

P
B
L
/
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

3
後

期
大

塚
　
康

央
・和

足
　

憲
明

・
大

島
　
正

文
豊

能
町

都
市

建
設

部
農

林
商

工
課

●
●

●
●

●
●

●
●

●

学
部

共
通

4
茨

木
市

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

と
ま

ち
づ

く
り

地
域

連
携

P
B
L
/
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

3
後

期
大

塚
　
康

央
・亀

田
　

峻
宣

茨
木

市
市

民
文

化
部

ス
ポ

ー
ツ

推
進

課
、
認

定
N
P
O
茨

木
東

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
・レ

ッ
ツ

、
N
P
O
茨

木
北

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
・オ

ー
ク

●
●

●
●

●
●

●
●

●

経
営

学
科

経
営

コ
ー

ス
5

企
業

と
の

連
携

に
よ

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

・リ
サ

ー
チ

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
専

門
演

習
１

・
2

前
期

・後
期

海
野

　
大

株
式

会
社

滋
賀

レ
イ

ク
ス

タ
ー

ズ
●

●
●

●
●

●
●

経
営

学
科

経
営

コ
ー

ス
6

大
阪

モ
ノ
レ

ー
ル

　
駅

利
用

者
増

の
提

案
専

門
演

習
１

・
2

前
期

・後
期

中
井

　
秀

樹
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

株
式

会
社

●
●

●
●

●
●

●

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

7
産

学
連

携
P
B
L
：
日

本
ハ

ム
グ

ル
ー

プ
他

と
の

連
携

『
オ

リ
ジ

ナ
ル

惣
菜

を
開

発
・販

売
し

よ
う
！

』
専

門
演

習
1

前
期

髙
畑

　
能

久
日

本
ハ

ム
グ

ル
ー

プ
（中

日
本

フ
ー

ド
株

式
会

社
）、

佐
竹

食
品

株
式

会
社

●
●

●
●

●
●

●
●

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

8
産

官
学

連
携

に
よ

る
大

阪
産

（も
ん

）果
物

を
使

っ
た

商
品

開
発

専
門

演
習

5
・6

前
期

・後
期

髙
畑

　
能

久
御

菓
子

司
津

村
屋

（能
勢

栗
農

園
）、

大
阪

府
●

●
●

●
●

●
●

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

9
産

官
学

連
携

に
よ

る
大

阪
産

（も
ん

）野
菜

を
使

っ
た

商
品

開
発

専
門

演
習

5
・6

前
期

・後
期

髙
畑

　
能

久
N
S
W

株
式

会
社

、
大

阪
府

、
J
A

全
農

大
阪

●
●

●
●

●
●

●

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

1
0

な
に

わ
の

伝
統

野
菜

を
知

っ
て

も
ら

う
イ

ベ
ン

トの
企

画
・

運
営

専
門

演
習

5
・6

前
期

・後
期

髙
畑

　
能

久
JA

大
阪

南
（な

に
わ

の
伝

統
野

菜
部

会
、
農

産
物

直
売

所
）、

大
阪

府
●

●
●

●
●

●
●

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

1
1

産
学

連
携

P
B
L
　
『青

果
売

り
場

を
企

画
し

て
み

よ
う
！

』
専

門
演

習
2

後
期

伴
　
み

ず
ほ

大
阪

府
中

央
卸

売
市

場
、
北

果
、

大
果

、
株

式
会

社
林

田
商

店
●

●
●

●
●

●
●

●

経
営

学
科

公
共

政
策

コ
ー

ス
1
2

地
域

協
働

（地
方

自
治

体
、
住

民
団

体
、

公
益

法
人

、
民

間
事

業
者

と
の

協
働

）
地

域
協

働
論

後
期

大
塚

　
康

央
・池

田
　

千
恵

子
茨

木
市

、
（N

P
O
)い

ば
ら

き
市

民
活

動
推

進
ネ

ッ
ト、

東
淀

川
区

社
会

福
祉

協
議

会
、
ま

ち
づ

く
り
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

●
●

●

経
営

学
科

公
共

政
策

コ
ー

ス
1
3

行
政

、
住

民
と

の
連

携
に

よ
る

公
共

経
営

に
関

す
る

Ｐ
Ｂ

Ｌ
型

授
業

の
実

践
公

共
経

営
論

Ⅰ
後

期
大

島
　
博

文
東

淀
川

区
、
相

川
中

新
興

町
会

●
●

●
●

●
●

●
●

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト学

科
1
4

ワ
ー

ル
ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
に

よ
る

地
域

活
性

化
学

外
連

携
P
B
L

前
期

・後
期

田
村

　
匡

「ワ
ー

ル
ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
」堺

市
実

行
委

員
会

●
●

●
●

●
●

●
●

●

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト学

科
1
5

プ
ロ

野
球

チ
ー

ム
と

地
域

連
携

に
関

す
る

P
B
L
型

授
業

の
実

践
学

外
連

携
P
B
L

前
期

大
崎

　
哲

也
オ

リ
ッ

ク
ス

・バ
フ

ァ
ロ

ー
ズ

（事
業

運
営

部
フ

ァ
ー

ム
事

業
グ

ル
ー

プ
）

●
●

●
●

●
●

●
●

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト学

科
1
6

大
阪

エ
ヴ

ェ
ッ

サ
の

集
客

対
策

ス
ポ

ー
ツ

ビ
ジ

ネ
ス

体
験

後
期

植
田

　
真

司
・村

田
　

正
夫

ヒ
ュ

ー
マ

ン
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
株

式
会

社
　

大
阪

エ
ヴ

ェ
ッ

サ
●

●
●

●
●

●
●

国
際

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

学
科

1
7

堺
市

の
地

域
観

光
に

関
す

る
課

題
解

決
提

案
専

門
演

習
２

後
期

国
枝

・松
田

・金
・中

野
堺

市
文

化
観

光
局

　
観

光
部

　
観

光
企

画
課

●
●

●
●

●
●

●
●

国
際

観
光

ビ
ジ

ネ
ス

学
科

国
際

キ
ャ

リ
ア

コ
ー

ス
1
8

民
間

企
業

に
お

け
る

国
際

ビ
ジ

ネ
ス

展
開

の
事

例
学

習
専

門
演

習
２

後
期

西
釜

　
義

勝
・本

間
　

哲
也

愛
知

株
式

会
社

●
●

●
●

●
●

●

経 営 学 部

学生確保（資料）－350



学
部

学
科

・
コ

ー
ス

ペ ー ジ
タ

イ
トル

科
目

名
期

教
員

名
連

携
先

地 域 連 携

産 官 学 連 携

国 際 連 携

P B L

学 外 授 業

プ レ ゼ ン

成 果 物 あ り

成 果 物 提 供

フ ィ ー ド

バ ッ ク

成 果 の 利 用

学
部

共
通

1
9

東
成

区
の

S
D
G
s活

動
を

活
か

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

：
P
B
L

学
外

連
携

P
B
L
/
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

3
後

期
門

脇
・福

本
・熊

倉
・亀

田
大

阪
市

東
成

区
役

所
●

●
●

●
●

●
●

●
●

学
部

共
通

2
0

H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
2
・4

後
期

山
中

　
コ
〜

ジ
H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y

●
●

●
●

●
●

●

学
部

共
通

2
1

サ
ラ

ヤ
株

式
会

社
の

社
会

貢
献

活
動

及
び

S
D
G
s活

動
を

活
か

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

学
外

連
携

P
B
L

前
期

門
脇

・福
本

・亀
田

・熊
倉

サ
ラ

ヤ
株

式
会

社
●

●
●

●
●

●
●

●

学
部

共
通

2
2

大
阪

府
三

島
郡

島
本

町
 「

町
制

施
行

8
0
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト 
グ

ッ
ズ

デ
ザ

イ
ン

開
発

＆
ポ

ス
タ

ー
制

作
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
演

習
1
・3

前
期

桐
原

　
一

史
大

阪
府

三
島

郡
島

本
町

　
総

合
政

策
部

　
政

策
企

画
課

●
●

●
●

●
●

●
●

学
部

共
通

2
3

ツ
リ
ー

ハ
ウ

ス
制

作
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
1
・3

前
期

山
中

　
コ
〜

ジ
合

同
会

社
G
E
N
E
T
O
 G

R
O
U
P

●
●

●
●

●
●

学
部

共
通

2
4

西
淡

路
希

望
の

家
　

ボ
ー

ダ
レ

ス
ア

ー
トプ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
1
・3

前
期

大
手

　
裕

子
社

会
福

祉
法

人
 ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ
ン

協
会

　
西

淡
路

希
望

の
家

●
●

●
●

●
●

●

学
部

共
通

2
5

株
式

会
社

 渡
辺

藤
商

店
 「

裏
地

の
デ

ザ
イ

ン
提

案
」

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
演

習
1
・3

前
期

門
脇

　
英

純
・室

田
　

泉
株

式
会

社
渡

辺
藤

商
店

●
●

●
●

●
●

●
●

学
部

共
通

2
6

タ
ビ

オ
株

式
会

社
T
w

it
te

rで
1
0
0
0
R
T
を

稼
げ

る
ギ

フ
ト

セ
ッ

トの
企

画
と

デ
ザ

イ
ン

提
案

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
演

習
2
・4

後
期

門
脇

　
英

純
・室

田
　

泉
タ

ビ
オ

株
式

会
社

●
●

●
●

●
●

●

学
部

共
通

2
7

ペ
ッ

ト用
商

品
と

販
売

促
進

物
の

デ
ザ

イ
ン

制
作

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
演

習
2
・4

後
期

大
村

　
み

な
子

ラ
ブ

リ
ー

ペ
ッ

ト商
事

株
式

会
社

●
●

●
●

●
●

●
検

討
中

イ
ン

テ
リ
ア

プ
ロ

ダ
ク

ト・
デ

ザ
イ

ン
コ

ー
ス

2
8

綿
半

ホ
ー

ム
エ

イ
ド
で

の
P
B
商

品
の

製
品

化
・販

売
に

向
け

た
商

品
提

案
造

形
芸

術
専

門
演

習
1
1

後
期

山
下

　
麻

子
綿

半
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
株

式
会

社
●

●
●

●
●

●

イ
ラ

ス
トレ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
・

マ
ン

ガ
・デ

ジ
タ

ル
ア

ー
ト

コ
ー

ス
2
9

「
フ

ル
カ

ラ
ー

3
D
プ

リ
ン

タ
に

よ
る

出
力

を
伴

う
効

果
的

な
教

育
の

た
め

の
検

証
」芸

術
学

部
共

同
研

究

造
形

芸
術

専
門

展
開

演
習

3
、

造
形

芸
術

専
門

演
習

1
0

後
期

大
村

　
み

な
子

・吉
本

　
大

輝
株

式
会

社
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

●
●

●
●

●
●

●

美
術

・ア
ー

ト
表

現
コ

ー
ス

3
0

箕
面

公
園

 ま
ち

や
ま

健
康

ピ
ク

ニ
ッ

ク
ア

ー
トイ

ヴ
ェ

ン
ト

（
豊

中
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト）
造

形
芸

術
専

門
展

開
演

習
3
・
造

形
芸

術
専

門
演

習
9

前
期

大
手

　
裕

子
・森

野
　

晋
次

箕
面

公
園

　
管

理
事

務
所

⇒
豊

中
市

都
市

活
力

部
魅

力
創

造
課

、
大

島
鳩

恩
会

●
●

●
●

●
●

●

美
術

・ア
ー

ト
表

現
コ

ー
ス

3
1

大
学

と
地

域
住

民
に

よ
る

グ
リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
利

活
用

プ
ラ

ン
提

案
と

実
践

造
形

芸
術

専
門

展
開

演
習

1
・3

ほ
か

前
期

・
後

期
大

手
　
裕

子
・森

野
　

晋
次

豊
中

市
　
都

市
活

力
部

　
魅

力
創

造
課

●
●

●
●

●
●

●

栄
養

学
科

3
2

女
子

大
学

生
等

を
対

象
と

し
た

「
３

・１
・２

弁
当

箱
法

」
体

験
セ

ミ
ナ

ー
事

業
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

栄
養

総
合

演
習

後
期

谷
口

　
信

子
・小

関
　

佐
貴

代
・

橋
本

　
弘

子
・小

川
　

彩
公

益
社

団
法

人
米

穀
安

定
供

給
確

保
支

援
機

構
●

●
●

●
●

●

3
3

調
理

コ
ー

ス
「さ

と
の

雪
食

品
株

式
会

社
」レ

シ
ピ

コ
ン

テ
ス

ト
総

合
調

理
実

習
前

期
松

野
　
陽

・阪
本

　
美

奈
子

・
岡

部
　
愛

さ
と

の
雪

食
品

株
式

会
社

●
●

●
●

●
●

●

3
4

調
理

コ
ー

ス
「カ

ル
ロ

ー
ズ

」料
理

コ
ン

テ
ス

ト
総

合
調

理
実

習
前

期
松

野
　
陽

・阪
本

　
美

奈
子

・
岡

部
　
愛

U
S
A

ラ
イ

ス
連

合
会

●
●

●
●

●
●

●

3
5

調
理

コ
ー

ス
「株

式
会

社
ひ

こ
ば

え
」
レ

シ
ピ

コ
ン

テ
ス

ト
応

用
調

理
実

習
後

期
松

野
　
陽

・岡
部

　
愛

株
式

会
社

ひ
こ

ば
え

●
●

●
●

●
●

●

芸 術 学 部

調
理

・製
菓

学
科

調
理

コ
ー

ス

短 期 大 学

学生確保（資料）－351



学
部

学
科

・
コ

ー
ス

ペ ー ジ
タ

イ
トル

科
目

名
期

教
員

名
連

携
先

地 域 連 携

産 官 学 連 携

国 際 連 携

P B L

学 外 授 業

プ レ ゼ ン

成 果 物 あ り

成 果 物 提 供

フ ィ ー ド

バ ッ ク

成 果 の 利 用

3
6

S
R
-
1
成

蹊
ロ

ー
ル

ケ
ー

キ
コ

ン
テ

ス
ト
（製

菓
コ

ー
ス

1
回

生
）

製
菓

実
習

Ⅳ
後

期
沖

　
忠

浩
調

理
・製

菓
学

科
　
製

菓
コ

ー
ス

　
研

究
室

●
●

●
●

3
7

オ
リ
ジ

ナ
ル

ガ
トー

コ
ン

テ
ス

ト
（製

菓
コ

ー
ス

２
回

生
）

応
用

製
菓

実
習

Ⅱ
後

期
沖

　
忠

浩
調

理
・製

菓
学

科
　
製

菓
コ

ー
ス

　
研

究
室

●
●

●
●

●

ｸ
ﾞﾛ

ｰﾊ
ﾞﾙ

ｺ
ﾐ
ｭ
ﾆ

ｹ
ｰｼ

ｮﾝ
学

科
3
8

2
0
2
0
摂

津
市

教
育

委
員

会
事

業
「
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

D
A

Y
」を

活
用

し
た

表
現

活
動

イ
ン

タ
ー

ン
シ

ッ
プ

B
後

期
工

藤
　
律

子
摂

津
市

教
育

員
会

お
よ

び
摂

津
市

内
の

小
学

校
●

●
●

●
●

大
学

　
小

計
1
0

3
1

0
2
9

2
5

3
0

3
0

2
9

3
1

1
6

短
期

大
学

　
小

計
4

6
0

4
1

7
7

4
3

5

合
計

1
4

3
7

0
3
3

2
6

3
7

3
7

3
3

3
4

2
1

調
理

・製
菓

学
科

製
菓

コ
ー

ス
短 期 大 学
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

今
年

度
は

コ
ロ

ナ
禍

の
影

響
に

よ
り
、

現
地

へ
の

視
察

が
で

き
な

い
企

業
も

あ
っ

た
。

ま
た

発
表

に
お

い
て

も
、

一
部

を
除

き
zo

o
m

で
繋

い
で

の
発

表
と

な
っ

た
。

実
施

内
容

テ
ー

マ
〇

中
小

企
業

の
新

規
採

用
募

集
（
（
株

）
ナ

オ
ミ
）

〇
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
を

活
用

し
た

堺
市

の
経

済
活

性
化

に
向

け
て

〇
京

都
ス

タ
ジ

ア
ム

の
多

目
的

利
用

〇
プ

ロ
野

球
オ

リ
ッ

ク
ス

・
バ

フ
ァ

ロ
ー

ズ
の

女
性

フ
ァ

ン
獲

得
戦

略
〇

京
都

府
立

京
都

学
歴

彩
館

の
集

客
促

進
進

め
方

　
４

～
５

月
 オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
企

業
・
団

体
か

ら
の

現
状

・
課

題
等

の
説

明
　
５

～
７

月
　
グ

ル
ー

プ
で

の
検

討
、
施

策
、

事
業

の
立

案
　
※

ワ
ー

ル
ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
２

０
２

１
で

は
、
現

地
調

査
を

実
施

し
た

。
　
７

月
末

 　
各

担
当

者
へ

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

お
よ

び
各

担
当

者
か

ら
の

講
評

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
課

題
解

決
型

学
修

と
し

て
各

担
当

者
に

対
し

て
、

実
際

の
課

題
（
集

客
、

知
名

度
向

上
な

ど
）
に

関
す

る
解

決
に

向
け

た
提

案
を

行
い

、
成

果
物

を
提

供
す

る
こ

と
で

、
実

際
の

課
題

解
決

へ
貢

献
す

る
と

と
も

に
、

学
生

に
は

実
践

的
な

責
任

感
が

醸
成

さ
れ

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

グ
ル

ー
プ

研
究

の
成

果
を

中
間

報
告

、
最

終
報

告
で

行
う

各
担

当
者

に
対

す
る

「
提

案
」
に

つ
い

て
、

①
資

料
、

②
発

表
、

③
効

果
、

④
新

規
性

、
⑤

実
現

性
の

視
点

で
評

価
及

び
コ

メ
ン

ト
を

行
っ

た
。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

連
携

先
が

抱
え

る
課

題
を

調
査

分
析

し
、

課
題

解
決

の
た

め
の

施
策

、
事

業
を

立
案

す
る

こ
と

を
通

じ
て

、
本

学
学

生
が

仕
事

で
必

要
な

社
会

人
基

礎
力

と
し

て
、

①
課

題
発

見
力

、
②

計
画

・
立

案
力

、
③

行
動

・
実

践
力

、
④

役
割

理
解

・
連

携
行

動
力

、
⑤

忠
恕

の
精

神
を

修
得

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

連
携

先
か

ら
提

案
さ

れ
た

課
題

に
つ

い
て

、
担

当
者

か
ら

の
説

明
、

現
地

調
査

、
資

料
収

集
な

ど
を

実
施

。

事
後

課
題

解
決

に
向

け
た

事
業

の
提

案
を

連
携

先
の

担
当

者
に

提
案

。

2
0
2
0
年

度
前

期
（
4
月

～
8
月

）

授
業

名
学

外
連

携
Ｐ
Ｂ

Ｌ
学

年
２

年
生

・
３

年
生

（
１

名
）

実
施

場
所

学
外

（
堺

市
）
、

学
内

担
当

教
員

山
崎

・
田

村
・
菅

・
大

崎
・
島

・
亀

田
・
神

瀬
・
荒

川
人

数
2
6
0
人

期
間

組
織

課
題

解
決

に
向

け
た

取
り
組

み
企

画
の

考
案

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
連

携
先

(株
)ナ

オ
ミ
、

ワ
ー

ル
ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
堺

市
実

行
委

員
会

、
合

同
会

社
ビ

バ
＆

サ
ン

ガ
、

（
株

）
オ

リ
ッ

ク
ス

・
バ

フ
ァ

ロ
ー

ズ
、

(株
)コ

ン
グ

レ

学
生

の
企

画
提

案
で

は
、

特
に

以
下

の
点

に
つ

い
て

高

い
評

価
を

得
た

。

①
株

式
会

社
ナ

オ
ミ
の

担
当

者
か

ら
は

、
発

想
が

ユ

ニ
ー

ク
で

、
こ

れ
ま

で
考

え
た

こ
と

が
な

い
企

画
案

を
発

表
い

た
だ

い
た

。
改

善
点

は
あ

る
が

、
発

表
い

た
だ

い
た

企
画

案
に

沿
っ

た
イ

ベ
ン

ト
は

開
催

し
て

み
た

い
と

の
コ

メ
ン

ト
を

い
た

だ
い

た
。

②
リ
モ

ー
ト
参

加
の

㈱
コ

ン
グ

レ
の

担
当

者
か

ら
は

、
コ

ロ

ナ
禍

で
時

間
が

限
ら

れ
て

い
る

中
で

も
、

様
々

な
新

し

い
可

能
性

を
提

案
し

て
い

た
だ

き
、

と
て

も
刺

激
に

な
っ

た
。

現
場

と
相

談
し

、
今

年
中

に
少

な
く
と

も
一

つ
は

必

ず
実

現
さ

せ
た

い
と

の
お

言
葉

を
い

た
だ

い
た

。
本

学

経
営

学
部

学
外

連
携

P
B
L

※
各

組
織

・
団

体
か

ら

テ
ー

マ
を

い
た

だ
く

株
式

会
社

コ
ン

グ
レ

合
同

会
社

ビ
バ

＆
サ

ン
ガ

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム

ズ
2
0
2
1
関
西
堺
市
実
行
委
員
会

(株
)ナ

オ
ミ

（
株

）
オ

リ
ッ

ク
ス

・バ
フ

ァ
ロ

ー
ズ

（１
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
摂

津
市

鳥
飼

銘
木

団
地

の
活

性
化

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
連

携
先

摂
津

市
市

長
公

室
広

報
課

、
生

活
環

境
部

産
業

振
興

課
、

大
阪

銘
木

青
年

会

2
0
2
0
年

度
後

期
（
2
0
2
0
年

9
月

～
2
0
2
1
年

1
月

）

授
業

名
地

域
連

携
P
B
L
/
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

3
学

年
2
年

生
実

施
場

所
学

外
（
摂

津
市

大
阪

銘
木

市
場

）
、

学
内

担
当

教
員

大
塚

　
康

央
・
和

足
　
憲

明
・
大

島
　
正

文
人

数
1
7
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

摂
津

市
か

ら
、

近
年

の
生

活
様

式
の

変
化

等
に

よ
り
衰

退
が

み
ら

れ
る

大
阪

銘
木

市
場

（
鳥

飼
銘

木
団

地
）
の

活
性

化
策

の
提

案
と

の
課

題
を

受
け

、
団

地
の

状
況

分
析

、
衰

退
の

原
因

な
ど

の
問

題
発

見
、

課
題

設
定

、
施

策
・
事

業
の

提
案

と
い

う
政

策
形

成
過

程
を

学
び

な
が

ら
、

地
域

の
ま

ち
づ

く
り
・
活

性
化

提
案

を
作

成
し

、
公

共
課

題
の

理
解

と
政

策
形

成
能

力
を

養
う

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

摂
津

市
の

現
状

等
の

理
解

、
鳥

飼
銘

木
団

地
の

見
学

に
よ

る
課

題
の

把
握

事
後

成
果

発
表

、
連

携
先

か
ら

の
評

価

実
施

内
容

①
課

題
発

表
②

特
別

授
業

（
摂

津
市

か
ら

）
③

鳥
飼

銘
木

団
地

の
視

察
④

問
題

発
見

、
分

析
、

課
題

の
設

定
⑤

施
策

・
事

業
の

立
案

⑥
中

間
ま

と
め

、
連

携
先

と
の

意
見

交
換

⑦
提

案
見

直
し

、
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
⑧

施
策

・
事

業
提

案
ま

と
め

⑨
連

携
先

へ
の

説
明

今
後

、
提

案
事

業
の

実
施

に
向

け
関

係
先

と
協

議

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果

提
案

を
具

体
化

す
る

た
め

、
摂

津
市

、
大

阪
銘

木
青

年
会

で
取

り
組

ま
れ

て
お

り
、

一
部

内
容

の
実

現
可

能
性

は
高

い
。

成
果

が
形

に
な

る
こ

と
で

、
学

生
の

学
び

の
効

果
が

高
ま

る
と

と
も

に
、

実
際

の
現

場
で

の
学

修
に

よ
り
、

地
域

課
題

の
解

決
と

自
ら

の
関

わ
り
を

知
る

な
ど

の
教

育
効

果
が

期
待

で
き

る
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
か

ら
と

の
直

接
の

意
見

交
換

、
ア

ド
バ

イ
ス

の
機

会
を

設
け

る
こ

と
で

、
地

域
で

の
取

り
組

み
実

態
と

課
題

認
識

に
つ

な
げ

る
。

そ
の

他

経
営

学
部

産
官

学
連

携

セ
ン

タ
ー

摂
津

市
大

阪
銘

木
青

年

会
鳥

飼
銘

木
団

地
活

性
化

策

の
提

案

活
性

化
事

業
の

実
施

検
討

（２
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
豊

能
町

で
の

農
業

を
中

心
と

す
る

地
域

の
活

性
化

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
連

携
先

豊
能

町
都

市
建

設
部

農
林

商
工

課

2
0
2
0
年

度
後

期
（
2
0
2
0
年

9
月

～
2
0
2
1
年

1
月

）

授
業

名
地

域
連

携
P
B
L
/
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

3
学

年
2
年

生
、

3
年

生
実

施
場

所
学

外
（
豊

能
町

「
志

野
の

里
」
ほ

か
）
、

学
内

担
当

教
員

大
塚

　
康

央
・
和

足
　
憲

明
・
大

島
　
正

文
人

数
1
5
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

豊
能

町
の

主
要

産
業

で
あ

る
農

業
の

活
性

化
と

地
域

の
魅

力
向

上
策

の
検

討
を

行
う

こ
と

で
、

地
域

農
業

が
置

か
れ

て
い

る
現

状
や

課
題

を
知

る
。

ま
た

、
公

共
問

題
の

解
決

に
取

り
組

む
意

識
と

、
問

題
発

見
か

ら
施

策
提

案
ま

で
の

過
程

を
体

得
す

る
。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

豊
能

町
の

現
状

等
の

理
解

、
農

産
物

直
売

所
や

豊
能

町
の

農
業

地
域

の
見

学
に

よ
る

課
題

の
把

握

事
後

成
果

発
表

、
連

携
先

か
ら

の
評

価

実
施

内
容

①
課

題
発

表
②

特
別

授
業

（
豊

能
町

か
ら

）
③

鳥
飼

銘
木

団
地

の
視

察
④

問
題

発
見

、
分

析
、

課
題

の
設

定
⑤

施
策

・
事

業
の

立
案

⑥
中

間
ま

と
め

、
連

携
先

と
の

意
見

交
換

⑦
提

案
見

直
し

、
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
⑧

施
策

・
事

業
提

案
ま

と
め

⑨
連

携
先

へ
の

説
明

今
後

、
提

案
事

業
の

実
施

に
向

け
関

係
先

と
協

議

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
実

際
の

現
場

で
、

担
当

者
や

地
域

住
民

の
直

の
声

を
聴

く
な

ど
の

学
修

に
よ

り
、

地
域

課
題

を
深

く
知

る
こ

と
が

で
き

る
と

と
も

に
、

そ
の

解
決

と
自

ら
の

関
わ

り
を

知
る

な
ど

の
教

育
効

果
が

期
待

で
き

る
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
か

ら
と

の
直

接
の

意
見

交
換

、
ア

ド
バ

イ
ス

の
機

会
を

設
け

る
こ

と
で

、
地

域
で

の
取

り
組

み
実

態
と

課
題

認
識

に
つ

な
げ

る
。

そ
の

他

経
営

学
部

産
官

学
連

携
セ

ン
タ

ー

豊
能

町

農
業

の
活

性

化
と

町
の

魅
力

向
上

策
の

提

案

本
学

農
産

物
直

売
セ

ン
タ

ー
志

野
の

里

農
業

者

（３
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
茨

木
市

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

と
ま

ち
づ

く
り

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
連

携
先

茨
木

市
市

民
文

化
部

ス
ポ

ー
ツ

推
進

課
、

認
定

N
P
O
茨

木
東

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
・
レ

ッ
ツ

、
N
P
O
茨

木
北

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
・
オ

ー
ク

2
0
2
0
年

度
後

期
（
2
0
2
0
年

9
月

～
2
0
2
1
年

1
月

）

授
業

名
地

域
連

携
P
B
L
/
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

3
学

年
2
年

生
実

施
場

所
学

外
（
茨

木
市

立
東

市
民

体
育

館
）
、

学
内

担
当

教
員

大
塚

　
康

央
・
亀

田
　
峻

宣
人

数
1
6
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

地
域

住
民

主
体

で
運

営
さ

れ
、
地

域
の

ス
ポ

ー
ツ

振
興

に
大

き
な

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
期

待
さ

れ
て

い
る

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
運

営
上

の
課

題
や

、
ま

ち
づ

く
り
と

の
関

係
に

つ
い

て
、

茨
木

市
の

事
例

を
調

査
分

析
し

、
施

策
提

案
を

行
う

。
こ

れ
に

よ
り
、

住
民

に
よ

る
公

共
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

や
地

域
と

の
関

係
を

知
り
、
公

共
へ

の
関

与
や

政
策

立
案

過
程

を
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

茨
木

市
の

ス
ポ

ー
ツ

推
進

施
策

の
理

解
、

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
活

動
と

課
題

の
把

握

事
後

成
果

発
表

、
連

携
先

か
ら

の
評

価

実
施

内
容

①
課

題
発

表
②

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
目

的
、
現

状
等

の
説

明
③

特
別

授
業

（
茨

木
市

、
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
か

ら
）

④
鳥

飼
銘

木
団

地
の

視
察

⑤
問

題
発

見
、
分

析
、

課
題

の
設

定
⑥

施
策

・
事

業
の

立
案

⑦
中

間
ま

と
め

、
連

携
先

と
の

意
見

交
換

⑧
提

案
見

直
し

、
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
⑨

施
策

・
事

業
提

案
ま

と
め

1
0
連

携
先

へ
の

説
明

今
後

、
提

案
事

業
の

実
施

に
向

け
関

係
先

と
協

議

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
実

際
の

現
場

で
、

担
当

者
や

地
域

住
民

の
直

の
声

を
聴

く
な

ど
の

学
修

に
よ

り
、

地
域

課
題

を
深

く
知

る
こ

と
が

で
き

る
と

と
も

に
、

そ
の

解
決

と
自

ら
の

関
わ

り
を

知
る

な
ど

の
教

育
効

果
が

期
待

で
き

る
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
か

ら
と

の
直

接
の

意
見

交
換

、
ア

ド
バ

イ
ス

の
機

会
を

設
け

る
こ

と
で

、
地

域
で

の
取

り
組

み
実

態
と

課
題

認
識

に
つ

な
げ

る
。

そ
の

他

経
営

学
部

産
官

学
連

携
セ

ン
タ

ー

茨
木

市

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の

活
動

活
性

化
と

ま

ち
づ

く
り
の

提
案

本
学

茨
木

東
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

・
レ

ッ
ツ

茨
木

北
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

・
オ

ー
ク

（４
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
企

業
と

の
連

携
に

よ
る

マ
ー

ケ
テ

ィ
ン

グ
・
リ
サ

ー
チ

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

経
営

コ
ー

ス
連

携
先

株
式

会
社

滋
賀

レ
イ

ク
ス

タ
ー

ズ

2
0
2
0
年

度
前

期
（
4
月

～
7
月

）
お

よ
び

2
0
2
0
年

度
後

期
（
9
月

～
1
月

）

授
業

名
専

門
演

習
1
・
2

学
年

2
年

生
実

施
場

所
学

外
（
連

携
先

企
業

の
施

設
、

試
合

会
場

な
ど

）
、

学
内

（
授

業
実

施
教

室
を

含
め

た
学

内
教

室
）

担
当

教
員

海
野

　
大

人
数

7
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標
連

携
先

企
業

か
ら

与
え

ら
れ

た
テ

ー
マ

に
学

生
が

主
体

的
に

取
り
組

む
こ

と
に

よ
り
、

現
実

の
問

題
を

デ
ー

タ
を

活
用

し
て

解
決

す
る

経
験

と
ス

キ
ル

を
修

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

以
下

を
実

施
し

た
。

1
．

フ
ァ

ン
ク

ラ
ブ

（
ク

ラ
フ

レ゙
イ

ク
ス

）
会

員
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
（
1
）
実

施
日

：
2
0
2
0
年

7
月

3
1
日

（
2
）
実

施
方

法
：
会

員
向

け
メ

ー
ル

マ
ガ

ジ
ン

に
回

答
U
R
L
を

添
付

し
、

w
e
b
に

て
回

答
い

た
だ

く
（
3
）
有

効
回

答
数

：
1
1
0
名

（
4
）
主

な
成

果
（
4
-
1
）
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
票

作
成

手
法

や
G
o
o
g
le

フ
ォ

ー
ム

の
使

い
方

な
ど

を
修

得
し

た
（
ゼ

ミ
学

生
全

員
）

（
4
-
2
）
ス

ポ
ー

ツ
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

分
野

の
キ

ー
コ

ン
セ

プ
ト
で

あ
る

チ
ー

ム
・
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
フ

ァ
ン

コ
ミ
ュ

ニ
テ

ィ
・
ア

イ
デ

ン
テ

ィ
フ

ィ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
概

念
の

理
解

、
ア

ン
ケ

ー
ト
デ

ー
タ

の
集

計
方

法
や

統
計

的
解

析
手

法
（
分

散
分

析
、

カ
イ

二
乗

検
定

等
）
の

修
得

・
実

践
、

報
告

資
料

の
作

成
方

法
の

修
得

（
夏

季
期

間
中

に
分

析
作

業
に

参
加

し
た

学
生

1
名

）
（
5
）
調

査
結

果
報

告
資

料
：
滋

賀
レ

イ
ク

ス
タ

ー
ズ

に
提

出
（
別

添
）

2
．

観
戦

者
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
（
1
）
実

施
日

：
2
0
2
0
年

1
1
月

1
5
日

（
2
）
実

施
方

法
：
試

合
会

場
に

お
い

て
来

場
者

に
調

査
協

力
依

頼
し

、
w

e
b
に

て
回

答
い

た
だ

く
（
3
）
有

効
回

答
数

：
2
0
2
名

（
4
）
主

な
成

果
（
4
-
1
）
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
計

画
立

案
、

調
査

設
計

、
調

査
表

作
成

、
当

日
進

行
検

討
、

調
査

実
施

等
の

一
連

の
作

業
の

実
践

（
ゼ

ミ
学

生
全

員
）

（
4
-
2
）
会

場
撤

収
作

業
な

ど
を

通
じ

た
試

合
興

行
運

営
業

務
の

経
験

（
ゼ

ミ
学

生
全

員
）

（
4
-
3
）
ア

ン
ケ

ー
ト
デ

ー
タ

の
集

計
、

分
析

、
考

察
、

資
料

作
成

の
実

践
（
ゼ

ミ
学

生
全

員
）

（
5
）
調

査
結

果
報

告
書

：
滋

賀
レ

イ
ク

ス
タ

ー
ズ

に
提

出
（
別

添
）

な
お

、
新

型
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
り
、

当
初

計
画

し
て

い
た

連
携

先
企

業
へ

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

実
施

の
日

程
を

確
保

で
き

な
か

っ
た

た
め

、
報

告
書

提
出

の
み

と
し

た
。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

市
場

調
査

、
チ

ケ
ッ

ト
購

入
者

分
析

な
ど

の
デ

ー
タ

分
析

の
た

め
の

講
義

・
演

習

事
後

成
果

発
表

（
課

題
解

決
策

の
プ

レ
ゼ

ン
）
，

連
携

先
企

業
に

よ
る

評
価

教
育

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

そ
の

他

実
施

内
容

株
式

会
社

滋
賀

レ
イ

ク
ス

タ
ー

ズ
は

、
今

後
同

社
が

成
長

す
る

た
め

に
フ

ァ
ン

ク
ラ

ブ
会

員
の

拡
大

と
主

催
ゲ

ー
ム

の
観

客
数

増
大

が
重

要
な

経
営

課
題

と
考

え
て

い
る

。
し

か
し

な
が

ら
、

タ
ー

ゲ
ッ

ト
顧

客
層

を
必

ず
し

も
定

量
的

に
把

握
で

き
て

お
ら

ず
、

ま
た

チ
ケ

ッ
ト
販

売
デ

ー
タ

な
ど

既
存

の
デ

ー
タ

も
十

分
に

活
か

し
き

れ
て

い
な

い
。
そ

こ
で

、
本

学
と

の
連

携
に

よ
り
、

市
場

調
査

並
び

に
既

存
デ

ー
タ

も
含

め
た

デ
ー

タ
分

析
に

よ
り
、
会

員
並

び
に

集
客

施
策

を
検

討
す

る
。

な
お

、
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

連
携

先
企

業
か

ら
の

要
望

に
よ

り
、

対
外

的
に

非
公

開
で

実
施

す
る

。

1
. 
市

場
調

査
、

チ
ケ

ッ
ト
購

入
者

分
析

な
ど

の
デ

ー
タ

分
析

の
た

め
の

講
義

・
演

習
2
. 
市

場
調

査
の

た
め

の
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
の

実
施

お
よ

び
デ

ー
タ

分
析

3
. 
課

題
解

決
策

（
会

員
増

加
お

よ
び

集
客

の
た

め
の

施
策

）
の

提
示

4
. 
成

果
発

表
（
課

題
解

決
策

の
プ

レ
ゼ

ン
）
，
連

携
先

企
業

に
よ

る
評

価

２
．

連
携

体
制

図
等

専
門

演
習

（
海

野
ゼ

ミ
）

連
携

先
企

業

株
式

会
社

滋
賀

レ
イ

ク
ス

タ
ー

ズ

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
参

加
し

た
学

生
は

、
企

業
が

抱
え

る
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

分
野

の
経

営
課

題
の

理
解

、
市

場
調

査
の

手
法

、
デ

ー
タ

分
析

の
手

法
、

問
題

解
決

の
プ

ロ
セ

ス
、

企
画

立
案

と
提

案
等

に
関

す
る

実
践

的
経

験
を

得
る

こ
と

が
で

き
、

高
い

教
育

効
果

が
期

待
で

き
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
企

業
へ

提
案

す
る

施
策

内
容

の
連

携
先

企
業

か
ら

の
講

評
。

連
携

先
企

業
に

お
け

る
当

該
施

策
の

実
施

結
果

等
に

関
す

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

。

提
案
（会
員
並
び
に
集
客
施
策
）

提
案
に
対
す
る
評
価

（５
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

企
画

提
案

内
容

に
つ

い
て

、
次

段
階

と
し

て
実

現
に

向
け

た
活

動
を

行
っ

て
い

く
。

ま
た

、
摂

津
市

と
の

連
携

も
発

生
し

、
大

塚
教

授
に

も
協

力
を

仰
ぐ

こ
と

と
な

っ
た

。

実
施

内
容

前
期

が
リ
モ

ー
ト
授

業
と

な
っ

た
た

め
、
こ

の
間

に
つ

い
て

は
、

①
連

携
先

企
業

に
つ

い
て

の
情

報
収

集
、
②

情
報

提
示

方
法

に
つ

い
て

の
情

報
収

集
を

指
導

、
対

面
授

業
開

始
後

に
収

集
情

報
の

突
き

合
せ

を
行

い
、
準

備
活

動
と

し
た

。
連

携
実

施
確

定
後

に
、
現

地
視

察
（
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

南
茨

木
駅

、
千

里
中

央
駅

、
摂

津
南

駅
）

及
び

企
業

人
へ

の
ヒ

ア
リ
ン

グ
を

行
い

、
そ

の
後

グ
ル

ー
プ

に
て

提
案

内
容

の
検

討
を

行
っ

た
。

企
業

側
へ

の
提

案
(発

表
)は

、
1
/
2
9
に

リ
モ

ー
ト
に

て
実

施
。

グ
ル

ー
プ

２
が

提
案

し
た

、
南

摂
津

駅
に

お
け

る
摂

津
市

の
銘

木
を

使
っ

た
集

客
イ

ベ
ン

ト
に

つ
い

て
強

く
関

心
を

持
っ

て
い

た
だ

き
、
継

続
し

て
企

画
の

実
現

に
向

け
た

連
携

を
希

望
さ

れ
た

。

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
こ

れ
ま

で
関

連
の

な
か

っ
た

外
事

に
対

し
て

、
自

分
事

と
し

て
と

ら
え

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
を

学
ん

だ
。

ま
た

、
自

ら
の

活
動

の
成

果
に

よ
り
、

実
際

に
企

業
が

活
動

す
る

と
い

う
成

果
を

得
る

こ
と

で
、

自
己

肯
定

感
の

強
化

に
つ

な
が

っ
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

企
画

段
階

で
、

指
導

教
員

に
よ

る
企

画
内

容
に

つ
い

て
の

助
言

を
行

っ
た

。
発

表
会

を
経

て
、

先
方

よ
り
各

グ
ル

ー
プ

の
提

案
内

容
に

対
す

る
コ

メ
ン

ト
及

び
全

体
的

な
総

評
を

い
た

だ
い

た
。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

大
阪

モ
ノ
レ

ー
ル

株
式

会
社

よ
り
、
利

用
客

数
の

比
較

的
少

な
い

「
摂

津
南

駅
」
及

び
「
南

茨
木

駅
」

の
利

用
者

増
の

た
め

の
提

案
。
提

案
内

容
の

検
討

過
程

に
お

い
て

、
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

や
企

業
的

視
点

、
先

行
事

例
の

適
切

な
引

用
な

ど
に

つ
い

て
を

学
修

す
る

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

企
業

と
の

連
携

を
ゼ

ミ
募

集
時

に
連

絡
を

行
い

、
開

講
後

企
業

情
報

な
ど

の
確

認
を

行
っ

た

事
後

2
0
2
1
年

度
に

企
画

実
現

に
向

け
た

活
動

を
実

施
予

定

2
0
2
0
年

度
前

期
・
後

期

授
業

名
専

門
演

習
１

・
２

学
年

２
年

生
実

施
場

所
本

学
及

び
大

阪
モ

ノ
レ

ー
ル

担
当

教
員

中
井

　
秀

樹
人

数
１

４
人

期
間

大
阪

モ
ノ
レ

ー
ル

　
駅

利
用

者
増

の
提

案

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

経
営

コ
ー

ス
連

携
先

大
阪

モ
ノ
レ

ー
ル

株
式

会
社

現
地

視
察

協
力

発
表

会
実

施
(総

評
・
コ

メ
ン

ト
)

大
阪

モ
ノ

レ
ー

ル
株

式
会

社

大
阪

成
蹊

大
学

経
営

学
部

中
井

ゼ
ミ

グ
ル

ー
プ

１

グ
ル

ー
プ

２

グ
ル

ー
プ

３

グ
ル

ー
プ

４
現

地
視

察
協

力

発
表

会
実

施
(総

評
・コ

メ
ン

ト
)

（６
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

①
中

日
本

フ
ー

ド
の

講
師

に
よ

る
特

別
授

業
（
P
B
L
課

題
の

提
示

）
②

原
料

に
合

う
フ

レ
ー

バ
ー

検
証

（
官

能
評

価
）
の

実
施

③
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

で
商

品
企

画
の

作
成

④
商

品
企

画
の

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

⑤
連

携
先

（
中

日
本

フ
ー

ド
株

式
会

社
）
へ

商
品

企
画

の
提

案
⑥

商
品

名
、
キ

ャ
ッ

ト
コ

ピ
ー

の
決

定
⑦

P
O
P
制

作
⑧

売
場

実
習

（
F
o
o
d
s 

M
ar

k
e
t 

sa
ta

k
e
　

3
店

舗
）

※
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

実
習

は
中

止
と

し
、
見

学
の

み
行

っ
た

。
⑨

成
果

発
表

用
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト
の

作
成

、
発

表
練

習
➉

成
果

発
表

会
お

よ
び

連
携

先
か

ら
の

総
評

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
通

し
て

商
品

開
発

と
売

場
作

り
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
を

学
び

、
連

携
先

の
P
B
L
課

題
に

応
え

、
全

て
の

班
で

成
果

物
（
オ

リ
ジ

ナ
ル

惣
菜

、
P
O
P
）
を

提
案

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

成
果

発
表

会
で

は
、

連
携

先
の

経
営

戦
略

室
長

よ
り
総

評
・
コ

メ
ン

ト
を

頂
く
と

と
も

に
、

教
員

か
ら

も
商

品
企

画
、

P
O
P
の

良
か

っ
た

点
や

改
善

す
べ

き
点

な
ど

に
つ

い
て

指
導

し
た

。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

日
本

ハ
ム

グ
ル

ー
プ

の
中

日
本

フ
ー

ド
株

式
会

社
、

佐
竹

食
品

株
式

会
社

に
よ

る
P
B
L
課

題
「
オ

リ
ジ

ナ
ル

惣
菜

を
開

発
・
販

売
し

よ
う
！

」
に

取
り
組

み
、

学
生

が
企

画
・
開

発
か

ら
販

売
ま

で
体

験
学

修
を

行
う
。

実
践

的
な

産
学

連
携

授
業

を
通

し
て

、
食

ビ
ジ

ネ
ス

に
欠

か
せ

な
い

企
画

力
、

提
案

力
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
な

ど
を

総
合

的
に

修
得

さ
せ

る
。

【
概

要
】

P
B
L
課

題
「
オ

リ
ジ

ナ
ル

惣
菜

を
開

発
・
販

売
し

よ
う

！
」
に

受
け

、
学

生
が

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
で

フ
レ

ー
バ

ー
検

証
な

ど
を

行
い

、
商

品
企

画
を

提
案

し
、

4
ア

イ
テ

ム
の

オ
リ
ジ

ナ
ル

惣
菜

を
開

発
し

た
。

ま
た

、
ユ

ニ
ー

ク
な

P
O
P
を

制
作

、
3
店

舗
の

売
場

に
掲

示
し

た
。

そ
の

結
果

、
販

売
目

標
を

上
回

る
売

上
と

な
り
、

連
携

先
よ

り
高

く
評

価
し

て
頂

い
た

。

　
（
１

）
フ

レ
ー

バ
ー

検
証

に
よ

る
商

品
企

画
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
３

）
売

場
見

学
（
F
o
o
d
s 

M
ar

k
e
t 

sa
ta

k
e
　

3
店

舗
）

　
（
２

）
P
O
P
（
４

ア
イ

テ
ム
×2

種
類

）

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

商
品

開
発

の
一

連
の

プ
ロ

セ
ス

を
学

び
、

連
携

先
企

業
に

つ
い

て
研

究

事
後

成
果

物
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化
（
オ

リ
ジ

ナ
ル

惣
菜

、
P
O
P
、

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
資

料
）

2
0
2
0
年

度
　

前
期

授
業

名
専

門
演

習
１

学
年

２
年

生
実

施
場

所
学

内
（
4
4
4
教

室
）
、

学
外

（
F
o
o
d
s 

M
ar

k
e
t 

sa
ta

k
e
　

梶
町

店
・
久

宝
寺

店
・
高

槻
城

西
店

）

担
当

教
員

髙
畑

　
能

久
人

数
2
1
名

／
４

班
編

成
期

間

産
学

連
携

P
B
L
：
日

本
ハ

ム
グ

ル
ー

プ
他

と
の

連
携

 『
オ

リ
ジ

ナ
ル

惣
菜

を
開

発
・
販

売
し

よ
う

！
』

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

連
携

先
日

本
ハ

ム
グ

ル
ー

プ
（
中

日
本

フ
ー

ド
株

式
会

社
）
、

佐
竹

食
品

株
式

会
社

産
学

連
携

P
B
L

『
オ

リ
ジ

ナ
ル

惣
菜

を
開

発
・販

売
し

よ
う
！

』

本
学

日
本

ハ
ム

グ
ル

ー
プ

（
中

日
本

フ
ー

ド
㈱

）
経

営
学

部

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

特
別

授
業

商
品

開
発

佐
竹

食
品

㈱
P
O
P
制

作
、
売

場
実

習

（７
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

【
概

要
】
学

生
が

試
行

錯
誤

し
な

が
ら

「
能

勢
ぐ

り
」
の

洋
風

和
菓

子
（
プ

リ
ン

、
モ

ン
ブ

ラ
ン

）
を

企
画

・
開

発
し

、
商

品
化

を
目

指
し

た
。

①
産

官
学

連
携

体
制

の
構

築
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

立
ち

上
げ

②
商

品
コ

ン
セ

プ
ト
の

企
画

立
案

③
試

作
お

よ
び

商
品

企
画

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
④

学
生

に
よ

る
モ

ニ
タ

ー
調

査
の

実
施

（
試

食
と

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
）

⑤
連

携
先

（
御

菓
子

司
津

村
屋

）
へ

試
作

品
の

改
良

提
案

⑥
第

4
回

ア
グ

リ
カ

ル
チ

ャ
ー

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

大
会

で
成

果
を

発
表

⑦
商

品
規

格
の

確
定

、
商

品
化

、
製

造
（
御

菓
子

司
津

村
屋

）
⑧

新
商

品
の

テ
ス

ト
販

売
⑨

成
果

を
学

内
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
卒

業
研

究
発

表
会

）

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
コ

ロ
ナ

禍
で

は
あ

っ
た

が
、

担
当

学
生

は
3
年

次
よ

り
商

品
企

画
を

連
携

先
に

提
案

お
よ

び
試

作
を

繰
り
返

し
、

ユ
ニ

ー
ク

な
洋

風
和

菓
子

の
開

発
に

成
功

し
た

。
ま

た
、

テ
ス

ト
販

売
の

結
果

も
良

好
で

あ
っ

た
こ

と
で

、
担

当
学

生
の

や
り
が

い
や

自
己

肯
定

感
の

向
上

に
繋

が
っ

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
よ

り
、

企
画

段
階

か
ら

商
品

化
に

至
る

ま
で

き
め

細
か

く
指

導
し

て
頂

い
た

。
ま

た
、

第
4
回

ア
グ

リ
カ

ル
チ

ャ
ー

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

大
会

で
も

審
査

員
か

ら
コ

メ
ン

ト
を

頂
い

た
。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

連
携

先
（
御

菓
子

司
津

村
屋

、
大

阪
府

）
に

対
し

て
、

学
生

が
産

官
学

連
携

に
よ

る
大

阪
産

（
も

ん
）

果
物

を
使

っ
た

商
品

企
画

を
提

案
し

、
商

品
化

を
目

指
す

。
自

ら
連

携
先

を
巻

き
込

ん
で

商
品

開
発

を
実

践
す

る
こ

と
で

、
食

ビ
ジ

ネ
ス

の
専

門
知

識
を

は
じ

め
企

画
力

、
対

人
関

係
力

、
プ

ロ
セ

ス
管

理
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
な

ど
を

総
合

的
に

修
得

さ
せ

る
。

　
（
１

）
学

生
が

開
発

し
た

新
商

品
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
２

）
オ

リ
ジ

ナ
ル

の
ロ

ゴ
マ

ー
ク

  
（
３

）
学

生
が

作
成

し
た

オ
リ
ジ

ナ
ル

P
O
P
  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
  
  

　
（
４

）
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

で
紹

介
し

た
記

事

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

商
品

開
発

の
一

連
の

プ
ロ

セ
ス

を
学

び
、

連
携

先
に

つ
い

て
研

究

事
後

成
果

物
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化
（
新

商
品

、
ロ

ゴ
マ

ー
ク

、
P
O
P
、

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
記

事
）

2
0
2
0
年

度
　

通
期

授
業

名
専

門
演

習
５

・
６

学
年

４
年

生
実

施
場

所
学

内
（
フ

ー
ド
シ

ス
テ

ム
研

究
室

）
、

学
外

（
津

村
屋

本
店

他
）

担
当

教
員

髙
畑

　
能

久
人

数
1
0
人

期
間

産
官

学
連

携
に

よ
る

大
阪

産
（
も

ん
）
果

物
を

使
っ

た
商

品
開

発

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

連
携

先
御

菓
子

司
津

村
屋

（
能

勢
栗

農
園

）
、

大
阪

府

産
学
連
携
P
B
L
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
弁
当
を
開
発
・販
売
し
よ
う
！
』

本
学

ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ

（
中
日
本
フ
ー
ド
㈱
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

食
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

特
別
授
業

商
品
開
発

佐
竹
食
品
㈱

売
場
実
習

産
官
学
連
携
に
よ
る
大
阪
産
（も
ん
）果
物
を
使
っ
た
商
品
開
発

本
学

御
菓

子
司

津
村

屋

（
能

勢
栗

農
園

）

大
阪

府

経
営

学
部

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

髙
畑

ゼ
ミ

卒
業

研
究

商
品

開
発

・
テ

ス
ト
販

売

（８
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

連
携

先
よ

り
、

企
画

段
階

か
ら

商
品

化
に

至
る

ま
で

き
め

細
か

く
指

導
し

て
頂

い
た

。
ま

た
、

昨
年

の
第

3
回

ア
グ

リ
カ

ル
チ

ャ
ー

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

大
会

で
成

果
発

表
を

行
い

、
審

査
員

か
ら

実
践

的
な

実
用

化
研

究
と

し
て

高
く
評

価
さ

れ
て

「
優

秀
賞

」
を

受
賞

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

学
修

の
成

果
コ

ロ
ナ

禍
で

は
あ

っ
た

が
、

担
当

学
生

は
3
年

次
よ

り
商

品
企

画
を

連
携

先
に

提
案

、
試

作
を

繰
り
返

し
、

お
客

様
満

足
度

が
高

い
商

品
の

開
発

に
成

功
し

た
。

ま
た

、
定

番
商

品
と

し
て

本
販

売
さ

れ
た

で
、

担
当

学
生

の
や

り
が

い
や

自
己

肯
定

感
の

向
上

に
繋

が
っ

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

連
携

先
（
N
S
W

株
式

会
社

、
大

阪
府

、
J
A
全

農
大

阪
）
に

対
し

て
、

学
生

が
産

官
学

連
携

に
よ

る
大

阪
産

（
も

ん
）
野

菜
を

使
っ

た
商

品
企

画
を

提
案

し
、

商
品

化
を

目
指

す
。

自
ら

連
携

先
を

巻
き

込
ん

で
商

品
開

発
を

実
践

す
る

こ
と

で
、
食

ビ
ジ

ネ
ス

の
専

門
知

識
を

は
じ

め
企

画
力

、
対

人
関

係
力

、
プ

ロ
セ

ス
管

理
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
な

ど
を

総
合

的
に

修
得

さ
せ

る
。

　
（
１

）
学

生
が

開
発

し
た

新
商

品
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
２

）
専

門
店

で
の

テ
ス

ト
販

売
の

様
子

  
（
３

）
学

生
が

作
成

し
た

オ
リ
ジ

ナ
ル

P
O
P
  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
４

）
イ

ン
ス

タ
グ

ラ
ム

で
紹

介
し

た
レ

シ
ピ

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

商
品

開
発

の
一

連
の

プ
ロ

セ
ス

を
学

び
、

連
携

先
に

つ
い

て
研

究

事
後

成
果

物
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化
（
新

商
品

、
オ

リ
ジ

ナ
ル

P
O
P
、

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
記

事
）

実
施

内
容

【
概

要
】
学

生
が

試
行

錯
誤

し
な

が
ら

「
泉

州
紅

ず
い

き
」
、

「
大

阪
え

だ
ま

め
」
の

ピ
ク

ル
ス

を
企

画
・

開
発

し
、
商

品
化

を
目

指
し

た
。

①
商

品
コ

ン
セ

プ
ト
の

企
画

立
案

②
試

作
お

よ
び

商
品

企
画

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
③

直
営

店
で

の
モ

ニ
タ

ー
調

査
の

実
施

（
お

客
様

へ
の

試
食

と
ア

ン
ケ

ー
ト
調

査
）

④
試

作
品

の
改

良
、
連

携
先

（
N
S
W

株
式

会
社

、
大

阪
府

、
J
A

全
農

大
阪

）
へ

再
提

案
⑤

商
品

規
格

の
確

定
⑥

商
品

化
、
製

造
（
N
S
W

株
式

会
社

）
⑦

新
商

品
の

テ
ス

ト
販

売
、
お

客
様

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
⑧

直
営

店
で

の
本

販
売

⑨
成

果
を

学
内

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

（
卒

業
研

究
発

表
会

）

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

そ
の

他実
施

場
所

学
内

（
フ

ー
ド
シ

ス
テ

ム
研

究
室

）
、

学
外

（
N
S
W

本
社

工
場

、
い

ず
み

ピ
ク

ル
ス

専
門

店
他

）

担
当

教
員

髙
畑

　
能

久
人

数
1
0
人

期
間

2
0
2
0
年

度
　

通
期

授
業

名
専

門
演

習
５

・
６

学
年

４
年

生

産
官

学
連

携
に

よ
る

大
阪

産
（
も

ん
）
野

菜
を

使
っ

た
商

品
開

発

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

連
携

先
N
S
W

株
式

会
社

、
大

阪
府

、
J
A

全
農

大
阪

産
学
連
携
P
B
L
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
弁
当
を
開
発
・販
売
し
よ
う
！
』

本
学

ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ

（
中
日
本
フ
ー
ド
㈱
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

食
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

特
別
授
業

商
品
開
発

佐
竹
食
品
㈱

売
場
実
習

産
官
学
連
携
に
よ
る
大
阪
産
（も
ん
）野
菜
を
使
っ
た
商
品
開
発

本
学

N
S
W
㈱

大
阪
府

J
A
全
農
大
阪

経
営
学
部

経
営
学
科

食
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

髙
畑
ゼ
ミ

卒
業
研
究

商
品
開
発
・
テ
ス
ト
販
売

（９
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

【
概

要
】
学

生
が

試
行

錯
誤

し
な

が
ら

自
ら

中
心

に
な

っ
て

企
画

・
運

営
す

る
こ

と
に

よ
る

「
な

に
わ

の
伝

統
野

菜
フ

ェ
ア

」
の

開
催

を
目

指
し

た
。

①
産

官
学

連
携

体
制

の
構

築
と

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

立
ち

上
げ

②
学

生
主

体
の

イ
ベ

ン
ト
企

画
を

立
案

③
連

携
先

（
J
A
大

阪
南

）
へ

の
提

案
お

よ
び

企
画

内
容

の
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
④

広
告

用
チ

ラ
シ

の
作

成
お

よ
び

配
布

⑤
オ

リ
ジ

ナ
ル

T
シ

ャ
ツ

・
P
O
P
の

作
成

⑥
「
な

に
わ

の
伝

統
野

菜
フ

ェ
ア

」
の

開
催

、
来

場
客

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
⑦

第
4
回

ア
グ

リ
カ

ル
チ

ャ
ー

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

大
会

で
成

果
を

発
表

⑧
連

携
先

（
J
A
大

阪
南

）
へ

の
改

善
提

案
⑨

成
果

を
学

内
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

（
卒

業
研

究
発

表
会

）

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
コ

ロ
ナ

禍
で

は
あ

っ
た

が
、

担
当

学
生

は
3
年

次
よ

り
連

携
先

に
イ

ベ
ン

ト
企

画
の

提
案

を
繰

り
返

し
、

「
な

に
わ

の
伝

統
野

菜
フ

ェ
ア

」
の

開
催

に
成

功
し

た
。

ま
た

、
多

く
の

来
場

客
に

伝
統

野
菜

の
魅

力
を

伝
え

ら
れ

た
こ

と
で

担
当

学
生

の
や

り
が

い
や

自
己

肯
定

感
の

向
上

に
繋

が
っ

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
よ

り
、

企
画

段
階

か
ら

開
催

に
至

る
ま

で
き

め
細

か
く
指

導
し

て
頂

い
た

。
ま

た
、

第
4
回

ア
グ

リ
カ

ル
チ

ャ
ー

コ
ン

ペ
テ

ィ
シ

ョ
ン

大
会

で
も

審
査

員
か

ら
コ

メ
ン

ト
を

頂
い

た
。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

連
携

先
（
J
A
大

阪
南

、
大

阪
府

）
に

対
し

て
、
学

生
が

産
官

学
連

携
に

よ
る

「
な

に
わ

伝
統

野
菜

フ
ェ

ア
」
の

企
画

を
提

案
し

、
イ

ベ
ン

ト
運

営
を

目
指

す
。

自
ら

連
携

先
を

巻
き

込
ん

で
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

・
運

営
を

実
践

す
る

こ
と

で
、
食

ビ
ジ

ネ
ス

の
専

門
知

識
を

は
じ

め
企

画
力

、
対

人
関

係
力

、
プ

ロ
セ

ス
管

理
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
な

ど
を

総
合

的
に

修
得

さ
せ

る
。

　
（
１

）
イ

ベ
ン

ト
広

告
用

の
チ

ラ
シ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

  
  

  
　

（
２

）
オ

リ
ジ

ナ
ル

T
シ

ャ
ツ

  　
（
３

）
学

生
が

作
成

し
た

オ
リ
ジ

ナ
ル

P
O
P
  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（
４

）
な

に
わ

の
伝

統
野

菜
フ

ェ
ア

の
様

子

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

イ
ベ

ン
ト
開

催
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
を

学
び

、
連

携
先

に
つ

い
て

研
究

事
後

成
果

物
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化
（
新

商
品

、
広

報
用

チ
ラ

シ
、

オ
リ
ジ

ナ
ル

T
シ

ャ
ツ

・
P
O
P
）

2
0
2
0
年

度
　

通
期

授
業

名
専

門
演

習
５

・
６

学
年

４
年

生
実

施
場

所
学

内
（
フ

ー
ド
シ

ス
テ

ム
研

究
室

）
、

学
外

（
農

産
物

直
売

所
他

）

担
当

教
員

髙
畑

　
能

久
人

数
1
0
人

期
間

な
に

わ
の

伝
統

野
菜

を
知

っ
て

も
ら

う
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

・
運

営

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

連
携

先
J
A

大
阪

南
（
な

に
わ

の
伝

統
野

菜
部

会
、

農
産

物
直

売
所

）
、

大
阪

府

産
学
連
携
P
B
L
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
弁
当
を
開
発
・販
売
し
よ
う
！
』

本
学

ニ
ッ
ポ
ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ

（
中
日
本
フ
ー
ド
㈱
）

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科

食
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス

特
別
授
業

商
品
開
発

佐
竹
食
品
㈱

売
場
実
習

な
に

わ
の

伝
統

野
菜

を
知

っ
て

も
ら

う
イ

ベ
ン

トの
企

画
・運

営

本
学

J
A
大

阪
南

（
な

に
わ

の
伝

統
野

菜
部

会
、

農
産

物
直

売
所

）

大
阪

府

経
営

学
部

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

髙
畑

ゼ
ミ

卒
業

研
究

イ
ベ

ン
ト
企

画
・
運

営

（１
０
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
産

学
連

携
P
B
L
　

『
青

果
売

り
場

を
企

画
し

て
み

よ
う

！
』

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

連
携

先
大

阪
府

中
央

卸
売

市
場

・
北

果
・
大

果
・
林

田
商

店

2
0
2
0
年

度
後

期

授
業

名
専

門
演

習
２

学
年

２
年

生
実

施
場

所
学

外
（
大

阪
府

中
央

卸
売

市
場

・
京

阪
す

み
の

ど
う

店
）
、

学
内

（
4
4
4
教

室
）

担
当

教
員

伴
　
み

ず
ほ

人
数

2
3
名

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

フ
ー

ド
チ

ェ
ー

ン
の

う
ち

卸
売

市
場

、
小

売
販

売
店

の
売

場
に

フ
ォ

ー
カ

ス
し

た
販

促
手

法
を

学
ぶ

。
ま

た
、
大

阪
府

中
央

卸
売

市
場

等
の

連
携

先
か

ら
与

え
ら

れ
た

現
場

の
P
B
L
課

題
に

対
し

、
関

連
す

る
情

報
の

収
集

・
整

理
を

行
い

、
企

画
提

案
お

よ
び

売
場

実
習

を
行

う
。

学
期

末
に

は
一

連
の

P
B
L
課

題
の

成
果

を
連

携
先

の
方

々
（
大

阪
府

中
央

卸
売

市
場

等
）
に

対
し

発
表

を
行

い
ご

意
見

を
頂

戴
す

る
。

（
１

）
フ

ィ
ー

ル
ド
見

学
お

よ
び

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

（
P
B
L
課

題
の

提
示

）
　

　
　

　
　

　
  
 　

　
　

　
 （

２
）
市

場
調

査
 　

　
　

　
　

‐
P
B
L
課

題
の

提
示

‐
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

‐
売

場
説

明
‐

　 　
　

　
　

　
　

　
　

（
３

）
成

果
物

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 （
４

）
売

場
実

習
  
  

  
  
 　

  
  

  
  

  
  
  

  
  
  

  
　

　
　

  
（
５

）
成

果
発

表
、

総
評

　
　

　
　

　
　

　
　 　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
‐
開

店
前

準
備

・
品

出
・
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
・
売

場
‐

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

P
B
L
課

題
に

取
り
組

む
と

同
時

に
青

果
売

場
業

務
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
と

専
門

知
識

を
学

ぶ

事
後

P
B
L
学

修
の

一
連

の
取

り
組

み
を

ま
と

め
発

表
す

る

実
施

内
容

①
市

場
お

よ
び

売
り
場

の
見

学
（
P
B
L
課

題
の

提
示

）
②

特
別

授
業

・
P
O
P
の

講
義

お
よ

び
演

習
③

各
自

市
場

調
査

、
企

画
書

の
作

成
④

グ
ル

ー
プ

で
企

画
の

絞
込

み
⑤

企
画

案
の

学
内

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

⑥
学

外
（
林

田
商

店
）
へ

企
画

の
提

案
⑦

企
画

の
修

正
⑧

P
O
P
お

よ
び

、
実

習
内

容
別

の
シ

フ
ト
作

成
⑨

売
り
場

実
習

前
に

実
習

場
所

に
て

事
前

打
ち

合
わ

せ
⑩

売
場

実
習

（
京

阪
す

み
の

ど
う
店

）
⑪

成
果

発
表

の
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト
作

成
、
発

表
練

習
⑫

成
果

発
表

、
連

携
先

か
ら

の
総

評

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
zo

o
m

に
よ

る
講

義
（
卸

売
・
仲

卸
）
、
事

前
訪

問
（
P
B
L
課

題
提

示
）
、

P
O

P
理

論
の

学
び

お
よ

び
市

場
調

査
（
情

報
収

集
・
企

画
提

案
・
実

習
）
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
を

学
び

、
連

携
先

の
P
B

L
課

題
に

応
え

て
、
成

果
物

（
有

機

野
菜

の
P
O

P
）
と

期
末

発
表

p
p
tを

作
成

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
ま

た
、
売

上
を

伸
ば

す
こ

と
が

で
き

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
の

皆
様

よ
り
総

評
・
コ

メ
ン

ト
を

頂
く
と

共
に

、
教

員
か

ら
も

学
生

企
画

内
容

と
期

末
発

表
pp

t
の

改
善

す
べ

き
点

な
ど

に
つ

い
て

そ
の

都
度

指
導

し
た

。

そ
の

他

産
学

連
携

P
B
L

『青
果

売
り
場

を
企

画
し

て
み

よ
う

！
』

本
学

大
阪

府
中

央
卸

売
市

場

（
市

場
の

学
び

）

（
仲

卸
の

学
び

）
経

営
学

部

経
営

学
科

食
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

特
別

授
業

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

フ
ィ

ー
ル

ド
見

学
お

よ
び

市
場

調

査
成

果
発

表

売
場

実
習

林
田

商
店

（
小

売
の

学
び

）

ビ
ー

ア
ッ

プ
（
P
O
P
の

学
び

）

（１
１
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

協
働

の
取

り
組

み
を

実
施

し
て

い
る

当
事

者
（
行

政
担

当
者

、
住

民
組

織
（
N
P
O
等

）
、

民
間

事
業

者
、
公

益
法

人
）
か

ら
、

協
働

に
対

す
る

考
え

方
、
取

り
組

み
に

至
っ

た
経

緯
、

現
状

、
成

果
、

課
題

に
つ

い
て

、
話

を
聞

く
。

ま
た

、
協

働
の

取
り
組

み
が

実
施

さ
れ

て
い

る
現

場
を

見
学

し
、

状
況

を
理

解
す

る
。

グ
ル

ー
プ

で
、
協

働
の

意
義

や
今

後
の

あ
り
方

な
ど

に
つ

い
て

議
論

す
る

。
地

域
社

会
の

一
員

と
し

て
、
自

ら
が

参
加

し
、
協

働
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
か

を
自

問
自

答
し

、
今

後
の

取
り
組

み
に

活
か

す
。

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
実

際
の

現
場

で
活

躍
さ

れ
て

い
る

人
の

声
を

聴
く
こ

と
で

、
協

働
の

意
義

、
役

割
、

課
題

な
ど

を
知

り
学

ぶ
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
さ

ま
ざ

ま
な

主
体

で
異

な
る

課
題

や
考

え
方

、
果

た
そ

う
と

し
て

い
る

役
割

を
理

解
し

、
公

共
課

題
や

政
策

推
進

の
基

本
的

な
事

項
を

学
ぶ

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

協
働

と
地

理
組

の
実

践
者

と
の

直
接

の
意

見
交

換
や

質
問

、
回

答
に

よ
り
理

解
を

深
め

る
。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

公
共

課
題

、
社

会
課

題
の

解
決

に
行

政
、
民

間
事

業
者

、
住

民
等

が
協

働
し

て
取

り
組

ん
で

い
る

事
例

や
課

題
を

、
協

働
の

取
り
組

み
を

実
践

し
て

い
る

組
織

、
団

体
か

ら
話

を
聴

き
、

さ
ま

ざ
ま

な
情

報
や

知
見

を
得

る
こ

と
で

、
こ

れ
か

ら
ま

す
ま

す
重

要
と

な
る

協
働

に
つ

い
て

学
ぶ

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

協
働

事
例

の
収

集

事
後

協
働

の
取

り
組

み
を

実
践

し
て

い
る

組
織

、
人

へ
の

質
問

、
そ

れ
へ

の
回

答
に

ろ
る

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

2
0
2
0
年

度
後

期
（
2
0
2
0
年

9
月

～
2
0
2
1
年

1
月

）

授
業

名
地

域
協

働
論

学
年

1
年

生
実

施
場

所
学

内

担
当

教
員

大
塚

　
康

央
・
池

田
　
千

恵
子

人
数

3
6
人

期
間

地
域

協
働

（
地

方
自

治
体

、
住

民
団

体
、

公
益

法
人

、
民

間
事

業
者

と
の

協
働

）

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

公
共

政
策

コ
ー

ス
連

携
先

茨
木

市
、

（
N
P
O
)い

ば
ら

き
市

民
活

動
推

進
ネ

ッ
ト
、

東
淀

川
区

社
会

福
祉

協
議

会
、

ま
ち

づ
く
り
コ

ン
サ

ル
タ

ン
ト

経
営

学
部

経
営

学
科

公
共

政
策

コ
ー

ス

行
政

民
間

事
業

者

住
民

等
公

益
法

人
協

働

こ
の

図
は

、
連

携
先

の
関

係
を

示
す

も
の

で
は

な
く
、

協
働

を
模

式
化

し
た

も
の

で
あ

る
。

（１
２
）
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行
政

、
住

民
と

の
連

携
に

よ
る

公
共

経
営

に
関

す
る

Ｐ
Ｂ

Ｌ
型

授
業

の
実

践
地

域
連

携
産

官
学

連
携

国
際

連
携

P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

①
行

政
、

住
民

等
に

よ
る

公
共

経
営

、
パ

ー
ト
ナ

ー
シ

ッ
プ

、
エ

リ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
の

理
解

②
地

域
課

題
（
地

域
の

魅
力

を
十

分
に

広
報

で
き

て
い

な
い

こ
と

等
）
の

理
解

③
行

政
職

員
・
住

民
の

特
別

授
業

に
よ

る
地

域
の

現
状

や
課

題
に

関
す

る
理

解
④

ま
ち

あ
る

き
に

よ
る

地
域

の
魅

力
や

課
題

に
関

す
る

理
解

の
深

化
⑤

地
域

の
魅

力
を

伝
え

る
マ

ッ
プ

づ
く
り
（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

実
施

）
⑥

相
川

”
気

に
な

る
フ

ォ
ト
ス

ポ
ッ

ト
”
Ｍ

ａ
ｐ
の

発
表

⑦
行

政
に

よ
る

地
域

魅
力

発
信

に
関

す
る

参
考

資
料

と
し

て
活

用

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
課

題
解

決
型

学
修

に
よ

り
、

学
生

が
地

域
課

題
を

理
解

し
、

公
共

マ
イ

ン
ド
の

養
成

に
つ

な
が

っ
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

地
域

の
魅

力
発

見
等

に
関

す
る

レ
ポ

ー
ト
を

作
成

・
発

表
さ

せ
、

教
員

等
が

コ
メ

ン
ト
を

行
う

こ
と

な
ど

し
て

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

を
行

っ
た

。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標
Ｐ
Ｂ

Ｌ
授

業
実

践
に

よ
る

地
域

課
題

の
理

解
、
公

共
マ

イ
ン

ド
の

育
成

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

行
政

職
員

、
地

域
住

民
に

よ
る

特
別

授
業

、
ま

ち
あ

る
き

事
後

成
果

物
の

作
成

、
発

表
、

行
政

職
員

等
か

ら
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

2
0
2
0
年

後
期

（
2
0
2
0
年

９
月

～
１

月
）

授
業

名
公

共
経

営
論

Ⅰ
学

年
１

年
実

施
場

所
学

内

担
当

教
員

大
島

　
博

文
人

数
3
5
人

期
間

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
経

営
学

科
　

公
共

政
策

コ
ー

ス
連

携
先

東
淀

川
区

、
相

川
中

新
興

町
会

東
淀

川
区

本
学

経
営

学
部

相
川

中
新

興
町

会
公

共
経

営
論

Ⅰ

連
携

協
定

（１
３
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

前
期

は
、

選
抜

さ
れ

た
チ

ー
ム

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

が
大

阪
成

蹊
カ

ッ
プ

の
準

優
秀

賞
を

受
賞

。

実
施

内
容

【
前

期
　

学
外

連
携

P
B
L
】

①
大

会
概

要
の

理
解

・
課

題
の

把
握

②
ス

タ
ジ

ア
ム

の
視

察
③

企
画

書
の

作
成

・
企

画
案

の
学

内
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

④
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

⑤
企

画
の

改
良

【
後

期
　

地
域

連
携

P
B
L
】

①
企

画
の

修
正

②
企

画
実

施
の

計
画

作
成

③
企

画
の

実
施

・効
果

測
定

④
効

果
検

証
⑤

二
次

企
画

の
作

成
⑥

堺
市

実
行

委
員

会
へ

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
前

期
は

サ
ッ

カ
ー

等
の

競
技

の
参

加
登

録
者

を
増

加
さ

せ
る

方
法

等
に

つ
い

て
現

地
訪

問
や

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
企

画
案

を
提

出
し

、
良

い
評

価
を

い
た

だ
い

た
。

後
期

は
ス

マ
ホ

ア
プ

リ
を

使
っ

た
堺

の
観

光
促

進
案

を
企

画
し

、
堺

市
等

か
ら

良
い

評
価

を
い

た
だ

い
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

企
画

案
を

作
成

途
中

で
何

度
も

チ
ー

ム
グ

ル
ー

プ
に

教
員

が
コ

ミ
ッ

ト
し

、
学

生
へ

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

等
を

行
っ

た
。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

ワ
ー

ル
ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
の

一
環

と
し

て
堺

市
で

開
催

さ
れ

る
サ

ッ
カ

ー
・
フ

ッ
ト

サ
ル

競
技

大
会

を
通

じ
て

、
堺

市
に

経
済

的
・
社

会
的

な
効

果
を

醸
成

す
る

た
め

の
企

画
を

立
案

を
行

い
、

課
題

解
決

型
の

一
連

の
学

び
を

習
得

す
る

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

ワ
ー

ル
ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
の

大
会

概
要

の
理

解

事
後

成
果

物
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化

2
0
2
0
年

度
前

・
後

期
（
2
0
2
0
年

4
月

～
2
0
2
1
年

3
月

）

授
業

名
学

外
連

携
P
B
L

学
年

２
年

生
実

施
場

所
学

外
（
J
-
G
R
E
E
N
堺

、
堺

市
内

商
店

街
等

）
、

学
内

担
当

教
員

田
村

　
匡

人
数

４
０

人
期

間

ワ
ー

ル
ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
に

よ
る

地
域

活
性

化

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

科
連

携
先

「
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
」
堺

市
実

行
委

員
会

本
学

堺
市

ス
ポ

ー
ツ

推
進

課
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ

ジ
メ

ン
ト
学

科

「
ワ

ー
ル

ド
マ

ス
タ

ー
ズ

ゲ
ー

ム
ズ

2
0
2
1
関

西
」
堺

市
実

行
委

員
会

（１
４
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

①
オ

リ
ッ

ク
ス

か
ら

P
B
L
課

題
提

示
の

特
別

授
業

（
球

団
事

務
所

で
収

録
し

た
動

画
素

材
を

使
っ

た
オ

ン
デ

マ
ン

ド
授

業
）

②
テ

ー
マ

実
現

に
む

け
て

情
報

収
集

③
企

画
作

成
の

基
礎

知
識

取
得

（
先

輩
の

発
表

動
画

視
聴

、
オ

ン
ラ

イ
ン

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
）

④
ア

イ
デ

ア
作

成
（
ブ

レ
ス

ト
、
K
J
方

法
の

活
用

）
⑤

ア
イ

デ
ア

か
ら

企
画

案
へ

の
移

行
（
ブ

ラ
ッ

シ
ュ

ア
ッ

プ
、

目
的

の
再

確
認

）
⑥

成
果

発
表

用
パ

ワ
ー

ポ
イ

ン
ト
作

成
、
中

間
発

表
⑦

プ
レ

ゼ
ン

大
会

、
オ

リ
ッ

ク
ス

か
ら

の
総

評
※

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

り
、

予
定

し
て

い
た

２
軍

戦
（
豊

中
）
で

の
観

戦
者

調
査

な
ど

学
外

授
業

の
実

施
は

中
止

。
机

上
で

の
作

業
の

み
。

前
半

は
す

べ
て

オ
ン

ラ
イ

ン
講

義
。

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
企

画
立

案
に

関
す

る
一

連
の

流
れ

を
学

び
、

提
携

先
企

業
か

ら
の

課
題

に
応

え
、

す
べ

て
の

チ
ー

ム
が

課
題

解
決

を
狙

っ
た

何
ら

か
の

企
画

案
を

提
示

す
る

こ
と

が
で

き
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

プ
レ

ゼ
ン

大
会

で
は

提
携

先
の

担
当

者
3
人

に
オ

ン
ラ

イ
ン

で
参

加
し

て
い

た
だ

き
、

総
評

・
コ

メ
ン

ト
を

い
た

だ
い

た
。

提
携

先
と

学
生

の
評

価
を

あ
わ

せ
て

最
高

評
価

の
チ

ー
ム

（
肉

体
美

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

）
は

1
1
月

2
9
日

開
催

予
定

の
他

大
学

と
の

プ
レ

ゼ
ン

大
会

に
臨

み
、

知
見

を
深

め
る

。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

プ
ロ

野
球

オ
リ
ッ

ク
ス

・
バ

フ
ァ

ロ
ー

ズ
か

ら
提

示
さ

れ
た

P
B
L
課

題
「
オ

リ
ッ

ク
ス

の
女

性
フ

ァ
ン

を
増

や
す

施
策

」
に

取
り
組

み
、
球

団
側

の
課

題
設

定
の

狙
い

、
背

景
を

理
解

し
た

上
で

フ
ァ

ン
ビ

ジ
ネ

ス
に

不
可

欠
な

企
画

力
、

提
案

力
や

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

ス
キ

ル
な

ど
を

総
合

的
に

修
得

さ
せ

る
。

　
学

生
た

ち
は

6
チ

ー
ム

に
分

か
れ

、
他

球
団

や
他

業
種

で
の

女
性

向
け

企
画

の
良

し
悪

し
を

検
討

し
た

上
で

、
女

性
フ

ァ
ン

を
増

や
す

た
め

の
ア

イ
デ

ア
を

各
チ

ー
ム

1
0
0
以

上
出

し
、

そ
こ

か
ら

絞
り
込

ん
で

企
画

立
案

に
こ

ぎ
つ

け
た

。
筋

肉
に

惹
か

れ
る

女
性

が
多

い
こ

と
を

活
か

し
、

選
手

の
筋

肉
を

見
る

、
触

れ
る

こ
と

を
前

面
に

打
ち

出
し

た
企

画
「
肉

体
美

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

」
（
写

真
左

上
、

右
上

）
は

新
規

性
、

オ
リ
ジ

ナ
リ
テ

ィ
と

い
う

点
で

、
ま

た
打

席
や

投
球

ご
と

に
そ

の
選

手
自

身
が

見
て

ほ
し

い
プ

レ
ー

や
ア

ピ
ー

ル
ポ

イ
ン

ト
を

球
場

内
の

オ
ー

ロ
ラ

ビ
ジ

ョ
ン

で
説

明
し

た
り
、

場
内

で
販

売
す

る
ア

ル
コ

ー
ル

を
女

性
向

け
の

果
実

酒
に

す
る

な
ど

し
た

企
画

「
熱

い
プ

レ
ー

を
見

逃
す

な
」
（
写

真
左

下
、

右
下

）
は

実
現

可
能

性
が

高
い

と
い

う
点

で
、

そ
れ

ぞ
れ

球
団

か
ら

高
い

評
価

を
得

た
。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

当
該

プ
ロ

球
団

職
員

に
よ

る
特

別
授

業
（
オ

ン
デ

マ
ン

ド
）

事
後

成
果

物
発

表
、
同

テ
ー

マ
に

取
り
組

ん
で

い
る

他
大

学
と

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

大
会

2
0
2
0
年

前
期

（
4
月

～
7
月

）

授
業

名
学

外
連

携
P
B
L

学
年

2
年

生
実

施
場

所
学

内
、
オ

ン
ラ

イ
ン

（
球

団
事

務
所

か
ら

）
、

オ
ン

デ
マ

ン
ド
（
動

画
事

前
収

録
＝

球
団

事
務

所
）

担
当

教
員

大
崎

　
哲

也
人

数
3
7
人

期
間

プ
ロ

野
球

チ
ー

ム
と

地
域

連
携

に
関

す
る

P
B
L
型

授
業

の
実

践

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

科
連

携
先

オ
リ
ッ

ク
ス

・
バ

フ
ァ

ロ
ー

ズ
（
事

業
運

営
部

フ
ァ

ー
ム

事
業

グ
ル

ー
プ

）

オ
リ
ッ

ク
ス

野
球

ク
ラ

ブ
株

式
会

社
本

学

ス
ポ

ー
ツ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト学

科
事

業
運

営
部

フ
ァ

ー
ム

事
業

グ
ル

ー
プ

２
軍

戦

連
携

（１
５
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

毎
回

、
大

阪
エ

ヴ
ェ

ッ
サ

 よ
り
感

謝
さ

れ
て

い
る

。

実
施

内
容

【
日

程
】

　
 9

月
3
0
日

　
　

*
水

曜
日

５
限

　
　

　
　

　
　

　
　

　
講

義
　
1
0
月

 3
日

　
　

土
曜

日
　
1
4
：
0
0
～

1
8
：
0
0
　
開

幕
戦

観
戦

　
1
0
月

1
4
日

　
　

*
水

曜
日

５
限

　
　

　
　

　
　

　
　

　
講

義
　
1
0
月

2
4
、
2
5
日

　
　

土
・
日

曜
日

　
　

終
日

  
 実

習
　
1
1
月

 4
日

　
　

水
曜

日
５

限
　
1
1
月

1
4
、
1
5
日

　
　

土
・
日

曜
日

　
　

終
日

　
実

習
　
1
1
月

1
8
日

　
　

水
曜

日
５

限
　
　

　
　

　
　

　
　

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
　
1
2
月

 2
日

　
　

*
水

曜
日

５
限

　
　

　
　

　
　

　
　

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
 

　
1
2
月

2
3
日

　
　

　
*
水

曜
５

限
　
　

　
　

　
　

　
　

発
表

会

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
事

前
の

プ
ロ

チ
ー

ム
の

内
容

を
調

べ
て

学
び

、
大

阪
エ

ヴ
ェ

ッ
サ

の
説

明
を

聞
き

、
現

場
で

体
験

し
、

プ
ロ

チ
ー

ム
の

今
後

の
対

策
に

つ
い

て
様

々
な

ア
イ

デ
ア

を
出

す
こ

と
が

出
来

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

１
２

月
２

３
日

の
発

表
会

に
、

連
携

先
担

当
者

に
プ

レ
ゼ

ン
し

、
コ

メ
ン

ト
を

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

し
て

も
ら

っ
た

。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

プ
ロ

バ
ス

ケ
ッ

ト
ボ

ー
ル

の
大

会
現

場
等

に
お

い
て

「
ス

ポ
ー

ツ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
」
の

実
体

験
を

通
し

て
、

実
際

の
大

会
運

営
の

基
礎

的
な

知
識

及
び

集
客

方
法

に
つ

い
て

学
修

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

試
合

の
観

戦

事
後

集
客

方
法

の
レ

ポ
ー

ト
提

出

２
０

２
０

年
１

０
月

　
～

　
２

０
２

０
年

１
２

月

授
業

名
ス

ポ
ー

ツ
ビ

ジ
ネ

ス
体

験
学

年
１

～
３

年
生

実
施

場
所

舞
洲

お
お

き
に

ア
リ
ー

ナ
　

及
び

　
学

内

担
当

教
員

植
田

　
真

司
・
村

田
　
正

夫
人

数
２

２
人

期
間

大
阪

エ
ヴ

ェ
ッ

サ
の

集
客

対
策

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
ス

ポ
ー

ツ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
学

科
連

携
先

ヒ
ュ

ー
マ

ン
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
株

式
会

社
　

大
阪

エ
ヴ

ェ
ッ

サ
 

大
阪
成
蹊
大
学

ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ン

ニ
ン
グ
株
式
会
社

大
阪
エ
ヴ
ェ
ッ
サ

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
実
習
に
関
す
る

覚
書

授
業
担
当
者

現
場
担
当
者

実
習
の
実
施

（１
６
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

様
々

な
自

治
体

と
の

連
携

を
目

指
し

、
地

域
活

性
化

に
つ

い
て

の
学

習
を

続
け

る
。

実
施

内
容

2
0
2
0
年

 　
9
月

～
1
0
月

  
事

前
学

習
（
授

業
内

）
　
　

　
 　

　
1
0
月

2
3
日

　
  

 堺
市

職
員

か
ら

地
域

観
光

に
関

す
る

講
義

を
受

け
る

　
　

　
　

　
 1

1
月

7
/
8
日

　
 現

地
で

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

実
施

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
  

 グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
に

よ
り
、

課
題

解
決

案
を

ま
と

め
る

2
0
2
1
年

　
1
月

8
日

　
　

 　
堺

市
職

員
を

迎
え

、
成

果
発

表
会

（
1
3
チ

ー
ム

）

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
地

域
観

光
に

対
す

る
知

識
、

認
識

を
高

め
る

。
成

果
発

表
会

を
通

し
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

ス
キ

ル
を

高
め

る
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

後
の

成
果

発
表

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
、

堺
市

の
地

域
観

光
促

進
に

活
か

す
。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

大
学

教
育

の
一

般
化

・
多

様
化

が
進

み
、
社

会
の

ニ
ー

ズ
も

、
独

創
性

や
実

践
的

な
人

材
が

求
め

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
。
同

時
に

、
グ

ロ
ー

バ
ル

化
に

よ
り
企

業
の

み
な

ら
ず

地
域

経
営

も
変

化
し

つ
つ

あ
り
、
従

来
型

の
学

習
内

容
だ

け
で

な
く
、
社

会
的

問
題

の
解

決
や

社
会

で
の

応
用

を
主

眼
と

す
る

研
究

様
式

の
広

が
り
な

ど
が

認
識

さ
れ

て
い

る
。
本

学
で

は
、
学

科
の

専
門

分
野

で
あ

る
観

光
ビ

ジ
ネ

ス
を

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

と
自

治
体

の
課

題
を

認
識

し
、
解

決
策

に
取

り
組

む
こ

と
で

、
よ

り
実

践
的

な
能

力
を

高
め

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。
そ

の
た

め
大

阪
で

初
め

て
と

な
る

世
界

文
化

遺
産

登
録

を
機

に
そ

の
中

心
で

あ
る

堺
市

様
と

連
携

す
る

こ
と

で
、
観

光
振

興
の

一
連

の
プ

ロ
セ

ス
を

学
び

な
が

ら
課

題
解

決
の

た
め

の
学

習
を

相
互

に
さ

せ
て

い
た

だ
く
こ

と
で

大
学

内
で

は
得

ら
れ

な
い

知
見

と
経

験
を

得
こ

と
を

目
標

と
し

て
い

る
。

・
1
1
月

7
/
8
日

 :
 観

光
ビ

ジ
ネ

ス
コ

ー
ス

学
生

4
6
名

が
、

3
名

～
5
名

の
1
3
チ

ー
ム

に
分

か
れ

、
堺

市
か

ら
の

レ
ク

チ
ャ

ー
、

事
前

学
習

を
ベ

ー
ス

に
与

え
ら

れ
た

課
題

に
対

し
、

各
チ

ー
ム

で
テ

ー
マ

を
決

め
フ

ィ
ー

ル
ド
ワ

ー
ク

を
実

施
す

る
。

提
供

さ
れ

た
課

題
：
①

堺
を

訪
れ

よ
う

と
思

う
人

が
少

な
い

。
②

魅
力

あ
る

コ
ン

テ
ン

ツ
と

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

不
足

。
③

持
続

可
能

な
観

光
施

策
の

推
進

。
・
1
月

8
日

：
堺

市
職

員
を

招
き

、
1
3
チ

ー
ム

が
そ

れ
ぞ

れ
課

題
、

気
づ

き
、

提
案

を
ま

と
め

た
発

表
会

を
行

っ
た

。
若

者
を

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
で

呼
び

寄
せ

る
案

や
、

健
康

面
を

強
調

し
た

レ
ン

タ
サ

イ
ク

ル
活

用
を

促
進

す
る

案
な

ど
の

提
案

を
お

こ
な

っ
た

。
堺

市
か

ら
は

学
生

の
提

案
を

い
く
つ

か
取

り
入

れ
る

べ
く
検

討
し

た
い

と
の

コ
メ

ン
ト
を

も
ら

う
。

（
当

初
予

定
の

1
1
月

は
本

学
の

休
校

に
よ

り
、

延
期

の
1
2
月

は
大

阪
府

の
新

型
コ

ロ
ナ

・
レ

ッ
ド
ス

テ
ー

ジ
の

為
、

堺
市

か
ら

の
要

請
で

さ
ら

に
延

期
さ

れ
、

翌
年

の
1
月

に
発

表
会

を
開

催
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

）

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

堺
市

の
世

界
遺

産
、
歴

史
・
文

化
、
産

業
の

他
、

観
光

振
興

の
課

題
を

学
ぶ

事
後

交
流

人
口

増
加

を
予

測
し

、
ス

ム
ー

ズ
な

受
入

れ
の

た
め

の
解

決
方

法
を

提
案

す
る

2
0
2
0
年

1
0
月

～
2
0
2
1
年

1
月

授
業

名
専

門
演

習
２

学
年

２
年

生
実

施
場

所
堺

市
内

担
当

教
員

国
枝

・
松

田
・
金

・
中

野
人

数
4
6
人

期
間

堺
市

の
地

域
観

光
に

関
す

る
課

題
解

決
提

案

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
　
国

際
観

光
ビ

ジ
ネ

ス
学

科
連

携
先

堺
市

文
化

観
光

局
　

観
光

部
　

観
光

企
画

課
　

担
当

：
戦

略
係

長
　

萱
村

吉
紀

様
、

課
員

　
竹

内
夏

未
様

（１
７
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

：
「
大

阪
デ

ザ
イ

ン
ギ

ャ
ラ

リ
ー

」
に

お
け

る
製

品
実

見
・
オ

フ
ィ

ス
見

学
・
事

業
内

容
・
製

品
ラ

イ
ン

ナ
ッ

プ
・
開

発
・
製

造
・
販

売
等

の
体

制
な

ど

様
々

な
製

品
が

並
ぶ

中
で

説
明

を
受

け
る

実
際

の
使

い
心

地
を

体
験

海
外

営
業

責
任

者
に

よ
る

特
別

授
業

：
海

外
展

開
の

実
情

と
課

題
提

示
・
取

引
開

始
ま

で
　

（
展

示
会

の
戦

略
な

ど
）

・
取

引
開

始
後

の
事

業
継

続
・
拡

大
　

（
供

給
体

制
構

築
な

ど
）

・
課

題
提

示
　

（
設

計
・
製

造
・
販

売
・
広

告
な

ど
）

課
題

解
決

の
提

案
：
ビ

デ
オ

会
議

で
本

社
（
名

古
屋

）
と

結
び

発
表

会
・
製

品
の

提
案

・
事

業
展

開
先

の
提

案
・
宣

伝
戦

略
の

提
案

な
ど

Ｔ
Ｖ

会
議

を
利

用
し

た
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

講
評

（
名

古
屋

の
本

社
か

ら
遠

隔
参

加
）

翌
年

度
以

降
も

継
続

・
改

善
を

目
指

す
こ

と
で

連
携

先
と

基
本

合
意

。

実
施

内
容

・
連

携
先

企
業

お
よ

び
業

界
・
市

場
に

関
す

る
事

前
学

習
（
1
2
月

4
日

）
　
→

 同
社

に
内

容
報

告
・
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

・
同

社
シ

ョ
ー

ル
ー

ム
・
オ

フ
ィ

ス
の

見
学

：
 製

品
お

よ
び

ビ
ジ

ネ
ス

の
現

場
実

見
（
1
2
月

1
1
日

）
・
事

業
実

務
担

当
者

に
よ

る
講

義
受

講
（
1
2
月

1
8
日

）
　
　

海
外

事
業

展
開

の
状

況
　
　

同
社

が
直

面
す

る
課

題
の

提
示

・
提

示
さ

れ
た

課
題

に
対

す
る

解
決

策
検

討
（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

）
（
1
2
月

2
5
日

・
1
月

7
日

）
・
解

決
策

の
報

告
（
口

頭
発

表
。
T
V
会

議
に

よ
り
名

古
屋

本
社

と
連

携
）
（
1
月

8
日

）
　
→

 海
外

営
業

責
任

者
か

ら
の

講
評

・
各

受
講

者
に

よ
る

振
り
返

り
・
報

告
書

作
成

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
会

社
の

事
業

、
特

に
製

造
業

の
業

務
（
企

画
・
設

計
・
製

造
・
販

売
・
保

守
の

流
れ

、
国

際
事

業
展

開
）
に

関
す

る
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

得
る

こ
と

を
通

じ
た

，
経

営
諸

科
目

の
学

び
の

深
化

。
課

題
解

決
を

通
じ

た
協

働
ス

キ
ル

（
発

想
・
討

議
・
資

料
作

成
・
口

頭
報

告
な

ど
）
の

向
上

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

ス
ラ

イ
ド
等

の
報

告
資

料
作

成
中

に
，

学
生

同
士

が
他

グ
ル

ー
プ

の
途

中
経

過
を

相
互

に
モ

ニ
タ

ー
し

、
進

捗
状

況
を

共
有

。
学

生
に

よ
る

事
前

学
習

お
よ

び
P
B
L
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

に
対

す
る

，
連

携
先

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

連
携

先
企

業
の

協
力

の
下

、
同

社
の

事
業

の
現

状
や

課
題

を
多

面
的

に
学

ぶ
こ

と
で

、
現

実
の

ビ
ジ

ネ
ス

お
よ

び
そ

の
国

際
展

開
を

臨
場

感
を

も
っ

て
理

解
す

る
。

こ
れ

に
よ

り
、
本

学
科

開
講

科
目

「
専

門
演

習
２

」
の

履
修

効
果

を
高

め
る

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

・
同

社
お

よ
び

業
界

・
市

場
に

関
す

る
事

前
学

習
 →

 資
料

作
成

・
同

社
シ

ョ
ー

ル
ー

ム
お

よ
び

オ
フ

ィ
ス

の
実

見

事
後

・
海

外
営

業
実

務
者

に
よ

る
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

（
講

評
）

・
レ

ポ
ー

ト
作

成

２
０

２
０

年
度

後
期

（
2
0
2
0
年

1
2
月

～
2
0
2
1
年

1
月

）

授
業

名
専

門
演

習
２

学
年

２
年

生
実

施
場

所
学

内
（
事

前
学

習
・
特

別
授

業
・
成

果
報

告
）
、

学
外

（
連

携
先

「
デ

ザ
イ

ン
ギ

ャ
ラ

リ
ー

」
）
、

オ
ン

ラ
イ

ン
（
Ｔ

Ｖ
会

議
シ

ス
テ

ム
に

よ
る

成
果

報
告

）

担
当

教
員

西
釜

　
義

勝
・
本

間
　
哲

也
人

数
１

５
人

期
間

民
間

企
業

に
お

け
る

国
際

ビ
ジ

ネ
ス

展
開

の
事

例
学

習

学
部

学
科

コ
ー

ス
経

営
学

部
 国

際
観

光
ビ

ジ
ネ

ス
学

科
 国

際
キ

ャ
リ
ア

コ
ー

ス
連

携
先

愛
知

株
式

会
社

事
前

学
習

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

（
製

品
実

見
）

特
別

講
義

海
外

事
業

・
課

題
提

示

本 学 （ 専 門 演 習 ゼ ミ ）

愛
知

㈱

大
阪

本
部

（
吹

田
）

デ
ザ

イ
ン

ギ
ャ

ラ
リ
ー

愛
知

㈱

営
業

本
部

（
名

古

屋
）

Ｐ
Ｂ

Ｌ

解
決

立
案

・
報

告

（１
８
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
東

成
区

の
S
D
G
s活

動
を

活
か

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

:P
B
L

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
連

携
先

大
阪

市
東

成
区

役
所

2
0
2
0
年

後
期

授
業

名
学

外
連

携
P
B
L
/
キ

ャ
リ
ア

デ
ザ

イ
ン

３
学

年
3
年

生
実

施
場

所
学

内

担
当

教
員

門
脇

・
福

本
・
熊

倉
・
亀

田
・
新

規
非

常
勤

教
員

人
数

1
6
8
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

・
社

会
で

役
立

つ
力

を
身

に
つ

け
る

た
め

、
企

業
か

ら
の

実
際

の
テ

ー
マ

に
取

り
組

む
。

学
習

手
法

、
分

析
方

法
、
課

題
解

決
法

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

、
社

会
人

と
し

て
必

要
な

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

能
動

的
に

身
に

つ
け

る
。

芸
術

学
部

の
専

門
に

特
化

し
た

P
B
L
(P

ro
je

ct
-
B
as

e
d
 L

e
ar

ni
ng

)と
し

て
学

ぶ
。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

①
S
D
G
sに

つ
い

て
の

事
前

学
習

、
②

行
政

が
抱

え
る

社
会

問
題

事
後

①
成

果
発

表
の

振
り
返

り
、
②

今
後

の
活

動
計

画
の

作
成

実
施

内
容

・
社

会
で

実
践

す
る

力
、
協

働
で

き
る

力
を

養
い

、
学

生
か

ら
社

会
人

に
意

識
改

革
を

図
り
、

社
会

人
と

し
て

の
姿

勢
を

身
に

つ
け

る
。
行

政
が

提
供

す
る

課
題

に
受

講
者

全
体

が
取

組
む

課
題

解
決

型
学

習
。

P
B
L
に

取
り
組

む
こ

と
で

、
調

査
法

、
分

析
方

法
、

課
題

解
決

法
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

を
能

動
的

に
学

ぶ
。

芸
術

学
部

の
専

門
姓

に
特

化
し

た
P
B
L
（
P
ro

b
le

m
-
b
as

e
d
 l
e
ar

ni
ng

）
、

企
画

を
実

現
さ

せ
る

た
め

資
金

獲
得

（
ク

ラ
ウ

ド
フ

ァ
ン

デ
ィ

ン
グ

）
実

践
方

法
な

ど
、

専
門

知
識

を
応

用
し

現
実

の
課

題
に

活
か

す
こ

と
で

、
知

識
を

定
着

さ
せ

る

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
集

団
や

チ
ー

ム
の

中
で

固
有

の
役

割
を

果
た

す
こ

と
が

で
き

る
。

論
理

的
に

考
え

、
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
主

体
性

を
持

ち
、

積
極

的
に

行
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
困

難
な

課
題

に
も

望
み

、
最

後
ま

で
や

り
遂

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

1
.企

画
案

の
中

間
報

告
時

に
お

け
る

振
り
返

り
、

課
題

発
見

と
解

決
、

学
生

間
相

互
評

価
。

2
.最

終
プ

レ
ゼ

ン
終

了
後

の
学

生
間

相
互

評
価

、
振

り
返

り
、

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

。

そ
の

他

学
修

成
果

の
発

揮
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

「大
阪

成
蹊

カ
ッ

プ
大

会
」

本
学

キ
ャ

リ
ア

教
育

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

芸
術

学
部

教
育

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

教
学

改
革

会
議

教
務

課

キ
ャ

リ
ア

教
育

委
員

会

学
外

連
携

P
B
L
授

業
の

推
進

■
S
D
G
sプ

ロ
ー

モ
ン

シ
ョ
ン

に
係

る
企

画
案

（
pp

tデ
ー

タ
）

■
企

画
案

の
パ

ネ
ル

セ
ッ

シ
ョ
ン

の
様

子
■

東
淀

川
区

長
よ

り
課

題
の

提
示

■
プ

レ
ゼ

ン
大

会
成

果
発

表
：
表

彰
式

（１
９
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
連

携
先

H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y

９
月

下
旬

か
ら

2
月

中
旬

授
業

名
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
2
・
4

学
年

2
・
3
年

生
実

施
場

所
H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y

担
当

教
員

山
中

　
コ
〜

ジ
人

数
7
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y
の

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
を

通
し

て
、

周
辺

地
域

の
魅

力
に

対
し

て
学

生
が

ど
の

よ
う
に

見
つ

け
る

か
、
ホ

テ
ル

内
の

ア
ー

ト
ピ

ー
ス

制
作

を
通

し
て

自
身

が
こ

れ
ま

で
学

ん
で

来
た

こ
と

を
社

会
に

発
信

す
る

こ
と

。
教

員
と

学
生

だ
け

で
は

な
く
、

社
会

の
人

々
も

巻
き

込
み

、
共

通
の

課
題

に
対

し
て

取
り
組

む
こ

と
で

、
社

会
性

を
身

に
つ

け
る

。

成
果

物
の

一
例

。
ア

ー
ト
ピ

ー
ス

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

が
2
/
1
7
の

た
め

、
現

在
製

作
中

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

コ
ス

モ
ス

モ
ア

社
よ

り
H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
に

つ
い

て
の

レ
ク

チ
ャ

ー

事
後

実
際

に
敷

地
に

赴
き

、
地

域
サ

ー
ベ

イ
を

行
い

M
A

P
化

コ
ス

モ
ス

モ
ア

社
よ

り
最

終
プ

レ
ゼ

ン
時

に
は

社
内

デ
ザ

イ
ナ

ー
や

支
店

長
が

講
評

を
行

い
賞

を
与

え
る

。

実
施

内
容

1
.コ

ス
モ

ス
モ

ア
社

か
ら

H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y
に

つ
い

て
の

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
説

明
2
.地

域
サ

ー
ベ

イ
と

M
A
P
化

3
.M

A
P
の

コ
ス

モ
ス

モ
ア

社
へ

の
プ

レ
ゼ

ン
4
.ホ

テ
ル

の
客

室
に

展
示

す
る

ア
ー

ト
ピ

ー
ス

の
制

作
5
.プ

レ
ゼ

ン
と

展
示

（
2
/
1
7
を

予
定

）

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
企

業
と

の
連

携
授

業
で

は
実

社
会

で
求

め
ら

れ
る

ク
オ

リ
テ

ィ
が

必
要

と
な

る
。

そ
の

為
、

授
業

や
プ

レ
ゼ

ン
を

通
し

て
自

身
の

作
品

レ
ベ

ル
に

対
す

る
レ

ベ
ル

を
常

に
認

識
さ

せ
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

授
業

期
間

中
に

目
標

到
達

度
を

学
生

に
ど

の
よ

う
に

理
解

さ
せ

る
か

。
学

生
の

成
長

の
た

め
に

教
員

も
一

緒
に

な
っ

て
作

品
制

作
を

行
い

、
各

自
に

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

を
行

う
。

（
例

）
中

間
プ

レ
ゼ

ン
で

は
学

生
か

ら
の

１
０

分
間

コ
メ

ン
ト
な

ど

そ
の

他

株
式

会
社

コ
ス

モ
ス

モ
ア

本
学

芸
術

学
部

H
O
T
E
L
 K

Y
O
T
O
 L

O
G
Y

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

（２
０
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果

1
.協

働
で

き
る

素
養

と
し

て
①

集
団

や
チ

ー
ム

の
中

で
固

有
の

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

。
2
.社

会
で

実
践

す
る

力
の

情
勢

と
し

て
①

論
理

的
に

考
え

、
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
②

主
体

性
を

持
ち

、
積

極
的

に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
③

困
難

な
課

題
に

も
望

み
、
最

後
ま

で
や

り
遂

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

1
.企

画
案

の
中

間
報

告
時

に
お

け
る

振
り
返

り
、
課

題
発

見
と

解
決

、
学

生
間

相
互

評
価

。
2
.最

終
プ

レ
ゼ

ン
終

了
後

の
学

生
間

相
互

評
価

、
振

り
返

り
、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

社
会

で
役

立
つ

力
を

身
に

つ
け

る
た

め
、
企

業
か

ら
の

実
際

の
テ

ー
マ

に
取

り
組

む
。
学

習
活

動
を

通
し

学
生

は
学

習
手

法
、
分

析
方

法
、
課

題
解

決
法

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

、
社

会
人

と
し

て
必

要
な

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

能
動

的
に

身
に

つ
け

る
。
芸

術
学

部
に

対
応

し
た

専
門

に
特

化
し

た
P
B
L
(P

ro
je

ct
-
B
as

e
d
 L

e
ar

ni
ng

)と
し

て
、
専

門
知

識
を

応
用

し
、
現

実
の

課
題

に
生

か
す

こ
と

で
、
そ

の
知

識
を

定
着

さ
せ

専
門

知
識

と
実

社
会

と
の

つ
な

か
が

り
を

学
ぶ

。

課
題

①
サ

ラ
ヤ

の
社

会
貢

献
活

動
及

び
S
D
G
s活

動
を

活
か

し
、

シ
ニ

ア
向

け
の

栄
養

補
助

食
品

「
た

ん
ぱ

く
習

慣
」
の

認
知

獲
得

と
売

り
上

げ
向

上
を

目
的

と
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

案
課

題
②

サ
ラ

ヤ
の

社
会

貢
献

活
動

及
び

S
D
G
s活

動
を

活
か

し
、

高
価

格
帯

「
ハ

ン
ド
ソ

ー
プ

」
の

認
知

獲
得

と
売

り
上

げ
向

上
を

目
的

と
し

た
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

案
【
上

記
の

い
ず

れ
か

の
課

題
に

対
す

る
企

画
案

】

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

①
S
D
G
sに

つ
い

て
の

事
前

学
習

、
②

サ
ラ

ヤ
株

式
会

社
に

関
す

る
企

業
研

究

事
後

①
成

果
発

表
の

振
り
返

り
、
②

今
後

の
活

動
計

画
の

作
成

2
0
2
0
年

前
期

授
業

名
学

外
連

携
P
B
L

学
年

2
年

生
実

施
場

所
学

内

担
当

教
員

門
脇

・
福

本
・
熊

倉
・
亀

田
人

数
2
0
1
人

期
間

サ
ラ

ヤ
株

式
会

社
の

社
会

貢
献

活
動

及
び

S
D
G
s活

動
を

活
か

し
た

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ
ン

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
連

携
先

サ
ラ

ヤ
株

式
会

社

学
修

成
果

の
発

揮
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

「
大

阪
成

蹊
カ

ッ
プ

大
会

」
本

学

キ
ャ

リ
ア

教
育

プ
ジ

ェ
ク

ト
芸

術
学

部

教
育

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

教
学

改
革

会
議

教
務

課

キ
ャ

リ
ア

教
育

委
員

会

学
外

連
携

P
B
L
授

業
の

推
進

学
校
名

大
阪
成
蹊
大
学

ゲ
ー
ム
・
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

学
籍
番
号

1
9
5
9

0
2
6

名
前

中
村
奈
未

P
o
in
t1

P
o
in
t2

P
o
in
t3

お
い
し
く
の
み
や
す
い
味

シ
ニ
ア
世
代
や
小
さ
い
子
で
も

摂
取
し
や
す
い
。

砂
糖
の
不
使
用

砂
糖
を
使
用
し
て
い
な
い
の
で

血
糖
値
の
上
昇
が
緩
や
か
。

タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
量

タ
ン
パ
ク
質
を

5
0

0
0
m

g
摂
取

で
き
る
粉
末
ド
リ
ン
ク
で
あ
る
。

S
D
G
s

S
D
G
s
1
7

す
べ
て
の
人
に
健
康
と
福
祉
を

た
ん
ぱ
く
習
慣
に
よ
る
健
康
改
善

タ
ン
パ
ク
質
不
足
の
シ
ニ
ア
世
代
へ
の

健
康
補
助
と
し
て
健
康
寿
命
の
延
長
に
貢
献

S
D
G
s

持
続
可
能
な
開
発
目
標
（

S
D

G
s
）
と
は
，

2
0

0
1
年
に
策
定
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム
開

発
目
標
（

M
D

G
s
）
の
後
継
と
し
て
，

2
0

1
5
年

9
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ

れ
た
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の

2
0

3
0
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
に
て
記
載
さ
れ
た

2
0

3
0
年
ま
で
に
持
続
可
能
で
よ
り
よ
い

世
界
を
目
指
す
国
際
目
標
で
す
。

1
.

→
タ
ン
パ
ク
質
摂
取
に

対
す
る
知
識
不
足
、
商
品
認
知
度
の
低
さ

→
購
入
を
決
め
る
こ
と

に
対
す
る
踏
み
出
し
に
く
さ
、
商
品
認
知
度
の
低
さ

.

と

そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

対
す
る

が
必
要

通
販
番
組
で
商
品
紹
介

→
説
明
で
た
ん
ぱ
く
質
の
重
要
性
に
つ
い
て
話
し
て
も
ら
い

タ
ン
パ
ク
質
の
摂
取
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い
つ
つ

商
品
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
。

決
済
ア
プ
リ
で
ク
ー
ポ
ン
配
信

→
商
品
を
購
入
す
る
決
め
手
に
し
て
も
ら
い

値
段
の
割
引
に
よ
り
、
購
買
意
欲
を
高
め
な
が
ら

購
入
に
か
か
る
手
間
を
省
き
、
購
入
に
至
り
や
す
く
す
る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
に
P
R
し
て
も
ら
う

→
今
話
題
の
人
に
紹
介
し
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
り

商
品
の
認
知
度
の
底
上
げ
を
は
か
り
、
世
代
問
わ
ず

名
前
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
指
す
。

軽
ガ
モ
お
も
ち
ゃ
石
鹸
と
は

対
象
者

小
さ
い
お
子
様
、

年
配
の
方
々

カ
ル
ガ
モ
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

ボ
ト
ル
の
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ

環
境
に
も
優
し
い

問
題
視
さ
れ
て
い
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

お
も
ち
ゃ
石
鹸
の
ボ
ト
ル
は
シ
リ
コ
ン
製
な
の
で
分
解
で
き
る

（２
１
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
大

阪
府

三
島

郡
島

本
町

 「
町

制
施

行
8
0
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
 グ

ッ
ズ

デ
ザ

イ
ン

開
発

＆
ポ

ス
タ

ー
制

作
」

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
連

携
先

大
阪

府
三

島
郡

島
本

町
 総

合
政

策
部

 政
策

企
画

課
（
島

本
町

図
書

館
含

む
）

2
0
2
0
年

度
　

前
期

授
業

名
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
1
・
3

学
年

2
・
3
年

生
実

施
場

所
リ
モ

ー
ト
 /

 芸
術

棟
（
南

館
）
1
8
1
教

室

担
当

教
員

桐
原

　
一

史
人

数
4
0
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

社
会

で
の

実
践

力
、
協

働
で

き
る

素
養

を
踏

ま
え

、
学

生
か

ら
社

会
人

に
意

識
改

革
を

図
り
、
社

会
で

働
く
プ

ロ
フ

ェ
ッ

シ
ョ
ナ

ル
な

方
々

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
通

じ
て

、
社

会
人

と
し

て
の

姿
勢

を
身

に
つ

け
る

。
社

会
の

組
織

・
団

体
や

地
域

が
提

供
す

る
課

題
に

全
受

講
者

が
取

り
組

み
、
学

習
活

動
か

ら
学

修
手

法
、
分

析
方

法
、
課

題
解

決
法

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
、

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

キ
ャ

リ
ア

に
必

要
な

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

能
動

的
に

学
ぶ

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

島
本

町
か

ら
の

町
制

施
行

8
0
周

年
記

念
イ

ベ
ン

ト
に

お
け

る
グ

ッ
ズ

デ
ザ

イ
ン

開
発

と
ポ

ス
タ

ー
制

作
と

い
う
課

題
テ

ー
マ

に
沿

っ
て

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト
や

S
N
S
を

使
っ

て
島

本
町

に
つ

い
て

の
事

前
調

査
・
情

報
収

集
を

お
こ

な
い

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
を

進
め

る
上

で
の

基
本

資
料

と
し

て
準

備
を

お
こ

な
う
。

事
後

演
習

を
通

じ
て

学
修

し
た

こ
と

を
グ

ル
ー

プ
内

で
振

り
返

り
、
ま

と
め

を
お

こ
な

う
。
島

本
町

の
方

と
の

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
提

案
を

通
じ

て
社

会
と

の
繋

が
り
を

意
識

し
、
経

験
す

る
こ

と
で

学
修

し
た

こ
と

を
自

分
な

り
に

整
理

す
る

。
授

業
振

り
返

り
シ

ー
ト
を

活
用

し
、
修

学
領

域
や

習
得

レ
ベ

ル
を

確
認

す
る

。

そ
の

他

実
施

内
容

島
本

町
か

ら
芸

術
学

部
に

対
し

て
期

待
さ

れ
る

ク
リ
エ

イ
テ

ィ
ブ

テ
ィ

ー
を

十
分

に
活

か
す

べ
く
、
い

た
だ

い
た

課
題

を
個

人
提

案
と

グ
ル

ー
プ

提
案

の
2
種

に
分

類
し

、
そ

れ
ぞ

れ
に

お
い

て
ア

イ
デ

ア
を

創
出

・
提

案
す

る
。

優
秀

な
提

案
に

つ
い

て
は

、
島

本
町

の
審

査
の

も
と

実
採

用
、
製

品
化

さ
れ

る
。

★
グ

ル
ー

プ
課

題
：
①

記
念

グ
ッ

ズ
提

案
 ②

ボ
ト
ル

ド
ウ

ォ
ー

タ
ー

デ
ザ

イ
ン

 ③
図

書
館

読
書

手
帳

デ
ザ

イ
ン

★
個

人
課

題
：
①

エ
コ

バ
ッ

グ
デ

ザ
イ

ン
 ②

ク
リ
ア

フ
ァ

イ
ル

デ
ザ

イ
ン

 ③
図

書
館

ブ
ッ

ク
カ

バ
ー

デ
ザ

イ
ン

④
図

書
館

し
お

り
デ

ザ
イ

ン

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

　
大

阪
成

蹊
大

学
 芸

術
学

部
　
×

　
島

本
町

 総
合

政
策

部
 政

策
企

画
課

学
修

の
成

果

P
B
L
演

習
を

通
じ

て
、
社

会
か

ら
の

要
望

（
課

題
）
に

つ
い

て
、
学

生
の

新
鮮

な
目

線
に

よ
る

企
画

・
デ

ザ
イ

ン
提

案
が

製
品

化
、
実

採
用

に
結

び
つ

い
た

。
ポ

ス
タ

ー
は

町
内

の
主

要
施

設
や

商
店

街
、
観

光
地

、
近

隣
の

鉄
道

駅
な

ど
に

掲
示

さ
れ

た
。
図

書
館

グ
ッ

ズ
を

は
じ

め
多

く
の

提
案

が
実

採
用

と
な

り
、
町

内
外

の
イ

ベ
ン

ト
な

ど
で

活
用

さ
れ

て
い

る
。
ま

た
、
こ

の
連

携
活

動
は

新
聞

な
ど

に
も

記
事

と
し

て
掲

載
さ

れ
話

題
と

な
っ

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

島
本

町
か

ら
の

総
評

と
同

時
に

、
優

秀
な

提
案

に
は

各
賞

を
い

た
だ

い
た

。
提

案
が

製
品

化
に

結
び

つ
い

た
も

の
に

対
し

て
は

、
印

刷
用

の
デ

ザ
イ

ン
デ

ー
タ

の
作

成
ま

で
責

任
を

も
っ

て
対

応
。

賞
に

漏
れ

た
提

案
に

つ
い

て
も

、
さ

ら
に

実
採

用
が

拡
大

し
た

。

（２
２
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
ツ

リ
ー

ハ
ウ

ス
制

作
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
連

携
先

合
同

会
社

 G
E
N
E
T
O
 G

R
O
U
P

2
0
2
0
年

6
月

2
7
日
〜

9
月

2
6
日

授
業

名
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
1
・
3

学
年

2
・
3
年

生
実

施
場

所
pi

v
o
to

 静
原

工
房

担
当

教
員

山
中

　
コ
〜

ジ
人

数
5
5
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

ツ
リ
ー

ハ
ウ

ス
の

製
作

を
通

し
て

建
築

に
関

す
る

構
造

の
基

礎
を

学
ぶ

と
と

も
に

、
D
IY

に
関

す
る

道
具

の
使

い
方

を
習

得
す

る
。
ま

た
、

建
築

の
専

門
分

野
に

従
事

す
る

学
外

の
専

門
家

と
共

同
す

る
こ

と
で

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

の
向

上
も

図
る

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

世
界

の
ツ

リ
ー

ハ
ウ

ス
が

収
録

さ
れ

た
作

品
集

の
読

解

事
後

授
業

毎
に

今
日

は
ど

ん
な

手
法

で
ど

ん
な

こ
と

を
達

成
し

た
の

か
を

製
作

終
了

後
に

そ
の

場
で

振
り
返

り
の

レ
ク

チ
ャ

ー
を

行
う

。

実
施

内
容

①
	　
単

管
に

よ
る

仮
囲

い
②

	　
単

管
の

強
度

チ
ェ

ッ
ク

③
	　
既

存
の

破
損

し
た

屋
根

撤
去

④
	　
破

損
箇

所
の

チ
ェ

ッ
ク

と
な

ぜ
破

損
し

た
の

か
の

レ
ク

チ
ャ

ー
⑤

	　
既

存
の

構
造

体
を

解
体

⑥
	　
破

損
箇

所
の

チ
ェ

ッ
ク

と
な

ぜ
破

損
し

た
の

か
の

レ
ク

チ
ャ

ー
⑦

	　
解

体
し

た
構

造
体

及
び

デ
ッ

キ
の

塗
装

、
塗

装
の

役
割

を
レ

ク
チ

ャ
ー

⑧
	　
構

造
体

の
仕

組
み

を
レ

ク
チ

ャ
ー

⑨
	　
構

造
体

の
組

み
立

て
、
道

具
の

レ
ク

チ
ャ

ー
⑩

	　
屋

根
の

貼
り
直

し
、

道
具

の
レ

ク
チ

ャ
ー

⑪
	　
単

管
の

解
体

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
机

上
の

空
論

で
は

な
く
、

実
際

に
建

築
を

建
て

る
と

い
う

行
為

に
携

わ
る

こ
と

で
、

安
全

性
や

物
の

荷
重

、
強

度
を

肌
で

感
じ

る
こ

と
が

で
き

、
建

築
を

設
計

や
デ

ザ
イ

ン
す

る
際

に
建

築
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

し
て

課
題

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

グ
ル

ー
プ

ラ
イ

ン
に

て
毎

回
の

作
業

内
容

を
共

有
し

な
が

ら
、

プ
ロ

セ
ス

や
達

成
し

た
こ

と
の

共
有

を
行

う
こ

と
で

、
作

業
す

る
当

事
者

と
し

て
の

理
解

と
、

そ
れ

を
俯

瞰
し

て
み

る
第

三
者

と
し

て
の

理
解

を
さ

せ
た

。

そ
の

他

（２
３
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

　

西
淡

路
希

望
の

家
　

ボ
ー

ダ
レ

ス
ア

ー
ト
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
　

連
携

先
社

会
福

祉
法

人
 ノ

ー
マ

ラ
イ

ゼ
ー

シ
ョ
ン

協
会

　
西

淡
路

希
望

の
家

2
0
2
0
年

前
期

授
業

名
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
1
・
3

学
年

2
・
3
年

生
実

施
場

所
学

外
（
西

淡
路

希
望

の
家

、
ボ

ー
ダ

レ
ス

ア
ー

ト
ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ａ

）
、

学
内

（
Ａ

２
６

教
室

）

担
当

教
員

大
手

　
裕

子
人

数
2
0
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

こ
の

演
習

で
は

、
主

に
知

的
障

が
い

が
あ

る
人

の
表

現
活

動
と

関
わ

る
中

で
、

彼
ら

の
表

現
の

魅
力

、
価

値
を

発
見

し
そ

れ
を

通
し

て
人

と
ア

ー
ト
が

社
会

と
結

び
つ

い
て

い
く
過

程
を

体
験

的
に

学
ぶ

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
具

体
的

に
は

、
障

が
い

が
あ

る
人

の
表

現
活

動
の

現
場

に
立

ち
会

い
「
表

現
す

る
こ

と
」
の

根
源

的
な

力
を

再
確

認
す

る
こ

と
を

出
発

点
に

、
彼

ら
の

作
品

と
の

関
わ

り
方

を
自

発
的

に
見

つ
け

何
ら

か
の

か
た

ち
を

と
っ

て
い

く
こ

と
を

目
指

す
。

●
今

年
度

、
当

演
習

に
実

施
に

あ
た

っ
て

、
コ

ロ
ナ

禍
の

影
響

に
よ

り
、
活

動
の

柱
で

あ
る

「
障

害
あ

る
皆

さ
ん

の
表

現
活

動
と

直
接

関
わ

る
」
こ

と
が

全
く
で

き
な

い
状

況
と

な
っ

た
。
し

か
し

な
が

ら
、
そ

の
状

況
下

で
、
で

き
る

こ
と

を
工

夫
し

施
設

側
の

協
力

も
得

て
、
施

設
利

用
者

と
学

生
が

間
接

的
な

関
わ

り
や

、
映

像
を

交
え

た
活

動
等

を
通

し
て

成
果

に
繋

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

ア
ウ

ト
サ

イ
ダ

ー
ア

ー
ト
、
ア

ー
ル

ブ
リ
ュ

ッ
ト
等

の
状

況
に

つ
い

て
リ
サ

ー
チ

と
講

義
を

通
し

て
学

ぶ
。
ま

た
、
過

去
の

実
践

事
例

に
つ

い
て

も
資

料
等

で
学

ぶ
。

事
後

活
動

内
容

と
成

果
に

つ
い

て
、

ま
と

め
た

も
の

を
パ

ネ
ル

に
ま

と
め

展
示

発
表

す
る

。
成

果
物

の
展

示
を

行
う
。

(1
2
月

に
予

定
）

こ
の

授
業

を
通

し
て

得
ら

れ
た

関
係

か
ら

、
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
参

加
の

依
頼

や
、

施
設

の
イ

ヴ
ェ

ン
ト
へ

の
参

加
要

請
等

を
受

け
、

学
生

の
自

主
的

活
動

や
社

会
参

加
、

就
職

等
へ

の
好

影
響

に
繋

が
る

可
能

性
が

あ
る

。

実
施

内
容

①
　
現

在
の

、
主

に
日

本
の

社
会

に
お

け
る

ア
ウ

ト
サ

イ
ダ

ー
ア

ー
ト
の

現
状

に
つ

い
て

学
ぶ

②
　
福

祉
施

設
を

訪
れ

、
利

用
者

の
皆

さ
ん

の
日

常
と

表
現

活
動

に
つ

い
て

見
学

し
学

ぶ
③

　
障

害
あ

る
人

と
学

生
が

互
い

を
知

る
た

め
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
(互

い
を

描
く
）

④
　
初

回
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

つ
い

て
振

り
返

り
と

検
証

⑤
　
障

害
あ

る
方

を
交

え
他

グ
ル

ー
プ

を
作

り
、
共

に
行

う
表

現
活

動
を

発
想

、
企

画
、

準
備

す
る

⑥
　
企

画
に

基
づ

く
、
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

実
施

。
（
⑤

、
⑥

を
3
～

4
回

繰
り
返

す
）

⑧
　
ボ

ー
ダ

レ
ス

ア
ー

ト
ミ
ュ

ー
ジ

ア
ム

Ｎ
Ｏ

Ｍ
Ａ

の
見

学
に

よ
り
、

展
示

や
発

信
方

法
に

つ
い

て
学

ぶ
⑨

　
活

動
内

容
報

告
を

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
パ

ネ
ル

に
ま

と
め

、
展

示
す

る
。

（
施

設
内

で
）

⑩
　
施

設
の

イ
ベ

ン
ト
に

お
い

て
来

場
者

や
施

設
利

用
者

と
共

に
造

形
要

素
の

あ
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

実
施

⑪
　
⑤

⑥
の

継
続

か
ら

、
グ

ル
ー

プ
ご

と
に

作
品

等
を

完
成

さ
せ

る
⑫

　
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

、
作

品
展

示
（
1
2
月

予
定

）
を

行
う

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
障

が
い

あ
る

人
の

表
現

活
動

と
直

接
関

わ
り
、

自
ら

の
表

現
や

行
動

を
関

係
づ

け
る

こ
と

で
新

た
な

提
案

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
仲

間
や

、
施

設
ス

タ
ッ

フ
の

方
々

と
意

思
疎

通
し

、
自

身
の

役
割

を
果

た
し

協
働

す
る

力
を

養
う

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

授
業

実
施

時
に

は
蜜

を
避

け
る

た
め

に
、

数
人

単
位

の
グ

ル
ー

プ
活

動
を

中
心

に
し

て
互

い
の

成
果

は
教

員
か

ら
写

真
等

で
全

体
に

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

。
連

携
先

の
担

当
者

か
ら

の
コ

メ
ン

ト
を

頂
き

、
動

画
な

ど
を

用
い

て
評

価
な

ど
を

学
生

に
伝

え
た

。

そ
の

他

社
会

へ
の

発
信

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

演
習

履
修

学
生

福
祉

施
設

ス
タ

ッ
フ

障
が

い
あ

る
皆

さ
ん

（
施

設
利

用
者

・
美

術
活

動
メ

ン
バ

ー
）

本
学

芸
術

学
部

協
働

に
よ

る
表

現
活

動

①
リ
モ

ー
トに

よ
る

ア
ー

ル
ブ

リ
ュ

ッ
ト展

覧
会

見
学

②
木

製
人

形
制

作
（学

生
に

よ
る

木
形

制
作

＋
施

設
メ

ン

バ
ー

に
よ

る
着

彩
）

③
学

生
に

よ
る

イ
メ

ー
ジ

画
制

作
+
施

設
メ

ン
バ

ー
に

よ
る

刺
繍

・加
筆

等
の

コ
ラ

ボ
レ

ー
シ

ョ
ン

⑥
今

回
参

加
の

5
名

の
施

設
メ

ン
バ

ー
を

イ
ラ

ス
ト

で
紹

介

③
施

設
商

品
を

紹
介

す
る

イ
ン

ス
タ

動
画

制
作

⑤
施

設
メ

ン
バ

ー
の

作
品

を
紹

介
す

る
す

ご
ろ

く
制

作

＊
施

設
メ

ン
バ

ー
さ

ん
と

の
交

流
は

リ

モ
ー

トで
実

施

（２
４
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
株

式
会

社
 渡

辺
藤

商
店

 「
裏

地
の

デ
ザ

イ
ン

提
案

」

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
連

携
先

株
式

会
社

渡
辺

藤
商

店
　

大
阪

市
中

央
区

大
手

通
1
丁

目
3
-
8

2
0
2
0
年

度
前

期

授
業

名
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
１

・
３

学
年

２
・
３

年
実

施
場

所
学

内
・
渡

辺
藤

商
店

担
当

教
員

門
脇

　
英

純
・
室

田
　
泉

人
数

2
5
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

P
B
L
課

題
解

決
型

授
業

と
し

て
、
社

会
組

織
・
団

体
が

提
供

す
る

課
題

に
全

受
講

者
が

取
り
組

み
、

学
習

活
動

か
ら

学
修

手
法

、
分

析
方

法
、
課

題
解

決
法

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

キ
ャ

リ
ア

に
必

要
な

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

能
動

的
に

学
び

ま
す

。
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
ベ

ー
ス

に
、
チ

ー
ム

ワ
ー

ク
（
協

働
）
の

も
と

受
講

者
の

自
主

性
・
自

律
性

の
向

上
に

つ
な

が
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

依
頼

元
組

織
や

そ
の

活
動

に
つ

い
て

の
調

査
・
分

析
を

お
こ

な
い

、
活

動
の

た
め

の
諸

準
備

を
お

こ
な

う
。

事
後

採
用

さ
れ

た
グ

ッ
ズ

や
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

ア
イ

テ
ム

の
製

造
対

応
（
デ

ザ
イ

ン
デ

ー
タ

提
供

）

後
期

、
選

抜
さ

れ
た

学
生

作
品

を
個

別
に

指
導

し
、

渡
辺

藤
商

店
の

直
接

指
導

を
も

ら
い

、
商

品
化

へ
結

び
つ

け
る

。

実
施

内
容

渡
辺

藤
商

店
に

て
、
和

柄
や

6
0
～

7
0
年

代
ロ

ン
ド
ン

な
ど

の
テ

ー
マ

を
設

定
し

て
い

た
だ

き
、

学
生

が
制

作
。

展
開

に
つ

い
て

は
、
裏

地
と

し
て

だ
け

で
な

く
表

具
な

ど
、

可
能

性
の

あ
る

用
途

を
リ
サ

ー
チ

し
、
提

案
す

る
。
ま

た
、
ア

ピ
ー

ル
方

法
に

つ
い

て
も

模
索

し
た

い
。

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
ピ

ッ
ク

ア
ッ

プ
さ

れ
た

７
名

の
学

生
デ

ザ
イ

ン
を

後
期

ブ
ラ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

し
実

際
の

裏
地

へ
の

開
発

に
向

け
て

い
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

前
期

、
授

業
内

で
は

ク
ラ

ス
ル

ー
ム

を
用

い
提

出
課

題
の

確
認

と
コ

メ
ン

ト
を

行
い

、
成

果
の

フ
ァ

ー
度

バ
ッ

ク
を

行
っ

た
。

ま
た

、
最

終
プ

レ
ゼ

ン
で

は
、

渡
辺

藤
商

店
社

長
へ

の
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

い
、
講

評
と

作
品

選
抜

を
行

な
っ

た
。

そ
の

他

（２
５
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
タ

ビ
オ

株
式

会
社

 T
w

it
te

rで
1
0
0
0
R
T
を

稼
げ

る
ギ

フ
ト
セ

ッ
ト
の

企
画

と
デ

ザ
イ

ン
提

案

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
連

携
先

タ
ビ

オ
株

式
会

社

2
0
2
0
後

期

授
業

名
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
２

・
４

学
年

2
・
3
年

生
実

施
場

所
学

内

担
当

教
員

門
脇

 英
純

・
室

田
 泉

人
数

3
0
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

社
会

で
の

実
践

力
、

協
働

で
き

る
素

養
を

踏
ま

え
学

生
か

ら
社

会
人

に
意

識
改

革
を

図
り
、

社
会

人
と

し
て

の
姿

勢
を

身
に

つ
け

ま
す

。
社

会
の

団
体

・
組

織
や

地
域

が
提

供
す

る
課

題
に

対
し

て
、

学
修

活
動

か
ら

学
修

手
法

、
分

析
方

法
、
課

題
解

決
法

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

、
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

な
ど

キ
ャ

リ
ア

に
必

要
な

コ
ン

ピ
テ

ン
シ

ー
を

能
動

的
に

学
び

ま
す

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

商
品

開
発

の
一

連
の

プ
ロ

セ
ス

を
学

び
、

連
携

先
に

つ
い

て
研

究

事
後

成
果

物
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化

実
施

内
容

１
．

P
B
L
プ

ロ
グ

ラ
ム

の
目

的
、

学
外

連
携

先
か

目
指

す
べ

き
課

題
、

目
的

を
提

示
【
ミ
ッ

シ
ョ
ン

】
　

T
w

it
te

rで
1
0
0
0
R
T
を

稼
げ

る
ギ

フ
ト
セ

ッ
ト
の

企
画

と
デ

ザ
イ

ン
提

案
２
．

ミ
ッ

シ
ョ
ン

に
関

す
る

情
報

提
示

＆
課

題
の

把
握

→
３
．

【
座

学
】
企

画
、

提
案

書
を

作
成

す
る

た
め

の
学

修
→

４
．

リ
サ

ー
チ

・
調

査
 役

割
を

分
担

し
課

題
を

調
査

す
る

→
５
．

結
果

の
報

告
と

企
画

、
行

動
計

画
な

ど
の

作
成

→
６

．
企

画
作

成
 情

報
収

集
→

７
．

【
座

学
】
 プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
学

ぶ
→

８
．

企
画

書
作

成
＆

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

準
備

→
９
．

中
間

報
告

→
１
０

．
企

画
の

課
題

の
発

見
と

企
画

修
正

→
１

１
．

最
終

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

→
１
２

．
総

括
；
振

り
返

り
、

今
後

の
課

題
を

整
理

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果

1
.協

働
で

き
る

素
養

と
し

て
①

集
団

や
チ

ー
ム

の
中

で
固

有
の

役
割

を
果

た
す

こ
と

が
で

き
る

。
2
.社

会
で

実
践

す
る

力
の

情
勢

と
し

て
①

論
理

的
に

考
え

、
課

題
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
②

主
体

性
を

持
ち

、
積

極
的

に
行

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。
③

困
難

な
課

題
に

も
望

み
、
最

後
ま

で
や

り
遂

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

1
.企

画
案

の
中

間
報

告
時

に
お

け
る

振
り
返

り
、
課

題
発

見
と

解
決

、
学

生
間

相
互

評
価

。
2
.最

終
プ

レ
ゼ

ン
終

了
後

の
学

生
間

相
互

評
価

、
振

り
返

り
、
フ

ォ
ー

ド
バ

ッ
ク

。

そ
の

他

T
w

it
te

rで
1
0
0
0
R
T
を

稼
げ

る
ギ

フ
ト

セ
ッ

ト
の

企
画

と
デ

ザ
イ

ン
提

案

本
学

連
携

先
企

業

タ
ビ

オ
株

式
会

社
芸

術
学

部

教
育

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
演

習

（２
６
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
検

討
中

ペ
ッ

ト
用

商
品

と
販

売
促

進
物

の
デ

ザ
イ

ン
制

作

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
連

携
先

ラ
ブ

リ
ー

・
ペ

ッ
ト
商

事
株

式
会

社
　

〒
5
7
1
-
 0

0
4
4
 大

阪
府

門
真

市
松

生
町

6
-
2
0
　

ht
tp

:/
/
w

w
w

.lo
v
e
ly

pe
t.
co

.jp

令
和

２
(2

0
2
0
)年

度
 後

期
（
2
0
2
0
年

9
月
〜

2
0
2
1
年

3
月

）

授
業

名
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
演

習
2
・
4

学
年

2
・
3
年

生
実

施
場

所
学

外
（
店

舗
見

学
「
P
&

L
U
X
E
（
ピ

ー
ア

ン
ド
リ
ュ

ク
ス

）
吹

田
市

千
里

丘
上

６
−
３

０
」
）

担
当

教
員

大
村

　
み

な
子

人
数

1
6
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

ラ
ブ

リ
ー

ペ
ッ

ト
商

事
株

式
会

社
よ

り
課

題
「
ブ

ラ
ン

ケ
ッ

ト
の

デ
ザ

イ
ン

」
「
野

菜
フ

レ
ー

ク
の

パ
ッ

ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ

ン
」
「
店

舗
内

の
販

売
促

進
表

示
(P

.O
.P

)」
の

問
題

解
決

を
受

け
た

。
実

際
の

企
業

ら
の

依
頼

を
受

け
、
問

題
の

背
景

や
要

因
を

多
角

的
な

視
点

で
リ
サ

ー
チ

し
、

解
決

す
る

た
め

の
方

策
を

発
想

す
る

力
、
表

現
す

る
力

、
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

し
て

提
案

す
る

力
を

培
う

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

店
舗

の
見

学
、
ペ

ッ
ト
業

界
の

動
向

、
製

品
研

究
、

表
現

メ
デ

ィ
ア

研
究

事
後

成
果

物
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化

こ
の

取
り
組

み
を

評
価

い
た

だ
き

、
内

定
に

つ
な

が
る

意
図

の
あ

る
ア

ル
バ

イ
ト
の

誘
い

を
い

た
だ

い
た

。

実
施

内
容

①
連

携
先

企
業

の
業

務
説

明
。
背

景
、

現
状

、
動

向
に

つ
い

て
の

理
解

。
グ

ル
ー

プ
結

成
。

②
商

品
が

販
売

さ
れ

る
店

舗
に

つ
い

て
の

理
解

。
見

学
に

向
け

て
取

材
項

目
の

確
認

③
学

外
見

学
（
実

際
の

店
舗

見
学

「
P
&

L
U
X
E
(ピ

ー
ア

ン
ド
リ
ュ

ク
ス

)」
）

④
学

外
見

学
で

分
か

っ
た

こ
と

の
情

報
共

有
。
課

題
に

向
け

て
の

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

。
⑤

ペ
ッ

ト
業

界
、
連

携
企

業
、

取
り
扱

い
ブ

ラ
ン

ド
、

取
組

む
課

題
に

つ
い

て
の

ま
と

め
発

表
。

⑥
課

題
制

作
（
グ

ル
ー

プ
課

題
、
個

人
課

題
）
⑦

課
題

制
作

と
中

間
発

表
の

準
備

⑧
連

携
企

業
を

招
き

、
企

画
の

中
間

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

⑨
企

業
か

ら
の

講
評

を
振

返
り
、
企

画
の

修
正

⑩
⑪

⑫
制

作
⑬

最
終

プ
レ

ゼ
ン

テ
ー

シ
ョ
ン

準
備

⑭
最

終
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

⑮
振

り
返

り
と

作
品

の
最

終
修

正
→

提
出

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果

ペ
ッ

ト
用

品
業

界
の

動
向

と
連

携
先

企
業

の
特

徴
を

理
解

し
な

が
ら

、
求

め
ら

れ
る

デ
ザ

イ
ン

の
た

め
の

「
企

画
・

立
案

」
す

る
過

程
で

、
グ

ル
ー

プ
内

で
様

々
な

視
点

で
問

題
解

決
の

糸
口

と
な

る
情

報
を

発
見

し
、
企

画
に

発
展

さ
せ

て
い

く
力

、
グ

ル
ー

プ
内

で
各

人
の

長
所

を
生

か
し

た
役

割
分

担
で

制
作

を
進

行
し

て
い

く
力

、
企

業
か

ら
の

フ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
受

け
、
修

正
し

な
が

ら
制

作
を

完
遂

す
る

力
を

培
っ

た
。
ま

た
、
効

果
的

な
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

を
行

う
こ

と
が

で
き

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

中
間

発
表

会
で

企
業

側
か

ら
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
い

た
だ

き
、
最

終
成

果
発

表
会

に
向

け
て

修
正

を
行

っ
た

。
最

終
成

果
発

表
会

に
お

い
て

も
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
い

た
だ

き
、
提

出
ま

で
に

修
正

お
こ

な
っ

た
。

そ
の

他

ラ
ブ

リ
ー

ペ
ッ

ト
商

事

本
学

株
式

会
社

ペ
ッ

ト
プ

ロ
ジ

ャ
パ

ン

教
育

研
究

支
援

本
部

産
官

学
連

携

セ
ン

タ
ー

「
ペ

ッ
ト
用

商
品

と
販

売
促

進
物

、

パ
ッ

ケ
ー

ジ
の

デ
ザ

イ
ン

制
作

」

芸
術

学
部

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
演

習
2
・4

パ
ッ

ケ
ー

ジ
デ

ザ
イ

ン
と

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

↑
店

内
販

売
促

進
用

P
.O

.P
↓

↑ ブ
ラ

ン
ケ

ッ
ト

デ
ザ

イ
ン

（２
７
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
綿

半
ホ

ー
ム

エ
イ

ド
で

の
P
B
商

品
の

製
品

化
・
販

売
に

向
け

た
商

品
提

案

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
　

イ
ン

テ
リ
ア

・
プ

ロ
ダ

ク
ト
デ

ザ
イ

ン
コ

ー
ス

連
携

先
綿

半
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
株

式
会

社

2
0
2
0
年

度
後

期
（
2
0
2
0
年

9
月
〜

2
0
2
1
年

1
月

）

授
業

名
造

形
芸

術
専

門
演

習
1
1

学
年

3
年

生
実

施
場

所
学

内

担
当

教
員

山
下

　
麻

子
人

数
1
7
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

綿
半

か
ら

の
条

件
を

元
に

、
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

（
綿

半
ホ

ー
ム

エ
イ

ド
）
で

販
売

す
る

P
B
商

品
を

企
画

提
案

し
綿

半
本

社
に

て
プ

レ
ゼ

ン
を

行
う
。

マ
ー

ケ
ッ

ト
リ
サ

ー
チ

や
価

格
帯

な
ど

も
含

め
て

、
製

品
化

を
目

指
し

た
実

践
の

場
に

お
け

る
も

の
づ

く
り
を

学
ぶ

。

出
さ

れ
た

テ
ー

マ
（
エ

コ
バ

ッ
グ

、
タ

イ
ヤ

ラ
ッ

ク
）
を

そ
れ

ぞ
れ

の
チ

ー
ム

分
か

れ
て

提
案

。
最

終
プ

レ
ゼ

ン
で

は
zo

o
m

で
綿

半
と

繋
い

で
オ

ン
ラ

イ
ン

プ
レ

ゼ
ン

を
開

催
。

1
,2

,3
位

を
選

ん
で

頂
き

、
商

品
化

に
向

け
検

討
を

進
め

て
頂

く
こ

と
に

な
っ

た
。

写
真

は
最

終
プ

レ
ゼ

ン
の

様
子

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

マ
ー

ケ
ッ

ト
リ
サ

ー
チ

事
後

成
果

物
の

プ
レ

ゼ
ン

ボ
ー

ド
作

成

実
施

内
容

1
.課

題
説

明
、
テ

ー
マ

レ
ク

チ
ャ

ー
、
チ

ー
ム

分
け

、
製

品
概

要
の

確
認

、
製

品
調

査
に

つ
い

て
2
.事

例
リ
サ

ー
チ

、
分

析
発

表
3
.制

作
目

的
、
コ

ン
セ

プ
ト
の

決
定

4
.タ

ー
ゲ

ッ
ト
設

定
、
案

出
し

、
ス

タ
デ

ィ
開

始
。

5
.基

本
構

想
、
デ

ザ
イ

ン
の

骨
格

、
立

体
表

現
開

始
6
.中

間
講

評
会

（
コ

ン
セ

プ
ト
、
リ
サ

ー
チ

結
果

、
プ

ロ
セ

ス
ス

ケ
ッ

チ
、
ス

タ
デ

ィ
模

型
）

7
.モ

ッ
ク

ア
ッ

プ
制

作
、
デ

ザ
イ

ン
実

作
業

（
ス

タ
イ

リ
ン

グ
イ

メ
ー

ジ
、
プ

レ
ゼ

ン
準

備
）

8
.モ

ッ
ク

ア
ッ

プ
制

作
、
デ

ザ
イ

ン
実

作
業

（
ス

タ
イ

リ
ン

グ
イ

メ
ー

ジ
、
素

材
検

討
、
プ

レ
ゼ

9
.モ

ッ
ク

ア
ッ

プ
・
フ

ァ
イ

ナ
ル

モ
デ

ル
制

作
、
プ

レ
ゼ

ン
準

備
（
ボ

ー
ド
、
pp

t）
　
4
時

間
1
0
.プ

レ
ゼ

ン
予

行
演

習
、
モ

ッ
ク

ア
ッ

プ
制

作
、
デ

ザ
イ

ン
実

作
業

（
ス

タ
イ

リ
ン

グ
イ

メ
ー

ジ
、
プ

レ
ゼ

ン
準

備
、
コ

ラ
ー

ジ
ュ

、
3
D
イ

メ
ー

ジ
、
プ

レ
ゼ

ン
手

法
に

つ
い

て
再

確
認

）
1
1
.企

業
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
与

え
ら

れ
た

テ
ー

マ
に

対
し

て
、

リ
サ

ー
チ

か
ら

企
画

・
デ

ザ
イ

ン
・
制

作
を

時
間

配
分

も
含

め
て

学
生

に
委

ね
る

こ
と

に
よ

り
責

任
あ

る
取

り
組

み
が

実
現

で
き

た
。

ま
た

学
外

の
方

に
プ

レ
ゼ

ン
す

る
に

当
た

っ
て

緊
張

感
あ

る
体

験
を

得
る

こ
と

が
で

き
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

産
学

連
携

と
い

う
学

生
に

と
っ

て
も

意
義

あ
る

授
業

で
あ

っ
た

と
同

時
に

、
如

何
に

貴
重

な
機

会
を

与
え

ら
れ

て
い

る
の

か
の

理
解

の
周

知
。

各
自

や
り
き

っ
た

こ
と

、
や

り
き

れ
な

か
っ

た
こ

と
を

再
認

識
。

そ
の

他

（２
８
）

学生確保（資料）－380



地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

「
フ

ル
カ

ラ
ー

3
D
プ

リ
ン

タ
に

よ
る

出
力

を
伴

う
効

果
的

な
教

育
の

た
め

の
検

証
」
芸

術
学

部
共

同
研

究

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
 イ

ラ
ス

ト
レ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
、

マ
ン

ガ
・
デ

ジ
タ

ル
ア

ー
ト
コ

ー
ス

連
携

先
株

式
会

社
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

　
本

社
・
工

場
　

〒
3
8
9
-
0
5
1
2
　

長
野

県
東

御
市

滋
野

乙
2
1
8
2
-
3
　

T
E
L
：
0
2
6
8
-
6
4
-
6
5
0
0
(代

)

令
和

２
(2

0
2
0
)年

度
 後

期
（
2
0
2
0
年

9
月
〜

2
0
2
1
年

3
月

）

授
業

名
造

形
芸

術
専

門
展

開
演

習
3
、

造
形

芸
術

専
門

演
習

1
0

学
年

2
・
3
年

生
実

施
場

所
学

外
出

力
（
株

式
会

社
グ

ラ
フ

ィ
ッ

ク
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

で
出

力
）

担
当

教
員

大
村

み
な

子
、

授
業

担
当

：
吉

本
大

輝
人

数
2
6
人

期
間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

フ
ル

カ
ラ

ー
3
D
プ

リ
ン

タ
を

制
作

に
利

用
し

た
デ

ジ
タ

ル
彫

刻
・
フ

ィ
ギ

ュ
ア

の
授

業
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
の

質
の

向
上

と
、
連

携
企

業
の

株
式

会
社

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

が
得

意
と

す
る

イ
ン

ク
ジ

ェ
ッ

ト
プ

リ
ン

タ
技

術
を

生
か

し
た

フ
ル

カ
ラ

ー
U
V
硬

化
イ

ン
ク

ジ
ェ

ッ
ト
方

式
で

世
界

初
の

約
1
0
0
0
万

色
の

フ
ル

カ
ラ

ー
造

形
で

の
出

力
を

体
験

す
る

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

3
D
C
G
ソ

フ
ト
Z
B
ru

sh
の

特
徴

と
操

作
方

法
、

最
新

3
D
C
G
出

力
技

術
に

つ
い

て
学

習

事
後

成
果

物
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ
オ

化

3
D
出

力
後

は
、
共

同
研

究
に

参
加

し
た

グ
ラ

フ
ィ

ッ
ク

ク
リ
エ

ー
シ

ョ
ン

よ
り
秀

作
は

社
内

広
報

に
掲

載
さ

れ
る

可
能

性
あ

り
と

の
こ

と
。

実
施

内
容

2
0
2
0
年

度
開

講
の

造
形

芸
術

専
門

展
開

演
習

3
、

専
門

演
習

1
0
（
担

当
：
吉

本
大

輝
非

常
勤

講
師

）
で

Z
 B

ru
sh

に
よ

り
制

作
し

た
フ

ィ
ギ

ュ
ア

を
連

携
先

企
業

の
3
D
プ

リ
ン

タ
で

出
力

す
る

。
フ

ィ
ギ

ュ
ア

は
、
公

共
施

設
（
美

術
館

、
博

物
館

、
動

・
植

物
園

）
で

展
示

物
を

フ
ィ

ギ
ュ

ア
化

し
、

「
ガ

チ
ャ

ガ
チ

ャ
」
で

販
売

さ
れ

る
想

定
で

、
実

際
に

機
械

に
入

れ
て

展
示

す
る

こ
と

を
目

標
と

す
る

。
※

※
 共

同
研

究
に

て
進

め
て

い
た

も
の

を
外

部
連

携
と

し
て

も
申

請
し

て
お

り
ま

す
。

◉
2
0
2
0
前

期
授

業
で

オ
リ
ジ

ナ
ル

フ
ィ

ギ
ュ

ア
の

デ
ー

タ
を

作
成

。
◉
連

携
先

企
業

の
プ

リ
ン

タ
ー

用
に

デ
ー

タ
を

加
工

。
ガ

チ
ャ

ガ
チ

ャ
に

フ
ィ

ギ
ュ

ア
と

共
に

入
れ

る
説

明
書

も
作

成
し

て
お

く
。

◉
全

デ
ー

タ
完

成
の

の
ち

、
入

稿
。

3
D
C
G
出

力
依

頼
。

◉
2
0
2
0
年

度
内

に
納

品
予

定
。

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果

3
D
C
G
ア

プ
リ
ケ

ー
シ

ョ
ン

と
し

て
、
エ

ン
タ

メ
業

界
で

広
く
使

用
さ

れ
て

い
る

Z
b
ru

sh
の

特
性

、
操

作
技

術
を

学
び

、
急

速
に

進
歩

し
て

い
る

3
D
プ

リ
ン

タ
ー

（
フ

ル
カ

ラ
ー

）
で

出
力

す
る

経
験

に
よ

り
、
産

業
界

で
実

際
に

普
及

し
つ

つ
あ

る
新

し
い

技
術

を
実

体
験

す
る

こ
と

で
、
卒

業
後

の
仕

事
選

択
で

具
体

的
な

指
標

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

授
業

中
の

、
中

間
と

最
終

講
評

会
で

講
師

か
ら

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

。
出

力
後

は
、
共

同
研

究
事

業
に

て
購

入
予

定
の

「
ガ

チ
ャ

ガ
チ

ャ
」
に

入
れ

て
、
実

装
の

状
態

で
学

内
展

示
会

に
出

品
計

画
を

た
て

て
い

る
。
（
展

示
会

は
2
0
2
1
年

度
申

請
予

定
）

そ
の

他

本
学

株
式

会
社

グ
ラ

フ
ィ

ッ

ク
ク

リ
エ

ー
シ

ョ
ン

芸
術

学
部

共
同

研
究

事
業

造
形

芸
術

専
門

展
開

演
習

3
・
造

形
芸

術
専

門
演

習
1
0

共
同

研
究

申
請

イ
ラ

ス
ト
レ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス

大
村

、
吉

本

Z
B
ru

sh
で

作
成

し
た

完
成

間
近

の
学

生
作

品
デ

ー
タ

。
作

品
は

指
輪

の
ホ

ル
ダ

ー
に

な
る

フ
ィ

ギ
ュ

ア
。

共
同
研
究
「
フ
ル
カ
ラ
ー
3D
プ
リ

ン
タ
に
よ
る
出
力
を
伴
う
効
果
的

な
教
育
の
た
め
の
検
証
」

実
施

授
業

（２
９
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

　

箕
面

公
園

 ま
ち

や
ま

健
康

ピ
ク

ニ
ッ

ク
ア

ー
ト
イ

ヴ
ェ

ン
ト
（
豊

中
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
　

美
術

・
ア

ー
ト
表

現
コ

ー
ス

連
携

先
箕

面
公

園
　

管
理

事
務

所
⇒

豊
中

市
都

市
活

力
部

魅
力

創
造

課
、

大
島

鳩
恩

会

2
0
2
0
年

前
期

授
業

名
造

形
芸

術
専

門
展

開
演

習
3
、

造
形

芸
術

専
門

演
習

９
学

年
2
・
3
年

生
実

施
場

所
学

外
（
箕

面
公

園
内

）
⇒

（
豊

中
市

庄
内

地
区

、
グ

リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
）
、

学
内

（
Ａ

1
0
教

室
）

担
当

教
員

大
手

　
裕

子
、

森
野

　
晋

次
人

数
1
0
人

(8
人

＋
2
人

）
期

間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

授
業

全
体

の
目

標
は

幼
児

～
児

童
ま

で
の

子
供

た
ち

を
対

象
と

し
た

造
形

を
通

し
て

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

や
場

作
り
に

つ
い

て
学

ぶ
こ

と
で

あ
る

が
、

数
年

に
亘

り
連

携
の

協
力

を
頂

い
て

い
る

＜
箕

面
公

園
⇒

豊
中

市
＞

の
イ

ベ
ン

ト
に

お
い

て
、

子
供

た
ち

が
造

形
的

な
楽

し
さ

を
体

験
で

き
る

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

担
当

す
る

こ
と

に
よ

り
、
実

践
的

側
面

か
ら

も
成

果
を

得
て

発
想

力
、

企
画

力
、

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
力

を
養

う
。

●
年

度
当

初
、

連
携

で
の

活
動

を
予

定
し

て
い

た
箕

面
公

園
が

、
コ

ロ
ナ

禍
に

よ
っ

て
、

イ
ベ

ン
ト
は

中
止

と
な

り
、

授
業

内
容

を
変

更
す

る
こ

と
と

な
っ

た
。

状
況

か
ら

考
え

て
新

た
に

連
携

先
を

求
め

る
こ

と
も

難
し

い
た

め
、

前
後

期
を

通
し

て
連

携
を

予
定

し
て

い
た

豊
中

に
お

け
る

活
動

に
つ

い
て

、
箕

面
公

園
に

代
わ

る
内

容
を

盛
り
込

ん
で

展
開

す
る

こ
と

と
し

、
実

施
し

た
。

①
5
月

初
旬

：
担

当
教

員
よ

り
リ
モ

ー
ト
に

よ
っ

て
予

定
さ

れ
て

い
る

豊
中

市
の

イ
ベ

ン
ト
に

つ
い

て
の

説
明

②
5
月

中
旬

：
豊

中
市

魅
力

創
造

課
の

担
当

者
よ

り
、

豊
中

市
庄

内
エ

リ
ア

に
つ

い
て

の
説

明
目

的
を

達
成

す
る

た
め

の
事

前
・
事

後
学

修

事
前

過
去

の
実

践
事

例
を

記
録

な
ど

を
通

し
て

学
ぶ

。
ま

た
、

実
施

場
所

の
特

長
に

つ
い

て
実

際
訪

れ
る

こ
と

な
ど

を
通

し
て

認
識

し
て

お
く
。

事
後

事
前

の
準

備
か

ら
、

当
日

の
実

施
経

過
、

事
後

の
子

供
た

ち
の

制
作

物
を

図
鑑

形
式

で
ま

と
め

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
に

つ
い

て
は

ア
ー

カ
イ

ブ
冊

子
を

作
成

す
る

。

前
期

で
行

っ
た

リ
サ

ー
チ

や
地

域
に

協
力

い
た

だ
い

た
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

中
で

、
地

域
で

の
世

代
を

超
え

た
交

流
を

図
っ

た
。

ま
た

、
グ

リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
で

の
展

示
に

繋
げ

る
こ

と
で

、
施

設
の

今
後

の
有

効
活

用
に

つ
な

が
る

住
民

の
意

識
の

醸
成

も
図

っ
た

。

実
施

内
容

①
　
2
0
1
5
年

以
来

に
箕

面
公

園
に

お
い

て
実

施
し

て
き

た
表

現
教

育
コ

ー
ス

に
よ

る
ア

ー
ト
イ

ベ
ン

ト
実

施
例

に
つ

い
て

の
検

証
②

　
自

然
や

利
用

状
況

等
を

リ
サ

ー
チ

、
見

学
③

　
実

施
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
の

た
め

の
試

作
、
試

行
、

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

④
　
学

外
(箕

面
公

園
管

理
事

務
所

⇒
豊

中
市

グ
リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
）
へ

の
企

画
の

提
案

⑤
　
企

画
の

修
正

⑥
　
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
用

材
料

、
用

具
、
画

材
等

の
準

備
⑦

　
実

施
に

お
け

る
役

割
分

担
、
広

報
用

チ
ラ

シ
制

作
⑧

　
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
実

施
⑨

　
子

ど
も

た
ち

の
作

品
の

画
像

整
理

と
図

鑑
作

成
⑩

　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
の

ア
ー

カ
イ

ブ
冊

子
作

成

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
ア

ー
ト
ワ

ー
ク

シ
ョ
ッ

プ
に

お
い

て
、
造

形
表

現
す

る
こ

と
の

楽
し

さ
を

他
者

に
伝

え
る

た
め

に
、
そ

の
準

備
や

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
、
実

施
等

必
要

と
な

る
行

動
を

適
切

に
行

う
こ

と
が

で
き

る
。
ま

た
、
連

携
先

の
協

力
者

に
対

し
て

必
要

な
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
取

り
、
そ

の
環

境
、
条

件
に

マ
ッ

チ
し

た
プ

ラ
ン

、
実

施
が

で
き

る
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
の

担
当

者
か

ら
の

コ
メ

ン
ト
を

頂
く
。

教
員

か
ら

は
振

り
返

り
に

お
い

て
評

価
点

や
反

省
点

を
指

摘
、
指

導
し

た
。

そ
の

他

箕
面

公
園

管
理

事
務

所
⇒

豊
中

市
グ

リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー

イ
ベ

ン
ト

箕
面

ま
ち

や
ま

健
康

ピ
ク

ニ
ッ

ク
⇒

豊

中
市

グ
リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
グ

ラ
ン

ド
オ

ー
プ

ン
イ

ベ
ン

ト

本
学

芸
術

学
部

造
形

の
面

白
さ

、
協

働
に

よ
る

造
形

美
に

気
付

き
楽

し
む

造
形

芸
術

学
科

美
術

・
表

教

２
・
３

年
生

来
場

者

の
主

に
子

供
た

ち

造
形

体
験

を
通

し
て

地
域

の
魅

力
を

伝
え

る

③
大
島
町
リ
サ
ー
チ

④
大
島
鳩
恩
会
W
Sチ
ラ
シ
作
成

⑤
大
島
鳩
恩
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

9
/2
5

⑥
大
島
鳩
恩
会
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・鳩
恩
会
紹
介
紙
芝
居
上
演

9
/2
6

⑦ 作
品
展
示
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン

＋

鳩
恩
会
の
お

祭
り
「布
団
太

鼓
」
紹
介

（３
０
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

　

大
学

と
地

域
住

民
に

よ
る

グ
リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
利

活
用

プ
ラ

ン
提

案
と

実
践

学
部

学
科

コ
ー

ス
芸

術
学

部
　
造

形
芸

術
学

科
　

美
術

・
ア

ー
ト
表

現
コ

ー
ス

連
携

先
豊

中
市

　
都

市
活

力
部

　
魅

力
創

造
課

2
0
2
0
年

前
期

、
後

期

授
業

名
前

期
：造

形
芸

術
専

門
展

開
演

習
3
、
造

形
芸

術
専

門
演

習
９

後
期

：造
形

芸
術

専
門

展
開

演
習

1
、
造

形
芸

術
専

門
基

幹
演

習
3

学
年

1
～

３
年

生
実

施
場

所
学

外
（
豊

中
市

　
グ

リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
）
、

学
内

（
Ａ

1
0
教

室
）

担
当

教
員

大
手

　
裕

子
・
森

野
　
晋

次
人

数
前

期
：
1
0
人

(8
人

＋
2
人

）
後

期
：
1
6
人

(8
人

＋
8
人

）
期

間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

　
2
0
2
0
年

1
0
月

に
予

定
さ

れ
て

い
る

豊
中

市
庄

内
の

「
グ

リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ
セ

ン
タ

ー
」
の

グ
ラ

ン
ド
オ

ー
プ

ン
に

際
し

て
の

ア
ー

ト
デ

ィ
レ

ク
シ

ョ
ン

、
企

画
の

実
施

に
関

わ
ら

せ
て

い
た

だ
く
。
こ

の
こ

と
に

よ
り
、
地

域
の

施
設

を
拠

点
と

し
た

地
域

住
民

へ
の

ア
ー

ト
を

通
し

た
働

き
か

け
に

つ
い

て
実

体
験

か
ら

学
ぶ

。
　
ま

た
、
豊

中
市

の
担

当
者

、
幅

広
い

世
代

の
住

民
等

、
様

々
な

人
々

と
の

関
わ

り
方

も
経

験
し

、
社

会
の

仕
組

み
の

中
で

自
分

た
ち

の
プ

ラ
ン

を
実

現
し

て
い

く
た

め
の

企
画

力
、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

を
養

う
。

●
前

期
の

活
動

を
通

し
て

、
地

域
の

特
性

、
課

題
、

予
定

さ
れ

て
い

る
イ

ベ
ン

ト
の

趣
旨

や
会

場
の

特
性

に
つ

い
て

把
握

、
理

解
が

で
き

た
。

ま
た

、
そ

れ
を

基
に

企
画

し
た

イ
ベ

ン
ト
当

日
に

向
け

て
の

造
形

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
は

、
後

期
に

は
、

地
域

の
小

学
校

の
「
放

課
後

の
子

ど
も

ク
ラ

ブ
」
活

動
と

結
び

つ
き

、
広

く
展

開
で

き
る

こ
と

に
な

っ
た

。
ま

た
、

イ
ベ

ン
ト
当

日
は

、
展

示
作

品
と

、
進

行
中

の
複

数
の

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
を

巡
る

複
層

的
な

見
ご

た
え

の
あ

る
空

間
を

作
り
上

げ
る

こ
と

が
で

き
た

。
連

携
先

の
豊

中
市

担
当

者
か

ら
も

高
評

価
を

得
た

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

過
去

の
実

践
事

例
を

記
録

な
ど

を
通

し
て

学
ぶ

。
ま

た
、

実
施

場
所

の
特

長
に

つ
い

て
実

際
訪

れ
る

こ
と

な
ど

を
通

し
て

認
識

し
て

お
く
。

事
後

事
前

の
準

備
か

ら
、

当
日

の
実

施
経

過
、

成
果

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
全

体
に

つ
い

て
は

ア
ー

カ
イ

ブ
を

作
成

す
る

。

今
回

の
前

期
か

ら
継

続
す

る
取

り
組

み
の

中
で

、
地

域
や

学
童

保
育

の
子

ど
も

達
、

ま
た

、
歴

史
あ

る
地

域
の

組
織

の
大

人
の

方
た

ち
等

、
幅

の
広

い
様

々
な

方
々

と
、

交
流

で
き

た
。

造
形

を
通

し
て

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
地

域
へ

の
意

識
の

醸
成

や
協

働
の

楽
し

さ
を

伝
え

る
契

機
と

な
っ

た
。

実
施

内
容

①
　
豊

中
市

魅
力

創
造

課
の

担
当

者
か

ら
、

事
業

に
つ

い
て

の
説

明
を

聞
く
。

②
　
現

地
を

視
察

し
、
ヒ

ア
リ
ン

グ
な

ど
も

行
う
。

③
　
実

施
内

容
に

つ
い

て
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

。
④

　
学

外
(豊

中
市

魅
力

創
造

課
）
へ

の
企

画
の

提
案

⑤
　
企

画
の

修
正

⑥
　
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

(試
作

、
プ

ロ
グ

ラ
ム

チ
ェ

ッ
ク

）
⑦

　
当

日
に

向
け

て
の

準
備

(必
要

な
機

材
、

材
料

等
）

⑧
　
実

施
に

お
け

る
役

割
分

担
、
広

報
用

チ
ラ

シ
制

作
⑧

　
イ

ベ
ン

ト
実

施
⑨

　
成

果
の

振
り
返

り
の

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

⑩
　
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
全

体
の

ア
ー

カ
イ

ブ
作

成

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
住

民
が

地
域

の
魅

力
や

ア
ー

ト
の

楽
し

さ
を

感
じ

る
こ

と
か

ら
、

施
設

利
用

の
活

発
化

に
繋

が
る

よ
う

な
ア

ー
ト
イ

ベ
ン

ト
を

企
画

、
実

施
す

る
。

そ
の

こ
と

を
通

し
て

、
企

画
力

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
力

、
実

践
力

を
身

に
つ

け
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

連
携

先
の

担
当

者
か

ら
の

コ
メ

ン
ト
を

頂
く
。

教
員

か
ら

は
振

り
返

り
に

お
い

て
評

価
点

や
反

省
点

を
指

摘
、
指

導
し

た
。

そ
の

他

施
設

を
拠

点
と

し
て

の
、
地

域
の

魅
力

を
発

信
す

る
。

豊
中

市

都
市

活
力

部

魅
力

創
造

課

本
学

芸
術

学
部

グ
リ
ー

ン
ス

ポ
ー

ツ

セ
ン

タ
ー

の
グ

ラ
ン

ド

地
域

に
根

ざ
し

な
が

ら
、
ア

ー
トの

体
験

を
通

し
て

生
活

・コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
楽

し
む

造
形

芸
術

学

美
術

・ア
ー

ト

表
現

コ
ー

ス

幅
広

い
年

代
の

地
域

豊
中

市
庄

内
地

区
の

小
学

校
6
校

に
お

い
て

、
「
紙

コ
ッ

プ
モ

ン
ス

タ
ー

」
W

S
を

実
施

、
作

品
は

イ
ベ

ン
ト
会

場
に

て
展

示

終
了

後
作

成
し

た
ア

ー
カ

イ
ブ

の
1
ペ

ー
ジ

（３
１
）

学生確保（資料）－383



地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

年

2
0
1
9

2
0
2
0

1
2
～

１
月

食
生

活
ア

ン
ケ

ー
ト

「
３
・
１
・
２
弁

当
箱

法
」
講

義
・
実

習

各
自

弁
当

を
弁

当
箱

法
を

用
い

て
作

成
・
ア

ン
ケ

ー
ト

3
ヵ

月
後

ア
ン

ケ
ー

ト
実

施

食
生

活
ア

ン
ケ

ー
ト
・
ま

と
め

実
施

内
容

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

　
弁

当
の

盛
り
付

け
図

を
描

き
３
・
１
・
２
の

バ
ラ

ン
ス

を
よ

く
理

解
し

、
実

際
の

盛
り
付

け
も

実
施

し
や

す
か

っ
た

よ
う
で

あ
っ

た
。
実

習
で

は
、
普

段
使

っ
て

い
る

茶
碗

の
大

き
さ

が
小

さ
い

学
生

が
多

く
、
ご

飯
を

日
常

的
に

食
べ

て
い

な
い

と
い

う
学

生
も

み
ら

れ
、
特

に
白

飯
は

食
べ

ら
れ

な
い

と
い

う
学

生
も

い
た

。
昨

年
と

同
様

に
、
普

段
食

べ
て

い
る

ご
飯

の
重

さ
を

計
測

す
る

と
、
そ

の
量

の
少

な
さ

に
そ

れ
ぞ

れ
が

驚
き

、
弁

当
箱

に
移

し
か

え
る

と
半

分
に

も
な

ら
な

い
学

生
が

大
半

で
あ

っ
た

。
ご

飯
を

弁
当

箱
に

２
０

０
ｇ
つ

め
る

と
「こ

ん
な

量
は

と
て

も
食

べ
ら

れ
な

い
」
と

い
う
意

見
が

多
か

っ
た

が
、
「
ご

飯
を

も
っ

と
食

べ
る

よ
う
に

し
な

い
と

い
け

な
い

」
と

普
段

の
食

生
活

を
反

省
し

て
い

た
。
お

か
ず

は
紙

皿
に

惣
菜

を
と

る
と

き
に

は
、
今

年
の

学
生

は
少

な
め

の
量

の
お

か
ず

を
と

り
、
後

か
ら

お
か

ず
を

足
す

学
生

が
多

か
っ

た
た

め
、
弁

当
箱

に
隙

間
が

あ
い

て
し

ま
う
学

生
が

多
く
、
修

正
す

る
時

間
が

前
回

よ
り
長

く
必

要
だ

っ
た

。
弁

当
箱

に
つ

め
る

と
、
「
ご

飯
の

量
が

多
い

」
、
「
ご

飯
よ

り
も

お
か

ず
を

も
っ

と
食

べ
た

い
」
「
お

か
ず

を
た

く
さ

ん
食

べ
た

い
」な

ど
の

感
想

も
多

か
っ

た
が

、
「
食

生
活

を
見

直
し

た
い

」
と

い
う
感

想
も

多
か

っ
た

。
食

器
に

盛
り
変

え
、
1
食

分
の

確
認

を
し

た
と

き
に

は
、
お

弁
当

箱
に

詰
め

て
い

る
料

理
が

主
食

・
主

菜
・副

菜
で

揃
っ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
は

、
各

グ
ル

ー
プ

で
盛

り
変

え
た

こ
と

で
理

解
に

つ
な

が
っ

た
と

考
え

て
い

る
。

　
2
年

間
の

学
び

と
し

て
１
年

生
か

ら
実

施
し

た
4
回

分
と

2
年

生
前

期
の

弁
当

の
写

真
の

変
化

と
、
調

理
技

術
の

向
上

や
栄

養
素

の
バ

ラ
ン

ス
を

献
立

に
変

化
し

て
い

く
こ

と
が

実
感

で
き

、
自

身
の

成
長

を
実

感
で

き
た

よ
う
で

あ
る

。
ま

と
め

の
考

察
に

お
い

て
も

「
こ

れ
か

ら
の

食
生

活
で

も
３
・
１
・
２
の

バ
ラ

ン
ス

に
気

を
つ

け
た

い
」と

記
載

し
て

い
る

も
の

が
多

数
い

た
。
こ

の
こ

と
か

ら
も

学
生

に
と

っ
て

日
常

生
活

に
い

か
せ

る
セ

ミ
ナ

ー
と

な
っ

た
と

考
え

ら
れ

る
。

担
当

教
員

8
1
人

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標
栄

養
バ

ラ
ン

ス
を

と
る

簡
単

な
方

法
を

学
び

習
得

す
る

と
と

も
に

、
卒

業
後

、
栄

養
士

と
し

て
健

康
的

な
食

生
活

を
普

及
さ

せ
る

教
材

に
つ

い
て

も
習

得
す

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。

事
前

事
後

食
生

活
ア

ン
ケ

ー
ト
を

実
施

し
、
自

身
の

食
生

活
を

確
認

し
て

お
く
。

指
定

の
弁

当
箱

を
用

い
て

弁
当

を
作

り
持

参
し

、
ク

ラ
ス

で
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

し
、

終
了

時
に

再
度

、
食

生
活

ア
ン

ケ
ー

ト
を

実
施

し
、

ま
と

め
を

行
い

学
習

成
果

を
振

り
返

る
。

2
0
1
9
年

度
後

期
・
2
0
2
0
年

度
後

期
谷

口
　
信

子
・
小

関
　
佐

貴
代

・
橋

本
　
弘

子
・

小
川

　
彩

人
数

※
2
0
1
9
年

1
0
月

実
施

の
講

義
は

米
穀

安
定

供
給

支
援

機
構

が
実

施
し

、
実

習
に

使
用

す
る

弁
当

箱
・
食

材
に

つ
い

て
も

提
供

さ
れ

、
こ

の
と

き
の

レ
ポ

ー
ト
・
ア

ン
ケ

ー
ト
は

回
収

後
提

出
す

る
。

全
国

的
に

実
施

し
て

い
る

プ
ロ

グ
ラ

ム
で

あ
り
、
結

果
に

つ
い

て
は

全
体

の
平

均
等

デ
ー

タ
化

さ
れ

、
報

告
書

及
び

栄
養

改
善

学
会

な
ど

で
発

表
さ

れ
る

予
定

で
あ

る
。

内
容

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

そ
の

他

2
年

の
成

長
と

し
て

、
レ

ポ
ー

ト
と

す
る

。

公
益

社
団

法
人

　
米

穀
安

定
供

給
確

保
支

援
機

構
学

部
学

科
コ

ー
ス

栄
養

学
科

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

連
携

先

期
間

2
年

後
期

に
す

べ
て

の
結

果
を

ま
と

め
評

価
を

行
う

。

１
．

概
要

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果

２
．

連
携

体
制

図
等

ｔ

女
子

大
学

生
等

を
対

象
と

し
た

「
3
・
1
・
2
弁

当
箱

法
」
体

験
セ

ミ
ナ

ー
事

業

1
年

生
後

期
・
2
年

生
後

期
授

業
名

キ
ャ

リ
ア

デ
ザ

イ
ン

・
栄

養
総

合
演

習
学

年
学

内
実

施
場

所

実
施

月

1
0
月

1
0
月

1
1
・
１
２
月

1
月

公
益

社
団

法
人

米
穀

安
定

供
給

栄
養

学
科

メ
リ
ッ

ト
：
講

義
・
実

習
の

実

施
に

よ
り
教

育
効

果
を

得
る

教
育

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

実
施

し
た

ア
ン

ケ
ー

トと
作

成
し

た
報

告
書

を
提

出

プ
ロ

グ
ラ

ム
・
食

材
・
弁

当
箱

の
提

供

メ
リ
ッ

ト
：
実

施
後

の
ア

ン

ケ
ー

ト
を

全
国

デ
ー

タ
ー

と
し

て
公

表

（３
２
）

学生確保（資料）－384



地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

①
テ

ー
マ

食
材

に
お

け
る

レ
シ

ピ
考

案
（
授

業
外

課
題

）
②

試
作

（
授

業
外

課
題

）
③

考
案

レ
シ

ピ
の

原
価

計
算

④
材

料
購

入
⑤

遠
隔

授
業

に
て

コ
ン

テ
ス

ト
の

開
催

（
学

生
の

自
宅

に
て

調
理

作
業

及
び

作
品

写
真

撮
影

）
⑥

レ
シ

ピ
・
作

品
写

真
で

の
審

査
（
連

携
先

関
係

者
に

よ
る

審
査

）
⑦

優
秀

作
品

の
表

彰
式

⑧
優

秀
作

品
の

レ
シ

ピ
を

消
費

宣
伝

活
動

等
に

使
用

（
さ

と
の

雪
食

品
株

式
会

社
）

⑨
作

品
集

の
作

成
（
調

理
コ

ー
ス

）

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
与

え
ら

れ
た

課
題

や
条

件
の

中
で

レ
シ

ピ
考

案
を

行
い

、
実

際
に

調
理

を
す

る
こ

と
で

「
考

え
る

力
」

や
「
実

践
力

」
を

養
う

機
会

と
な

っ
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

当
日

ま
で

の
取

り
組

み
や

コ
ン

テ
ス

ト
結

果
に

よ
る

総
評

を
通

じ
て

各
自

の
課

題
を

明
確

に
し

、
さ

ら
な

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
指

す
道

筋
を

作
る

。
ま

た
、

成
果

物
と

し
て

作
品

集
を

作
成

し
、

配
布

予
定

。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

「
さ

と
の

雪
食

品
株

式
会

社
」
の

取
り
扱

い
食

材
を

使
っ

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

レ
シ

ピ
を

考
案

し
、

コ
ン

テ
ス

ト
形

式
で

審
査

を
行

う
。
学

生
に

は
今

ま
で

に
学

ん
だ

知
識

や
技

術
を

活
か

し
、

更
な

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
や

実
践

力
を

伸
ば

す
た

め
の

機
会

と
し

て
い

る
。

ま
た

、
テ

ー
マ

に
添

っ
た

内
容

で
レ

シ
ピ

考
案

か
ら

原
価

計
算

、
材

料
購

入
等

を
行

い
、
実

際
に

調
理

及
び

作
品

写
真

撮
影

を
行

う
と

い
う

一
連

の
取

り
組

み
を

通
じ

て
メ

ニ
ュ

ー
開

発
の

手
法

を
学

び
、

“
考

え
る

力
”
を

養
う

こ
と

を
目

的
と

し
て

い
る

。

　

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

レ
シ

ピ
作

成
に

お
け

る
ポ

イ
ン

ト
の

理
解

 →
授

業
外

課
題

と
し

て
試

作
及

び
写

真
撮

影
を

各
自

で
行

い
提

出
 →

 教
員

が
チ

ェ
ッ

ク
し

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

事
後

レ
シ

ピ
の

再
調

整
・
成

果
物

の
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ
オ

化

2
0
2
0
年

度
前

期

授
業

名
総

合
調

理
実

習
学

年
2
年

生
実

施
場

所
学

生
の

自
宅

・
さ

と
の

雪
食

品
株

式
会

社
本

社

担
当

教
員

松
野

　
陽

　
・
　
阪

本
 美

奈
子

　
・
　
　

岡
部

　
愛

人
数

履
修

者
全

員
（
5
8
名

）
期

間

調
理

コ
ー

ス
 「

さ
と

の
雪

食
品

株
式

会
社

」
レ

シ
ピ

コ
ン

テ
ス

ト

学
部

学
科

コ
ー

ス
調

理
・
製

菓
学

科
　
調

理
コ

ー
ス

連
携

先
さ

と
の

雪
食

品
株

式
会

社

本
学

調
理

コ
ー

ス
食

品
会

社
企

画
内

容
の

決
定

コ
ン

テ
ス

ト
の

開
催

企
画

の
推

進

絹
ご

し
豆

腐
部

門
1
位

お
か

ら
パ

ウ
ダ

ー
部

門
1
位

木
綿

豆
腐

部
門

1
位

京
揚

げ
部

門
1
位

絹
厚

揚
げ

部
門

1
位

審
査

風
景

入
賞

し
た

学
生

（３
３
）

学生確保（資料）－385



地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
調

理
コ

ー
ス

 「
カ

ル
ロ

ー
ズ

」
料

理
コ

ン
テ

ス
ト

学
部

学
科

コ
ー

ス
調

理
・
製

菓
学

科
　
調

理
コ

ー
ス

連
携

先
Ｕ

Ｓ
Ａ

ラ
イ

ス
連

合
会

2
0
2
0
年

度
前

期

授
業

名
総

合
調

理
実

習
学

年
2
年

生
実

施
場

所
本

学
調

理
実

習
室

担
当

教
員

松
野

　
陽

　
・
　
阪

本
美

奈
子

　
・
　
岡

部
　

愛
人

数
履

修
者

全
員

（
5
8
名

）
期

間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

「
Ｕ

Ｓ
Ａ

ラ
イ

ス
連

合
会

」
の

取
り
扱

い
食

材
「
カ

ル
ロ

ー
ズ

米
」
を

使
っ

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

レ
シ

ピ
を

考
案

し
、
外

部
コ

ン
テ

ス
ト
に

応
募

す
る

。
学

生
に

は
外

部
コ

ン
テ

ス
ト
に

応
募

す
る

こ
と

で
よ

り
意

欲
的

に
コ

ン
テ

ス
ト
に

取
り
組

み
、

今
ま

で
に

学
ん

だ
知

識
や

技
術

を
コ

ン
テ

ス
ト
の

成
果

や
結

果
に

反
映

さ
せ

、
更

な
る

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

や
実

践
力

を
伸

ば
す

た
め

の
機

会
と

し
て

い
る

。
ま

た
、
テ

ー
マ

に
添

っ
た

内
容

で
レ

シ
ピ

考
案

か
ら

原
価

計
算

、
材

料
発

注
等

を
行

い
、
実

際
に

調
理

、
応

募
用

紙
を

作
成

す
る

と
い

う
一

連
の

取
り
組

み
を

通
じ

て
メ

ニ
ュ

ー
開

発
の

手
法

を
学

び
、
“
考

え
る

力
”
を

養
う
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

　

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

レ
シ

ピ
作

成
に

お
け

る
ポ

イ
ン

ト
の

理
解

 →
授

業
外

課
題

と
し

て
試

作
及

び
写

真
撮

影
を

各
自

で
行

い
提

出
 →

 教
員

が
チ

ェ
ッ

ク
し

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

事
後

レ
シ

ピ
の

再
調

整
・
成

果
物

の
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ
オ

化

実
施

内
容

①
テ

ー
マ

「
食

べ
る

ス
ー

プ
」
に

お
け

る
レ

シ
ピ

考
案

（
調

理
理

論
Ⅲ

と
の

連
携

授
業

）
②

試
作

（
授

業
外

課
題

）
③

考
案

レ
シ

ピ
の

原
価

計
算

④
材

料
発

注
用

紙
の

作
成

⑤
出

品
作

品
の

作
成

（
作

品
の

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
・
写

真
撮

影
及

び
応

募
用

紙
作

成
）

⑥
コ

ン
テ

ス
ト
に

応
募

⑦
Ｕ

Ｓ
Ａ

ラ
イ

ス
連

合
会

よ
り
審

査
結

果
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

⑧
作

品
集

の
作

成
（
調

理
コ

ー
ス

）

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
与

え
ら

れ
た

課
題

や
条

件
の

中
で

レ
シ

ピ
考

案
か

ら
実

際
に

調
理

を
し

、
そ

の
作

品
を

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
し

て
写

真
撮

影
を

行
い

応
募

用
紙

を
作

成
す

る
こ

と
ま

で
「
考

え
る

力
」
や

「
実

践
力

」
を

養
う

機
会

と
な

り
多

彩
な

教
育

効
果

に
繋

が
っ

た
。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

当
日

ま
で

の
取

り
組

み
や

コ
ン

テ
ス

ト
結

果
に

よ
る

外
部

の
総

評
を

通
じ

て
各

自
の

課
題

を
明

確
に

し
、

さ
ら

な
る

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

を
目

指
す

道
筋

を
作

る
。

ま
た

、
成

果
物

と
し

て
作

品
集

を
作

成
し

、
配

布
予

定
。

そ
の

他

本
学

調
理

コ
ー

ス
結

果
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

Ｕ
Ｓ

Ａ
ラ

イ
ス

連
合

会

出
品

作
品

の
作

成

コ
ン

テ
ス

ト
に

応
募

学
生

作
品

応
募

告
知

用
紙

学
生

作
品

学
生

作
品

学
生

作
品

学
生

作
品

（３
４
）

学生確保（資料）－386



地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
調

理
コ

ー
ス

 「
株

式
会

社
ひ

こ
ば

え
」
レ

シ
ピ

コ
ン

テ
ス

ト

学
部

学
科

コ
ー

ス
調

理
・
製

菓
学

科
　
調

理
コ

ー
ス

連
携

先
株

式
会

社
ひ

こ
ば

え

2
0
2
0
年

度
後

期

授
業

名
応

用
調

理
実

習
学

年
2
年

生
実

施
場

所
本

学
調

理
実

習
室

担
当

教
員

松
野

　
陽

　
　
・
　
　

岡
部

　
愛

人
数

履
修

者
全

員
（
2
8
名

）
期

間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

「
株

式
会

社
ひ

こ
ば

え
」
の

取
り
扱

い
食

材
を

使
っ

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

レ
シ

ピ
を

考
案

し
、

コ
ン

テ
ス

ト
形

式
で

審
査

を
行

う
。
学

生
に

は
今

ま
で

に
学

ん
だ

知
識

や
技

術
を

活
か

し
、

更
な

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
や

実
践

力
を

伸
ば

す
た

め
の

機
会

と
し

て
い

る
。
ま

た
、

テ
ー

マ
に

添
っ

た
内

容
で

レ
シ

ピ
考

案
か

ら
原

価
計

算
、

材
料

発
注

等
を

行
い

、
実

際
に

調
理

す
る

と
い

う
一

連
の

取
り
組

み
を

通
じ

て
“
考

え
る

力
”
を

養
う
こ

と
を

目
的

と
し

て
い

る
。

　

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

レ
シ

ピ
作

成
に

お
け

る
ポ

イ
ン

ト
の

理
解

 →
授

業
外

課
題

と
し

て
試

作
及

び
写

真
撮

影
を

各
自

で
行

い
提

出
 →

 教
員

が
チ

ェ
ッ

ク
し

、
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

す
る

。

事
後

レ
シ

ピ
の

再
調

整
・
成

果
物

の
ポ

ー
ト
フ

ォ
リ
オ

化

実
施

内
容

①
テ

ー
マ

食
材

に
お

け
る

レ
シ

ピ
考

案
（
授

業
外

課
題

）
②

試
作

（
授

業
外

課
題

）
③

考
案

レ
シ

ピ
の

原
価

計
算

④
材

料
発

注
用

紙
の

作
成

⑤
コ

ン
テ

ス
ト
の

開
催

（
調

理
作

業
及

び
展

示
）

⑥
試

食
・
外

観
審

査
（
連

携
先

関
係

者
及

び
本

学
教

職
員

に
よ

る
審

査
）

⑦
優

秀
作

品
の

表
彰

式
⑧

優
秀

作
品

の
レ

シ
ピ

を
消

費
宣

伝
活

動
等

に
使

用
（
株

式
会

社
ひ

こ
ば

え
）

⑨
作

品
集

の
作

成
（
調

理
コ

ー
ス

）

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
与

え
ら

れ
た

課
題

や
条

件
の

中
で

レ
シ

ピ
考

案
を

行
い

、
実

際
に

調
理

を
す

る
こ

と
で

「
考

え
る

力
」

や
「
実

践
力

」
を

養
う

機
会

と
な

っ
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

当
日

ま
で

の
取

り
組

み
や

コ
ン

テ
ス

ト
結

果
に

よ
る

総
評

を
通

じ
て

各
自

の
課

題
を

明
確

に
し

、
さ

ら
な

る
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
指

す
道

筋
を

作
る

。
ま

た
、

成
果

物
と

し
て

作
品

集
を

作
成

し
、

配
布

予
定

。

そ
の

他

本
学

調
理

コ
ー

ス

生
産

者
・
消

費
者

等

株
式

会
社

ひ
こ

ば
え

企
画

内
容

の
決

定

コ
ン

テ
ス

ト
の

開
催

企
画

の
推

進

板
こ

ん
に

ゃ
く
部

門
１
位

さ
つ

ま
芋

部
門

１
位

プ
レ

ー
ン

ヨ
ー

グ
ル

ト
部

門
１

位

り
ん

ご
酢

部
門

１
位

板
こ

ん
に

ゃ
く
部

門
２
位

さ
つ

ま
芋

部
門

２
位

プ
レ

ー
ン

ヨ
ー

グ
ル

ト
部

門
２

位

り
ん

ご
酢

部
門

２
位

入
賞

者

（３
５
）

学生確保（資料）－387



地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
S
R
-
1
成

蹊
ロ

ー
ル

ケ
ー

キ
コ

ン
テ

ス
ト
（
製

菓
コ

ー
ス

１
回

生
）

学
部

学
科

コ
ー

ス
調

理
・
製

菓
学

科
　
製

菓
コ

ー
ス

連
携

先
調

理
・
製

菓
学

科
　

製
菓

コ
ー

ス
　

研
究

室

コ
ン

テ
ス

ト
実

施
１

１
月

９
日

（
月

）
　

翌
日

１
０

日
（
火

）
審

査

授
業

名
製

菓
実

習
Ⅳ

学
年

　
1
年

生
実

施
場

所
製

菓
コ

ー
ス

　
実

習
室

（
３

２
８

）

担
当

教
員

沖
　
忠

浩
人

数
　

３
９

人
期

間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

各
自

で
ロ

ー
ル

ケ
ー

キ
を

、
仕

込
み

か
ら

仕
上

げ
ま

で
の

過
程

を
、

計
画

的
で

正
確

な
作

業
を

行
い

商
品

を
仕

上
る

こ
と

を
目

的
と

し
、
製

菓
実

習
Ⅰ

で
学

ん
だ

、
基

礎
技

術
を

基
に

、
時

間
内

で
各

々
が

考
案

し
た

ロ
ー

ル
ケ

ー
キ

を
制

作
す

る
こ

と
を

コ
ン

テ
ス

ト
の

目
標

と
し

て
い

る
。

　
学

生
数

が
例

年
と

比
べ

多
か

っ
た

の
で

、
６

名
で

審
査

を
翌

日
に

行
い

ま
し

た
。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

夏
季

課
題

と
し

て
、
各

々
で

ロ
ー

ル
ケ

ー
キ

の
デ

ザ
イ

ン
を

行
い

、
そ

れ
を

製
造

す
る

為
に

必
要

な
レ

シ
ピ

を
、
考

案
し

提
出

す
る

。

事
後

学
園

内
外

か
ら

審
査

員
を

招
聘

し
、
独

自
の

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
に

沿
っ

て
評

価
す

る
。

実
施

内
容

①
　
夏

季
課

題
に

て
、

ロ
ー

ル
ケ

ー
キ

の
デ

ザ
イ

ン
が

の
作

成
②

　
各

々
の

ロ
ー

ル
ケ

ー
キ

に
必

要
な

レ
シ

ピ
の

作
成

③
　
各

々
の

ロ
ー

ル
ケ

ー
キ

に
必

要
な

材
料

の
発

注
④

　
後

期
授

業
内

に
て

、
試

作
。

⑤
　
試

作
後

の
レ

シ
ピ

の
修

正
と

コ
ン

テ
ス

ト
本

番
に

向
け

て
の

、
原

材
料

の
発

注
　
　

 と
原

価
計

算
⑥

　
各

自
の

デ
ザ

イ
ン

画
の

修
正

及
び

、
清

書
⑦

　
コ

ン
テ

ス
ト
本

番
（
仕

込
～

焼
成

～
仕

上
）

⑧
　
学

園
内

外
部

の
審

査
員

に
よ

る
、
審

査
と

評
価

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
各

々
で

デ
ザ

イ
ン

（
企

画
）
、
レ

シ
ピ

や
作

業
手

順
の

作
成

（
立

案
）
、
原

価
計

算
（
実

践
）
　
等

、
商

品
を

製
造

（
完

遂
力

）
す

る
こ

と
で

、
現

場
に

お
い

て
の

一
連

の
作

業
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

実
施

後
の

表
彰

式
に

於
い

て
、

各
々

の
得

点
の

公
表

及
び

、
全

体
と

入
賞

者
の

講
評

を
行

う
。

そ
の

他

ビ
タ

ミ
ン

乳
業

株
式

会
社

本
学

調
理

・
製

菓
学

科

教
育

研
究

支
援

セ
ン

タ
ー

S
R
-
1

成
蹊

ロ
ー

ル

ケ
ー

キ
コ

ン
テ

ス
ト

淀
川

区
役

所

審
査

員

製
菓

コ
ー

ス

（３
６
）

学生確保（資料）－388



地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用
オ

リ
ジ

ナ
ル

ガ
ト
ー

コ
ン

テ
ス

ト
（
製

菓
コ

ー
ス

２
回

生
）

学
部

学
科

コ
ー

ス
調

理
・
製

菓
学

科
　
製

菓
コ

ー
ス

連
携

先
調

理
・
製

菓
学

科
　

製
菓

コ
ー

ス
　

研
究

室

コ
ン

テ
ス

ト
実

施
１

１
月

２
０

日
（
金

）

授
業

名
応

用
製

菓
実

習
Ⅱ

学
年

　
２

年
生

実
施

場
所

製
菓

コ
ー

ス
　

実
習

室
（
３

２
８

）

担
当

教
員

沖
　
忠

浩
人

数
　

３
２

人
期

間

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

各
自

で
オ

リ
ジ

ナ
ル

ガ
ト
ー

を
、

仕
込

み
か

ら
仕

上
げ

ま
で

の
過

程
を

、
計

画
的

で
正

確
な

作
業

を
行

い
商

品
を

仕
上

る
こ

と
を

目
的

と
し

、
１

回
生

製
菓

実
習

で
学

ん
だ

、
基

礎
・
専

門
技

術
を

基
に

、
既

定
の

時
間

内
で

各
々

が
考

案
し

た
オ

リ
ジ

ナ
ル

ガ
ト
ー

を
制

作
す

る
こ

と
を

コ
ン

テ
ス

ト
の

目
標

と
し

て
い

る
。

　
　

　
試

食
テ

ー
ブ

ル
の

間
隔

を
空

け
て

、
審

査
員

７
名

に
よ

る
、

試
食

審
査

を
行

い
ま

し
た

。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

夏
季

課
題

と
し

て
、
各

々
で

オ
リ
ジ

ナ
ル

ガ
ト
ー

の
デ

ザ
イ

ン
を

行
い

、
そ

れ
を

製
造

す
る

為
に

必
要

な
レ

シ
ピ

を
、
考

案
し

提
出

す
る

。

事
後

学
園

内
外

か
ら

審
査

員
を

招
聘

し
、
独

自
の

ル
ー

ブ
リ
ッ

ク
に

沿
っ

て
評

価
す

る
。

実
施

内
容

①
　
春

季
休

暇
課

題
に

て
、

オ
リ
ジ

ナ
ル

ガ
ト
ー

の
デ

ザ
イ

ン
を

作
画

②
　
各

々
の

オ
リ
ジ

ナ
ル

ガ
ト
ー

に
必

要
な

レ
シ

ピ
の

作
成

③
　
各

々
の

オ
リ
ジ

ナ
ル

ガ
ト
ー

に
必

要
な

材
料

の
発

注
④

　
後

期
授

業
内

に
て

、
試

作
。

⑤
　
試

作
後

の
レ

シ
ピ

の
修

正
と

コ
ン

テ
ス

ト
本

番
に

向
け

て
の

、
原

材
料

の
発

注
と

　
　

 原
価

計
算

⑥
　
各

自
の

デ
ザ

イ
ン

画
の

修
正

及
び

、
清

書
⑦

　
コ

ン
テ

ス
ト
本

番
（
仕

込
～

仕
上

）
⑧

　
学

園
内

外
部

の
審

査
員

に
よ

る
、
審

査
と

評
価

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果
各

々
で

デ
ザ

イ
ン

（
企

画
）
、
レ

シ
ピ

や
作

業
手

順
の

作
成

（
立

案
）
、
原

価
計

算
（
実

践
）
　
等

、
商

品
を

製
造

（
完

遂
力

）
す

る
こ

と
で

、
現

場
に

お
い

て
の

一
連

の
作

業
を

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

実
施

後
の

表
彰

式
に

於
い

て
、

各
々

の
得

点
の

公
表

及
び

、
全

体
と

入
賞

者
の

講
評

を
行

う
。

そ
の

他

ビ
タ

ミ
ン

乳
業

株
式

会
社

本
学

調
理

・
製

菓
学

科

教
育

研
究

支
援

課
セ

ン
タ

ー
オ

リ
ジ

ナ
ル

ガ
ト
ー

コ
ン

テ
ス

ト

淀
川

区
役

所

審
査

員

製
菓

コ
ー

ス

入
試

統
括

本
部

1
2
月

度

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス

サ
ー

ビ
ス

ス
イ

ー
ツ

（３
７
）
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地
域

連
携

産
官

学
連

携
国

際
連

携
P
B
L

学
外

授
業

プ
レ

ゼ
ン

成
果

物
あ

り
成

果
物

提
供

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ

成
果

の
利

用

実
施

内
容

秋
：
摂

津
市

教
育

委
員

会
と

の
打

ち
合

わ
せ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
１

０
月

：
事

前
指

導
の

準
備

・
計

画
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
１

０
月

末
～

1
月

：
事

前
指

導
1
月

～
2
月

：
摂

津
市

立
A

小
学

校
全

学
年

対
象

に
、

児
童

英
語

指
導

法
の

実
践

。
3
月

：
児

童
英

語
指

導
法

の
指

導
手

順
等

、
学

び
の

振
り
返

り
。

3
月

～
：
オ

ー
プ

ン
キ

ャ
ン

パ
ス

で
の

成
果

発
表

。

２
．

連
携

体
制

図
等

４
．

特
記

事
項

学
修

の
成

果

児
童

と
共

に
活

動
す

る
こ

と
に

よ
り
、

学
生

の
自

己
肯

定
感

が
高

ま
っ

た
。

自
ら

考
え

て
行

動
す

る
だ

け
で

な
く
、

子
供

た
ち

の
交

流
を

通
し

て
、

子
供

た
ち

が
授

業
を

理
解

で
き

る
よ

う
な

工
夫

を
し

、
指

導
者

と
し

て
の

力
が

身
に

つ
い

た
。

ま
た

、
英

語
を

積
極

的
に

使
用

し
、

ス
ピ

ー
キ

ン
グ

力
が

向
上

し
た

。

学
生

へ
の

フ
ィ

ー
ド
バ

ッ
ク

実
践

後
、

実
践

中
に

、
各

学
生

に
指

導
内

容
に

関
す

る
細

か
な

コ
メ

ン
ト
や

具
体

的
な

動
き

に
つ

い
て

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
与

え
た

。
事

後
学

習
で

し
っ

か
り
と

振
り
返

り
を

行
い

、
そ

れ
ぞ

れ
の

課
題

と
向

き
合

う
よ

う
に

指
導

し
た

。

そ
の

他

１
．

概
要

３
．

成
果

（
図

・
写

真
・
デ

ー
タ

等
）

学
外

連
携

学
修

の
目

的
・
目

標

実
用

的
な

語
学

教
育

に
加

え
て

、
小

学
校

の
英

語
教

育
で

必
要

と
さ

れ
る

指
導

者
を

育
て

る
こ

と
を

目
的

と
す

る
。
ま

た
、
小

学
校

で
の

指
導

実
践

を
重

ね
、

即
戦

力
と

な
る

指
導

者
を

め
ざ

す
プ

ロ
グ

ラ
ム

で
あ

る
。
事

後
指

導
を

通
じ

て
、

オ
ー

プ
ン

キ
ャ

ン
パ

ス
等

で
成

果
発

表
す

る
。

目
的

を
達

成
す

る
た

め
の

事
前

・
事

後
学

修

事
前

児
童

英
語

指
導

法
の

中
で

行
う
だ

け
で

な
く
、

直
前

に
２

時
間

の
指

導
を

実
施

（
日

程
は

未
定

）

事
後

実
施

し
た

内
容

の
レ

ポ
ー

ト
を

提
出

し
、
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ
ン

形
式

の
発

表
及

び
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

を
う
（
日

程
は

未
定

）

2
0
2
1
年

　
１

月
末

～
2
月

授
業

名
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ
B

学
年

1
年

生
実

施
場

所
摂

津
市

立
別

府
小

学
校

・
三

宅
柳

田
小

学
校

・
鳥

飼
小

学
校

・
鳥

飼
北

小
学

校
・
味

生
小

学
校

担
当

教
員

工
藤

　
律

子
人

数
1
2
人

期
間

2
0
2
0
摂

津
市

教
育

委
員

会
事

業
「
イ

ン
グ

リ
ッ

シ
ュ

D
A

Y
」
を

活
用

し
た

表
現

活
動

学
部

学
科

コ
ー

ス
グ

ロ
ー

バ
ル

コ
ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

学
科

連
携

先
摂

津
市

教
育

員
会

お
よ

び
摂

津
市

内
の

小
学

校

コ
ロ

ナ
禍

と
い

う
状

況
で

は
あ

っ
た

が
、

実
習

に
参

加
す

る
こ

と
が

で
き

た
。

昨
年

度
と

は
ち

が
い

、
教

室
で

の
取

り

組
み

に
変

わ
り
、

寒
い

環
境

の
中

、
熱

心
に

取
り
組

ん
で

い
た

。
社

会
人

と
し

て
責

任
を

持
ち

行
動

す
る

と
い

う
規

範
意

識
が

高
ま

っ
た

。
子

供
た

ち
に

わ
か

る
英

語
で

説
明

す
る

こ
と

を
実

践
で

き
る

だ
け

で
な

く
、

A
L
T
の

T
e
ac

he
r 

T
al

k
に

触
れ

る
こ

と
が

で
き

、
英

語
力

の
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

左
・
左

下
：
見

学
・
授

業
補

助

右
下

：
実

習
ノ
ー

ト

（３
８
）
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大阪成蹊大学 芸術学部 造形芸術学科の 

定員増に係る人材需要アンケート調査 報告書 

 

 

2021 年 7 月 8 日 
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調査概要 

 

① 調査目的 

大阪成蹊大学芸術学部造形芸術学科の入学定員増に関連して、本学部卒業生につい

ての企業の採用意向等を調査し、入学定員増後の人材需要について明らかにする。 

 

② 調査対象 

大阪成蹊大学芸術学部造形芸術学科の卒業生の採用実績や求人がある企業から無作

為に抽出し実施（300 社） 

 

③ 調査方法 

電子メールによりアンケート調査書を配布し、返送を依頼。 

 

④ 回収数 

 回収数：210 社（回収率 70.0％） 

 

⑤ 調査期間 

 2021 年 6 月 23 日（月） ～ 2021 年 7 月 7 日（水） 
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アンケート結果の概要 
（各表のうち、割合、回答率については少数第 2 位を四捨五入） 

 

1. 回答企業の業種割合について 

「卸売・小売業」が最も多く、「製造業」「情報通信業」がこれに続く。芸術学部の例年の

進路実績と同様に、広く多様な業種からの回答を得ることができた。 

 

Q1.貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○） 

【集計結果】 

  回答数 割合 

1.農・林・魚・鉱業 0 0.0% 

2.建設業 10 4.8% 

3.製造業 38 18.1% 

4.電気・ガス・熱供給・水道業 1 0.5% 

5.情報通信業 36 17.1% 

6.運輸業 8 3.8% 

7.卸売・小売業 43 20.5% 

8.金融・保険業 4 1.9% 

9.不動産業 2 1.0% 

10.飲食店・宿泊業 15 7.1% 

11.医療・福祉 10 4.8% 

12.複合サービス事業 2 1.0% 

13.サービス業 35 16.7% 

14.公務 0 0.0% 

15.その他 6 2.9% 

合計 210 100.0% 

 

2. 事業所の所在地について 

8 割以上の企業が本学の位置する大阪府に事業所を有している。次いで、アクセスのよい

京都府、兵庫県に事業所を有する企業は 39％となっており、滋賀県、奈良県、和歌山県

に事業所を有する企業も一定数が確認される。 
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Q2.関西 2府 4県における貴事業所の有無をお答えください。（あてはまる番号全てに〇） 

【集計結果】 
  回答数 回答率 

1.滋賀県 43 20.5% 

2.京都府 82 39.0% 

3.大阪府 178 84.8% 

4.兵庫県 82 39.0% 

5.奈良県 40 19.0% 

6.和歌山県 32 15.2% 

未回答 14 - 

 

3. 本学部の養成する人材に対する社会的な需要について 

86.7%の企業が、本学部の養成する人材について「（１）社会的な需要は極めて高い」また

は「（２）社会的な需要は高い」と回答しており、本学部の教育目的及び養成する人材に

対する社会的な需要が確認される。 

 

Q3. 貴社・貴団体は、大阪成蹊大学「芸術学部 造形芸術学科」が養成する人材について、これからの

社会が求める人材として必要だと思われますか。（あてはまる番号１つに○） 

【集計結果】 

  回答数 割合 

1.社会的な需要は極めて高い 54 25.7% 

2.社会的な需要は高い 128 61.0% 

3.社会的な需要はあまりない 6 2.9% 

4.社会的な需要は全くない 0 0.0% 

5.わからない 19 9.0% 

未回答 3 1.4% 

合計 210 100% 

 

4. 本学部卒業生への採用意向について 

210 社の合計で 584 人の採用意向が確認された。平均で 1社あたり約 2.7 人の採用枠が示

されたこととなり、芸術学部の変更後の入学定員 220 人に対して約 2.6 倍の採用枠が示さ

れたこととなる。また、Q2 で確認されたように、回答企業の多くが京阪神に事業所を有

する企業であり、特に地域的な人材需要が高いことがわかる。 
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Q4.貴社・貴団体は、大阪成蹊大学「芸術学部 造形芸術学科」を卒業した学生について、何名程度採

用したいと思われますか。（あてはまる箇所１つに○） 

【集計結果】 

  回答数 割合 

1 名 78 37.1% 

2 名 68 32.4% 

3 名 23 11.0% 

4 名 8 3.8% 

5～9 名  17 8.1% 

10 名以上 15 7.1% 

採用しない 1 0.5% 

合計 210 100% 

⇒採用予定人数の合計 584 人 

※「5～9 名」は 7 名、10 名以上は 10 名として計算 

 

5. 特に重視するジェネリックスキルについて 

リテラシーの上位 3要素は「課題発見力」「情報収集力」「情報分析力」であり、コンピテ

ンシーの上位 3要素は「協働力」「実践力」「行動持続力」となった。企業が特に重視する

いずれの要素も、本学部の 3年生において入学時からの伸長が確認されている要素であ

り、社会からの人材需要に応える教育が実施されていることがわかる。 

 

Q5.社会で求められる汎用的な能力・態度・志向とされる以下のジェネリックスキルのうち、貴社が採

用活動を行うにあたって特に重視するものは何ですか？（リテラシー、コンピテンシーそれぞれで、

特にあてはまる番号３つに〇） 

【集計結果】 

リテラシー 

 回答数 回答率 

1.情報収集力 132 62.9% 

2.情報分析力 123 58.6% 

3.課題発見力 167 79.5% 

4.構想力 91 43.3% 

5.言語処理能力 79 37.6% 

6.非言語処理能力 26 12.4% 
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コンピテンシー 
 回答数 回答率 

1.親和力 68 32.4% 

2.協働力 156 74.3% 

3.統率力 15 7.1% 

4.感情制御力 16 7.6% 

5.自信創出力 17 8.1% 

6.行動持続力 100 47.6% 

7.課題発見力 84 40.0% 

8.計画立案力 46 21.9% 

9.実践力 116 55.2% 
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（一覧）回答企業210社

No. 企業名 業種 No. 企業名 業種

1 ㈱ヤマダホールディングス 卸売・小売業 52 トップライズ㈱ 建設業

2 ㈱ライフコーポレーション 卸売・小売業 53 ㈱コメリ 卸売・小売業

3 ㈱ファルコビジネスサポート サービス業 54 ㈱コヤマスポーツスクール その他

4 ㈱カクダイ 製造業 55 ㈱平山 製造業

5 ネクスタ㈱ 製造業 56 フタバフォーム印刷㈱ 製造業

6 ㈱重光 飲食店・宿泊業 57 ㈱界グラフィックス 情報通信業

7 ㈱朝日エアポートサービス サービス業 58 西尾レントオール㈱ その他

8 ㈱高鍋食品 卸売・小売業 59 ㈱きんそく サービス業

9 アイトス㈱ 製造業 60 ㈱エース電研 製造業

10 のぞみ信用組合 金融・保険業 61 ㈱SNK 情報通信業

11 大同信用組合 金融・保険業 62 ㈱オーツ― 情報通信業

12 SCSKサービスウェア㈱ 情報通信業 63 ㈱フロム・ソフトウェア 情報通信業

13 ニッポンレンタカー関西㈱ サービス業 64 ㈱ジェットスタジオ 情報通信業

14 佐川印刷㈱ 製造業 65 シダックス㈱ サービス業

15 加賀電子㈱ 卸売・小売業 66 都築テクノサービス㈱ サービス業

16 ㈱教映社 卸売・小売業 67 ㈱ジーン 情報通信業

17 ㈱アクティング サービス業 68 ㈱ケーツー 情報通信業

18 ㈱アド近鉄 サービス業 69 ㈱エボルブ 情報通信業

19 MXモバイリング㈱ 情報通信業 70 ㈱アインファーマシーズ 医療・福祉

20 日鉄ステンレス銅管㈱ 製造業 71 キングプリンティング㈱ 製造業

21 ㈱TANA‐X 製造業 72 大阪電設工業㈱ 電気・ガス・熱供給・水道業

22 ナビオコンピュータ㈱ 情報通信業 73 昭和製薬㈱ 製造業

23 ㈱宝塚舞台 サービス業 74 ㈱寺子屋 飲食店・宿泊業

24 ライクスタッフィング㈱ 複合サービス事業 75 ㈱シンシア 卸売・小売業

25 ㈱ベアフォスターホールディングス 情報通信業 76 カネ増製菓㈱ 卸売・小売業

26 日本インシュレーション㈱ 製造業 77 ㈱シンクタンク 情報通信業

27 東洋シヤッター㈱ 製造業 78 (福)池田さつき会 医療・福祉

28 ㈱レイアップ サービス業 79 Happy Elements㈱ 情報通信業

29 ㈱ユークス 情報通信業 80 ㈱ホテルグランヴィア大阪 飲食店・宿泊業

30 三洋金属工業㈱ 製造業 81 ㈱杉田プリディア 情報通信業

31 ㈱オリバー 製造業 82 リーフラス㈱ サービス業

32 ㈱カプコン 情報通信業 83 社会医療法人協和会　加納総合病院 医療・福祉

33 城北宣広㈱ サービス業 84 ㈱ゲームフリーク 製造業

34 ㈱大橋金属工芸 製造業 85 ファミリー庭園㈱ 建設業

35 ㈱カンプリ サービス業 86 西川産業㈱ 卸売・小売業

36 ㈱ジェー・シー・スタッフ 情報通信業 87 ㈱ミヤザキ・メンタルサービス サービス業

37 ㈱イルカ 情報通信業 88 廣川ホールディングス㈱ 製造業

38 ㈱カーポートマルゼン 卸売・小売業 89 大昭和紙工産業㈱ 製造業

39 アルヴィオングループ 情報通信業 90 ㈱ライセンスアカデミー その他

40 ㈱近鉄エクスプレス 運輸業 91 ノアインドアステージ㈱ サービス業

41 日本ビルコン㈱ 建設業 92 三榮工業㈱ 卸売・小売業

42 ㈱リオクリエイティブ 情報通信業 93 トヨタカローラ大阪㈱ 卸売・小売業

43 伸栄商事㈱ 卸売・小売業 94 日本物流センター㈱ 運輸業

44 辰巳電子工業㈱ 情報通信業 95 ㈱ボールネルンド 卸売・小売業

45 ㈱スタジオヴォルン サービス業 96 モリテツ電機㈱ 製造業

46 ㈱アートリフォーム 建設業 97 ミウラ化学装置㈱ 製造業

47 セントケア・ホールディング㈱ 医療・福祉 98 ㈱ナカムラ・マネージメントオフィス 医療・福祉

48 ㈱エイジェック サービス業 99 ㈱オアシス・ジャパン 不動産業

49 ㈱ディンプス 情報通信業 100 ㈱エマナック 製造業

50 一般社団法人福祉心話会 医療・福祉 101 ㈱マイナビ サービス業

51 ㈱GoHands 情報通信業 102 ㈱ＮＥＳＴＡ　ＲＥＳＯＲＴ サービス業

103 ㈱トゥモローランド 卸売・小売業 156 MARK　STYLER㈱ 卸売・小売業
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No. 企業名 業種 No. 企業名 業種

104 ㈱ストライプインターナショナル 卸売・小売業 158 富士産業㈱ 飲食店・宿泊業

105 ㈱たけでん 卸売・小売業 159 淀川食品㈱ 飲食店・宿泊業

106 ㈱和気 製造業 160 ㈱TGサービス 飲食店・宿泊業

107 ㈲カイカイキキ サービス業 161 ㈱魚国総本社 飲食店・宿泊業

108 ㈱森脇ビデオ企画 サービス業 162 日清医療食品㈱ 飲食店・宿泊業

109 日新シール工業㈱ 製造業 163 ㈱グリーンハウス 飲食店・宿泊業

110 ㈱サイネックス サービス業 164 幼児活動研究会㈱ サービス業

111 ㈱内田洋行 卸売・小売業 165 ㈱セノン サービス業

112 ㈱サカイ引越センター 運輸業 166 ㈱オンワード樫山 卸売・小売業

113 城東テクノ㈱ 製造業 167 日本パナユーズ㈱ サービス業

114 ㈱日興商会 卸売・小売業 168 ㈱日本トラフィックサービス 運輸業

115 ㈱デザインファクトリーグリップ その他 169 コネクシオ㈱ 情報通信業

116 ㈱ハートス その他 170 ㈱マッシュホールディングス 卸売・小売業

117 ㈱キャン 卸売・小売業 171 ㈱栃木屋 製造業

118 ㈱ホンダ北大阪 卸売・小売業 172 ㈱インテリジェントシステムズ 情報通信業

119 ㈱テイクコーポレーション 製造業 173 一富士フードサービス㈱ 飲食店・宿泊業

120 ㈱コーユービジネス 製造業 174 ㈱クリーク・アンド・リバー社 サービス業

121 ㈱関西マツダ 卸売・小売業 175 秀和㈱ 製造業

122 ㈱ＪＳコーポレーション 製造業 176 ㈱成美 建設業

123 セントラル警備保障㈱ サービス業 177 ㈱フロンティア 医療・福祉

124 トヨタカローラ新大阪㈱ 卸売・小売業 178 ㈱ユアサデザインルーム 建設業

125 ヌーベルグループ 情報通信業 179 KCJ　GROUP㈱ サービス業

126 ㈱アクティブライフ 医療・福祉 180 ㈱エイブル 不動産業

127 京都土木㈱ 建設業 181 大扇産業㈱ 複合サービス事業

128 ㈱東通インフィニティー 情報通信業 182 ㈱パーソナック サービス業

129 ㈱アズノゥアズ サービス業 183 京都たつた舞台㈱ 製造業

130 ㈱旭栄 建設業 184 ㈱Ｃｙｇａｍｅｓ 情報通信業

131 ㈱カワグチマック工業 製造業 185 ㈱アーバンリサーチ 卸売・小売業

132 キーストーンズキャリア㈱ サービス業 186 北大阪急行電鉄㈱ 運輸業

133 ㈱ベル サービス業 187 ㈱長谷工コーポレーション 建設業

134 ㈱ＲＥＳＴＡ 卸売・小売業 188 ㈱ジーネット 卸売・小売業

135 大阪トヨペット㈱ 卸売・小売業 189 阪急電鉄㈱ 運輸業

136 ＲＥシステムズ㈱ サービス業 190 日本ビジネスアート㈱ その他

137 ㈱コクミン 卸売・小売業 191 ㈱コノエ 卸売・小売業

138 ㈱ビジョンメガネ 卸売・小売業 192 ㈱マツモト 卸売・小売業

139 吉忠マネキン㈱ 製造業 193 ㈱阪急オアシス 卸売・小売業

140 ㈱永昌堂印刷 製造業 194 ホテルモントレ㈱ 飲食店・宿泊業

141 ㈱イベント２１ サービス業 195 枚方信用金庫 金融・保険業

142 ㈱つむら工芸 製造業 196 ラブリー・ペット商事㈱ 卸売・小売業

143 旭情報サービス㈱ 情報通信業 197 ㈱ＬＥＯＣ 飲食店・宿泊業

144 フルサト工業㈱ 卸売・小売業 198 ㈱ヌーヴ・エイ 卸売・小売業

145 セントケア西日本㈱ 医療・福祉 199 ㈱ロイヤルパークホテルズアンドリゾーツ 飲食店・宿泊業

146 北おおさか信用金庫 金融・保険業 200 ㈱ディスコ サービス業

147 吉川運輸㈱ 運輸業 201 たつた舞台㈱ 製造業

148 ㈱日立物流西日本 運輸業 202 カワセコンピュータサプライ㈱ 情報通信業

149 ㈱スーパー・コート 医療・福祉 203 ㈱なだ万 飲食店・宿泊業

150 ㈱グルメ杵屋 飲食店・宿泊業 204 グリーンホスピタルサプライ㈱ 卸売・小売業

151 渡辺パイプ㈱ 卸売・小売業 205 ㈱マツシマホールディングス 卸売・小売業

152 明和グラビア㈱ 製造業 206 ㈱ぴえろ 情報通信業

153 麻布プラザ㈱ 情報通信業 207 ㈱タツノコプロ 情報通信業

154 ㈱ノーリーズ 卸売・小売業 208 ㈱インテリア・エース 建設業

155 ㈱ナイスクラップ 卸売・小売業 209 ㈱友電舎 製造業

157 ㈱エイチ・エル・シー 情報通信業 210 ㈱バンク・オブ・イノベーション 情報通信業
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令和 3 年 6 月吉日 

人事・採用ご担当者様 

大阪成蹊大学 就職部 

 

大阪成蹊大学 芸術学部 造形芸術学科の定員増に係る 

アンケート調査へのご協力のお願い 

  

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。 

また、平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

 さて、大阪成蹊大学芸術学部は、平成 15 年 4 月に開設して以来、高校生の進学ニーズや社会の人材要請に応え

るかたちで様々に教育内容の充実を図り、発展を続けてまいりました。 

 

芸術学部造形芸術学科では、学則に以下の教育目的を明らかにして人材育成に取り組んでいます。 

「芸術的教養や芸術的表現能力を育成するとともに、専門領域を超えた幅広い視野と知識を持ち、社会の要請を

敏感に感じ取り社会との関わりにおいてその芸術的感性や表現能力を生かし、伝統的な造形表現と未来を開く革新

的な造形思考との往還の中に現代人の置かれたさまざまな局面を捉え、未来的な展望のもとに個性豊かな表現の可

能性を追求できるとともに、心豊かな社会の実現に寄与することのできる人材の育成をする。」 

 

学則に掲げた上記の教育目的を達成するため、本学部では、初年次教育・キャリア教育を通じてリテラシーやコン

ピテンシーなどの「社会人基礎力」を養うとともに、専門教育においては基礎的な技術の修得から最新の制作トレンド

など広範囲の造形教育を取り入れています。また、企業、自治体等との連携による学びを重視し、企業や自治体等の

実際の課題の解決をめざす PBL（課題解決型）授業や早期インターンシップなど様々な実践授業を展開しています。

上記を含め、すべての授業をアクティブラーニング型の授業とし、他者とコミュニケーションを取りながら、協働して課

題解決する力や、自律的に物事を考え、主体的に行動する能力等を培っています。 

 

こうした本学部の育成する人材像や教育内容等に対しては、これまで多くの企業様からご理解を賜り、ご評価をい

ただけているものと存じます。また昨今は、造形芸術に関する素養・専門性を身につけた人材ニーズはあらゆる業種・

業態で急速に高まっていると考えております。こうした社会・地域の人材ニーズの高まりに応えるため、2022 年より入

学定員を現在の 190 名から 220 名へと増員することを構想しております。 

 この度の定員増の構想について、文部科学省への申請に際して企業様の採用意向等を伺うニーズ調査を行うことと

いたしました。つきましては、ご多忙の折誠に恐縮ではございますが、別紙アンケート調査へのご協力を宜しくお願い

申し上げます。  

 

 なお、本アンケートで得られた情報は、文部科学省への申請資料としてのみ利用し、その他の目的に使用すること

はございません。 

 何卒、ご協力くださいますよう重ねてお願い申し上げます。 

敬具 

学生確保（資料）－400



 
 

 
 
 

大阪成蹊大学では、2022年4月より入学定員増を構想しています。 

芸術学部 造形芸術学科（入学定員 190人→220人） 

 

以下の設問にご回答ください。 

 

貴社名：              

 

Ｑ１． 貴社・貴団体の業種について、ご回答ください。（あてはまる番号１つに○） 

1. 農・林・漁・鉱業  2. 建設業          3. 製造業     4. 電気・ガス・熱供給・水道業 

5. 情報通信業     6. 運輸業         7. 卸売・小売業  8. 金融・保険業   

9. 不動産業      10. 飲食店・宿泊業   11. 医療・福祉   12. 複合サービス事業  

13. サービス業    14. 公務             15. その他（              ） 

 

Ｑ２．関西2府4県における貴事業所の有無をお答えください。（あてはまる番号全てに〇） 

1.滋賀県    2.京都府    3.大阪府    4.兵庫県    5.奈良県    6.和歌山県  

 

Ｑ３． 貴社・貴団体は、大阪成蹊大学「芸術学部 造形芸術学科」が養成する人材について、 

これからの社会が求める人材として必要だと思われますか。（あてはまる番号１つに○） 

１．社会的な需要は極めて高い   ２．社会的な需要は高い 

  ３．社会的な需要はあまりない      ４．社会的な需要は全くない    ５．わからない 

 

Ｑ４． 貴社・貴団体は、大阪成蹊大学「芸術学部 造形芸術学科」を卒業した学生について、 

何名程度採用したいと思われますか。（あてはまる箇所１つに○） 

1名 2名 3名 4名 5～9名 10名以上 採用しない  

        

 

Ｑ５． 社会で求められる汎用的な能力・態度・志向とされる以下のジェネリックスキルのうち、 

貴社が採用活動を行うにあたって特に重視するものは何ですか？ 

（リテラシー、コンピテンシーそれぞれで、特にあてはまる番号３つに〇）

調査票 大阪成蹊大学 芸術学部 造形芸術学科の入学定員増に係る人材需要アンケート調査 
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【リテラシー】 

※右より 3つ選択 

1.情報収集力   2.情報分析力    3.課題発見力 

4.構想力        5.言語処理能力   6.非言語処理能力 

【コンピテンシー】 

※右より 3つ選択 

1.親和力   2.協働力   3.統率力   4.感情制御力   5.自信創出力 

6.行動持続力   7.課題発見力   8.計画立案力   9.実践力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力いただき有難うございました。 
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